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(2020年(令和2年)9月初出)第一部長崎地域と遺跡

1."遺跡にっいて匁"(2020年(令和元年)8月4日火曜日)".『長崎地域の遺跡と歴史と社会』(2020年(令和2年)8月4日火曜日)Ⅲ.『人類の世界と被爆人.ひ
ぱくぴとの世界』(2020年(令和2年)8月7日金曜日)Ⅳ.『遺跡の形態と長崎の核爆弾被爆の遺跡』(2020年(令和2年)8月9日日曜日) V.『人類と人類の創造、

『人類の行為たる遺跡と歴史の活用』(2020年(令和2年)8月11日火曜日)Ⅵ1並ぴに、記憶たる事象、遺跡、人類の存在』(2020年(令和2年)8月"日火曜白) Ⅵ.

f私達人類の開発と遺跡1(2020年(令和2年)7月23日木曜日)Ⅸ.『私達『私達人類の文化財的事象の形態、在り方』(2020年(令和2年)8月16日日曜日) Ⅷ

人類にとっての記憶並びに記録、又、人類の対する交感の体系』(2020年(令和2年)8月17日月曜日) X.『2020年以降の長崎地域の都市計画』(2020年(令和2年)8
匁.『私達人類の窓意、そして遺跡』(2020年(令和2年)9月26日水曜日)月18日火曜日)

(2020年(令和2年)9月初出)第二部長崎県文化財保存活用大綱策定へのパブリ、ソク・コメント

1.『長崎県文化財保存活用大綱策定へのパブリック・コメント』(2020年(令和2年)7月31日金曜日) n.『私達人類のパラダイム・シフト』(2020年(令和2年)6月24
日水曜日)Ⅲ.『遺跡に関するMEMORANDUM』(2020年(令和2年)7月4日土曜日改訂1:2020年(令和2年)8月4日火曜日) 1V.『2020年(令和2年)2月2
5日以降の養生所ノ(長崎)医学校等遺跡』((2020年(令和2年)7月5日日曜日) V.『長崎地域の近代現代の遺跡』(2020年(令和2年)7月9日木曜日)Ⅵ.『長崎
地域の核爆弾被爆遺跡』(2020年(令和2年)7月24日金曜日)

(2020年(令和2年)9月初出)第三部遺跡へ

1.『展示と存在、概念と想念、情報と情景、取得と到達、読解と包摂、巡礼、観光、旅、遺跡』(2020年(令和2年)6月4日木曜日) 11.『「情報」と「情景」』(2020年(令和
2年)6月4日木曜日)Ⅲ.『長崎地域に於ける高層建築とその他の開発にっいて』(2020年(令和2年)6月10日水曜日養生所を考える会代表池知和恭改訂1版.20
20年(令和2年)8月18日火曜日)

(2020年(令和2年)6月初出)第四部原遺跡計画、並びに、否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成

2020年(令和2年)9月要望書陳情書

1.原遺跡計画

".否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成

内容

ラスコー洞窟

情報

考察、並びに、提案と要望

第五部遺跡について

第六部遺跡

1.遺跡

n.遺跡と風土と文明、又、私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断

Ⅲ.遺跡、その存在の性格と関連事象について

(2019年(令和元年)12月初出)

(2020年(令和2年)2月初出)

Ⅳ.遺跡たる事象

V.日本地域について

Ⅵ.長崎地域とその遺跡について

Ⅵ1.私達当会より、皆棟への、提案と要望について

Ⅷ.長崎地域の遺跡への提案と要望

第七部長崎地域の特定の個別の遺跡群について

(※ 2020年(令和2年)2月初出)1.長崎地域の浦上地区遺跡群について

〆

長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について

(※ 2020年(令和2年)2月初出)Ⅲ.長崎地域の桜町地区遺跡群について

(※ 2020年(令和2年)6月改訂)Ⅳ.養生所ノ(長崎)医学校等遺跡("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"関連区域")にっいて

V.『長崎市歴史的風致雑持向上計画』並びに『国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁2バース化』並びに『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』
(※ 2020年(令和2年)6月初出)について

第八部その他

(2019年(令和元年"2月初出適宜改訂)第九部関連する資料

1.『遺跡に関する提案と要望のお届けにっいて』 2020年(令和2年)3月"日水曜日長崎市教育委員会教育長橋田慶信様長崎市教育委員会教1.参考資料

育総務部長前田孝志様長崎市教育委員会教育総務部施設課長西原政彦様長崎市文化観光部長股張一男様長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様長崎市企
画財政部長片岡研之様長崎市企画財政部都市経営室長岩永浩様長崎市企画財政部長崎創生推進室長山田尚登様長崎市企画財政部大型事業推進室長赤倉史明

長崎市まちづくり部長片江伸一郎様長崎市土木部長吉田安秀様長崎市中央総合事務所長大串昌之様長崎市理材部長小田徹様長崎市環境部長宮崎忠彦様
長崎市原爆被爆対策部長中川正仁様長崎市秘書広報部長原田宏子様長崎市議会議長佐藤正洋様長崎市文化財審議会会長下川達彌様養生所を考える会代表池
知和恭(『(長崎)医学校等正門両賀石垣等石垣群並ぴに、旧長崎市立佐古小学校北西門前島型石段に関する提案と要望』 2020年(令和2年)3月11日水曜日養生所
を考える会代表池知和恭)

(2019年(令和元年"2月初出)

関連する事象について

(※ 2020年(令和2年)6月改訂)

(2019年(令和元年)12月初出※2020年(令和2年)9月追記 12.(長崎)医学校等正門東翼石垣等石垣群にっいてを追記)
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第一部長崎地域と遺跡

1."遣跡1こついて匁"

ー",.ー

"遺跡1こついてΣ江"

1.私達当会は、皆様に、長崎の岬の南端

の遺跡群(長崎奉行所西役所等遺跡群)

について、長崎地域の歴史と社会の複雑

性を証徴し、以って、全ての私達人類の平

和と幸福を包摂する意に於いて、遺跡以

外の人類の意図を建立せず、而して、この

地を地球の全ての地域の私達人類に開

放すること、を提案し要望します。

2.私達当会は、皆様に、全ての遺跡たる

事象について、1.に準ずること、を提案し

要望します。

の

の

ι高

ノ、 XⅦ

圭Ⅷ

U漣当会11、宇富と地芽の自然とメニ期亭#,.又、^ヤ厘史モの他の斈象1こ1、て

夫ケの存在やその在ιJ方や貼儲生、又は、本質が、矢ケの在る筈の姿に在る培合1二、宇富ど也芽0)自然と人筈壷D世界が、円い潤こ1キ理されi昇る、と^ます

宅漣当金は、這路に1、て、モ"皇人^●D活到臣r●こおいて.i豊跡.又は痕跡で宙る二どこよって.メ、臭,力鷺図芝1甫窒し.人二画ことっての身体住を体現する,と仮足しま,

製逢当会1コ、遺跡の当証ぴノ辿蹄こξ亭狗こ1、て、之毛、遭跡D真正t生である.i倉跡D真正性Dみカミ、劃抑^.の真正性毛'正憐J簀,、W暑ると仮週Jます

栃垂当圭12,避キに制,、τ、U趣人,醐1己偲 t己キ凱建鳳並ぴ1ミ主OD住系を凌罵Ⅲ昇遷ぎ尋瓢を痢ノ
唯一、人圭巨Dバラダイム・シフト●、討ヨd1丘m君,11tt)の退去、現在、牙E毛の全体像を万争凱オ尋る'亘禅で劃ノ証徴で窃り亭靴て砺ると仮寔IJます

私逢当圭は、遺跡に字、、て、チム違人=動ことぅτ、^冨為の歩みの定却,こよる不可1王,主こ対守る、砺量人尋世鼎こ抑ナそ咋一D、可逕姓への担保τ窃ると^ます

fι、逢当宝1才、蜑様1;広く、1ι.逓人二抑;猛力^1コ)いて'.i蟹キど宜路、"ノての存在とその存在丁ノ径ノ方モ、詔知、訴査、促存、j舌用、立拐札整備.,1坪すそこと.を提累し雲宅しまτ

私造人無隠、電遜人^活卦の^こ於いて、この土地の^り鞠,るメ学t三ージを党ナと功ることが出来て、、るで1,ようか?追跡は、人◆のモして現代の私^生乞死の証
です

2020年(令和2年)8月4日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

V12

〆
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".『長崎地域の遺跡と歴史と社会』 (2020年【令和2年)B月4日火曜日養生所を考える会代表池知和恭)

1..私達当会は、長崎地域と島原地域の遺跡と歴史と社会について、キリスト教社

会成立以前の社会的記憶、遺跡と歴史と伝承、を壊滅し喪失している、と仮定します。

2.私達当会は、長崎地域の平和の遺伝子(DNA)について、①旧石器時代より連
綿と継続する私達人類の存在と生活、②先史時代より行われた東シナ海並びに日

本海を囲む地域の交易と交流、並びに、中世以降の西欧地域との直接の交易と交

流、③中世の長崎地域に於ける切支丹信仰を契機とする避難所(アジール、独念Sy

1、仏急S11e、英..ylum)としての性格、並びに、中世の日本の小田原等の新都市又
堺等の自治都市としての性格、④切支丹信仰を媒体とする当事者による、日本地域

への、同時代の西欧の文化と文明の紹介、⑤徳川の平和(P厭 Tok"g.wa".

パックス十クガワーナ:慶長八年二月十二日(1603年3月24日徳川家康征夷大将

軍に任命される一慶應三年十月十四日(1867年11月9日)大政奉還):264年余)

に由来する事象、⑥近世の長崎地域に於ける中世の長崎の自治都市としての性格
の継承、⑦潜伏キリシタンに関する潜伏たる事象、⑧近世に於ける長崎地域での
西洋科学と西洋近代の受容への試み、⑨徳川氏の公儀の体制から明治政府への

御一新に於ける長崎地域の体制と社会の連続と継承を経由する事象(サンフランシ

スコ教会~籠屋舗~(籠屋舗の継承)~桜町囚獄~長崎本獄~長崎監獄~長崎西

彼杵郡役所の遺跡に関する事象等)、⑩原爆被爆被災を経由する事象、⑪現代に

於ける"宗教の雨蜻R"を経由する事象、を仮定します。

3.私達当会は、長崎地域の遺跡と歴史と社会について、破壊と創造、断絶と存続、

否定と継承、断裂と接続、分断と統合、反目と融和、相反する事象の引力、複雑性、

が秀でて特異であり、長崎地域の遺跡と歴史と社会の主題で在り得る、と仮定します。

4.私達当会は、私達人類の歴史に於ける、私達人類の社会上、並びに、人類の

個体上の、破壊、断絶、断裂、分断、は、私達人類の社会、並びに、人類の個体に、

極度に大きな緊張と負担を強いる、と仮定します。

5.私達当会は、私達人類の遺跡、歴史、社会、個体に於ける、存続、継承、融和、

について、私達人類の存在上の、根元的な、.社会的共通資本である、と仮定します。

6.私達当会は、私達人類の歴史に於ける、私達人類の社会上、並びに、私達人

類の個体上の、破壊、断絶、断裂、分断、があってはならない、と仮定します。

フ.私達当会は、私達人類の歴史に於いて、今、再び、私達人類の創造の名の下

に、私達人類の社会上、並びに、私達人類の個体上の、様々な事象にあって、破壊、

断絶、断裂、分断、が生起しつつある可能性がある、と仮定します。

〆
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Ⅲ.『人類の世界と被爆人:ひぱくぴとの世界』

私達当会は、私達人類の世界にっいて、例えぱ、100の望ましいことがあっても、1の望ましくないことがあれぱ、
100の望ましいことが意味を失う、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、例えぱ、100の望ましいことがあるのだから、1の望ましくないことは、取るに足りない、
わざわざ取り上げて考察するには及ぱない、と考えるならぱ、次のように、考察し、仮定します。

私達当会は、例えぱ、人類の核の事象について、私達人類が、非被爆:被曝:人の立場、又は、科学の見地から
は、「人類の世界の全体が豊かになりっつぁり、人類が滅亡もしていないほ厶達当会には今現在に於ける人類の
核の事象による滅亡の確率に関する知見がありません)現代現在に於いて、人類のごく一部である被爆:被曝.
人:ひぱくびとの事象をわざわざ取り上げて考察することは、ナンセンスであるし、非科学的行為である」との物語
を結論する可能性がある、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、現代のグローバルな人類の世界では、いっも自分が考えるように他者も考えるのであり、自
分のことだけ、いつもと違う考えをしなければならない、との根拠は明白ではない可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域又は広島地域にっいて、第一義に、長崎又は広島の被爆人:ひぱくぴとのための
街、地域、長崎又は広島の被爆人:ひぱくびとがいつまでも安心して暮らせる地、でなけれぱならない、同時に、人
類の地球につぃて、第一義に、全ての被爆:被曝人:ひぱくびとのための地、全ての被爆:被曝人:ひぱくびとが
いっまでも安心して暮らせる地、でなければならない、と仮定し、その状態を実現し維持すること、を提案し、要望L
ます。

(2020年(令和2年玲月7日金曜日饗生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、長崎の被爆人は、長崎に住み、長崎で活動し、長崎で核爆弾に被爆したのであり、常に、すべての長
崎の被爆人の故郷である、と仮定します。

私達当会は、広島の被爆人は、広島に住み、広島で活動し、広島で核爆弾に被爆したのであり、常に、すべての広
島の被爆人の故郷である、と仮定します。

私達当会は、すべての被爆:被曝:人は、人類の地球に住み、人類の地球で活動し、人類の地球で核に被曝した
のであり、常に、すべての被爆:被曝:人の故郷である、と仮定します。

長崎地域は、広島地域は、人類の地球は、すべての被爆:被曝.人.ひぱくびとが、常に、いっまでも安心して暮ら
せる地、となっているでしょうか?

私達当会は、原爆の遺跡について、人類の概念と土地の範囲に於いて、より拡張し、身近に受容された広範囲と
なる原爆の遺跡の在り方を顕現し実現すること、即ち、その原爆の遺跡を、遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、
遺物、遺骨、土地の利用の履歴、を土地の発掘、伝承、文献、映像により調査し、調査を記録し、遺跡をそのままに
保存し、又、対応し、活用し、公開し、整備し、保全し、継承すること、を提案し要望しています。

私達当会は、私達人類の被爆:被曝たる事象について、被爆:被曝:人:ひぱくびとの日常のうちにある、と仮定
します。

私達当会は、皆様に、私達人類の核爆弾並びにその他の被爆:被曝の遺跡が、私達人類の日常のうちにあるこ
と、を提案し要望します。

私達当会は、人類のその地域の長い年月に亘って連綿と続く墓域が、その人類にとって、故郷のーつの姿である
様に、人類の拡張された原爆の遺跡が、その被爆:被曝:人.ひぱくびとにとって、故郷のーつの姿と成り得る、と
仮定します。

1/12 3 / 142
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Ⅳ.『遺跡の形態と長崎の核爆弾被爆の遺跡』

1.遺跡の形態

私達当会は、遺跡の記念碑的形態について、私達人類の世界に於いて、遺跡の形態のーつとして、古代より、19世紀の
近代西洋を経由して、現代の様々な人類の事急に、連綿と続くように見える、と仮定します。

私達当会は、私達人類の知の体系について、私達人類の個体の、網羅的な体験による、包括的な意識に関する、認識の
再構成、並びに、その特定の個体の認識の再構成と他の個別の個体の認識の再構成との連関によって、形成される、と仮
定します。

<"記念碑的形態"と"網羅的包括的形態">

私達当会は、私達人類の、誰もが比較的容易に知の体系を求め得る現代の世界に於いて、遺跡の遺跡としての形態につ
いて、単立し、又は、部分であること、を主たる属性とする記念碑的形態から、連立し、又は、連続する全体としての平面又
は立体であること、又は、これ等の複数の離散的配置、を主たる属性とする網羅的包括的な私達人類の知の体験を支持
する網羅的包括的形態へ、転換しなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、私達人類の、誰もが比較的容易に知の体系を加工し得る現代の世界に於いて、私達人類の現実であるー
次的な世界が、私達人類の加工した副次的な世界に対して、私達人類の好奇心の総和に於ける麺争力に於いて、相対
的に減退すれぱ、私達人類の知の体系は、私達人類の他の事象に対し、相対的に、停滞し、枯渇し、陳腐化し、私達人
類の思考の過程は硬直化し、私達人類は、宇宙と地球の自然と私達人類の現実世界への対応力を失う、と仮定します。

私達当会は、記念碑について、人類の解釈の表象であり、本源的に、人類の知の体系を支持し得ない、と仮定します。

【2020年〔令和2年)8月9日日曜日養生所を考える会代壺池知和恭)

私達当会は、皆様に、私達人類の、又、私達人類の身近な、遺跡の遺跡としての在り方、遺跡の形態について、記念碑的
形態よりも、網羅的包括的形態を選択し実現すること、を提案し要望します。

2,長崎の核爆弾被爆の遺跡

私達当会は、皆様に、長崎の核爆弾被爆の遺跡について、核爆弾咋裂による物理的化学的な変化と物質的な変容のあっ
た空間の範囲において、之を、長崎の核爆弾被爆の遺跡とし、順次、遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺物、遺骨、土
地の利用の履歴、を土地の発掘、伝承、文献、映像により調査し、遺跡の遺存を発見し、調査を記録し、又、遺骨を収拾し、
之を白磁妬器の摸刻造形に置き換え、現在までの開発による遺跡破壊によって離散的配置にあって遺存すると推測し得る、
遺跡の原状を、その規模の小なると大なる、その性格の希少たると一般たるとを問わず、そのままに保存し、活用し、公開
し、整備し、保全し、身近な遺跡として受容し、継承すること、を提案し要望します。

私達当会は、長崎の核爆弾被爆の遺跡について、その本質は、ただ漠と見ても、何が何か分からない瓦礫の山と形骸と
なった私達人類と生物の遺骸が延々と何処までも続くことにある、記念碑的造形の遺存は極く一部の例外に過ぎず、一般
として、その実態を代表しない、と仮定します。

私達当会は、皆様に、広島地域と長崎地域の原爆被爆75周年を契機として、長崎市街松山地区の爆心地公園並びに平
和公園について、之を全面的に長崎の核爆弾被爆の遺跡として改めて顕現し、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典を、私
達当会が、既に、皆様に提案し要望している、長崎岬南端遺跡群記念公園を主会場に当該遺跡と連携して開催すること、
を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、広島地域と長崎地域の原爆被爆75周年を契機として、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典を、長崎
爆心の祈りから、長崎全体の祈り、とすること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎の核爆弾被爆の遺跡について、当該地域の人類の通時的歴史上関連、又、被爆の空間上基
盤として、先史歴史上の長崎地域の人類の活動の空間たる実態、長崎地域の旧市街と近郊地域、長崎地域の近代と現代
に関する遺跡群、を踏まえ、核爆弾咋裂による物理的な変容、物質的な変化、のあった空間の範囲において、長崎市街松
山地区の爆心地公園遺跡並びに平和公園遺跡、を中核として、浦上天主堂一帯遺跡群、長崎大学その他学校公園空地河
川道路社会行政施設又はその管轄地又はその遺跡、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工塲遺跡、等国有地公有地
比較的大規模な土地の区画に包含される当該遺跡又は当該遺跡群、関係する様々な契機、より始め、漸次拡張し、遺跡
の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、遺骨、土地の利用の履歴の、調査、原状保存、活用、整備、公開、提示、
保全、私達現生人類による、自身の享象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を
提案し要望します。
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V.『人類と人類の創造、並びに、記憶たる事象、遺跡、人類の存在』

私達当会は、生物有機体の突然変異について、当該の生命体に対して、常に、望ましく、理想的で
ある、とは限らない、と仮定します。

私達当会は、私達人類、さらに、現生人類は、幾多の突然変異を経て現在存在し、その過程で、秀
でて想像する力を得て、卑近の事象の組み合わせを変更して改変し、部分的に自らへの自然淘汰を

回避してきた、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類の存在について、宇宙と地球の自然に依存せず、宇宙と地球の自然と
現生人類の想像との平衡に依存する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、全知に非ざる故、当該の平衡に関して、之を、共時的に把握する
ことはできず、通時的に、即ち、専ら、宇宙と地球の自然、並びに、私達人類の個体、並びに、私達

人類の群としての社会、に断片として記録された、過去の様々な形態の記憶たる事象を経由しての
み、漸く、測り得る、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類、並びに、現生人類に係る創造たる行為に対し、宇宙と地球の自然、
並びに、私達人類に係る私達現生人類の記憶たる事象を、再認識すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、宇宙と地球の自然と私達人類、並びに、現生人類の存在、並びに、その知の

体系について、私達人類、並びに、現生人類に係る創造たる行為への運用に優先して、宇宙と地球
の自然、並びに、私達人類に係る私達現生人類の記憶たる事象に運用することを提案し要望します。

私達当会は、私達人類、並びに、現生人類に係る創造たる行為と、宇宙と地球の自然、並びに、私
達人類に係る私達現生人類の記憶たる事象とについて、之を、車の両輪である、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類について、専ら、宇宙と地球の自然と現生人類の想像との平衡に於い

てのみ、存在し得る、と仮定します。

才0才0畠:●如=■:,鳳"■宝晦■■工昂'亀圭邑゛武■亀堂吐0

私達当会は、動物につぃて、一般に、過去に関する個体の記憶と現在の目前に個体が感知する事

象との照合に於いて、その個体、次いで、その群としての社会は、現在の行動を選択する、と仮定し
ます。

私達当会は、私達現生人類について、現生人類の記憶たる事象に依らず、専ら、私達現生人類の

想像に於いてのみ、その個体、次いで、その群としての社会が、現在の行動を選択する場合が有り
得る、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴の、

調査、原状保存、活用、整備、公開、提示、保全、私達現生人類による、自身の事象としての自らの
存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

5/12 S / 142

〆



Ⅵ.『人類の行為たる遺跡と歴史の活用』 (2020年(令和2年玲月"日火曜日茎生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、私達人類の行為たる遺跡と歴史の活用について、私達人類が、遺跡と歴史に何か

する、時に、之を、加工し、変更し、改変する、二とではなく、私達過去と現在と未来の、そして、その

全ての人類が、遺跡と歴史の傍らに在ることを自覚し、又は、遺跡と歴史を契機に、又は、之に触発

されて、私達人類自身が、様々に、活動し、又は、未来を選択し得るその可能性の体現又は保全で

ある、と仮定します。

私達当会は、遺跡と歴史について、特定又は固有の事物の組合せである存在と人類の知の体系で

あり、人類の活動の"モチーフ(motif(仏):動機、理由、主題、創作の思想や題材、模様を構成する

ーつの単位:idea(音楽):conC8Pt)"である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、遺跡や歴史をモチーフ(motif(仏))に、例えぱ、之に、知的なイ
ンスピレーション(inspiratlon.吹き込まれたもの、の意)を得て、研究を行い、論文を公表し、又、之
に、芸術的なインスピレーションを得て、詩を創1り、歌を作り、音楽を倉1り、文を書き、建築し、絵を画

き、写真を撮り、映画を撮り、例えぱ、学者や芸術家以外にも、人類の個体の性向、専門、職業によ

り、様々な展開が在り得るし、又、之に、私達人類の個体が、過去と現在と未来への示唆を得、又、

私達人類の社会が、未来を選択することも可能、と仮定します。

〆

私達当会は、特定又は固有の事物の組合せである存在たる遺跡と人類の知の体系たる歴史、又
は、私達人類の行為たる遺跡と歴史の活用について、私達人類が、科学と技術と産業の成果に共

用する、即ち、私達人類が之を変成し加工する、例えぱ、鉄やその他の金属、石灰や砂、石、有機

物などの、一般的な状態の存在として"原料、材料"と私達人類が呼称する任意の物体への行為と
は、自ずから、その様相を、異にする、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類が"モチーフ(motif(仏))"とする範疇の事象と"原料、
材料"とする範疇の事象どを、異なると認識する筈の処、両者を、混同してはならない、と仮定します。

私達当会は、遺跡と歴史について、私達人類の様々な応答と活動を支持し得る、又、私達人類の

過去と現在と未来を示唆し得る故に、私達人類の意図的な加工を併存しない、非加工、が前提とな

る、と仮定します。

私達当会は、遺跡や歴史や科学について、現在の私達人類の行為に由来する交流や技術と異な

り、既に過去として現在の私達人類の行為を離れ、又は、本源的に人類の行為に由来しない、遺跡

や歴史や科学を、産業化してはならない、私達人類の窓意を適用してはならない、又、交流や技術

は私達人類の行為であり、私達人類の消費の範疇にあり、遺跡や歴史や科学は私達人類にとっ

ての記憶であり、私達人類の蓄積の範疇にある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の行為や活動について、万、事象の在り方と本質を損なわない限りに於い

て、行われ、為されなくてはならない、と仮定します。
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Ⅵ1.『手厶達人類の文化財的事象の形態、在り方』 ι2020年(令和2年)B月オ6日日躍日養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、私達人類の文化財的事象の形態、在り方、の推移について、私達人類の世界において、通時的
に、人類の個体の性向、社会的地位や権力を背景とした、人類の行為たる消費、から、人類の個体の性向、科
学、15世紀以降の西欧世界の地球規模の拡大、18世紀以降の西洋世界に始まる近代国民主権国家の形成
を背景とした、人類の行為たる蒐集、を経て、人類の個体の意識、並ぴに、人類の知の体系とその支持たる事
諒、さらに、人類の個体に於ける、過去、現在、未来への示唆の取得、又、私達人類の社会に於ける、未来へ
の選択、を背景とした、人類にとっての記憶たる蓄積、へ推移しつっある、と仮定します。

私達当会は、動物にっいて、一般に、過去に関する個体の記憶と現在の目前に個体が感知する事象との照合
に於いて、その個体、次いで、その群としての社会は、現在の行動を選択する、と仮定し得ると同様に、私達人
類につぃて、人類の個体の記憶、並びに、人類にとっての記憶たり得る、人類の群、社会に於ける様々な局面と
形態の、人類の知の体系、と、現在の目前に個体が感知する事象との照合に於いて、その個体、次いで、その
群としての社会は、現在の行動を選択する、と仮定します。

私達当会は、人類にとっての記憶、にっいて、人類の個体の記憶、並びに、人類にとっての記憶たり得る、人類
の群、社会に於ける様々な局面と形態の、人類の知の体系であり、人類の個体の選択と行為の選択に於ける
現在に対する対照事線、人類の個体とその群としての人類の社会の選択と行為の前提である、と仮定します。

私達人類の個体は、その選択と行為の前提であり得る、人類にとっての記憶、ここに仮定する、人類の個体の
記憶、並びに、人類にとっての記憶たり得る、人類の群、社会に於ける様々な局面と形態の、人類の知の体系と
その支持たる事象、を、どこまで、認識し得るでしょうか?

〆

私達当会は、私達人類の文化財的事線の形態、在り方、の推移に於いて、①人類の行為たる消費について、
之を、人類の制度である、②人類の蒐集について、之を、人類の行為たる消費であり同時に人類にとっての記
憶たる蓄積であり、人類の制度であり同時に人類の知の体系である、又は、両者の混在である、③人類にとっ
ての記憶たる蓄積にっいて、之を、人類の個体の意識、並びに、人類の知の体系又は知の休系を支持する事
象である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現在の文化財的事象の形態、在り方、と人類の行為について、凡そ、未だ、人類の
蒐集の範疇を脱せず、人類の個体の意識、並ぴに、人類の知の体系とその支持たる事象への移行を完結しな
い、と仮定します。

私達当会は、人類の行為にっいて、之が、人類の個体の意識、並びに、人類の知の体系とその支持たる事象、
に対して、相対的に、遅滞すれぱ、人類の行為は、相対的に、硬直化するように見える、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類の文化財的事象の形態、在り方、にっいて、速やかに、人類の個体の意識、並
びに、人類の知の体系又は知の体系を支持する事象、それ足り得る実態を顕現すること、以って、広く、世界の
私達人類によって、私達人類の文化財的事象が、私達人類の個体の意識、並びに、私達人類の知の体系又
は知の体系を支持する事象、又、人類の個体に於ける過去、現在、未来への示唆の取得、又、私達人類の社
会に於ける、未来への選択、を背景とした、私達人類の個体と社会の選択と行為の前提である、人類にとって
の記憶たる蓄積、として、私達人類の日常に、受容されること、その為の措置を執ること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴の、調査、原状
保存、活用、整備、公開、提示、保全、私達現生人類による、自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於
ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。
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坊苗芝耐ぶ全連影ブ.4中口の遣路逢於,働まり、昨卒兼に完成ιた。現加の丘仁ぱタペ・アルマスと厚ぱ九る違券●怖った
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私達現代の人類の開発能力を前に、かつての姿を長い年月そのままに遺存Lてきた遺跡、その原状は跡形もなくなります.
宝物を持ち出し、残された遺跡を破壊する、私達人類。私達人類の歴史は繰り返されています。
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粘運当全は、臂株に、広く、私運人既の活動空間において.遭跡と遣誹占Lτの存をとモの存在の圧り方を,朗知.t両壹、倶寺.活鳥.公聞.萎園、粧尿すること.を侵系L要盟し署写',
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Ⅸ.『手厶達人類にとっての記憶並びに記録、又、人類の対する交感の体系』

京の都の下鴨神社の涌宜、鴨長継の次男である鴨長明は(久寿二年(1155年)頃~建保四年閏六月八日(1216年))は、『方丈記』(建
暦二年(1212年))に、「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぷうたかたは'かっ消えかっ結びて、久しく
とゞまりたるためしなし。世中にある人と栖(すみか)と、又かくのごとし。たましきの都のうちに、棟を並べ、甍を争へる、高き卑しき人の
すまひは、世々経て尽きせぬ物なれど、是をまことかと尋ぬれぱ、昔しありし家はまれなり。或は去年にぞ)焼けて今年作れり。或は
大家滅びて小家となる。住む人も是に同じ。所もかはらず、人も多かれど、古見し人は二三十人が中に、わづかに一人二人なり0朝に
死に、タに生る、ならひ、たゞ水の泡にぞ似たりける」、と記しました。

私達当会は、私達日本地域の人類の記憶と記録への観念は、泡沫的である、と仮定します。

私達当会は、私達日本地域の人類の記憶と記録への泡沫的観念は、私達日本地域の人類が、宇宙と地球の自然の範疇に従う場
合の様式である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の世界に於いて、通時的に、人類の窓意の範疇が拡大することにより、人類の行為と行動の前提又は判断基
準として、宇宙と地球の自然の存在に加えて、人類にとっての記憶と成り得る事象と宇宙と地球の自然並ぴに人類の行為としての記
録の包括的な存在並ぴに制作の様式への認識、並びに、当該事象への交感、鑑賞に於ける意識並びに当該事象の活用の体系化が
必要となる、と仮定します。

私達当会は、人類にとっての記憶並びに記録にっいて、人類の形式知に抽象された、抽象的記憶乃至記録、人類の形式知に抽象さ
れない、具象的記憶乃至記録、さらに、具象的記憶乃至記録にっいて、人類の意図である芸術的記憶乃至記録、人類の非意図であ
る現象的記憶乃至記録、を仮定します。

私達当会は、例えば、抽象的記憶乃至記録、にっいて、金石文、墓誌銘、政治経済社会芸術上の文書の遺存、科学上の知見や方程
式への認識、又、歴史上の知識や歴史上の解釈等、即ち、人類の知の体系、等を、仮定し、具叡的記憶乃至記録のうち、芸術的記憶
乃至記録にっいて、詩歌や音楽等聴覚芸術乃至作品、絵画や写真等視覚芸術乃至作品、香水等嘆覚芸術乃至作品、料理等味覚芸
術乃至作品、彫塑等触覚芸術乃至作品、現象的記憶乃至記録にっいて、断雁断面、岩石露頭、記録的写真、記録的動画、遺跡、標
本、又、その断片、等を、仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類にとっての記憶、並びに、記録、即ち、抽象的記憶乃至記録、並びに、具叡的記憶乃至
記録、を蓄積する社会的施設として、例えぱ、図書館、公文害館、博物館、美術館、円舞場、演劇場、音楽堂、遺跡、鑑賞の現場、等
を形成してきた、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、抽象的記憶乃至記録に於いて、既に、通時的共時的に、多様に、形成L、交感し、鑑賞L、活用し
てきたし、之を、継続している、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、具象的記憶乃至記録に於いて、芸術的記憶乃至記録にあって、その存在並びに制作の様式への
認識、並びに、交感、鑑賞に於ける意識に関して、契機乃至仮定として、その状態や形態や形式の体系的な考察を醸成してきた処、
一方で、現象的記憶乃至記録にあって、その存在並びに制作の様式への認識、並びに、交感、鑑賞に於ける意識に関して、一般に、
その状態や形態や形式の体系的な考察に等閑視がある、と仮定Lます。

私達当会は、私達現代の人類にっいて、例えぱ、極めて簡素な芸術絵画が、国際的なオークシヨン等の取引市場で、極めて高値で
取引される塲合があることを度々新聞報道で知ることができますが、一方で、周到に幾多の困難を排して作成された記録的写真が、
国際的なオークション等の取引市場で、取引される場合に、新聞紙面上に於いて遭遇することはまずない、と仮定します0

私達当会は、私達現代の人類にっいて、現象的記憶乃至記録にあって、その存在並びに制作の様式への認識、並ぴに、交感、鑑賞
に於ける意識に関する、その状態や形態や形式の体系的な考察に等閑視あるは、あるいは、近代西欧の人間中心のロマン主義、主
知主義、の概念の影響があるかもしれない、と仮定します。

私達当会は、私達現代の人類にっいて、現象的記憶乃至記録的享象との交感、乃至、二の鑑賞に関し、私達人類の個体の性向的
注目、並びに、ツーリズムとの関係に於いて、漸く、先行して、之が、発見されっつぁる、と仮定します。
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私達当会は、私達人類にっいて、時に、「人問は二度死ぬ」、との認識を、目にします。(永六輔(昭和8年(19診年)4月10日~平
成28年(2016年)7月7日)「ー.生前より、父は口癖のように申しておりました。そもそも、浅草にあるお寺にて生まれ育ちましたからで
しょうか。人は二度死ぬ。一度目は個体死。心臓停止、脳死なのか、個体が潰えたら一度目の死。そこから先まだ生きている。二度目
の死がないと、ずっと生きている。死んでも、だれかが自分のことを思ってくれている、だれかが記憶に残してくれている。時折語ってく
れる。それがある間は生きている。世界中で誰一人として、自分のことを覚えてくれている人がいなくなった時、二度目の死を迎えて、
人は死ぬんだよ。...(永まり:永六輔のお別れ会の親族代表の挨拶)」、クリスチャン・ボルタンスキー(1944年9月6日~(75歳):フ
ランスの彫刻家、写真家、画家、映画監督、現代アーティスト)「人は二度死ぬと言われている。一度目は実際に死ぬときであり、二度
目は写真が発見され、それが誰であるか知る人が一人もいない時だ」(原典不詳)、松田優作(昭和24年(1949年)9月21日~平成元
年a9的年)11月6日)「人問は二度死ぬ。肉体が滅びた時と、みんなに忘れ去られた時だ」(和樂VV.b))

私達当会は、現代の日本地域の人類にっいて、現象的記憶乃至記録にあって、その存在並びに制作の様式への認識、並ぴに、交
感、鑑賞に於ける意識に関して、一般に、その状態や形態や形式の体系的な考察や体験が欠如する処、例えぱ、記録的写真や遺跡
が、記録的写真や遺跡足り得るは、被写体や撮影者や亭叡の当事者が死した後、之を知る人々が死する迄であり、その後、人類の
世界から是等の人々への忘却ある後、之を見る者なく、同時に、人類にとっての記憶並びに記録として昇華することなく、之を無意味
と認識し、之を見る者ぱ、數寄者の範麟ともなり、一部の当該事象に於いて特定の個体が形式知を抽出する処、廃棄し、破壊し、滅失
し、又、顧みることを放棄する、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達日本地域の人類にっいて、写真が、誰にでも、比較的容易に撮影しっくれるようになった時代、写真の鑑賞と記録
の媒体となった紙焼写真(papBr beoking photos/銀塩写真. silV8r halide phot0宮r●Phy, S11V●r helide pp"nts)や現像
処理された写真フィルムは、当事者の死去の後、多く、廃棄される結果となった、と仮定します。
私達当会は、私達人類にっいて、写真の分野にデジタル技術が敷衍した現代、さらに容易に、誰にでも、写真を撮影しっくれるように
なった処、撮影Lた写真は、撮影された瞬間から、記録媒体に閉鎖され、電脳空問をさまよい、まれに呼ぴ出されて、鑑賞されるのみ
で、大半は、私達人類の世界の現実空間に現れず、いっの問にか、撮影者と被写体が現実空問に存在し又は存命中から、漸次、消
去され、又は、忘れ去られる、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、電脳空間の写真に於いて、その人物が人類にとっての典型的な何かをしようとしていることが分か
る処、その人物が誰であるのか、その人物は本当にそれをしようとしているのか、その結果はどうなったのか、その人物は存叩なのか、
既に、死去しているのか、誰が撮影したのか、殆ど、誰も知らない、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、電脳空間の写真に於いて、撮影者と被写体が、実体として認識される場合は稀である、と仮定しま
す。

私達当会は、私達人類にっいて、その現代社会に於いて、制度を支持する数量的無名性の下に、生きながらに、既に、死せる存在
へと、変容しつつある、と仮定Lます。

私達当会は、私達人類にっいて、現代の人類の世界に於いて、解決は、著しく、不合理である可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界に於いて、その記憶と記録の継承に関し、当該の事象にあって、人も街も、全て
が、入れ替わり、古(い1こしえ)が理解できなくなれぱ、記憶と記録は、最早、現実として顧みられることがなくなる、例えぱ、人類にとっ
ての神話と遺跡が之である、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界に於いて、その記憶と記録の継承に関し、当該の記憶と記録の継承にとって、最
も確実な方法は、当該の事象が、解決された姿として、万人に、受容された場合にある、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界に於いて、解決なきは、記憶と記録を喪失した、失われた事象並ぴに時代となる、
と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界に於いて、その記憶と記録の継承に関し、解決された事叡は継承され、解決され
ない享象は継承されない、但し、例外があり得る、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界に於いて、その記憶と記録の継承に関し、当該の記憶と記録を、継承しようとする
ならぱ、解決か、例外か、そのどちらかを選択しなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、皆様に、具象的記憶乃至記録である現象的記憶乃至記録にっいて、具象的記憶乃至記録である芸術的記憶乃至記録
がそうであるように、速やかに、その存在並びに制作の様式への認識、並びに、交感、鑑賞に於ける意識に関して、その状態や形態
や形式の体系的な考察とその成果を形成し、万人の体験に適用し、拡張すること、以って、現象的記憶乃至記録を継承すること、を
提案し要望します。
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X.『2020年以降の長崎地域の都市計画』

ヨ.現代の畏崎地域の計画

02020年【令和2年)6月B日土曜日長峡斬聞焦1面如事
rマン.ノヨン.オフィスビル,・.長鰻市、容磧率最大之倍へ「コンパクトシティー」促進」

人口誠少や高酢化に直両tる長崎市が、マンションやアバート、オフィスビルなとを建股する際の宴稜率を最大2倍に拡大,る方針であることが5日.分かった.住まいの受け飢を増やしっつ.分壌価絡などの抑制を図り、定住A口
の硫保などにっなザる.市北郁の路面電車沿隙や煮都、南郁の生活が便判な地域を中0に封象候柚とし.今後、住昆説明金などを縫て詳梱な鼬域を遇定.豪年度からの運用を旦括,.
住宅や声設を無約する「コンパクトシティー」づくりの一圃.拡大方針にっいては開会中の定例市埋金に惇告する.宴蹟車の六幅な拡大は風市で割めて.容抽峯は、敷地面碩に剥本る建物の誓べ床面釈の割合.10階が上隈の

マンションの埋合、宴桶串が2倍になれば.単親計箕で20踏まで可艇となる.1樟の戸敷が増えれぱ1戸当たりの叢纂コストが抑えられ,分協価掃の柳制にっながる可艶牲がある.声需化などで市内料価地から平地への住み讐
え需要は高いが、UR長崎駅商辺開発の影巻も布り、判便性の橿いエリアのマンション価皓などは高睦.市鼻市計冒課は,翼貸物件も言め相壕がTがれぱ「著者やコ,ミリー屋も住みやすくなる」と強講.建て讐え促進も期持する.
市は長崎駅庖辺などの一訟で昨年、先行Lて容積寧主拡大した.今佳さらに公共交道糎調が利用Lやすい平地のうち,客糧率のと懐200"の地壊は300,'に拡大.大きな店仙や病院も島る地域のうち、容積牢の上風200~00
0,'の工,」アほ400,6とする.一昂地域に設けている高さ制限は諏則的1=轤籍する.県宅地建物取引業出全長嶋支郵の田代空介支都長は↑土地の有効活用という点で合理的止する一方、斬型コ0ナウィルスの影倭による摘費
マインドの低¥を今蜑の歴念村料に峯げる.r斜面地や局辺齢.景頓聞霜に?いての封薫強化も●蔓ル措捷Lている.雲積麻の拡大とほ別に,市は夏用創出の一母として、開尭が制触されている市笥化謡整区域のうち、交羅7
クセスがいい地域で工場なEの立地も可使とするよう韮皐を見嘆す方針だ.用地不足を解消するとι毛に.市省化区賊からの1堤秘転を畏L、新たな住宅用地などの極楳にもっなげる.
口容狭串拡大候械エリア(黄色剖分) UR長喝駅講石三重色見福田小揃暑娩茂*白見一纂地図に図示){田賀農課俺】〆

b.人類の世界の近代都市計画の黎明

0「バリ改造」パリ改造は.凱二帝政時の,9世侃,セーヌ県知事のりヨルジュ.オスマンが恵り組んだワランス是大の都市豊偶事業である.ジヨルジユ・オスマンの名をとり.「hⅧUI、.U.'m.6hl."ヨ」とも岬ぱれる.
1853年から1870年まで17年聞1式亘りコランスのセーヌ県知亭を務めたジョルジュ=ウジェーヌ・オスマン(G.0,'.,EU'゛0. H.U.'界を""、1809年a兵27白・,89,年1月,1日)」まづ州レオン3世の擴麹1=沿ウて、パリ、19

担紀半ば頃まで、生括媛境.都市燭生は極めて劣嘉、厨く.風蓋Lが嵐く、詐常に不衝生で.病気や疫病が憂奮した、の大鏡犠な郊市改量を計画L実焦L,塵業革命螢の糎虜界の要請を背景に、スクラウプアンドビルドにより.エト
ワール広場壱中心とする市柘の犠院.桁勢の整歯拡充、鼻市景般の鱗一性、スラムの撤去と再開尭、各戸田水と盾柔による向庫式下*度を冥現L,庸生面ではコレ5の鼻生をかなりの柱度抑えることになった.パリ改蓋は近代鼻市
針両.建廠活尚に大きな影雲を与え、重代如市のモデルとして見なされた.一速の改巷1ネH.U艶m."0IM山"(オスマニザシオン=オスマン化"と毛称され、又.整皆されたバリの街は「世界の首鼻」と呼ぱれ、ワランス■内にとど
まらず各皿における都市建設の手キとされ、一方、スィスの盈員史家ジークフリート.ギー〒イオンはモの著書陸闇・時闇・撲隻」のなかで、改遭捷のバリの街をfまるで衣禁棚のように,画一釣な大通りの裏剰1■まりにもひぞい乱
靴さ力唖されている」と社判Lている.:wlklp.dl.rパリ改量」最終亜新ユ0M年3月17日ι火)凶30より座粋蔓的
Orバリ大改蓋と郁市公匪システム」久末弥生ι大販市立大学大学院創遣鼻市研究料都市政隻享攻虐敏授) 1.はじめにコランスの首甚パ'」炉.r1埠)は、郁市公圃が大き孝はたらきを担うている、世界有散規帳の"トロポリス
(布.b。P。ロ.、室要都市)の1つで本.覗代のバリの公■システムは、ナポレオン3世【N.P01'0"Ⅲ.本名 oh.「.. LOUI' BO0抑畢門.、1808-,且73)時代に確立されたものであると言っても過言では畠りませ大,.近拝のコランス
では、,つNレ分ン3世轤治下のパリ大改遭奄膏詳価ずる卦きが見られます.."-4.おわりに皇6、な樫市公冒に車まれたパリの「轟」という"自の郭市公昌蛭型が、量近は自然資諏管理や防獎養能の面からも注目きれています.
モもモも粥市公画は.オ・ープンス代ースι。P,.0如.)の多目酌剥用を目槽した人工釣な自熱の場で島ること郵ら.脅舗保秤使命には必ずし宅心じみ生せ'",.しかし近年、生物多様性概含が念悪に畳及する中,生物多様性さらには
音熱資烹管理に配重Lた郵市槻皇が東められっつぁりまt.オープンスペースとして制産設計されているため、自熱畳轟管理鳳念が従棄は+分1琳み込まれてこなかうた鵠市公習システムにっいても.生物春様性や自然貴頴管埋
に蛇庫Lた制度の矯無が将楽的には不可欠となるものと毒えられ事す.また、バリの言"ぱゑ子の轟であるブーローニュの轟とヴ丁ンセンヌの靴ほ.バリに新僻な空気を供給すること、さらにバリ布衝の火讐の広がりを酢ぐことを景大
の目的として豊伺されており、李さに1ξリの帥胃として当初から位置付けられてき生Lた.自憾堤曇督理に配謹した都市編麺.あるいは価市の防塑捜艇の強化といった覗代の尋市二ーズを宴現する置が,パ'」の都市公■システム
の中には隠れていると言えるでしょう.〆

0イルダワオンス.サ」しダー丘臼815年12月23日一1876年8月之1白)のrバルセロナ市の近謂の地西とモの郷市拡襲刺tc.tno.,-2】の紹介,"出品作の図而【C乢"0.,-2)は185白年に制作された翹市控張プランのり
トグラワ1旦よる捜製(オ,」ジナルはマドリードの王立サンコエルナンド美斯アカデミー所就).砺画やや左下罫りに圭く見えるハート瓢のエリフが坐時のバルセロナ市である.1859年当時.サンツ(市の左と)、グラシフ(市の真と)、サン
タンドレウ(市の右上遣屶)など胴辺の集幕1=1圭工堺が嬉てられ労働窒,=ちも多く暮らしていたが.市と周辺の焦幕との闇には佳七んぞ阿もプ'い野庫力瞳たわっている状況で高った.サルダーの案ぱ、甚本的に20メートJ慮の道島で
鮭椎に区切られる正方轟(一辺T13メートル)の暫匡がモの空白のエリフに蔓塾と長開tるグリッド状の都市空聞を樫生させるとい3もので畠り、現在のパルセロナの躯市の"状は基本前にこれに徒コたものとなっている.各断区の
四凧の角はそれモれ45塵の角度で隅切りされスムーズな交通圭宴理させるよう配盧されておりιサJレダーは道踏に武車を走らせることを想窒Lていたという).各価区の盤倫も芯本的に四辺のうちの二辺のみに尾窒Lて麹てられる
よう計匝されていた.敷馳の残りのスベースは縁化され、計画通りの怖市空聞が突親した暁には日差Lに宝まれ、心地よい直が牧き'豊かな判■まれた田幽唇市が誓生する1*ずで畠った.親実にぱ土地の生産性を景大化Lよ3と
望む地糧者にちの思嘉により、四辺すぺて「=建物が盤てられたことはおろか.中座のスペース声でも建蓋物で哩め厄くされ、日豐たりも厘通Lも悪い劣悪な撞境が庄み出きれ社会問題化することになる."",一参考贇料:rBAR
OEL0ト゛A YHEcrNOP朋η5【OMIR貞CLE$ TH鶚SSENCEOFTHECAT厶LONIANMO0欧NA費TFROMTHEMOD駅N15MET0丁HEAVAT-GARDE:奇詩の塞衛都市バルセロナ風!園削ι焦一金場201

バ

(2020年(令和2年)8月18日火曜日養生所を考える金代表池知和恭)

口

9年4月10日(*)-6月9日(白)景鵠黒美術館.園鼻禿行神戸斬風社2m9 炉57・P58))

0「ル.ロル甘ユジェ」ル.コルビュジェ(L. C。,bU卑「.,、1日ヨフ年,0月6日一1965卑白月27日)1才スィスで生まれ、コランスで主に帋躍した趣筆家.本名はシャルル=エドゥアー1レジ¥ヌレ=グリ【C卜1直,1岬・'doU卓州゛0.nn告門t
,G,1.).モダニズム塗集の巨匠といわれ.特にコランウ.白イド.ライト.琵ース.ファン.デル.ローエと共に「近代建筆の三代巨匠」として位置づけられる(ヴァ」しター.グロビウスを加えて四大巨匠と"な亨ことも島る).
庄=.,.. 1922年のサロンドートンヌでは胎00万人の覗代都市」を.1925年にはパリ市駈を岨高吊ビルで董て卦える郁市改途村ヴォアザン計盾」を.そして拍30年には1捧く都市」を尭表した.二■Lらは倖屠過宙な知市より
も、超高層ピル寺建て.柵囲に緯堆を作った係うが合哩的であるとするもので、バ,」では実現しなかったが、以降の鼻市計画の脅え方に影雲を与えた.・・・:Ⅷklp.'.Tル,コルビユジエ」景雑更新ユ020年3月加日(土】伽.m
より犠粋

これはル.コルビュジェのrヴ才アザン計両」P1抑吋01.1nのスケーノチです.パリの中心制に腔高層ピル耳杢竃てることを提案する、非紫に大旦な郁市計壁です.パリが抱える諸問糎をい0きに解決L0「56ク6 ヴォフザン計■」
ここでポイント孝のは.宴預阜が大幅1=アウプした二とで、土地に射する醜物の割合が,堤状の75"からわずか5"になるこ七です.モして残りの95貼を、なんとすぺて趣市公■にする計涯なのです'.ようとするものですわ.ー・・・

:適鱗小考「白本社金の制度段針について」バリの中心郁がとにか(大頓に縁化される訳でずわ.

N^艶討亘
0「庫東繰亀計画」系稟縁地計匪とは、1039年【亀和M年】1巳つくられた大庫京における縁地幕.景■地等を言む艶合的な輯馳計画.白本の柿市計画および公■史上初めての大規躯かっ具休的なマスタープランで島る.'""
概要:.戦前期に大都市の.張に封処するため地方針臣(鬼一0計.1 01."六1"'}という広域如市計圏の考え方、計亜註が先建幽で浸透L,10之4年【大正13年)オラン哩'・丁ムステルダムで現在のIF"P(.六ι1"t■m●Uorl.1 F.d.『"t
「。r, h, H。岬ln畢邑Πd pl."oln")の前身で轟る国摩郁市計■会話において市街地外胴のグリーンベルト設賢、衛霊躯市の豊設なぞ6か条の決轍が操択される.・これを受けて、日本でも地方計亜を東斎を封煮として立案す
るために、,932年(昭和?年"0月に東棄縁地計■協庭会が轄随される.こ゛しは内表省壱中0ι^成された樫識金で.内務旋官を壷長に、内表省と髪視庁.首郵童の府県や軍稟市【褒在の之ヨ区に相制、毎市計圏東京地方委員
金によって鷹盧された.廩稟輯地計■の計■区域ぱ稟業舌ok閉圏.白62,06自h旦という広大なもので、白本の郎市計画および公圏史上初めての大規櫨かコ具拝的なマスタープランであり,これを趨えるプランは今日に至る生で出現
していない..協竃金が計圃封煮とした峰地は豊迷のとおり、生塵牌地や保存堆などを含む広い楓*で、儲果豹には曼足語宝されてきた公■設計柳準を、斬たに地方計両としてとり入れた「隷馳止畠わせて総合的に都市内外の
公困鼻地計圃の裡齢をうち出Lたもので畠ると撫嫡されている.実際、業京において大鼻地が鼻市計■およU事業快定を見たときには、宍袈雀はすでに舞地の郁市計田怯における體又化を決定Lて1寸二.郵市計圏注佃)改正{岡
和15年3月ヨ0白)により.焦+一条の二を逼加.焦十六条にr縁地」の文字妄加えている,庄倖としてr縁地」の用語が巨生Lた二とは生目すべきだが.この「縁地」は、東東樟地計画也諾金において十分検封されっくした地域制の「縁
地」の定柚とは具なるものであって、都市公幽固禄に公共言置物【都市焦設)であるとされナニ.
理状鰻地計圏:亘京輯地計臣の中で最も重要な計■は,業系市の外風に繰地を般匿本る覆状縁地帯劃■09ヨ9年【昭和14年)4"紫定1で、この縁地帯から石魯井Ⅲ、卦福寺川なゼ都市掲川拍いに股量された繰地帝が市劃地
に貫入サるように設定されている.このような放射鼠状の緯地帯が当肺の先進国の響市計■で'ま理凱瓢とされていた.遭状鰍艶帯を計■Lた区堰は民有地の田畑・山井であったが、モの描点憾分にっいては縁地として魯市計臣決
定L実際に買収し'養個され,ニ.その他の題状峠地帯は注的頓拠が与えられてぃなかったが.1041年【昭和16年)9月の訪空法改正に伴う空地の樗定制度劃設により.璽東では伯40年(昭和18年)に、棄京縁地計闇の量状繰
地帯を熱承ずる別で訪空庄1当づ(空地【空地碁:内鼠状・外壕状・註射、各幅員き00~30OM、肪空空地:一箇所1000坪樫度)が櫓定された."".
大公■;大靴地:,940年【卵和15年)4月の昌市計■謄改正「=よ、1.鳳地ぱ知市飾股のUとっとして位轟づけられ、疲状鳳塘帯の拠点蔀分は都市針■鼻亀として都市計冒決窒され.郁市計画事粛として土地を買収L茎費され

Wrklo.d1尋「系京峰地計●」量雑更斬ユ020年ユ月酋日{火}凹;1ユより註粋る.
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私達人類の世界の近代都市計画の梨明期の都市計画、ナポレオン3世とセーヌ県知事ジヨルジュ・オスマンによるバリ改造a853年から1870年まで17年間)、
イルダフォンス.サルダーによるバルセロナ市の近隣への都市拡張案0859年)、ル・コルビュジエによる『300万人の現代都市』(1922年)-rヴォアザン計画』
0925年)ー『輝く都市』a930年)、「稾京緑地計画」0939年(昭和14年))、では、従来の都市の低劣な生活と衛生の環境の改善を念頭に、都市の改造、拡張
計画、又は、都市の建築物の高層化を手段に、当該計画を携想し、都市のバースペケティブや都市景観の概念を導入、同時に、都市に大幅なオープン.スペース、
又は、緑地、森、田園都市、グリーン.ベルト、を計画し、又は、実現し、一般に、現代に於いて、これ等の一連の計画、又は、実施は、高い評価を得ています。

私達当会は、皆様に、長崎市の現代の都市の建築物の上層空間への高層化の施策にっいて、容積率拡大に伴う、建蔽率の削減をもって、建築を遺跡のない土地
に実現し、又は、足元の地表空間に、オープン.スペースを兼ねた遺跡と樹木緑地~森、を実現し、以って、都市のパースペクティブや都市景観、さらには、人類に
とっての生命存在上の差準面たる大地、人類にとっての身体的スケール、都市空間処理に於ける人類の空間認識上の透明性、空間の断裂の無い連続性、並びに、
生活と健康と衛生の環境、時に、C0ⅥD19に由来するニュー・ノーマル(N.W N0肺日1)、を顕現すること、を提案L要望します。

私達当会は、近年年々高温化する日本地域の生活に於いて、樹木帯等による、遮光、遮熱、通風、地表温低下、地表付近低層気温低下は、人類の生活上健康上
の環境において、益々重要な要素となる、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域に於ける「緑地」1二つぃて、自然の山塊と丘陵、並びに、大小の河川と糊岸、道路、又は、遺跡、景勝等を繋ぎ、例えぱ、六地蔵、長
崎大学と長崎純心学校の文教地区、浦上天主堂、爆心地公園、浦上川、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場一帯、長崎県妻長崎警察暑、長崎駅、長崎県
庁舎、長崎県警察本部庁舎、立山と長崎の丘遺跡と甚崎奉行所西役所等遺跡と築地遺跡と出島遣跡、大浦と下り松、小曽根築地遺跡と南山手外国人居留地、小
菅修船場遺跡、即ち現代の長崎地域の主幹都市動線、の一帯に「緑地」を以って"グリーンベルドを形成すること、を提案L要望しています。

私達当会は、皆様に、長崎地域の市街を囲む山稜地帯の樹木について、畑地一墓地一平地際まで、延伸すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の地表温、並びに、地表付近低層気温の低下、又は、安定の蜘の措逢を執ること、を提案L要望します。

参身資料:r長崎地域に於ける高層建築とその他の開晃にウいて」 2020年(令和2年)6月10日水曜日改訂1版:2020年(令和2年)8月18白火哩日萎生所を宥える会代表池知和恭

〆
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匁.『手厶達人類の窓意、そして遺跡』

私達当会は、私達人類について、私達人類の行為は、概ね、人類の窓意である処、私達人類以外、即ち、宇宙と地球の

自然と人類にとっての非意図たる遺跡の存在とその在り方を、殿損しないように行為しなければならない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類が、私達人類の窓意を現実の事象とする能力を有するが故に、当該の人類
の窓意が、当該の人類にとってあたりまえの事象となり、当該の人類と他の当該の人類、又は、私達人類以外の事象と

が、当該の人類の窓意と他の当該の人類の窓意、又は、私達人類以外の事象との、差異に於いて、そこに衝突する、と
仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類が云う普遍とは、私達人類の範疇に於ける概念であり、宇宙と地球の自然

の全体を包含しない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、宇宙と地球の自然と人類にとっての非意図たる遺跡の存在とその在り方を、殿損しな
いことを念頭とすれぱ、私達人類の行為は、最小限でなくてはならない、と仮定します。

【2020年(令和2年)8月26日水曜日)

私達当会は、私達人類について、自らの行為に於いて、最小限であることを選択せず、沢山為そうとすることは、沢山殺
すことに通ず、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、人類の窓意に関して、仏教に於いて「煩悩」と表象し、キリスト教に於いて「原罪」と表象
するかもしれない、と仮定します。

私達当会は、インド・ネパール地方のルンビニーも中東のガリラヤ地方のナザレもアジア地域であり、現代の人類の世界

の普遍的と云われる宗教は、アジア地域に発祥を有する、と仮定します。

私達当会は、キリスト教について、その初期の口ーマ帝国への伝道の過程で、ギリシア哲学により、即ち、初期段階より欧
化があった、と仮定します。

私達当会は、キリスト教について、16世紀の西欧世界に於ける、宗教改革に関して、背景として、古典的人類世界を前提

とし之に適合する様式としてのカトリック(旧教)に対して、西欧地域での新しい商業、産業たる人類の行為に適合する様式

の必要により、西欧地域に於いて、プロテスタント(新教)が出現した、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、例えば、私達人類が、平和と安定を希求するならぱ、私達人類は、最小限としての行
為を選択しなけれぱならない、私達人類が、最大限としての行為を選択するならぱ、私達人類は、平和と安定を放棄しな

けれぱならない、私達人類の存在の世界は、斯かる関係性の構造にある可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類が、日々の平穏が第一である処、折衷的な道を選択するならぱ、明らかなる

成果は得られない、その可能性があると仮定します。

私達当会は、私達人類について、宇宙と地球の自然が、当該の人類と人類、又は、私達人類以外の事象との間の緩衝

として機能している場合、人類の世界に於ける衝突は、比較的少ない処、地球の自然の当該の人類と人類、又は、私達
人類以外の事象との閻の緩衝としての機能が薄くなれぱ、忽ち、私達当該の人類と人類、又は、私達人類以外の事象と

の間の衝突が、日常的に露わになる可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の遺跡について、私達人類にとって、その存在が、宇宙と地球の自然に次ぐ、私達人類にとって

の様々な衝突への緩衝となる、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴の、調査、原状保存、活
用、整備、公開、提示、保全、私達現生人類による、自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継

承、を実現すること、を提案し要望します。
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第二部長崎県文化財保存活用大綱策定へのパブリック・コメント

1.『長崎県文化財保存活用大綱策定へのパブリック・コメント』
1.私逢当会より長崎県が実施する、長崎県文化財保存活用大綱策定へのバづりツケ・ニメント、としての提案と要望

私運当会は、皆様に、長崎県が行う憂崎県文化財保存活用大綱策定にっいて、次の概念を、長崎県文化財保存活用大綱に、包摂L、同時に、表象すること、を提案L要望し、長崎
県が寮施する当該のパブリッウ・ニメントとして、本項を、提出します。

(遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(遺跡等)にっいて)

ー、遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(遺跡等)にっいて、私還人顛が"煮図せざる"人類の活動の(限られた)"痕跡"である、とはいえ、私達現代の人類が認知
し得るかぎり、人類の知の体系の蓄積と整備、又、之に由来する、個別の遺跡等の共時的通時的な閏係性の理解:遺跡等の存在の字宙と地球の空間上の配置としての重層的翹撫造
(ネット:net)及び遺跡の多義的な相互闡係性に蕪する人類の行岩(ネットワーク!n.tw0永):たる事象により、今や、人顛の個体の生物的な記憶、並びに、個別の牡会的文化的文明
的な人類の章図による過去の記偉、伝承や回像や文字や文章、を凄鷲L、唯一、人類のパラダイム・シフト(P8閃d喰m きN丑)の過去、現在、未来の全休像を示唆し褐る道標であり証
徴であり事象である、と青え得る。

ニ、遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象にっいて、私逢人類の生物としての体験と意識、又、知性に於いて、基層的な、第一次の体駿、印魚、情感、情景を構成し
得る、と考え得る。

Ξ、遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象にっいて、人頴に発し、人類に帰結する、人類に由来する事詠として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本である、と
考え得る。

四、遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に峯ずる事象(遺跡等)にっいて、人類の個体の生命上の損耗、例えぱ,生物学的貧困、の回避、以外に、遣跡等の遺跡等としての調査、
保存、活用、整備、公開、提示、保全、絶承、私達現生人類による自身の峯禄としての自らの存在と行岩、生活に於ける包摂、の実現に優先する、人顛の事故は、人類にとって存在し
ない、と考え得る。

玉、遺跡、並ぴに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(遺跡等)にっいて、人類の個休の生命上の損耗、例えば、生物学的貧困、の回避のあらゆる努力を行為Lつっ、ー、ニ、
三、四、に於いて、人類に関する、他の布らゆる事象に優先して、遺跡等の遺跳等としての調査、保存、活用、整衛、公開、提示、保全、継承、私連現生人類による自身の事象としての
自らの存在と行轟,生活に於ける包摂、を実現する二と、を私違人類の本源的な行塲で畠る、と仮定し、本大檎は、その実現を、目的とする。

六、遣跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事魚(遺跡等)1こ0いて、私達人類の世界の現代の情報の提供と利用、地球規摸の行告に鑑み、私達人類の遺跡等の訪間、
巌賞に於いて、遣跡等の裂実空間上の位置に無関係に取得できる、伝聞、文字、文章、物語、静止画像、動画、その他の「情報」に対し、遺跡等の現実空間に在ってのみ包摂L掲る、
私達人類の生物としての体験と意樺、又、知性に於ける、茎層的な、第一次の体験、印象、情感、情景、が、何らかの形態に於いて凌烹しなけれぱならない、と考え褐る処、本大綱は、
その実現を、目的とする。

(遣跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(遺跡等)の存在への認樺、並びに、宇宙と地球のあらゆる、又、身近な、遺跡等の遺跡等としての調査、保存、活用.聾
傭.公開、提示、保全、継承、私達現生人類による自身の奉象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、にっいて)

七、遣跡、並びに、他の文化財.又ぱ、文化財に準ずる率象(遺跡写)の存在への認謙、並びに、宇宙と地球の畠らゆる、又、身近な、遺跡等の遺跡等としての鯛査、保存、活用、整
備、公開、提示、保全、継承,私建現生人類による自身の峯象としての自らの存在と行告、生活に於ける包摂、にっいて、私違褒生人類の小さな自妾を停止し、私達人類の知性の休
系を活用し、又は、之を補足、修正、形成しつつ、その成果を以て、之を行為するもの、と考え褐る。

ハ、遺跡.並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(遺跡等)の存在への認識、並びに、宇宙と地球のあらゆる、又、身近な、遺跡等の遺跡等としての誤査、保存、活用、整
備.公開、提示、保全、鞭承、私達現生人類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、にっいて、ー、ニ、三、四、五、六、七、に於いて、遺跡等の存在、形成、
成立、盛衰、出来事、吏客、移転、拡散、廃止、消誠、土地又は材料の利用の履歴又は実態と寳遷、環境の実態と衰遷、等の事象を明らかにし、当該事象に由来する、他の盛別の遺
跡等、又、その事魚、との闘係性に由来する、現代の私連人類の関係性を出現し、之を中核として、現代の私達人類の諸般の関係牲を出現すること、は私達人類の本源的な行為で
ある、と仮定し,本大綱は、その実現を、目的とする。

(遺跡、又は、遺跡に準ずる事象(遺跡)の存在への認識、並ぴに、宇宙と地球の島らゆる、又、身近な.遣跡の遣跡としての塀査、保存、活用、甍傭、公開、提示、保全、継承、私
違現生人類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、について)

九、遺跡の当該の遺跡たる事実にっいて、之を、遺跡の真正性である、遺跡の真正性のみが、当該の事象の真正性を証徴し豪詠し得る、と青え得る.

十、遣跡にっいて、私達人顛にとって、人類の営為の歩みの忘却による不可逆性に対する、私達人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と考え褐る。

十一、私達当会は、遺跡にっいて、人顛に発L,人類に帰結する、人類に由来する事象として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本である,と仮定Lます。

十二、遺跡、又は、遣跡に準ずる事象(遺跡)の存在への認識、並びに、宇宙と地球のあらゆる、又、身近な、遣跡、即ち、土地の造形、遺構、遭物、土地の利用の履歴、の追跡として
の調査、保存、活用、整備、公那、提示、保全、継承、私達現生人類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂,にっいて.ー、ニ、三、四、玉、六、七、ハ、九、
十、十一、に於いて、之を遅滞なく万全に行為し、その成果を以って、当該の遺跡又は遣跡群の空間上の全体の範囲の保存と活用の為の謂査と記録を行為し、漸次、当該の遺跡の全
体の固有の空間、並びに、当註の遺跡の保存、整備保全、産賞の上に於ける提衝地帯並びに空闇、を確保L、之を保全の為に整備し、当該の遣跡又は遺跡群の空間上の全体の立
体又は空間に於いて鑑賞たる亭象に証徴がある又は見栄えがする又は存在感があると考え得る場合は、当註の遺跡を、当該の遺跡の保存上の必要の範囲内で、漸次、前記の当肢
の遺跡に由来する空間とその遺跡に0いて、時に、確庭と根拠のある選択の範囲内で、最小限の、遣跡の原状回復、をも行為L、保全蔓傭、公開して開放して私遣人類に提示L、当
該の遺跡又は遺跡群の空間上の全体の立体又は空間として雀賞上に於いて証徴がない又は見栄えがない又は存在感がないと考え得る場合は、当該の遺跡を、保存活用に必要な措
置と共に埋め戻して保存Lた上で、漸次、、前記の当該の遣跡に由来する空間の範圃にっいて、遺跡記含公園として保全L、公醐Lて開放して私違人類に提示し、前記の当該の遺跡
に由来する空間の遣跡の存在と保全に関する土地と空間の性格に影響のない土地と空間の範囲外に於いて、時に当該の遺跡の存在とも関係し、文字、文節、物語、静止圏像、動圏、
音声、人体、道具.学術、技術、休系、断片、創作、豪現、説明,商業、飛躍、安峯、喧慢、静寂、回害並、博物館、美術館、音稾堂、劇場,映画館、市場、庁舎、教育厚生施設、政治、
行政、経済、社会、生活、娯楽、教育、医療、厚生、健廉、安全、安定、人工、自然、等、諸般の私違人顛の活動が有擾的自由に生起し、並びに、当該の遺跡の保存上の必要の範囲
内で、当該の遺跡に由来する空間の範囲に於いて、破証と根拠のある選択の範囲内で、遣跡の旧態に於ける、私違人類の築祀.祭礼を復旧し、時に.個別の公私の許可の元に、個
別特定の市民活動に共用すること、は私達人顛の本源的な行為である、と仮定し、本大綱は、その実理を,目的とする。

十三、人類の行岩たる記録にっいて、いかなる記録も、人類の意図、並びに、行告たる選択、並びに、抽魚により、事象の部分であり、且っ、人顛の窓意性、並びに、作家性を包含して
免れず排除できない、記録たる抽訣は数学たる抽象と具なり方式ではなく、伺時に、享実を欠淳し、全体の再現の根拠とならない、と考え得る処、事象の存在たる具象、又、遺跡たる峯
象にっいて、部分であり、"痕跡"であるとはいえ、複数の、非意図たる部分の存在と、その関係性により、人類の窓意、並びに、作家性を包含せず免除し排除し、且つ、事象の全体を
示峻し、又、事象の全体を再現し得る、と考え櫓る。

十四、人類の行為にっいて、例えぱ、私達人類が、享象の存在たる遺跡を、人類の行為たる記録に杢換する二とは、人類が事象を曼容するとの関係を破棄し、人頴が特定の人類の
意図を成就し、芸術を行告する方法を適用し、よって、人類の窓意、並びに、作家性を包含せず、且っ、事象の全体を示唆し、又、事象の全体を再現し得る、との、人類と遺跡たる事象
の具款との非限定性による人類にとっての可能性に開かれた、又は.現在進行しっつ罰る桜続する関係性を破壊L、同時に、新たに、人類の窓意、並びに、作家性を包含する、全体の
再現の根拠とならない、との、人顛と遣跡たる事象の人類の能力との限定性による人類にとっての司能性が閉鎖され、又は、完結し終了した関係性、即ち、遺跡の存在とは全く興なる
性格の事象、を生起することである、と考え得る.

+玉.遺跡は、"痕跡"、部分、断片、で畠る二とによって、ただーつである人類の活動の空聞に、人類に闘する共時的通時的に複数の人類に関する事象を、共時的なその離散的重彦
的配置により、相互に、伺時に、示謄L樗る、と考え得る。

十六、本大釧は.ー、ニ、三、四、玉、六、七、ハ、九、十、十一、十二、十三、十四、十玉、その他、に於いて、諸事象と人類の関係の本源を構成し、諸事象への人類の認謙と行為のう
ちに、之を、顕現し、休現すること.その実現を、目的とする。
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2.1,への参考:私達当会の過去の提案と要望より

Or私違人類のバラダイム・シコト(pa.d確m きN什)』

'.毒零と梗案と纂藍一3 {直誹の逼誹ιしての謂萱.憾穿,活用.豊骨,公閣.随示.便全.避章.私這訊生人削1=よる自らの写煮としての包摂1

瓢蓋豊金ぱ.豊卦1二?いて、私逸人顛が"量国せざる'人瓢の括赴のι尾られた」'貞誹'で畠る、とはいえ,私逗親代の人可が琵知し挿るかぎり.A鹽の知の件系の菩段と塞曇.又.之に白棄サる.●割の量跡の共時的通詩的な関匡性の理解・玉晦の存在の年盲と
地球の空闇上の昆置とLτの重謄酌窮掬量{ネシト.晶航1及ぴ連畔の参些的耻柚互■嘩性に凹する人気の行鳥(ネコトワーク.Π武W引、).たる事象により.●や.ノ、傾の畢体の生物的な記悼.壷Uに、曇割の社金的文化的文明"孝人抵の意図による通去の記畑.伝
景や■儘や文キや文季.を裏宝L、哩一.A軍のバ5ダイ'、,ι、コト【PN.df匡m .h1吋の遜去.理在.煮棄の全偉●を忌哩L柵る道担で島り証盛であり宰重で畠る.と仮定しまオ.

私達嶋虫は.遷卦にういて.私茎人鍾の主梱としての件験と毒置.エ、知性に並いτ.冨屠的な.算一まの件騒.印象、情巨,情景.を景盛L鼻る.と匠定し隻゛.

瓢彊.金は.管輝仁,字宥と亀球の岳ら坤る.又.身鍾卓.逼善の通尊としての謡蚕.保秤.括用.整個、公闘.擾示.保全.型兼、私五硯生人顛仁よる個骨の事象としての■らの拝在ι行為.主謡に詫ける包密.を遷竃L要望L事す.

豊逗豊金は.週跡1=ついて.」.無に畳L.人瓢に捧肆オる.A商に由廉する畢象に凹゛る.人巨たる冨団の昇在上の牡会的共通資本である、と匠定し*す.

駐遭皇金は.私重畢生A馬につぃて.享逗 A閉の文化と宝明により.ま佐午足があると1=い武.匠に.A卑の●件の生動上の慢睡.剖えぱ.生物学的貧困.の回煮の重戒を実理しっつぁり、私這人"は.之に既する,宅らなる、且つ,週擧的な男力01司枕で島る,と
恆圭L重す.

呈重旦会は.人鳳の値体の生命との損興の即避以外に.電跡の重鼻としての興峯.曇拝.話用.昼骨.公謡.塵示'保全.皐翠.粘豊堺主人景による自島の畢叡としての■らの存在と行圭.生恬に塾ける包臣.の実硯に俣先する.人厚の事象は.A辱にとウて存庇
しない、と医塵L冨イ'.

私電豐金は,皆掃に,A割の置体の生郵との掛睡の回竃のあらゆる男力を行嘉しっつ、A帽に凹,る、憾のあらゆる宰亀に優先Lて、通誹の量畔としての窮畳.母存.恬用,葺優.公馳.橿赤.樫全.裂景.冬重覗生A報」=よる血島の軍皇としての巨らの存在と行
為.生恬に業ける包摂.を実璃,ること.壱週霊L蔓望し*す.

(詳細は、3.添付.の項を参照して下さい.)

2020年(令和2年)6月24白水曜日茎生所を考える会代表池知和恭

Or展示と存在、概念と想念、情報と情景、取得と到達、読解と包摂、巡礼、類光、旅、遺跡」 2020年【令和2年)6月4日木曜白養生所を考える会代表池知和恭

私五豈金は.樹弐ぱ、隅宜典轟や記撮行●や博特虹や黄抵首や責料赴や印馴物や出駈笥やイ:,,,ーネウトt、、1."叶】r=於ける.「立鼻ι又は加冨1)」であるr鵬承【又は掲示.侵示1」.に?いて、文キや写真拝■憧や典鯛捧閏弐に代讐可詫な.人鹽が、人廠の●体七
A照の個倖の外豊たる事食との農匡IZ柔いτ.生皮する.個割「=融冷還航Lた"念的なr藍毒」で島り.↑情報」である.ι匠定し牢,.

私這坐壷は.倒えば.宇冒や■熱や寓化的量鳳や■擬や電畔や縁■や写真や文学や眼画や壷壷や智撃や素叡1=詩ける.喰寅1工は畳塾覗実)」であるr存在【又1*髮井"、にっいて.寓字や写真写闇曇や臺廟等西式に代曽不司峡々,ノ、頻が、A■の母件とA顛
の●弾の外郎たる享煮ιの劃傑に鯱1、て.生起する.偉割であり旦つ能体である臭卑釣なT盟*」であり,「惰景」で●る、と倭定Lまず.

私霊皇虚は.t炊輕」にっいて.由療ι0る土地や噛所宅ぞの人頬が謡皇する親裳の空闇上の位電.又、曼け芋功現冥の空閏との位置.に佐存せず.又、豐畦の地置を塵介とせず」二AからA《伝量すι二とが司並で島る.と優窒し*す'.

呈五豊虫は,t情景」1=ついて,由棄となる土地や常所なEのA傾が興庭する翼実の空層との位置.又.受け芋の覗実の室闇上の位置.に櫨容し、又、■該の値電を憾介として.蛤めて.AからAへ伝重することが可鱗と壮る.巴艦寓L生す、

私電豐金は,私遮▲鳳にコいて.A隔の疑賦酌でネ淳帥な勃量と動皐の頓*に韮づいて,ム.劇の●はが.r熨き」1工る「情傾」よりし'舶念」たる「惰景」の方が鬼鮭'吠きそラだ、と駆暢Lた矯含に.r憎慨」の「廠碍」によるt睡解」に王昆しτ粧わることなく.r惰景」への
「瓢豊1による「色摂」の●に、乳塘を訪"る、と恢空L牢す.

私霊当金は.怠豊人掘にっいて'人醐の柱蚊的で本烹的な熱餐と効皐の観念に芯づいて.A顛の●倖が、「柾き」たるr畑報」より●「里*」たるr作景」●方が勧趣がホさそうだι症偶し.又、'情蛙」の「融栂」による「長解」で究分'=長議の且酌を這盛できると毒えた堰
告仁は.t儒智」のr章得」'=よる「長市」で写象壬訊触し.r情量」んのt凱五」によ'「包優」の五1=、現挫生誘hること仕ない.と重定L堂,.

鼻重血壷は,私遮A彌にっいて、r撃念」たるr慢景」んの,弼貢」によるr包語」1こ鯉いて.時に.人蝉の亭蹴に並ける、人陰6t1型埴」とr連,1,ル岬弥し又恒許する.岳直を包含¥る車煮を"雇する.と恒建L庄t.

私量型皇は.臥蓋A頻が冨特Lて理馳を助れた軸果にっいて,曇埜Φ人照の■休にと.て,訊持Lた窒りに'楓毒」』r情蛙」ー「竃舟」-r読解」の勧就よりも「塾含」ー「情景」ー「素適」ー「色価」の効能が大き小らた矯合に愿画や喜Uを邪じて冨旦し.圃持巴貝なりr無
聿」-「惰陸」』「電舞」』r談解」m艶凌より、「舶圭」-1情景」ー「到量」ー「包摂」の艶睦が小さか口た場合仁郵ウか、1Lて憧悼,る.と低宝L埋t.

私彊豊金は.血註の怠遮人剛の璃亀の訪酋に韻する.塙足ι憧悼の艶果に?いτ.之が.「照党」と呼井されるA執の朽為で島る、と極宝L壇t.

私電怪典は.私温A鳳の現地切功曲に0いτ,劃並の弼卿1:軸,る卦果以"に.羊作島の効暴を包言し、戈は.期特する用告、享五A類は,之をr焦ル坪井,る.と恒窒L重゛、

乳彊畳壷は.豊餅にっいて.私声 A頗の如臭や抽粧の取骨と読鷺の●に、之を.珊状【ありのま富に1憾耳し、哩輩サる.といラより」止.私逼 A傾●何らかのA匿●.又は.人鳳の嶋倖の.圧豊の到達と包橿の■に、之を.現状ι島りの李享に1曇存L.樋承する、と恒
定L宴サ.

0恒定の西式A'r峡*」-r憤奥」-r致陽」-r疑喫」く「罪章」-r愉景」-r致達」-r包俣」.'拭先」
口恒定の■式B :r毎毒」~1惰鞍」ー「*将」~「髞解」> t畑宅」-r情景」-r凱煮」-r包橿」,r阻光」

3.添付

私運当会は、皆様に、長崎県が行う長峡県文化財保存活用大綱策定にういて、次の澪付資料によ0て、之を、墨崎県が実施するバブリッウ・コメントとして、提案L要望し、之を、提出
します.

【1) t私違人類のパラダイム・シフト(per8d1匡m 専h1丑)』
2020年(令和2年)6月24日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

(2)r遺跡に関するMEMORANDUM』
2020年(令和2卑)7月4日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

(3)『2020年(令和2年)2月25日以降の養生所ノ(長崎)医学校等遺跡」
2020年(令和2年)7月5白日曜日養生所を考える会代表池知和恭

(4)r長崎地域の近代現代の遺跡」
2020年(令和2年)7月9日木曜白養生所を考える会代表池知和恭

(5)r私達人類の開晃と遺跡』
2020年【令和2年)7月23白木曜日養生所を考える金代骸池知和煮

(6)『墨嵯地域の核爆彈被爆遺跡』
2020年(令和2年)7月24日金曜日萎生所を考える金代豪池知和恭

(フ)『養生所火長崎)医学校等遺跡の保存.保謹・聾備・公開に関する要望書匁(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中枝として)長崎秦行所西役所等遺跡群の訓査・保
存.活用.公開.甍備に闘する要望喜Ⅶ(サン.パウロ教金等跡ノ長崎峯行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2020年(令和2年)6月19日金曜日長嶋県知事
中村怯道様長崎県教育委員会教育長池松誠二様長靖県企画都長柿本敏昌様長嶋県地域擾典部蔓清真樹様長嶋県文化般光豊際部長中崎謙司様長崎県土木都長臭田
秀樹様長崎県環境部長宮崎浩善様墨崎県文化財保護審議会長林一鳥様長崎市長田上冨久楳長崎市教斉委員会敷育長柵田慶信様長崎市教育委員会教育粍衰部畏
前田孝志様曇崎市企画財政都畏片岡研之様長崎市文化観光部長股張一男楳長崎市まちづくり都長片江伸一即様長岫市土木都畏松浦文昭様長崎市中央欝合事務所長
大皐晶之様甚崎市啄爆粧爆対策都墨中川正仁様長嶋市理材都長小田徹樺畏嶋市環墳都長言崎忠彦様長鴫市物書広報部長原田宏子様長崎市文化財審雛会長下川連
判様要望人養生所を考える会代表池知和恭
(澪付資料;1.『遣跡に関する提案と要鍾のお届けについて」 2020年(令和2年)3月11白水曜日長峡市教育委員会教育長棲田慶信様長崎市教育委員会敏育総務都長
前田孝志様長嶋市教育委員会教育蛇務部施設媒長西原政彦様長崎市文化製光部長股張一男様長崎市文化哉光都文化財課長大賀史郎様長崎市企画財政都長片岡研之
様長崎市企画財政部都市軽営室長岩永浩様長崎市企画財政部長崎創生推進室長山田矧豊様長鯖市企画財政部大型事業推道室長赤倉史明様長暢市まちづくり都長片江
伸一節様長崎市土木部長吉田安秀様長幡市中央総合事務所長大串昌之様長崎市理材部長小田撤様擾崎市璋境部長宮崎忠彦様長崎市原爆粧爆対策都畏中川正仁

長嶋市秘書広報部長瓜田宏子様長崎市巖会誰長佐藤正洋様擾崎市文化財審議会会長下川達朔様養生所を考える会代表池知和恭(r(長崎)医学校等正門両翼石垣
等石垣群並びに、旧長崎市立佐古小学校北西門前扇型石段に闘する提案と要望』 2020年(令和2年玲月TIB水曜日養生所を考える会代豪池知和恭) 2,r展示と存在、
概念と想念、情報と情景、取候と到違、読解と包摂、巡礼、観光、旅、遺跡』 2020年(令和2年)6月4日木曜日養生所を考える会代表池知和恭 3.r「情報」と「惟景」』 2020
年(令和2年玲月4日木曜日養生所を考える会代表池知和恭 4.r高層建築とモの他の開発について』 2020年(令和2年)6月10日水竃日茎生所を宥える会代表池知和
恭)』

〆
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11.『私達人類のパラダイム・シフト』

1.考察と提案と要望一1 ι私達人類の文化と文明、又、制度》

私達当会は、人類並びに現生人類の遺伝子におこる突然変異、又は、その他の人類並びに現生人類に関係する変化が、生命体又は生物としての人類
にとって好ましく望ましいものであるかどぅか分からない、と仮定します。

私達当会は、人類並びに現生人類が自ら行う選択にっいて、全知全能でない主体たる人類並びに現生人類が自ら行う選択が、生命体又は生物としての
人類にとって好ましく望ましいものであるかどうか分からない、と仮定します。

私達当会は、人類並びに現生人類の遺伝子におこる突然変異、又は、その他の人類並びに現生人類に関係する変化、さらには、全知全能でない主体た
る人類並びに現生人類が自ら行う選択を、長期的に、自らの事象として引き受けて、順応し、適応して、生息してきた、と仮定します。

私達当会は、現生人類の生物上の構造、ロマン(仏丁oman)、欲望、人類の諸事象、ペウトル(独:vekt配、英Nod引、向きと大きさを持った量)、指向、
につぃて、飛躍 Uump、変異、変化)である、と仮定します。

私達当会は、現生人類にっいて、目覚ましく、想像L、虚構を構成する能力を獲得し、自ら、又、自らに起こった変化、又、自らの選択にっいて、人類に
とって好ましく望ましいものであり、又は、最善であり、理想的なものであった、と想像することが可能である、と仮定します。

私達当会は、人類並びに現生人類の遺伝子におこる突然変興、又は、その他の人類並びに現生人類に関係する変化、さらには、全知全能でない主体た
る人類並びに現生人類が自ら行う選択に関する、即ち、人類並びに現生人類の自らへの、願応と適応、引き受けにっいて、之と同時に、自身に関する突
然変臭、変化、選択、即ち、自身の存在、さらには、自身の他者、即ち、現生人類の個体同士の他者、現生人顛に対する他の人類種、他の動物、植物、
又、環境たる宇宙と地球の自然に、人類種が、勝っ行揚、又は、勝っ行為を目指す事象、であり、且っ、人類種は、人類種が、勝っ行為を記憶し、蓄積し、
配列し、配置し、勝つ制度、を構成してきた、と仮定します。

私違当会は、人類並びに現生人顛の自らへの、順応と適応、引き受けに於いて、私達人類はその行動様式を「文化」と呼ぴ習わし、人類種の、人類種が、
勝っ行為、又は、勝っ行蜘を目指す事象、人類種が、勝っ行為を記憶し、蓄積し、配列し、配置し、行う、勝っ制度の構成、並びに、勝っ制度、に於いて、
私達人類はその行動様式を「文明」と称す、と仮定します。

私還当会は、人類並びに現生人類の文化と文明にっいて、私達人類は、人類の遺伝子進化(宮one evolutlo")1こ対して、人類は文化進化(cuultu,且1
Cvolution)により、様々な人類の身体機蛇の延長を構成出現し、さらに、r人間強化(human 6hhanoem.nt)」をも目指し、即ち、自己と他者又は生息
環境たる地球の自然を改査し、自然の小さなシステム(systom)としての個別の、即ち、人類の個体に対する自然選択が機能せず、"自然選択なき暴走"
の態様である処、自然の大きなシステム(sy3tem)としての総体の、即ち、人類種全体に対する自然選択が機能しっつぁる処、総体的な自然選択とも争
い回避し自ら変容しようとしているとも表現し楊る、と仮定します。

(2020年(令和2年)6月24日水曜日養生所を考える会代表池知和恭)

『サピエンス全史(上)ーー文明の構造と人類の幸福』(2m6年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノア・ハラリ訳者柴田裕之発行者小野寺優発行所
株式会社河出書肩新社)は記します。

「第1部認知革命/第1章唯一生き延ぴた人類種/不真面目な秘密一・一私たちは自分たちが唯一の人類だとぱかり思っている。それは実際、過
じつは、約二00万年前から一万年前ごろまで、この世界にはいく去一万三000年問に存在していた人類種が唯一私たちだけだったからだ。 ■●●●畢

つかの人類種が同時に存在してぃたのだ。・・・ーー0万年前の地球には、少なくとも六っの具なるヒトの種が暮らしていた。複数の種が存在Lた過去では
/兄弟たちはどうなったか?なく、私たちしかいない現在が特臭なのであり、ことによると、私たちが把した罪の証なのかもしれない。

尋甲卑●.

過去一万年間に、ホモ.サピエンスは唯一の人類種であることにすっかり慣れてしまったので、私たちはモれ以外の可能性にっいて思いを巡らせるのが
難しい。.ーーネアンデルタール人が生き延びていたら、私たちは自分が特別な生き物だと、相変わらず思っていただろうか?ことによると、私たちの祖
先がネアンデルタール人を根絶やしにしてしまったのは、まさにこのせいだったのかもしれない。彼らはあまりに見慣れた姿をしていたので無視できず、か

サビエンスに責めを負わせるべきかどぅかはともかく、彼らが新しい土地といって、あまりにも違っていたので套慢がならなかった、というわけだ。
サピエンスの成功の秘密は何だったのか?私たちはどうやって、これほど多くの、還くに到着するたびに、先住の人々はたちまち滅び去った。 ...,.

て生態学的に臭なる生息環境に、これほど速く移り住むことができたのか?私たちはどうやって他の人類種をすぺて忘却の彼方へ追いやったのか?
なぜ、強靭で、大きな脳を持ち、寒さに強いネアンデルタール人たちでさえ、私たちの猛攻撃を生き延ぴられなかったのか?激しい護論は今なお尽きな
いが、最も有力な答えは、その議論を可能にしているものにほかならない。すなわち、ホモ・サピエンスが世界を征服できたのは、何よりも、その比類なき

ノ第4章史上最も危険な種/ノアの方舟.はこぷね・・一世界の大型生物のうち、人類の殺煮1という大洪水を言語のおかげではなかろうか。

唯一生き延びるのは人類そのものと、ノアの方舟を漉ぐ奴隷の役割を果たす家畜だけということになるだろう。」

私達当会は、現生人類の文化と文明において、人類の勝っ対象は、自己たる現生人類の自身、並びに、他者たる宇宙と地球の自然のみとなり、他者た
る現生人類以外の人類種は、既に絶滅し、地球上の大型生物は絶滅の寸前にあり、植物は急速にその生育地域を狭めており、同時に、自然の大きなシ
ステム(sy5tem)としての総体の、即ち、人類種に対する自然選択が機能しつつぁる、と仮定します。

私還当会は、現生人類の文化と文明において、近年の自然に由来する、並びに、人為と人工に由来する災害が、私達現生人類種の破滅の予告でない
と、断言できない、と仮定Lます。

私達当会は、現生人類の文化と文明に於ける人類が腸ち得る他者としての人類の勝っ対象は、およモニ五0万年前に人類が地球上に出現し、現生人
類が地球上に出現して以降、激減し、ほぼ消滅した、と仮定します。

私達当会は、私達人類につぃて、容認できないとの事象を破壊する、と仮定します。

/$" / 142

私達当会は、地球上の生物種の絶滅は、実態として珍しくない、絶滅すれぱ、事象は不可逆である、私達現生人類が、現生人類種として存在する事象を
好み、又は、愛するならぱ、私達現生人類は、直ちに、少なくとも、速やかに、現生人類種の絶滅、並びに、現生人類としての歴史の閉鎖、に対する回避
を考え行為し始めなけれぱならない、と仮定します。

私連当会は、皆様に、私運人類の、勝つ行為と勝つ制度の停止、又は、廃止、を提案し要望します。
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2.考察と提案と要望一2 (私達人類のバラダイム・シフト(par3dlgm 5hi什、P討Bd1三m ohan宮日)》

〔文化と文明〕

私達当会は、例えぱ、文化にっいて、狩猟採集の生活の揮式、又は、その遺存であり、勝つ制塵以前、弱小な個体又はその群、として、諸事象の関係性
に於いて、受客であり、非意図であり、触発であり、肌理(テクスチャー:t.xture)等の身体性を基調とし、帰納的な行為であり、ともすれぱ表現であり、期
せずして出現するその影響である、文明について、制度としての農耕牧畜へ向かう、又、農耕牧畜以降の生活の様式であり、勝っ制度として、諸事象の
関係性に於いて、主体として自覚し、考察し、意図し、対決し、概念、目的、計画、物語:ナラティブを基調とし、演繍的な行為であり、ともすれぱ改変であり、
あらかじめ期待され得るその成果である、と仮定します。

私達当会は、人類の、又、私達現生人類の現代の事象について、文化的である事象は文明的であり得るし、文明的である事象は文化的であり得るし、
両者は重橿豹であり得るし、相互に補完的であり得る、と仮定します。

〔私達人類のパラダイム・シフト(par.d滄m .hiH)の二次元座標平面四分儀の仮定(人類の領域)〕

私達当会は、私達人類のパラダイム・シフト(pomdlgm 5h1田にっいて、人類の領域として、①y軸上に、勝っ制度以前の弱小な個体又はその群⇔
勝つ制度の形成、を設定し、②X軸に、受容一非意図一触発、身体性、具叡一観察一帰納、表現、期せざる一影響:狩猟採集の生活の様式;文化の形
式⇔主体としての自覚一考察一意図一対決、概念一目的一計画一物語:ナラティブ、抽象一配列一演繹、改変、期待一成果.制度としての農耕牧畜
へ向かう、又、農耕牧畜以降の生活の様式:文明の形式、を設定する、二次元座標平面の四分儀、を仮定します。

〔私達人類の先史上歴史上のパラダイム・シフト(paradlgm S川什)への仮定〕

私達当会は、人類:ヒト科と現生人類種.ホモ・サピエンスの先史と歴史について、"私達人類のパラダイム・シフト(P引.d1三m sh1田の二次元座標平面
四分儀の仮定"に於いて、第三象限に発現し、認知革命を経て、文化的事象を蓄積し、東アフり力から世界に存在を拡散しつつ第二象限に至り、農集革
命を経由しつっ技術と科学の結合による科学革命によって文明的事象の拡張を加速し、その地球規模の拡散、グローバル化、で、第一象限に差し掛かっ
ている、と仮定します。

〔私達人類のパラダイム・シフト(perad冶m 5hi什)の未来への提案と要望と仮定〕

私達当会は、現代以降の私達現生人類種:ホモ・サピエンスのパラダイム・シフト(peredigm $hi什)の未来について、私達現生人類の意識と行動様式
に関して、"私達人類のバラダイム・シフト(P自胎dlgm sh1什)の二次元座標平面四分儀の仮定"に於いて、第一象限から第四象限を経由して第三叡限に
至る回帰を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、私連現生人類の行動様式に関して、人類の文化と文明の双方を経験した現在、人類の文化と文明の様式と機能を保持し発展しつつ、私達
現生人類の意識と行動様式を可逆的に、第三叡限に導く二とが可能となった、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類のパラダイム・シフト(parad確m 宕N田の先史と歴史と未来について、第三象限と第一象限を長軸とする大きな楕円軌道を
差調に、第三魚限に発し、X軸とy軸の交点へと至れぱ、その過程の経験、記憶と蓄積と共に、万事中庸の、関連事象の均衡がとれた、様々な事象に速や
かに対応し人類にとってより好ましく望ましい方向に移行できる、柔軟性のある人類の世界に至る、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類の意謙と行動様式に関して、之を、第三象限に導くことにより、人類の勝つ行為と腸つ制度を相殺し、人類の殺黙、その他の
困難を回避し、人類の殺載とその他の困難への道を制御できる可能性がある、と仮定します。

3.考察と提案と要望一3 (遺跡の遺跡としての胴査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私達現生人類による自らの事象としての包摂》

私達当会は、遺跡につぃて、私達人類が"意図せざる"人類の活動の(限られた)"痕跡"である、とはいえ、私達現代の人顛が認知し得るかぎり、人類の
知の体系の蓄積と整備、又、之に由来する、個別の遺跡の共時的通時的な関係性の理解:遺跡の存在の宇宙と地球の空闇上の配燈としての重層的網
構造(ネット:net)及び遺跡の多義的な相互関係性に閏する人類の行為(ネットワーク:n6twork);たる事象により、今や、人類の個体の生物的な記憶、
並びに、個別の社会的文化的文明的な人類の意図による過去の記憶、伝承や図像や文字や文章、を凌薫し、唯一、人類のパラダイム・シフト(P3mdigm
SN什)の過去、現在、未来の全体像を示唆し得る道標であり証徴であり享叡である、と仮定しまず。

私達当会は、遺跡につぃて、私達人類の生物としての体験と意識、又、知性に於いて、基層前な、第一次の体験、印象、情感、情景、を構成し得る、と仮
定します。

私達当会は、遺跡の当該の遺跡たる事実について、之を、遺跡の真正性である、遺跡の真正性のみが、当該の事象の真正性を証徹し表象し得る、と仮
定します。

私達当会は、遺跡につぃて、私達人類にとって、人類の営為の歩みの不可逆性に対する、私達人類世界に於ける唯一の、'可逆性への担保である、と仮
定します。

私達当会は、遺跡につぃて、人類に発し、人類に帰結する、人類に由来する亭象として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本である、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類について、私達人類の文化と文明により、まだ不足があるとはいえ、既に、人類の個体の生命上の損耗、例えぱ、生物学的
貧困、の回避の達成を実現しつつあり、私達人類は、之に閏する、さらなる、且つ、継続的な努力が可能である、と仮定します。

私達当会は、人類の個体の生命上の損耗の回避以外に、遺跡の遺跡としての謂査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私達現生人類による
自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、の実現に優先する、人類の事象は、人類にとって存在しない、と仮定Lます。

私達当会は、皆様に、人類の個体の生命上の損耗の回避のあらゆる努力を行為しっつ、人類に関する、他のあらゆる事象に優先して、宇宙と地球のあ
らゆる、又、身近な、遺跡、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴、の遺跡としての調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私達
現生人類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、を実現すること、を提案し要望Lます。
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4.情報

0『サピエンス全史(上)ーー文明の構造と人類の幸福』(2m6年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノアリ、ラリ訳者柴田裕之発行者小野寺優発行
所株弐会社河出喜爵新社)は以下記します。

第1都認知革命

第1章唯一生き延びた人類種

今からおよモー三玉億年前、いわゆる「ビッグバン」によって、物資、エネルギー、時間、空間が庭生Lた.私たちの宇宙の根本を成す二れらの要素の物語を「物理学」
という。物質とエネルギーは、二の世に現れてから三0万年ほど径に融合し始め、原子と呼ばれる複雑な携造体を成し、やがてその凍子が結合して分子ができた。慌
子と分子とそれらの相互作用の物語を「化学ルいう。およそ三八憶年前、地球と呼ぱれる感星の上で特定の分子が結合し、格別大きく入り組んだ構造休、すなわち
有機体(生物)を形作った。有機体の物語を「生物学」という。モしておよモ七万年前、ホモ・サピエンスという種に属する生き物が、なおさら楼巧な構造体、すなわち文
化を形成し始めた。そうした人間文化のその後の発展をr歴史」という。歴史の道筋は、三っの重要な革命が決めた。約七万年前に歴史を始動させた認知革命、約一
万二000年前に歴史の流れを加速させた農業革命、そしてわずか五00年前に始まった科学革命だ。三っ目の科学革命は、歴史に終止符を打ち、何かまったく臭な
る腰開を引き起こす可能性が十分ある。本婁ではこれら三っの革命が、人類をはじめ、この地上の生きとし生けるものにどのような影響を与えてきたのかという物語を
綴っていく。

人類は、歴史が始まるはるか以前から存在していナ=。現生人類と非常によく似た動物が初めて姿を現わしたのは、およそ二五0万年前のことだった。だが、数え切れ
ぬほどの世代にわたって、彼らは生息環境を共にする多橿多様な生き物のなかで突出することはなかった.ー・・・彼ら太古の人類も、愛し、遊び、固い左情を結び、
地位と権力を求めて難い合ったーーただし、それはチンパンジーやヒヒやゾウにしても同じだ。太古の人類に特別なことろは何一つない。彼らの子孫がいっの白か月面
を歩き、原子を分裂させ、遺伝子二ードを解読し、歴史書を書二うなどとは、当の人類はもとより、誰であれ知る由もなかった。先史時代の人類にっいて何をおいても承知
しておくべきなのは、かれらが取るに足りない動物にすぎず、環境に与える影響は徹々たるもので、ゴリラやホタルやウラゲと大差なかった点だ。生物学者は生き物を
「種」1こ分類する。動物の場合、交尾をする傾向があって、しかも繁発力のある子孫を残す者どうしが同じ種に属すると言われる.・ーー伺じDNAプールを共有してい

共通の祖先から進化したさまざまな種はみな、「属」という上位の分類階級に属する。・・・・生物学者は二つの部分(前の都分が属を表わす属名、後ろの部る。 ●●●■●

分が種の特徴を表す種小名)から成るラテン語の学名を各生物種にっける。・・・・そして、本書の読者はおそらく全員、ホモ化ト)属のサピエンス(賢い)という生き物で
ある「ホモ.サビエンス」のはずだ。属が集まると「科」1こなる。・・・一胡る科に属する生き物はみな、血銃をさかのぼっていくと、おおもとの単一の祖先にたどり着く。た
とえば、最も小さなイェネコから最も奪猛なライオンまで、ネコ科の動物はみな、およそ二玉00何年前に生きていた、一頭のネコ科の祖先を共有している。ホモ・サ
ピエンスもーつの科に属している.このごく当然の事実はかって、歴史上最も厳重に守られていた部類の秘密だった。ホモ・サピエンスぱ甚年、自らを動物とは無縁の存
在と見なしたがってぃた。親類がなく、兄弟姑妹やいとこも持たず、これがいちぱん肝心なのだが、親すらいない、完全なる孤児というわけだ。だが、それは断じて間違っ
ている。好むと好まざるとにかかわらず、私たちもヒト科と呼ぱれる、大きな、ひどくやかましい科に所属しているのだ。現存する最も近しい級者には、チンバンジーとゴリ
ラとオランウータンがいる。なかでも、チンパンジーがいちぱん近い。わずか六00万年前、ある一頭の類人猿のメスに、二頭の娘がし寸島そして、一頭はあらゆるチン
バンジーの祖先となり、もう一頭が私たちの祖先となっナニ。
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不真面目な秘密

ホモ.サビエンスは、さらに不穏な秘密を隠してきた。私たちには野蛮ないとこたちが大勢いるぱかりでなく、かっては多くの兄弟姉妹もいたのだ。私たちは自分たちが
唯一の人類だとばかり思0ている。それは実際、過去一万三000年間に存在していた人類種が唯一私たちだけだったからだ。とはいえ、「人顯」という言葉の本当の
意味は、「ホモ属に属する動物」で高り、以前はホモ・サピエンス以外にも、この属に入る種は他に数多くあった。そのうえ、本書の最終章で見るように、そう還くない将来、
私たちは再び、サピエンスでない人類と熊い合う羽目になるかもしれない。この点をはっきりさせるために、私はホモ・サビエンスという種の生き物(現生人類)を指す時に、
「サピエンス」という言葉をしぱしば使い、ホモ属の生き物すべてを指すときに「人類」という用語を使う二とにする。人穎が初めて姿を現わしたのは、およそ二五0万年
前の稟アフり力で、アウストラロEテクス属と呼ぱれる、先行する猿人から進化した(ちなみに、アウストラロビテクスとは、「南のサル」の意)。約二00万年前、この太古
の人類の一都が故郷を雛れて北アフり力、ヨーロッパ、アジアの広い範囲に進出L、住み着いた。ヨーロッパ北部の雪の多い森で生き延びるには、インドネシアのうだる
ように暑い密林で生き抜くのに適したものとは異なる特性を必要としたので、それぞれの地に暮らす人類は、具なる方向へ進化していっナニ。その結果、いくつか別個の種
が誕生L、学者たちはそのーつひとっに仰々しいラテン語の学名をっけた。ヨーロッパとアジア西都の人類は、ホモ・ネアンデルターレンシス(「ネアンデル谷(ター」レ)
出身のヒト」)で、一般にはたんに「ネアンデルタール人」と呼ぱれている。ネアンデルタール人は私たちサピエンスよりも大柄で逞しく、氷河時代のユーラシア大陸西部の
寒冷な気候にうまく適応Lていた。アジアのもっと廩側に住んでいたのがホモ・エレクトス(「直立したヒト」の意)で、モこで二00万年近く生き延びナ=。これ低ど長く存在し
た人類種は他になく、この記録は私たちの橿にさえ破れそうにない。ホモ・サビエンスは今から一000年後にまだ生きているかどうかすら怪しいのだから、二00万年
も生き葎びる二となど望むべくもない。インドネシアのジャワ島に暮らしていたホモ・ソロエンシス(「ソロ川流域出身のヒト」の意)は、熱帯の生活に適していた。やはり
インドネシアの島のーつで、フローレスという比較的小さな島では、太古の人類は候小化(小型化)した。人類が釖めてフローレス島に到達したのは、海水面が極端に低
かったときで、そのころこの島にはジャワ島から簡単に渡れた。その後、海水面が再び上昇すると、一部の人が島に取り残された。と二ろが、島は資源が乏しかった。そ
のため、多くの食べ物を必要とする大柄な人が真っ先に死に、小柄な人々のほうがずっとうまく生き延びられた。幾世代も経るうちに、フローレス島の人々は小型化した。
学者の間ではホモ.フローレシェンシスという名で知られるこの特殊な種は、身長が最大でーメートル、体重がせいぜい二五キログラムだった。とはいえ彼らは石器を作
ることができ、島に住むゾウをときおり蒋ることさえやってのけた.ただし、公平を期するために言い承えると、ゾウたちもまた小型化した、矮性種だった。二0-0年
には、私たちのさらに別の兄弟が忘却の彼方から救い出されナこ。シベりアのデニソワ洞窟で発掘を行なっていた学者たちが、指の骨の化石をーつ発屍したのだ。遺伝子
を解析してみると、その指は、それまで知られていなかウた人類種のものであることがわかり、その種はホモ・〒ニソワと命名された。他の洞窟や島、地域で発見される日
を待ってぃる私たちの失われた親戚たちが、あとどれほど多くいるか知れない。これまで挙げた人顛は、ヨーロッパとアジアで進化していたが、東アフり力でも進化は
止まらなかった。この人類の揺りかごは、ホモ、ルドルフェンシス(「ルドルフ湖出身のヒト」の意)やホモ・エルガステル(「働くヒト」の意)、そしてついには、自らを厚かましく
もホモ.サピエンス(「賢いヒト」の煮)と名づけた私たち自身の種など、無數の斬しい種を育み続けた。これらの人類糧のうちには、大柄なものもいれぱ、慢小なものも
いナニ。恐ろしい狩人もいれぱ、温和な植物採集者もいた。単一の島にだけ住む穫もいたが、多くはさまざまな大陸を歩き回った。だが、そのすべてがホモ属に属していた。

じっは、約二00万年前から一万年前ごろまで、この世界にはいくつかの人類種が同時に存在していたのだ。だが、これは格彼らはみな、人間だったのだ。
別驚くことではない。今日でも、キッネやクマ、ブタには多くの糧がある。-0万年前の地球には、少なくとも六つの臭なるヒトの種が暮らしていた。複数の種が存在した
過去ではなく、私たちしかいない現在が特異なのであり、ことによると、私たちが犯した罪の証なのかもしれない。ほどなく見るように、私たちサピエンスには、自らの兄弟
たちの記憶を抑え込むだけの十分な理由があるからだ。

思考力の代償

人類のさまぎまな種には多くの違いが見られるものの、そのすぺてに共通する決定的な特徴がいくっかある。なかでも際立ウているのが巨大な脳で、他の勵物たちが
霞んでしまう。体重六0キログラムの噛乳類の脳は、平均すると二00立方センチメートJレ1こなる。二玉0万年前、最初期のヒトの脳は、成人でおよモ六00立方セン
チメートルあっナ=.現生人類は、平均で一二00~一四00立方センチメートルの脳を誇る。ネアンデルタール人の脳はさらに大きかった。・・・.・じつのと二ろ、大きな
脳は、体に大きな消耗を強いる。モもモも、持ち歩くのが大変で、しかも頭茎骨という大きなケースに収めておかなければならないのだからなおさらだ。そのうぇ燃賓も悪
い。ホモ.サピエンスでは、脳は体重の二~三パーセントを占めるだけだが、持ち主がじっとしているときは、体の消費エネルギーの二五パーセントを使う。二れとは対照
的に、ヒト以外の霊長類の脳は、安静時には体の消費エネルギーのハバーセントしか必要としない。太古の人類は、大きな脳の代償を二通りのやり方で支払った。まず、
より多くの時間をかけて食べ物を探した。そして、筋肉が衰えた。政府が防衛から教育へと資金を転用するように、人類は二頭筋にかける資源の一都をニューロン(神経
細胞)に回した。これがサバンナでの優れた生き残り戦略かどうかはおおいに疑問だ。チンパンジーはホモ・サピエンスを言い負かすことはできないが、樋いぐるみの人
形のように引き裂くことができる。今日では、私たちの大きな脳は十分元が取れる。なぜなら私たちは自動車や銃を製造し、チンパンジーよりずっと速く動いて、格闘し
なくても遣い安全な場所から仕留めることができるからだ。だが、自動車も齢も最近の発明だ。人類の神経ネットワークは二00万年もの年月に、いったい何が人類の
巨大な脳の進化を推L進めたのか?正直なところ、その答えはわからない。人間ならではの特性として、直立二足歩行も挙げられる.立ち上がれば、サバンナを見
渡して獲物や敵を見つけやすぃし、歩行に必要だった腕が自由になり、石を投げたり合図を送ったりするのに使える。手によってできることが増えれぱ増えるほど、モの
持ち主は有利になるので、進化圧がかかり、手のひらと指には神経と微調聾の効いた筋肉がしだいに集中した。その結果、人類は手を使って非常に複雑な作業がこな
せる。とくに、精巧な道具を製造して使える。道具の製造を示す最靭の証拠は約二玉0万年前までさかのほる。そして、道具の製造と使用は、考古学者が古代の人類の
存在を認める茎準となる。だが、直立歩行には欠点もある。私たちの祖先の霊長頚の骨格は、頭が比較的小さい四足歩行の生き物を支えるために何百万年にもわ
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野と勤勉な手を獲得する代償として、腰痛と肩凝りに苦しむことになった。女性はさらに代償が大きかウた。直立歩行するには腰回りを細める必要があったので、産道
が狭まったーーよりによって、赤ん坊の頭がしだいに大きくなっているときに。女性は出産にあたって命の危険にさらされる羽目になった。赤ん坊の脳と頭がまだ比較的
小さく柔軟な、早い段階で出産した女性のほうが、無事に生き長らえてさらに子供を産む率が高かった。その結果、自然選択によって早期の出産が優遇された。そして実
際、他の動物と比ぺて人間は、生命の雑持に必要なシステムの多くが朱発達な、未熟な段階で生まれる。子賜は促生後間もなく駆け回れる。子猫は生後数週問で母親
のもとを誰れ、単独で食ぺ物を探し回る。それに引き換え、ヒトの赤ん坊は自分では何もできず、何年にもわたって年喪者に頼り、食物や保棲、教育を与えてもらう必要
がある。この事実は、人類の傑出した社会的能力と独特な社会問題の両方をもたらす大きな要因となった。自活できない子供を連れている母親が、子供と自分を養う
だけの食べ物を一人で採集することはほぽ無理だっナニ。子育ては、家庭や周囲の人の手助けをたえず必要とした。人間が子供を育てるには、仲間が力を合わせなけれ
ぱならないのだ。したがって、進化は強い社会的粋を結べる者を優遇した。そのうえ、人間は未熟な状態で生まれてくるので、他のどんな動物にも望めないほど、教育し、
社会生活に順応させることができる.ほとんどの噛乳類は、軸藁をかけた陶器が窯から出てくるように子宮から出てくるので、作り直モうとすれぱ傷っいたり壊れたりして
しまう。ところが人間は、溶融したガラスが炉から出てくるように子宮から出てくるので、驚くほど自由に曲げたり延ぱしたりして成形できる。だから今日、私たちは子供を

私たちは、大きなキリスト教徒にも仏教徒にもできるし、饗本主養者にも牡会主義者にも仕立てられるし、戦争を好むようにも平和を愛するようにも育てられる。
脳、道具の使用、優れた学習蛇力、権雑な社会構造を、大きな強みだと思い込んでいる。これらのおかげで人類が地上最強の動物になったことは自明に思える。だが、
人頴はまる二00万年にわたってこれらすべての恩恵に浴しながらも、その間ずっと弱く、取るに足りない生き物でしかなかった.たとえぱ一00万年前に生きていた人
頴は、脳が大きく、鋭く尖った石器を使っていたにもかかわらず、たえず捕食者を恐れて暮らし、大きな擾物を特ることは稀で、主に植物を集め、昆虫を捕まえ、小さな動
物を追い求め、他のもっと強力な肉食獣が後に残した死肉を食らっていた。初期の石噐のごく一般的な用途のーつは、骨を割って中の骨髄をすすれるようにすること
だった。これ二そ私たちのもともとのニッチ(生態的地位)だったと考える研究者もいる。キツツキが木の幹から昆虫を引っ張り出すのが得意であるのとちょうだ伺じで、初
期の人類は骨から骨倣を吸い出すのに長けていた。だが、なぜ骨髄なのか?こう考えてみよう。ライオンの群れがキリンを倒し、貪り食うところをあなたは見ていた。辛
抱強く待っていると、やがてライオンたちは食ぺ終わる。だが、まだあなたの番は来ない。まずはハイエナやジャyカルが残り物を漁る。とてもモの邪魔はできない.彼ら
が済んでからやっと、島なたは仲間たちとともに恐る恐る死骸に近づき、左右に注意深く視線を走らせた上で、残り物にありっく。なかでもとくに栄養があったのが、硬い
骨の中の骨骸だったのだ。これこそが、私たちの歴史と心理を理解する上でのーつのカギだ.ホモ属は食物連蝋の中1まどに位置を占め、ごく最近までそこにしっかり
と収まっていナこ.人類は数百万年にわたって、小さな生き物を特り、採集できるものは伺でも採集する一方、大きな捕食者に追われてきた。四0万年前になってようやく、
人類のいくつかの種が日常的に大きな獲物を狩り始め、ホモ・サビエンスの台頭に伴い、過去一0方年前に初めて、人類は食物連鎮の頂点へと飛躍したのだった。
中位から頂点へのそのような華々しい銚躍は、量大な結果をもたらした。ピラミンドの頂点にいるライオンやサメのような他の動物は、何百万年もかけて徐々にその地位
へと進化しナこ。そのため、ライオンやサメが産を超えた捕食を行わないように、生態系は統制と均街の仕組みを築き上げることができた。ライオンが特りの技量を上げる
と、進化によってガゼルは足が速くなり、ハイエナは博力がうまくなり、サイはいっモう気が荒くなっナ=。モれに引き換え、人顛はあっという間に頂点に上り詰めたので、生
態系は順応する暇がなかった。モのうぇ、人類自身も順応しそこなった。地球に君臨する捕食者の大半は、堂々たる生き物だ。何百万年にも及ぶ支配のおかげで、彼ら
は自信に満ちている.それに比べると、サビエンスはむしろ、政情不安定な弱小国の独叢者のようなものだ.私たちはつい最近までサバンナの負け組の一員だったため、
自分の位電についての恐れと不安でいっぱいで、そのためなおさら残忍で危険な存在となっている.多數の死傷者を出す戦争から生態系の大惨事に至るまで、歴史上
の多くの災難は、このあまり1=性急な飛躍の産物なのだ。

調理をする動物

頂点への道のりにおける重大な一歩は、火を手懐けたことだった。一部の人類種は早くも八0万年前に、ときおり火を使っていたかもれない。約三0万年前には、ホ
だが、火の最大の恩恵は、胴理が可能になったことだ。小麦・米・モ・エレクトスやネアンデルタール人と、ホモ・サピエンスの祖先が、日常的に火を使っていた。

ジャガイモといウた、そのままでは人類には消化できない食べ物も、調理のおかげで主要な食料となった。火によって食物の化学的性質が変わったぱかりでなく、生物学
的性質も変化した。調理をすれぱ、食物にっいていた病原菌や寄生虫を殺すことができたからだ。また、果物や木の実、昆虫、死肉といった従来の好物も、調理すれば、
噛むのも消化するのもぐんと楽になった。チンパンジーが一日五時聞も生の食べ物を噛んでいるのに対して、誕理Lた食物を食べる人間は、たった一時間あれぱ十分
だった.調理をするようになったおかげで、人類は前よりも多くの種類の食物を食べたり、食事にかける時間を減らしたりでき、小さな歯と短い腸で事足りるようになっ
た。調理が始まったことと、人類の腸が短くなり、脳が大きくなったことの間には直接のつながりがあると考える学者もいる。甚い腸と大きな脳は、ともに大量のエネル
ギーを消費するので、両方を雑持するのは難しい。調理によって腸を短くし、そのエネルギー消費を減らせたので、図らずもネアンデルタール人とサピエンスの前には、
脳を巨大化させる道が開けた。火によって、人類と他の動物との間に、最物の重大な傷たりももたらされた.1示ほすべての動物の力は、筋肉の強さや歯の大きさ、翼
の幅など、自らの身体を拠り所にしている.動物たちは風や水の流れを利用することはあっても、モうした自然の力を制御することはできないし、つねに自らの身体的構

人類は火を手懐けたとき、従順で潜在的に無限の力が制御できるようになった。ワシと違い、人類は、いつ、どこで火を起こすかを選ぷこと造の制約を受ける。

ができ、また、火をさまざまな目的で利用することもできた。そして、これがいちぱん重要なのだが、火の力は、人体の形状や構造、強さによって制限されてはいなかった。
たった一人の女性でも、火打ち石か火起こし捧があれぱ、わずか数時間のうちに森をそっくり焼き払うことが可能だった。火の利用は、来るべきものの前兆だった。

第2章虐携が協力を可能にした

兄弟たちはどうなったか?

過去一万年間に、ホモ・サビエンスは唯一の人類種であることにすっかり慣れてしまったので、私たちはそれ以外の可能性について思いを巡らせるのが難L
い。私たちは進化上の兄弟姉妹を欠いているので、自分たちこそが万物の霊長で畠り、ヒト以外の勤物界とは大きく隔てられていると、つい思いがちになる.だから
チャールズ・ダーウィンが、ホモ・サピエンスはただの動物の一糧にすぎないと述べると、人々は憤慨した.今日でもなお、そう信じるのを拒む人が大勢いる。ネアンデル
タール人が生き証びていたら、私たちは自分が特別な生き物だと、相褒わらず思っていただろうか?ことによると、私たちの祖先がネアンデルタール人を根絶やしにし
てしまったのは、まさにこのせいだったのかもしれない.彼らはあまりに見慣れた姿をしていたので無視できず、かといって、あまりにも違っていたので霊慢がならなかっ

サピエンスに責めを負わせるべきかどうかはともかく、彼らが斬Lい土地に到着するたびに、先住の人々はたちまち滅び去った。ホモ・ソロエンた、というわけだ。
シスの存在を示す遣物はおよそ玉万年前を境に途絶えナこ。ホモ・デニソワはその佳間もなく姿を消した。ネアンデルタール人が絶滅したのは三万年ほど前だ。最後の小
人のような人類がフローレス島から消えたのが、約一万三000年前だった。彼らは数々のものを残していった。ーー骨や石器、私たちのDNAの中にはいくつかの遺伝
子、そして答えのない多くの疑問を。彼らは私たちホモ・サピエンスという、最後の人類種も後に残した。サピエンスの成功の秘密は何だったのか?私たちはどう
やって、二れほど多くの、遠くて生態学的に具なる生息環境に、これほど速く移り住むことができたのか?私たちはどうやって他の人類種をすべて忘却の彼方へ追い
やったのか?なぜ、強靭で、大きな脳を持ち、寒さに強いネアンデルタール人たちでさえ、私たちの猛攻撃を生き延ぴられなかったのか?激しい臓論は今なお尽きな
いが、最も有力な答えは、その纏論を可能にしているものに厚かならない。すなわち、ホモ・サ甘エンスが世界を征服できたのは、何よりも、その比顛なき言語のおかげで
はなかろうか。
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前章で見たとおり、サピエンスは一玉万年前にはすでに東アフり力で暮らしていたものの、地球上のそれ以外の場所に侵出して他の人類種を絶滅に追い込み始めたの
は、七万年ほど前になってからのことだった。それまでの八万年間、太古のサビエンスは外見が私たちにそっくりで、脳も同じぐらい大きかったとはいえ、他の人類種に対
して、これといった強みを持たず、とく1こ精巧な道具も作らず、格別な偉業は何一つ達成しなかった。それどころか、サビエンスとネアンデルタール人との間の、証拠が
残っている最古の遭遇では、ネアンデルタール人の縄張りだったレヴァント地方(訳注地中海東庫の地方)に移り住んだが、揺るぎない足場は築けなかった。敵意に満ち
た先住民がいたり、気候が厳しかったり、地域特有の馴染みのない寄生生物に出くわしたりしたのかもしれない。理由はなんであれ、サピエンスはけっきょく引き揺げ、ネ
アンデルタール人は中棄に君臨し繞けた。学者たちはこのような乏しい実績に照らして、これらのサビエンスの脳の内郁構造は、おそらく私たちのものとは異なってい
たのだろうと推測するようになった。太古のサビエンスは見かけは私たちと同じだが、認知的能力(学習、記憶、意思疎通の能力)は格段に劣っていナニ。彼らに英語を教
えたり、キリスト教の教棲が正Lいと信じさせたり、進化論を理解させたりしようとしても、おそらく無駄だっただろう。逆に私たちにとって、彼らの言語を晋得したり、考え方

を理解Lたりするのは至難の業だろう。だがその後、およモ七万年前から、ホモ・サピエンスは非常に特殊なことを始めた。そのころ、サピエンスの複数の生活集団が、
再びアフり力大陸を撃れた。今回は、彼らはネアンデルタール人をはじめ、他の人類種をすぺて中案から追い払ったぱかりか、地球上からも一掃してしまった。サビエン
スは驚くほど短い期間でヨーロッパと東アジアに達した。四万玉000年ほど前、彼らはどぅにかして大海原を渡り、オーストラリア大隆に上陸した。モれまでは人類が足
を踏み入れたことのない大陸だ。約七万年前から約三万年前にかけて、人類は舟やランプ、弓矢、針(暖かし明艮を縫うのに不可欠)を発明しナニ。芸衛と呼んで差し支えな
い最初の品々も、この時期にさかのぽるし(図4のシュターデル渇窟のライオン人間を参照のこと)、宗教や交勗、社会的階層化の最初の明白な証拠にしても伺じだ.
ほとんどの研空者は、これらの前例のない偉業は、サピエンスの認知的能力に起こった革命の産物だと考えている.ネアンデルタール人を絶滅させ、オーストラリア大陸
に移り住み、シュターデルのライオン人間を彫った人々は、私たちと同じぐらい高い知能を持ち、創造的で、様細だったと、研究者たちは言い切る。仮にシュターデル漏窟
の益術家たちに出会ったとしたら、私たちは彼らの言語を習得することができ、彼らも私たちの言語を習得する二とができるだろう。不思議の国でのアリスの霊険から、量
子物理学のパラドックスまで、私たちは知ってぃることのいっさいを彼らに説明でき、彼らは自分たちの世界観を私たちに教えられるはずだ。このように七万年前から
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三万年前にかけて屍られた、新Lい思考と意思疎通の方法の登場のことを、「認知革命」という。その原因は何だったのか?それは定かではない。最も広く信じられてい
る説によれぱ、たまたま遺伝子の突然変異が起こり、サピエンスの脳内の配線が変わり、それまでにない形で考えたり、まったく新しい糧類の言語を使って意思疎通をし
たりずることが可能になったのだという。その壷異のことを「知恵の木の突然変異」と呼んでいいかもしれない〔訳注知恵の木は「創世記」に出てくる工〒ンの閏に生えて
いた木で、アダムとイヴはその実を食べて「目が開けけ0。なぜその室異がネアンデルタール人ではなくサピエンスのDNAに起こったのか?私達の知るかぎりでは、そ
れはまったくの偶然だった。だが、より重要なのは、「知恵の木の突然亥具」の原因よりも結果を理解することだ。サピエンスの新しい言語のどこがそれほど特別だったの
で、私たちは世界を征服できたのだろう?それはこの世で初の言語ではなかった。どんな動物も、伺かしらの言語を持っている。ミツバチやアリのような昆虫でさえ、
複雑なやり方で煮思を陳通させる方法を知っており、食物のありかを互いに伝え合う。また、それはこの世で初の口頭言語でもなかった。類人猿やサルの全糧を含め、
多くの動物が口頭言語を持っている。たとえば、サバンナモンキーはさまざまな鳴き声(コール)を使って意思を疎通させる。動物学者は、ある鳴き声が、「気をっけろ!
ワシだ!」という意味である二とを突き止めた。それとはわずかに違う鳴き声は、「気をっけろ!ライオンだ!」という警告になる。 ●●■●●

おそらく、「噂話」説と「川の近く1こライオンがいる」説の両方とも妥当なのだろう.とはいえ、私たちの言語が持っ真に比類なき特徴は、人間やライオンにっいての情報
を伝違する能力ではない。むしろそれは、まったく存在しないものにっいての情報を伝達する能力だ。見たことも、触れたことも、匂いを嘆いだこともない、ありとあらゆる
糧類の存在にっいて話す能力があるのは、私たちの知るかぎりではサピエンスだけだ。伝説や神話、神々、宗教は、認知革命に伴って初めて現れた。それまでも、
「気をっけろ!ライオンだ!」と言える動物や人類種は多くいた。だがホモ・サピエンスは認知革命のおかげで、「ライオンはわが部族の守護霊だ」と言う能力を獲得Lた。
虚構、すなわち架空の事物にっいて語る二の能力こそが、サピエンスの言語の特徴として異彩を放っている。現実には存在しないものにっいて語り、『鏡の国のアリ
ス』ではないけれど、ありえないことを朝食前に六っも信じられるのはホモ・サピエンスだけで畠るという点には、比較的容易に問煮してもらえるだろう。サルが相手では、
死後、サルの天国でいくらでもバナナが食べられると講け合ったところで、そのサルが持っているバナナを膿ってはもらえない。だが、これぱどうして重要なのか?なに
しろ、虚構は危険だ。虚構のせいで人は判断を誤ったり、気を逸らされたりしかねない。森に妖精やユニコーンを探しに行く人は、キノコやシカを探しに行く人に比べて、
生き延びる可能性が低く思える。また、実在しない守護神に向かって何時間も祈っていたら、それは貴重な時間の無駄遣いで、その代わりに狩猟裸集や戦闘、密通でも
していたほうがいいのではないか?だが虚構のおかげで、私たちはたんに物享を想像するだけではなく、集団でそうできるようになった。聖書の天地創造の物語や、
オーストラリア先住民のr夢の時代(天地創造の時代)」の神話、近代国家の国民主義の神話のような、共通の神話を私たちは紡ぎ出すことができる。そのような神話は、
大勢で柔軟に協力するという空前の能力をサピエンスに与える。アリやミツバチも大勢でいっしょに働けるが、彼らのやり方は融通が利かず、近親者としかうまくいかない。
オオカミやチンパンジーはアリよりもはるかに柔軟な形で力を合わせるが、少数のごく親宙な個体とでなければ駄目だ。ところがサピエンスは、無數の赤の他人と著Lく
柔軟な形で地力できる。だからこそサピエンスが世界を支配し、アリは私たちの残り物を食べ、チンパンジーは動物園や研究室に閉じ込められているのだ。

プジョー伝説

ゲノムを狂回する

言葉を使って想像上の現実を生み出す能力のおかげで、大勢の見知らぬ人どうしが効果的に協力できるようになっナニ。だが、その恩恵はそれだけにとどまらなかった.
人間どうしの大規模な協力は神話に基づいてぃるので、人々の協力の仕方は、その神話を爽えること、つまり、別の物語を語る二とによって、壷更可能なのだ0適物な条
件下では、神話は布っという間に現実を変えることができる.たとえぱ、一七八九年にフランスの人々は、ほほ一夜にして、王権神授説の神話を信じるのをやめ、国民主
権の神話を信じ始めた。このように、認知革命以降、ホモ・サビエンスは必要性の寳化に応じて迅速に擾る舞いを改めることが可能になっナニ。これにより、文化の進化に
追い越L車繰ができ、遺伝進化の交通渋滞を迂回する道が開けナニ。ホモ・サ甘エンスは、この追い越し阜線をひた走り、協力するという能力に関して、他のあらゆる人類
種や動物種を大きく引き離した.他の社会的な動物の行動は、遺伝子によっておおむね決まっている。DNAは専制君主ではない。動物の行動は、環境要因や個体
差にも影響を受ける。とはいえ、特定の斑境では、問じ種の動物はみな、似通った行動をとる傾向がある.一般に、遺伝子の突然変異なしには、社会的行勤の霊大な変
化は起こりえない。たとえぱチンバンジーは、アルファオスの率いる階層的集団で墓らす遺伝的傾向を持っている。チンパンジーの近様種のボノボはたいてい、メスどうし
の連合が優勢な、より平等主養的な集団で暮らす。チンパンジーのメスが、親賊のボノボから教劃を得てフェミニスト革命を起こすことはありえない。オスのチンバンジー
が憲法制定会誠を開いてアルファオスの地位を廃止し、今後はすべてのチンバンジーが平等に扱われると宣言することはありえない。行動におけるそのような劇的変化
は、チンバンジーのDNAに変化があったときにしか起こらない。それと同じような理由で、太古の人類は革命はいっさい起こさなかった。私たちの知るかぎりでは、杜会
的バターンにおける変化や、新しい技衛の発明、馴染みのない生息環境への移住は、文化に主導されてではなく、遭伝子の突然寳冥や琢境からの圧力によって起こっ
た。だからこそ、人類がそれらを成し遂げるのに何十万年もかかったのだ。二00万年に起こった遺伝子の突然変具のおかげで、ホモ・エレクトスと呼ぱれる新しい人類
積が現れた。その出現には、斬しい石器技衛の開発が伴っており、今やその技術は、ホモ・エレクトスの決定的特徴と見なされている。ホモ・エレクトスはその後、新たな
遺伝子の突然変具を経験せず、その間ず0と、彼らの石器もほぼ同じままだったーーニ00万年近くにわたって!モれとは対照的に、サビエンスは認知革命以降、
自らの振舞いを素早く寳えられるようになり、遺伝子や環境の窒化をまったく必蔓とせずに、新しい行動を後の世代へと伝えていった。その最たる例として、カトリツクの聖
職者や仏教の憎侶、中国の宣官といった、子供を持たないエリート層が繰り返し現れたことを青えてほしい。そのようなエリート層の存在は、自然選択の最も橿本的な原
理に反する。なぜなら、社会の有力な成員である彼らは、子孫をもうけることを自ら進んで断念するからだ。チンパンジーのアルコアオスが権力を利用してできるかぎり多
くのメスと交尾する(そして、その結果.群れに慢生する子供の多くの父親となる)のに対して、カトリックのアルファオスは、性交や子育てをいっさい控える。二の自制は、
極度の食短不足あるいほ配偶者候補の不足といった、特殊な孫境条件の結果ではない。一風変わった遺伝子の突然変臭の結果でもない。カトリツク教会は、「独身主義
遺伝子」を歴代の教皇が継承することにようてではなく、新約聖書とカトリックの教会法という物語を継承することによって、何世紀にもわたって存続してきたのた0
い換えれぱ、太古の人類の行動バターンが何万年間も不変だったのに対して、サピエンスは社会構造、対人関係の性質、経済活動、その他多くの行動を一0年あるい
は二0年のうちに一変させることがでぎた。.ーーこれこモがサピエンスの成功のカギだった。一対一で喧嘩をしたら、ネアンデルタール人はおそらくサ甘エンスを打ち
負かしただろう。だが、何百人という規模の条いになったら、ネアンデルタール人にはまったく腸ち目がなかったはずだ。彼らはライオンの居場所にっいての情報は共有
できたが、部族の精霊にっいての物語を語ったり、改訂したりすることは、おモらくできなかっナニ。彼らは虚構を創作する能力を持たなかったので、大人數が効果的に協
力できず、急速に変化していく問癒に牡会的行動を適応させる二ともできなかっナ=。私たちはネアンデルタール人の頭の中に入り込んで彼らの思考方法を理解するこ
とはできないものの、ライバルのサピエンスと比べたときに、彼らの認知能力の限界を示す間接的な証拠はある。ヨーロッパの中心部で三万年前のサピエンスの遺跡を
発掘している考古学者は、地中海や大西洋の沿禅から持ち込まれた貝般をときおり発見する。それらは、サビエンスの具なる集団の聞での長距離交易を通して大腔の
内奥に至った可能性が非常に嵩い。ところが、ネアンデルタール人の遺跡では、そうした交易の証拠はまったく見られない.彼らの集団はみなそれぞれが、地元の村料
を使って道具を作ウていナニ。南太平洋からも証拠が得られる。・ーー交島は、虚構の基盤を必要としない、とても実際的な活動に見える.ところが、交易を行なう動
物は、じっはサピエンス以外にはなく、詳しい証拠が得られているサビエンスの交易ネットワークはすぺて虚構に基づいていた。交易は信頼抜きには存在しえない0だが、
赤の他人を信頼するのは非常に難しい.今臼のグローバルな交易ネットワーケは、ドルや達邦準備鰻行、企業を叡徴するトレードマークといった虚楕の存在物に対する
信頼に基づいている。部族社会で屍知らぬ人どうしが交易しようと思ったときには、共通の神や神話的な祖先、トーテム〔訳注氏族などの集団が、自らや祖先と結びっ
いていると考えている自熱物や事款〕の動物に呼びかける。もしそのような虚構を信じている太古のサビエンスが貝殻と黒曜石を交換していたとしたら、情報も交換し
て、ネアンデルタール人ら、太古の人類のものよりも格段に濃密で広範な知識のネットワークを生み出せたと考えるのは理に適っている。特猟の技術も、こうした違い
を浮かび上がらせてくれる.ネアンデルタール人はたいてい単独で、あるいは小さな集団で特りをした。一方サビエンスは、何十人もの憶力、ことによると具なる生活集団
閲の協力にさえ頼る技衛を開発した。なかでもとりわけ効果的なのは、野生の馬などの動物を群れごとそっくり取り囲み、それから狭い谷に追い込むという手法で、こう
すれぼ楽々ーまとめに獲物を殺すことができた。万事計画どうりにいけぱ、複数の集団が栃る日の午後の間、協力するだけで、何トンもの肉と脂肪と皮を収穫し、大宴案
を開いて肉をたいらげたり、後に食料とするために乾燥させたり、煤製にしたり、(北極絶方では)凍らせたりしナニ。毎年そうした方法で動物が群れごと殺黙された跡を、考
古学者はいくっも発見してきた。人工的な罵や殺撤の墻を設けるために、揺や障害物が築かれている遺跡さえある。ネアンデルタール人は、自分たちの昔ながらの
狩場が、サピエンスの支配する雇殺場に変わるのを目にして、愉快ではなかっただろう。だが、これら二っの人類種の間で果力的な衝突が勃発したときには、ネアンデ
ルタール人は野生の馬とたいして査わらず、勝ち目がなかった.従来の静的なパターンで協力する玉0人のネアンデルタール人は、融通が串K革新的な五00人のサ
ピエンスには、まったく歯が立たなかった。そして、サピエンスはたとえ釖戦を落としても、たちまち斬しい戦略を編み出し、次の戦いに腸利を収めることができた。

口認知革命で何が起こったか?新しい能力=ホモ・サビエンスを取り巻く世界にっいて、以前よりも大量の情無を伝える能カノサビエンスの社会的関係にっいて、
以前よりも大量の情報を伝える能力/部族の精霊や国民、有限責任会牡、人権といった、現実には存在しないものにっいての情報を伝える能力:より広範な結果=ラ
イオンを避けたり、バイソンを狩ったりするといった、痩雑な行動の計画立案と遂行/最大150人から成る、以前より大きく、まとまりの胡る集団/'a'非常に多数の見知
らぬ人どうしの協力、b,社会釣行動の迅速な革新(封照表)

●●●■●
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歴史と生物学

サピエンスが発明した想像上の現実の計り知れない多様性と、そこから生じた行動パターンの多性はともに、私たちが「文化」と呼ぶものの主要な構成要素た0いった
ん畳場した文化は、けっして変化と発展をやめなかった。モして、こうした止めようのない変化のことを、私たちは「歴史」と呼ぷ。したがって。認知革命は歴史が生物
学から牲立審官言Lた時点だ.規知革命までは、すべての人楯種の行為は.生物学ι罰るいは.キ,しお望みなら失史学と呼んでキ'いい)の舗域に厚Lていた(私は「虫虫
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学」という言葉を避ける傾向がある。なぜなら、先史学には、認知革命以前でさえ、人類は独自のカテゴリーだったという、誤った含意があるからだ)。認知革命以降は、
ホモ.サビエンスの発展を説明する主要な手段として、歴史的な物語:ナラティプ:が生物学の理論に取って代わる。キリスト教の台頭あるいはフランス革命を理解するに
は、遺伝子やホルモン、生命体の相互作用を把握するだけでは足りない。考えやイメージ、空想の相互作用も考慮に入れる必要があるのだ。これは、ホモ・サビエン
スと人類の文化が生物学の法則を免れるようになったということではない。私たちは相変わらず動物であり、私たちの身体的、情緒的、認知的能力は、依然としてDNA
に定められている。私たちの社会は、ネアンデルタール人やチンパンジーの社会と同じ基本拷成要素で構築されており、感覚、情緒、家族の粋といった、これらの要素を
詳しく調べれぱ調べるほど、私たちと他の霊長類の違いは縮まっていく。とはいえ、個体や家族のレベルでの違いを探すのは誤りだ。一対一、いや一0対一0でも、私た
ちはきまりが悪いほどチンバンジーに似ている。重大な違いが屍えてくるのは、一五0という個体數を超えたときで、-000~二000という個体數に達すると、その
差には肝を潰す。もし何千頭ものチンパンジーを天安門広場やウォール街、ヴフチカン宮殿、国連本部に集めようとしたら、大混乱になる。それとは対照的に、サビエン
スはそうした場所に何千という単位でしぼしぱ集まる。サピエンスはいっしょになると、交易のネットワーケや集団での祝典、政治的機関といった、単独ではけっして生み
出しようのなかった、整然としたパターンを生み出す.私たちとチンパンジーとの真の違いは、多數の個体や家族、集団を結びつける神話という接着剤だ。この接着剤こ
そが、私たちを万物の支配者に仕立てたのだ。もちろん私たちは、道具を制作して使用する能力のような、他の技能も必要としていた。とはいえ、道具制作は、他の大
勢の人々と協力する能力と組み合わさらないかぎり、その価憧は非常に限られている。三万年前には燧石の穂先をっけた木の槍Lか持っていなかった私たちが、今で
は核弾頭を搭鮫した大陸間ミサイルを持っているのはどういうわけか?生理的には、過去三万年問に私たちの道具制作能力に目立った進歩はなかった。アルペルト・
アインシニタインは古代の特猟採集者と比ぺて、手先の器用さでははなはだ劣っていた。それにもかかわらず、大勢の見知らぬ人どうしが協力するという私たちの能力
は、劇的な逢歩を遂げた。古代の撞の燧石の穂先は、一人の人間が数分で製作できナこ。その人は、数人のごく親しい友人の助言と助けに頼っていた。現代の核弾頭を
製造するには、地中深くのウラン鉱石を掘り出す人から、亜啄子粒子の相互作用を記述する長い数式を書く理論物理学者まで、世界中の何吉万もの赤の他人どうしが
協力する必要がある。

'

認知革命以降の生物学と歴史の関係をまとめると、以下のようになる.

.生物学的特性は、ホモ.サピエンスの行動と能力の基本的限界を定める。歴史はすべてこのように定められた生物学的特性の領域:アリーナ:の境界内で発生する。

b とはいえ、このアリーナは途方もなく広いので、サビエンスは賢嘆するほど多様なゲームをすることができる。サピエンスは虚構を発明する能力のおかげで、しだいに

複雑なゲームを紹み出し、各世代がそれをさらに発展させ、隷り上げる,

C その結果、サピエンスがどう振る舞うかを理解するためには、披らの行動の歴史的進化を記述しなくてはならない。私たちの生物学的な制約にだけ言及するのは、
サッカーのワールドカップを観戦しているラジオのスポーツキャスターが、選手たちのしていることの説明ではなく、熊技場の詳しい説明を聴取者に提供するようなものだ。

それでは、石器時代の私たちの祖先は、歴史というアリーナでどのようなゲームをしたのだろう?私たちの知るかぎりでは、およモ三万年前にシユターデル洞窟のライ
オン人間を彫った人々は、私たちと問じ身体的、情緒的、知的能力を備えていナこ。彼らは朝目覚めたとき、何をしたのか?朝食には何を食ぺたのか?そして昼食に
は?彼らの社会はどのようだったのか?彼らは一夫一婦制で、核家族で暮らしていたのか?道徳律を持ち、祭式やスポーツ顛技、宗教的優式を行0ていたのか?
戦争はしたのか?次章では、長い歳月の帳の向二うを覗き、認知革命と晨集革命を隔てる数万年間には、どのような生活が営まれていたかを考察する。
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第3章狩猟採集民の豊かな暮らし

私たちの性質や歴史、,0理を理解するためには、狩猟採集民だった祖先の頭の中に入り込む必要がある。サピエンスは、種のほぽ全歴史を通じて、特猟採集民だっ
ナニ。過去二00年間は、しだいに多くのサピエンスが都市労働やオフィスワーカーとして日々の糎を手に入れるようになったし、それ以前の一万年間は、ほとんどのサピ
エンスが農耕を行ったり動物を飼育Lたりして暮らしてぃた。だが、こうした年月は、私たちの祖先が狩猟と採集をして過ごした膨大な時間と比ぺれぱ、ほんの一瞬にす
ぎない.隆盛を極める進化心理学の分野では、私たちの現在の社会的特徴や心理的特徴の多くほ、農耕以前のこの長い時代に形成されたと言われている.この分野の
学者は、私たちの脳と心は今日でさえ特猟採集生活に適応Lていると主張する。私たちの食習慣や争い、性行動はすべて、私たちの狩黒採集民の心と、現在の脱工業
化の理境、具体的には巨大都市や飛行機、電話、コンビューターなどとの相互作用の結果だ.二の環境は、これまでのどの世代も享受できなかったほど豊富な物質的資
源と長寿を私たちにもたらしたが、しぱしば私たちに疎外感や憂彬な気分を抱かせたり、プレッシャーを感じさせたりもする。その理由を理解するには、私たちを形作り、
私たちが今なお潜在意蹴下で暮らしている詩猟採集民の世界を深く研究する必妻が島る、と進化心理学者たちは言う。たとえぱ、ほとんど身体のためにならないのに、
なぜ人は高カロリーの食品をたらふく食ぺるのか?"・ーーー・他にもあれこれ説があるが、はるかに異論が多い。たとえぱ、次のように主張する進化心理学者もい
る。.ーーこの論争にけりをっけ、私たちの性行動や社会、政治を理解するためには、祖先の生活状況について学び、サピエンスが約七万年前の認知革命から、約
一万年二000年前の農業革命の開始までの期聞をどう生きたかを考察する必要がある。あいにく、豹猟裸集民だった私たちの祖先の暮らしに闘Lて、確かなこと
はほとんどわかっていない。・ーー当然ながら、特猟採集時代の記録文書など皆無であり、考古学的証拠は主に骨の化石と石器から成る。木や竹、革などのもっとも朽
ちやずぃ材料で作られた人工物は、特殊な条件の下でしか残らない。農耕以前の人類は石器の時代に生きていたという一般的な印象は、この考古学上の偏りに基づく
誤解にすぎない.石器時代は、より正確には「木器時代」と呼ぷべきだろう.なぜなら、古代の"猟採集民が使った道具の大半は木でできていたからだ。現代まで残っ
た人工物を手掛かりに、古代の特猟探集民の暮らしを再現しようとする試みはどんなものであれ、はなはだ問題が多い.・ーーこのように、人工遺物に頼ると、古代の
粕猟採集生活の説明が歪んでしまう。モれを正す方法のーつは、現代の特猟採集牡会に目を向けることだ。そのような社会は人類学的鳳察によって直接確認できる。
だが、現代の特猟採集社会から古代の特獄採集社会を推測するときには、非常に慎薫になるぺき理由がいくっもある。そのどれもが正当なものだ。第一に、現代ま
で生き延びた"猟採集社会はみな、近隣の農耕社会や工業社会の影妻を受けてきた。その結果、彼らに当てはまることが何万年も前の社会にも当てはまると考えるの
は危険だ。第二に、現代の狗猟採集社会は主に、気候条件が厳しく、住みにくい、農集に適さない土地で生き延びてきた。アフり力南郁のカラハリ砂漠のような極端な
環境に適応した社会は、揚子江流壊のような肥沃な地域の古代社会を理解するためのモデルとしては、恐ろしく見当違いだろう。とくに、カラハリ砂漠のような地域の人
口密度は、古代の擢子江付近の人口密度よりもはるかに低く、モうした違いは、人類の生活集団の大きさと構造や集団どぅしの関係にまっわる重要な甕問の数々に、密
按にかかわウてくるからだ。第三に、"猟採集社会の最も注目に憧する特撤は、その多様性だ。世界各地で臭なるだけでなく、伺じ地域の中でさえ違いがある。その
好例は、ヨーロッパ最靭の植民者がオーストラリア大陸の先住民たちの間で見出した大きな差異だ。イギリスによる征服の直前、この大陸には三0万~七0万の勢猟
採集民が二00から六00の部族に分かれて暮しており、モれらの部族のそれぞれが、さらにいくつかの集団に分割されていた。各部族には独自の言語、宗教、規範、
習慣があった。オーストラリア大陸南都の、現在はアデレードという都市になっている商たりには、父系制の氏族:ウラン:(父親の側の血筋に連なる人々の社会集団)が
いくっか暮らしていた。これらの氏族は、純粋に縄張りに基づいてまとまり、都族を構成していた。これとは対照的に、オーストラリア大陸北都の都族には、母系の血統を
重視するものもあり、そこでは各自の都凄のアイデ^イティは、自分の縄張りではなく、トーテムに基づいていナニ。古代特猟採集民の間の民族的・文化的多様性も壮
題で、農業革命前夜に世界中に住んでいた玉00万~八00万の特猟採集民は伺千もの個別の郁族に分かれ、何千もの興なる言語と文化を持っていたと考えるのが
理に適っている。これはけっきょく、認知革命の主要な遺産のーつだっナこ,同じ遺伝的構造を持ち、類似した生態的条件下に生きている人々でさえ、虚構が畳場したおか

つまり、現代の特猟採集民を人顛学的に観察すれげで、非常に具なる想像上の現実を生み出すことができ、それが具なる規範や価値観として表れたのだ。 ●●●卑●

ば、古代の特猟採集民にはどのような可能性がっあたかをいくらか理解する助けになりうるものの、古代の可能性の地平はそれよりもはるかに広く、その大半が私たち
の視野から隠されてしまっているのだ*。ホモ.サピエンスの「自然な生活樺式」をめぐる激論は、肝心な点を見落としている。認知革命以降、サピエンスには単一の自然
な生活様式なゼというものは、つぃぞなかったのだ。そこには、途方に募れるほど多様な可能性が並んだパレットからどれを選ぶかという、文化的選択肢があるだけだっ
^0

』J

*r可能性の地平」とは、特定の生態、技術、文化上の制約の下で、ある社会の前に開かれている信念や慣行、経験の範囲全体を意味する。個々の社会と個々の人
間はたいてい、自らの可能性の地平のうち、ほんの一部しか探求しない。

原初の豊かな世界

そ引=いうものの、農耕以前の世界での暮らしにっいて、どんな一般論がt吾れるだろうか?大多数の人は、数十、最大でも数百の個体から成る小さな集団で生活L
ており、それらの個体はすぺて人類だったと言って差L支えなさそうだ。「すべて人類だった」点に言及することは重要だ。なぜならそれはおよそ明白とは言い難いからだ。
農耕牡会と工業社会の成員の過半数は家畜だ。もちろん彼らは自分の主人と対等ではないが、それでも杜会の成員であることに変わりほない。今日、ニュージーランド
と呼ばれる社会は、四支0万人のサピエンスと玉000万頭のヒッジで犠成されている。「全て人類だった」というこの一般原則にほ、ーつだけ例外があった。犬だ。
犬はホモ.サピエンスは真っ先に飼い慣らした動物で、犬の家畜化は農業革命の前に起こ0ナニ。厳密にはいっだったのかに関して、専門家の意見は分かれるが、およそ
一万五000年前には飼い慣らされた犬が存在していたという、動かしがたい証拠がある。犬が人類の群れに加わったのは、それより何干年も前だったかもしれな
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らく、資源を求めて熊い合い、戦うことさえあっただろうが、友好的な接触も持っていた。成員をやりとりし、いっしょに狩りをし、稀少な贅沢品を交換し、政治的同盟を固め、
宗教的な祝祭を執り行った。そのような協力は、ホモ・サビエンスの霊要な特徴のーつで、彼らを他の人類種よりも決定的に優位に立たせた。近隣の集団どうしの関係が
とても緊密で、単一の部族を形成し、共通の言語や神話、規範や価値敏を持っこともあった。とはいえ、そうした外面的な関係の重要性を過大評価してはならない。
危棲に捺して近隣の集団が結束したとしても、そして、ときおり集まっていっしょに特りをしたりご馳走を食べたりしたとしても、やはりそれぞれの集団はほとんどの時聞を
完全に別個に独立して過ピLていた。交易は主に、具般や琥珀、顔料といった「高級品」1こ限られていた。果物や肉のような主要食料が交換されていたという証拠や、あ
る集団の存続が別の集団からもたらされる品に依存していたという証拠はない。牡会政治的関係も、散発的な傾向にあった。部族は永続的な政治の枠組みとしての役
割は果たさなかったし、仮に季飾ごとに集まる場があったとしても、永続的な町や制度はなかっナニ。平均的な人は、自分の集団以外の人を見かけたり、その声を聞いたり
することなく何か月も過ごし、一生を通じて出会う人もせいぜい數百人だった。サピエンスは、広大な範囲にまばらに分布していた。農案革命以前には、全地球上の人類
の数は、今日のカイロの人口より少なかった。サピエンスの集団のほとんどは、食べ物を探Lてあちらへこちらへと歩き回りながら募らしていた。彼らの動きは季節の
窒化や、動物の毎年の移動、植物の生畏周期の影響を受けた。彼らはたいてい、数+平方キロメートルから、多けれぱ何百平方キロメートルもの生活領域を行ったり来
たりしナニ.集団は自然災害や暴力的な争い、人口の負荷、カリスマ的なりーダーの先導によって、ときおり縄張りの外に出て新しい土地を探索した。こうした放浪は、
世界各地への人顛の拡散の原勤力だった。特猟採集民の集団が四0年ごとに二っに分裂し、一方が一00キロメートル東にある新しい領賊に移住したら、系アフり力
から中国まで、およそ一万年で到達しただろう。食料資源が非常に豊かであるという例外的な場合には、集団はそこにーつの季節の間ず0と定住したり、あるいは、
永続的な野営地を置いたりすることさえあった。食物を乾燥させたり、燈製にしたり、凍らせたりする技術もやはり、ーか所に長く滞在するのに役立った。最も重要なのは、
水産食物や水鳥が豊富な海沿いや川沿いに、人類が永続的な漁村を作り上げたことだ。これは歴史上初の永続的定住地の樫生であり、農業革命よりもはるか以前の
出来亭だった。撫村はインドネシアの島々の海黨に、早くも四万王000年前に現れたかもしれない。モれらは、ホモ・サビエンスが初めて大洋をまたぐ事業に乗り出し
た拠点だった可能性もある。その事集とは、オーストラリア大陸への進出だった。サピエンスの集団はたいていの生息環境では、融通を利かせ、うまく現地に合わせ
た食生活を送った。シロアリを探し回り、各種のべリーを摘み、さまざまな根を掘り、ウサギに忍び寄り、バイソンやマンモスを特った。「特りをする人類」という一般釣なイ
メージに反して、採集こそがサピエンスの主要な活動で、それによって人類は必要なカロリーの大半を得るとともに、燧石や木、竹などの原材料も手に入れていた。サ
ピエンスは食べ物と材料を採集するだけにとどまらなかった。彼らは知識も識り回った。生き延びるためには、縄張りの酵しい地図を頭に入れておくことが必要だっ

言い換えると、平均的な芽猟採集民は、現代に生きる子孫の大半よりも、直近の擾境にっいて、幅広く、深く、多樺な知識を持っていたわけた。今日、産業■■●●●

』●

社会に募らす人のほとんどは、自然界にっいてあまり知らなくても生き延びることができる。・・・自分の狭い享門分野にっいては多くを知らなけれぱならないが、生活
必需品の大多數に関しては.何も考えずに他の専門家たちを頼っており、そうした専門家たちの知識も、狭い専門分野のものに限られている。人顎全体としては、今日
のほうが古代の集団よりもはるかに多くを知っている。だが個人のレベルでは、古代の粕猟採集民は、知識と技能の点で歴史上叢も優れていたのだ。平均的なサピ
エンスの脳の大きさは、特猟採集時代以降、じっは縮小したという証拠がある。狩猟採集時代に生き延ぴるためには、誰もが素晴らしい能力を持っている必要があった。
農集や工業が始まると、人々は生き延びるためにしだいに他者の技能に頼れるようになり、「愚か者のニツチ」が斬たに開けた.凡庸な人も、水の運搬人や製造ラインの
労働者として働いて生き延び、凡庸な遺伝子を次の世代に伝える二とができたのだ。狩猟採集民は、周囲の動植物や物の世界ぱかりでなく、自分自身の身体や感覚
という内的世界にも精通するようになった。."一今日の人が伺年もヨガや太極拳をやった後でさえ達成できないほどの器用な身のこなしを習得してL寸立特猟
採集民は、地域ごと、季節ピとに大きく臭なる暮らしをしていたが、磯世の農民や牧夫、肉体労樹者、亭務員よりも、全体として快適で実りの多い生活様式を享受してい
たようだ。今日、豊かな牡会の人は、毎週平均して四0~四五時間働き、発展途上国の人々は毎週六0時間、あるいは八0時間も働くのに対して、今日、カラハリ砂
漠のような最も過酷な生息環境で暮らす特猟採集民でも、平均すると週に三五一四玉時間しか樹かない。勢りは三日に一日で、採集は毎日わずか三~六時間だ。通常、
これで集団が食ぺていかれる。カラハリ砂漠よりも胞沃な地域に暮らしていた古代の特猟課集民なら、食べ物と啄材料を手に入れるためにかける時間は、いっそう短
かった可能性が高い。そのうぇ、勢猟採集民は家享の負担が軽かった。食器を洗ったり、カーペットに掃除機をかけたり、床を磨いたり、おむっを交換したり、勘定を払っ
たりする必要がなかったからだ。狩猟採集経漬は、農業や工案と比ぺるとより輿味深い募らしを大半の人に提供した。今日、中国の工員は朝の七時ごろに家を出て、
空気が汚れた道を通り、賃金が安く条件の悪い工場に行き、来る日も来る日も、同じ機械を伺じ手頴で動かす。退屈極まりない仕事を延々-0時間もこなし、夜の七時
ごろに帰宅し、食器を洗い、洗潅をする。三万年前、中国の狩猟採集民は仲間たちと、たとえぱ朝八時ごろに野営地を陛れたかもしれない。近くの森や草地を歩き回り、
キノコを摘み、食べ物になる根を橿り出し、カエルを捕まえ、ときおりトラから逃げた。午後早くには野営地に扉って昼食を作る。そんな調子だから、噂話をしたり、物語を
語ウたり、子供たちと遊んだり、ただぶらぶらしたりする時間はたっぷりある。もちろん、たまにトラに捕まったり、ヘピに噛まれたりすることもあったが、交通事故や産業公
害の心配はなかった。たいていの場所でたいていのとき、特猟採集で手に入る食物からは理悠的な栄養が得られた。これは意外ではない、何+万年にもわたってそ
れが人顛の常食で罰り、人類の身体はそれに十分適序していたからだ。化石化した骨格を調べると、古代の特猟採集民は子孫の農耕民よりも、飢えたり栄萎不足に
なったりすることが少なく、一般に背が高くて僅康だったことがわかる。平均寿命はどうやらわずか三0~四0歳だったようだが、それは子供の死亡率が高かったのが主
な原因だ。危険に満ちた最釖の数年を生き延びた子供たちは、六0歳まで生きる可能性がた0ぷりあり、八0代まで生きる者さえいた。現代の狩猟採集社会では、四五
歳の女性の平均寿命は二0年で、人口の玉~ハパーセントが六0歳を超えている。何が特猟採集民を飢えや栄養不良から守ってくれていたかといえば、その秘密
は食物の多様性にあった。農属は非常に限られた、バランスの悪い食事をする傾向にある。とく1=近代以前は、農集に従享する人々が摂取するカロリーの大半は、小麦、
ジャガイモあるいは稲といった単一の食物に由来し、それらは人間が必要とするビタミン、ミネラルなどの栄養素の一部を欠いている。従来、中国では典型的な農民は、
朝食にもご飯、昼食にもご飯、タ食にもご飯を食べた。毎日食亭にありっける幸運な人であれぱ、翌日もやはりご飯が食ぺられることが見込めた.二れとは対照的に、古
代の狩猟採集民は、平素から何十種類もの食ぺ物を口にしていた。農民の古代の先祖である酔猟採集民は、朝食にはさまざまなべリーやキノコを食べ、昼食には果物
やカタッムリ、カメを食べ、タ食にはウサギのステーキに野菜のタマネギを添えて食ぺたかもしれない。翌日のメニューは、まったく違っていた可能性がある。このような
多様性のおかげで、古代の狗猟採集民は必饗な栄養撫をすべて確実に摂取することができた。そのうぇ彼らは、何であれ単一の糧類の食ぺ物に頼っていなかうた
ので、特定の食物が手に入らなくなっても、あまり困らなかった。農耕社会は、畢慈や火災、地震などでその年の稲やジャガイモなどの作物が台無しになれば、飢値で
散々な目に遭っナ=。狩猟採集社会も自然災害と無繩とはおよそ言い難く、ときおり食物の不足や飢えに苦しめられたが、たいていはそうした災難にも農耕社会よりは楽
に射処できた。主な食料の一部が手に入らなくなったら、他のものを採集したり特ったりできたし、あまり災害の影響が及んでいない地域に移ることもできナニ。古代の
狩獄採集民は、感染症の被害も少なかった。天然痘や麻疹(はしか)、結核など、農耕社会や工業社会を苦しめてきた感染症のほとんどは家畜に由来L、農業革命以後
になって籾めて人類も感染し始めた.犬しか飼い慣らしていなかった古代の特猟採集民は、そうした疫病を免れた。また、農耕社会や工業社会の人の大多数は、人口が
密集した不課な永続的定住地で暮らしていた。病気にとって、まさに理想の湿床だ。一方."猟採集民は小さな集団で動き回っていたので、感染症は蔓延のしようがな

健康に良く多様な食物、比較的短い労働時間、感染症の少なさを考え合わせた多くの専門家は、農耕以前の特猟採集社会を「原初の豊かな牡会」と定かった。

義するに至った。とはいえ、これらの古代人の生活を理想化Lたら、それは誤りになる。彼らはたしかに農耕牡会や工業社会の人の大半よりも良い生活を送っていたが、
それでも彼らの世界は厳しく情け容數のない場所になることもあった。欠乏と苦難の時期は珍しくなく、子供の死亡率は高く、今日ならどラということもない亭故であっさり
命を落とすこともありぇた。ほとんどの人は、ともに歩き回る集団内都の親密な関係をおそらく享受できただろうが、その集団の仲間の敵意や噸りを招いた不秦ナよ人間は、
たぷん非常に苦しんだだろう.現代の詩猟採集民は、歳をとったり障害を負ったりして集団にっいていけなくなった人を置き去りにしたり、殺しさえしたりすることがある0
望まない赤ん坊や子供は殺すかもしれないし、宗教心から人間を生賞にする場合すらある。一九六0年代までパラグァイの密林に募らしていた勢猟採集民のアチエ
族は、特猟採集生活の暗い側面を垣間見させてくれる。・ーー・・・二れもまた冒意するべきだが、アチェ族はパラグァイの農民たちに情け容赦なく追い詰められ、殺
された。おそらくアチェ族は、敵から逃れる必要があったために、集団のお荷物になりかねない者にはみな、はなはだ厳しい態度を取るようになったのだろう.実際に
は、アチェ族の牡会は、あらゆる人間社会がそうであるように、非常に複雑だった。だから私たちは、叢面的な知識に基づいて、彼らを悪者扱いにしたり理想化したりしな
いよう、注意しなけれぱいけない.アチェ族は天使でもなければ悪魔でもなく、人類だっナニ。モして、古代の詩獄採集昆にしても同じだったのだ。

口図7 最初のぺットか?(写真)イスラエル北部で発見された1万2000年前の墓。中には、50歳の女性の骨格のモぱに、子犬の骨格があった(左下)。子犬は女
性の頭のそぱに埋葬されてぃた。女性の左手は、感憤的な結びっきを示すかのような形で犬の上に鮫せられている。もちろん、他の説明も可能だ。た巴えぱ、子犬は来
世の門番に対する謄り物だったのかもしれない。

乙/ /

口を翆K死者の霊

平和か戦争か?

最後に、狩猟採集民社会における戦いの役割という、厄介な疑問がある。古代の特猟採集社会は、平和な峯園だと思い、戦争や果力は農業革命に伴って、すなわち、
人々が私有財産を薯え始めたときに、初めて現れたと主張する学者がいる。一方、古代の特猟採集民の世界は並外れて残忍で果力的だったと断言する学者もいる。だ
が、どちらの考え方も空中楼閣にすぎず、乏しい考古学的遺物と、現代の狩猟採集民の人類学的観察というか細い糸でかろうじて大地にっなぎ止められているだけ

ポルトガルやイスラエルの無傷の骨格と、ジェベル・サハバやオフネットの殺黙場のどちらが、古代狩猟採集民の世界の代表としてふさわしい..... .....
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のだろう?答えは、そのどちらでもない、だ。特猟採集民が多種多様な宗教と社会構造を示したのと同じで、おモらく彼らの見せる暴力の度合いもさまざまだったのだろ
う。乎和や平穏を享受した場所や時期もあれぱ、残忍な争いで引き裂かれた場所や時期もあったのだ。

.....
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古代狩猟採集民の生活の全体像を復元するのが雜Lいとすれぱ、具体的な出来事はほほ回復不能だ。ネアンデルタール人が暮らす平地にサピエンスの生活集団が
初めて入り込むと、その後の年月には、息を呑むような歴史劇が演じられたかもれない。あいにく、そのような出会いの痕跡は、何も残らなかっただろう。よくても例外は、
数片の化石化した骨や一握りの石器ぐらいで、しかも、どれほど綿密に研突したところで、それらは伺も語ってくれない。二うした遺物からは、人類の解剖学的推造や技
術、食生活、二とによれぱ社会構造にっいてさえ、情報を引き出せるかもしれない。だが、近隣のサビエンスの集団どうしが結んだ政治的同盟や、その伺盟を祝福した死
者の霊、その霊の祝福を確保するために地元の呪術師に密かに与えられたマンモスの牙製の珠にっいては、何一つ明らかにならない。この沈黙の帳が何万年もの
歴史を覆い隠している。その長い歳月には、戦争や革命、熱狂的な宗教運動が起こったり、深遣な哲学理論や比類のない甚衛の傑作が現れたりした可能性は十分胡る0
狩猟探集民の間にも、ルウセンブルウの半分ぐらいの帝国を支配した、ナポレオンのような戦上手や、交雲楽団こそないものの、竹製の笛の音で人々に感動の涙を流さ
せた、ペートーヴェンのような楽聖、万物の創造主たる神ではなく地元のオークの木の言葉を明らかにしたカリスマ的な預言者がいたかもしれない。だが、これらはみな
ただの想像にすぎない。沈黙の帳はあまりに厚く、そのようなことが起こったかどうかすら私たちには確かではなく、ましてやそれらを詳細に記述することなど、望むべくも
ない。学者は、自分が答えられる目処の立っ疑問だけを投げかけがちだ。今はまだ入手不可能な研究の道具が発見されないかぎり、古代の狩猟採集民が何を信じ、
どのような政治劇を経験したかは、永遠に知りようがないだろう。それでもなお、答えが得られないような間いを発する二とは不可欠だ。そうしなけれぱ、「当時の人々は
重要な二とは何もしなかった」などという言い訳をして、人類史七万年のうちの六万年を切り捨てる誘惑に駆られかねない。実際には、彼らは重要なことを数多く行なっ
た.とく1こ、彼らは私たちの周りの世界を一寳させた。それがどれほど大きな度化だったのかに、ほとんどの人が気づいていない。シペりアのツンドラや、オーストラリア大
陸中央部の砂漠、アマゾンの熱帯雨林を訪れるトレンカーは、人間の手に享実上まったく触れられていない原始のままの領域に入ったとぱかり思いこむ0だが、それは
錨覚だ。そこには特猟採集民が私たちよりも先に立ち入っており、披らはどれほE植物の繁茂する密林や、どれほど荒涼とした原野仁さえも、劇的な壷化をもたらした。
次章では、最初の農村ができ上がるよりもはるか以前に、特猟採集民が私たちの惑星の生態環境をどのようにして完全に作り変えたかを説明する。物語を語るサピエン
スの流浪の集団は、動物界が生み出したうちで最も霊要かっ破壊的な力だったのだ。

第4章史上最も危険な種

認知革命以前には、どの人類種ももっぱらアフロ.ユ^シア大陸〔訳注アフり力大陸とユーラシア大陸を合わせた大陸〕で暮らしていた。ただし、泳いだり間に合わせ
の筏に乗ったりして海を渡り、陸に近い島のいくっかに住みっくことは、たしかにあった。たとえばフローレス島には八五万年前にすでに人顛が移住していた。とはいえ、
彼らはまだ大海原に乗り幽すことはできず、アメリカとオーストラリアの両大陸や、日本、台湾、マダガスカル、ニュージーランド、ハワイといった遠い島々にはまったく到
達していなかった。嵩という障壁は、人類ぱかりではなく、アフロ・ユーラシア大陸の他の動植物の多くが、この「外界」に行き兼くのを妨げていた.その結果、オースト
ラリア大隆やマダガスカル島のような遠隔の地の生き物は、匿大な年月にわたって廼立したまま進化を遂げ、アフロ・ユーラシア大陸の遣い親戚たちとは大きく異なる形
状や性質を持っようになった。地球という惑星は、いくっかの別個の生態系に分かれており、モのそれぞれが、特有の動植物群から成っていた。このような豊かな生物
相に、ホモ.サピエンスが今まさに終止符を打とうとしていた.サeエンスは認知革命の後、アフロ・ユーラシア大隆から抜け出して「外界」1こ移住するのに必要な技衛
や組轍力、ことによると先見の明さえも獲得しナニ。彼らの最初の成果は、約四万玉000年前の、オーストラリア大陸への移住だ。彼らがどうやってこの偉業を成し遂げ
たのか、専門家は説明に窮してぃる。オーストラリアに到達するには、人類は幅一00キロメートル以上のものも含む裳多の海峡を起え、到着後はほとんど一夜にして、
完全に新Lい生態系に適応しなけれぱならなかったからだ。ー・ーすでに述ぺたとおり、ニューアイルランド島とニユーづりテン島のような一郁の島々の間で、頻繁
に海洋交易が行われていたことを示す、確固たる証拠も島る。この新しい航海の技能は太平洋の南西部に限られてはいなかウた。人類は、約三万五000年前に日本
に、約三万年前に台湾に、それぞれ靭めて到達している。どちらの場合にも、移住看たちはまず外洋の広い海峡を渡らなければならず、彼らの祖先は何十万年にもわ
たってそれを成し遂げられずにいたのだった。人類によるオーストラリア大陸への初の旅は、歴史上屈指の重要な出来事で、少なくともコロンブスによるアメリカへの
航海や、アポローー号による月面着陸に匹敵する。人類がアフロ・ユーラシア大陸の生態系を離れてのけたのは、これが最初だった。それどころか、大型の陸上噛乳類
がアフロ.ユーラシア大陸からオーストラリア大陸へ渡るのに成功したのは、このときが初めてだ。それに輪をかけて重要なのは、これらの人類の開拓者たちが、この斬
しい世界でしたことだ。詩猟擇集民が初めてオーストラリア大睦に足を踏み入れた瞬間は、ホモ・サビエンスが特定の腔坑で食物連鎖の碩点に立った瞬間で畠り、それ
以降、人類は地球という惑星の歴史上で最も危険な種となった。人類はそれまでにも革新的な適応や行動を見せたことはあったが、それが環境に与えた影響は徴々
たるものだった.彼らはさまぎまな生息謙境に移動し、願応するという、目覚ましい成功を収めてきたものの、そうした生息環境を劇的に壷えることはなかった。ところが、
オーストラリアへの移住者、いや、より正確にはオーストラリアの征服者は、ただ適応しただけでなく、この大陸の生態系を、元の面影がない1まどまで褒えてしまっナニ0
人類がオーストラリア大陸の砂浜に残Lた最初の足跡は、たちまち波に揮き消された。だが、侵入者たちが内陸に進んだときには、それとは違う種類の、けっして拭い去
ることのできない足跡を残した。彼らが前迄するにっれて遭遇Lた奇妙な世界には、未知の生き物が暮らしていナニ。体重二00キログラム、体長ニメートルのカンガルー
や、この大陸最大の捕食者で、現生のトラほど大きい、有袋顛のフウロライオンがし寸二。あまりに大きくて、抱き締めたいともかわいいとも思えないようなコアラが樹上でガ
サガサと音を立て、ダチョウの二倍もある飛べない鳥たちが平原を疾駆していナこ.ドラゴンのようなトカゲや長さ五メートル1こ達するへビが下草の中を滑るように進んで
いった。巨大なディプロトドン(ニ.五トンもあるウォンバット〔訳注ウォンバットはオーストラリア大陸の草食性有袋動物〕)が森の中をうろっいていた。鳥類と艇虫類を除
けぱ、これらはみな有袋類で、カンガルー同様、自分では何もできない極小の胎児のような子供を産み、モれを腹郁の袋の中で母乳で育てた。有袋類の浦乳動物はアフ
り力やアジアでぱ非常に珍しかったが、オーストラリアでは義が物顔に撮る兼っていた。その後數千年のうちに、これらの巨大な生き物は享実上すべて姿を消した0体
貫が五0キログラム以上あるオーストラリア大陸の動物種二四種のうち、二三種が絶滅したのだ。それより小さい種も、多数が消えた。オーストラリアの生態系の全般に
わたって、食物連鎖が断ち切られ、配列径えが行われた。何百万年もの間で、これはオーストラリア大陸の生態系における最も覚大な変化だった。これはみな、ホモ'サ
ピエンスのせいだったのだろうか?

告発のとおり有罪/オオナマケモノの最径

ノアの方舟:は二ぷね

...,特猟採集民の広がりに伴う絶滅の第一波に続いて、農耕民の広がりに伴う絶滅の第二波が起こった。この絶滅の波は、今日の産業活動が引き起こしている
絶滅の第三波を理解する上で、貴重な視点を与えてくれる。私たちの祖先は自熱と調和して募らしていたと主張する環境保護運動家を信じてはならない。産業革命のは
るか以前に、ホモ.サピエンスはあらゆる生物のうちで、最も多くの動植物種を絶滅に追い込んだ記録を保持していた。私たちは、生物史上最も危険な穫であるという、芳
しからぬ評判を持っているのだ。もっと多くの人が、絶滅の第一波と第二波にっいて知っていたら、自分たちが起こしている第三波にっいてこれほど無関心ではいな
いかもしれない。私たちがすでにどれほど多くの種を根絶Lてしまったかを知0ていたら、いまなお生き延びている種を守ろうという動機が強まるかもかもしれない。これ
は大型の海洋動物にっいては、とくに重要だ。腔上の大型動物と違って、海の大型動物は、認知革命と農業革命の害はあまり受けずに済んた。だが、産業公害と、人間
による海洋資源の濫用のせいで、今やその多くが絶滅寸前になっている。もしこのままいけば、クジラやサメ、マグロ、イルカは、ディプロトドンやオオナマケモノ、マンモス
と同じ運命をたどって姿を消す可能性が高い。世界の大型生物のうち、人類の殺到という大洪水を唯一生き延びるのは人類そのものと、ノアの方舟を漕ぐ奴隷の役割を
果たす家畜だけということになるだろう。
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第2部農業革命

第5章農耕がもたらした繁栄と悲劇

●■●●●

贅沢の艮

空なる介入

以上の筋書きは、農業革命を計算違いとして説明するものだった。じっに説得力がある。歴史はそれよりはるかに馬鹿げた計算違いに満ちあふれている0だが、計算
違い以外の可能性もある、農耕への移行をもたらしたのは、楽な生活の探求ではなかったかもしれない。サピエンスは他にも強い願望を抱いており、それらを達成する
ためには、生活が厳しくなるのも服わなかったかもしれないのだ。科学者はたいてい、歴史の展開の原因を経済と人口動態の客観的要因に求める0そのほうが、彼ら
の合理的で数学的な手法に適しているからだ。近代史の場合、学者はイデオロギーや文化といった非物質的要因を考慮に入れざるをえない。証拠書類があるので、嫌
でもそうするしかない。文書や書簡、回想蜂がたっぶり残っているので、第二次大戦が食糧不足あるいは人口増加による圧力によって引き起こされたわけではないことを
立証できる。だが、たとえばナトゥーフ文化の文書などないので、古代に取り組むときには、物質的伽面が最も重視される。文字を持たない人々が、経済釣な必要性でぱ
なく信仰心に動提づけられていたことを証明するのは難しい。モれでもごく穐には、歴然とした手掛かりが運良く見っかる二ともある。十九九玉年、考古学者たちはト
ルコ南廩部のギョペグj.テぺと呼ばれる場所で遺跡の発掘を始めた.最も古い層では定住地や家、日常的活動の形跡はまったく見られなかった.ところが、晃事な彫刻
を施した石柱から成る記念碑的構造物がいくっも出てきた。ーつひとっの石柱は、最大で七トンあり、高さは五メートル1こ達した。近くの採石墻では、削り出しかけの石柱
がーつ発見された。霊さは玉0トンもあった。全部で一0を超える記念碑的構造物が発掘され、最大のものは差し渡しが三0メートル近くあった。考古学者たちにとっ
て、その手の記念碑的建造物は世界中の遺跡でお馴染みで、最も有名な例はイギリスのストーンヘンジだ。だが、キヨベクリ・テぺを課べた考古学者たちは、驚くべき事
実を発屍Lた。ストーンヘンジは紀元前二五00年にさかのぼり、発屡した晨耕社会によって建酘された.と二ろがギヨベウリ・テぺに構造物は、紀元前九玉00年ごろま
でさかのぼり、得られる証拠はみな、特猟採集民が建設したことを示している。考古学界はこの発見をにわかには受け容れられなかった、これらの構造物がこれほど阜
い時期までさかのぼり、農耕以前の社会がそれを建設したことを確証する検査結果が相次いだ.古代の特猟採集民の能力と、彼らの文化の複雑さは、従来考えられて
いたよりもはるかに目覚ましかったようだ.特猟採集社会が、なぜそのような構造物を趣設したりするのか?それらには、明白な実用的目的はなかった.マンモスの
屠殺場でも、雨宿りしたり、ライオンから身を隠したりする堤所でもなかった。そこで残るのが、考古学者には解明の難しい、何らかの崖めいた文化的目的のために建設
されたという説だ。それが何であるにせよ、特猟採集民たちは莫大な手間と暇をかける価値があると考えたのだ。ギヨベクリ・テぺの構造物を建設するには、具なる生活
集団や部族に所属する何千もの蒋猟採集民が長期にわたって協力する以外になかった。モのような亭業を雑持できるは、複雑な宗教的あるいはイデオロギー的体制し
かない.ギョベウリ.テぺは、他にもあうと驚くような秘密を抱えていた。遺伝学者ナニちは長年にわたって、栽培化された小麦の起源をたどっていた0最近の発屍からは、
栽培化されナニ小麦の少なくとも一種、ヒトッブコムギがカラカダ丘陵に由来することが窺える。この丘陵は、ギヨベクリ・テぺから約三0キロメートルの所にある0 これは
ただの偶然のはずがない。ギョベウリ.テぺの文化的中心地は、人類による最物の小麦の栽培化や小麦による人類の最靭の家畜化に、何らかの形で結びっいている可
能性が高い。この記念碑的建造物群を建設し、使用Lた人々を養うためには、踞大な量の食ぺ物が必要だウた。野生の小麦の採集から集約的な小麦栽培へと狩猟採
集民が切り替えたのは、通常の食桂供給を増やすためではなく、むしろ、神殿の建設と運営を支えるためだったことは、十分考えられる。従来の見方では、開拓者たちが
まず村落を築き、それが繁栄したときに、中央に神殿を建てたということになっていた。だが、ギョベクリ・テぺの遺跡は、まず神殿が建設され、その後、村落がその周りに
形成されたことを示峻している。
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革命の犠牲者たち

第6章神話による牡会の拡大

未来に関する懸念/想像上の秩序/真の信峯者たちノ脱出不能の監獄

第7章害記体系の発明

「クシム」という暑名ノ官僚制の驚異/数の言語

第8章想像上のヒエラルキーと差別

農業革命以降の何千年もの人類史を理解しようと思えぱ、最終的にーつの疑問に行き着く。人顕は、大規換な協カネットワークを雑持するのに必要な生物学的本能を
欠いているのに、自らをどう組織Lてモのようなネットワーウを形成したのか、だ。手短に答えれぱ、人類は想像上の秩序を生み出し、書記体系を考案することによって、
となる。これら二っの発明が、私たちが生物学的に受け継いだものに空いていた穴を埋めたのだ。だが、大規模な慳カネツトワークの出現は、多くの人にとって、良い
ことずくめではなかっナニ。これらのネットワーウを維持する想像上の秩序は、中立的でも公正でもなかった。人々はそうした秩序によって、ヒエラルキーを成す、架空の集
団に分けられた。上層の人々は特権と糧力を享受したが、下層の人々は差別と迫害に苦しめられた。たとえばハンムラビ法典は、上層自由人、一般自由人、奴韓という
序列を定めている。上層自由人は人生の崇しみを独り占めしていた。一般自由人はそのおこぼれにあずかった。奴隷は不平を漏らそうものなら叩かれた0 'ーー
自由人と奴隷、白人と黒人、富める者と貧Lい者の間の、以上のような区別は、虚構に根ざしている(男性と女性のヒエラルキーにっいては、後ほど論じる)0だが、想像
上のヒエラルキーはみな虚構を起源とすることを否定し、自然で必然のものであると主張するのが、歴史の鉄則だ。たとえぱ、自由人と奴隷のヒエラルキーは自然で正し
いと見てぃる多くの人が、奴隷制は人類の発明ではないと主張してきた。ハンムラピはそれが神によって定められたと見なした。アリストテレスは、奴隷は「奴隷の性質」
を持っているのに対して、自由人は「自由な性質」を持っていると主張した。社会における彼らの地位は、彼らの生まれながらの性質の反映にすぎないというわけ
だ。.,ーとはいえ、私たちの知るかぎり、これらのヒエラルキーはすべて人類の想像力の産物だ。・・・ーたいていの人は、自分の社会的ヒエラルキーは自然で
公正だが、他の社会のヒエラルキーは誤った基準や滑稀な基準に基づいていると主張する。現代の西洋人は人種的ヒエラルキーという概念を瑚笑うように教えられてい
る。.ーーだが、金持ちに、より豪華な別個の居住区に住み、より高名な別個の学校で学ぴ、より設備の整った別個の施設で医療措置を受けることを命じる、富める者
と貧しい者のヒエラルキーは、多くのアメリカ人やヨーロッバ人には、完全に良魔あるものに見える。だが、金持ちの多くはたんに金持ちの家に生まれたから金持ちで、貧
しい人の多くはたんに貧しい家に生まれたから一生貧しいままでいるというのが、立証済の事実なのだ。不幸なことに、複雑な人間社会には想像上のヒエラル
キーと不正な差別が必要なようだ。もちろん、すべてのヒエラルキーが道徳的に同一ではないし、社会のうちには、より極端な種類の差別を抱えるものもあるが、差別と
きっぱり訣別できた大型社会を学者はーつとして知らない。人閏はこれまで何度となく、人々を想像上のカテゴリーに分類することで社会に秩序を生み出Lてきた0たとえ
ぱ、上層自由人と一般自由人と奴隷、白人と黒人、貴族と平民、バラモンとシュードラ、富める者と貧しい者といったカテゴリーだ。これらのカテゴリーは、一部の人々を他
の人々よりも法的、政治的、あるいは社会的に優位に立たせる二とで、何百万もの人々の聞の関係を調整してきナニ。ヒエラルキーは重要な機能を果たす0ヒエラル
キーのおかげで、見ず知らずの人どうしが、個人的に知り合うために必要とされる時闇とエネルギーを浪費Lなくても、お互いをどう扱うぺきなのか知ることができ
る。.ーー社会的な差臭の形成には、もちろん生まれっきの能力の違いも関係している。だが、能力や気質の多様性はたいてい、想偉上のヒエラルキーの影響を受
ける。その影喜には二通りの重要な形がある。何と言ってもまず、たいていの能力は、青み、伸ぱしてやらなければならない。人がある能力を持って生まれても、モの才
能は育て、研ぎ糧まし、訓鎌してやらなけれぱ発揮されない。すぺての人が、自分の能力を養い、庭くための樵会を伺じだけ得られるわけではない。そうした樵=がある
かどうかは普通、社会の想像上のヒエラルキーのどの位置にいるかで決まる。・・・第二に、違う階組に属する人々がたとえ完全に同じ能力を開発したとしても、具
なるルールで勝負しなけれぱならなくなるから、同等の成功を収める可能性は低い。イギリスの支配下にあったインドで、不可触民の男性と、バラモンの男性と、カトリツ
ウ教徒のアイルランド人男性と、プロテスタントのイングランド人男性が、仮に完全に同じビジネス感覚をなんとか発達させたとしても、金持ちになる同等の機=は得られ
なかっただろう。経済のゲームは、法律的な制約と非公式のガラスの天弁(目に見えない障壁)によって、不正に仕組まれていたからだ。

.....

悪循環

あらゆる社会は想像上のヒエラルキーに基づいているが、必ずしも伺じヒエラルキーに基づいているわけではない。その違いは何がもたらすのか?なぜインドの伝統
的な社会は力ーストによって人々を分類し、オスマン帝国の社会は宗教によって分類し、アメリカの社会は人種によって分類するのか?ほとんどの場合、ヒエラルキー
は偶然の歴史的事情に端を発L、さまぎまな集団の既得権がそのヒエラルキーに基づいて発達するのに足並みを揃えて、何世代もの間に洗線され、不滅のものとなる0
たとえぱ、ヒンドゥー教の力ースト制は、約三000年間にインド・アーリャ人がインド亜大陸に侵入し、地元の人々を征服したときに具体的な形を取ったと多くの学者は
見ている。侵入妻たちは階層社会を打ち立て、当然ながらその中で上俗(僧侶と武士)を占め、地元民を召使いや奴隷としたi侵入者は數が少なかったので、特権的な

冒冒■,.■....●■■■■■■■

( 23 / 142 )ν36



地位と独特の身分を失うことを恐れナこ。彼らはそうぃう事態に.なるのを朱然に防ぐため、人々を力ーストに分け、モれぞれが、特定の職業に就いたり、社=の中で特定の
役割を果たしたりすることを義務づけた。それぞれの階層が、異なる法的地位や特権、義務を割り振られた。異なる力ーストが交わることは(社=的交流、結婚、さらには
食事をともにすることさえも)禁じられた。そしてこの区別は、たんに法的なものにとどまらず、宗教的な神話と慣行の本質的な部分にさえなった0 支配者たちは、カー
スト制度は歴史上の偶然の屡開ではなく、人知を超えた宇宙の究極かっ永遠の現実を反映していると主張した。浄・不浄の擬念はヒンドゥー教のきわめて重要な要棄で、
社会的なピラミッドを支えるのに利用された。敬虔なヒンドゥー教徒は、他の力ーストの人と接触すれぱ自分個人のみならず、社会全体が穐れるので、そうした接触は忌
み嫌われるべきだと教えられた。モのような考え方はけっしてヒンドゥー教徒独特のものではない。歴史を通して、ほぼすべての社=で、穐れと清浄の擬念は、社=的区
分や政治的区分を擁護する上で主要な役割を果たし、無数の支配階級が自らの特権を雑持するために利用Lてきた。ただし、機れに対する恐れは、聖職者や君主によ
る完全な作り事ではない。病人や死体といった、病気の潜在的な感染源に対する本能的な嫌悪を人間に感じさせる、生物学的な生存の仕組みに根差しているのだろう0
女性、ユダヤ人、ロマ、ゲイ、黒人など、何であれ人間の集団を分離Lておきたければ、彼らが謹れのもとだと誰にも思い込ませるのが、最も有効な手段だ0 ヒンドゥー
教の力ースト制度とそれに付随する清浄関連の法は。インドの文化にしっかりと取り込まれた。インド・アーリア人の侵入が忘れられた後もずっと、インド人は力ースト制度
を信奉し、異なる力ーストどうしの交わりが引き起こす機れを忌み嫌い続けナこ。カーストも変化を免れたわけではない。実際、月日が流れるうちに、大きな力ーストが下位
の力ースト1=次々に分割されていった。もともとの四っの力ースNま最終的に、「ジャーティ」(文字どおりには「生まれ」の意)と呼ばれる三000の異なる集団に分かれ
た。だが、カーストがこれほど増えても、制度の根本原理は変わらず、それによれぱ、誰もが特定の階級に生まれっき、その決まりに少しでも背けば本人も社=全体も穐
れることになる。ジャーティによって各自が就ける職業や、食ぺていいもの、住む場所、ふさわしい結婚相手が決まる。通常は、自分と同じ力ーストの人としか結婚できず、
生まれた子供はその力ーストを受け継ぐ。新しい職業が生まれたり、新しい人の集団が窒場したりするたびに、ヒンドゥー教社会で真っ当な地位を与えるために新しい
カーストを公式に認める必要があった。カーストとして公式に認められなかった人々は、文字どおり力ースト外に置かれ、この階層牡=の中で、最下層にすら入れなかっ
た。彼らは不可触民として知られるようになった。彼らは他の人々から離れて暮らし、ゴミ捨て場で廃品を漁るといった、屈辱的で胸の悪くなるような方法で食いっないで
いかなければならなかった。最下層の力ーストの人でさえ、彼らと交際したり、食享を共にしたり、披らに触れたりすることを避けた0彼らとの結婚は問題外だ0た0現代の
インドでは、民主的なインド政府がそのような区別を廃止して、興なる力ーストどうしの交わり1こ不浄な点はまったくないことをヒンドゥー教徒に納得させようと、あれこれ努
力しているにもかかわらず、結婚と職業は力ースト制度の影響を依然として強く受けている。

アメリカ大陸における清浄/男女間の格差/生物学的な性別と社会的・文化的性別/男性のどこがそれほど優れているのか?/筋力/攻撃性/家父長制の遺
伝子

第3部人顯の統一

第9章統一へ向かう世界

農業革命以降、人閏牡会はしだいに大きく複雑になり、社会秩序を雑持Lている想像上の構造体も精巧になっていった。神話と虚構のおかげで、人々はほとんど誕生
の瞬間から、特定の方法で考え、特定の橿準に従って行動し、特定のものを望み、特定の規則を守ることを習慣づけられた。こうして彼らは人工的な本能を生み出し、そ
のおかげで匿大な数の見ず知らずの人どうしが効果的に協力できるようになった。この人工的な本能のネットワークのことを「文化」という0 二0世紀前半には、学者
たちは次のように教えた。だの文化もそれを永還に特徴づける不変の本質を持っており、完全で、調和している。人間の集団にはそれぞれ独自の世界観と、社会的、法
律的、政治的取り決めの制度があり、惑星が恒星の周りを回るように、集団を円滑に動かしている。この見方によれぱ、文化は放っておかれれぱ嚢化Lないという0ひた
すら同じ速度で伺じ方向に進み続け、外から力が働いたときにだけ、文化は窒化しうるのだった。たとえば人類学者や歴史学者、政治家は「サモア文化」あるいは「タスマ
ニア文化」1=言及し、サモア人やタスマニア人が大昔から同じ信念や規範、価値観を特徴としてきたかのように語った。だが今日では、文化を研究している学者の大
半が、その逆が真実であると結論している。どの文化にも典型的な信念や規範、価値観があるが、それらはたえず査化している。文化は環境の変化に対して壷わったり、
近隣の文化との交流を通して変わったりする。さらに、自らの内的ダイナミクスのせいで変遷を経験することもある.生態学的に安定した環境に、元全に孤立して存在L
ている文化でさえ、査化は免れない。矛盾とは無繩の物理学の法則とは違って、人間の手になる秩序はどれも、内都の矛盾に満ちあふれている。文化はたえず、そうし
た矛盾の折り合いをっけようとしており、この過程が窒化に弾みをっける。たとえぱ中世ヨーロッバの貴族は、キリスト教と騎士道の両方を信奉していた0典型的な貴族
は、朝、教会に行き、聖職者が聖人たちの生涯にっいて長々と諾るのに耳を傾けた。「空の空なるかな。すべては空なり。寓と欲と名誉は危険な誘惑である0人はそれら
を超越し、キリストの例に倣わなけれぱならない。キリストのように柔和になり、畢力と贅沢を避け、攻撃されたなら、ただ、もう一方の頬を差し出すように」と聖職者は説く0
柔和な気分で物思いに沈みながら家に駆け戻った貴族は、きらびゃかな絹の衣服に着讐え、君主の城での饗宴に出かける。モこではブドゥ酒がふんだんに撮る舞われ、
吟遊詩人がランスロットとグィネヴィアの物語を歌い、客たちは野卑な冗談を交わし、血なまぐさい戦話に輿じる.「恥を抱えて生きるよりほ死んだ方がましだ」と貴族たち
は言い放っ。「人の誉れに疑いを挟むような輩がいたら、血をもってしかその屈辱は拭えない。それに、敵が面前で逃げ出し、そのかわいい娘たちが足下で震えているの
を目にするのに優ることなど、人生にあるだろうか?」この矛盾が完全に解決されることはっいになかった。だが、ヨーロツパの貴族や聖職者、庶民がモれに取り組む
うちに、文化が変わった。解決の試みのーつが十字軍の還征にっながった。遠征では、騎土たちは戦場での武勇と宗教的献身を一塵に立証できた.伺じ矛盾が、テンプ
ル騎士団やヨハネ騎士団などの軍亭的宗教団体の創設にもっながっナ=。これらの団体の成員たちは、キリスト教と騎士道の理想をなおさら緊密に噛み合わせようとした0
この矛盾はまた、アーサー王や聖杯の物語など、中世の芸術や文学のかなりの部分を生み出すことにもなった。アーサー王の伝説は、善き騎土は善きキリスト教徒たり
うるし、また、善きキリスト教徒たるべきである二と、そして、善きキリスト教徒が最高の騎土になる二とを証明しようという試み以外の何物でもないではないか0 -ー'
中世の文化が騎土道とキリスト教との折り合いをっけられなかったのとちょうど同じように、現代の世界は、自由と平等との折り合いをっけられずにいる0だが、これは欠
陥ではない。このような矛盾はあらゆる人間文化にっきものの、不可分の要素なのだ。それどころか、それは文化の原動力であり、私たちの種の創造性と活力の根源で
もある。対立する二っの音が伺時に演妻されたときに楽曲が嫌でも進展する場合があるのと同じで、思考や概念や不協和音が起こると、私たちは考え、再評価し、批判
することを余儀なくされる。調和ばかりでは、はっとさせられる二とがない。緊張や対立、解決不能のジレンマがどの文化にとってもスパイスの役割を果たすとしたら、
どの文化に属する人間も必ず、矛盾する信念を抱き、相容れない価値感に引き裂かれることになる。これはどの文化にとっても本質的な特撤なので、「認知的不協和音」
という呼び名さえっいている。認知的不儘和音は人聞の心の欠幣と考えられることが多い。だが、じっは必須の長所なのだ。矛盾する信念や価値概を持てなかったとし
たら、人間の文化を打ち立てて桂持することはおそらく不可能だっただろう。たとえばキリスト教捷が、通りの先にあるモスクに通うイスラム教徒の二とを理解したいと
心から願っていたら、すべてのイスラム教文化のジレンマ、つまり規則と規則がぷっかり合い、標準どうしが衝突している郁分を調ぺるべきナ=0イスラム教徒を最もよく理
艇でぎるのは、彼らが二つの原則の間で揺れている塔所なのだ。

歴史は銃一に向かって進み続ける

人類の文化はたえず爽化Lている。この変化は、完全にランダムなのか、それとも、何かしら全体的なバターンを伴うのか?言い換えると、歴史には方向性が畠るの
か?答えは、ある、だ。何千年もの間に、小さく単純な文化が、より大きく複雑な文明に少しずっまとまっていったので、世界に存在する巨大文化の数はしだいに減り、
そうした巨大文化のそれぞれが、ますます大きく複雑になっナこ.これはもちろん、非常におおざっぱな一般論であり、巨視的:マクロ:な次元でしか正Lくない0微視的:ミク
ロ:の次元では、一群の文化がーつの巨大文化にまとまるたびに、別の巨大文化が分裂しているように見える.モンゴル帝国はアジアの広い範囲とヨーロツパの一都に
まで支配を広げたが、やがてばらぱらになった。キリスト教は何億もの人を改宗させたが、同時に無数の宗派に分裂しナこ。ラテン語はヨーロツバ西都と中部に広まったが、
やがて地域ごとに方言に分かれ、それが最共的に各国語になった。だがこれらの分裂は、銃一へと向かう止めようのない趨勢に反する一時的な逆転にすぎない0 こ
の歴史の方向性に気づくかどうかは、じっは視点の問題だ。物事の脹開を何十年、何百年という単位で考察する、いわゆる鳥融的な視点から歴史を眺めれば、歴史が
銃一へ向かっているのか、それとも多様性へと向かっているのかを判断するのは難Lい。だが、甚期的な過程を理解するには、鳥徹的な視点では、あまりに視野が狭す
ぎる。鳥の視点の代わりに、宇宙を飛ぷスバイ衛星の視点を採用した低うがいい。この視点からなら、數百年ではなく数千年が見渡せる。モのような視点に立てぱ、歴史
は銃一に向かって執勘に進み続けていることが歴然とする。キリスト教の分割やモンゴル帝国の崩壊は、歴史という幹線道路におけるただのスピード抑止帯:バンプ:で
しかないのだ。歴史の進む全般的な方向を理解する最善の方法は、地球という惑星上に同時に存在する別個の人間社会の數を数える二とた0今日私たちは、地球
全体をーつの単位として考えることに慣れているが、じっのところ歴史の大半を通じて、地球は孤立して散在する無数の人間社会の一大星霊だった0 -"'地球
上には臭なる人間社会がいくっ存在したのだろう?紀元前一万年ごろ、この星には何千もの社会があっナニ。紀元前二000年には、その数は数百、多くても数千まで
減っていた。一四玉0年には、その數はさらに激減していナニ。ヨーロッパ人による大航為時代の直前だった当時、地球にはタスマニアのようなごく小規槙な世界が依然と
して相当数あった。だが、人類の九割近くが、アフロ.ユーラシア大陸という単一の巨大世界に暮らしていた。アジアとヨーロツバの大半と、アフり力の大半(サハラ砂漠以
南のかなりの部分を含む)は、文化、政治、経済の重要な総ですでに結ばれていナ=。世界人口の残り一割の大半は、相当な規模と複雑さを持っ四っの世界に分かれ
ていた。

1 メソアメリカ世界一一中央アメリカのほぼ全土と北アメリカの一部に及ぶ領域。

2 アンデス世界一一南アメリカ西部のほぼ全土に及ぶ領域。
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3 オーストラリア世界一ーオーストラリア大陸全土に及ぷ領域。

4 オセアニア世界一ーハワイからニュージーランドまで、太平洋南西部の島々の大半を含む領域。

アフロ・ユーラシア大陸という巨人が、善み込んだものをすぺて消その後三00年間に、アフロ・ユーラシア大陸という巨人は、他の世界をすべて呑み込んだ。
化するまでには数世紀かかったが、この過程は逆転不可能だった。今日、人類のほぼ全員が同一の地政学的制度(地球全体が、国際的に承認された国家に分害1され
ている)や、同一の経決制度(責本主義の市場勢力が、地球上の最果ての地まで支配下に置いている)、同一の法制度(少なくとも理論上は、人掻と国際法があらゆる
場所で有効になっている)、同一の科学制度(イラン、イスラエル、オーストラリア、アルゼンチン、その他どこの専門家であれ、原子の構造あるいは結核の治療法にっい
て、完全に見解をーにしている)を持っている。ただし、この単一のグローバル文化は、同種のものから成るわけではない。単一の有機体には多種多様な噐官や細胞
が畠るのとちょうど同じで、私たちの単一のグローバル文化にも、ニューヨークの株式仲賞人からアフガニスタンのヒツジ飼いまで、多種多様な人々や生活様式が見られ
る。それでも披らはみな、緊密に結びついており無数の形で互いに影嬰を与え合っている。相変わらず口論したり争ったりするが、同じ概念を使って口論L、同じ武器を
使って争う。正真正銘の「文明の衝突」は、耳の聞こえない人どうしの会話のようなものだ。どちらも相手の言っていることがわからない。今日、イランとアメリカが武力を
ちらつかせて脅し合うときには、両国とも国民国家や資本主義経済、国際的権利、原子物理学の言語で話している。私たちは相変わらず「純正」の文化ということをし
きりに口にするが、独自に発展し、外都の影響を免れた古代の地元の伝統から成るものを指Lて「純正」というのなら、地上には純正な文化はーつとして残っていない。

・・・・一四九二年1=は、アメ過去數世紀の間に、すべての文化はグローバルな影響の洪水で、1系とんど陳形をとどめないほどまで変化してしまったからだ。 .....

り力大陸に蔦はいなかった。一九世紀のスー族やアパッチ族の文化には魅力的な特徴が多いが、それは「純正」にはほど遠く、グローバルな力がもたらした、近代文化
だったのだ。

グローバルなビジョン

「私たちVS.彼ら」という進化上の二分法を最初に超越L、人類統一の可能性を予見しえたのは、貿易商人や征服者、預言者だっナ=。貿易商人にとっては、全.....

世界が単一の市場であり、全人顛が潜在的な顧客だった。かれらは誰にでもどこにでも当てはまる経済的秩序を打ち立てようとした。征服者にとっては、全世界は単一
の南国であり、全人類は潜在的な臣毘であり、預言者にとっては、全世界は単一の真理を内包しており、全人類は騰在的な信者だった。彼らも、誰にでもどこにでも当て
はまる秩序を確立しようとしていた。過去三000年間に、人々はそのようなグローバルなぜジョンを実現させようと、しだいに多くの野心的な試みを重ねてきた。この
後の三章では、貨幣と帝国と普遍的宗教がどのように拡がり、今日の一体化された世界の基礎を築いたかを論じる。皮切り!ま、史上最強の征服者の物語で、極嬉なま
での寛容性と適応性を備えたこの征服者は、その特性を活かして人々を熱烈な信秦者に変えた。その征服者とは、貨幣だ。伺じ神を信じていない人々も、同じ王に従属
していない人々も、喜んで同一の貨幣を使う。あれ恬どアメリカの文化や宗教や政治を憎んでいたウサマ・ビンラディンでさえ、アメリカのドルは大好きだった。神も王も通
用Lない所で、なぜ貨幣は成功できたのだろう?

/

第10章最彊の征服者、貨幣

物々交換の限界/貝般とタバコノ貨幣はどのように機能するのか?/金の福音ノ貨幣の代償

第"章グローバル化を進める帝国のビジョン

帝国とは何か?ノ悪の帝国?/これはお前たちのためなのだ/「彼ら」が「私たち」になるときノ歴史の中の善人と悪人ノ新しいグローバル帝国

0『サピエンス全史(下)ーー文明の構造と人類の幸福』(2016年9月30日旬版発行著者ユヴァル・ノアリ、ラリ訳者柴田裕之発行者小野寺優発行所株式会社河
出書扇新社)は以下記します。

第12章宗教という超人間的秩序

神々の台鹽と人類の地位/偶像崇拝の恩恵/神はーつ/善と悪の職い/自然の法則/人間の崇拝

第13章歴史の必然と謎めいた選択

1 後知恵の誤拶/2 盲目のクレイオ
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第4部科学革命

第14案無知の発見と近代科学の成立

仮にスペインの農民が西暦一000年に眠りに落ち、五00年後、コロンづスの率いる水夫たちが二ーニャ号とピンタ号とサンタ・マリア号に騒々しく乗り込む音で目
覚めたとしたら、その世界は非常に馴染み深いものに見えたはずだ。技術や作法、政治的境界にぱ多くの変化があったとはいえ、この中世版りツプ・ヴァン・ウィンクル
〔訳注ワシントン.アーヴィングの同名の小説の主人公で、二0年間眠り読けた後、目覚めて、世の中の変りょうに驚く〕は、すんなり溶け込めただろう。だが、もしコロン
ブスの水夫のr人が伺じよラな眠りに落ち、ニー世紀のIphon.の着信音で目覚めたとしたら、モこは、理解しがたいほど寄妙な世界に思えるだろう。「二こは天国か?」
と彼は自問するかもしれない。「それとも、ひょっとしたらー一地獄か?」過去五00年間に、人間の力は前例のない驚くべき発農を見せた。一玉00年には、全世界
にホモ.サピエンスはおよそ玉億人いた。今日、その数は七0憶に達する。一玉00年に人類によって生み出された財とサーピスの籍価値は、今日のお金に換算して、
二玉00憶ドルと推定される。今日、人類が一年問に生み出す価値は、六0兆ドルに近い。一首00年には人類は一日当たりおよそ十三兆カロリーのエネルギーを消
費していた。今日、私たちは一日当たり一五00兆カロリーを消費している。にれらの數字を見直してほしい。私たちの人口は+四倍、生産量は二四0倍、エネルギー
消費量はー一玉倍に増えたのだ)。現代の戦艦が一隻、コロンづスの時代にタイム・スリッブしたとしよう。その戦艦は、ほんの数秒のうちに二ーニャ号とビンタ号とサ
ンタ.マリア号を木っ端徴塵にし、それから当時のすべての大国の軍艦を撃沈できるだろう。自分はかずり傷一つ負わずに。また、現代の貨物船が五隻あれぱ、世界の
全高船隊の積み荷を積載できただろう.現代のコンピューターが一台あれぱ、中世の図書館という図書館の写本や巻物に記された文字と数字のすべてを楽々保存でき、

十六世紀に記憧容量にはなお余裕が残っただろう。今日の大きな銀行ならぱどれであれ、近代以前の世界中の王国を合わせた以上のお金を持0ている。 ●●■●●

なるまでは、地球を一周した人間は一人もいなかった。だが、一五二二年、マゼランの遠征艦隊が七万二000キロメートルの旅を終えてスペインに帰り着いたとき、歴
史が壷わった。この旅には三年かかり、マゼランを含め、ほぽ全員が命を落とした。ーハ七三年、ジュール・ヴェルヌは、裕福なイギリスの冒険家フィリアス・フォツグが八
0日間で世界を一周しうるかもしれないと想像できた。今日では、中産階級ほどの収入のある人ならだれもが、わずか四八時間で安全かつ手軽に地球を一周できる.
一五00年には人類は地表に閉じ込められていた。塔を建てたり、山に登ったりすることはできたが、空は鳥や天使や神々の領域だった。一九六九年七月二0日、人
類は月に降り立った。これは、歴史的偉業であるぱかりでなく、進化上の偉業、さらには字宙の偉業でさえあっナニ。それ以前の四0憶年という進化の歴史で、地球の大気

だが、過去五00年間で最も璞目するぺき決定的圏すら脱しえた生き物はなかった。まして、月面に足跡(あるいは触手の跡)を残した者など皆無だった。 ●■●昆■

隣間は、一九四五年七月十六日午前五時二九分四玉秒に訪れた。まさにその踊間に、アメリカの科学者たちがニューメキシコ州のアラモゴードで世界初の原子爆弾を
爆発させたのだ。モれ以降、人類は歴史の行方を変えるだけではなく、それに終止符を打つことさえできるようになったのだった。アラモゴードや月へと続く歴史的過
程は、科学革命として知られている。この革命の間に、人類は科学研究に資金を投入することで、途方もない新しい力の数々を獲得Lた。これが革命であるのには、理
由がある。西暦一玉00年ごろまでは、世界中の人類は、医学や軍事、経済の分野で斬たな力を獲得する能力が自らにあるとは思えなかったのだ。政府や裕福な後擾
者が教育や学問に責金を割り当てはしたものの、その目的は一般に、新たな能力の獲得ではなく、既存の能力の雑持だった。近代以前の典型的な支配者は、自分の支
配を正当化して社会秩序を雑持Lてもらうことを願って、聖職者や哲学者、詩人にお金を与えた。そして、彼らが新Lい医薬品を発見したり、斬しい黄器を発明したり、経
済成甚を促したりすることは期待していなかった。だが過去五00年間に、人間は科学研究に投資する二とで自らの能力を高められると、しだいに信じるようになった。
これは糎拠のないただの思い込みではなく、経験的に繰り返し立証された事実だった。そうした証拠が増えるほど、裕福な人々や政府がますます多くの資源を喜んで科
学に投入した。そのような投責がなかったら、私たちはけっして月面を歩いたり、撤生物に手を加えたり、啄子を分裂させたりできなかっただろう。たとえばアメリカ政府は
この数十年間に、何十億ドルもの資金を原子物理学に割り当ててきた。この分野の研究から得られた知識のおかげで、原子力発電所の建設が可能になり、安価な電力
がアメリカの諸産業に供給され、諸産集がアメリカ政府に税金を払い、政府はその税金の一都を使って、原子物理学のさらなる研空に出責する。近世の人間はなぜ、
研究を通して新しい力を獲得する自らの能力をしだいに信じるようになったのか?何が科学と政治と経済の粋を作り出したのか?その答えの一都を提供するために、
本章では近代科学の性質に注目する。続く二章では、科学とヨーロッバの諸帝国と賓本主叢の経済との同盟関係の形成について考察する。

ロ〔才研究才力⇔資源=〕(図式)科学革命のフィードバック・ルーブ。科学が進歩するには、研究だけでは十分ではない。進歩は、科学と政治と経済の相互支
授に依存している。政治と軽済の機関が資源を提供する。それなしでは科学研究はほぽ不可能だ。携助のお返しとして、科学研空は新しい力を提供ずる。その用途のー
つが、新しい資源の褒得で、得られた資源の一都が、またしても研究に投資される。(説明)

無知な人

人類は少なくとも認知革命以降は、神羅万象を理解Lようとしてきナこ.私たちの祖先は、匪大な時間と労力を注ぎ込んで、自然界を支配する諸法則を発見しようとした。
だが、近代科学は従来の知識の伝統のいっさいと三つの重大な形で臭なる。

a 進んで無知を認める意思。近代科学は「私たちは知らない」という意味の「喰noramU8」というラテン語の戒めに基づいている.近代科学は、私たちがすべてを知っ
ているわけではないという前提に立つ。それに輪をかけて重要なのだが、私たちが知っていると思っている事柄も、さらに知識を獲得するうちに、誤りであると判明する場
合がありうることも、受け入れている。いかなる概念も、考えも、説も、神聖不可侵ではなく、具誰を差し挟む余地がある。

b 観寮と数学の中心性。近代科学は無知を認めた上で、新しい知識の摸得を自指す。この目的を達するために、近代科学は観察結果を収集し、それから数学的ツー
ルを用いてそれらの観察結果を結びつけ、包括的な説にまとめ上げる。

。新しい力の獲得。近代瓢学は、説を生み出すだけでは滴足しない。近代科学はそれらの説を使い、新しい力の獲得、とくに新しいテウニロジーの開発を目指す。

科学革命はこれまで、知識の革命ではなかった。何よりも、無知の革命だった。科学革命の発端は、人類は自らにとって最も量要な疑問の数々の答えを知らないという、
重大な発見だった。イスラム教やキリスト教、仏教、儒教といった近代以前の知識の伝統は、この世界にっいて知るのが重要である享柄はすでに全都知られていると
主張した。偉大な神々、あるいは単一の万能の絶封神、はたまた過去の賢者たちが、すべてを網羅する知烹を持っており、それを聖典や口承の形で私たちに明かしてく
れるというのだ。凡人はこうした古代の文書や伝承をよく調べそれを適功に理解することで、知識を得ナこ。聖書やクルアーン(コーラン)、ヴェーダ〔訳注ヒンドゥー教最古
の聖典〕から神羅万象の決定的に霊要な秘密が抜け落ちており、それが血の通う肉体を持っ生き物、つまり人間に今後見直されるかもしれないなどということは考えら
れなかった。古代の知識の伝統は、二種類の無知しか認めていない.第一に、個人が何か重要な事柄を知らない塘合。その場合、必要な知識を褐るためには、誰か
もっと賢い人に尋ねさえすれぱよかった。まだ誰も知らないことを発見する必要はなかった。たとえば、一三世紀のヨークシャーのある村で、農民が人類の起源を知りた
ければ、彼は当然キリスト教の伝統に決定的な答えが見っかると考えた。だから、地元の聖職者に尋ねさえすれぼ涛んだ.第二に、伝統全体が重要でない事柄にっ
いて無知な場合。当然ながら、偉大な神々や過去の賢人たちがわざわざ私たちに伝えないことは、何であれ重要ではない。先ほどのヨークシャーの農民が、ウモはどう
やって巣を張るのかを知りたけれぱ、聖職者に尋ねても無駄だった.二の疑問に対する答えは、キリスト教の襄典のどれにも見つからないからだ。だからといって、キリス
ト教に欠陥があるわけではなかった。それは、クモがどうやって巣を張るかを理解するのは重要ではないということだ。つまるところ、神々はクモがどうやるかは完壁に
知っていナニ。二れが人間の繋栄と敦済にとって必要な、重要極まりない情報だったなら、神は聖書に広範囲に及ぶ説明を含めていただろう。 近代科学は、最..'..

も重要な疑問に対して集団的無知を公に認めるという点で、無知の知識の伝統だ。ダーウィンは自分が「最後の生物学者」で、生命の避をすべてすっきりと解決したなど
とは、けっして主張しなかった。広範な科学研究を何世紀も重ねてきたにもかかわらず、生物学者は脳がどのようにして意識を生み出すかを依然として説明できないこと
を認めている。物理学者は何が源因でビッグバンが起こったかや、量子力学と一般相対性理論の折り合いをどうっけるかがわからないことを認めている。その他の場
合にも、鰻合する科学の説が、たえず現れる新たな証拠に基づいて猛然と誰論されている。その最たる例が、どのように軽漬を運営するのが最善かをめぐる議論だ。
個々の経済学者は自分の方法が最善だと主張するかもしれないが、正統派の学説とされるものも、金融危機や株式バブルが起二るたびに変わるし、経済学の結論はま
だ出ていないというのが一般的な受け止められ方だ。さらに、特定の説が、入手可能な証拠によって一貫Lて支持されているので、他の説がとうの昔に放棄されてしまっ
ているという場合もある。そうした説は正しいものとして受け入れられるが、万一それと矛盾する斬たな証拠が出現したら、やはりその説も改訂したり放棄したりしなけれ
ぱならなくなるということに雌もが同意している.プレートテウトニウスや進化の理論がその好例だ。進んで無知を認める意思があるため、近代科学は従来の知識の伝
統のどれよりもダイナミックで、柔軟で、探求的になった。そのおかげで、世界の仕組みを理解したり新Lいテクノロジーを斐明したりずる私たちの能力が大幅に増大した。
だがそのせいで私たちは、祖先のほとんどが対処せずに済んだ深刻な問題に直面している。私たちはすべてを知ってはいないし、今持っている知識でさえ仮のものでし
かないという、現在の私たちの仮定は、踊大な数の見ず知らずの人どうしが効果的に協力する二とを可能にしている共有の神話にさえも及ぶ。これらの神話の多くが疑
わしいことを示す証拠が出てきたら、私たちはどうやって社会のまとまりを保てるのか?私たちのコミュニティーや国や国際的制度はεうやって機能できるのか?

牡会政治的な秩序を安定させるための近代の試みはすぺてこれまで、以下の二つの非科学的方法に頼るしかなかった。

a 科学的な説をーつ選び、科学の一般的な慣行に反Lて、それが最終的かっ絶対的な真理であると宣言する。これはナチスと共産主載者が使った方法だ(ナチスは、
自らの人種政策は生物学的亭実の必然的帰結だと主張L、共産主薩者は、マルクスとレーニンは反駁の余地のまったくない経済の絶対的心理を見抜いたと主張した)。
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b そこから科学を締め出し、非科学的な絶対的心理に即して生きる。これはこれまでの自由主義の人間至上主義がとってきた戦略で、この主義は、人間には特有の価
値と権利があるという独断的信念に基づいて構築されている。その信念は、ホモ・サピエンスにっいての科学研究の成果とは、呆れるほど共通点が少ない0

だが、二れに驚いてはいけない。科学自体さえもが.研究を正当化し、必要な資金を調達するには、宗教的な信念やイデオロギー上の信念に頼らざるをえないのだか
ら。とはいえ、近代の文化は以前のどの文化よりも、無知を進んで受け客れる程度がはるかに大きい。近代の社会秩序がまとまりを保てるのは、ーつには、テクノロ
ジーと科学研究の方法とに対する、ほとんど宗教的なまでの信奉が普及Lているからだ。この信奉は、絶対的な真理に対する信奉に、ある程度まで取って代わってし
まった。

科学界の教義

近代科学には教義はない。とはいえ、共通の核となる研空の方法はある。そうした方法はみな、経験的観察結果(少なくとも私たちの五感のーつで観察できるもの)を
収集し、數学的ツールの助けを借りてそれをまとめることに基づいている。歴史を通じて、人々は経験釣観察結果を収集してきたが、これらの観察結果の重要性はた
いてい限られてぃた。必要な答えはすべてすでに持っているのに、新しい観察結果を得るために、なぜ貴量な資源を無駄にするのか、というわけだ。だが近代の人々は、
いくっかの非常に重要な疑問の答えを知らないことを認めるようになると、完全に新しい知識を探す必要を感じた。その結果、近代の支配的な研究方法は、古い知識は
当然不十分だとみなす。古い伝読を研究する代わりに、今や重点は新しい観察や実験に置かれている.現在の観察結果が過去の伝統と衝突したときには、観察結果が
優先される。もちろん、はるか彼方の銀河のスペケトルを分析している物理学者や、青蛎器時代の都市の遺物を分折している考古学者、資本主義の出現を研究している
政治学者は、伝統をなおざりにしたりしない。彼らは過去の賢人たちが言ったことや書いたことの靭究から始める。だが、物理学者や考古学者、政治学者を志望する人
は大学の一年目から、彼らの使命はアインシュタインやハインリヒ・シュリーマン、マックス・ウェーバーが得た知崖を凌駕する二とにあると教えられる0 とはいえ、
ただの観察結果は知謙とは違う。神羅万象を理解するためには、観察結果をまとめて包括的な説にする必要がある。従来の伝銃はたいてい、自らの説を物語の形で組
み立てた。一方、近代科学は数学を使う。聖書やクルアーン、ヴェーダ、儒教の権威ある書物には、方程式やグラフ、計算はほとんど出てこない0伝銃的な神話や聖
典が一般法則を規定するときには、數学的形式ではなく物1吾:ナラティブの形式で提示した。たとえばマニ教の根本原理では、世界は善と悪の戦場であるというふうに断
言されている。悪の力が物質を生み出す一方、善の力が精神を生み出した,人間はこれら二つの力に引き裂かれているが、悪ではなく著を選ぱなければならない0だが、
マニ教の始祖である預言者のマニは、これら二っの力のそれぞれの強さを定量化する二とで人間の選択を予測ずるのに使える、数学的公式を提供しようとはしなかった0
彼は、「人間に働く力は当人の精神の加速度を当人の身休の質量で割った値に等しし、」などという計算は、ついぞしなかった。だが、それこそ科学者たちが成L遂げ
ようとしていることにほかならない。一六ハ七年にアイザック.ニュートンは、近代史上おモらく最も重要な書籍である『自然哲学の熟学的諸原到(邦訳 rプリンシピアー
一自然哲学の数学的原刈中野猿人訳、講談社、一九七七年、他)を刊行した。ニュートンは運動と変化の一般理脆を提示した。ニユートンの説が素晴らしいのは、木か
ら落ちるりンゴから流星まで、字宙のあらゆる物体の勳きを、以下の三っのごく単純な数学的法則を使って説明し、予測できる点に畠る。 1Σ→F=0 2Σ→F=m
→a 3 →FI,2=ー゛F2,1 それ以降、砲弾や惑星の動きを理解し、予想したい人は誰でも、モの物体の質量、運動の方向と加速度、それに働いている力を測定す
るだけでよくなった。これらの数憧をニュートンの方程式に代入すれぱ、その物休の将来の位置が予想できた。まるで魔法のようだった。一九世紀の終わりごろになって
ようやく、科学者たちはニュートンの法則にうまく当てはまらない観察結果にいくっか遭遇し、それが物理学における次の革命、すなわち相対性理諭と量子力学へとっな
がった。ニュートンは自然という婁物が数学という言語で書かれていることを示した。(たとえぱ)一章ほどの文章も、煎じ詰めればーつの明快な方程式になる場合が
ある。だが、生物学や経済学、心理学をニュートンのもののようなすっきりした方程式に還元Lようとした学者たちは、これらの分野には一定の複雑性が伴うため、そのよ
うな目標は達成が覚東ないことを発見した。とはいえこれは、彼らが数学を捨てたということではない。過去二00年間に、現実の持っ複雑な側面に対処するために、新
しい數学の郁門が発展した。すなわち、統計学だ。一七四四年に、アレクサンダー・ウェブスターとロパート・ウォーレスという二人のスコツトランドの長老派教会の牧師
が、亡くなった牧師の妻や子供に年金を支給する生命保険基金を設立することにした。二人は喪老派教会の窒職者ナこちに、各自が収入のごく一都をこの基金に拠出し、
基金がモのお金を投資することを提案した。ある牧師が亡くなると未亡人は基金の利益の配当を受け取る。そうすれぱ、死ぬまで生活に困らない。だが、牧師たちがど
れだけの額を拠出すれば、基金は義務を果たし続けられるかを見極めるためには、ウェブスターとウォーレスは毎年亡くなる牧師の数や、後に残される未亡人と孤児の
数、未亡人がその後生きる年数を予測する必要があうた.この二人の牧師がしなかったことに注目してほしい。彼らは答えを啓示してくれるように神に祈らなかった0
聖書や古代の神学者の作品の中に答えを探すこともなかった。抽象的な哲学の議論も始めなかった。二人はスコツトランド人らしく、実際的なタイプだっナニ。そこで彼らは
エディンバラ大学の數学教授コリン.マウローリンを雇った。モして三人で、人が死ぬ年齢にっいてのデータを集め、それを使って、一年に亡くなるであろう牧師の数を計
算した。披らの作集は、その二ろ統計学と確率の分野で起こったばかりのいくっかの飛躍的発脹に基づいていた。そのーつが、ヤコづ・ベルヌーイによる「大數の法
則」の発見だ。ペルヌーイは、特定の人の死のような、単一の事象を正確に予想するのは難しくても、多くの類似の事象の平均的結果を高い精度で予想するのは可能で
島るという原理を体系化Lた。つまり、マクローリンはウェづスターとウォーレスが翌年亡くなるかどうかを數字を使って予想することはできないが、十分な量の〒ータがあ
れば、スコットランドの長老派教会の牧師が翌年何人ほ催確実に亡くなるかをウェブスターとウォーレスに教えることができた。幸い、彼らはおあっらえ向きのデータを利
用できた。五0卑前にエドモンド.ハリーが発行した保険数理表がとりわけ役に立った。ハリーはドイツの都市ブレスウラ〔訳注現在ではポーランドの都市ヴロツワフ〕で
手に入れナニ、ーニ三八件の誕生とー一七四件の死亡の詑録を分析した。ハリーの表を見ると、たとえばどの年であれ、二0鰻の人が亡くなる可能性は一00分のーで
あるのに対Lて、玉0歳の人が亡くなる可能性は三九分のーであることがわかる。こうした數字を処理し、ウェプスターとウォーレスは、どの時点でもスコツトランドの
長老派教会の牧師は平均で九三0人おり、毎年平均で二七人が亡くなり、そのうちの一八人が妻を後に残すと結論した。・・・一彼らの計算によれば、「スコツトランド
教会の牧師の未亡人と還児への支払いのための基金」は一七六玉年までに総額玉万八三四ハボンドの責金を調達できるはずだっナニ。そして、その計算は驚くほど正確
だった。その年が来たとき、差金の責金は五万八三四七ポンドで、予想よりわずかーボンド少ないだけだったのだ!これはハバククやエレミャ、聖ヨハネらの預言さえ
凌ぐ。今日、「スユットランドの来亡人:スコティッシュ・ウィドゥズ」と略称されるウェブスターとウォーレスの基金は、世界でも最大規模の年金.保険金社ナニ0-000億ポ
ンドの責産価値を誇る同社は、スコットランドの未亡人だけではなく、伺社の保険に加入する気のある人なら誰とでも契約する。二人のスコツトランド人牧師が使ったよ
うな確牢計算は、年金事業や保険事業の拠り所である保険数理表ばかりでなく、人口銃計学(これまた、ロバート・マルサスというイングランド国教会の牧師によって創始
された)の基礎にもなった。そして人口銃計学自体は、チャールズ・ダーウィン(彼はもう少しでイングランド国教会の牧師になるところだっナ=)が進化馳を築き上げるときの
土台となった。特定の条件の組み合わせの下でどのような種類の生き物が進化するかを予想する方程式はないが、遺伝学者は確牢計算を使って、特定の個体群の中
で特定の突然褒具が広まる可能性を求める。同じような確率モデルは、経済学や社会学、心理学、政治学、その他の社会科学や自然科学にとって重要になった0物理
学さえも最終的には、量子力学の確率の雲を使ってニュートンの古典的方程式を補足した。教育の歴史を見るだけで、二の遇程のおかげで私たちがどれほど進
歩したかがわかる。歴史の大半を通じて、數学は教養ある人々さえ耗にしか真剣に研空しない、ごく少数の人の分野だった。中世のヨーロツパでは、論理学と文法学と修
辞学が教育の核心を形成していたのに対して、数学の指導は、単純な計算と畿何の範囲にとどまるのが常だっナニ。統計学を学ぷ人などいなかった。あらゆる学問のうち、
並ぶ者のない王者は神学だっナこ。今日、修辞学を学ぶ学生はほとんどいない.脆理学の教脊は哲学科に、神学の數育は神学校に限られている。逆に、ますます多く
の学生が数学を学ぶよう動機づけられ(罰るいは強制され)てぃる。そこには、精密科学へと向かう、抗い難い潮流が見られる(「精密」とは、數学的ツールの使用を意味
する)。人間の言語の研究(言語学)や人間の心の研究(心理学)といった、伝統的に人文科学に含まれていた研究分野でさえ、しだいに数学に顛り、自らを精密科学とし
て提示しようとしてぃる。統計学の口座は今では物理学と生物学だけではなく、心理学や社会学、経漬学、政治学でも基本的な必修科目になっている。私自身の大学
の心理学科の講義要覧では、カリキュラムで履修が義務づけられている最旬の講座は「心理学研寛における統計学と方法論入門」だ。心理学専攻の二年生は「,b理学
研究における鞍計的方法」を取らなけれぱならない。人間の心を理解し、心の病を治すためには、まず統計学を学ぱなけれぱならないと言われたら、孔子もづツダもイエ
スもムハンマドも、さぞかしとまどったことだろう。

知は力

たいていの人が近代科学を消化するのに苦労するのは、そこで使われる數学的言語が、私たちの心には捉えにく<、その所見が常識に反する二とが多いからだ0世界
に暮らす七0憶の人のうち、量子力学や細胞生物学、マクロ経済学を本当に理解している人がどれだけいるだろう?それでも科学がこれほどの声望を欲Lいままにし
ているのは、それが私たちに新しい力を与えてくれるからだ。大統領や将業たちは、原子物理学は理解していないかもしれないが、核爆弾に何ができるかは、よく知って
いる。一六二0年にフランシス.ベーコンはrノヴム.オルガヌムーー斬機関』(桂寿一訳、岩波文庫、一九七八年他)と題する科学の声明書を刊行しナニ。その中で彼は
「知は力なり」と主張した。「知嵐」の真価は、それが正しいかどうかではなく、私たちに力を与えてくれるかどうかで決まる。科学者は普通、ぞんな理論も一00バーセン
ト正しいことはないと考えている。したがって、正Lいかどうかは知臓の真価を問う基準としてははなはだ不適切だ.真の価値は有用性にある。新しいことを可能にしてく
れる理論こモが知血なのだ。何世紀もの間に、科学は私たちに數多くの新しいツールを提供してきた。死亡率や経済成長を予想するのに使われるもののような、知的
作業を助けるツールもある.それ以上に重要なのが、テクノロジーのツールだ。科学とテクノロジーの間に結ばれた緋は非常に強固なので、今日の人は両者を混同する
ことが多い。私たちは科学研究がなけれぱ斬しいテクノロジーを聞発するのは不可能で、新Lいテクノロジーとして結実しない研究にはほとんど意味がないと思う二とが
多い.じっは、科学とテクノロジーの関係は、ごく最近の現諏だ。西暦一玉00年以前は、科学とテクノロジーはまったく別の領域だった。一七世紀初期にべーニンが
両者を結びっけたとき、それは革命的な発怒だった。一七世紀と一八世紀にこの関係は強まったが、両者がようやく結ぱれたのは一九世紀になってからだった0一八0
0年にさえ、強力な軍隊を望む支配者の大半や、事業を成功させたい経営者の大半は、物理学や生物学、経済学の研究にわざわざお金を出そうとはしなかった0 私
r-.,」.1-'^.゛゛.t●【゛_ノ゛,゛.、ー゛_レ,、ー".・1、冨●.、14,冨'+,"、^4門゛.^由^^゛予こり'、゛き'h、'ー'^^史曇^1●こ'門工゛ニエ呉゛'゛ι一こ'ー^■●゛ー^.^^゛トこ匡・二1

( 27 / 142 )5/36



「..Jd.1、カ、例ケ1工1、木う/ニ、U'1」1つ1三と員ウ Lし、勾●'J打じ1'゛'し,。^'しに墜菖:〒二冶'J'勺、しんJ貼.t,U/1、t」北",乞兄'J17 弔イL勾1二0701二IJ'、 eら1』^'しに虚エチ壱i'・巳、τ'つし

た先例が全体像を曇らせる珍しい例であるときには、そうとわかる。一般的に言って、近代以前の支配者や事業者のほとんどは、新しいテクノロジーを開発するために神
羅万象の性質にっいての研究に資金を出すことはなかったし、ほとんどの思想家は、自らの所見をテクノロジーを利用した装債に変えようとはしなかった。支配者は、既
存の秩序を強化する目的で伝統的な知朧を広めるのが使命の教育機闘に出資した。現にあちらこちらで人々は新しいテクノロジーを開発したが、それは通常、学者
が体系的な科学研究を行うのではなく、無学な職人が試行錆誤を繰り返す二とで生み出したものだった。荷軍の製造業者は、来る年も来る年も伺じ材料を使って伺じ荷
車を組み立てた。年間収益の一郵を取っておいて、新しい荷車のモデルを研空開発するのに回すことはなかった。荷車のデザインはときおり向上したが、それはたいて
い、大学には足を踏み入れたことがなく、宇さえ読めない地元の大工の創意工夫のおかげだった。これは昆間都門ぱかりでなく公的部門にも当てはまった。現代国家
が、エネルギーから健康、ごみ処理まで、国家政策のほぼすべての領域で科学者の助言を仰いで解決策を提供してもらうのに対して、古代の王国はめったにそうし
なかった。当時と今の違いが最も顕著なのが兵器の開発・製造だ。一九六一年、退任間近のドワイト・アイゼンハワ一大銃領が、しだいに増していく軍産複合体の力にっ
いて警告を発したとき、その体制の一部を抜かしてしまった。彼は、軍事・産集・科学複合体にっいて、アメリカの注意を促すべきだったのだ。なぜなら、今日の戦争は科
学の所産だからだ。世界各国の軍隊は、人類の科学研究とテクノロジー開発のかなり大きな部分を創始し、それに資金を注ぎ込み、その方向性を決める。第一次大
戰がいっ果てるともしれない萱壕戦の泥沼に陥うたとき、両陣営は科学者たちの橿助を仰ぎ、謬着状態を打ち破って自国を救おうとした。科学者たちはその呼びかけに
応え、戦闘機や毒ガス、戦車、潛水艦、際限なく性能を上げる機関銃や大砲、小銃、爆弾など、新しい驚異の新兵器が各地の研究所から絶え間なく送り出された。科
学は第二次大戦ではさらに大きな役割を演じた。.ー・・戦車から啄子爆弾やスパイリ、工に至るまで、多種多様な軍事テクノロジーにこのように執着するのは、意外
にも最近の現象だ。一九世紀までは、軍事面での革命の大多融は、テクノロジー上ではなく組織上の変化の産物だった。二つの具なる文化が初めて遭遇Lたときには、
テクノロジーの格差が重要な役割を果たしたこともある。だが、そのような場合にさえ、意図的にそのような格差を生み出したり拡げたりしようと宥えるものはほとんどいな
かった。たいていの帝国は、テクノロジーの持っ廃法のような力のおかげで台頭したわけではなく、その皮配者たちは、テクノロジーを向上させることにっいてろく1こ考え
なかウた。アラピア人は敵に優る弓や剣のおかげでササン朝ぺルシア帝国を打ち破ったわけではないし、セルジューク族もビザンティン帝国の国民より技術の面で優位
に立っていたわけではなく、モンゴル人も何か創意工夫に富んだ新兵器の助けで中国を征服Lたわけではない。それど二ろか、これら三っの場合のすべてで、敗れた側
のほうが優れた軍事技術と民聞技術を享受していたのだ。ローマ軍はとく1=素晴らしい例を提供してくれる。ローマ軍は当時の最高の軍隊だったが、技術に関して言
えば、ローマはカルタゴやマケドニア、セレウコス帝国よりも優れてはいなかった。ローマ軍の優位は、その効車的な組織や、鉄の規律、大規樓な予備兵力のおかげだっ
た。ローマ軍は研究開発都門を創設することはけっしてなかったし、兵器は何世紀にもわたってほぼ伺じままだった。・・一古代口ーマと伺じことが古代中国にも当て
はまる。ほとんどの将軍と哲学者が、新しい兵器の開発は自らの義務だとは思っていなかった。中国史で最も霊要な軍事的発明は、火菓だ。もっとも。私たちの知るかぎ
りでは、火藁は不老不死の霊藥を探Lていた道教の錬金術師によって偶然発明された。火薬がその後どのように使われたかを見ると、なおさら物享力tはっきりしてくる。
その道教の錬金術師のおかげで中国は世界の支配者になっただろうと考えてもおかしくない。ところが実際には、中国人はこの新しい化合物を主に爆竹に使った。宋帝
国がモンゴル人の侵略によって崩壊するときにも、中世版マンハッタン計画を実施して最終兵器を艶明し、帝国を敦おうとする皇帝はいなかウた。火藁の発明から約六
00年たった一五世紀になってようやく、アフロ,ユーラシア大陵の戦場で大砲が決め手となった。火薬の恐ろしい潜在能力が軍事目的に使われるまでに、なぜこれほど
長い時聞がかかったのか?それは火菓が出現した時代には、王や学者、商人は、斬しい軍事技衛によって救われるとも、金持ちになれるとも思っていなかったからだ。
状況は一玉世紀と一六世紀に変わり始めたが、ほとんどの支配者が新兵器の研究と開発に資金提供することに輿味を示すまでには、さらに二00年が過ぎた。そのた
め、戦争の結果には、テクノロジーよりも兵姑学と戦略がはるかに大きな影妻力を援るい続けナニ。ーハ0五年にアウステルリヅyでオーストリアとロシアの連合軍を打ち
破ウたナポレオンの軍隊は、ルイー六世の軍隊が使っていたものとほぼ同じ兵器で武装していた。ナポレオン自身はもともと砲兵土官だったが、科学者や発明家が空を
飛ぷ機械や藩水艦、ロケットの開発のために資金を出すよう説得しようとしても、斬しい兵器にはほとんど関心を示さなかった。科学と産業と軍事のテウノロジーがよう
やく結びっいたのは、資本主養と産業革命が到来してからだった。だが、いったん二の関係が確立されると、モれはたちまち世界を一窒させた0

進歩の理想

科学革命以前は、人類の文化のほとんどは進歩というものを信じていなかった。人々は、黄金時代は過去にあり、世界は仮に衰退Lていないまでも停演していると考え
ていナニ。長年積み重ねてきた叡智を厳しく固守すれぱ、古き良き時代を取り戻せるかもしれず、人間の創意工夫は日常生活のあちこちの面を向上させられるかもしれな
い。だが、人類の実際的な知識を使って、この世の根本的な諸問癖を克服するのは不可能だと思われていた。知るべきことをすべて知っていたムハンマドやイエス、ブツ
ダ、孔子さえもが飢修や疫病、貧困、戦争をこの世からなくせなかったのだから、私たちにそんなことがどうしてできるだろう?多くの信仰では、いっの日か敷世主が
現れて戦争や飢桜にすべて終止符を打ち、死さえなくすと信じられていた。だが、人類が新しい知識を発見したり新Lい道具を発明したりしてそれを成し遂げられるという
考えは、滑鴨というだけでは済まされず、不遜でさえあった。バベルの塔の話やイカロスの話、ゴーレムの話、その他無数の神話は、人間の限界を超えようとする試みは
必ず失望と惨享にっながることを人々に教えていた。近代の文化は、まだ知られていない重要な事柄があることを認め、そのような無知の自認が、科学の発見は私
たちに新Lい力を与えうるという考え方と結びっいたとき、真の進歩はけっきょく可能なのではないかと人々は思い始めた。解決不可能なはずの問題を科学がーつまた
ーつと解決し始めると、人類は新しい知識を獲得して応用することで、どんな問題もすべて克服できると、多くの人が確信を持ちだした。貧困や病気、戦争、飢値、老齢、

・・・・貧困は人間の介入によっ死そのものさえもが、人類の避けようがない運命ではなくなった.それらはみな、私たちの無知の崖物にすぎないのだった。 由●●●●

て解決できる技衛上の問題であると、しだいに見られるようになっているのだ.農学や経済学、医学、社会学の分野での最新の成果に基づく政策で.貧困を排除できると
いうのが、今や常幽だ。そして実際、世界の多くの地域が、最悪の形態の貧困からすでに解放されている。歴史を通して、社金は二積類の貧困に苦Lんできた。ーつ
は牡会的貧困で、他者には得られる機会を一部の人が享受できない状態だ。もうーつは生物学的貧困で、食べ物や住む場所がないために人々の生命そのものが脅か
される状態だ。社会的貧困は今後もずっと根絶できないかもしれないが、世界の多くの国では、生物学的貧困は過去のものとなっている。最近まで、ほとんどの人が
生物学的貧困線ぎりぎりの生活を送っていた。この線を下回ると、摂取カロリーが不足して、人はいくらもしないうちに生命を維持できなくなる。ごく些細な韻算や不運に
よって、人は簡単にこの線を割り込み、飢餓に陥ることがあった。自然災害や人災でしばしぱ一国全体がどん底に落ち込み、雁大な融の死者が出た。今日、世界の人々
のほとんどが、セイフティネットの上で暮らしている。各自が保検や、国家が費用を負担する社会保障制度、地元や国際的なNGO(非政府機関)の数々によって、災いか
ら守られている。一地方全体が災難に見舞われたときには、たいてぃは世界的な救橿活動が功を妻し、最悪の亭態は避けられる。人々はさまざまな不名誉や屈辱、貧
困関連の病気に相褒わらず苦Lん,でいるが、大半の国では餓死する人はいない。モれどころか、多くの社会では飢えよりも肥満で亡くなる危険のある人のほうが多いほ
どだ。

ギルガメシュ・プロジェクト

表向きは解決不可能とされる人顕のあらゆる間題のうちでも、最も困難で興味深く、重要であり続けているものがある。ほかならぬ死の問題だ。近代後期以降は、ほと
んどの宗教とイデオロギーは、死が私たちにとって免れられない運命であるのは当然だと考えていた.そのうぇ、多くの信仰は死を、生命の意味の主要な源泉に爽えて
いた。死のない世界では、イスラム教やキリスト教、古代エジプトの宗教がどうなるか想像してほしい。これらの宗教の教義は人々に、死を克服してこの地上で永遠に生
きょうとするのではなく、死を受け容れ、死後の生に望みを託すよう教えた。賢者たちは死を逃れようとすることではなく、死に意味を与えることに励んだ。モれが私た
ちに伝わっている最古の神話、すなわち古代シュメールのギルガメシュ神話のテーマだ。その主人公は、戦にかけては無敵という、世界で最も強力で有能な、ウルクの
王ギルガメシュだ.ある白、ギルガメシュの親友エンキドゥが亡くなる。ギルガメシュは亡骸の傍らに座り、何日も見守るうちに左の鼻の穴から姐虫が一匹落ち二ぼれるの
を目にする.その途端、ギルガメシュはひどい恐れに捕らわれ、自分は絶対に死ぬまいと決意する。なんとかして、死を打ち負かす方法を見っけるのだ、と。そこでギル
ガメシュは世界の果てまで旅し、ライオンを殺し、サソリ人間たちと戦い、黄寮の国へと足を踏み入れる。そこで彼は石の巨人たちを打ち砕き、死者の渡る川の渡し守ウ
ルシャナビの助けで、原旬の大洪水の最後の生き残りであるウトナビシニティムを屍っける。それでもギルガメシュは、二の探求の目的を果たせなかった。そして、相変わ
らず死すべき運命を背負ったまま空しく故郷に戻るが、ーつだけ新しい知恵がっいていた。神々が人間を造ったとき、避けようのない人間の宿命として死を定めたのであ
り、人間はモの痕命の下で生きてぃかなくてはならないことを、ギルガメシュは学んだのだっナ=。向上を信李する人々は、この敗北主義の態度を共有していない.科学
者にとって、死は避けようのない宿命ではなく、たんなる技術上の問題だ。人間が死ぬのは神々がそう定めたからではなく、心臓発作や癌、感染症など、さまざまな「技
術上の不具合」のせいだ。そして、どんな技衛上の問題にも、披衛的な解決策がある。・・・・きわめて優秀な人々は、死に意味を与えようとして時間を浪費しているわ
けではない。そうではなく、彼らは病気や加齢を引き起こす生理学的仕組みやホルモンの仕組み、遺伝の仕組みの薪究に余念がない。彼らは私たちの寿命を伸ぱし、い
つの日か死神すら打ち負かすような新しい医藁品や画期的な治療法、人工臓器を開発している。最近まで畠なたは、科学者が、あるいは他の誰で胡れ、モこまで率
直な物言いをするのを耳にしたことはなかっただろう。「死を打ち負かす?なんと屬鹿らしい!私たちはただ、癌や結桟やアルツハイマー病を治そうとしているだけで
す」と彼らは言い張った。人々が死の問題を避けていたのは、この目標はとうてい違成できモうになかったからだ。遇度な期待を生み出してもしかたないというわけナこ0と
ころが今、私たちは正直に語れるところまできている。科学革命の最も霊要なプロジェクトは、人類に永遣の命を与える、というものだ。死を打ち倒すのがはるかに還い目

ワーテルローの戦いから二世紀が逼ぎた今、状況は標に見えるとしても、ほんの数世紀前には考えられなかったことを私たちはすでにいくっか達成している。●●■●,

一変した。飲み薬や注射、高彦な手術のおかげで私たちは、かっては免れようのない死の宣借を突きっけてきた撫数の病気や負傷でも、命が助かるようになった。また、
日常的な痛みや軽い病気の数々からも守られている。近代以前の人は、そうしたものも人生の一部として淡々と受け容れざるをえなかった。平均寿命は、二玉~四0歳
から、全世界では約六七鰻、先進国では約八0歳まで大幅に伸びた。死が最大の敗北を喫したのが、小児死亡率の分野だ。二0世紀まで、農耕社金の子供の四分
のーから三分のーが成人前に亡くなった。そのほとんどがジフテリアや麻疹、天然痘のような疾患で命を落とした。一七世紀のイングランドでは、新生児一000人のう
ち一玉0人が最初の一年で死亡し、すべての子供の三分のーが一五歳になる前に死んだ。今日、最初の一年で亡くなるイングランドの赤ん坊は一000人中わずか
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五人で、一五巌になる前に死亡する子供も一000人に七人にすぎない。・ーー不死を探求するギルガメシュ・ブロジエクトほ、元了までどれだけの時間がかか
るのか?-00年?玉00年?-000年?...ーホモ.サピエンスにっいても、同じことができるだろうか?ナノテクノロジーの専門家たちは、生物工学を利
用して造った、何百万ものナノロボットから成る免疫系を開発している。そうしたロボットを私たちの体内に住まわせ、血管の詰まりを解消したり、ウィルスや細菌と戦うた
り、癌細胞を除去したり、果ては加齢の過程を逆転したりさせようというのだ。真剣な学者のなかには、人間の一部が二0五0年までに「非死:アモータル」(「不死:イ
モータル」ではない。なぜなら、依然として享故で死にうるからだ。「非死」とは、致命的な外傷がないかぎり、無限に寿命を延ばせることを意味する)1こなるという人も少數
ながらいる。歴史的見地に立てぱ、近代以降のほとんどの宗教とイデオロギーがすでに死と死後の生を計算に入れなくなウているのは非常に興味深い0十八世紀ま
で、宗教は死とその後を、生命の意味にとって重要であると考えていた。だが十八世紀になると、宗教と、自由主鞭や社会主義、フエミニズムのようなイデオロギーは、死
後の生への関心をすべて失った。.,一近代のイデオロギーで、依然として死に重要な役割を与えているのは、国民主義だけだ。国民主燕は、詩的な瞬間や切羽詰まっ
た瞬間には、国民のために死ぬものは誰であれ、モの集合的記憧の中に永遠に生き続けると約束する。とはいえモの約束はあまり1こ暖昧なため、国民主義者の大半も
解釈に窮している。

科学を気前よく擾助する人々

私たちは技術の時代に生きている。私たちのあらゆる問題の答えは科学とテクノロジーが握っていると確信している人も多い。科学者と技術者に任せておきさえすれば、
彼らがこの地上に天国を生み出して(れるというのだ。だが、科学は他の人間の活動を超えた優れた倫理的あるいは精神的次元で行なわれる営みではない0私たちの
文化の他のあらゆる部分と同様、科学も経済的、政治的、宗教的関心によって形作られている。科学には非常にお金がかかる0'""過去五00年間、近代科学
は政府や企業、財閥、個人献金者は科学研究に莫大な金額を注ぎ込んでくれたおかげで、驚具的な成果を挙げてきた。その莫大なお金のほうが、天体の配置を描き出
し、地球の地図を作り、動物界の目録を作る上で、ガリレオ仂'1ルイやクリストファー・コロンブス、チャールズ・ダーウィンよりも大きな貢献をした0もしこれらの天才力生
まれてぃなかったとしても、きっと誰か別の人が同じ偉業を達成していただろう。・ー・だが、ヨーロツパの列強が世界各地での地理学的、動物学的、檀物学的研究に
出資Lていなかったら,、ダーウィンもウォーレスも進化論を打ち立てるのに必要な経験的データを入手できなかっただろう。彼らはやってみようとさえ思わなかった可能
性が高い。なぜ莫大なお金が政府や企業の金庫から研究室や大学へと流れ始めたのか?学寛の世界には、純粋科学を信奉する世間知らずの人が多くいる.彼ら
は、自分の想像力を掻き立てる研究プロジェクトなら何にで毛政府や企業が利他主義に則ってお金を与えてくれると信じている。だが、これは科学への資金提供の実際
からかけ離れている。ほどんどの科学研究は、それが何らかの政治的、経済的、あるいは宗教的目標を達成するのに役立っと誰かが考えているからこモ、資金を提
供してもらえる。たとえぱ一六世紀には、王や銀行家は世界の地理的探検を支擾するために、雁大な責金を投じたが、児宣心理学の研究にはまったくお金を出さなかっ
た.それは、王や銀行家が、新たな地理的知識の発晃が、斬たな土地を征服して貿易帝国を打ち立てるのを可能にすると思ったからであり、児童心理の理解には何の
利益も見込めなかったからだ。一九四0年代にアメリカとソ連の政府は水中考古学ではなく啄子物理学に途方もない資源を投入した。水中考古学は戦争に腸利する
役には立ちそうもないのに対して、凍子物理学を研究すれば核兵器の開発が可能になるだろうと考えたからだ。科学者自身はお金の読れを支配している政治的、経済
的、宗教的関心をいっも自覚しているわけではないし、実際、多くの科学者が純粋な知的好奇心から行動している。とはいえ、科学者が科学研究の優先順位を決めるこ
とはめったにない。たとえ私たちが、政治的、経済的、あるいは宗教的関心の影響を受けない純粋科学に責金提供することを望んでも、おそらく実行は不可能だろう.
何と言おうと、私たちの資源は限られている。.ーー限られた隻源を投入するときには、「何がも0とも重要か?」とか「何がよいか?」といった疑問に答えなくてはならな
い。そして、それらは科学的な疑問ではない。科学はこの世に何があるかや、物事がどのような仕組みになっているかや、未来に何が起こるかもしれないかを説明できる0
だが当然ながら、科学には、朱来に何が起こるべきかを知る責格はない。宗教とイデオロギーだけが、モのような疑間に答えようとする0 '"ーこの質問に対する
科学的な答えはない。政治的、経済的、宗教的な答えがあるだけだ。・・・・・科学は自らの優先順位を設定できない。また、自らが発見した物亭をどうするかも決めら
れない。たとえぱ、純粋に科学的な視点に立てぱ、遺伝学の分野で深まる知識をどうすべきかは不明だ。・ーー自由主董の政府や共産主義の政府、ナチスの政府、資
本主義の企業は、まったく同じ科学的発見をまったく具なる目的に使うであろうことは明らかで、モのうちどれを選ぷぺきかにっいては、科学的な根拠はない0 つまり、
科学研究は宗教やイデオロギーと提携Lた場合にのみ栄えることができる。イデオロギーは研究の費用を正当化する。それとぢ1き換えに、イデオロギーは科学研究の優
先順位に影響を及ぼし、発見された物事をどうするか決める,したがって、人類が他の数ある目的地ではなくアラモゴードと月に到達した経緯を理解するためには、物理
学者や生物学者、社会学者の業綾を調ぺるだけでは足りない。物理学や生物学、社会学を形作り、特定の方向に進ませ、別の方向を無模させたイデオロギーと政用と
軽済の力も、考慮に入れなくてはならないのだ。とく1こ注意を向けるべき力が二っある。帝国主義と資本主義ナニ。科学と帝国と資本の間のフィードバツケ'ループは、過
去五00年間にわたって歴史を動かす最大のエンジンだったと言ってよかろう。今後の章では、その働きを分析していく。まず、科学と帝国という二つのタービンがどのよ
うにしてしっかり結びっいたかに注目し、続いて、両者が資本主義の資金ポンプにどのようにっながれたかを見てみることにする0

第15章科学と帝国の融合

なぜヨーロッパなのか?/征服の精神構造/空白のある地図/宇宙からの侵略ノ帝国が支撰した近代科学

第16章拡大するバイという資本主義のマジツク

拡大するバイ/コロンブス、投資家を探す/資本の名の下に/自由市場というカルト/資本主義の地獄

第17章産集の推進力

熱を運動に査換する/エネルギーの大洋/ベルトコンベヤー上の命/シヨツピングの時代

第18章国家と市場経済がもたらした世界平和

近代の時間/家族とコミュニティーの靡壊/想像上のコミュニティー/変化L続ける近代社会/現代の平和ノ帝国の撤退/啄子の平和:バクス'アトミカ

第19章文明は人間を幸福にしたのか

幸福度を測る/科学から見た泰福

人生の意義

私たちを当惑させるハウスリーの世界は幸せと快感は等しいという生物学的前提に基づいている。幸せであるとは、肉体的な快感を経験することにほかならない0そう
した快感の強度や持続時間が生化学によって制限されていることを思えぱ、人々が畏期にわたって高い水準の素福を経験するためには、生化学システムを操作する以
外に方策はない。だが、この幸せの定義に異巌を唱える学者もいる。・・・・すると、自分の日常生活にっいて、多くの人々の見方の中に一見矛盾しているように思
われる点が見っかった。.,..これはっまり、人間には自分にとって何が良いのかがよくわかっていないことを意味するのだぢうか?そういう見方もできるだろう0だ
がこの発見は、幸福とは不快な時間を快い時間が上回る二とではないのを立証しているとも考えられる。幸せかどうかはむしろ、ある人の人生全体が有意蕪で価憧ある
ものと見なせるかどうかにかかっているというのだ。.""文化や時代を問わず、人々は伺じような喜びゃ苦しみを味わってきたが、そうした経験に認める煮味合いに
は、おそらく大きな違いがあっただろう。となると.幸福の歴史は、生物学者の想定よりもはるかに擬幅の大きいものだったかもしれない。」の結論は、近代を必ずしも高く
評価しない。人生を分刻みで逐一査定すれば、中世の人々はたしかに悲惨な状況に畠った。ところが、死後には永還の至福が訪れると信じていたのならば、彼らは信仰
を持たない現代人よりもずっと大きな意義と価値を、自らの人生に見出していただろう。なにしろ、現代人ははるか先を見通したときに、伺ら意義を持ちぇないπ全な忘却
しか期待できないのだから..ーーでは、中世の先祖たちは、死後の世界にっいての集団的妄想の中に人生の意味を見出していたおかげで、幸せだったのだろう
か?まさにそのとおりだ。そうした空想を打ち破る者が出ないかぎりは、幸せだったに違いない。これまでにわかっているところでは、純粋に科学的な視点から言えぱ、・
人生にはまったく何の意味もない。人類は、目的も持たずにやみくもに展開する進化の過程の所産だ。私たちの行動は、神による宇宙の究極の計画の一都などではなく、
もし明朝、地球という惑星が吹き飛んだとしても、おそらく宇宙は何亭もなかったかのように続いていくだろう。現時点の知見から判断すると、人間の主観性の喪失力惜し
まれることはなさモうだ。したがって、人々が自分の人生に認める意蕪は、いかなるものもたんなる妄想にすぎない。中世の人々が人生に見出した死後の世界における
意義も妄想であり、現代人が人生に屍出す人間至上主義的意義や、国民主義的意義、資本主義的意叢もまた妄想だ。人類の知識量を増大させる自分の人生には意義
があると言う科学者も、祖国を守るために戦う自分の人生には意稜があると断言する兵士も、新たに会社を設立することに人生の意義を見出す起業家も、聖嵩を読んだ
り、十字軍に参加したり、新たな大聖堂を建造したりすることに人生の意義を見っけていた中世の人々に劣らず、妄想に取り愚かれているのた0 それならば、幸福は
人生の意義にっいての個人的な妄恕を、その時々の支配的な集団的妄想に一致させることなのかもしれない。私個人のナラティブが周囲の人々のナラティブに沿うもの
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であるかぎり、私は自分の人生には意義が畠ると確信L、その確信に幸せを見出すことができるというわけだ。;れはなんとも気の滅入る結論ではないか0幸福は本
当に、自己欺蹴あってのものなのだろうか?

汝自身を知れ

幸福が快感を覚えることに基づくのなら、より幸せになるためには、生化学システムを再構築する必要がある。幸福が人生には意叢があると感じることに基づくのよら
ば、より幸せになるためには、私たちはより効果的に自分自身を欺く必要がある。この他に、第三の道はあるだろうか?前述の二っの屍方には、共通の前提力ある0
それは、幸福とは(快感であれ、意義であれ)ある糧の主観的感情であり、ある人の幸福度を判断するためには、どう感じているのかを尋ねるだけで足りるというものだ0
多くの現代人にとって、二れは理に適っているように思われる.というのも、現代の最も支配的な宗教は自由主義だからだ。自由主義が神聖視するのは、個人の主観的
感情だ.自由主義は、こうした感情を権力の至上の源泉と見なす。物亭の善悪、藁醜、是非はみな、私たち一人ひとりが何を感じるかによって決定される0 自由主義
の政治は、最も賢明なのは有権者なので、私たちにとって何が良いことなのかを「ビッグ・づラザー」〔訳注オーウェルの『一九ハ四年』1こ豊場する、全体主養国家オセア
ニアを統治する独裁者〕1こ教えてもらう必要はないという考えに基づいている。自由主義の経済は、消費者はっねに正しいという前提に基づく0自由主義の=術は、美の
基準は見る人によって臭なると誕う。自由主兼の学校の生徒や学生は、自分自身で考えるよう教え込まれる。コマーシャルは「ジャスト'ドゥー'イツト!」と私たちを急き立
てる。アクション映画や舞台劇、メロドラマ、小説、人の気を惹くボップスなどは、たえずこう吹き込む。「自分に正直であれ」「心の声に耳を傾けろ」r心の命じるままに行動
するのだ」と。この見方を最も端的に言い表しているのが、ジャン=ジャック=ルソーだ。ルソー日く、r私が良いと感じるものは良い0私が良くないと感じるものは良くな
い」。幼児期からこのようなスローガンを穎に育てられた人間は、幸福は主観的感情であり、自分が幸せであるか、不幸であるかは、本人がいちばんよくわかっている
と考える傾向にある.だがこれは、自由主義に特有の見方だ。歴史上、大半の宗教やイデオロギーは、善や蔓、正義にっいては、客観的な尺度があると主張してきナこ0
そして、凡人の感情や曙好には信用を置いていなかった。デルポイのアポロン神殿の入口では、「汝自身を知れ」という碑文が巡礼者たちを迎えた0」れは暗に、普通の
人は自分自身の真の姿を知らず、それゆえに真の幸福にっいてもおそらく無知であることを示唆していた。フロイトもきっと、この見解に賛同するだろう0 キリスト教の
神学者も伺じ意見だと思われる。.ー..感惰は当てにならないと考えるのは、キリスト教だけではない。少なくとも感惰の価憧に関する限り、ダーウィンやドーキンスで
さえも、聖パウロや聖アウグスティヌスと見解を同じくするかもしれない。・・・以上のような立場から、宗教や哲学の多くは、幸福に対して自由主義とはまったく異な
る探求方法をとってきた。なかでもとく1こ興味深いのが、仏教の立場だ。仏教はおそらく、人間の奉じる他のどんな信条と比ぺても.毒椹の問雁を重要視していると考えら
れる。二玉00年にわたって、仏教は幸福の本質と根源にっいて、体系的に研究してきた。科学界で仏教哲学とその腹想の実践の双方に関心が高まっている理由もそ
二にある。幸福に対する生物学的な探求方法から得られた基本的見臓を、仏教も受け容れている.すなわち、幸せは外の世界の出来亭ではなく身休の内で起こって
いる過程に起因するという見臓だ。だが仏教は、この共通の屍識を出発点としながらも、まったく具なる結論に行き着く。仏教によれば、たいていの人は快い感情を幸
福とし、不快な感情を苦痛と考えるという。モの結果、自分の感情に非常な重要性を認め,ますます多くの喜ぴを軽験することを渇愛し、苦痛を避けるようになる0'ーー
だが、仏教によれぱ、そこには問題があるという。私たちの感情は、海の波のように劃一刻と衰化する、東の間の心の揺らぎにすぎない0'ー"仏教によれぱ、苦Lみ
の根源は苦痛の感情でも、悲しみの感情でもなければ、無意味さの感情でさえないという。むしろ苦しみの真の根源は、東の間の感情をこのように果てしなく、空しく求め
続けることなのだ。そして感惰を追い求めれぱ、私たちはっねに緊張し、混乱し、不満を抱くことになる.この追求のせいで、心はけっして満たされることはない0喜びを経
験しているときにさえ、心は満足できない。なぜなら心は、この感惰がすぐに消えてしまうことを恐れると同時に、この感惰が持続し、強まることを渇愛するからだ0 人
間は、あれやこれやのはかない感惟を経験Lたときではなく.自分の感情はすべて束の間のものであることを理解し、そうした感情を渇愛することをやめたときに初めて、
苦しみから解放される。それが仏教で覗惹の修練を積む目的だ.喫想するときには、自分の心身を念入りに観察し、自分の感情がすべて絶え間なく沸き起こっては消え
てぃくのを目の当たりにし、モうした感情を追い求めるのがいかに無意味かを悟るものとされている.感情の追求をやめると、心は緊張が解け、澄み渡り、満足する0喜
びゃ怒り、退屈、情欲など、ありとあらゆる感情が現れては消える二とを繰り返すが、特定の感情を渇愛するのをやめさえすれば、どんな感情もある力ままに受け容れら
れるようになる。ああだったかもしれない、こうだったかもしれないなどという空想をやめて、今この綬間を生きることができるようになるのだ0 そうして得られた安らぎは
とてっもなく深く、喜ぴの感情を必死で追い求めることに人生を費やしている人々には皆目見当もっかない。・・・ーこのような考え方は、現代の自由主義の文化とは
かけ酵れているため、仏教の洞察に初めて纏した西洋のニューエイジ運動は、それを自由主養の文脈に置き換え、その内容を一転させてしまった0ニユーエイジの諸力
ルトは、しぼしぱこう主張する。「案せかどうかは、外都の条件によって決まるのではない。心の中で何を感じるかによってのみ決まるのた.富や地位のような外郁の成果
を追い求めるのをやめ、内なる感情に耳を傾けるぺきなのだ」.簡潔に言えぱ、「幸せは身の内に発す」ということだ.これこモまさに生物学者の主張だが、ブツダの教え
とはほぽ正反対だと言える。幸福が外郁の条件とは無関係であるという点にっいては、ブッダも現代の生物学やニユーエイジ運動と意見を同じくしていた0とはいえ、
ブッダの洞察のうち、より重要度が高く、はるかに深遠なのは、真の幸福とは私たちの内なる感情とも無関係であるというものだ0事実、自分の感情に重きを量くほど、私
たちはそうした感情をいっモう強く鴻愛するようになり、苦しみも増す。ブッダが教え諭したのは、外都の成果の追求のみならず、内なる感情の追求をもやめることだうた0
以上を要約すると、主観的厚生を計測する質問票では、私たちの幸福は主観的感情と同一視され、坐せの追求は特定の感情状態の追求と見なされる0対照的に、仏教
をはじめとする多くの伝統的な哲学や宗教では、皇ぜへのカギは真の自分を知る、すなわち自分が本当は何者なのか、あるいは何であるのかを理解することだとされる0
たいていの人は、自分の感情や思考、好き嫌いと自分を混同している。彼らは怒りを感じると、「私は怒っている。これは私の怒りだ」と考える0その結果、ある糧の感情
を避け、ある種の感情を追い求める二とに人生を費やす。感情は自分自身とは別のもので、特定の感情を執勘に追い求めても、不幸に囚われるだけであることに、彼ら
はけっして気づかない。もしこれが事実ならぱ、臺福の歴史に関Lて私たちが理解していることのすべてが、じっは間違っている可能性もある0ひょっとすると、期待力
満たされるかどうかや、快い感情を味わえるかどぅかば、たいして重要ではないのかもしれない。最大の間器は、自分の真の姿を見抜けるかどう力寸4古代の特猟採集
民や中世の農民よりも、現代人のほうが真の自分を少Lでもよく理解していることを示す証拠など存在するだろうか?学者たちが秦福の歴史を研寅し始めたのは、ほ
んの数年前の二とで、現在私たちはまだ初期仮説を立てたり、適靭な研究方法を換索したりしている段階にある。そのため、確たる結論を出し、始まったばかりの誰論に
終止符を打っのは、あまりにも時期尚早だ。具なる探求方法をできるだけ多く見出し、適切な問いを投げかけることが置要だ。歴史書のほとんどは、偉大な思想家の
考えや、戦士たちの勇敢さ、聖人たちの慈愛に滴ちた行ない、芸衛家の創造性に注目する。彼らには、社金構造の形成と解体、帝国の勃興と滅亡、テケノロジーの発見
と伝播にっいても、語るぺきことが多々ある。だが彼らは、それらが各人の泰せや苦しみにどのような影響を与えたのかにっいては、何一つ言及していない0これは、人
類の歴史理解にとって最大の欠落と言える。私たちは、この欠落を埋める努力を始めるぺきだろう.

第20章超ホモ・サピエンスの時代へ

マウスとヒトの合成ノネアンデルタール人の復活/バイオニック生命体/別の生命

特具点:シンギュラリティー

現時点では、これらの新しい可能性のうち、ほんの一部しか実現していない。だが二0一四年の世界では、文化がすでに生物学の蛎から自らを解き放ちっつぁる0周
囲の世界ば力、りか、ほかならぬ自分の身体や心の内側にある世界さえも操作する私たちの能力は、猛烈な速さで発達している0ますます多くの活動分野が、現状で満
足してはいられなくなっている。法樟家はプライバシーとアイ〒ンティティの問題を考え直さなけれぱならず、政府は医療と平等の問題の再考を迫られ、スポーツ団体や
教責機関はフェアプレイと成績を再定義する必要があり、年金基金と労樹市場は六0趣がかっての三0歳に相当しうる世界に適合するように再調整せざるをえない0誰
もが生物工学やサイボーグ、非有棲的生命の難問に対処しなくてはならないのだ。ヒトゲノムを初めて解析したときには、一玉年の月日と三+億ドルの賓用力かかっ
た。今日では、人間一人のDNAを解析するのには、数週間と数百ドルしかかからない.個別化医療(各自のDNAに適合した治療を行う医療)は、すでに始まってい
る。ー...ほほ完壁な医療へと続く道が、私たちの前に開けているのだ。だが、医学の知識が向上するとともに、新たな倫理的難問が発生する0'"ーこうした難問
も、ギルガメシュ.プロジェクトや超人を作り出す私たちの新しい潜在能力の持っ倫理的、社会的、政治的意味合いの前では霞んでしまう0'ーー全人類にそのように能
力を高める権利があるのか、それとも、.新しい超人エリート屡が堤生するのか?現代世界は歴史上旬めて全人類の基本的平等性を認めたことを誇りとしている力、
これまでで最も不平等な社会を生み出そうとしていると二ろなのかもしれない。歴史を通して、上流階級はっねに底辺層よりも賢く、強く、全般的に優れていると主張して
きた。彼らはたいてい自分を欺いていた。...ーニれは、サイェンス・フィクションではない。・・・・これらの筋喜きの核心を成す倫理的ジレンマや政治的ジレンマは、
私たち自身の世界から取り出されたもので、未来を背景にして私たちの感情的緊張や社金的緊張を再現しているにすぎない0だが、未来のテクノロジーの持っ真の可能
性は、乗り物や武器だけではなく、感情や欲望も含めて、ホモ.サピエンスそのものを嚢えることなのだ。子供ももうけず、性行勳も取らず、思考を他者と共有でき、私たち
の一000倍も優れた集中力と記憶力を持ち、けっして怒りもしなければ悲しみもしないものの、私たちには想橡の糸口もっかめない感情と欲望を持ち、永違に若さを
保っサイボーグと比べれば、宇宙船など物の數にも入らないではないか。サイエンス・フィクションがそのような未来を描くことはめったにない0なぜなら、正確に描こう
としても、当然ながらそれは私たちの理解を超えてぃるからだ。・ーーそれどころか、おそらく未来の世界の支配者は、ネアンデルタール人から私たちがかけ離れている
以上に、私たちとは違った存在となるだろう。私たちとネアンデルタール人は、少なくとも伺じ人類であるのに対して、私たちの後継者は、神のような存在となるだろうから0
物理学者はビッグバンを特異点としている。それは、既知の自然法則がいっさい存在していなかった時点だ。時間も存在しなかった0したがって、何で畠れピツグパンの
「前」の存在していたというのは意味がない。私たちは新たな特臭点に急速に近づいているのかもしれない。その時点では、私、あなた、男性、女性、愛、憎しみといった、
私たちの仙界に意義を与えてぃるもののいっさいが、意味を持たなくなる。何であれその時点以降に起こる二とは、私たちにとって無意味なのだ0
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フランケンシュタインの予言

ーハーハ年、メアリー.シェリーは『フランケンシュタインあるいは現代のプロメシュース』(菅沼慶一訳、共同文化社、二00三年、他)を発叢した。ある科学者が人造人
間を生み出すが、それが言う二とを聞かなくなって惨事を引き起こすという物語だ。過去二世紀の閻、同じ物語が形を査えて何度となく語られてきた。それは私たちの新し
い科学神話にとって、重要な柱となっナニ。一見するとフランケンシュタインの物語は、もし私たちが神の真似をして生命を創り出そうとしたら、厳しい劃を受けるだろうと警
告しているように思える。だが、この物語にはもっと深い意昧がある。フランケンシュタイン神話は、終末が急速に近づいているという事実をホモ'サピエンスに突きっ
ける。この神話によると、核の大彬事、あるいは生態学的な大惨事といった呑狂わせがなければ、テクノロジーがこのまま発展を読け、ホモ・サビエンスは異なる体形だ
けでなく非常に臭なる認知的世界や情緒的世界も持った、まったく具質の存在に取って代わられるだろうという。これは、ほとんどのサピエンスには非常に不穏なことに
感じられるだろう。私たちは、将来まさに自分と同じような人々が、高速の宇宙船で恒星から恒星へと旅すると考えたがる。将来、私たちのような感情とアイデンティティを
持った生き物がもはや存在しなくなり、私たちのものの影が薄くなるほど優れた能力を備えた、馴染みのない生命体に取って代わられる可能性など、考える気がしないの
だ。フランケンシュタイン博士が恐ろしい怪物を生み出し、自らを敷うために私たちがその怪物を抹殺しなけれぱならなかったという発想に、私たちはなぜかほっとする0
私たちがそうぃう形でこの物語を語りたがるのは、私たちこそが最高の存在で、自分たちに優る存在はかってなかったし、今後もけっして現れないだろうということを、そ
れが意昧Lているからだ。私たちを改良しようとする試みは必ずや失敗に終わる、なぜなら、たとえ私たちの肉体は改良できても、人間の精神には手をっげられないから、
というわけだ。だから、科学者が肉体ぱかりでなく精神も操作でき、したがって未来のフランケンシュタイン博士は、真に私たちを凌駕するもの、私たちがネアンデル

今日のフランタール人を見るのと同じくらい相手を見下した目で、私たちの二とを見るものを生み出しうるという事実を、人間はなかなか受け容れられないだろう。
ケンシュタインたちがこの予言を本当に実現するかどうか、私たちにははうきりとはわからない。未来は未知であり、二こまでの數ページの予想がすぺて実現Lたとしたら
驚きだ。目前に迫っていると思われたことが、想定外の障壁のせいで実現Lなかったり、想像もしていなか0た他の筋妻きがじっは現実のものになったりしうることを、歴
史は私たちに教えてくれる。.ー..私たちが真剣に受け止めなけれぱいけないのは、歴史の次の段階には、テクノロジーや組織の壷化だけではなく、人間の意識とア
イデンティティの根本的な変化も含まれるという考えだ.そして、モれらの爽化は本当に根源的なものとなりうるので、「人類」という言葉そのものがその妥当性を問われる0
それまでに、あとどれだけ時間が残っているのか?実際のところは誰にもわからない。すでに述べたとおり、二0五0年までにはすでに非死:アモータル:になっている
人も何人かいると見る向きもある。そこまで極端でない人は、次の世紀、あるいは次の一000年紀には、という。だが、七万年に及ぶサビエンスの歴史を考えれぱ、數
千年という年月もたいしたことがないではないか.もし、本当にサピエンスの歴史に幕が下りょうとしているのだとしたら、その終末期の一世代に属する私たちは、最
後にもうーつだけ疑問に答えるために時間を割くべきだろう。その疑問とは、私たちは何になりたいのか、だ。「人間強化問癌」と呼ぱれることもあるこの疑問は、現在、政
治家や哲学者、学者、一般人がしきりに行っているさまぎまな議論とは桁違いに量要だ。なにしろ、今日の宗教やイデオロギー、国民、階級それぞれの閏で戦わされる
今日の雄論は、ほぼ間違いなくホモ.サピエンスとともに消滅するのだから。もし、私たちの佳継者が本当に、臭なる意嵐の次元で徴能する(あるいはひょっとして、私た
ちには思い描くことさえできないような、何か意識を超えたものを持っている)としたら、彼らがキリスト教あるいはイスラム教に興味を抱いたり、彼らの社会の携成が共産
主蔓苗るいは資本主蔓に基づいていたり、彼らの牡会的・文化的性別が男性あるいは女性になりぇたりするとは思えない。そうは言うものの、歴史にっいての大きな
議諭の数々は、重要だ。なぜなら、少なくともこれらの神々のような存在の第一世代は、彼らを設計した人間の文化的発想によって形作られているだろうからだ。彼らは
資本主養、あるいはイスラム教、フェミ=ズムを雛型にして生み出されるのだろうか?この疑問に対する答え次第で、彼らはまったく臭なる方向へと突き進んでいくかも
しれない。ほとんどの人は、それらにっいて考える気になれない.生命倫理の分野でさえ、「何をすることが禁じられているか?」という別の疑問に取り組む二とのほう

これらはすべて霊要な問題だが、私たちがあウさりブレーキを踏んで、ホモ・サピエンスの性能を高めて異なる種類の存在にしようとしているさまざまな科を好む。 .....

学のプロジェクトを中止するかもしれないなどと想像するのは甘過ぎる。なぜならそうしたブロジェクトは、ギルガメシュ・プロジェウトと分かち難く結ぴっいているからだ0な
ぜゲノムを研究するのか、あるいはなぜ脳をコンビューターとっなごうとするのか、コンピューターの内部に心を生み出そうとするのかと、科学者に訊いてみるといい0十
中ハ九、同じ紋靭り型の答えが返ってくるだろう。私たちは病気を治療L、人命を救うためにやっているのだ、と。コンピューターの中に心を生み出すことの意味合いは、
精神疾患を治すよりもはるかに劇的ではあるものの、モのような紋仞り型の答えが、正当化の根拠として返ってくる。なぜなら、それに具論を挟める人はいないからだ。
だから二そ、ギルガメシュ.ブロジェクトは科学の大黒柱なのだ。このプロジェクトは、科学のすることのいっさいを正当化してくれる。フランケンシュタイン博土はギルガメ
シュに便集している。ギルガメシュを止めるのが不可能である以上、フランケンシュタイン博士を止めることもできない。唯一私たちに試みられるのは、尋学が進もうと
している方恂に影響を与える二とだ。私たちが自分の欲望を操作できるようになる日は近いかもしれないので、ひょっとすると、私たちが直面している真の疑問は、「私た
ちは何になりたいのか?」ではなく、「私たちは何を望みたいのか?」かもしれない。二の疑問に思わず頭を抱えない人は、おそらくまだ、それにっいて十分考えていない
のだろう。

あとがき

七万年前、ホモ.サビエンスはまだ、アフり力の片隅で生きていくの1こ精一杯の、取るに足りない勳物だウナ=。と二ろがその繰の年月に、全地球の主となり、生態系を脅
かすに至った。今日、ホモ.サビエンスは、神になる寸前で、永遠の若さぱかりか、創造と破壊の神襄な能力さえも手に入れかけている.不幸にも、サピエンスによる
地球支配はこれまで、私たちが誇れるようなものをほとんど生み出していない。私たちは環境を征服し、食物の生産量を増やし、都市を築き、帝国を打ち立て、広大な交
易ネットワークを作り上げた。だが、世の中の苦しみの量を減らしただろうか?人間の力は再三にわたって大幅に増したが、個々のサピエンスの幸福は必ずしも増進し
なかったし、他の動物たちにはたいてぃ甚大な災禍を招いナこ。遇去数十年間、私たちは飢値や疫病、戦争を減らし、人間の境遇に関しては、ようやく多少なりとも真の
進歩を遂げた。とはいえ、他の動物たちの境遇はかってないほどの速さで悪化の一途をたどっているし、人聞の境遇の改善はあまりに最近の薄弱な現象であり、けっし
て確実なものではない。そのうぇ、人間には数々の驚くべきことができるものの、私たちは自分の目的が不確かなままで、相変わらず不満に見える。カヌーからガレー
船、燕気船、スペースシャトルへと進歩してきたが.どこへ向かっているのかは誰にもわからない。私たちはかってなかったほど強力だが、モれ1ぎどの力を何に使えばい
いかは、ほとんど見当もっかない。人類は今までになく無責任になっているようだから、なおさら良くない。物理の法則しか連れ合いがなく、自ら神にのL上がウた私たち
が責任を取らなけれぱならない相手はいない。モの結果、私たちは仲間の動物たちや周囲の生態系を悲惨な目に遭わせ、自分自身の快適さや楽しみ以外はほとんど
追い求めないが、それでもけっして満足できずにいる。自分が何を望んでいるかもわからない、不満で無責任な神々ほど危険なものがあるだろうか?
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『私達人類のパラダイム,シフト(paradigrn shi什)』:図

〔私達人類のパラダイム・シフト(P討adi底m shi什)の二次元座標平面四分儀の仮定く人類の領域>〕

[私達人類のパラダイム・シフト(perad1三m sh1什)の二次元座標平面四分儀の仮定]
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Ⅲ.『遺跡に関するMEMORANDUM』

2020年(令和2年)7月4日土曜日

私達当会は、皆様に、遺跡、他の文化財、遺産、にっいて、「ダークツーリズム」の概念を人類の基層と認識し、之に従い行為すること、を提案L要望します。
私達当会は、「ダークッーリズム」の概念につぃて、当該の事象に関し、私達人類に対する共感、又は、説得力や訴求力、強度、を生起する、と仮定します。

(参考:『幻冬舎新書506 ダークッーリズム悲しみの記憶を巡る旅』二0一八年七月三十日第一刷発行著者井出明発行所株式会社幻冬舎)

2020年(令和2年)7月3日金暖日

私達坐会は、長崎地域の現状にっいて、長崎地域の在り方の実態に於いて、私達地球の人類、又は、長崎地域の人類が、長崎地域たるを選択するか、一般
的な利便便利を選択するか、岐路、即ち、選択し得る不可逆的な最後の機会に推移しつつぁる、と仮定します。
私達当会は、利便便利は、地球上の多くの地域に在る処、長崎地域たる亭象は、長崎地域にしかない、と仮定します。
私達当会は、例えば、墨崎地域の市街にっいて、車で走る、というより、人が歩く街、である筈、同時に、遺跡である、と仮定します。
私達当会は、皆様に、例えぱ、長嶬地域の市街にっいて、車で走る、というより、人が歩く街、並びに、遺跡としての整備と顕現、又は、遺跡としての原状回復、
を提案L要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域にっいて、人類の活動空問としての遺跡の整備と顕現、又は、遺跡としての原状回復、同時に、長崎地域の人類の伝統的な活
動と行動様式、即ち、文化、の雑持、回復と、隆興、且っ、之を背景、基盤とした現代の生活文化、並びに、抽象文化の勃輿を、一体の人類の関係性、システム
(8y8tom)、として、長崎地域の人類の個体の自発的で帰納的な行為によって、之を、発現すること、その為の介添えとしての行き届いた政策を執ること、を提
案し要望します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類が、私達人類に関する様々な事象を、私達人類の自由にする、というより、私達人類が、私達人類に関する様々
な事象に従う筈の事象である、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、例えぱ、私達人類の科学たる亭象に於いて、私達人類に関する様々な亭象に従わざる者、得る処なし、と仮定します。

柁020年(令和2年)7月4日土堰日 1改訂1:2020年(令和2年地月4日火硬日〕嬰生所を考える金代表池知和爵)

私達当会は、人類と遺跡の関係にっいて、遺跡は遺跡で在るが故に(私達人類が、遺跡を遺跡であると認識し得る生命体としての存在である以上)、まずは、
遺跡を遺跡の都合(遺跡たるの事象)で考えることなくして、(遺跡たる土地の)所有者、又は、関係者並びに地域の居住者等の準所有者、又は、之を利用した
い人、その他の人類、の都合で考えることは、人類の存在、並びに、人類の無意識と意繊と思考と行為、同時に、人類が把橿する人類と遺跡の関係に関する、
入口を間違うこととなる、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、遺跡(たる土地)の所有者、又は、関係者並びに地域の居住者等の準所有者、又は、之を利用したい人、その他の人類、の都合に
よって成立している事象ではない、私達人類の全ての共時的通時的関係性とその経緯によって成立Lている事象である、と仮定します。

2020年(令和2年)7月2日木曜日

私達当会は、私達人類の世界について、多民族国家ならぬ他民族宇宙地球である、と仮定します。
私達当会は、私達人類の世界について、特臭、帰納'観察.実態としての多色であり、普道・演繹・計画・想像としての一色であってはならない、と仮定します。
私達当会は、私達人類の世界にっいて、例えぱ、私達人類は、之を、a.特興・帰軸・観察・実態、b,普遍・演捧・言十画・想像、の二っの認識と行為の類型の共時
的通時的な重層によって、認識し、さらに、当該の二つの認識と行為の類型の重層によって、再配冽L、再構成し、又は、形成しようとする、且つ、形成する場合
もある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、例えば、どちらかと言えぱ、b.普逼"演繹.計画.想像、と云うよりも、0.特異・帰納・般察・安態、の認識と行為の類型を選択し、遺跡の実態
を調査し保存し継承し活用L公開し情報発信し整備保全する二と、を提案L要望します。

2020年(令和2年)7月1日水曜日

2020年(令和2年)7月1日水曜日日本経済新聞『私の履歴書』欄で、杉本博司氏(写真家、現代蔓術作家)は、「・・・一海は張り詰めていると思った。ーー表
面張力で水面が盛り上がるようにーー・。その張り詰めた被腰に指一本触れるだけで、海は決壊L宇宙の彼方へと流れ去ってしまうのではないか、モんな情景
を夢想Lたのだ。海はまた、同時にやさしさと静けさに満ち満ちていた。私はその時、ふと、私がいる、ということに気がっいたのだ。・・・・・」と、少年時代の体験
を回想しています。

私達当会は、・・・・・人類の経緯と遺跡と歴史は、表面張力で水面が盛り上がるように、人類の世界に張り詰めている、人類が之を丁寧に掬い置かずには、人
類に於ける滅失と忘却と誤謬と混乱の力に溢れ出て、人類の世界の彼方へと流れ去ってしまう、と仮定Lます。

2020年(令和2年)6月30日火曜日

私達当会は、皆様に、遺跡と歴史にっいて、当該の地域の関係者の個別の事象としての認識と把握から、私達全ての人類の事象との認識と把握へ転換する
こと、を提案L要望します。

私達当会は、遺跡と歴史にっいて、私達人類の、私達全ての人類の事象との認識と把握が、私達人類の広域のネットワークを形成し、又、広域のより大きな
経済とその効果を陸伴する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡と歴史とその認識と把握、並びに、その経済と随伴する効果について、私達人類の特別な意図と誘導、又は、包摂、又は、恋意、の
ないこと、を提案L要望します。

2020年(令和2年)6月29日月曜日

私達当会は、私達人類の世界について、人類は単一種である故、左程複雑ではないが、私達人類が考える程単純ではない処、人類に関係する様々な事象を
身近に容認し現存しなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、容認できないとの事象を破壊する、と仮定Lます。
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2020年(令和2年)6月27日土曜日

[人類に関係する享象の共時的通時的な差異に由来する経済の提案と要望(長崎地域の場合)]

1.経済の根源について

私達当会は、人類の経済たる行為にっいて、経済の根源は、人類に関係する事象の共時的通時的な差翼に由来する交換にある、と仮定Lます。
私達当会は、長崎地城の人類の世界に於ける相対的な差異は、世界に敷衍しっつぁる文明の姿にあると云うよりも、当該地域の地球の自然と当該地域の人
類の経緯と当該地域を経由する歴史とモの遺跡にこそある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長蜻地域の人類の世界に於ける地球の自然と人類の経緯と当該地域を経由する歴史とその遺跡二そ、長崎地域に専一の人類の世界に
於ける差異、特異性、である、と覚悟し、長崎地域の様々な事象に於いて、当該の地球の自然と人類の経緯と歴史とその遺跡たる各事象の表象を第一義とし
優先して行為すること、を提案し要望します。

私達当会は、事象の根源的な要素は、共時的通時的な耐久性があり、共時的通時的により広範な影響力がある、と仮定Lます。

2.私達当会が提案し要望する長崎の丘のイエズス会又は口ーマ・カトリックによる教会について

私達当会は、私達当会が、長崎の丘の『長崎奉行所西役所等遺跡群』に関Lて、既に、皆様に、提案し要望している、イエズス会又は口ーマ・カトリツクによる教
会にっいて、新しい遺跡となる、又、一帯は宗教の融和、並びに、諸事象に関する融和の表急となる筈の事象である、と仮定します。

3.長崎地域の平和の遺伝子(DNA)について

私達当会は、平和につぃて、私達人類が、戦争たる概念とその実態を媒体に、対蓑語として認識し得る概念である、と仮定Lます。
私達当会は、長崎地域の平和の遺伝子ΦNA)にっいて、①旧石器時代より連綿と継続する私達人類の存在と生活、②先史時代より行われた東シナ海並び
に日本海を囲む地域の交易と交流、並びに、中世以降の西欧地域との直接の交易と交流、③中世の長崎地域に於ける切支丹信仰を契機とする避難所(ア
ジール、独...yl、仏:a引10、英a5ylum)としての性格、並びに、中世の日本の小田原等の新都市又堺等の自治都市としての性格、④切支丹信仰を媒体とする
当事者による、日本地域への、伺時代の西欧の文化と文明の紹介、⑤穂川の平和(pax Tokug.W."B.パツクス・トクガワーナ.慶長八年二月十二日(1603
年3月24日惇川家康征夷大将軍に任命される一慶應三年十月十四日0867年11月9日)大政奉還ン264年余)に由来する亭象、⑥近世の長崎地域に於
ける中世の長崎の自治都市としての性格の継承、⑦潜伏キリシタンに関する潜伏たる事魚、⑧近世に於ける長崎地域での西洋科学と西洋近代の受容への試
み、⑨徳川氏の公儀の体制から明治政府への御一新に於ける長崎地域の体制と社会の連続と継承を経由する事象(サンフランシスコ教会~優屋舗~(傭屋
舗の継承)~桜町囚獄~長崎本獄~長嶋監獄~畏崎西彼杵郡役所の遺跡に関する事象等)、@原爆被爆被災を経由する事象、⑪現代に於ける"宗教の融
和"を経由する事象、を仮定します。

4.『長崎の遺跡と緑地の大動脈計画』一私達当会が提案し要望する遺跡の表象並びに緑地の形成について

私達当会は、皆様に、六地蔵遺跡、浦上天主堂一帯遺跡群、長崎秦行所立山役所一帯遺跡群、より、サンフランシスコ教会~籬屋舗~(託屋舗の継承)~桜
町囚獄~擾崎本獄~長鯖監獄~長崎西彼杵都役所遺跡、長崎奉行所西役所等遺鋳群、出島遺跡、を経由し、養生所バ長崎)医学校等遺跡、小曽根築地遺跡、
小菅修船場遺跡、へと往還する、様々な各個別の遺跡を群として表象し、同時に、連続するグリーンペルト(緑地)を形成すること、を提案L要望します。
私達当会は、私達当会の当該の提案と要望について、「長崎の遺跡と緑地の大動脈計画』と呼称Lます。
私達当会は、r長鋳の遺跡と緑地の大動脈計画』にっいて、一帯が、現代の長嶋地域の人類の生活と文化と経済の大動脈であり、一帯並びにモの近隣に魅力
の集積を形成し、さらに、多くの人類を、様々な形態に於いて、一帯並びにその近隣に、誘導する、と仮定Lます。

5.主題と構成要素

私達当会は、当該の事象の主癌と構成要素と基盤技術について、以下、仮定します。

..主題.①長崎地域の旧市街、街道、宿場、渡船、②長崎地域の田園と山林、③長崎地域の平和の遺伝子ΦNA/切支丹信仰と之に関連する出来亭に由
来する亭象、徳川の平和炉且X TokU三.wena:パックス・トクガワーナ)1二由来する事象、徳川氏の公儀の体制から明治政府への御一新に於ける体制と社会
の連続と継承を経由する事魚、原爆被爆被災を経由する事叡、現代に於ける宗教の融和を経由する事象)
b.構成要素:①情毅としての歴史、②存在としての遺跡(と他の遺産)、③印象としての情景
C.基盤技術:"纏う人類"に於ける、人類の生命体としての身体と地球の自然又は人類の環境としての自然の連接(生物の生存上の基準面としての大地の再
確認、並びに、人類の活動の空間に於ける人類にとっての身体的スケールの実現、並びに、視覚視点、又は、事象の離散的配置、又は、陛層的な空間の把握
と楕成、による空間の透明性の確保、並びに、之等を契機とする人類の行為の誘導、を媒体とする)

(参考:r原遺跡計画』2020年(令和2年玲月24日火曜日養生所を考える会代表池知和恭、『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活動の空間の形成』2020年(令和2年)4月23日木曜日(適宜改訂)養生所を考える会代表池知和裁)

6.効果へ

私達当会は、人類の経済にっいて、人類に関係する事象の共時的通時的な差具を契機とする行為であり、交換、剰余価値、利益、空間上差異、時間上差臭、
価値体系上差具、歴史民俗遺跡上差臭、の範疇が包含され、大きな差異は、大きな経済を形成する、と仮定Lます。
私達当会は、私建人類の世界に於ける、長嶬地域の特異性、差異、は相対的に大きな亭象であり、大きな経済を形成し得る、と仮定します。

私達当会は、生物界に於ける様々な表急につぃて、第一義に、そのヴ才りユームが相応の表象を形成する、と仮定Lます。

私達当会は、遺跡にっいて、"纏う人類"に於ける、人類の生命体としての身体と地球の自然又は人類の環境としての自然の連接(生物の生存上の基準面とし
ての大地の再確認、並びに、人類の活動の空間に於ける人類にとっての身体的スケールの実現、並びに、視覚視点、又は、享象の離散的配置、又は、階層的
な空間の把握と構成、による空間の透明性の確保、並びに、之等を契機とする人類の行為の誘導、を媒体とする)、を基盤に構成され、周時に、空間の開放を
内包する、と仮定します。

(参考:『再輿空間主義宣言』2019年(令和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)

2020年(令和2年)6月25日木曜日

私達当会は、長崎地域が平和に言及するならば、遺跡にっいて、率直に、遺跡の実態並びに関連事象の調査と保存と遺跡の啄状回復と継承と活用と公聞と
情報発信と蔓備保全を実現するべきである、と仮定します。
私達当会は、私達人頬が実現する、遺跡への真実にっいて、私達人類が人類の誤魔化しのない真実へと向かうその証となる、と仮定します。
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1.2020年(令和2年)7月1日水曜日日本経済新聞第44面【文化】『私の履歴喜』杉本博司(写真家、現代美術家)①
幼少期から続く夢見心地初めて海を見て「私がいる」

記憶の始まり 11
永いあいだ、私は自分が生まれたときの光景を見たことがあると言い張っていナ=」これは三島由紀夫の小説「仮面の告白」の冒頭部分である0学生時

代、はじめてこの小説を読み始めた時、私の心の深いど二かで、小さく血がさわぐような、さざなみの響きのようなものが聞こえてきた。もちろん私には自分
の出生の記憶などはない。しかし、こうして引きも切らず、脈を打ちながら流れ続ける私の血の中に、私がこの世に生まれてくることになった因果の記憶、
遠い祖先たちが見ていた風景の記憶、そんな因子の断片が潜んでいるような気がしたのだ。私は夢見がちな子供だった。そして今でもその夢見心地は
続いている。アートとは、一人のうちに見える夢を、多くの人にも見えるようにする仕事だと思う。しかしその夢がいっの頃から始ま0たのかは、思い起こし
てみても皆目見当がっかない。私は人生とは二幕ものの喜劇だと思っている。夜の部と昼の部という。夜の帳が街をっつむ頃、私は眠りにっく。いっの間
にか意撚は薄れ夢の世界の住人たちが眼を覚ます。廩の空に茜色がさす頃、夢の住人たちはおやすみをいって消えていく。そして今度は、目覚めという休
憩をはさんで昼の部が華々しく開幕するのだ。それでは私の昼の部の記憶はどうだろう。こちらの方は夜の部とちがってかなりはっきりしている。それは
海の記憶だ。海は張り詰めていると思っナニ。風呂があふれ出る直前、表面張力で水面が盛り上がるように、そして次の瞬間、湯は決壊して滝のように流れ
落ちる。その張り詰めた被膜に指一本触れるだけで、海は決壊し宇宙の彼方へと流れ去ってしまうのではないか、そんな情景を夢想したのだ0海はまた、
同時にやさしさと静けさに満ち満ちていた。私はその時、ふと、私がいる、ということに気がっいたのだ。私は自分の小さな手をしげしげと見っめてみた。そ
の時以来、私の記憶は連綿と、70年近くの歳月を経て、途切れる二となく連なってきている。それが何歳の時だったのかはおぼろだ。伊豆方面に家族
旅行で行った帰り道だったのは確かだ。真鶴から根府川へと向かう菓海道線は急峻な断崖のふちを鉄播とトンネルで巡る。トンネルは眼鏡トンネルと呼ぱ
れ、モの海側には幾多の窓が穿たれていた。乗客の目にコマ落としの映画のように、海が現れては消える。そしてっいに眼鏡トンネルを抜けると、あの
広々と開けた相模湾が眼前に広がったのだ。その日は快晴で雲ひとっなく、水平線は日本刀の切っ先のように朝日を受けて光輝いていた0私は人類史
という永いトンネルを抜けて、この世に、この場所に、ひとっの小さな意謙として生まれ落ちたのだ。今、この旧東海道線の軌道は廃線となり、深くツタに覆
われて、古代遺跡の趣を漂わせ森閑としている。私の物語は、人が人となった頃を思い出すことだ。私の血の中に流れる太古の記憶を通じて0 話は始
まったばかりだが、実はこの物語の最後に婁くことになる展覧会が、今、開かれている。京都市京セラ美術館の「杉本博司瑠璃の浄土」展た0コロナのお
かげで開館が遅れ、本来なら終わっていたはずの脹覧会が、やっとその重い扉を開けた。こうして読者にも見ていただけるようになったのは、奇緑としか言
いようがない。(現代蔓術作家)=題字も筆者

『遺跡に関するMEMORANDUM』:情報編

2.『幻冬舎新書506 ダークッーリズム悲しみの記憶を巡る旅』二0一八年七月三十日第一刷発行著者井出明発行人見城徹編集人志儀保
博発行所株式会社幻冬舎ブックデザイン鈴木成ーデザイン室印刷・製本所株式会社光邦

薯者略歴井出明(いであきら)

観光学者。金沢大学国際基幹教育院准教授。
近畿大学助教授、首都大学東京准教授、追手門学院大学教授などを経て現職。

十九六八年長野県生まれ。

社会情報学とダークッーリズムの手法を用いて、稾日本大震災後の観光の現状と復興に関する研究を行う。
共編著に『観光とまちづくり一地域を活かす新しい視点一』(古今婁院)がある。

はじめに

"ダークッーリズム"という言葉を初めて閏いた時に、皆さんはどう感じるだろうか。私がこの言葉に出会ったのは、実はそう古い話ではなく、2011(平
成23)年8月の小樽が最靭であった。この年、小樽商科大学は様々な100周年記念事業を開催Lており、その中のーつに国際シンボジウムがあった0私
は、これからの北海道観光にっいて論じることにしたが、特に強調したのは、「北海道の悲しみの記憶を観光資源として組み直せないか」という問題提起で
あった。北海道には、囚人労働、アイヌ問題、大戦末期の朝鮮人労働、炭鉱の閉山など悲しい記憶が多くあり、これらを観光資源として使うことができるの
であれぱ、観光に関する新しいパラダイムシフトが生まれると考えていた。私がその講演を行った際の質疑応答で、おそらくニュージーランド人の先生が
「あなたのやっていることは、Derk tou,ismと言われていて、海外では盛んに研究されている」と述べられ、初めてダークツーリズムなる概念と出会った0
考えてみると、私自身、サイパンや沖縄に行けばマリンアケティビティも楽Lんだが、伺時に戦跡も回っていたし、ウランバートルの学会に出た時は、巨間を
縫って社会主蔓政権下における虐殺を学ぷために「政治粛清記念博物館」を訪れたりしていた。ダークツーリズムは「人類の悲劇を巡る旅」と定義され
る。私は自分の輿味の赴くままに旅をしていたのだが、ダークツーリズムという言禁をあてがってみるとこれまでの旅に一本の筋が通ったように感じられた0
本書は学術書ではなく、基本的に私の実際の旅の足跡を辿るという紀行文の形式を採ってみた。第一章には、「ダークツーリズムとは何か」という総論を置
いたが、これに闘してもイメージ的な理解を中心としたものになっている。全体としては、ダークツーリズムとは何かということにっいて、おおまかにっかんだ
後、紀行文を読み進めることで旅の雰囲気を味わっていただけれぱ、筆者の狙いとしては十分達成された二とになる。そして、皆さんの中から悲しみの記
憶を巡る放に出る方がおられれば、それは望外の喜びとなる。現在のところ、ダークツーリズムに関する体系的な学術嵩は日本語では出版されていな
いため、本書を読まれた方でさらに興味を持たれた場合は、東浩紀細薯『福島第一原発観光地化計画』(ゲンロン)の筆者執筆部分を読んでいただきたい0
そちらは、理論的な厳密性や霊合性を重視したものになっているため、調査や研究の資料として有用であろう。また、今回は入門書であることを意識し、
外国の事例をあまり取り上げていない。2018(平成30)年7月刊『ダークツーリズム拡張』(美術出版社)では、多くの外国の旅行記を収録してある0」ちら
もお手に取っていただけれぱ幸いである。本害の構成にっいて全体を説明しておきたい。第一章として総論を置いた後、まず国内のダークツーリズムポ
イントを並ぺた。小樽を第二章に置いているのは、どんな地域でも必ずダークサイドがあり、そのダークサイドから地域を見れぱ、全く新しい地域への理解
が広がるであろう二とを意撚していただきたかったからである。小襟は、紛れもなく全国屈指の類光都市であるが、悲しみの記憶という視点からこの街を見
た時、そこに屍える様相はそれまでとは全く違ったものになっている。北海道のコンテウストをっなぐという意味で、次の第三章にはオホーツク沿津の紀
行を配置した。冬の寒さが厳しいこの地域は、様々な意味でダークツーリズムの考え方が馴染みやすいとも言えるのだが、戦争や足尾銅山の公害などと
いった点も含めて、北海道の近代を問い直した。第四章では、日本の最南端部にある西表島におけるダーウツーリズムにっいて扱っている。西表島は
エコッーリズムの聖地であるが、二の島にも戦争にまっわる悲しい歴史がある。第五章は、近年般光プロモーシヨンに熱心な熊本を取り上げ、熊本に行
くのであれぱ、あえて県の観光プロモーションに乗らない地域を見てはどうだろうかという観点から紀行を書いてみた。ただし、本塞の記述は熊本地震の発
生前の旅であるとともに、本文で詳しく言及している水俣病饗料館もりニューアルされたことを申し添えておく。第六章は、童京に住む者にとって手軽な
観光地である長野をダークサイドから見ることの意義に踏み込んだ。国内纒のまとめとして第七章では「臼本の公害の原点止も言える足尾銅山を取り
上げ、具体的な紀行の形で掘り下げてみナニ。第ハ章からは淘外の事例を扱っている。まず、津波災害からダークツーリズムの方法論で復興したインドネ
シアのバンダアチェにっいて記した。第九章では、日本の左派運動は国際的にどういう意味があったのかという点にっいて旅をしながら考えようというこ
とで、韓国とぺトナムを取り上げナ=。最終章となる第一0章は、本書のために書き下ろしたもので、福島を中心とした棄日本大震災とダークツーリズムの
関係性にっいて考察Lている。また紀行を扱った各章の終わりにほ、「旅のテクニッケ」というコラム的な配述を配した。「焦行の楽しみの半分は計画」と
いう言葉もある。プラン作りの参考にしてほしい。ダーウッーリズムという言葉は、今や辞宴にも戦るようになり、その概念的な意味は共有されっつぁる0
ただし、ダークッーリストである旅人の具体的な営みはほとんど知られていないだろう。ここにある旅行記を通Lて、ダークツーリズムをどう享受するのかと
いう点について、思いを巡らせてみてほしい。
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ダークサイドを観る意義

「闇があるから光がある」この言葉は、プロレタリア作家小林多喜二が、愛する田ロタキに送0た恋文の一節である。小樹で育ち、地元の名門校を出て
銀行に就職した多喜二は、親に売られ、小料理屋で私娼として生きる彼女と運命的な恋に落ちる。エリートである多喜二の求愛に彼女は気後れするが、手
紙では「辛い経験をしたからこそ、これから幸せの道を探していこう」という流れの話が続く。人生でダークサイドを全く持たない人問はまずいないであろ
うし、その辛く厳しい過去は人としての魅力を培う。地域にも、光の部分があれぱ、必ず悲しみを湛えた影の記憶もある。悲しみの記憶を巡る旅人たちは、
その地に赴き、亡くなった人たちの思いや、場の記憶を受け継ぐ、そしてそれを持ち帰り、また誰かに伝えていく。ダークツーリズムとは、戰争や飯
害をはじめとする人類の悲しみの記憶を巡る旅である。私は、以前から、戦争や災害の跡はもちろん、人身売買や社会差別、そして強制労働などに関連す
る場を訪れてきナニ。なぜそのような場所に興味を感じたのかはよくわからなかったが、訪れるたびに、「忘れないでおこう」という気持ちだけは強く持っように
なっていった。非業の死を遂げた人々の無念の思いを受けとめ、大学という場で若い人たちに伝えていくだけでも、「何らかの価値」はあるのではないかと
思っていた。大学という世界で働いて17年になるが、長いことこの「何らかの価値」の正体がわからずにいた。もう少し掘り下げて考えてみよう'

「忘れられる」二度目の死

防災の世界では、しぱしぱ「人は二度死ぬ」というフレーズが語られる。肉体的死が一度目の死であるのに対し、その人を知る人がいなくなってしまうこと
を二度目の死と呼ぶ。「二度目の死」は多重的な意味を持っ。畑中章宏『災害と妖怪柳田国男と歩く日本の天変地異』(亜紀害肩)では、洪水の多い地域
にr蛇崩」や「蛇谷」という地名が多いことを指摘している。私も日本各地の自然災害の跡を訪ねたが、そこにはひっそりとお地蔵さんが置かれていることも
多い。開発の流れの中でこうした地域の地名が変更され、お地蔵さんが除かれてしまったらどうなってしまうだろうか。それは、この地で生き、この地で
死を迎えた人の記憶を地域が失ってしまうことを意味する。つまり、「二度目の死」が起きてしまっているのである。そうなるとここに住む人々は、以前よりも
災害を恐れなくなってしまうだろうし、何より備えを怠ることになりかねない。その結果、久方ぶりに豪雨があると、現住する人々は予想もしなかった新たな
死を迎えることになる。悲しみの記憶を失う二とは、生死の問題以外にも様々な弊害を生む。本書の第五章でもハンセン病にまっわるダークツーリズム
を扱うが、私たちは何ら科学的根拠もなく「ハンセン病止いう病歴を持った人々を差別してきた。この問題にっいても、自分たち自身への問いかけが欠けて
いたと考えることもできる。福島第一原発の事故の後、北関東のホテルで福島ナンバーの車を拒むなどの謂われなき差別が続発した0放射能に対する科
学的無知が、被災者を拒絶するというあってはならない状況を生み出してしまった。私たちが、社会としてハンセン病に関する悲しみを承継できていれぱ、
このような事態は避けられたのかもしれない。勉強や学びなどという言葉を大上段に振りかざさなくとも、悲しみの場に赴き、モこで遇ごすのであれぱ、
心に何かが泌み始める。悲劇の記憶を辿ることは辛く苦しいことかもしれないが、二うした経験を重ねるうちに、自分の命が驚く1ぎど多くの偶然によって支え
られ、何者かに生かされているという感慨を持っようになる。多くのダークツーリストたちとの交流を踏まえて鑑みると、この時、ツーリスト自身に内的なイノ
ベーションが起こり、自分の人生を大切に思うようになってくる。そして、今ある自分の命を何らかの形で役立てたいという気持ちも湧き上がってくるのであ
る。人間にこのような再生の機会を与える旅として、ダーウツーリズムは非常に大きな可能性を有している。にもかかわらず、裳々日本人は、これまであ
まり1こも地域のダークサイド{こ対して無関心に生きてきたのではないだろうか。むしろ、あえて無視し続けてきたと言っていいかもしれない0地域の悲しみの
記憶は、実は隠すべき対象ではなく、潜在的に新しい価値を有している。そしてダークサイドの持っ価値は、二れまで述べてきたように単に教訓にとどまら
ず、生き方の覚醒や社会構築といったレベルにまで多面的に波及する。こうした価値を亜視した場合、「ダーク」という言葉を、お為ごかしのように明るい単
語に無理に言い換えないほうが本質をっくこともわかる。ダークッーリズムに関する研究や旅行商品の開発は、決して地域に傷をっけるものではなく、地域
に新しい価値を見出すための契提となるであろう。

ダークツーリズムで銀る近代

また、筆者は研究を続けていくうちにわかってきたことであるが、ダークツーリズムの旅を続けることで、近代の構造が見えてくるという効用があった0これ
は複数の地壊を巡ると肺に落ちてくると思う。例えぱ被爆地としてのヒロシマやナガサキで語り部の声を聞いたとしても、「お気の毒ですね」というレベルの
共感と、核兵器に対する一方的な怒りしか湧いてこないのかもしれない。これ以前に、一般市民への無差別大量爆撃の前例としてはゲルニカの悲劇があ
り、日本人としては、(筆者はまだ赴いてはいないものの)中国力灯無差別」と主張する長慶爆撃との共通点と相違点を考えるべきであろう。さらに、核を肯
定するテニアン島のエノラ.ゲイ出発地の記念碑やラスペガスの核実験博物館などの説明を通じて、マクロ的に「核というものはどういう意味を持っていた
のか」という問いに対する多面的な歴史観が構築されてくる。換言すれば、国民全体が関わるようになった近代の戦争と、その帰結としての核の投下という
事象に対して、一人ひとりが体系性を持った思いを語ることが可能になるのである。これはある意味気楽な「旅人」だからこそ味わえる経験であり、ーカ
所に根を下ろして、その地と同化した場合は、距離を置いた体系性を捉えることが難しくなってくる。被爆者一人ひとりの体験も言葉も重いがゆえに、かえっ
て全貌が見えにくくなるのである。歴史家の山室信一が『キメラーー満州国の肖像(増補版)」(中公新書)1こおいて「その時代を生きたということは必ず
しも、その時代を総体として知っていたということを豪も意味しない止述ぺているとおり、個別の事象を体験された方の話はそれぞれ重要ではあるけれども、
それだげでは歴史なり、社会なりの全体像を把櫨できないという問題は常に意識しておいたほうがよい。多くの情報を受け手の側で集め、それを再構成す
ることの意義がここでは説かれている。そして、同書は別箇所で「空間そのもののありかたや空問認識という観点から人文.社会科学研究の再構築を図
ることが、21世紀には緊要な課題として浮かび上がってきている止いう問題提起を行っている。考察の対象を理解するためには、それがどの程度の距離
なり、大きさなりを持っていたかということを知る二とは非常に重要である。にもかかわらず、これまでの日本ではこうした直観的な感性に訴えかける研究方
法はあまり顧みられることはなかった。ダークッーリズムが、非常に強力な分析のツールとなっているのは、訪問することによって二れまでないがしろにされ
てきた空間への理解が促進されるという二ともーつの理由ではないかと推察される。悲しみの記憶を求めて様々な地を旅することで、「近代とは何か」と
いう根源的問いに対するそれぞれの思いが湧き上がってくるであろう。これこそが、ダークツーリズムを体験することで得られる本質的価値のーつと言って
よい。

ダークツーリズムの歴史と未来

ダーウッーリズムは1990年代からイギリスで提唱され始めた概念で、学術論文には1996年に登場し、初の学術書は2000年に゛.レノン教授とM'
フォーレー教授によって著された。これまで観光資源として認臓されていなかった戦争や災害、そして様々な死の現場といった悲劇の堤に人々が訪れる現
象を彼らは総称してD日永 t。U心mと名づけた。従来から、W田 touf13MやH0100日".ttouri5mという個別の呼名はあったが、人類の悲劇を巡る旅
を同じカテゴリーに置いて分析を始めた功綾は大きい。そして、この Derk tourlsm撫念は、セントラル・ランカシャー大学のR.シャープレー教授とP'ス
トーン教授によってづラッシュアップされていった。ヨーロッバでは、歴史的如録はボジティブな惰報だけでなく、地域にとってはあまり好ましくないネガ
ティづな情報も引き継がれ、一都は農示に供される。つまり、自分にとって都合のいい情報だげを扱うわけではなく、思い出す二とも辛く悲しい記憶が当然
のように継承されているのである。本書で扱う、いわゆる「負の遺産」ほ極めて日本語的な概念であり、英訳しにくいと言われている。英語で遺産を表す
h引1始g白や、伝説を表わすle宮endは、決してボジティづな話だけを扱うわけではない。人類の活動の結果残された如憶は、必然的に良い面もあれば悪
い面も持っわけで、そうした両タイプの記憶を大切にしようとする考え方がヨーロッパには根づいていた。したがって、ダークツーリズムという新しい言葉が
現れた時も、人々は違和感なく受け入れることができたのである。筆者としては、地域のダークサイドを記録し、その価値を受け継ぐ二との重要性を伝え
ていきたいと考えるが、実は日本こそ、ヨーロッパと並ぶダークッーリズムの発信拠点になるべきであると考えている。まず、自然災害が多発することが
理由のーつに挙げられる。ヨーロッパのダークッーリズムの教科害でも、自然災害の跡が観光対象になるとは書かれているが、実は具体的な記述がほと
んどない。これは、ヨーロッバに自然災害が罰まりないからであり、少ない記述を見ると約250年前のりスボンの地震や、論文では英語圏から発信されて
いるということで2011年のカンタペリー地震を取り上げているものが散見される程度である。日本の場合は、死者をともなう地震災害は言うに及ぱず、火
山災害でも過去に多くの犠牲者を出Lている。もちろん慰霊や学習などの目的でこうした地域に入りたい外国人はたくさんいるものの、英語での発信がな
いため、アクセスすることが難しい。欧米では日本の情報を知りたがっているにもかかわらず、これまでアプローチを諦めてきた節がある。今後は、日本か
ら自然災害に関連したダークッーリズムの情報を積極的に発信することで、すでに欧米で発達したダークツーリズムの方法論との高次のコラボレーシヨン
が期待されるとともに、新しいダークッーリズムの展開が予想される。また、ヨーロッパで発達した戦争のダークツーリズムに関しても、日本からは独自
の発信が行われるべきであろう。ヨ{ロッパにおける第二次世界大戦に関する蛇憶は、ヒトラーを悪のシンボルに見立て、二度とファシズムの跳梁距尾を
許さないというテーゼを確立することに中心が置かれていた。したがって、ダークッーリズムの研究もナチズムを復活させないための方法諭として分析され
ることが多かった。一方、日本の第二次世界大単戈は、中国に対する侵略の側面もあれぱ、一部南方に対しては解放戦争としての性質も有していた0同
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時に、サイバンなど旧南洋庁の島々では、日本の銃治を肯定的に評価する声も多々ある。二のように、日本の戦争は多面性をもち、単純な二元論では割り
切れない。日本が公に自己の戦争を肯定する二とは許されないが、日本の第二次世界大戦に関連する研究を発信することで、ヨーロツパとは異なる戦争
のコンテクストへの理解が広がる二とも期待される。さらに、近年まで続いた元ハンセン病患者の強制隔酵や近世から近代にかけての隠れキリシタンの
苦難にっいては、日本に固有のダークッーリズムのコンテクストであり、海外のダークツーリストに対しては、大きな訴求力を持っ。こうした日本に独特の悲
劇に関する研空は、日本が国として受け入れるツーリストの幅を広げることにも寄与するであろう。このように、裳が国は今後のダークツーリズムの研究
および発展に独自の立場から貢献することが可能なため、より積極的な立場からこの新しいフロンティア領域を開拓していくことが求められる0
ロカンタペリー地震に襲われたクライストチャーチの街には、復旧時に使われたコンテナを再利用したシヨツピングエリアがある(写真)
ロアウシュビッッ強制収容所の入り口(写真)

残された課題

D引k t。U心m(ダークッーリズム)という言葉が生まれて、まだ20年程度であるが、問題も現れ始めている。この新しい旅の形は世界中で広まりっつぁ
り、ダークッーリズムの聖地とも言われるアウシュビッッでは、ここ10年で入場者数が3倍以上に増えてしまい、博物館には長蛇の列ができている0実は、
アウシュビッッ訪問の拠点となるウラクフからは、ツァーバスが頻繁に運行されており、悲劇を商売にしているのではないかという批判もある0また、9'1ネ
同時多発テロの現場であるニューヨークのグラウンド・ゼロでは、大量の観光客の入り込みが厳粛な祈りを妨げており、ダークツーリズムは物見遊山と区別
できないという意見も出てぃる。一方、日本において顕著に見られる傾向であるが、悲劇の場への来訪を不謹慎と見なす風潮は、ダークツーリズムの普
及の足かせとなっている。ダーケッーリズムの意義を説くことは重要であり、これは私自身の責務として果たさなけれぱならないが、現実の世界では次
から次へと様々な問題が起二っている。観光学は理念だけでは成立しない分野であり、現場の問題を解決できなけれぱ画に描いた餅になってしまう0 本
書は、次章以後、ダークッーリズムのあるべき姿を槿索し続けていくことになるが、これには確定的な答えは出ないであろう。ただ、より良い形に近づける
努力は続けなけれぱならない。悲しみの記憶の断絶が、さらに大きな悲しみを招来する可能牲がある以上、新たな悲劇を生まないためにも、その記憶を確
かなものにする二とは非常に重要な意義を持っ。そして、その記憶の承継こそがダークツーリズムが担うぺき本質的投割なのである0
口慰霊公園に生まれ変わったグラウンド・ゼロ(写真)

●●●●●●■■●■

童日本大髞災とダーウツーリズム
さて、私の旅路は一旦二二で終わりを迎える。「はじめに」では、私がダークツーリズムという言葉にいかにして出会ったかという点にっいて述べたが、実
は私のダークッーリズムに関する考え方も研究を始めた6年前とはかなり変容したことも舎白しておく。ダーウツーリズムという言葉を知るかなり前から、
私は災害復興にっいては閲わりを持うていた。それは博土論文の副査を、当時京都大学防災研究所の林弄男教授が引き受けてくださった二とに由来して
おり、それが緑で先生のテーマである災害対応の一部を分担して研究することになったからである。具体的には、阪神・淡路大震災後の神戸が主な対象と
なっていたが、もともと私の博土論文は、汀政策をテーマにしたものであり、その中に災害情報を考える章があったため、二うした巡り園わせに恵まれたわ
けである。被災地の復輿は、社会学.心理学.建築学・経済学などなど色々な学問分野が手を組まねぱならなず、鳥瞰的な対応が必要であることも理解す
るようになった。一方般光研究は、全く別ルートから趣味のようにやっていナ=。大学に職を得た21世紀の初め頃は、まだ時間的にも恵まれていたので、
出張先において自疲でもう1泊して放を楽しんだりしていたが、この営みをもう少し学問的に掘り下げようと思い、観光学の研究を始めた。右記のように災
害復輿に関する知識があったので、災害復興の過程におげる観光産業の位置づけなどにっいて、それなりに多くの論考を発表してきた。その経験を踏
まえて、稾日本大震災にっいて、観光学とダークツーリズムの観点から言及しておきたい。

悪化する被災地の知的基盤ど風化"

阪神.淡路大震災と東日本大震災の相違は多岐にわたるが、前者はインテリ層が多く住む都市がピンボイントで筏災したのに対し、後者は元から高齢化
や過疎に苦しむ地方が帯状に被災したという特徴を持っ。東日本大震災の復興に関し、「津波の前に戻す」という言い方をされることがあるが、被災地の
多くは、津波の前からまさに21世紀の日本社会が直面する少子高齢化や過疎化という問題を抱えていたところが多く、被災前に戻してみても実は問題の
本質的解決になっていない。それゆえ、地域イノベーションなり、ソーシャルイノベーシヨンなりの手法が重要となり、そこでは都市部の知識人を中心に
農業や漁業はもちろん、まちづくりやコミュニティ論に関する提言が多くなされた。阪神・淡路大震災では、かなり早い段階から災害の記憶を教訓化しようと
する動きが地元住民ベースであったのに対し、稾日本大震災に関しては外部からの力で記憶の承継の問題が語られたという点も大きな違いである0」うし
た提言には、もちろん東浩紀氏が提案する「福島第一原発類光地化計画」や私が唱えるダークツーリズムも含まれているのだが、地元の人にとってあまり
耳障りの良くない言葉が出てくると、「被災者に寄り添うべき」とか、「ここに住んでから言え」という話になってしまい、そこから議論が深まることはなかった0
"反知性主義"という言葉は、本来高等教青を受けていなくても専門家と伍してよいという積桎的な意味を持っていたが、稾北の復輿過程においては、この
考え方が非常に悪い方向に出てしまったと思っている。「知識人」(ここでは専門家だけでなく、詩人など都市部で文化活動をしている人々程度の意味で使
う)ほ多くの発現をしているが、地元民にとって心地の良いアドバイスは受け入れるものの、それ以外の言説に関しては、「ここに住んでから言え」というマ
ジックワードで拒絶するようになってしまった。この言葉が持っ全能感は強力で、これを言われてしまうと理論的に、「当事者とは何か?」という概念を説明
しようとしてもなかなか受け入れてもらえず、現地住民と知謙人との乘離は広がっていった。こういった現象は、ダークツーリズムに固有の問題ではなく、ー
般的な遺構の保存という論点にも垣問見えることがあった。例えぱ、大槌町の旧庁舎は当初遺搭として保存される予定だったが、2015(平成27)年の
選拳では撤去派の新しい町長が、選ぱれ、政策の転換がなされた。それに対して、朝日新聞デジタル版2015年"月6日の報道によれぱ、前町長の治世
から設置されていた専門委員会が、遺構保存の重要性にっいて助言を行ったものの、新しい町畏は「私は三十數年、役場で仕事してきた。この気持ちが外
の人にわかってたまるか」と声を荒らげたとされる。知識人の持っている知恵は汎用性があり、例えば私が使うダークツーリズムという社会分析の方法
は、戦争でも、人身売買でも、ハンセン病問題でも産業遺産にっいても同じように用いる二とができる。ダークツーリズム概念は、被粂地の復興とともにー
般化していったのであるが、実際には被災地以外の場で広く受け入れられ、目の前の社会を認識し、描き出すための新しい手法として賛同者を増やして
いった。今日震災の記憶の風化が語られることがあるが、その背景には都市部知撮層と現地住民との禾離が原因のーつになっていると言ってもよいで
あろう。このような場面では、本来、政治の力が重要である。学者を含めた知識人は本当に勝手なことをたくさん言うので、モの放言に近い情報群から
使えるものを取捨選択し、地元の政策に役立てるという途をとるぺきなのだが、その媒介者としての役割を果たす政治家は非常に少なかっナ=0

"復輿ツーリズム"との関係

第一章では、ダークッーリズムという言葉の意味を理論的に考えているが、ここではもう少し実際の問題に即してダークツーリズムという言葉の使用にっ
いて考えておきたい。「ダークッーリズムという言葉はイメージが悪いから、復興ツーリズムでよいのではないか」という声が、特に級光事業に直接関わる研
究者たちから聞かされることも多い。復興の希望ということで"ホープツーリズム"がふさわしいとさえ述ぺる論者もいるほどである。しかし、こうした議論
はダークッーリズムの本来的な意義と離れてしまっている。私自身、当釖は復興ツーリズムの一部にダークツーリズムを位置付けられると考えていたのだ
が、実際には難しいことがわかってきた。ダークッーリズムの定義は、悲しみの記憶を巡ることであり、その結果として悲しみの継承がなされることが望まし
いのであるが、二うした一連のダークッーリズムの役割は復興と直接には結びっかないことがある。例えぱ、石巻市の大川小学校では、多くの子供たち
が命を落としてしまっており、記憶の継承の場として石巻のオーソライズされた復興ツァーの中に組み込まれていると思うかもしれないが、実際には、大川
小学校における死亡事故は教職員の避難誘導ミスが原因であるとして、市と訴訟にまでなってしまい、公が関わる観光コースでは紹介しにくくなってしまっ
た。また、女川の七十七銀行でも、結果論としてではあるが上司の避難誘導の判断にミスがあったことにより、12名の死者.行方不明者が出てしまった0
これに関Lても訴訟になったが、銀行の側は責任を認めず、ご遺族は最高裁でも敗訴している。現場には、小さな慰霊碑があるものの、昨今しばしぱ紹介
される女川のショッピングェリアと慰霊の場には直接の連携がない。二のように多くの人が亡くなった場所は、これまた多くの人が訪れ教訓として工け継
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ぐべきであるが、行政や地元有力企業とコトを構えてしまうと、公はその記憶を消しにかかる。遺構としても保存されなくなるし、街歩きでそうした場所で説
明を受ける二ともほほない。歴史は権力側によって作られるため、復興ツァーも当局が描く明るく元気な麗しい話で満たされることになり、悲しみの記憶もそ
の大きな梓からはみ出さないものだけが紹介される。地域における弱い立場の人たちの記憶はかき消され、強者による記憶が刻まれていく二とになる0
行政や有力企業を断罪するような観光コンテンッは消去されてしまうばかりか、地域にとってまるで「非国民」のような存在になってしまう0」うした復輿過程
と直接関わらない悲劇の記憶は、エスタづりツシュメントから離れたところで消去されてしまう危険がある。ヨーロツパで生まれたダークツーリズム概念は、
うまく日本に根づけぱ、地元にとって扱いにくぃ情報であっても、それを扱うことが一般的になるので、記憶の承継にとって大変有用であるが、第一章で述
べたように文化構造の違いもありそのまま日本に持ち込むことは難しい。現状では、公害に関するケースで、本文で言及した水俣などが先進的な取組をし
ており、今後こうした動きが拡大することが望まれる。また復興ツーリズムは、"復興"であるがゆえに、政策的に推進されていくであろうが、ダークツーリ
ズムは復輿過程における行政の腐敗や住民問の刺糠といった影も扱うために、復輿ツーリズムとはすべてが一致しない概念であるし、「明るく元気な被央
地」という考え方とはむしろ相容れない焦の形態であると言ってよい。三陸において嵩上げ工事がされた地域に住んでいた人々の中には、「我々の記憶は、
一度目は津波という水で奪われ、二度目は土木工事という土で奪われた」という話をする方もいるが、こうした声は明るく元気な復輿ツーリズムでは伝わり
にくぃのである。しかし、ここまで述べてきたように、正史では拾いきれない悲しみや教訓は確かに存在し、その記憶を継承していく手法としてダーウツー
リズムの役割は大きい。メディアが報じない確かな現実がそこにはある。ダークツーリズムの定義は本害冒頭で述べたように、「悲劇を巡る旅」なので、
それゆえ巡る場所としては復興ツーリズムと雲なるところがあるが、取り扱う情報に関しては大きな差異が出てくる。換言すれぱ、両者の亜なりは、場所的
な位置情報にっいては共有されるものの、概念的な共通項は驚くほど少ないと言える。したがって、被災地に行くことが自体がダークツーリズムというわ
けではなく、被災地に行くことがダークッーリズムになることもあれぱ、ならないこともままある、というのが正しい認識であろう。このように考えるように
至った経緯として、被災者やご遺族から積極的に私へのアケセスや協働を望む声が増えてきたことを理由として挙げておきたい0大川小学校の記憶の継
承に関わる方々から、二のままでは行政によってかき消されかねない記憶をどのような手法で受け継げぱよいのかという相談をいただいたり、女川の」遺
族とはともにNHKラジオに出演して復輿と記憶の承継に関する談話を寄せたりもした。また大槌町の有志からも遺構の保存に関する質問を何度か受けた0
二うした方々が、ダークッーリズムという方法論が持っボテンシャルを感じ始めたということは、今後の記憶の承継のあり方にも変化が生まれてくるのでは
ないかと思われる。ただし、ダークッーリズムと復輿ツーリズムは決して背反事象ではないという二とも強調しておきたい。これらは軍輪の両輪のように、
相互に補完しっつ地域の価値を高めることが可能である。大川小学校の記憶は、学校防災にっいて考えるという「二こにしかない価値」を有しているし、そ
こで思いを巡らせた後に、石巻の市街地に出て石ノ森章太郎の記念館である石ノ森萬画館での震示を楽しみ、最後に石巻焼きそばで締めるという行程を
たどることは全く不思議ではない。女川にっいても、執筆段階では駅周辺の商集施設と犠牲者の慰霊碑は動線が分断されてしまっているが、企業防拠
を考える街としての女川の記憶の価債を大切にしながら、漁港ならではの買い物を経験するという二ともあってよい。ダークツーリズムと復輿ツーリズムの
両立は、悲しみも喜びも含めた様々な記憶が地域を作っているという当然の構造を再崖気づかせてくれる。
口七十七銀行女川支店被災者家族会有志による慰霊碑(写真)

防災教育と生死観
防災学者の中で、防災教育を重視する人たちの中には、「死」を直接のテーマとして扱うダーウツーリズムに期待を寄せてくれる人もいる。ただ、防拠教育

とダークッーリズムは矛盾しないものの、同心円上に存在するわけではない。防災教育の目的は、取りも直さず「命が助かること」であるが、ダークツー
リズムの場合、人の死を直接扱い、そこでツーリストは生と死の概念に対崎する二とになる。死とはどういう意味を持っのか、また、私たち、そして地域社=
は死をどのように受け止めれぱよいのかという課題は、まさにダークツーリズムという営みを通して、明確に意識されるようになる。欧米でダークツーリ
ズムという考え方が、急速に受け入れられて今に至るのは、教会文化に根ざす生死観が早い段階で刷り込まれているからではないかと考えられる0教=
に行けぱ、幼子イェスを抱くマリア像だけでなく、死したキリストを抱くマリアのピエタ像にも出会うことになる。ミケランジエロのr最後の審判」は、天国へ向
かう者と地獄に落ちる者がーつのシーンとして描かれており、光と影の世界級とともに、死を意識させる大作である。窮って本邦を見てみると、「死」にっ
いて考える機会を持たないまま歳を重ねていくことが非常に多い。私自身も、死をどう受け止めるかという死生観教育を受けたのは、仏教系の保育園にい
た就学前の2年問だけだったように思う。私たちは、人の死という絶対に起こる享魚を、日常生活圏から切り離して世界観を作ってきている0 さて、自然
災害の大きな特徴を考えてみると、大量の死が一度に発生する点が挙げられる。震災発生後の教育は、災害に際して死なないための防災教育が中心と
なっていくが、実は、被災地に赴く七本質的な意味で死と向き合わざるを褐なくなる。大量の死の中には、当然、自分と似た境遇の方もいるわけで、その
方の無念を思うと、心中に熱いものが込み上げてくる。また周囲の方々も、突然の死にどれほど辛く悲しい思いをされたのであろうかという点にも必然的に
思いが及ぷ。自分が死んだらどうなってしまうのだろうか。大切な人が亡くなったら受け入れられるのであろうか、このように死にっいて真撃に考える契機と
してもダーウッーリズムは樓能する。災害から身を守る防災教育とダークツーリズムは二れもまた背反事象ではないが、ダークツーリズムは死の意味を
考えるという点で、そのウエイトを置く点は少し臭なると言えよう。

学術界の動向

私の研究テーマであるダークッーリズムは学際的な学問領域であるため、所属学会も多岐にわたっており、色々な分野の専門家たちの前で発表を行っ
てきた。経済学、芸術学、情報学系の学会では非常に好意的に迎え入れられ、深い議論をすることができた。また、木教学の専門家からは、既述した生
死羅の観点から、個別に複数のアクセスがあった。防災系の学会での反応は微妙で、前述のとおり防災教育との親和性を重視してくれる研究者からは歓
迎されるものの、復興という観点からは必ずしも同蓑には語れないので距離を置く人も多い。"論敵"は、実は観光系学会に集中していた0ヨーロツパや
それが波及したアジアにおけるダークッーリズムが、復輿ツァーのみならず地域のダークサイドの記憶も含む多董的な概念で語られるのに対し、日本の被
災地における復興過程は「明るく元気」であることが期待されるので、ダークツーリズムが復輿ツーリズムと相容れない場面が多いことはすでに触れた0東
日本大震災後の被災地で活動する観光事業者や観光学の研究者にとって、ダークツーリズムは扱いづらい存在であるし、ダーウツーリズム概念が一般に
広まるにっれて、観光客からrこれもダークッーリズムなんですか?」という、これまた答えにくい質問が寄せられることもあると聞く0 彼らにとっては、被
災地の復輿のグランドデザインにダークッーリズムという言葉が登場すること自体が非常に迷惑な状況なので、被災地でダーウツーリズムという言葉を切
り離したいことはわかる。ただし、これもまたすでに述ぺたとおり、復輿過程から取り残された死の記憶や被災地で現実に起こる不祥事、そして妬みや僻み
も含めて人間活動の実際を受け継いでいこうとするダークッーリズムの方法詮は、公的な復輿過程とは別の場で存在意義を持ちうるだろうし、それは時空
を超えた価値になるかもしれない。現状、ダーウッーリズムが多くの復興ツーリズムと相容れなかったとしても、別の領域の価値としてその存在は認められ
て然るべきだと思うのだが、モの存在自体を許そうとしない論者が多いのが観光系学会の特徴で罰る。実際、観光庁が掲げる新しい餓光としての
"ニューツーリズム"の中にもダークッーリズムは全く入っておらず、観光に関係する崖官学は、必死にダークツーリズムを亡きものにしようとしているのでは
ないかと思うことも多々あり、私自身、この6年問でたいへん打たれ強くなったように感じる。ただ、学会の組織体としては、ダークツーリズム自体に価値
がないとは思っていないようで、産業遺産をダークッーリズムの観点から掘り下げるプロジェクトにほ日本観光研究学会が研究分利会として資金を出し、私
をりーダーとした研究が展開され、さらに観光学術学会でもセントラル・ランカシャー大学のりチやード・シャーブレー教授を招いて研究=を行うなど、ダーク
ツーリズムに"明るい"兆しが見えてきてもいる。6年前、学術論文を"ダークッーリズム"で検索しても、私の他には1本しかなかったものが、今や50本を超
えるヒット件数となり、単なるダークッーリズムへの反発を超えた学問的深化が始まりっつぁる。

これからのダークツーリズム

今後、日本におけるダークッーリズム研究がどのように展開していくのかは、私自身よくわかっていないし、誰も予誤"よできないであろう0ただし、2015
(平成27)年7月に発行されたムッウ本『DARK t0ⅢIsm ゛APAN V01.り(ミリオン出版)ほ、初版1万5000部を売り上げ、新聞やテレビ等のメディア
でも繰り返し紹介された。そして、各地の螂土史や地域史を研究する人々から多くの取材依頼もいただいた。この旅を欲する人々はすでにおり、伝えた
い人々も多い。あとは、オーソライズされたインターフェースがあれぱ、観光イノペーションにっながる可能性はあるが、産官学の動きは鈍い0これを動かし
ていくにほ、ユーザーからの牽引によるしかないであろう。全く新しい旅の概念として、ダーウツーリズムなる営為が人を成長させ、思索に導く二とをVVEB
ペースで発信することは、意謙変革の遅い旧来層への重要な働きかけになる。私もまた、旅を続けていくことになるが、読者の皆さんとどこかの空の下で出
会い、りアルの世界でも、またサイバー空間でも交流できることを願0ている。

〆
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IV.『2020年(令和2年)2月25日以降の養生所/(長崎)医学校等遺跡』

私達当会は、2020年(令和2年)2月25日以降の養生所/(長崎)医学校等遺跡にっいて、以下、提案し要望します。

1.関連事象

0)養生所バ長崎)医学校等遺跡について

養生所バ長崎)医学校等遺跡に関する事象は、日本の近世末期から明治前半期に於いて、長崎市街の南の佐古の丘に土地を選定し、文久元年
七月一日(1861年8月6日)養生所(病院及び医学所)が落成して以降、北に土地を拡張して、慶應元年八月十七日(1865年10月6日)長崎奉行服部
左衛門佐常純は「長崎表小嶋郷精得館構内江分理所究理所其外等新規御普請出来栄見分相済候義申上候書付」を幕府に進達、慶應元年十月
十二日a865年U月29日)幕府は山下金介を経て分析究理所を受取る、慶應四年二月(18能年)精得館は新政府により長崎裁判所の管轄下とな
る、明治元年十月十七日(1868年11月30印精得館を長崎府医学校(及び病院)と改称、以後、医学校と病院は幾度か所轄と名称の変更、廃止を
経て、明治8年(18乃年)4月釧日蕃地事務(支)局病院が長崎県の所轄に帰し長崎病院となる、明治9年(ユ釘6年)6月20日畏崎病院医学場開場、
明治11年(1878年)1月8日長崎病院医学場を長崎竪学校と改称、明治14年(1881年)8月長崎盤学校の病院の長崎病院附属梅毒病院への改
築工事が竣工、明治15年(1882年)5月27日長崎竪学校が甲種医学校となる(医学校通則を通達)、明治21年(18認年)4月10日第五高等中学
校医学部開校式挙行、明治22年(18鵠年)4月梅毒病院の新築工事が竣工し長崎梅毒病院と呼称a5日頃を予定)、明治24年(1891年)9月11
日第玉高等中学校医学部が長崎県西彼杵郡浦上山里村に移転し在来の医学校を分教場とし四学年生の臨床講義場に充て、明治27年(1894年)
9月覗日第工高等中学校医学都を第五高等学校医学部と改称、明治34年(1901年)3月31日第五高等学校医学都を長崎医学専門学校と改称、
明治35年(1902年)4月長崎病院が蓑崎県西彼杵郡浦上山里村に新築工事竣工して開院、明治39年(1906年)6月1日長崎市佐古尋常高等小
学校、佐古小島1番地の第玉高等学校医学部分教室充用して開校式挙行、大正12年(19お年)4月1日長婚医科大学開設、大正14年(1925年)
7月20日長崎市佐古尋常高等小学校、長崎医科大学所有の校地1,572坪を購入、大正14年(1925年)10月29日喪崎市佐古尋常高等小学
校、長崎医科大学所有の校舎二階建1棟を返還移転、大正15年(1919年)4月1日長崎市小島町一番戸、元養生所附属建物二階家一棟を本学
犠内に移す(注:長崎腎科大學第三回卒業記念写真集昭和4年(1929年)山口窯眞莊山口靜夫「學校病院全景」(山上記念館)、第四回
卒業記念写真集昭和5年(1930年)寓眞舘響謹寓「大學」(山上記念館)「山上記念館」、により、佐古尋常高等小学校の校舎二階建1棟の
移転先は長崎医科大学構内ぐびろケ丘山上)、昭和6年a931年)3月までに、長崎医科大学構内ぐびろケ丘山上の「記念館」(旧甲種長崎医学校
講堂建物.大正14年(1925年)10月29日に長崎市佐古尋常高等小学校より返還移転)滅失(長崎竪科大學第五回卒業記念写真集『193
1』昭和六年三月鴬低舘響謹烹「長崎腎科大畢還望」)、昭和24年(1945年)5月31日法倖第一五0号により、国立学校設置法が公布され、
本学(長崎大学)fま、学芸学部、経済学部、医学都、薬学部、水産学部の玉学部より成る新制長崎大学として、同日、設置、長崎医科大学、同附属
薬学専門都、長崎経済専門学校、長崎師範学校、長崎青年師範学校及び長崎高等学校の旧制学校を包括け鳥又、長崎大学には、風土病研究
所を附属された、昭和28年(1953年汚月13日旧小島病院跡の払下げ確定、南校舎と呼称、茲に医療系機関施設としての使命を閉鎖しました0

私達当会は、養生所バ長崎)医学校等遺跡にっいて、日本の近代西洋医学受容の地である長崎の地に於ける日本で最初の近代病院と近代医
学教育の最初の専用施設であり、日本の近代医学を近世末期と近代を通貫して実施した遺跡である、と仮定します。

幕末から近代にかけての関係の写真では、養生所から精得館、又、その後の土地と施設の変遷、例えぱ、幕末期の精得館の時代に、後の医学校
南部と病院西部となる一帯の土木工事が実施されている様子、が精度を以て確認できます。

当該の機関施設の推移において、文献資料に於ける教師陣や教育、運営、映像資料に於ける施設とその展開の各局面で、幕末から明治の御一
新にかけての連続性が確認できます。

私達当会は、養生所/(長崎)医学校等遺跡にっいて、文久元年(1861年)の養生所の開設に関する事象以降小島病院の消滅に至る、共時的通時
的に連続する医療系機関施設に関する遺跡として、遺跡の実態並びに関連事象の調査と保存と遺跡の原状回復と継承と活用と公開と情報発信と
整備保全すること、を提案し要望しています。

一方、長崎市は、養生所バ長崎)医学校等遺跡に関する遺跡の保存と開発行為の調整の遇程に於いて、長崎市史跡長崎(小島)養生所跡の時代
と土地の範囲を明治元年の精得館に至るまでと限定し、長崎府医学校以降の遺跡にっいて文化財としての保護の措置を執りません。

私達当会は、長崎市の理事者に、養生所バ長崎)医学校等遺跡の連続性のある歴史と遺跡の実態に対して、文化財としての保護の措置を明治元
年の精得館に至るまでと限定する、その理由乃至根拠を確認の為に問い合わせていますが、今日迄、回示がありません。

2020年(令和2年)2月25日長崎市は、養生所バ長崎)医学校等遺跡としての土地、即ち、旧長崎市立佐古小学校の敷地に、長崎市が計画した
長崎市立仁田佐古小学校にっいて、土地を掘削して校舎等施設を新築し、また、医学校の敷地の形成と共に形成された当該遺跡である当該建物
敷地の外周道路にっいて遺跡を掘削して拡幅し、当該施設の当該小学校への供用を開始しまけ品

当該の開発工事に於いて、当該の遺跡を構成する大量の土砂と保存を措置しない機造物並びに遺物たる石材が撤去され廃棄され、即ち、長崎市
が文化財として措置しない遺跡の要棄が大量に破壊され、撤去され、滅失しました。

2020年(令和2年)4月6日長崎市は、養生所/(喪崎)医学校等遺跡、即ち、畏崎市立仁田佐古小学校數地の一画に、独立した施設として「長崎
(小島)養生所跡資料館」を開館しました。
2020年(令和2年)4月10日金曜日から5月31日日曜日まで、「長崎(小島)養生所跡資料館」は、新型コロナウィルス感染症対策の為に臨時休
館し、6月1日月曜日の休館日の後、2020年(令和2年)6月2日火曜日から再開しました。

(2)新型コロナウイルス感染症(C0ⅥD-19)の蔓延

2019年(令和元年)12月に中国武漠に発した新型コロナウィルス感染症(C0ⅥD-19)は、世界に拡散し、2020年(令和2年)5月には、先進
国を中心に感染拡大が小康状態となり、世界で経済活動の再開が相次いでいますが、感染の第二波第三波が懸念され、私達人頴の日常生活に
於ける社会的な感染予防行動、即ち、新常態(ニュー・ノーマル:N6W NormaDが提唱されています。
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2.提案と要望

a)前提とする提案と要望

私達当会は、皆様に、養生所ノ(長崎)医学校等遺跡にっいて、当該遺跡が遺跡であることより、当該遺跡の全域を、専ら、遺跡として、遺跡の実態
並びに関連事象にっいて調査し保存L遺跡の原状を回復し継承し活用し公開L情報発信し整備保全すること、を提案し要望します0

私達当会は、当該地に於ける、人類の活勳上の共時的通時的な差異にっいて、長崎市立仁田佐古小学校としての事象にあると云うよりほ、養生
所/(長崎)医学校等としての事魚にある、と仮定します。
私達当会は、当該の差異により、当該地に於いて、長崎市立仁田佐古小学校の運営より、養生所/(長崎)医学校等の遺跡を選択します。

(2)当該遺跡に関係する事象を踏まえた提案と要望

私達当会は、皆様に、養生所八長崎)医学校等遺跡にっいて、畏崎市による養生所バ長崎)医学校等遺跡に関する遺跡の保存と開発行為の調整
の実態、並びに、新型コロナウィルス感染症(C0ⅥD-19)の蔓延、その他の社会的事叡を踏まえ、以下、提案し要望します0

①私達当会は、皆様に、長崎市立仁田佐古小学校にっいて、予て、旧長崎市立佐古小学校地よりも現代に於ける小学校適地であると提案し要
望する旧長崎市立仁田小学校地、その他の候補地に、運営すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、長崎市立仁田佐古小学校の敷地と施設にっいて、恒久的な、感染症対応施設として転用すること、を提案し要望します0
私達当会は、喪崎地域に於けるホテル等民間その他施設の感染症対応への運用にっいて、時限釣な措置であり、通時的な限界を有する、と仮定
します。

私達当会は、養生所八長崎)医学校等遺跡に於ける感染症対応施設の運用にっいて、医学校及び病院、並びに、梅毒病院である遣跡としての土
地の利用の履歴の承継に一致する、と認識Lます。
私達当会は、日本の近世末期に、近代菌洋病院の適地として選定された丘の上の当該地は、現代でも通気や日照、又、景観の展望の点で、療養
所又病院としての適性を維持している、と仮定します。

③私達当会は、皆様に、養生所バ長崎)医学校等遺跡に於ける感染症対策施設にっいて、平時は、これを、地球の各地域の人類の長崎地域訪
問への、「ゲストハウス」として運用すること、を提案し要望します。

④私達当会は、皆様に、漸次、滅失した遺跡としての実態にっいて、漸次、原状を回復、又は、原状の素材と工法と形態に於いて模造し、又は、
資料により復元し、遺跡の遺跡としての特異性、又は、個別性を表象すること、を提案し要望します。

⑤『医と生と死の博物館』の開設

私達当会は、皆様に、長崎市による既設の「長崎(小島)養生所跡資料館」と連動して、新たに、養生所バ長崎)医学校等遺跡の土地又は近隣土
地その他の土地を候補地として、『医と生と死の博物館』を開設設置すること、を提案し要望します。

私達当会は、『医と生と死の博物館』にっいて、人類の医学との行為、並びに、人類並びに他の生命体の生と存在と死、又、絶滅、その実態、これ
等の相互の関係、並びに、これ等に閲する人類による把握、意義、その是非、にっいて、考察L、提示する事象である、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、現生人顛の21世紀と22世紀、私達人類が、私達人類の科学と技術の結合により、私達人類の身体能力の延
長、並びに、私達人類と諸事象の関係性の再確認と再生産に於いて、人類種としての個体の限界を大きく地球規模を以て超越する現代、に於い
て、"人類とは何か?"、そしてその姿の模索が続き、私達人類は、之に答えなくてはならない、と仮定します。

私達当会は、『医と生と死の博物館』にっいて、私達人類が、"人類とは何か?"、そしてその姿への解答に寄与する、と仮定します0

私達当会は、現代の日本の都市と市街にっいて、人類又他の生命体の死を許容せず撥ねる、と仮定します。
私達当会は、現代の日本の都市と市街にっいて、重油による火葬、核家族化、コンクリートと鉄とアスファルトが、人類並びに他の生命体に於ける
それぞれの生と死を分断し断絶する、と仮定します。
私達当会は、私達人類が、医を以て、又、他の事象により、人類並びに他の生命体の生と死を語り、提示する意義は、茲にもある、と仮定します0

私達当会は、私達人類が、日本の近代西洋医学受容の地である長崎の地に於ける日本で最初の近代病院と近代医学教育の最初の専用施設で
あり、日本の近代医学を近世末期と近代を通貫して実施した遺跡である「養生所バ長崎)医学校等遺跡」に関係して、世界に関わる人類に於いて、
医を以て、又、他の事象により、人類並びに他の生命体の生と死を語り、提示することにっいて、私達人類の、当該遺跡に関する事象の承継に合
致する、と仮定します。

(3)その他の提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡、他の文化財、遺産、にっいて、「ダークツーリズム」の概念を人類の基層と認識し、之に従い行為する二と、を提案し要
望します。

私達当会は、「ダークッーリズム」の概念にっいて、当該の事象に関L、私達人類に対する共感、又は、説得力や訴求力、強度、を生起する、と仮
定します。
(参考:『遺跡に関するMEMORANDUM』(2020年(令和2年)7月4日土曜日の項) 2020年(令和2年)7月4日土曜日養生所を考える

会代表池知和恭、『遺跡に闘するMEMORANDUM』;情報編 2020年(令和2年)7月4日土曜日養生所を考える会代表池知和恭、『幻
冬舎新書506 ダークッーリズム悲しみの記憶を巡る旅』二0一八年七月三十日第一刷発行著者井出明発行人見城撤編集人心儀保
博発行所株式会社幻冬舎ブッウデザイン鈴木成ーデザイン室印刷・製本所株式会社光邦)
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『長崎地域の近代現代の遺跡』V.

1.経緯

私達当会は、日本地域にっいて、中世の14世紀頃、社会上の認識の転換が起こり現代への基盤が形成され、中世末期の
15世紀末から16世紀末の戦国時代、安土桃山時代に、中国文明、アジア地域の諸文明、並びに、西欧文明由来の新しい
文化が開花し受容され、同時に、社会的な近代化が進展した、と仮定します。
私達当会は、日本地域にっいて、17世紀に、徳川氏の公儀が成立し、19世紀に至る、徳川の平和炉ヨX Tokugawang
パックス.トクガワーナ:慶長八年二月十二日(1603年3月24日徳川家康征夷大将軍に任命される一慶應三年十月十四日
(1867年11月9日)大政奉還、但し、島原の乱:寛永十四年十月二十五日(1637年12月11日)から寛永十五年二月二十八
日(1638年4月12日)あり)を実現した、と仮定します。
私達当会は、日本地域にっいて、近世に於いて、徳川氏の公儀を通して、長崎地域が、唯一の西欧文明地域との交易の拠
点となり、民間を経由して、日本各地に、西欧文明由来の事魚が摂取された、と仮定します。

私達当会は、西欧文明の地域にっいて、11世紀末から十五世紀末に十字軍が起こり、東方の中東の文明の摂取が始まり、
14世紀から16世紀に後の19世紀に云うルネサンス(文芸復興、仏:RenaissanC8:再生、人間性開放)との事象がイタリ
アの都市に発して起こり、西欧社会に近代の萌芽が出現し、16世紀に宗教改革が起こり、18世紀に、人類の技術と人類の
科学が結合し、科学技術が成立し、同時に、人類の理性を考察する処、人類の社会と地球の諸事魚並びにその関係性に於
いて、人類は、人類の技術により人類にとっての利便を獲得しっつ、人類の身体性と地球の自然を超越して影響を付与する
こととなり、又、事象は人類の地球規模の世界に拡散しつつぁる、と仮定します。

私達当会は、日本地域にっいて、19世紀の幕末に於いて、科学と科学技術の理解と摂取にっいて、体系的な理解に及ぱ
ず、部分的な理解と摂取が試行されていた処、徳川氏の幕府が、その鎖国政策の解除、日本の開国を考察し、日本の国家
として、初めて、西洋文明に於ける科学と科学技術の体系的な理解と摂取を試行した、と仮定します。
私達当会は、徳川氏の幕府の日本の国家としての初めての西洋文明に於ける科学と科学技術の体系的な理解と摂取への
試行は、近代西洋式海軍の創設の形態を以って行為され、オランダ王国の協働によって成立した、即ち、長崎地域に於いて
行為した、長崎海軍伝習が之である、と仮定します。

0『長崎海軍伝習所』(中公新婁10241991年5月25日発行著者藤井哲発行所中央公論ネ幻は以下記します0
nX 明治の科学技術近代化の核となったオランダ海軍伝習カッテンディケは、その報告書に書いた所感で「海軍の勤務

ペを実際に目指していると思われる伝習生はほとんどいない」と述べていたが、まずそのことを見てみよう。海軍
●●●●■

ルスライケンは、日本人は「好奇心の赴くまままったく無秩序・衝動的」1こ知識をもとめたがると、嘆いていたが、この国民的
傾向は、日本人の短所であるとともに一面長所でもあった。伝習所で無秩序・衝動的に求めたいろいろな分野の知識が、明
治になって、日本の科学技術の近代化の核として大いに役立っことになった。以下、このことにっいて述べておこう。

明治維数学教育灯台と水路図誌天文台と気象台造船・重機械工業
●●●●■■●●巨■●,岡,■巨■■畢■●'■●●

新というのは日本的革命であっナニ。なるほど人心の一新には効果があったが、文化的に幕府時代と明治時代の境に断絶が
あったわけではない。特に文化的脱亜入欧は、幕末の長崎海軍伝習所でスタートし、それが明治時代におおいに加速したの
である。事実、明治十年代までは、その担い手が伝習所出身者であったことは、本章であらまし述べた通りである。」(P160・
P1乃、注仂ツテンディケは第二次長崎海軍伝習教官隊長ぺルスライケンは第一次長崎海軍伝習教官隊長)

【2020年【令和2年)7月9日*堺白養生所を考える会代表池知和恭)

安政二年十月二十二日(1855年12月1日)徳川幕府が第一次長崎海軍伝習によって幕府の近代西洋海軍を創設した後、日
本の海軍の動向は、江戸築地の講武所のなかに軍艦教授所を開設、第二次長崎海軍伝習の実施又長崎海軍伝習の閉鎖、
軍艦教授所を軍艦操練所と改称、軍艦所、海軍所、明治政府が海陸軍事務科を設置、以降、軍防事務局、軍務官、兵部省、
海軍操練所を亰京築地の元芸州屋敷内に創立開設、兵部省に海軍掛と陸軍掛を設置、海軍操練所を海軍兵学寮と改称、
陸軍省.海軍省(海軍本省を東京築地の尾張別邸に創立)を設置、海軍兵学校が海軍兵学寮を改称して開校、陸軍大臣'海
軍大臣を設置、明治21年(1邪8年)海軍兵学校が呉市の呉鎮守府に近接した広島県の安芸郡江田島町(現在の江田島市)
に移転、昭和18年(1943年)海軍兵学校岩国分校が開校、昭和19年(1944年)海軍兵学校大原分校、舞鶴分校が開校(海
軍機関学校を廃止、兵学校に統合され、海軍兵学校舞鶴分校となる(兵機一系化)、但し、「機関学校」の名称は横須賀大楠
に既設の海軍工機学枝が改正して継承)、昭和20年(1945年)海軍兵学校針尾分校が開枝、昭和20年(19'年)7月海軍
兵学校針尾分校が防府の通信学校に疎開して閉校、昭和20年(1945年)12月1日までに海軍兵学校の全校が廃校となる、
と推移します。
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Ovvikipedie「大日本帝国海軍」最終更新2020年7月1日(水)21:00 は以下記します0
〔概要〕.ーー日本はそもそも四方を海洋に囲まれている海洋国家であるため、日本海軍は西太平洋の制海権を確保
することにより敵戦力を本土に近づけないことを基本的な戦略として、不脅威・不侵略を原則としてきた。また、一方でイギリ
ス海軍に大きな影響を受けていたため、戦闘においては好戦的な姿勢を尊び「見敵必殺」を旨として積極的攻勢の風潮が
あった。海軍の戦略戦術研究の功労者として佐藤鉄太郎中将が挙げられる。明治末期から昭和にわたり海軍の兵術思
想の研究に携わり、その基礎を築いた。1907年(明治40年)に『帝国国防史論』を著述し、「帝国国防の目的は他の諸国と
はその趣を異にするが故に、必ずまず防守自衛を旨として国体を永遠に護持しなけれぱならない」と述べ、日本の軍事戦略
や軍事力建設計画に影響を与えた。その一方で帝国陸軍とは関係が悪く、しぱしば官僚的な縄張り争いによって対立を見

■●巨■■

^0

〔略史〕伝承によると古代史における神武天皇の船出の地(詳しくは神武東征を参照)、宮崎県日向市美々津が日本海軍
発祥の地とされており、美々津港には海軍大臣米内光政による「日本海軍発祥の地」碑が現存している。一方直接の祖
先と言えるのは中世より日本史上に姿をあらわす水軍である。徳川家の配下であった幕府水軍は一度廃れたが、幕末に幕
府海軍となって強化された。幕府海軍は当時、国内最強の海軍であった。その後、諸藩の水軍とともに、多くが初期の日本
海軍に合流した。江戸時代の幕藩体制においては鎖国が行われ、諸藩の大船製造は禁止されていたが、各地に外国船
が来航して通商を求める事件が頻発するようになると、幕府や諸藩は海防強化を行うよう1こなる。軍艦奉行、長崎海軍伝習
所が設置され、開国が行われたのちの1860年には咸臨丸がアメリカに派遣される。1864年(元治元年)1こは初の観艦式
が行われる。大政奉還、王政復古、戊辰戦争を経て成立した明治政府は、幕府が建設途中であった横須賀造船所などの
機関を接収.継承し、幕府や諸藩、海援隊の人員を加えっつ、装備を整理・編成したのが基礎になる。 1870年(明治3
年)に陸海軍が分離され、1872年(明治5年)に海軍省が東京築地に設置される。初期には川村純義と勝海舟が指導する。
1876年(明治9年)に海軍兵学校、1893年(明治26年)5月には軍令部をそれぞれ設置する。明治初期には陸軍に対して
海軍が主であったが、西南戦争により政府内で薩摩藩閥が退行すると、陸軍重点主義が取られるようになる。

●■●旦■

Owikiped治「大日本帝国陸軍」最終更新2020年7月6日(月)10:仍は以下記します0
〔略史〕<創成期>帝国陸軍の起源は、明治維新後の1871年(明治四年)に薩摩・長州・土佐から徴集され組織された
天皇直属の御親兵である(陸軍省が正式に発足するのは1872年4月(明治五年二月)の兵部省改組による)。この兵力を
背景にして廃藩置県を背景にして廃藩置県を断行しナニ。御親兵はその後、近衡と改称された。その時点では士族が将兵の
中心であったが、将来は徴兵制による軍備を目標としていた。この創成期の帝国陸軍では大村益次郎が兵部省兵部大輔と
して主に兵制の基礎を構築し、士族による軍制から徴兵制度による国民兵制への移行を目指した。この近代的な兵制改革
を提唱したことから、大村は帝国陸軍建設の中心人物と評されるようになった。大村が暗殺されるとその後を山縣有朋が継
承し、1874年(明治7年)1月に徴兵令を発布し同年4月に東京鎮台に初の徴兵による兵卒が入営した。しかし、近衛は
徴兵制を武士を冒涜するものと不満を募らせ、征韓論による西郷隆盛の下野を機に将枝兵卒が大量に辞職しナ=。当初は専
ら国内の治安維持、叛乱勢力の鎮圧(佐賀の乱、神風連の乱、西南戦争ほか)などを担った。当初、兵部省は、1871年に
東京.大阪の2個鎮台を置き、遅れて鎮西鎮台、東北鎮台を設置した。陸軍省と改まった後の1873年(明治6年)にほ全国
を6個の軍管(東京.仙台.名古屋.大阪・広島・熊本)に分けて、それぞれに1個ずっの鎮台を置き反乱士族の鎮圧などに当
たった。1888年佃月j台21年)1こ6個鎮台はそのまま師団に改編され、それぞれ第一師団、第二師団、第三飾団、第四師団、
第五飾団、第六師団に改編し旧鎮台地に衛戌し、近衛は近衛師団となり禁関守護・鳳暈供奉を主任務とすることとなった。
<外征期> 1874年の台湾出兵以降、徐々に外征軍としての機能が強化され、普仏戦争に勝利して世界的に注目を集め
ていたプロセイン陸軍のメッケル参謀少佐が1885年(明治18年)に陸軍大学校教授として招請され、その助言を受けて18
86年(明治19年)に大山巌らによる改革が進められた。この時期に帝国陸軍は大きく変化し、1888年(明治21)年にフラン
ス陸軍を範にとった拠点守備を重視した鎮台制から、後方支援部隊を組み込んで機勳性の高い師団を運用する積極防御を
重視したプロセイン式への改組が行われた。 1894年(明治27年)の日清戦争開戰時には常設師団は7個であったが、
日清戦争後の1898年(明治31年)に常設師団6個師団(第7師団・第8師団・第9師団・第10師団.第11師団'第12師団)
が増設された。 ■■●■●

/

昭和20年(1945年)8月6日午前8時15分アメリカ軍が北マリアナ諸島テニアン島北部のノースフィールド飛行場(ハゴイ飛
行場.牛(ウシ)飛行場)からアメリカ陸軍航空軍第509混成部隊第393爆撃戦隊所属のB29爆撃機「エノラ.ゲイ(Enola
Gay)」(ビクターナンバー82、機体番号44-86292)により、高度9,600メートル{こて、広島市に原子爆弾ガンバレル型
ウラニウム活性実弾LTI Ma永.1核爆弾コードネーム「りトルボーイ(Li廿10 Boy)」(ウラン235:TNT火薬15, ooot(15
kt)相当)を投下し、当該核爆弾は地上60omで咋裂、広島地域は被爆壊滅

昭和20年(1945年)8月9日午前11時02分アメリカ軍が北マリアナ諸島テニアン島北部のノースフィールド飛行場(ハゴイ
飛行場.牛(ウシ)飛行場)からアメリカ陸軍航空軍第509混成部隊所属の日29爆撃機「ボツクスカー(Boosoae」(ビクター
ナンバーフフ、機体番号44-27297)により、高度9,600メートルにて、長崎市に原子爆弾インプロージヨン方式プルトニ
ウム活性実弾F31正式名称マーク3(Mk.3)核爆弾コードネーム「ファットマン(Fat Man)」(プルトニウム239:TNT火薬
22,ooot(22kt)相当)を投下し、当該核爆弾は地上50omで咋裂、長崎地域は被爆壊滅
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2.提案と要望

私達当会は、長崎地域にっいて、日本地域の東アジア地域の文化と文明、並びに、西欧の文化と文明、その思想と行為、その技術、その
科学、その科学技術の交流と摂取と導入にっいて、長崎の自然と、地勢、社会上の交易体制に於いて、古来より、経験を蓄積する処、日
本の中世の末期、戦国時代と桃山時代にかけて、戦国大名の領国経営と、統一国家的な関係性の再構築の過程で、従来に増して新しい
拠点となり、近世に於いて、徳川氏の公儀による後に云う「鎖国」政策の下に、全国的に限定される国際交流の四っの口のうち、唯一、正
規の西欧世界の対応窓口となり、長崎地域に於ける西欧世界と日本世界の限られた接触は、唐通事、蘭通詞、民問を経由して、長崎地
域に蓄積され唄咽され、又、日本の各方面、各地域へ拡散し伝播し吸収され、徳川氏の幕府は、幕末の日本開国に際して、近代西洋の科
学を基盤とする技術に由来する近代西洋海軍とその教育の創設を事とし、オランダ王国の協働を得て長崎海軍伝習の実施として之を成
立し近代海軍を創設、陸軍関係にっいては江戸築地に講武所を開設、海軍拠点を関東に移す為、築地の講武所内に軍艦教授所を設置、
第二次長崎海軍伝習では、海軍軍事と科学技術と医学に於いて、海輩の伝習と軍船の増強、長崎製鉄所の着工と伝習、医学伝習の開始
を実現し、初期的な成果を形成、日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団を派遣、築地の講武所を小川町に移転、長崎で養
生所を創始、オランダ海軍留学生を派遣、フランスを背景に横浜製鉄所と横須賀製鉄所を計画、軍艦教授所を軍艦操練所と改称、神戸海
軍操練所を設置、横浜製鉄所起工、アメリカ南北戦争勃発、神戸海軍操練所廃止、アメリカ南北戦争終結、養生所を精得館と改称、横浜
製鉄所竣工、横須賀製鉄所起工、精得館に分析窮理所を設置、築地の軍艦操練所を海軍所と改称、小川町の講武所を陸軍所と改称、小
規模ながら新しい伝習を企画、陸軍をフランスにより三兵伝習開始、海軍をイギリスにより準備、大政奉還、徳川慶喜将軍職を辞職、海軍
のイギリス伝習開始又納会、鳥羽伏見の戦が勃発、幕府は、勝安房守を陸軍総裁、矢田堀景蔵を海軍総裁に任命、勝安房守はフランス
伝習イギリス伝習を解約、江戸開城、新政府は東久世中将により仏教師陣英教師陣を帰国させる、これ等の施策は他の領域に技術と効
果を移転し、又、西洋文明の世界の人類との交際は、日本の人類の、自由、平等、博愛、経済、法制、憲法等の西欧世界の社会の概念の
在り方への理解の契機となった、明治新政府は、これ等の幕府の功縦を継承しっつ各藩諸方面の勢力の再構成統合に尽力し、近代の官
制を制定して諸方面への展開を図り、対西洋外交と共に対李氏朝鮮対清外交に務め、海軍はオランダの経験を継承しっつイギリスに範を
執り又海軍教育を築地から広島地域の江田島に移転整備、一方、陸軍は引き続きフランスに範を執り漸次鎮台制を拡充し又徴兵制を導
入、又、征台の役を契機に、陸軍は外征軍としての機能を強化、又、普仏戦争でのプロセインの勝利に、之を範とし、フランスに由来する拠
点守備を重視する鎮台制からプロセインに由来する機動力を重視した師団制へと転換、国際社会の近代の帝国主義に対応し、東アジア
での地域的な複數の戦役に勝利を収める処、第二次世界大戦ではアジア大陸で苦戦し太平洋地域に劣勢を喫し、連合国のアメリカによる
広島と甚崎による核爆弾の投下により、日本の近代は終稀、日本の時代区分としての近代の僅か77年の展開は准目である処、長崎地
域に始まる日本の近代への営為は、戦場での自他に及ぷ大量の悲劇、日本各地への大規樓な空爆、さらに、広島地域と畏崎地域への核
爆弾による被災により、国際社会に於いて、完全に漬えた、と表現し得る、その営為は深刻な問題を内包していたと考え得る、と仮定しま
す。

私達当会は、長崎地域又その人麺にっいて、日本の近代並びに現代たる事象、又、その世界に於ける関係性に関し、常に、之を、世界の
事象に於いて、再確認し、言及し、発信し、之を行為し続ける、その責任と義務と権利を有する、と仮定します0

私達当会は、長崎地域の近代と現代に関する遺跡にっいて、〔近代の導入〕:例えぱ、出島遺跡、長崎海軍伝習遺跡群(長崎具行書西役
所等遺跡群)並びに長崎製鉄所遺跡群並ぴに医学伝習遺跡群並びに養生所バ長崎)医学校等遺跡群、長崎奉行所立山役所一帯遺跡群、
長崎の丘遺跡、又、旧市街遺跡、小曽根築地遺跡、外国人居留地遺跡、築地並びに岸壁遺跡群、〔近代への整備、又は、近代への動力、
又は、近代に於ける人類の活動〕:例えぱ、治水遺跡群、水道遺跡群、土地埋設拡張又岸壁等遺跡群、塵芥集積場遺跡群(例えぱ、金鍔
谷(次兵衛谷)遺跡群)、近代軍事遺跡群、近代行政警察遺跡群、近代産業遺跡群、近代に於ける人類の活動の遺跡群、〔近代の終篶〕:
例えぱ、萇崎空爆、長崎核爆弾被爆遺跡群、〔現代〕:例えぱ、戦後復興遺跡群、現代社会産業遺跡群、新しく構成される現代に於ける人
類の活動の遺跡群、を仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の遺跡にっいて、特に大規模な遺跡又は遺跡群に対して、漸次、又は、契機により、速やかに、遺跡として、遺
跡の実態並びに関連亭象を謂査し保存し遺跡を原状回復し継承し活用し公開し情報発信し整備保全すること、を提案し要望します0

私達当会は、皆様に、〔近代の導入〕〔近代への整備、又は、近代への動力、又は、近代たるの活動〕〔近代の終稀〕〔現代〕に重複し重層
する遺跡として、例えぱ、出島遺跡、長崎海軍伝習遺跡群並びに長崎製鉄所遺跡群並びに医学伝習遺跡群並びに養生所バ長崎)医学校
等遺跡群、長崎の丘、立山遺跡群、小曽根築地遺跡、外国人居留地遺跡、長崎地域の旧市街集落田畑山林河川水路道路空地遺跡群、
浦上天主堂一帯遺跡群、長崎大学その他学校等公園空地社会行政遺跡群、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場遺跡、他産業遺
跡群、土地の造形等、にっいて、速やかに、遺跡として、遺跡の実態並びに関連事象を調査し保存し遺跡を原状回復し継承し活用し公開
し情報発信し整備保全すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域にっいて、日本の近代並ぴに現代たる事象、又、その世界に於ける関係性に関し、常に、之を、世界の亭
象に於いて、遺跡たる事実を基盤に、再確認し、言及し、発信し、之を行為し続ける事、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡の当該の遺跡たる事実にっいて、之を、遺跡の真正性で島る、遺跡の真正性のみが、当該の事象の真正性を証徴し表
象し得る、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類の記憶、記録、意図、並びに、知の体系をも凌駕し、唯一、人類のパラダイム'シフト(paredi宮m s
h1田の過去、現在、未来の全体像を示唆L得る道標であり証徴であり事録である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類にとって、人類の営為の歩みの忘却による不可逆性に対する、私達人類世界に於ける唯一の、可
逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類に発し、人類に帰結する、人類に由来する事象として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本である、
と仮定します。
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3.関連する年譜

安政二年六月八日(1855年7月21日)第一次長崎海軍伝習派遣隊司令官ファビウス中佐(ヘデー号に搭乗)と訪日国王使節であ
る国王侍従長ファン.りンデン伯爵とファンリνレデンブルック男爵及び(第一次)長崎海軍伝習教官隊長崎港に入港(艦長ぺル
ス.ライケン大尉(伝習教官隊長)以下伝習教官22名、スーンビン号:改名観光丸着:三本マスト・バーク型木造外車蒸気船(コ
ルベット))、安政二年六月十一日(1855年7月24日)クルチウスは「和蘭国王ゴロートヘルトルファンリュクセムビユルグより献貢
物として蒸気船スームビング捧げ奉り候」と申出、スーンビン号をオランダ国王ウィレム三世の名において幕府に贈=、幕府は直
ちにこれを観光丸と改称、第一次海軍伝習は観光丸を練習艦に用いる、安政二年十月九日(1855年11月)老中首座阿倍正弘は
堀田正睦を老中に起用し老中首座を譲渡、長崎海軍伝習にっいて佐賀藩(四十六人)福岡藩(二十八人)薩摩藩(十ハ人)熊本
藩(五人)萩藩(十五人)津藩(十二人)福山藩(四人)掛川藩(一人)も伝習生を送り、十月に幕府派遣の伝習生が長崎に到着、
安政二年十月二十二日住855年12月1日)(第一次)長崎海軍伝習開所式挙行、安政二年十二月二十三日(1856年1月30日)日
蘭和親条約を長崎で締結、安政三年四月二十五日(1856年)幕府は築地に講武場を開設、安政四年三月一日(玲57年3月26
日)永井玄蕃頭尚志以下幕府第一期生の卒業式を挙行、安政四年三月四日(1857年3月29日)幕府は永井玄蕃頭尚志以下幕
府第一期生にっいて長崎を出港させ(艦長矢田掘景蔵:観光丸発)これを江戸に引揚、安政四年三月二十六日(1857年4月)矢
田掘景蔵等品川に到着、安政四年閏五月(1857年)幕府は築地の講武所内に軍艦教授所を開設、安政四年六月十七日(1857
年8月6日)老中阿部正弘が死去、安政四年七月十九日(1857年)軍艦操練教授所(軍艦教授所より改称、後、軍艦操練所と改
称)稽古始、安政四年八月四日(1857年9月21日)タ刻第二次長崎海軍伝習教官隊長崎港外高鉾島近海に碇泊(艦長カツテン
ディーケ大尉(伝習教官隊長)以下伝習教官37名、ヤパン号.改名威臨丸着:遡る嘉永七年九月(1854年11月)に幕府がオラン
ダ政府に発注:三本マスト,バーク型木造内車蒸気艦(ニルベット)、備砲十二門、百馬力、長さ二十七問半、幅四間)、安政四年
八月玉日(1857年9月22日)第二次長崎海軍伝習教官隊長崎に入港、出島に上陸、直ちに、長崎奉行荒尾石見守はオランダ商
館長立合のもとにヤパン号を十万ドルで受取り、威臨丸と改称、安政四年八月二十九日(1857年10月16日)日蘭追加条約を長
崎で締結、安政四年九月十玉日(1857年11月1臼)第二次長崎海軍伝習教官隊第一次教官隊より引き継ぎ、安政四年九月二十
六日(1857年11月12日)ボンぺは長崎奉行所西役所で就任披露講演をなす、安政四年九月二十七日(1857年11月13日)ボンペ
は長崎奉行所西役所で医学の講義を開始、安政四年十月十日(1857年11月26日)幕府はハルデスにより長崎製鉄所を起工、
安政五年四月二十三日(1858年)井伊直弼が大老に就任、安政玉年五月十一日(1858年6月21日)幕府第二期生第一期生残留
組鵬翔丸を江戸の軍艦教授所へ回航(艦長伊沢謹吾)、安政五年六月十九日住858年7月29日)日米修好通商条約調印神奈
川沖小柴のポーハタン号、安政玉年六月二十三日(1858年8月2日)堀田正睦が老中を罷免される、安政五年七月六日(1858年
8月14日)第十三代征夷大将軍徳川家定が病死、長期に亘る服裏、安政五年七月八日(1858年8月16日)幕府は蘭方医の学習
を公許、安政五年七月十日(1858年8月18日)日蘭修好通商条約江戸で締結、安政六年正月五日(1859年2月7日)勝鹸太郎
(艦長)朝陽丸で江戸に出航、安政六年二月六日(1859年)長崎奉行はオランダ弁務官に海軍伝習中止の内密の予告をなす、
安政六年四月(1859年5月1日)幕府は幕府伝習生全員を江戸に引揚げ、安政六年十月十日(1859年11月4日)第二次長崎海軍
伝習教官隊カッテンディーケ以下、オランダ商船ポスティロン号に乗船して、咸臨丸に先導され、礼砲の轟くなか長崎を出帆し
ジャワを目指して帰国、二のときまでに幕府海軍が所有する蒸気艦は、観光丸、威臨丸、朝陽丸、蟠龍丸の四隻、安政七年正月
十三日(18印年2月4日)日米修好通商条約批准害交換のための遣米使節団の随伴隊が品川沖を出航(司令官木村図書守喜
毅、艦長勝談太郎、威臨丸に乗船)、安政七年正月十九日(1860年2月10日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節
団の随伴隊が浦賀を出港(薪水積込完了)、安政七年正月二十二日(1860年2月13日)日米修好通商条約批准喜交換のための
遣米使節団が品川沖を出航(正使外国御奉行新見豊前守、副使外国御奉行村垣淡路守、御目付小栗豊後守、アメリカ軍艦ポー
ハタン号に乗船)、安政七年正月二+九日(18印年2月20日)幕府は小川町講武所にっいて大目付御目付「此度小川町江講武
所引移、来る廿七臼より剣鎗砲三術之外、弓術柔術も相始候二付、ー・」と達、安政七年二月二十六日(1860年3月17日)日米修
好通商条約批准塞交換のための遺米使節団の随伴隊がサンフランシスコに入港、安政七年三見三日(1860年3月24日)井伊直
弼死去(享年46歳、櫻田門外の坐)、安政七年三月九日(1860年3月30日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団
がサンフランシスコに到着、安政七年三月十八日(1860年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団がサンフランシ
スコを出港、万延元年閏三月十九日(18印年)日米修好通商条約批准塞交換のための遣米使節団の随伴隊がサンフランシスコ
を出港、万延元年閏三月二十五日(1860年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団が首都ワシントンに到着、万延
元年五月五日(18印年)日米修好通商条約批准喜交換のための遣米使節団の随伴隊が浦賀へ帰還、万延元年六月十三日
(18印年)日米修好通商条約批准喜交換のための遣米使節団が帰路に就く(アメリカ軍艦ナイアガラ号に乗船)、万延元年九月
二十七日(1860年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団横浜に到着しただちに品川沖に廻漕、万延元年九月二
十八日(18印年)日米修好通商条約批准喜交換のための遣米使節団上陸、万延元年九月二十八日(1860年)日米修好通商条
約批准書交換のための遺米使節団登城、1861年4月12日アメリカ南北戦争開始(南軍は連邦のサムター要塞を攻撃)、文
久元年三月二十五日(1861年5月4日)長崎製鉄所第一期工事竣工(艦装岸壁完成)、文久元年三月二十九日住861年5月8日)
ハルデスが長崎を出港帰国、文久元年七月一日(1861年8月6日)長崎市街の南の佐古の丘に養生所(病院及ぴ医学所)が落
成、文久元年八月十六日(1861年9月20日)養生所が開院、文久二年九月十日(1862年11月1日)ポンぺはオランダ商船ヤコブ'
エン.アンナ号に搭乗し、上海、香港、シンガポール経由で母国に向かう、文久二年九月十一ea862年11月2日)日本最初のオ
ランダ海軍留学生がオランダ商船カリップス号に搭乗し出航(15名:内、養生所より伊東玄伯と林研海が随員として参加)、186
3年1月1日アメリカ大統領りンカーンが奴隷解放宣言を公布、文久三年四月(1863年6月)第14代将軍徳川家茂勝海舟に神
戸村内生田川河口に海軍の操練局開設の許可、文久四年二月(文久四年二月二十日に元治に改元、1864年)神戸海軍操練所
外周の土手を除いて竣工(勝海舟の幕府や諸藩の垣根を超えた日本の「一大共有の海局」の構想、ニツ茶屋村の網屋吉兵衛
が築造した船たで場を利用、総坪数1万7137坪(約5.7ha)、後に幕府はこの敷地を取り込んで外国人居留地を建設)、元治
元年三月十日(1864年4月15日)夜軍艦操線所は築地の西本願寺付近の出火で類焼消失、元治元年三月二十一日(1864年4月
26日)堀田正睦死去、元治元年三月二十七日(1864年5月)軍艦操練所は同所南隣増地元松平安芸守屋敷内仮稽古所にて稚
古開始(同月十日に焼失の為)、元治元年五月二十一日住864年)幕府は軍艦教授所を軍艦操練所と改称、元治元年玉月幕府
神戸海軍操練所を設置、元治元年八月住864年)横浜製鉄所起工、元治元年勝海舟軍艦奉行へ就任、元治元年十一月十日
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(1864年12月8日)幕府は勝海舟の軍艦奉行を罷免、寄合へ、1865年4月3日アメリカ南北戦争(アメリカ連口国首都りツチモン
ドが陥落)、元治二年三月十二日(1865年4月7日)幕府は神戸海軍操練所を廃止(支配の面々へ通知X元治二年三月九日説、
元治二年三月十九日説あり)、1865年4月9日アメリカ南北戦争終結(アボマトツクス・コートハウスの戦いが発生:ロバート'
E.リー将軍がユリシーズ.グラント将軍に降伏)、慶應元年四月上旬(六日から十日までの間、1865年)長崎奉行服部左衛門佐
常純は養生所を精得館と改称、慶應元年ハ月二十四日(1865年)横浜製鉄所竣工、慶應元年九月十六日(1865年11月4日)開
港勅許(兵庫開港を留保)、慶應元年九月二十七日(1865年)横須賀製鉄所起工式挙行、慶應元年十月十二日(1865年11月29
臼)幕府は山下金介を経て分析究理所を受取る、1865年12月18日アメリカ合衆国憲法修正第13条制定[奴隷制の禁止]、
慶應元年a865年)二の年薩摩藩薩摩藩御用商人山田宗次郎、若松屋善助の個人名義で当局へ「手軽のドツク取建願」を提出
(長崎の小菅地区に修船場を構想)、慶應二年六月(1866年)幕府「手軽のドツク取建願」を認可(戸町村小菅浦)、慶應二年六
月(1866年)軍艦操練所を海軍所と改称、慶應二年七月二十日(1866年8月29日)第十四代征夷大将軍徳川家茂死去(享年21
歳)、慶應二年十一月(1866年)小川町の講武所を陸軍所と改称、慶應二年十二月五臼(1866年)徳川慶喜第十五代征夷大将
軍に就任、慶應三年正月十三日(1867年)陸軍の三兵伝習の仏蘭西教師団シャノワン参謀大尉総督以下が飛脚船ぺりユーズ
号で横浜に到着、慶應三年正月十四日(1867年)陸軍の三兵伝習の仏蘭西教師団シャノワン参謀大尉総督以下が太田陣屋の
宿舎に入る、早速、歩騎砲三兵伝習を開始、慶應三年正月十七日a867年)老中松平周防守は大目付御目付へ「浜御殿地江海
軍所御取建之筈二候得とも、御普請出来迄、同所仮稽古所於て、明後十九日より海軍術稽古有之候".」と達、慶應三年五月
兵庫開港勅許、慶應三年六月十日住867年)陸軍の三兵伝習兵の内の騎兵を江戸表屯所へ引移、慶應三年ハ月十一日(1867
年)陸軍の三兵伝習兵の内の砲兵を江戸表屯所へ引移、慶應三年六月(1867年)陸軍所二おゐて三兵士目学校御取立"'と決
定(陸軍所を三兵士官学校とする)、慶應三年九月二十一日(1867年)陸軍の三兵伝習兵の内の歩兵を江戸表屯所へ引移、慶
應三年九月二十七日(1867年)英国士官による海軍伝習の教師教頭トレシーと教師士官ウィルソンが横浜に到着、慶應三年九
月二十八日(1867年)軍艦頭並伴鉄太郎が英国士官による海軍伝習の教師達に会う、慶應三年十月一日(1867年)軍艦奉行勝
安房守と海軍奉行並土岐肥前守が英国士官による海軍伝習の教頭トレシーと士官ウィルソンに合う、慶應三年十月六日(1867
年)英国士官による海軍伝習の教頭トレシー、士官ウィルソン、下等士官二名が伝習所(旧海軍所)の寄宿舎に入る、慶應三年
十月十四日(1867年11月9日)徳川慶喜大政奉還、慶應三年十月十五日(1867年11月10日)徳川慶喜の大政奉還を勅許、慶應
三年十月十六日(1867年11月11日)英国士官による海軍伝習の教師士官二名、下士官二名、水卒四名が横浜から来て教頭ト
レーシーの配下に入る、慶應三年十月二十四日(1867年11月19日)徳川慶喜将軍職辞職を朝廷に申出、慶應三年十一月一日
(1867年11月26日)幕府は大目付御目付に十五歳から三十玉歳までの者に「・・・三兵士官之学科伝習可被仰付候間一'」と達
(幕府は強制伝習に踏み切る)、慶應三年十一月七日(1867年)付坂本龍馬より陸奥源次郎宛書簡「長崎二於、比度取入候屋
鋪」(長崎の郷土史家福田忠昭氏はその場所を新町(現興善町)と指摘)、慶應三年十一月十八日(魯歴1867年12月11日)魯
西亜国新約定書江戸で調印交換即日施行、慶應三年十二月七日(1868年1月1日)兵庫港(神戸)開港、慶應三年十二月七
日(1868年1月1日)英国士官による海軍伝習の伝習生71名が築地の伝習所(元海軍所)へ入寮、慶應三年十二月九日(18飴年
1月3日)王政復古の大号令:徳川慶喜の将軍職辞職を勅許、慶應三年十二月十三日(18能年1月7印英国士目による海軍伝習
において伝習所に旗竿をたて英国教師による海軍伝習を開始、慶應三年十二月二十四日(1868年1月18日)英国士目による海
軍伝習は納会、慶應四年一月三日(1868年1月27日)鳥羽伏見の戦が勃発、慶應四年正月五日(18能年1月29日)英国士昌によ
る海軍伝習を再開、慶應四年一月十六臼(1868年2月9日)長崎奉行所西役所を会議所と改称、慶應四年正月二十三日(1868年
2月16日)幕府は、勝安房守を陸軍総裁とし、矢田堀景蔵を海軍総裁とする、慶應四年一月二十八日(1868年2月21日)新政府
は沢主水正宜嘉を九州鎮撫使兼外国亭務総督に任命、慶應四年二月一日(18能年2月お日)長崎裁判所を外浦町に設置、慶
應四年二月(1868年)精得館は新政府により長崎裁判所の管轄下となる、慶應四年二月十二日(18能年3月5日)英国公使パー
クスより国内戦争中でいづれにも教導はできなくなったので英国士官による海軍伝習の英国教師はひとまず横浜へ引き上げる
べき旨申L越す、慶應四年二月十五日(1868年3月8日)九州鎮撫使兼外国事務総督沢主水正宣嘉が長崎に到着、慶應四年二
月十七日(1868年3月10印長崎会議所を長崎裁判所と改称、慶應四年二月(1868年)陛軍総裁勝安房守が仏蘭西教頭シャノワ
ンと会い解約帰国を乞い快諾を得る、この後まもなく仏国教師は仏国公使ロセス(ロッシュ)の勧めに従い一同横浜に引揚げ、仏
蘭西教師による陸軍三兵の伝習は終了する、慶應四年二月(1868年)陸軍総裁勝安房守は英国公使パークスに談じ、海軍教頭
トレーシーに面語して「終二解約シテ帰途二就シム」、慶應四年三月七日(1868年3月30日)新政府は「西洋医術之儀是迄被止置
候得共自今其所長二於テハ御採用可有之被仰出候事」と布告、慶應四年三月十三日一十四日(1868年)勝海舟と西郷口之助
(隆盛)が会談、翌15日に予定の江戸城総攻撃を回避、慶應四年閏四月一日(1868年)明治政府は神奈川裁判所長目東久世
通禧.鍋島直大に横須賀製鉄所を受け取らせ判事寺島宗則・井関盛艮を主管とする、慶應四年閏四月八日(1868年)長崎新町
の済美館を広運館と改め、立山役所跡に移す、慶應四年四月十一日(1868年)江戸開城、慶應四年五月四日(18能年6月23
日)長崎裁判所を長崎府と改称、慶應四年七月九日水野忠徳憤激のなか病死(享年54歳)、慶應四年七月二十五日(1868年)
新政府は外国官准知事東久世中将の名をもって仏国陸軍三兵伝習の仏教師十八人の解任帰国を仏国公使ウートレーへ通達
する、慶應四年七月二十五日(1868年)新政府の外国事務局総裁東久世中将は英国士官の海軍伝習の英教師十余人の帰国
にっき英国公使パークスへ通達する、18能年9月15日英国公使パークスは東久世中将に書簡を以って英国士目による海軍伝
習の英教師の帰国を快諾する、慶應四年九月八日(18能年)よリ明治に改元、朋治元年十月十七日(1868年11月30日)精得館
を長崎府医学校(及ぴ病院)と改称、明治元年十一月(1868年)陸運三兵伝習の仏蘭西教師達は、幕軍に参加した伝習隊を援
助した砲兵大尉ブリューネとその腹心の伍長カズヌーブ・ブーフィエらを除き、帰国する、明治元年十二月六日(18能年)小菅修
船場落成(修船架Slip、way方式)、明治元年十二月七日(1868年)小菅修船場一番船としてグラバーの所有船が入架、明心
二年三月a8卵年)長崎府小菅修船場施設買上げに関し、中央当局へ伺い出上申(大浦製鉄所に付記載:大浦製鉄所は、そ
の頃長崎の大浦地区へ進出してきたイギリス系の造船業者ボイド社Boyd&CO.を指す、上海に根拠地、長崎に機関修理工
場として発足)、明治二年三月(18的年)政府小菅修船場を買い上げ、明治四年二月八日(1871年)横須賀製鉄所に第一万船
渠竣工、明治12年(1879年)5月21日立神船渠が完成して開渠式を挙行
( wiklpedla 「神戸海軍操練所」最終更新2020年1月9日(木)09:40、他)
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〔三職〕:慶應四年一月十七日(18能年2月10日)[総裁、議定、参与](新政府は総裁・議定・参与の三職を置き、摂政'関白'慕府等を廃絶のうえ、
内覧.勅問御人数.国事御用掛.議奏.武家伝奏.守護職.所司代を全て廃す)、慶應四年一月十七日(18能年2月10日)「三職七科の制」[総裁、議
定、参与、神粧享務科、内国事務科、外国事務科、海陸軍事務科、会計事務科、刑法事務科、制度寮](三職の職制を定めて分課す)、慶應四年
二月三日(1868年2月25日)「三職八局の制」[総裁、議定、参与、総裁局、神紙事務局、内国事務局、外国事務局、軍防事務局、=0十事務局、刑
法事務局、制度事務局](7課を改め8局とする、総裁局を新設、軍防事務局を設置、軍防事務局督に小松呂彰仁親王が就任、海陸軍事務科を廃
止)、慶應四年二月(1868年)徴士.貢士の制度を定め、貢士を「下ノ議事所」の議事官とする、慶應四年三月十四日(18卵年4月6日)五箇条の御
誓文により政府の基本方針を示す、〔太政官制〕:慶應四年閏四月二十一日(1868年6月11日)「政体書」(太政官の権力を立法'行法'司法の三権
に分け、議政官.行政官.刑法官に担当させることなどを定める)を出す、「七官両局の制」[太政官:議政目・上局・下局、行政昌・神靴目、・=計呂、軍
務官,外国官_(民部官*/明治二年四月八日住869年5月19日)設置)、刑法官](軍務官を設量、軍務目の長の知事に小払呂彰仁親王が就任、軍防
事務局を廃止)、慶應四年七月十七日(1868年9月3日)明治天皇が東京に行幸し、江戸ヲ称シテ東京卜為スノ詔書を出す、明巾二年二月二十四日
(1869年4月5日)太政官を東京に移す、明治二年七月八日(18的年8月15日)「二官六省の制」[神藪官・宣教使、太政官'待詔院・集議院・民部省
*.大蔵省*_兵部省、.宮内省、_外務省、、(工部省*)、弾正台・刑部害÷司法省、・大学校、・開拓使*](兵部省を設置、兵部卿に仁和寺呂嘉彰親王(小
松宮彰仁親王)が就任、兵部大輔に大村益次郎、軍務官を廃止)が就任、明治二年九月a869年)海軍操練所を東京築地の元=州屋敷内に創立
開設、明治二年(1869年)兵学寮を大阪に創設、明治三年三月(1870年)兵部省に海軍掛と陸軍掛を設置、明治三年十一月海軍操練所を海軍兵
学寮と改称、兵学寮を陸軍兵学寮と改称、明治四年七月十四日(1871年8月29日)廃藩置県を実施、朋心四年七月二十九日a871年9月13日)官
制を改正、明治四年八月十日(1871年9月24日)「三院制」[太政官・正院・太政大臣・左大臣・右大臣参議・左院・右院](官制を改正する、従来の目
位相当制を廃止し、新たに全15等の官等を設ける)、明治玉年二月二十八日a釘2年4月5日)陸軍省、海軍省を設置、兵部雀を廃止(海軍本省;
1872年(明治五年)、元尾張別邸に創立、現在、海軍発祥の地(海軍卿旗を掲揚した浴恩園内の築山:旗山と呼ぱれた)として水神社が認られて
いる)、明治五年(1872年12月28日)陸軍兵学寮の中に「陸軍士官学校」「幼年学校」「教導団」の三校舎を設置、明旧7年a874年)横須賀に海軍
兵学寮分校を設置(後の機関学校)、明治8年(1875年)2月11日大阪会議が行われる、明治8年(1875年)4月14日「立憲政体の詔書(漸次立憲
政体樹立の詔)」が出される、「明治8年の官制」[大審院、、上等裁判所・地方裁判所、正院・太政大臣・左大臣・右大臣参議、大蔵省・陸軍省'海軍省
_司法省.宮内省_外務省_内務省_文部省教都省、工部省、農商務省、、開拓使、]、明治9年(1876年)海軍兵学校が海軍兵学寮を改称Lて開校(築地
時代に明治天皇が皇居から海軍兵学校まで行幸した道が現在のみゆき通りである)、明治"年a878年)横須賀の海軍兵チ寮分校力海軍兵チ
校附属機関学校となる、明治14年(1881年)横須賀の海軍兵学校附属機関学校が海軍機関学校となる、〔内閣制〕:明;018年(18部年)12月22
日「太政官達第69号」および「内閣臓権」が定められ、太政官制に代わって内閣制が創設される、「内閣制開始時」[内閣.内閣為理大臣・外務大臣
_内務大臣.大蔵大臣_陸軍大臣、海軍大臣、司法大臣、文部大臣.農商務大臣・逓信大臣,外務省・内務省・大蔵省・陸軍省、海軍雀・司法雀・文部省・農
商務省_逓信雀、大審院.上等裁判所、地方裁判所、元老院、内大臣.宮内大臣・宮内雀・内大臣府]、明治19年(1886年)海軍主計学舎が海軍主計
学校となる、明治20年(1887年)横須賀の海軍機関学校を廃止(機関学校第4期生は海軍兵学校に編入され、兵学校第16期生となる)、明治21
年(18胎年)海軍兵学校が呉市の呉鎮守府に近接した広島県の安荘郡江田島町(現在の江田島市)に移転(「本校舎の赤煉瓦はーつーつ紙に包
まれ軍艦でイギリスから運ぱれた」と伝えられている)、《大日本帝国憲法》明治22年(1889年)2月11日大日本帝国憲法公布、明心22年(1鴎9
年)12月24日勅令第135号(内閣官伽D、朋治23年(1舶0年)11月29日大日本帝国憲法施行、「第1回帝国議会開=時」[(行政)内閣:国務各
大臣:内閣総理大臣.外務大臣、内務大臣、大蔵大臣、陸軍大臣、海軍大臣・司法大臣・文部大臣・農商務大臣・逓信大臣・外務省・内務賓'大蔵省'陸軍
雀.海軍省_司法雀_文部省"農商務省.逓信省、(司法)裁判所:大審院"控訴院・地方裁判所・区裁判所、(立法)帝国議=:貴族院・衆朧院、(呂中)内
大臣.宮内大臣,宮内省_内大臣府、(諮詢)枢密院、枢密顧問官、(会計検査)会計検査院]、明治26年(1893年)海軍機関学校を再置、大正12年
(1923年)9月1日11時58分32秒頃関東大震災が発生、大正12年(1923年)~大正14年(1925年)海軍機関学校が江田島の海軍兵チ校内に
移転(関東大震災によって校舎が覆災の為)、大正14年a925年)海軍機関学校が京都府中舞鶴へ移転、昭和18年(19嶋年)れ月15日海軍兵
学校岩国分校が開校、昭和19年(1944年)10月1日海軍兵学校大原分校、舞鶴分校が開校(海軍機関学校を廃止、兵チ校に統園され、海軍兵
学校舞鶴分校となる(兵機一系化)、但し、「機関学校」の名称は横須賀大楠に既設の海軍工機学校が改正して継承)、昭和20年(1945年)3月1
日海軍兵学校針尾分校が開校、昭和20年(19'年)7月海軍兵学校針尾分校が防府の通信学校に疎開して閉校、昭和20年(1945年)11月30
日海軍兵学校舞鶴分校廃校、昭和20年(1945年)12月1日までに海軍兵学校の全校が廃校となる、《日本国憲法》昭和21年(1946年)10月29
日日本国憲法枢密院可決、天皇裁可(成立)、昭和21年(1946年)11月3日日本国憲法公布、昭和22年(1947年)5月3日施行、「日本国憲法施
行時」[(立法)国会.衆継院参議院、衆議院事務局衆識院法制局参議院事務局参誰院法制局、(司法)裁判所:最高裁判所・高等裁判所'地方裁
判所.簡易裁判所、(行政)内閣:内閣総理大臣、国務大臣.内閣官房・人事院・宮内府・総理庁・外務雀・内務省・大蔵省・司法省・文都省・厚生省・農林
省_商工省.運輸雀.逓信省_経済安定本部、物価庁、復員庁.行政調査部、(会計検査)会計検査院]、平成24年住012年)2月10日「中央省庁再編
後.復輿庁設置時」[(立法)国会:衆議院参議院.衆議院事務局.衆誰院法制局参議院事務局参議院法制局、(司法)裁判所.最高裁判所・高等
裁判所_地方裁判所.簡易裁判所、(行政)内閣:内閣総理大臣、国務大臣・内閣官房・内閣法制局・安全保障=誰・人亭院・内閣府(呂内庁'ム正取引
委員会.国家公安委員会_警察庁.金融庁、消費者庁).復興庁、総務省、法務省、外務雀・財務省・文部科学省・厚生労働省・農林水産省・経済産業省'国
土交通省.環境省、防衛省]、昭和31年(1956年)以降江田島の海軍兵学校跡は海上自衛隊の第1術科学校および幹部候補生子校になっておJ、
明治時代の赤レンガの校舎や、大講堂、教育参考館などが残されている。
(Yvikip。dia「近代日本の官制」最終更新2019年5月22日(水)11:記"*は変遷あり、wiklpodi3「軍務官」最終更新2020年6月5日(金)05:20、
WiklpBd治「兵部省」最終亜新2020年2月17日(月)20:03、wlklpedla 「海軍兵学校(日本)」最終更新2020年7月2日(木)21:17、wlkipBd1日
「海軍機関学校」最終更新2020年2月14日(金)叫:28、wiklped1ヨ「築地」最終更新ユ020年3月4日(水)10:35)

〔海軍経理学校経緯〕
朋治7年(1874年)10月23日海軍会計学舎を設立(芝山内天神谷)、明治9年(1876年)7月31日海軍会計学舎を海軍主計学舎に改称、明心10
年(1877年)6月14日海軍主計学舎を池上本門寺へ移転、明治10年(1877年)11月16日海軍主計学舎を廃止、明;015年a能2年)11月8日海
軍主計学舎を再輿(芝公園三嶋谷)、翌年に生徒教育再開、明治19年(1886年)7月2日海軍主計学舎が海軍主計学校となる、明心19年(1886
年)12月22日海軍主計学校を芝公園旧本省邸内へ移転、明治21年住8舶年)10月23日海軍主計学校を京橋区築地4丁目1番地へ移転、明治
22年(18即年)2月25日生徒教育中止、少主計候補生に対する教育機関に、明治22年(18的年)8月15日下士目兵に対する練習生教育を開始、
明治26年(1釣3年)12月31日海軍主計学校を廃止、明治32年(1899年)5月15日海軍主計官線習所を設置(築地)、少主計候補生'練習生教
育を再開、明治40年(1907年)4月20日海軍主計官練習所を海軍経理学校に改称、学生・練習生の基本的な教程区分が成立、明,042年a909
年)4月23白海軍経理学校生徒教育再鬨決定、海経第1期生徒入校(7月)、大正12年住923年)9月1日海軍経理チ校関東大震圦のため校舎
全焼、再建までの間、陸軍経理学校(牛込区河田町)に閻借り、大正13年(1924年)3月20日海軍経理チ校築地校舎跡地の仮設校舎へ復帰、昭
和7年(1932年)9月30日海軍経理学校築地の新校舎(京構区小田原町3丁目1番地)、昭和13年(19開年)9月30日二年現役主計科士官(短
期現役主計科士官)制導入に伴い、補修学生1期入校、昭和18年(1943年)春芝区芝浦御楯町(お台場)に品川分校を開校し、練習生から順次移
転開始、昭和19年(19U年)9月お台場の品川分校へ本校移転し、築地は分校化、浜松分校(練習生)が開校、昭和20年U9朽年)垂水分校(本
部.生徒隊)、橿原分校(予科生徒)が開校、昭和20年(1945年)11月30日海軍経理学校令廃止(昭和20年海軍雀令第35号)、廃校
(wikipodia「海軍経理学校」最終更新2020年2月9日(日)14:13)

〆
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『長崎地域の核爆弾被爆遺跡』VI.

1.情報

02020年(令和2年)7月24日金曜日長崎新閏第1面
『被爆者8割継承活動困難体力減や当時の記憶なく共同通信調査コロナが妨げ「63%」』

核兵器廃絶を巡る現状や課題にっいて全国の被爆者に尋ね、1661人の回答を得た共同通信のアンケートで、被爆体験の継承活動をし
ていなかったり減らしたりしている人が計78.296に上ったことが23日、分かった。米国によると広島と長崎への原爆投下から、8月で75年0
高齢化による体力減退や被爆時の記憶がないことなどから、活動に困難やためらいを感じている人が多いことが明らかになった。【6面に
表層深層、6、20面に関連記事】

世界で感染が広がる新型コロナウィルスに対し、今後も核兵器廃絶運勳や体験継承を「大きく妨げられる」「ある程度は妨げられる止Lた
人は計63.1兆だった。被爆者は高齢のため、感染したら重症化する懸念が高いとされる。外出や往来の自粛が求められ、講話や会合も
中止となる中、活動が停滞することへの強い懸念もうかがえる。アンケートは、被爆者らでっくる日本原水爆被害者団体協議会(被団協)
と各地の加盟組織などの協力で、5月に約4700人へ質問票を送付。7月20日までに、胎内被爆した74歳から、100歳代までが回答した0
体験の継承活動に年齢や体力の影響が出ているかを問うと「活動は減っている」が25.196、「活勳はやめた」は12.8%、「元々活動せ
ず」は40.3怖だった。「従来通り活動できそう」は19.1g6にとどまった。回答には、活動をしない理由として、幼い頃や胎内での被爆の
ため「記憶がない」r親から聞いた話では実際の悲惨さを語れない」といった記述がめだった。活勤を減らしている理由には、歩くのが難しく
なってきたことや、講演依頼が少なくなっていることなどを挙げる人がし寸鳥核兵器の保有や使用を全面禁止する核兵器禁止条約が20
17年に採択されたことに関し、核廃絶にっながると評価したのは45.2兆。同様の質問に80,2%が採択を評価した18年のアンケート結
果から後退した。核廃絶が将来実現するかを尋ねると「可能性は低い」が46.596で最多。「遠い将来に可能」が19.5%と続いた0

口体験継承に年齢や体力の影響が出ているか:従来通り活動できそう19.196/活動は減っている25.1%/活動はやめた12.8%
/元々活動せず40.3%/無回答(円グラフ)、今後の核非絶運動に新型コロナウィルスは妨げとなるか:大きく妨げられる22.5%
/ある程度は妨げられる40.6%/あまり妨げられず9,1怖/全く妨げられず2.6%/分からない・無回答(円グラフ)〆

(2020年(令和2年)7月24白金曜日萎生所を考える会代表池知和恭)

2,考察と提案と要望《長崎地域の核爆弾被爆遺跡の調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私達現生人類による包摂》

私達当会は、人類の世界の核爆弾被爆たる事象の提示と継承にっいて、現実の実際の提示と継承に対して、①核爆弾被爆の出現を、出
来事として原初の零次事象、②直接の被爆者の存在とその記憶、並びに、核爆弾被爆遺跡を、本来的に一次事象、③事後的な写真と語
りと筆記にっいて、本来的に二次事象、又、当該の二次事数は、人類の意識と意図を媒体とする人類の創作たる側面を本来的に混在する、
と仮定します。

私達当会は、直接の被爆者の存在とその記憶なき後、当該の被爆の現実の実際の提示の本来的な一次事象は、核爆弾被爆遺跡のみと
なる、と仮定します。

私達当会は、遺跡の当該の遺跡たる事実にっいて、之を、遺跡の真正性である、遺跡の真正性のみが、当該の事象の真正性を証徴し表
象し得る、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類の記憶、記録、意図、並ぴに、知の体系をも凌駕し、唯一、人類のパラダイム'シフト(paradigm sh
i什)の過去、現在、未来の全体像を示唆し得る道標であり証徴であり事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類にとって、人類の営為の歩みの忘却による不可逆性に対する、私達人類世界に於ける唯一の、可
逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類に発し、人類に帰結する、人類に由来する事象として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本である、
と仮定します。

私達当会は、皆様に、核爆弾被爆遺跡の調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承の拡充、その認識上の範囲と空間上の範囲、
さらに、保存、保全、継承の上の範疇の拡大、私還現生人類による、核爆弾被爆遺跡たる享象のさらなる調査と理解、同時に、私達現生人
類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、例えば、長崎地域の核爆弾被爆遺跡、又は、その人類の通時的歴史上関連として、先史歴史上の長崎地域の人類
の活動の空閻たる実態、長崎地域の旧市街と近郊地域、甚崎地域の近代と現代に関する遺跡群、さらに、浦上天主堂一帯遺跡群、長崎大
学その他学校等「平和公園」「爆心地公園」その他公園空地河川道路社会行政施酘又はその管轄地又はその遺跡、三菱重工業株式=社
畏崎造船所幸町工場遺跡、等比較的大規樓な土地の区画に包含される当該遺跡又は当該遺跡群、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地
の利用の履歴、にっいて、核爆弾被爆遣跡たる調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承の拡充、その認識上の範囲と空間上の範
囲、さらに、保存、保全、継承の上の範蹟の拡大、私達現生人類による、核爆弾被爆遺跡たる事象のさらなる調査と理解、同時に、私達現
生人類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、を提案し要望します。
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__,1 『長崎地域の核爆弾被爆遺跡』〔情報〕 1___.
姜生所バ長岫)医学校等週跡の保存と活用より

『長崎地域の核爆弾被爆遺跡』〔情報〕
2020年(令和2年),月20日金曜田饗生所を宅える会代表池卸和蒜
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第三部遺跡へ

1.『展示と存在、概念と想念、情報と情景、取得と到達、読解と包摂、巡ネL、観光、旅、遺跡』 "●■0電1●軍卑.'盾●■ネ司●弱,■亀骨貞阜鼻'宅■里凱■4

私達当会は、例えぱ、研究発表や記録行為や博物館や美術館や資料館や印刷物や出版物やインターネツト(1ntem
et)に於ける、「文脈(又はtext)」である「展示(又は掲示、提示)」、にっいて、文字や写真等図像や楽譜等図式に代
替可能な、人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生成する、個別に取捨選択した抽
象的な「概念」であり、「情報」である、と仮定します。

私達当会は、例えば、宇宙や自然や文化的景観や建築や遺跡や絵画や写真や文学や映画や音楽や智慧や宗教に
於ける、「現実(又は仮想現実)」である「存在(又は実体)」、にっいて、文字や写真等図像や楽譜等図式に代替不可
能な、人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生起する、個別であり且っ総体である
具象的な「想念」であり、r情景」である、と仮定します。

私達当会は、「情報」にっいて、由来となる土地や場所などの人類が認識する現実の空間上の位置、又、受け手の
現実の空問上の位置、に依存せず、又、当該の位置を媒介とせずに人から人へ伝達することが可能である、と仮定し
ます。

私達当会は、「情景」にっいて、由来となる土地や場所などの人類が認識する現実の空間上の位置、又、受け手の
現実の空間上の位置、に依存し、又、当該の位置を媒介として、始めて、人から人へ伝達することが可能となる、と仮
定します。

私達当会は、私達人類にっいて、人類の経験的で本源的な効能と効率の観念に基づいて、人類の個体が、「概念」
たる「情報」よりも「想念」たる「情景」の方が効能が大きそうだ、と感得した場合に、「情綴」の「取得」による「読解」に
満足して終わることなく、「情景」への「到達」による「包摂」の為に、現地を訪れる、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、人類の経験的で本源的な効能と効率の観念に基づいて、人類の個体が、「概念」
たる「情籔」よりも「想念」ナニる「情景」の方が効能が小さそうだと感得し、又、「情報」の「取得」による「読解」で充分に所
期の目的を達成できると考えた場合には、「情報」の「取得」による「読解」で事象を閉鎖し、「情景」への「到達」1こよる
「包摂」の為に、現地を訪れることはない、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、「想念」たる「情景」への「到達」による「包摂」に於いて、時に、人類の事象に於け
る、人類が「聖地」と「巡ネUと呼称し又仮託する、伝達を包含する事象を形成する、と仮定します。

〆

私達当会は、私達人類が期待して現地を訪れた結果にっいて、当該の人類の個体にとって、期待した通り1ゴ概念」
~「情報」~「取得」~「読解」の効能よりも「想念」~「情景」~「到達」~「包摂」の効能が大きかった場合に感動や喜
びを感じて満足し、期待と異なり「概念」~「情報」~「取得」~「読解」の効能よりも「想念」~「情景」~r到達」~「包
摂」の効能が小さかった場合にがっかりして樵悴する、と仮定します。

私達当会は、当該の私達人類の現地の訪問に関する、満足と樵悴の効果にっいて、之が、「観光」と呼称される人
類の行為である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現地の訪問にっいて、当該の期待に関する効果以外に、不作為の効果を包含し、又は、
期待する場合、私達人類は、之を「旅」と呼称する、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類の知識や情報の取得と読解の為に、之を、現状(ありのままに)保存し、継承
する、というよりほ、私達人類の何らかの人類の、又は、'人類の個体の、任意の到達と包摂の為に、之を、現状(あり
のままに)保存し、継承する、と仮定します。

口仮定の図式A

口仮定の図式B

1/8

「概念」~「情報」~「取得」~「読解」<「想念」~「情景」~「到達」~「包摂」.「観光」
「概念」~「情報」~「取得」~r読解」>「想念」~「情景」~「到達」~「包摂」=「観光」
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".『「情報」と「情景」』 (2020年(令和2年)6月4日ホ曜日萎生所を考える金代表池知和恭)

私達当会は、例えぱ、研究発表や記録行為や博物館や美術館や資料館や印刷物や出版物やインターネツト(1ntom
et)に於ける、「文脈(又はtext)」である「展示(又は掲示、提示)」、にっいて、文字や写真等図像や楽譜等図式に代
替可能な、人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生成する、個別に取捨選択した抽
象的な「概念」であり、「情報」である、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、宇宙や自然や文化的景観や建築や遺跡や絵画や写真や文学や映画や音楽や智慧や宗教に
於ける、「現実(又は仮想現実)」である「存在(又は実体)」、にっいて、文字や写真等図像や楽譜等図式に代替不可
能な、人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生起する、個別であり且っ総体である
具象的な「想念」であり、「情景」である、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、情景にっいて、宇宙の情景、地球の自然の情景、時の情景、空閻の情景、大地の情景、意図
の情景、非意図の情景、造形の情景、建築の情景、遺跡の情景、絵画の情景、写真の情景、文学の情景、映画の情
景、音楽の情景、智慧の情景、宗教の情景、歴史の情景、事諒の存在の情景、人類の生業の情景、人類の活力の情
景、とその類型を、仮定します。

〆

私達当会は、例えぱ、遺跡の情景にっいて、人類に係る、宇宙の情景、地球の自然の情景、時の情景、空間の情景、
大地の情景、意図の情景、非意図の情景、造形の情景、智慧の情景、歴史の情景、事象の存在の情景、人類の生業
の情景、人類の活力の情景、と仮定します。

私達当会は、「情景」にっいて、私達人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生起す
る個別であり且っ総体である具象的な「想念」であり、「現実(又は仮想現実)」である「存在(又は実体)」であり、その
対象と生起は、私達人類人類と非人類のあらゆる存在と実体と事象に及ぶ、と仮定します。

私達当会は、「情景」1こついて、私達人類が、宇宙と地球の自然に於いて存在する限り、共時的通時的に、無限に、
且っ、個別に在り、且つ、人類にとって開かれた事象である、と仮定します。

私達当会は、「情報」にっいて、私達人類に、任意の当該の事象に対して特定の規定を与える既成の事象である処、
それ自体の形式のうちに於いてその内容は変化せず、人類が之に特定の訓練を介して主体的に関与することなしに
は、他に連続し又新たな展開を形成することなく、それ自体の形式のうちに、又、人類に対して、限定的で且つ閉じた
事象である、と仮定します。

私達当会は、「情景」たる事魚にっいて、私達人類が、任意の当該の事象に対して形成する人類の個体の任意の意
識である処、対象の事象又個体の意識ともにあらゆる相互の任意の関連性の元に連続的に変化し移ろい、人類の個
体が無意識的又意識的に之を生起し、時に、形式知に転換し、さらに、意識と無意識に転換し、それ自体の形式のう
ちに、又、人類に対して、総体的で且っ開かれた事象であり、私達人類のあらゆる創造の根源である、と仮定します。

私達当会は、「情報」と「情景」にっいて、建築家であり東京大学大学院教授でもある隈研吾氏がその書籍『点・線.
面』(2020年2月7日第1刷発行著者隈研吾発行者岡本厚発行所株式会社岩波書店)で言及する、「生きている
線と死んだ線」(P149)の対比に関し、「情報」が「死んだ線」に、「情景」が「生きている線」に、相対する、と仮定します。

(「生きてぃる線と、死んだ線」糠の自由にっいて考えていく時、多くのヒントを与えてくれたのは、イギリスの社会人顛学者、ティム・インゴルド(一九四ハー)によるrラインズーー糠の
文化史』というテキストであった.インゴルドは糠には二種類あると整理する.彼はひとっうぃ糸(小門.d)と呼び、もうひとっを軌跡(t鬼C.)と呼ぷ。そもそも彼は線にっいて思素していたわ
けではなく.発話(=P卓00")と歌〔son早)とが、どのようにして区別されるかに関心があった.音豪とは西欧において、モもそも言語芸妬として理解されていナ=0言葉と音とは区別されず、音稾
の本質は貫葉の響きにあると考えられていた。しかし、ある時から、音楽とは言語的蔓素を取り畭いた無言歌であると認謙され、音秦は言葉を失い,言語は音を失って沈黙Lたのである0披
はその軽緯にういて思素するうちに記述(WHung)という行為が、その沈黙を生んだのではないかと思い至る。同じように、ひとくちに線といっても、すべてを包含する自由な糸(小閃.d)と、
その糸の動きをフラットな二次元へ刻印、記述した結果である軌跡(b.06)との、二種頴の糠があると考えぱじめた.インゴルドによる繰の区分は、「方法序説」に記Lた、量子力学におけ
る、線の二っの定義を雰無させる。小さなアリにとって.ホースという隷は綾にも横にも動き回ることのできる自由な空間であるが、鳥という大きな生物にとっては、一方向にしか移動のできな
い、不自由な空聞だった.現代の量子力学はこのようにして、隷を相対的に定磯し,次元という存在自体を、相対的に定載し直したのである.インゴルドも問じようにして、糸と軌跡の二種
顎に、繩を区分した.その区分法は、量子力学における棟の区分とは撤妙に具なっている.量子力学は、隙と圭体との相対的な大小関係によって、線を二っに分類した0一方のインゴルドは、
時間という概念を導入することで、自由で生成され続ける生きた線と、事後的に、生成の剤印として取り残された死んだ律とを区分Lたのである.この対比は、日本の伝蒜木造における、
芯おさえと面おさえの対比も想起させる。芯おさえで定襲される木材は生きた練である。一方、面おさえで定義される木材は平渓な表面を持っ、製材されて殺された轤である..:r点'繰'
面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店繰生書ている隙と、死んだ繰 P1的・P150)
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川.『長崎地域に於ける高層建築とその他の開発について』

02020年(令和2年)6月6日土曜日長崎新聞第1面記事
『マンション、オフィスビル・一長崎市、容積率最大2倍へ「コンパクトシティー」促進』

人口減少や高齢化に直面する長崎市が、マンションやアパート、オフィスピルなどを建設する際の容積率を
最大2倍に拡大する方針であることが5日、分かった。住まいの受け皿を増やしっつ、分譲価格などの抑制を
図り、定住人口の確保などにっなげる。市北部の路面電車沿線や東部、南部の生活が便利な地域を中心に
対象候補とし、今後、住民説明会などを経て詳細な地域を選定。来年度からの運用を目指す。
住宅や施設を集約する「コンパクトシティー」づくりの一環。拡大方針にっいては開会中の定例市議会に報告

する。容積率の大幅な拡大は同市で初めて。容積率は、敷地面積に対する建物の延べ床面積の割合。10
階が上限のマンションの場合、容積率が2倍になれぱ、単純計算で20階まで可能となる。1棟の戸数が増え
れぱ1戸当たりの建築コストが抑えられ、分譲価格の抑制にっながる可能性がある。高層化などで市内斜
面地から平地への住み替え需要は高いが、゛R長崎駅周辺開発の影響もあり、利便性の高いエリアのマンシヨ
ン価格などは高騰。市都市計画課は、賃貸物件も含め相場が下がれぱ「若者やファミリー層も住みやすくな
る」と強調。建て替え促進も期待する。市は長崎駅周辺などの一部で昨年、先行して容積率を拡大した。今
後さらに公共交通機関が利用しやすい平地のうち、容積率の上限200%の地域は300%に拡大。大きな店
舗や病院もある地域のうち、容積率の上限200~300%のエリアは400%とする。一部地域に設けている高
さ制限は原則的に維持する。県宅地建物取引業協会長崎支部の田代圭介支部長は「土地の有効活用と
いう点で合理的」とする一方、新型コロナウィルスの影響による消費マインドの低下を今後の懸念材料に挙げ
る。「斜面地や周辺部、景観問題についての対策強化も必要」と指摘している。容積率の拡大とは別に、市
は雇用創出の一環として、開発が制限されている市街化調整区域のうち、交通アクセスがいい地域で工場な
どの立地も可能とするよう基準を見直す方針だ。用地不足を解消するとともに、市街化区域からの工場移転を
促し、新たな住宅用地などの確保にもつなげる。
口容積率拡大候補エリア(黄色部分) WR長崎駅滑石三重色見福田小棚香焼茂木日見一帯地図に

図示)(田賀農謙龍)

.私達当会は、長崎市の当該の制度上の政策措置により、長崎市全域に於いて、長崎市北部の路面電車沿線や東部、南部の生活が便利な
地域を対象に、高層建築を方法とする新しい都市機能の集中集積、その他の開発が、小さな中心を複数形成しっつ、全体に対して離散的に進
み、一方、゛R長崎駅周辺を含む長崎市の中心市街を基点に新しい都市機能に関するドーナツ現象が生起し、又、斜面地並ぴに小さな中心の
周辺区域で過疎が進展する可能性がある、と仮定します。

の と当 の に

(2020年【令和2年)6月10日水曜日養生所を考える金代霞池知和恭改訂1版早2020年(令和2年)8月18日火曜日)

02020年(令和2年)6月10日水曜日長崎新聞第10面【ローカル】記事
『マンションなど容積率拡大「歴史的景観守る」定住人口確保に期待市議会水道建設委』

定例長崎市議会は9日、総務、教育厚生、環境経済、建設水道の4常任委員会を続けた。建設水道委では、
市がマンションやオフィスビルなどを建設する際の容積率を最大2倍にする基準の改定を報告した。委員から
は観光都市として景観維持と高層化のバランスをどう図っていくのかという意見が相次ぎ、市側は「歴史的景
観など守るべきところは守る。その中で緩和できるところはないか、きめ細やかに検討していきたい」とした。
住宅や施設を集約する「コンパクトシティー」づくりの一環で、容積率の大幅な拡大は同市で初めて。従来よ

り高層のマンションやアパートの建設が可能となる。供給戸数の増加で分譲価格や家賃が下がる可能性があ
り、定住人口の確保にっなげていきたい考え。来年度からの運用を目指す。委員からは「斜面地から便利
な平地に降りてきてもらえるような施策も合わせて取り組むべき」との指摘もあった。市まちづくり部の片江伸
一郎部長は「(高齢者ら)斜面地からの住み替え需要に対応するとともに、分譲価格が高くて手が出ないという
若い世代の市外流出にも歯止めをかける必要がある」と述べナニ。容積率とは別に、原則開発ができない
「市街化調整区域」のうち、交通アクセスに優れた地域で工業系の工場などの立地を認めるよう基準を見直す。
市街化区域内の工場が老朽化による建て替えや拡張で移転する際、用地不足を理由とした市外転出を抑制
する狙い。ただ、立地企業にはコールセンターなど事務系企業は想定されておらず、委員からは「業種の幅
を広げるべき」という意見も。市側は「基本は都市のコンパクト化。社会インフラを外に伸ばしていくことは考え
ていない。公共交通の維持の観点からもオフィス系は都心部に誘導していきたい」とした。(熊本陽平)
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.私達当会は、長崎市の当該の制度上の政策措置に関し、長崎市全域にっいて、即ち、新しい都市機能の集中集積、その他の開発、又、ドー
ナッ現象、又、過疎、の全ての局面に対し、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能である人類の活動の空間としての、人類の非意図
である遺跡の存在、並びに、人類の身体的スケールの実現、並ぴに、様々な事諒の相対的重層性たる態様、又、雛散的配置と事象の交織、即
ち、事象とその相互の関係性と関係性の相互の通交、即ち、ネットワークの成立、が、人類の活動の様子、即ち、人類の活力の情景の出現の
根源的要素、又は、社会的共通資本、として、その重要性が増大している、と仮定します。

・私達当会は、観光につぃて、観光として人々を誘引する、根源的で第一義の要素は、人類の活動の空間に於ける、「人類の活力の情景」で
ある、と仮定します。

・私達当会は、人類の活動の空問に於ける、「人類の活力の情景」にっいて、例えば、宇宙、地球の自然、時、空問、大地、意図、非意図、造
形、建築、遺跡、絵画、写真、文学、映画、音楽、智慧、宗教、歴史、事録の存在、人類の生業、等、人類と人類に関係する様々な要素とが、
各々相互に関係を維持し合う、総合的な結果である、と仮定します。

の の

.私達当会は、「景観」について、人類の視覚に係る事象の包括的概念である処、人類の活動に由来する「情景止の視点より之を考察するこ
とで、関係する事象をより具体的又具象に於いて把握することができる、と仮定します。

・私達当会は、長崎地域の「景観」と「情景」について、総体として、海、山、丘、谷、岩、川、草木、石積、水路、人類とその造形、生物、空、が
立体的に錯綜Lて形成する景観に対し、海が見える、陸が見える、山が見える、丘が見える、谷が見える、岩が見える、水が見える、空が晃え
る、光が降り注ぐ、風が通る、雨が潤う、草木が繁茂する、鳥が人が鹿や猿や猪や狸や狐や犬達が魚が蛇や虫達が行き交う、鳥が人が鹿や猿
や猪や狸や狐や犬達が魚が蛇や虫達が止まる、これ等がせめぎ合い、又、さざめく、情景である、と仮定します。

について

・私達当会は、長崎市の当該の制度上の政策措置に関し、例えば、長崎市北部の路面電車沿線の道路に沿った両脇の地所に、高層建築が
密集して、人類にとっての身体的スケールと身体性に於いて大きく超越して人類に対して臭質である、連続する巨大な衝立となって市内の主要
道を往来する人々の眼前に屹立し、又、人類の活動の空間の離散的な支点である筈の、各地域の小さな中心に高層建築が密集して団塊とな
り、人類にとっての身体的スケールと身体性に於いて大きく超越して人類に対して異質であり、同時に、一帯の自然の環境と具質な、人工の巨
大なヴォリュームが出現すること、を懸念Lます。

・私達当会は、人類の活動の空間に於ける、人類にとっての身体的スケールと身体性に於いて大きく超越して自然と人類に対して臭質な人工
の巨大なヴォリュームにつぃて、人類と人類に関係する様々な要素との各相互の関係性、即ち、その総体に係る人類の活力を遮蔽し遮断し阻
害する、と仮定します。

の の

2

工

・私達当会は、皆様に、高層建築とその他の開発について、例えぱ、長崎市の新聞報道に係る当該の制度上の政策措慌に関する対象地所に
於ける、高層建築とその他の開発に対して、建築の高層化に係る効率、並びに、制度に於いて、対象地所の範囲に関係する准散的配置を誘
導し実現する二とにより、又、建築造形たる要素と他の要素との関係性により、建築人工造形の足元に非建築非人工造形又は人類の非意図
の空閻を確保し、同時に、任意の視覚視点に対する、又は、層状の空間構成による、背景又環境への透明性を確保し、即ち、人類の活動の空
閻に於いて、人類の生存上の必要条件である、基準面としての、並びに、肌理(テクスチュア)としての、又、接触又近景に対する、又、遠景に
対する、人類にとっての身体的スケール、並ぴに、人類にとっての身体性、を獲得し、確保すること、を提案し要望します。

(私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表池知和恭:『否定され得る人類と
しての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』(2020年(令和2年)4月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)を包含
する)を参照下さい)

.私達当会は、皆様に、例えば、高層建築人工造形の効率性と離散的配置により高屠建築人工造形の足元に空間を出現し、当該出現の空間
に、私達人類にとっての身体的スケールで形成されている、人類の非意図たる遺跡を保存し活用し公開し整備し開放し、又、非建築非人工造
形としての樹木の植樹による森林を形成し、自然の循環を設置し、人々の散策に供し、又は、田畑牧草地をも形成し、人々の農耕牧畜に供し、
建築生産とその売買の対象とは異なる民家を遺存し、人々の伝統的生活をも形成し、人類の生存上の必要条件である、基準面、並ぴに、肌理
(テクスチュア)を示唆し、当該の空間を媒介に、私達人類又は私達人類の身体と、背景又環境たる山稜、即ち、私達人類にとっての身体的ス
ケールにある森林たる肌理(テクスチャー)、並ぴに、自然のボリュームである山堺、とを、層状の空間構成により、階層的に、連接すること、又、
任意の享象について可逆性を確保すること、を提案し要望します。

ナ

ムの

1 ユームの 二つい

・私達当会は、皆様に、長崎市の新聞報道に係る当該の制度上の政策措置に併行して、同時に、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』
(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表池知和恭:『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動
の空問の形成』(2020年(令和2年)4月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)を包含する)を実現すること、を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、「景観」にっいて、人類の活動の空間を構成する宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能、同時に、その関係性
の総体に係る人類の活力の情景として、任意の特定の当該の「景観」は、何の、どの様な「情景」であり得るのか、情景の視点からその要素を
分解し、当該の人類の活動の空問の性格を考察し、再構成し、又、その為の措置を執り、私達人類の個体の個別の主観に対し、"人類の活動
の空間に於ける人類の活力の情景"として、出現の在ること、を提案し要望します。
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Otバリ改遣」パリ改造は、第二南政誇の19世紀、セーヌ県知事のジヨルジニ・*スマンが取リ組んだフランス最大の鼻市整嶺亭業である.
ばれる._
1853年から1870年まで17年闘に亘りフランスのセーヌ県知亭を務めたジョルジュ=ウジェーヌ・オスマンtG.or'尋尋・EU冨▲Π. H尋U"m卓詐"、1809年3月27日・1891年1月11日"=ナポレ才ン3世の梢想に

沿って、バリ、19世紀半ば頃まで、生活理墳.郁市衡生は極めて劣忍、暗く,風通しが墓く、非常に不衝生で、病気や疫病が蔓証した、の大規槙な郁市改造を計硬し実施し、産案革命佳の軽済界の蔓請を背景に、
スクラップアンドピルドにより、エトワール広堪を中心とする市缶の栴戒、街路の豊儒拡売、郭市景観の航一性、スラムの撤去と再開皇、各戸配水と雌渠による回廊式下水度を実現し、衛生画ではユレうの発生をか
なりの程産抑えることになった.バリ改造は近代都市計面.建纂活動に大きな影唇を与え、近代都市のモデルとして見なされた.一連の改善はH皐U卵m凹"Π1事卑佃on(オスマニザシオン=オスマン化))とも称され、
又、整傭されたバリの街はt世界の首都」と呼ばれ、フランス国内にとゼまらず各国における郵市建設の手本とされ、一方.スィスの建纂史欺ジ^コリート.ギーディオンはモの署妻,空間'鮪間'建纂』のなかで、改
造援のバリの嵩を「まるで衣隷棚のように、面一的な大通りの裏側にあまり1こもひどい乱雑さが■されている」と批制Lている.:wlklp.dl.「パリ改造」最終更新即即年3月17日(火)09:50より症粋要約
0,...rオスマン化」の思庫を受けインフラの豊備が進んだバリ中0都と、モこから就れたバリ贈辺郁の居住環境に蔓が聞いたため、言裕層が中心郁に居住し、貧困層が層辺齢に這いやられる「住み分け」が
徐々に進農した."ー.:Ⅷk;0.dl.rジョルジュ・オスマン」最終更斬2020年2月お日ι日)03:3ユより抜粋
01〔バースパクティづ〕パリ改造亭集と白本への影雲」副暑長堤正弘 1.はじめ仁之012年の世界各国の外国人詰闇者數を見てみると、フランスが約8,き00万人で、2位のアメリカの約6,600万人を大きく
引き離Lて世界一となっており.伺国訪問者の多くι立その首郁であるパリを訪れている.また、各皿の胡素研究裡聞が公表する様々な世界都市賊争カランキングにおいても.バリはニユーヨーク、ロンドン、廩京等
と並び、絶えずと位にランクィンしている.倒えば、嚢記念財団の「世界の郁市乾合カランキング【2013年版)では,バリはロンドンニューヨークに続き需3位【ちなみに廩京は4位jにランクさ乳ており.都市の力を
表わす1経法」、「研究.開尭」、「文化.交流」、「居住」、「斑墳」及び「交通.アクセス」という主要6分野のうち、特に「居住」、「交通・アクセス」及び「文化.交ま」の分野における評価力塙くなっている.バリ1*何
故これほぞ人々を葱きっけるのか、何故これほだの難争力を保持Lているのか.これらの疑間に簀えるためには、バリが現在に至るまでに辿ってきた歴史に融れざるを褐ない.今日のパリでは、都市内で、政治、
紐請.社金、文化等揮々な分野での人の活動、モノ.カネの動きが廷晃に厩開され、それらが都市の評価にっながウていることは言うまでもないことではあるが、モれらの善崖となるフ'ジカルな都市という暑自体力
持。彫堺力も大きいものと撃われ、モの形成遇程を抵り返ることは重憂である.本稿においては、以上のような最点から.ナ,t!レオン3世の篇2帝政期にセーヌ県知亭ジヨルジユ'オスマンによウて行われ、親在
のパリの貴括を作り高げたと言われるパリ改造事業の概要を明らかにずる(今年は1853年にオスマンがセーヌ県知事に任命されτからちょうピT60年目の節目の年に当たっている.)とともに、明治期以降の稟
京をはじめとする日本の諸郁市の折代化にどのような影響を与えたかを紹介し、今蜑の郷市整欄の参考となる二とを期したい. 2.バリ改遣事禦の背景.目的一 3.ナ;t{レオン3世とオスマンー 4・パリ
改造亭案のための新たな仕組み..5.パリ改遭の告享業の概要(1)道路事案一・・(2)公邑事業,,Kレオン3世はバリの過密状鱸を改善するための方紫として広幅員の街踏や広場を設置するこ
とに加え.斬鮮な空気の補帖源として公詔を蔓崇する巳とにも弁常に熱心であった.ロンドン亡●中に造面学を学び.パリにもハイドバークやりージェントパークのような広大で葵しい公面を設置することを耕望し、づ
ローニュの轟を左肺、ヴァンセンヌの轟を右肺とみなす人体モデルを念頭に量き、構想を隷った.オスマンはセーヌ集知事に就任すると.ジロンド県知事の時代に知己を褐ていた土木技師アルフフンを厶面植樹
局長に任命.既に着工されていたものの工亭が進んでぃなかったづ口ーニュの壷を公■七して豊僑することを命じた.アルフフンは藁擡するロンシャン芋原も公匡に裾入し、セーヌ川に遣するエリアまで植材を行い、
1858年までに864h急の轟林公亜として概成させた.その際の資金細逗方策として、公西や風連道路の喪蜘により利用価催が病とする薬接エリアの土地を取揚.造成L、道路事業の場合と陶樺、地築乗件を付し
て売却、朗見利益を吸収している.また、ロンシャン照島堀を建設L.モの売上の一郁を公冨の靴持管理賓用に充当するなど棟々な工夫をこらしている.モの後.才スマンとアルファンは右肺七位置付けられた
ヴ丁ンセンヌの轟姻ooh.)、シ¥ンゼリゼの並木道、モンソー公周、ビュット,ショーキン公■等の整備を行い、バリを美しくアメニティーに富んだ郵市に改造している.【3)と下水道亭禦(4)鮭道建設とアウセ
ス道路の整蛸 6.パリ改造の亭集賓と民間資金の活用一フ.パリ改造事業が霊が国に及1乳た影春・・ 8.おわりにパリ改進亭東が行われた時代と今日とでは、艮史的背景や政治'経躋'牡会情
勢が大きく具なり.悶亭業の壮岨みや考え方をモのまま現在の躯市整僑の年本にすることは苗鯉で島る.・・・しかしながら、一方では、パリ改遣亭嘉が璃在のパリの骨籍を"成L"蔓Lい衝高や厶臣.オスマ
ン様式の建隻物群は世界の人々老葱きっけて止まないのは確かであり、モのことは.問峯業が時空を題えて現在の郭市蓑傭の理念や目榔を決定する際のいくっかの重要なボイントを示畦Lているものと息われる.
例えば、オスマン血触いこだわりを持った邦市景観、中でも街並みの枕一性とパースペクティプ(眺望)は現在のパリを特庫付ける最も大きな要素となっている.都市を栴航する公共篤設や燧筆物誹は一旦建殴さ
れると長剛にわたり存狂し.使用され、仙代を越えて引き鞭がれてゆき,いっの日かその幅市のアイデ^イティーを示現,る歴史通塵となる日が豪るこ七も島る二とを勘案すれ1ぎ、オスマンのような視卓に立って計
圏を立案することは、令日の邦市竪揃においても重蔓なポイントとなるで畠るう..""参考文献・ーー:rP則宜.゛艸国土交通政筆研究所報第50号一201ヨ款季一匡土交量省国土交逼政繁研究
所」掲鮫_
0「販代都市計画とパリ郵市改造」1.はじめに 2.オスマン没蜑互年とパリ改造研究 3,伝枕的公用収用とIB52年のデクレ 4.おわりにーパリ改造古理代羽員正費要約本稿は近代都市針■の
先駆として19世紀以陣の世界の輩都市に様々孝影響を及ぼしたバリ都市改造に素村を禦め、その厘史豹竃艇を再考することを課劃とする.はじめに、近年のフランスの都市研究の特健を捜討し、モの中に、バリ
改遭計圏の新Lい視点を樺。てみたい.モの上で、パリ改遣権逸の最も重要なま的手段で高った公用収用樗触.超過取用、地帯収用制度に焦点を合わせ、その辱入の奔景を考業する.異体的には、1含40年代
の都市状規と二れらの実焦をめぐる俺飴を檎討し、こうした制度が尋入されるに至った多様な要因を整理したのち.1852年3貞26日のバリの街高に圏するデケレの意尋を検討オる.最哉に二の〒クレの斬断性と
隈界とに注目し、駈代都市計■の先駆としてのバリ改造の匪史的意昧.その二面性を再考する.・・・・ 2.オスマン没後斉年とバリ改造研弐 2.1改量の概婁'""改量の全赦を詳述することは本稿の直
按の課題ではない.しかし.炭のような帰縮は.改造の規換と多岐に及ぶモの内容にっいて、その橿要を記類するとで有益であろう.すなわち.実質17年間の帝政期に、およモ20okmにおよぶ輔街路が豊般き
れ【バリ市の現在の道癌実琵長キロ織は約80ok巾】、下水度菅及率も実質艶陸にして、60okmに違Lた.広大なブーローニュの轟(約900卜1●)、ヴフン'センヌの轟佃50h■)の改造、モンソー.モンスーJ、ビユツ
ト.ショモンの各公国の整傭と数多くの小公■(スウワール)1=象徴される都市公■の整皆は、総壷稜にして1800".を艘える規換に拡大している.さらに、各区の庁舎や病院、叡金等の公的建擾物の建設や歩道、
街灯、量外記念碑の豊傭も改達の重憂な一側面であった.住宅にウいては、約31000の家匿のうち20000が取り壊しの対叡になったとされるが、斬たに娃設された家亘もヨ4000を超えている.、3した數懐
が物語る二とは.バリ改造が郊市の牡会責本のほぼすべての側面において、無視できぬ大きな実帳を残した七いうことである.d.P.ルコワンが指摘,るように、20年に満たない煙朔闇のうちに、モして.堅■な意
志をもっひとりの行政官の枕宰のもとに、ひとっの全体楕撃に基づくこれほど徽摩した都市改造がなされた躯市は、過去にも填在にも、世界の大躯市の中に類倒がなし、.」の指抽をさらに補う.要があるとすれぱ、
それは第一に.バリ改遣が問胎代のワランスの地方鼻市の再廟尭に多大な彫窄を及ぽしたという二とにとどまらず、モの後のバリおよびパリ首郁属の鼻風の方商を決定づけた士いうこと、第二に.19世紀硫半以降
の欧米の主憂都市の郁市影成にも様々孝影響を及ぼしたという看過できない亭実で島るう.2.2従築のパリ改造研究さて、このような、いわば長史的這産を塗世に残すこととなったパリ改造は、従豪どのよう
に評価されてきたのであろうか.まずこれまでの捉え方の特質をみておきたい.."-4.おわりにーーパリ改造と現代本稿は近代都市計圏の先駆とされる均世紀フランス、算二楕政期のパリ郊市改造に素材
を求め.モの崖史的.現代的孝蔵にっいて再考Lた.その際,景新の郁市研究の皮果に触発されっつ、パリ改造の全体像の再桐隻という視点から、斬たな考寮を試みようとしたものである.理代大郁市の"態と構
造は、これまでの私的.民閏誌見行為の善駿と、これに対する各痩の公的なコントロールの試行錯誤及びそれらの集菰のうえに度り立っているといってよい.こうした郵市の現実のなかで、とりわけ郷市居住斑壇の
質酌拘上という談睡は、モれが鼎市空闇の公共的制御の晝リ方によ0て決嵳的に無定されている風り、今日依憾として最重蔓な大毎市共通の課鶴であると指摘し,'ければならない.とすれぱ、その打闘の糸口を
過去の解釈とモの検証にもとめることは、不可避の作業であろう.このような闇題掌麹にたっ色き、オスマンのバリ改造は依然、事標な示喰に瑛ちた楓めて臭珠課い封禄で畠るといわねばならない.本鴇では主
として1852年のパリの街路の公用製用に係るデクレを素材として、壬の歴史的な意曇なり、その斬新性と限界なりを検討した.鼻市の見風を公共酌に制御する、モの骨格を"成できたとしてもモこに性む多榛な知
市住民の生活橿そのものを保障するような屠佳空間を創出するという蔓請には、バリ改造は必ずしも全西的に陵功したわけではなかった.むしろ.鼻展朔の資本主義牡会とい5状況のもと、后住という生活の犠本
条件の確保において.牡金階層間に新たな格差と整別すらも持ち込まざるをえなかうた七いう側面がある二とを見逃してはならないであろう.確かに、都市計亜の実現という楓点にたった公用腹用掻陵の拡大の意
養は極めて大きい.鼻市行政研究の妓貞から見るならぱ.まさにそれは、パリ改遭を近代都市計語の先駆と位置付ける際の轟も有力な擢拠としなけれぱならない.超過収用、地帯取用という手法による面的な土
地判用規制、,なわち街路義序の再幅と残地の整理.軽合、モして、モこにどのような建築物を聾てる二とが妥当なのかという視点にたった上郁空澗への公的規制は、過去に例のない近代的かっ郊市的な土地剰
用を企図したものと指摘Lなければならない.端釣に茸えば.モれらは、地圭の章向がすぺてを支配した旧楽の郁市秩序を公共的に凱掬する二とによって、そこに新たな公共空闇を劃出することを目的としていた.
しかし、反面二の近代の芋庄は、技斯としての斬斬性とは憂駿に,モれを腔がどのように用いるぺきなのか、雌のいかなる季1益を実現する手法なのかという、モの授本目的なり、課組にかかわる具体的な間いかけ
を回避Lたので畠った.その結果、二の年怯が、いわぱ理含と手続を明確にしないままに活用されることにようて、都市改造の道昇に堕Lたという側面があることも香定しがたいのではなかろうか.JU改達が現代
の郁市政築に投げかけるメ^ージは極めて重いというぺきで島ろう.注・・,:r乾合郁市研寛第58号 19虫61鴇駐
0「オスマンのパリ改造計画における縁地計圏の理念及びその実撃にっいて」佐々木邦博抄蜂:19世紀中累に実箪されたオスマンによるバリ改造計■には繰地計匪が重蔓な一郁門として含まれている.繰
地をモの親捜により三糧疑に区分して考え、モれぞれをパランスよく市街地及びモの周辺に配置した.ーつのシステムとしてとらえられていたのであり、繰地システムの実現においては世界でも最も初期の倒のー
つであろう.モニでこの縁地計画の埋念,及び縁地がどのように利用され、牡会生活に影雲を及ぽしたかを考楽する.:r造国報倒 19日7年51婁 5号 P4ヨ・48 伯98・03al
0「バリ大改造と郁市公■システム」久宋弥生(大阪市立大学大学読創造知市研究料都市政集専攻准敏授) 1.はじめ1にワランスの首郁パリ炉邑H写)は、都市公面が大きなはたらきを担っている、世界有壁
耀換のメトロポリス(吋1.b。P。11罫、主要都市】の1つです.褒代のパリの公■システムは、ナポレオン3世(N.P01'onⅢ、本名 CE1尋1舶 LOU1■ BO"■P●Ft●、180B-18フヨ)帥代に破立されたものであると言っても
過貫ではありません,.近年のワランスでは、ナポレオン3世岐地下のバリ大改造を導評盾する動きが見られます.・ーー日本巴の幽係では、1867年の凱2回バリ万博に際して、,吋tレオン3径の招きにより渡欧
した徳川則盆(焦15代将薫鼻川慶喜の実弟)一行が、プーローニュの轟(日01. d.白OUI0輩".)乞ピュウト・ショーモン公聖{P昇門 d姑白U牡.卑 C卜1旦UmonUを視寮Lています.これは後の1904年に.日本で最
初の本格的な都市公■である日比谷公語が朋国*ることにっながりました.したがって、日比書公圏ひいては日本各地の欧米楳式の躯市公■も、バリの都市公■の影写を強く受けていると云えます.本鴇では、
パリ大改造による都市公■システムの確立を概霞しま,. 2.焦二惰政とパリ大改量・・・ 3.パリの郵市公冨臼)づーローニュの轟【左肺)とヴァンセンヌの轟(右肺)ガーデニングカ趣味で追■学
に造掌が課かったナポレオンき世の夢は、づーローニュの煮をロンドンのハイドパーケtHyda p.『k)やりージェントパーウ(R.丘.t'" P.,k)のような美Lい公国にすることでした.シやンゼリゼ大癒り【A¥."U. d.昌
Ch昌mp'.E、".埠)に代表される並木這、バリ.オパラ座(パレ.ガルニェ、P.1.1事 G.ml.r)、ルーづル言(P冨1.1冨 d. Louvr.】といった公共の建物.広場.上下木道をはじめとするインコラ辱の整轍を包括する
大規摸な都市改造プロジェウトであるパリ大改造において.壷の竪惰七郵市公■の設立は最優先t=置かれました.その脅景としてナポレオン3世が、ブーローニニの轟を左詐、ヴフンセンヌの轟を右肺とみなす等・
パリ大改造を人倖モデルにならって放射状に捉えていたことが拷摘されています.プーローニュの嚢を整儒するよう命を受けたオスマンは.理工乳学校化C01.POM■0"Π仙U●)卒の工IJート官僚だ0た逼詔技
師アルフフンιJ..nc".., M。1P卜1. NP1盲.nd、1817ー,891)に、実蕃面を託しました.アルファンはオスマンの郎下として、プ0ムナード.植樹局【S■Ni伽 d舶 Pml".n冨d.3 航 PI.Π罪"on)の局長に
任命されました.公■ιLての整償を桑件に、1852年に国からパリ市へ餐誌された国有地だ?たプーローニュの轟は、4年闇に200万フランという蔓偏〒算の下、最綻的には隣接するバガテル塞量(J■rdln d.
日.宮.t.11.)やロンシーン(L。,'ch.mP卑)エリ丁を含む日63へウタールの広大な轟井公冒へと生まれ変わり主す.もともとはグランド'カスケード【大滝、Gr皐nd● C■尋閲d●)のところまでしかなかった轟をセーヌ川
【5.「,.)に逗するよう植林し、さらにロンシャン霞属場(Hlppod門竹1. d. LO"'CI,.mp)を建設することで公■の雑持管竃費用を捻出゛ることに陵功したの宅,.オスマンとアルファンの功帳でした.プーローニユの
森の斡工畳は1430万フランに違する一方、公図沿いの=ユーイ【N.U1卿)の土地を亮却することで1090万コうンを裏褐し、第二帝政政磨の補勃金も掲ていたパリ市の実擦の負担馴は.ヨ40万フラン「ことどま」
ました. 1853年に本掩的な聾脅が始まり、185B年にはほほ完戒していたづーローニュの嚢には.後1こニューヨーウのセントラルバーウ【C.hhal P亘ホ)をはじめとするアメリカの圭な都市厶匪【U由尋" D.rk
*)の創始,として有名になる、"アメリカの景観設計(1."d阜0.P.置ルhlt.dur.)の父'二とオムステウド(Fr.d.,1Ck L畠W olm昆1.d.1且22-1903)も訪れました.この時、オムステツドはバリでアルフフンに
会ウています.1859年.アルフフンは当時42歳.オムステッドはヨフ歳.コランスとアメリカ、それぞれの■の都市公■の礎を隻いた両者の人生がここで交叉しま,.パリで通ごした敷年間、オムステツドは、ナポし
オン3世、オスマン.フルコフンが進めるパリ大改造を見ていたに這いありませA,.他方.フルコ丁ンは検に.rバリのプロムナードιL.尋 Prom.n.d.' P卓H●)」という大著を出駈L、造■家の大家となりま,.
(2)パリの3つの都市公■一ーモンリー公慶、ビュリト.ショ^ン公圏、モンスーリ公■モンソー公園、ピュット・ショーモン公国、モンスーリ公■はいずれも、公巨全体が、当時のフランスでは珍しかったイギ」ス庭
国Uardin A,卓1.1辱)のかたちに甍惰されていまネ・.これは、ワランスの都市金■を現代のかたちに聾個Lた3人、すなわちナポレオン3世、オスマン、アルフフンが、イギリスの田国風景を髪するコランス人だったこ
とに由稟Lます.特に.ナ;Kレオンヨ世のイギリス驫慣は有名で,が、そのきっかけは、18き1年に若き日の抜が初めてロンドンを訪れた廉に、ハイドパークやりージエントバーウの典しさに盛姑を受けたことにあると
言われています.ビュット.ショ^ン公醒は.険しい山岳地帯を言む人工的な大自然をバリ市内で体慧できるとして人気ですが、もともと1才石灰石の操石場がごみ捨て場となり、一時糊は公開較首刑嶋になって
いたという場所でした.また、モンソー公国ぱ、凱範門【Aro d. T"6mpl,.)から伐歩閏内の高級住宅衝に嗣擡しています.モンソー公園とは対腰的に.モンスーリ公■1*1(りの甫贈の外れに位置します.これら3
つの公面がいすれも、イギリスの"雑画拝式【ピクチャレスク、pictur"罫qu.)'の田芦黒景をルーツとし、さらに19世紀後半からはイギリスの"塵■様式(匡●fd■n如口U■)"の影春を受けて、次焦に輯無かっ綿密に
な。ていった景楓設計によるものと言えます.イギリスの影響は公辱の景色にとどまらず、パリの都市公園の整悌賢用の調違手法にまで及ぴました.公匪用地の朋辺に宅地を造戒したうぇで宅地や住宅の販売判
益で公■の整衛畳用を賄う、あるいは公園用地の朋辺に受益者エリアを設けて豊癖巽用を徴収するというイギリスの手怯が.バリでも応用されたのです.(3)パリの公醒管理規制バリの公国管理は現在、i
リ市の「雑地理境局【D1門CU。, d.尋 V.ft尋.1d.1'EΠψmrln.,".no」が中心とな?ています.また2010年6月からは,全11条から成る「パリ市の公園.轟林に闘する一般規劃{R'ι1.m.nt.UO"卓'n'r.1
. d.. j.rd1Π匪.t b。1'.PP.tt.r1昌,t ' 1. MI【. d. P.H重 y oomprl' 1.尋 b01喜 d. Bout0冨"..t d.Ⅵno.on.嘗」がブーローニュの鳳やヴァンセンヌの嚢といった轟井仏園を含むパJ市の昂市
公鳳に広く適用されていまt.4.おわりに豊かな都市公国に軍まれたパリの「轟」という独自の尋市公園類型が、最近は官然貴源管理や防災撮能の面からも注目されていまず.モもそも掘市厶亜は、オープ
ンスペース(。P.,叩.。.)の多回的判用を自栃した人工的な書熱の場であることから、自盤保存憧命には必ずしもなじみません.しかし近年、生物多様性概念が急連に晋及,る中、生物多様性さらには自然貴
輝讐理に蛇庫した郵市擢恕が求められうつぁります.オープンスペースとして制度設計されているため、自赫責源管理概念が従棄は十分に組み込まれてこなかった都市公匪システムにっいても、生物多擇性や自
岳資源管理に配卓した制度の構筆が特臺的には不可欠となるものと考えられまず.また、バリの言わば双子の轟であるづーローニュの真七ヴフンセンヌの辱は.パリ1=新鮮な空気を供帖すること、さらにバJ市省
の火災の広がりを防ぐ二とを最大の目釣として整嗣されており,まさにパリの肺簾として当釖から位置付けられてきました.自然賢諏讐理に記慮した躯市梢想、高るいは都市の肪災樋能の強化とい0た現代の郵
市二ーズを実現する饗が,パリの毎市公■システムの中には隠れていると言えるでしょう.[参考文献]
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ジョルジュ.オスマンの名をと、1.「h"り.ux h急UI5m尋""1●n'」しも尋

バロルー

0イルダフォンス.サルダー氏(1815年12月23日一1876年8月21日)のrバルセロナ市の近閣の地図とモの都市拡薹案」(e.t.no.1-2)の紹介:"出品作の図面(.邑Lrlo・1-2)1',859年に制作された
都市拡彊プランのりトグラコによる棲望(オリジナルはマドリードの王立サンつエルナンド美斯アカ〒ミー所蔵).圏面やや左下塞りに濃く見えるハート耐のエリアが当時のバルセロナ市である.1859年当時、サンツ
(市の左上)、グラシア(市の真と)、サンタンドレウ【市の右上違方)など梱辺の集落にば工場が建てられ労働煮たちも多く碁らしていたが、市と層辺の集落との間にはほとんど何もない野庫が損たわっている状況
であった.サルダーの案は、基本酌に20メートル幅の道路で厳格に区切られる正方懇【一辺"3メーNレ)の妬区がその空白のエリアに整然と匪開するグリッド状の都市空闇を誕生させるというものであ」、現在の
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パルセロナの都市の形状は基本的に二れに従うたものとなっている.各街区の四眠の角はモれぞれ45塵の角度で隅切りされスムーズな交通を実驍させるよう配慮されており【サルダーは道路に汽軍を走らせるこ
とを恕定していたという)、各笹区の建物も基本的に四辺のうちの二辺のみに限建Lて建てられるよう計画されていた.敷地の残りのスペースは緑化され、計画通りの郵市空簡が実現Lた暁には日差しに牽まれ、
心地よい厘が吹き、豊かな緑に囲まれた田園都市が麗生ずるはずであった.璃実には土地の生産性を最大化しようと望む地撞套たちの忽惑により、四辺すぺてに建物が建てられた二七はおろか、中庭のスペース
までも建築物で埋め尽くされ,日当たりも風通しも急い劣悪な理填が生み出さ才唯金問題化することになる."
、サルダーは郁市計圏に関する理論桶築の必蔓性を盤じ.バルセロナの郷市拡彊ブランの提出に合わせrバルセロナの改巷七拡張に適用された都市建設理鴇10859年)を鼻牲、モの槌も自らの経験をフィー

ドバックし続け、1867年にr郁市化の一般埋諭」を晃表オる.この著作は「ウル」(ニサシオン(U由."「非UO"/都市化)」という擾念を削出L、都市空間の物理的な側面のみならず、モの聞発'整備を推進するた
めの法的、軽請的側面をも摂野に入れた理論の襖築を目指してきたサルダーによって生み出された、世界物の都市計圖の戸般理論書であると言われている."
事考責料二reARCELONA THEcrrYOFARれ510M】RACLE5 τHEESSENCEOFTHEOATALONι貞NMODERN肌TFROMTHEMODERNI$METOTHEAVAT-GAnDE冒脊跡の玉術都市

バルセロナ颪:図伽(第一会場2019年4月10日{水)-6月9日旧)景崎県美術館、図縁発行神戸新聞牡2m9 炉57・P58))
"し.コしユ、エ

0「1し.コルピュジェ」ル.コルピュジェ(L. corbU三1昏r.1887年10月6日一1965年8月27日)1=スィスで生まれ、コランスで主仁活躍した建纂家.本名はシャルル=エドゥアール'ジーヌレ=グリ【oh昇H0与・'d
。U冨『dd..nn.r.1.Gri6).モダニズム建隻の巨匠といわれ、特にコランケ・ロイド・ライト.ミース・コアン・デル・ローエと共に「近代建築の三代巨匠」として位置づけられる【ヴフルター'グロビウスを加えて四六巨

匠とみなすこともある)._
生嵳:ル.コルビュジェはオ8B7年10月6日、スィスのラ・ショー=ド=フォンに時計軌人の父エデウアールとピアノ教師の母マリーの炭男として生まれた.'"ー
1922年に、オーギュスト.ペレの下で幽いていた従兄弟のピエール.ジやンヌレ七共に事務所を撫えた,1923年にrレスプリ・ヌーヴォー』に掲量された自らの記事をまとめた著作r趣纂をめぎして」を鼻叢し、世界

中の准笑家から注目を集めた.この蒼作の中のr住宅は住むた功の概械である(m亀卓,ι1"舶■ h.b;加r"七いう言案は、柱の豊隻急恕の代表的なものとしてよく引用される.1925年のパリ万国博覚会(いわゆる
アール亨コ博)では叢飾のないrレスプリ.ヌーヴォー並」を設計し、アール.デコ藝飾の展示該が並ぷ中、鼻彩を放?た.19之7年、ミース・フフン.デル.ローエが中0となり、ヴァイセンホーコで開かれたドイツエ作遮

主催の住宅腰(ヴフィセンホーフ.ジードルングHこ参加L、2棟の住宅を設計Lた.
1922年のサロンドートンヌではrBO0万人の現代郵市』を.伯25年にはパリ市街を超高層ピルで建て暫える鼻市改造案rヴ゛アザン計喜」を、モしτ19ヨ0年にはr輝く都市」を尭表した.これらは低層過密な郵

市よりも、超高層甘ルを建て、層悶に樋地を作ったほうが合理的であると゛るもので、パリでは実親しなか?たが、以降の馨市計百の考え方に影妻を与えた.,ーー
1928年以畔1冨朋催され1ヒ0IAM(CO"匡●馬 lnt.巾."0".1 d'Ar血託.0ιU,. Mod.m.、シフム、近代魅築匡際金睡)ではヴフルター.グロピウス、ミース.フフン'デル'ローエ、ジーウフリート'ギー〒イオン、ガ

ブリェル.ゲヴレキアンらとともに参加し、中心メンバーとして活豊Lた.CIAMは国際酌な近代建築運動の拠点になった,
19ヨ0年にはイヴォンヌ仂'りと轄婚し,また闇年フランス国特を取栴した.19引年竣ヱのrサヴォア邸」はル・コルビュジエの主張する「近代建筆の玉原豊1」を典型的に泉し、代表作として知られる.1932年にソ

逗で行われたソビエト宮殿のコンぺに怖募Lて敗逼したものの.モの斬新さは注目を港び、丹下健三が農隻家を志,きっかけにもなっている.・ー.・鰭二女世界大戦徒、かねてよりの主弧の実鮭であるrドミノシ
ステム」1こ甚づ(集合住宅rマルセイユのユニテ.ダビタシオン」【じUπt踊 d'EI.bltauon d. M.ト=.Ⅲ.)を建般0947年一1952年).また、1951年からはインド言相であるジやワハルラール'ネルーの俄穎を受
け、インドに新捧市チャン〒イーガJレを建設する際の顧問として都市計雷および主要挫筆物{晦金・鮭菊所・行政庁書など}の設計にた携わった.また、「モデユロー」し(仏:M●Ulor)」の理諸を提案L、建擾の実践
の場において橿能性畠るいは美学の逗成への応用とした.哉期の代壷作「ロンシャンの礼拝堂」0955年竣工)「=カニの申羅を"ぞったとされる牲特な影趣で、シエル桶造の採用など嚴筋コンクリートで可能に
なった島由な造影を示している.ここでは従来主張していた近代壁鑁の指糎である橿能性・合理性を超える斬たな表親に遭した.ドミニコ金舞のカトリツク信者で畠るル.コルビユジエは引き緩き1ラ.トゥーレツト修遊
劇の設計にっいても依頼を受けた「1960年竣工).この間にr国立西洋蔓術館1の基*霞計のため.1955年に一度楽日している.1960年には自らの仕奉の記課を公的に鼻管することを構恕し、1962年には
フランスの文化相のフンドレ.マルローにこれを認めさせた.円引年にはA仏ゴールドメダル、1964年にはレジオンドヌール馳薫を相次いで受賓した.
1965年8月之7日、南フランスのロクブリュヌ=カップ=マルタンで識水港中に心騰尭作で死去した.7θ雌没.私生活では妻イヴ才ンヌ0957年10月)や怪本る母マリー0959年初頭)が相次当他界L、また自

身の公的記鯨を完戒させた直後であり、画穀醜もある.
案績:語家から出尭し、建筆竃として活動をはじめた後も亘家としての制作活動を続けてι寸翫
歴史との功縦は、鮭筋コンクリー陀利用し、装飾のない平滑な曼歯処理、伝銃から切り雌された合理性を信条としたモダニズム離筆の提唱者ということになる.."一西洋では粕稿遣(石稲み'レンガ積み)1耳

よる建纂が伝読的だ?たが、ル.コルビュジェはスラブ、柱、階段のみが建筆の主蔓要素だ巴するドミノシステムを考案Lた.その後の代表作rサヴォア昂」はル.コルビユジエの主彊するr新しい建繁の5つの蔓点
(ビロティ.屋上庭園、自由な早面、水平這桜意、自由なファサード)」(近代塗纂の玉原倖D去体褒している.クック邸が5つの要点を体硯した最釖の作品で畠り、サヴォア邸でより完成度を高い実例を示した.鼻
市計■の分野でもパリ改造計亜案を尭衰したほか、CMM禦4回会楓でル.ロルピュジエらが趣案したアテネ李章n933年)は、公醐空地なだ.以棲の都市計圏理論に多大な影妻を与えた.後にはチャンディーガ
ルなどで実独している,纏始モダ易ズムの論客として、斬Lいピジョンを泉す詮陣を張コてきた披は、実作においては自由な芸衞家としての立燭を貧き、必ずしも常に論理性を重視しているとはいえない.しかし.作
品の独創性や新規性により、そうした矛盾を周踊視させない.幌年のロンシ十ンの札拝堂(ノートルダム・デュ・オー礼拝堂"*造轟を特に弧調し、それまで主張していたモダニズム趣築を超えた作品として注目され
る....、.、_、
」し.コルビュジェの建築槙型や血面、家具は、20点以上がニューヨークの近代蔓術館に収嚴されている.・・ール,コルビュジエの建築のうち、ドイツの".アルゼンチンの"'ペルギーの'ーフランスのラ'ロツ

シュ=ジャンヌレ邸.,、インドのチャンディーガル.日本の匡立西洋黄術館、モしてスィスの・ーの計7力■17件は、2016年に脂催された第40回世界遺産委員金においてル.コルビユジエの建纂作品一近代建築
遅動への顕蒼な貫献一として世界遺産に量鋒された.生前ル、コルピュジエが楕想L段立を認めさせていた抜の仕亭の保管・管理橡黛は、ル.コルビユジエ財団として死後の1白6白年に設立され.彼の作品のひ
とっで島るパリのりヤンヌレ邸【ラ.ロシュ=ジャンヌレ邸の片方)に本拠を置いて彼の作品の管理や係優を行っている.・・・:wikゆ●d1●「ル.コルビユジエ」最轆更新ユ020年3月姑白(土)0'.00より抜粋
0「バースで見るし.C。rbuN引の三百万人の現代都市」自らデカルトの使徒を任じ、験序と合理性を這究するル・コルビュジェは、自分の都市【パリ)とは全く違った景楓をもっマンハウタンに隈りない愃憬と若
千の批判を鼎じながら.壮大な庫天換七量かなオープ:ノ.スペースに代表きれる理恕郷市を楕纂Lた.この惰想は、1922年のサロン、ドートンヌに尭嚢されたものであり、300万人という人口は、当時のパリ市の規
槙に相坐するもので島った.昼市の中心郁は、24棟の+字影の60階畦物で構雇されていて(2.4×1,5Km)、この地区は3000人/h葛の密度をもっが建蕪宰はわず古、5,'に,ぎない.地区の中央には、鹸
道駅や空逢(へりニプター用の)が立休酌にまとめられた交通センターカ促置されている.この地区の外Mの菱瓢の憾分は、300人ノ計.の密度をもっ.ジグザグ影の8踏挫てアバート地区(建蓋皐15")であり、さ
らにモの外周には、独立住居からなる田園暮市【dt.1動01".)力呪されている.これら3地区で栴成される矩影市街地には、広大な公国が貧入し、公匡の中心郁の間には、各種公共篦設力侃置されている.交
通センタ^中心として璽西南北4方向に走る主要道鋳はすぺて高架で島リ、工場ゾーン1=市街地と隷で隔てられている,..,"
Or56n5 ヴォフザン針嘗」これはル.コルビュジェの「ヴォ丁ザン針■」PI.1、Y0ι章1"のスケ^です.パリの中心却に麺寓版ビル騨を蔓てる二とを提案する、非常に大胆な郁市計冊です.バリが抱える詫闇
題をいっきに解決Lようと本るものですね.1925年に行われたパリ万■俳覧金のエスプリ.ヌーポー館で腰示されました. rヴォアザン計■」1ネオースマンのバリ大改造を前例としていま,.コルピユジエもバリの
古い賓や建築物を破壊L、新Lい道をっくることから始めています.ま゛'パリの中心部に幹雑道銘を通し、交通のスムーズな声れを確保する.幹輯道銘は3種類、幅120m、80m、50mとし.碁薑目状に計圏して
豊った土地=ブロッウを影成,る.モして、各ブロウゥには高さ20omの鯉高庵ピルを建てる.それぞれのブPツクにけ18棟の超高層ピルを建設し、事筏所と住居を計圃する.働く場所と暮らす嶋所を駈技させて、
効卑のいい生活璋填を実現する意図がありました.ここでポイントなのは、容顎単が大幅にアップしたことで、土地に射する趣物の割合が、現状の75,6からわ,'か5,●になるこ七で,.モして残りの95,'を、な
んとすぺて都市公■にする計匪なのです.パリの中心蔀がとt=かく大幅に緑化される訳で本ね.さて、このrヴォフザン計距」の特歓としてもうーつ、パリを自動軍のまち仁Lようとしたことが挙げられます.太い幹
貌道嘉をまちの中心郁1冨通したことで.自鼬車はまちの中をどこでもスムースに走れるようになりま゛'.とても便利なことでしょう.実はrヴ骨アザン計画」1*血動庫金社のブロモーシヨンでした.「ヴォアザン」七「*
自動車金牡の名前で、コルビュジェのアイディアに賛伺したヴ青アザン牡が計盲の制作を後擾したのです.コルピュジエはこのプロジェクトをっくるにあたって他にシトロエン社とプジヨー牡にも声をかけてい粛ず.
「ヴォアザン計亜」はコルビニジェの鼻市計厘の金牢塔「ヨ00万人のための親代都市」が疉表されてから3年蜑に制作されました.:建纂小考「ヨ本社金の制度殴計について」ヨ.r都市」にっいて 56/5フヴォ
アザン計圏 200703.20

OrclAMJ OIAM(C。ロ'元季 1"t.m.tlo".1 d'A,●1ι00加角 Mod.r".、シアム.近代建集国腺金概)ほ、建築家たちが集まり都市.建築の将棄にっいて討諭を重ねた国嘩金漁.モダニズム建隻(近代建築)
の脹聞のうぇで大きな役割を担ウた.192且年に始まり.1959年までに各国で11回開催された.姥按において亨ぺての主蔓慨鱸【ランドスケープ、都市計画、工案デザイン、モの他多くを言む)1こ焦点を当てたモ
ダニズム豊築の頂則を広めるのを目的とする.
"成とメンパーシウプ:近代建藁の国際会腫(CIAM】は、よソーシャルアートとしての建笈」の廉因を促嵐する二とを目的とした塁0世紀のマニフェストの1つ.全28人によって、19之B年6月に設立.創設メンバーほ
コルビュジェ、エレーヌ.ド.マンドロット【城の所有者)およびジークフリート・ギー〒イオン(最初の峯務局長)らと・・・他の創般メンバーには"'ー
沿革:1927咋の国際連盟本郁設針コンぺでル.コルビュジェの計■案に対し、ポザール液の旧式な建聾家が規約適反として排斥、近代建螢運蝕劉と保守派の封立が廉面化Lた.これをきっかけに翌年CIMAが
開催され.ヴフルター.グロピウス、ミース.フプン.デル.ローエ、コルピュジェらヨーロッバの建簸竃のグループ24人の建隻家が参加.・ー・:wlklp.dl.「clAM」最終更新ユ020年9月5白(木)20:"より症弊
0「輝く都市」豚く都市{L.Ⅵ11. R置dl.U曇."ネ、モダニズムの建築家.ル・コルEユジエが提哩Lた理想都市の栴想である.
ル.コルビュジェは、人口過密で環填の恵化する近代郁市を批判L、尋00万人の理代躯市0922年),バリのヴォアザン計画Ⅱ925年)、輝く郵市0930年)なEの計圏案を発表した.19aa年に0IAM【近代建
纂国厚全隆)で擇択された「アテネ憲章」ほ、輝く都市の理念に沿ったもので島った.高層ビルを建設して空地(オープン'スペース)を確保し、笥践を豊傭して杏動車道七多道を分亀し(歩車分離)、モれに蕊づき
掴市局睡の解決を園ろうと提唱している.ル.コルビュジェの思想は、当時のフランスにおいて興塘的なもので畠り、ほとんど畳け入れられなかったが、マルセイユをはじめとする各地に建設きれたユニテ'ダビタ
シ*ン0白52年)は、「輝く邦市」諭の案盤のーつで高った.また、づラジリアなど各蛙の郁市計師の理念に大き孝影響を与えた.
日本語訳りレ.コルビュジェの都市計冨に風,る著作'M.n佳r. d. P.n尋.rl'urb.n(写m."n946年刊.直訳,れぱ「知市化の急考方怯」)は.坂倉準三訳で、r揮く郁市』のタイトルで刊行され{丸着、1956
年)、その磯、SD選書33として再刊された(塵卦出版会、1968年).なお5D選害で1才、ル.コルピュジエの著作を+数冊刊行している.他にも日ネ語訳が公刊されていない著作で、'L.ⅥⅡ. R.dl.U""0
935年刊、フランス語で「葬く捧市」の章味)がある.

1.18タモの他:轟稔(轟ピJレ社甚)は邦訳の「輝く郁市」に岳撃を受け.プークヒルズや六本木ヒルズなど.森ぜルが手がけた「都市闘発のロンセプトの廉点」になったと語うている.(日本経陦新酬20TI
〒D-"":Ⅷklp.dl.「輝く鼻市」最終更断2020年3月21日(木)16:54 より撞粋
0 「アテネ憲章」丁テネ憲章(Th. Ath.Π. chad.r)とは近代建纂運動の中,「擾艇的郊市」を艦盟とした1933年のCIAM【近代建築国際会陪)で採択された都市計團及び建纂に廟する理念.近代郵市の畠る
ぺき杢を提案している.全95条から孝る.、、
概蔓:アテホ竃章は、1933年に行われたCι厶M【近代建築国際会識)舗4回全置における成果で.響市計画にっいても考え方をまとめたものである.弼市から「住む」、「畳く」、「レクリエーンヨン」.r交通」の4橿能
を取り出し、これらを撮作することによ0て無市を作りとげようという方法で畠リ、その計■の技術を述ぺている.モの後.世界各地で計冊された斬都市に大きな影暑を与えたとされる.と(に霊桟しているのが、
r住む」で島る.峯宜は、「住居」にっき.都市の中の最との地に置くこと、健峯の貫筏、茎当な人口密度、最小隈の日側.幹線道誤に沿った毘置に需止、現代聾筆技斯の判用、高屠住宅は艶航を離して地とは聞
效すること、などを提唱している.r倒(」場である「卑場」にっいては、住肩との距就を最小に抑えること、工場地壊は性居地犀と樋地帯で離すこ七、なゼを深す.モして,二の換能的に分魅された都市を結ぶのが「交
通」で、主要交差点は立倖交整とし、歩車道を分陵し.幹線道路と住宅地の道誌は機能で分け、幹隷道路は輯地帯で囲む.娃筆家ル・コルビユジエが提艦Lた「輝く都市」の理念に沿った内宴で、甚市の檀能は
住居.労劉.余暇,交通にあり、郊市はr太隔.舞.空聞」をもっべきで島る、としている.アテネ壷章は橿能主轤による明快な郵市計■皆七して、各国の躯市計四に大きな影奪を与えたが.内50年代にはCIMA
内都でも批蒋が起こり、モの貨も、ジェイン.ジェイコブズが著Lたbゴリカ大都市の死と生」など、樺々な立場から批判を受けた.
文献.ル.コルビュジェ.吉版隆正編訳「アテネ憲章」 5D遇書102 真晶出版金、1976年・・・:Ⅷklp.dl.「アテネ憲章」最粧更断ユ019年9月ユ日(月)0ヨ角5 より抜粋
0「コルビュジェのヴォリューム、ミースの憾」.ー,その煮味でいえぱ,ミースにとって、二0世紀とは決定的にアメリカの時代であり.王ースはそれを否定せず、モれに桑じた.一方、ニルビユジエはアメリカに
渡ることをせず、ヨーロウパという場所にとど主り.アメリカ的なるものを苦定し読けた.コルビュジェは超寓密ビルに関心がなかったわけではない.三00万人の現代郊市【一九三二年){図田、ヴォアザン計即(ー
九二玉罪X図7).算く都市(一九三玉年)をはじめ乞L、起嵩層が乱立する.乱暴ともいえる郁市改造プロジェクトを雑り五し晃表した.ニルピュジエは真剣に超高屠を般計Lたいと望み.当時のフランスの知覚人は、
バリを壊してまで起高層を建てようとしたコルビュジェを冷笑した.フランス人から見れば、バリを岨高惰で破壇しようとするヨルピュジエは、スィスの片田書からや?てきた、アメリカかぶれの変人に見えたのかもし
れない.しかし、一方でコルビュジェはrニコ,ーヨ^の庫天換は小さすぎ、ELて多,ぎる止批判した【t伽廠が白かったとき動.巨大ヴォリニームは大いに結犠であるが、工場で作ウた金亙の単甥な組でヴォ
リュームを隠蔽,るような、ア〆り力の様.ミース諏のごまかしを、ニルビニジェは欺廟と見做Lたのである.コルビュジエはフランスで超高層を実理することもなか?たし.またアメリカにも曼け入れられなかったが、
その代わり1=、籔はコランスともアメリカとも全く卿'り、全く封鳳釣な堤所.インドへ七向かった.一九玉一年からインドの新郁市チャンディガールの計画に携わり、高計をものともせず.計昆三回、灼熱の親場を訪
れてぃる.インドという場所では、隙を用いてヴォリュームを化粧本るアメリカ的なコスメティック、随蕪は、全く儀効で布0た.当時のインドに1ネまっ,ぐな繰を作る枝術など存在しなかった.コンクリートで作った荒々
しいヴォリニームを、赤い大地の上に投げ出すしかない.その赤い大地のとで、二0世紀のアメリカとは対橿的な方佳を、ロルEユジエは廃見Lたのである.インドとの抽窮は、コルEユジエ自身にとっτ大きな出
来掌であっただけではなく、その後の世界の建築デザインに決定的な彫雰を与えた.ブJレータリズム(野生主義)と呼ばれる、荒々しいコンクリートの表現は.チャンディガールがきっかけとなった.づルータリズムは
日本の戟隆の建筆にも大きな影唇を与え、木目のきっい杉帳型梓で打般した荒々しいコンクリートは、職桟の一時期.日本の公共建隻の制服にな0た.裳何学に支配された美しい白い箱=サヴォア邸「こ代表さ
れる前半期のコルビュジェ以とに.後半生の野峯なコルEユジェは、二0世紀に大きな影妻を与えたと.倶は考える.なぜならぱ、どんな凱々しい大地にも建螢を建ち上げられることを、コルビュジエはチやンディ
ガールで示したからである.インドの赤土の上にも現代建築が戒立Lえることを示Lて.コルピュジヱは.どんな大地のとにも、現代の人間が、力強く生き生きと生活できることを示した.モれは世界の*べての場所
に希望を与える.希望の建纂であった.前半生のコルEユジェがりードしたモダニズム建築は、世界を萄一化しようと宇る工業化牡会の、インターナシヨナル建隻で島ウた.一方、綾半生の被の建畳は、世昇の多
拝化の連を示し、世界のすぺての場所仁希望を与えた.インターナショナルではなくワールド.アーキ〒クチュアであった.僕はコルピュジエのコンクリート挫擾をたぴたび批判Lてきたが、チャンディガール以降のコ
ルビュジェからは.様々な影で彰響を受けた.チャンディガールには.二0世紀を恕える伺物かが、存在していた.:「点・線・面12020年2月7日無1側発行懐研吾岩渡塞店揮コルビユジエのヴ"り二ーム.
ミースの縁 P112.P114
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N.帝郁塩興の託固【大正閏棄地裡からの塩興)
0闇東大震災
.復興計画の始動と岨.1923年(大正12年)9月1日に典生した大正闘東地餐による被害は甚大なもので島り、復興計即は政府主導で行われた.需2次山本内閣の内務大臣に就任した俄蒸新乎は、復興亭
業にっいて、計臣決定から各省所管事務、自誰体の権隈すべてを集中する「帝都復興省」を設立しようとしたが、各省の強い反対に遭い、廩京と嶺風における都市計画、鼻市計画事稟の牧行など復興の羣務を掌
る帝都復興院を設立して、いわゆる後藤系官僚を轄集させた.モの鮮部「才、靴纖佳膚斬平.副総曇に北海道長官の言尾舜治【計囲馬・土地甍理局.建築局担当)と薫京市政畑査金専癌理事松木幹一郎【土木局'
物資供給局.経理局担当)、技監に.,直木愉太郎、理事.計回局長1=は..,池田宏、理事・土地聾理局異に・・言尾舞治ι哉に・一稲紫健之助)、理峯.礁隻局長に'.'佐野剥暑、理亭'土木局墨に直木倫太郎{途
中辞鳳、徒性に.,太田圃三)、理事.物賢併給局長に松木貯一郎、軽理局長心暢に・・十河信二という陣容で、2人の動任技師に."山田博髪と医学博士庫一太を起用Lた.'"ー
貸艇は一人で棄京復虞の基本方針 1.遷郷すバからオ.2.復興費は30憶円を要すぺL a.欧米最斬の都市計画を採用して、妾匡に相応しい斬都を造営せざるぺからオ' 4・新鄭市計即実施の為には、地主に
対L断■たる態度を取らざるべからずを疑り上げる.だが、事案規榎は当時の軽晴状況をかんがみて綻小され.当初の焦土買い上げという後募のt大風呂敷」「才実現せず、屋地整停にっかっていた区圃甍理力
展開されることとなった..ーーさらに復興計画宴儀のために設置された3つの喜護裡屬のうち帝都復興参与会と帝都捉興協鞭金「=無事通過するが、帝郷復興喜隆会で1=大反対され、特別委員会での大幅縮小
で決定、5億円強になり望会提出の運びとなった.雌金では,...所管の後姦内務大臣が政友会への閥服を選択したため、政友金案を曼け入れて復興計圃は確定された.しかも徒藤は予算成立後の解敗を提言
して山本搾兵病総理大臣に却下された.さらに火災保肢貸付怯案宴堆来了梱覇で.",,矢先に虎ノ門事件"2月27日)が起きて、山本内閣はこれを契橿に乾辞戦し、二の政争の過程で多くの人の支持を失って
いた後藤1=その撲、現実政治家として復栂することはなかウた.
貨蔀新ギの強い影響下に設立された復興院は廃止され.翌1924年2月25日、内残盲の外局として復興局が設置されて、塩興院技監だった後藤系の直木愉太郎が長宮となった.しかL復興局は、内務当、鉄這
隻、大龍省の3告の客り合い所帯で「伏魔殿」と言われ、鞭獄事件が相次いだ.'""_
こうしたスキャンダルにまみれた中、後藤漸平の当初の犠撃までは実現Lなかったが、親在の内駐通りや媛匪晝リ,昭和通りなだ都心・下町のすぺての街路1=この復興亭業にようて蔓惰されたもので、巳の寮京の
骨格は理狂に至るまで変北していない.また量災による焼失区堰1100万坪の全域に封する土地区即整理亭業を断行する.区匪整理は豊箸的に全体を66地区に分け、各整理曼員金で侃々馬々の謹員を行いな
がら事禦が進められた.二の結果密集市街地の裏宅地や畦道のまま市街化した地埴は一掃され、いずれ亀噸4閉以上の生活道務網が形成され、同時にと下ホ遭とガス等の基薑も整傭された.
.意災復具橘梁.",震災復興小学校挫設・・・盆災復興公圃・ー_
.徑興事業の完成と粧了帝都復翼院および復臭局が椎進した帝都復興亭案は1929年ころには完成の鱸に遅Lつっあり、問年10月19白から"月10日にかけては章京市政調査会の主催によJ復興状況を
説朋したr帝郁復具風覧会」が再成したての市政金蚊にて開催され、"万超の入場者を焦めた.続く1930年ヨ月24日には昭和天皇が覗京市掛を巡行し、伺月26日には二貫橘前!広場で帝躯復興祭」力峯行さ
れた.復興祭では、直席した天鼻より「帝都復興完成に就き腰はりたる動語」が馳せられたが、復興亭集の計亜を最初に隷りとげた量庫自身は、1929年4月13日に遭説先へ向かう途中で死去しておJ、壬の完
成を見ることはなか0た._
r帝郁復興祭」より6日後の4月1日に復興局は庚止されて業務は復具事務局へ引き鞭がれ、モの2年贊の1932年4月1白に問局も塵止されたことで帝郁慌興事象は名実とも仁終Tした.
.横震市の塩興閣東大載災の璽諏は小田廉市で、璽濠壇の真上に位置していた撲承の餐産は7とされているが、帝都復興院幹郁会で復興計即大綱を決定し.検需市側もこれに準じて漸次喜置される.""'
この時期横浜市は都市計謡局長坂田貞明が病死、モのため、後鼻斬平の挫斡を受けて、9月24日、牧産七の横蕊市都市計冊局長の就妊を決定する.また億富太郎を会長とし、政財界幽係者力高っま」犠浜市
復興会が枯成される. i
震災から20白ほどで、横疾市は復興弦案を立案、公蛇地帯巴いう官庁街と,公園と遊歩道とを紹み合わせた繰地ホットワ^祇卑をおいている.被災疑験と実際の公園ストツクの必要住から、試案ではとくに厶国
計画1=力を入れている.・・・_
11月15日には、当初予定された予拝を抑えられたことにより、市の案を細小した復員針画政府廉案が鼻表され、山下公■以下4つの公■計匪が盛り込まれている.その他.別の横浜市の復興計画力政府筋に2
案橿出されている.ひとっは土木学金からのもので11月19ヨに、もうひとっは横坂市復興金からのもので、12月26日に提出されている.
撰浜市でも橘乗享業は軸行され、平沼播.築地橋など復興局担当が32柵、犠需市力佑4(市負担の小饗等除0であった.
またこのとき、街路工事に伴って陛道が2か所断殴された.図が執行の山手陛道がモれで寅京市による畳宕山の陛道とともに、今日でも使われている.:wiklP●d1卑「震災復興再開尭事案」最終更新2019年
1ユ月7日【土)":25 より抜粋
0【2峯】鼻市計匪制塵の進厩一璽災.職尖からの復興0910年代~1950年代) 021関薫大震似からの復興
大正1皇【19ユヨ)年9月1白、風案地方にマグニチュードフ.9の大地貫が艶生しました.霞災鼻生の翌白に山本権兵噺内閣が疉昆し.偵興亭業を担う内閣総理大臣直嵐の橿関としてr惰都復興院」力設立されました・
帝昼復興険の趣義には、内務大臣の捷焦新早(元禦業市長)が就任しました.計画は.政磨原案の15倖円から暈鞍的には4憶6.844万円にまで剛減されたものの、近代的な鼻市計覇手法を初めて取」入れる
などの成果を残し、後の職嵐復興計圏にも影宴を与えまLナニ.復夷計畜に葺づき.主に蜂失区域において.街路、撰璽.河川、運河、分国及び土地区圏整理等の亭集が行われ、今白の寮京にもっな力る社金資本
が甍樹されました.口復興局公琵璽京都市計圏地図大正13(1ヨ24)年江戸禦京博物茸覆災世帯は東京市の73,4、6、大火による市の煉失面褒は約3.465h●で市壊面槙の44,6にのぼノました・栴都復
興事集は省銘針画、予拝規蟻にっいて害膳された純果、計匪の修正、繍小が行われました.ネ図は最終決圭された計而案でず.惰郷復興事業による土地区圏豊理事業は、一郁の亜硬な反封を受けっつも国
と童京市により大規換に実筧され、算工圃預は璽亰の蜂失面積の約9割、およモヨ.117".余に及びました.:東京都都市蔓備局
0第1章帝鼻塩興の風圏 192ヨ【大正12)与9月1白の関寮大震災では.稟東市3、830M、槙浜市950".、横痩賀市、小田原町、鐸倉町などの神崇川熱下や千紫県南昂なゼに毛壊誠酌被害血生じた.こ
の被災を受けて、稟京と横訳の焼失地では国が主奪Lた帝鼻復興事案が風舶し.神素川県、千票県などでは「復具促進会」が結皮され、行政と地触有力者屠が一倖になって地単の復興血進んでい0た.焦1抵
篶1章では棄京市と撞翫市で展胴された帝都復興の経遇とあらましを豊理し.捉壷では県下の市町村の復興の概況を示す.
算1鰯帝都復興計画の成立過鴇 1盤隻前の案業 0)楽京を取り豐く時代的臂景(2)哉鳶斬平の棄京市憂就任【3)災害対董や復興技術の状況 2帝墨復興計圏の成立遇喪 0)山ネ内閣の成立(~9
月2日)(2)帯都復興詔書の尭布と第1回帝無蝮興審腫金(~9月21日)(3)帝都復興院の馳足と帝鼻復冥計闇大綱の快定(-10月27日)(4)参与会と坪巖金の開佳.予算梓が定まる【~11月21日)
(5)第マ回南都偵興審厳会と学寮巳代治の反射【-11月27日)(6)筑47歳金への擾案と事案費の削轤(-12月26印(フ)復興局への移行、特別躯市計■委員金での計画焦定02月27白~)【日)案京
市の復興計画への動き t
【9)斎都復興計舶の隻遷遇糎集寮及び後述の横翫における帝魯復興計圃の成立遇樫を彊理,ると.竪1-1の通りである.軒余曲折Lながら定まった呈が畠るが、当初陸役だった土絶区■整理事累力中心
になうて.近代都市の街並みが帝郁に出現することにな0た.口表1-1帝郁塩興計圏の霞立遇授これらを見るとき.災害前の算蟻や都市影成の課閏、計制技術を引き鞭ぎながら、災害後の政治的'財雫
的状況、人的資源などに即して新しい工夫や施繁が族され計圏が圏まったことがわかる.歳弊斬早は最初の段階で、「帝都の復典」を、都市雀興のみならず蛍害教艮や生活'産業の復興まで匡が直轄で行う
という疉想を持?ていたが、財政や詫勢力との園係の中で帝郷復興焼の仕事は「煉け跡の市櫛地復興」が鱗定され、それも東京市・横浜市が多くの事集を負担Lて展島する二とにな?た.、のことは、袰力国の復
興において、匡の役割は薄められ、事業も道践や宅地が中心になったという大きい先例になり、今日にっながっている.いずれにせよ.この関東大貫災を軽て近代都市計而は実体化し、土地区圏壁理事案や幹
繰道島整欄が全国の郷市に広がっていった.災客復興は、事前小ら甥土や割市をデザインする方法をもとに艮朋され、壬れが次の時代への新しい鼻市施笈を切り鬨いていくことも改めて理解できよう.
第2節桝浜市の復興追程 1量災前の犢浜 a)宅湾郎市横誤を巡る状況住)都市計両と社会峯業の慶朋 2禎浜市の拝市復真計画の捷定過理("復興んの初竜と「横汎復興会」の設立(~9月19日)
(2)牧童七の計匪案と偵興金案【-11月20日)伯)橿浜市の偵興計画の確窒02月一)
第3節帝都惚興峯案がもたらした毎市空聞 1務郁復興軍業のあらまし復具事案のうち、国(内残省復興局)が僻卿道高.運河、大分■など広壊釣役割を果たす甚豊整儲を担当し、他の焦設は、廩京市'棋
訴市,稾寮府.神奈川県に委ねられ.国が支提Lて実姥された.壷1-211モのあらましをみたもので畠る.■会の決埋では、土地匡匪塞理事案は棄京市、横浜市による施行を基本にするとされた力、その一郁
は国が篇行し、2市にも田から戦員が罪遭された.東京市.検浜市は復興にかかる財黒を市贋禿行に求めたが、後年の財政悪化の一因になった,0)土地区■整理亭菓と樹踏整業.・土地区■整理亭案
b.街路事嘉(2)河川.運両.揺乗、地下埋設、と下水道..河川.運珂 b.橘梁 0.地下埋設、暫路工作物の整理 d.と宗道と下水道、ゴミ熱理施設、電気亭象焦設伯)仏面、学校、牡金亭集施殴、市培
..三大公醒と小学校胴桂の復興小公閣 b.惚冥小学枚 0.玉大捌腕と社会亭案施段 d_中典卸亮市珊【4)地域地区・復興建築急.用途地域乞防火地区 b.肪火達鰻補動と復興建築助皮 2帝郁復興外
の劃き最後に帝都復興計■から外れた計画や民間レベルで生じた鼻市復興に鬨逼する動膚を記Lておく.二れら以外にも霞災葺哉金などによる住まい再建支極や諾設蔓儒がされた色割愛する・ 0)高
速髞道と捲湾.,璽寮高連鮭道 b.東京築淫と京浜運河(2)住宅、大学,復異趣隻ヨ.問忍会の活動 b.大学の移蒜 0.復具の藍隻:内閣府訪災
y」璽富盤塗計亜、_
Or廩京輝地計匪」童京縁地計圏とは、1939年【昭和14年)にっくられた大庫京における縁地帯、景直地等を言む輯合的な緑地計葡.日本の都市計圃および公園史上初めての大規換かっ具休釣なマスター
ランである.・・,・・

嵐要:.胤前期に大捧市の膨張に封処するため地方計圏【r.富10".1 PI.nn1Π区)という広埴甚市計■の考え方、計■諭が先進国で漫透し、1924年(大正13年)オランダ'アムステルダムで現在のIFHP(.祚二1"t.r
,."。n置IF.d.mtf。n 佃r H。U事1,'卓,' P1昌,nln証)の前身である国際郷市計圃金艦において市櫛地外周のグリーンペルト設置、衝星都市の建設など6か条の侠噸が採択される.'二れを受けて、日本で
も地方計■を寮京を対叡として立案するために、伯32年【昭和7年"0月に廩京繰地計囲協盤会が結成される.これは内残省を中心に舵成された協顕金で、内務次官を金長に.宍襲省と警視庁、首郁盟の府県
や烹京市(現在の23区に相当),都市計圏寅京地方委員金によって損成された.璽京繰地計画の計師区埴は亰京50km冨.962.059".という広大なもので、日本の都市計圃およぴ公■史上初めての大規換
かっ具体釣なマスタープランであり、これを芯えるブランは今日に至るまで出現していない..協隆金が計冨対象とした雑地は後述のとおり、生崖縁地や保存地などを含む広い観念で.轄果的には兜足研究され
てきた公■鰻計導庫を.新た1=地方計画としてとり入れた「繰地」乞島わせて伐合的に都市内外の公西緑地計誕の推針をうち出Lたものであると指摘されている.実嘩、棄京において大靴地が都市計距およ事
快定を見たときには、内袈害はすで1=縁地の鄭市針圏怯における怯文化を決建してぃた.都市計亜庄Ue)改正【昭和15年3月30日)によ、1.舗十一条の二を追加、無十六条に「緑地」の文字を加えている.怯倖
としてr縁地」の用隔が庭生した二とは佳目すぺきだが、巳のr繰地」は.稟京練地計■博腫金において十分換討されっくした地域制のt縁地」の定酷とは具なるもので島って、都市公幽間様に仏共営造物(郷市族
設)であるとされた._、_
理状縁地計画冨棄京悼地計画の中で最も重蔓な計画は、稾京市の外用に縁地を設置する理状縁地幕計■【19ヨ9年(昭和14年)4月焦窒)で、こΦ縁地帯から石神井川.善福青川など尋市河川沿いに設置され
た雑地帝が市彬地「二貫入するように般圭されている.このような散射理状の縁地帯が当時の先進国の郁市針■では理惣瓢とされてむ寸訂環状棒地燕を計匪した区壊は民有地の田畑'山林であった力、モの拠
郁分にっいては繰地として郁市計胃決定し実際に買収し、豊衝された.モの他の環状鼻地帯は注的梗梯が与えられていなかったが、1941年(昭和16年)9月の防空ま改正に伴う空地の指定制度創設によ」、稾
京では1943年(昭和18年)に、案京縁地計圏の球状線地帯を健承する影で防空注に茎づく空地(空地帯:内螺状・外憲状・敢射、各幅員200-30OM、肪空空地:一箇所1000坪桓塵)が指定された.防空庄
に蓋づく空地は1946年{昭和21年"月の防空怯廃止に伴い佳的楓拠を失うこと「=なる.1946年9月に交付された特別郁市計胴ま(昭和21年9月10日佳律嬉伯号)では、焦三条で(主務大臣は)特剛都市計
圏の施設として雑地地埴の拷建をすることができることを規建された【その俊冊和29年特別葺市計画法が庚止されてもなお.緯地地域にっいては土地区■塾理缶施行怯附剛第2填によって、坐分の闇モの
を有するものとされた.).駐災復興饒は1946年帽和21年)9月27日にr縁地地触計臣拝準佳尭し、繰地地革は市衝地の外周憾と内郁に敦射環状にとりr防空空地帯を指定された都市では、その指定区域を
根拠として」指建するように指泉Lている.しかし、大販、名古量など防空空地帯を楢定していた都市は繹地地壊への切り臂えをせず.峯京のみが寮京縁地計画以豪のグリーンベルト栴想を堅持した.1948年【
和2ヨ年)8月、防空空地帯を鞭承する慰で縁地地域(面積18,010h冨)が都市計画決定されナ=.ドッリラインによる見直L等による影雰を受けて棄東の戦貞復興都市計罰11縮小されていき・また、無地地羊で
は這反建築が経出し、その実鯵を追闇tるかのように指建解除の推便がとられていく.1969年【昭和44年)の斬・都市計地佳妬行の際にほ、寮京の縁地地壊そのものが全廃されている.
大公■:大繰地:1940年【昭和15年)4月の都市計■法改正により、棒地は葺市妬設のひとっとして位置づけられ、理状輯地帯の拠貞齢分1=鼻市計亜縁地としτ郁市計圏決走され.都市計画亭案乞し工土地
を買収し整崇される.昭和15年は紀元2600年に相当し、業京府はモの記念享業という名自で砧、神代(現在の調布市)、小金井.書人、水元、攝嶋(現在の江戸川区)の6笛所に1箇所約100レ'.前後という広大
な面積を持っ大緑地を造成tることにし.府会で事案予算が可決され.内務告も国庫補動をすることになる.立地はr帝尋防衛」と「市民の保置、休養に利雨Lて倖位の向上」の霞点から、交通の便や縁地問士の
間隔も考慮して遍択された.公匪縁地の整働に封する図庫捕動は帝尋復輿事業以降では大犀省が初めて認めたものである.モの徒1942年(昭和17年)-1945年(昭和20年)1こかけて.22箇所力這加さ
れ、繰地は合計28笥所が都市計劉快定されている.璽京繰地計圏の戒案に軌を合わせ大阪、名古量、神崇川などにおいても環状縁地帯楕撃の具体化が図られ、昭和15年からIB年にかけて大縁地力炭々と都
市計圏決定され、続いて用地買腹が開始された.大医の茜見悼地と服却緑地、名古屋の大高緑地、圧内線地.横戚の保土ケ谷輯堆、川崎の等々力線地など、今日白本の郊外市桁地に存在する大規模十は、
ずれも二の大繰地の遁産で畠る.戦隻、これらの緑地は農地開放の對象とされ.小作人に払い下げられ民有地に戻されてしまった.章東では尾地買取まみ746卜1●のうち62,、、名古亜ではB30h皐のうち48"
が払い下げられている.稟京、名古亜、大医などでは風地髄故蜑、今日に至るまで長い時間をかけて一度、旧小作人に払い下げた土地を買い戻,ことをしている.
隷地の分顛(東京樋地計画協識金):亜繩地一普通練地 1.公園イ大公国着通公■逐動公国自M公匪口小公園近隣公■児宜公風笛園公冒に皐ずるものイ敷棄道路口這絡道路 2・蔦苑 3・
公開鳳地イ第一種神社墳内地およびモの付属莞地寺驍仏堂墳内地およびその付属苑地口第二糧自然公物にして繰地として露定したるもの直檀公衆の用に供する優又は公共団体の施設にして縁地と
記建したるもの常時又は痕時に公闘せらるる国又ぱ公共団体の怖殴にして縁地と琵姥したるものハ焦三糧共問睡私■ 4.共用鼻地イ学校置口団体和共用貌地に奉ずるもの分区圏 5,道二
生崖縁地 1,讐通風業地区 2.耕業地区 3.牧野地区 4.識業地区三緑地に準ずるもの 1,塵■ 2.保存地イ第一桓天然保護区堆天鵬保簾区域以外の史跡名鵬天熱鵡念物の指定地又は仮指定地
史跡名牌天然艶念物の保存に闇L主残大臣の定めたる地嫉風致特皇數地区モの他口菓二租魚付林その他ハ郁三租保安林開墾制隈又は禁止地砂防指定地珂川怯による権利制懐地蔓塞地
帯および軍准要鬼の填填その他ヨ.景鳳地、.
反対運動:住宅需蔓の嵩まりとともに、靴地指定され都市化に制豹のあった地単住戻等から規制帽小・鍬廃を京める運動が起きた.鬮和31年0956年)の首郭圏整嶺法で「近郊地号」(グリーンパルト)力設建さ
れることに対して北多摩を中心とする「璽京都近郊地帯設定反封期成伺盟」が輔皮された.牌注一・・:wiklP寺dl.「廩京緑地計晒」最終更新ユ020年ユ月ユ5白(火)岬:1ユより抜粋
坐」乏工'Z^
0「ジェイン.ジェイニプズ」ジェーン.ジェイコづズ(J.n. eUミ凹1.r J.oob皐.1916年5月4日一2006年4月25白Ⅱ含、アメリカ合衆蛋の女性ノンフィクシヨン作家.ジャーナリスト.郊外都市開馳'どを論じ、
割心の荒虜を告臭Lた運動歌でもある.畳毛反辱症生んだ著作はrア〆り力大魯市の究と主10961年1で畠U、『郭市の羅廣学1臼9且6年)と並ぴ都市計卵研究の整蔓な古典とな?ている.r孃れゆくアメ」力1【20
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04年)が遺作となうた.

略歴・・・・'・

アメリカ六都市の生と死:ジェイニゴスはアメリカの大郁市が自勘車中心になり、人間不在の状況になっていることに疑問を持ち、四61年に近代都市計画を批判する薯作rアメリカ大都市の死と生』【Th● D"■小
血口d uf申。f G門且1厶m。"。。n C吐1.=)を刊行して、反響を呼んだ.ジェイヨづスの峯げる倒によると、ボストン市内にイタリア移民が多く住む地区(都市計画家から亮れぱ再開尭の対叡乞なる地区)があるが、
ここではほとんど抑罪が起二っていない、一方ボストン郊外でも卯罪が多発している地区がある.ジェイコづスは、安全な街路の条件として、常に蜜敗の目(ストリートゥオツチャー)が存在Lている二となどを推摘して
いる.

郁市が多揮性を持っための条件【TE'.如Πdluon工向r olw div.r巴IW)として.ジェイコプスは炭の4つを指植Lた.「都市の街路や地区で、溢れんぱかりの多様性を生成,るため仁は、4つの乗件が必蔓不
可欠である.1,地区.そして、地区内郁の司椛な隈り多(の場所において、主要な用遠が2つ以上、望ましくは3つ以と存在し,'ければならない.ELて.人々が異なる時間帝に外に出たり、具なる目的である嶋
所にとどまったりすると問時に、人々が多くの施設を共通に利用できることを保証していなけれぽならない.2.街区のほ七んどが.煙くなけれぱならない.つまり.街路が頻繁に利用され、角を曲がる擦会が頻緊に
生じていなければならない.3.地区は,年代や状雌の異,'る様々な建物が混ざり合っていなけれぼならない.古い建物が適物な割合で存在することで、建物がもたらす経病的な収益が多様でなけれぱならない.
二の混ざり合いは、非常にきめ細かくなされていなければならない.4.目的がなんであるにせよ,人々が高密度に集積していなけれぱならない.これには.居住のために人々が高密度に集積していることも含ま
れる.【中略)この4つの条侍は、どれかひ乞っが欠けても有効に楓能しない.躯市的多様性が生成tるためには、4つの条件すぺてが必亜で畠る.一薯ニジエイン.ジエイコブズ、訳;中封仁"Th● D舶t"●
"d u「.0, G門暑t Arn.Hcan ciu.区"(R霊ndorn HOU冬■.1961.昌nd vlnt■宮■.1992. PP.150-151)」
多樺性は魅力的で藷力の島る郵市の乗件で島るが、従来の郁市計匪ではまったく踊みられなかった巴しτ、ル・コルビュジエの輝く都市など、概龍優先の近代都市計画の理毒を批料した.

ジェイコブズの影庸と批物:ジェイユブズの影客は広い緬囲で認められ、一般には、20世乾徒半の魯市計重思想を一隻させたといわれる.近年の創造邦市胎の源流とも考えられている.日本では、塩沢由典の
r閏西軽漬諸』がジェイコブズの思恕を地域の経涛尭展を考えるべースとしている.ジェイコブズへの批判としては.案行可能性がなく、また、開晃者と政治家による政治を無視していると言われている.これらの
批判に封し、ニューヨークやデトロイト市で1960年代にスブロール化が進行したことを例にして反駁している.ロバート・ソローは、著作r軽済の本質」への書評で、ジエイコづズの批料封凱にっいての無知と、き
ちんとした旺存の貨料を調査棲証なしに、少歎の逸話を遇度に一般北する傾向について強く抽籬Lている.

tアメ1」力大都市の死と生」署作..Th. D..1ト、.,d uf.。f G門.t A,".,i開n c'U.". vi".=. Book" 1961 「アメリカ六卦市の死と釘黒川紀章訳(抄訳、塵島出版金、1969→同:SD選書、197フ)
Wlklp.dl.「ジェイン・ジェイコづズ」最終更断2020年2月13日(木)06:14 より抜粋山形浩生【全訳、鹿島出版金、2010)

狐^
0「都心の荒喨」毎心の荒喨(U由畢" d.伽y)とは、都心全体.叉は一郁が荒廃した状況に陥る二とである.
撫説:特徴としτは、人口減少、豊隻物の廃匿化、高い失集事、業塵崩壊、逸挙権剥奪、和罪,荒庚し穀伐とした雰囲無などが拳げられる.都心の荒廃は、1970年代一19日0年代にかけての酋側社会、特に北
アメリカや欧州の一伽に多く見られた現象で商る.この誇期.世界的な規換で経涛、輸送、政繁において大きな変化が起こり、壬のことが躯心都の衰退にっながっていった.通常、郊市尭展していく場合、都市の
中心部に人が集まり、モの地価が上昇,る,モして、モのようにして毒成されていく大郷市■の局辺に黄民街(スラム)が影虐されていく傾向力瞳い.しかし捧0の荒喨は、その颪れに逆行する.北ア¥1」力の都市で
は、「ホワイト、フライト(岫、1t. Hi早hl)」と呼ばれる黒人七の混住を娠う白人たちの転居などが起こり、郁市郊外地壊や皐郊外【.xburb)地壊への人口蘓出が生ずる.二れが轄果として、都心帥における住屠の不法
占有にっながっていく.躯心の就庚に圏しては、伺か1つの大きな凍因【主蔓産業の衰退など)がきっかけとなるばかりではなく.政府の都市計畜業.高達道路の喪儲、郷市層辺地斌の郊外住宅化、金融集界の
特定警戒地区指定化(門d11Πln')、移民の1国制隈、人種葺割なゼ、禅々な要因が絡み合って持ち上がってきた圏題である.
背景:産業革命時、人々が劇造案の分野に嵐を求め、地方から郷市部へと流入してきた.座禁の大規模製遣化は.郵市郁の人口蝿発を引き起二して行った.この産集昇の大きな壷化に加え、郁市計画が19世紀
の粧わりから20僕牝の初めにかけての大きな変化に逼いっけなかったこ七で、都市蔀におけるインフラストラウチャー整衝は、明らかに不+分な水皐で権奪し、貧相で不健全な都市探墳が紗作られていく.輸送
(特に自家用車の普及)や逼信面での査化によって、郁市部に衝わコていた剰点が失われτいく.案二炭世界大鞍が鞍戰を迎える邑、郊外の壷展を目拷す政筆が投じられ、それが都市周辺地鱸の郊外住宅地
化を引き起こしていく.このような政筑を通じて、姉心郁から雌れた郊外地域のインコラストラクチャー養備の予算が組まれてい(.アメリカでは「ホワイト.フライト」が起こったように、人種差別もまた、多くの人が郁心
を捨て郊外へ移ることでスブロール現象を引き起こしていった要因で畠る.戦後の西洋軽漬は、工稟製品を毒外から調追するようになっていき、劇造象からサービス業へ士屋業の中心が切り讐わっていく.製造案と
は兵なりサービス業は一極集中を必要としないので、郊心郁の轤小が桜いてい(.払市閣辺地壊の郊外住宅地化が進めば、交通手段の豊傭が逸むために、都心郁に務める人々も仕亭を続けたままで、郊外の大
きな家に住むことができるようになった.アメリカでは、"定讐戒馳区推建化とい?た米適邦住宅庁(FHA)による茎別的な住宅口ーン政簸を実庫しτいく二とで、合衆■政磨は都市用垂地壊の郊外住宅地化を
棲し進めてぃウた.徒に、アイゼンハワ一大紋傾の下で.州間高連道路の趣設が行われていくと、さらに毎市の空凋化が進んでいく.北アメリカでは、このような傾向は、郊外型大型シヨウピングセンター、雇用サー
ピスセンター、低密度の住宅璋填などに特魔付けられる.アメリカ北郁の拝0郎では、軒並み、人口減少や黄囲化が生じてきた.郊心の地価が下藁L、軽済的に童まれない人々が癒入Lてくる.鄭0に流入Lてき
た黄困屠は、1920年代~1930年代にかけて南部から奪り住んできたアフり力系アメリカ人たちである.伝銃的1●ーロウバ系白人たちの集住地となってきた地区にアコリカ系アメリカ人たちが流入してきたことで、
人理闇のいさかし、6塙まり郊外への駈出が加速していった.京ヨーロッパでは状況が少し速っており、18世紀一19世艶にかけて郷心郁から郊外へと人々が稚ってい?たのは.政築によって都0に"戒されていた
スラムのウリアランスを行うためであった.ヨーロッパ大腔やオセアニア大鼈では、大都市の歴史的中心地区は、此較的裕椹な状撃を保っている.
叢退親象の事倒:デトロイトの嶋合、自動車製造業は二の都市の成功の基盤であり、地躍住民の大舶分を履用してきた.よって、その工矯の移転が始まると、人口は誠少を見せ蛤めた.特に1967年の暴動以降、
その傾尚力徴まった.1950年、些計t塁よれぱ、問市の人口は約185万人であ0たが、2003年までに豹91万人にまで轤少Lてしまった.イキリスでも.1970年一1980年代にかけて、笥心郁の卦Lい衰返現
象が起こっている.スコウトランドのグラスゴー、サウス.ウェールズ,バリーズの動、マンチェスター.りバプール、ニューキキッスル、ロンドン東都などのイングランドの主要な郁市などでは人口が減少L、19世紀に
建隻された膚店の崩壇孝どが進んだ.フランスの大きな都市は、叢退した地壊に囲まれていることが多い.躯心都は中琉階経や上識階鍾によって占められているが、その郊外を中用.高層の公嵩住宅が取り囲
んでいる.そのような地区(パンリュー)の貧困化や犯轟の増加によって、より裕福な住民たちが郁市都畠るいはぽぼ田金の地単に滝出Lていくことで.郊外全体が衰退現象を見せることになる.2005年11月はじ
め、パリの北倒に位置する郊外地区において、公営住宅の奪皐以下の生括を1つの脈因とする畢動が勃尭した.
改卦簸:郷心の荒廃に封して、斬郁市計西(ニュー丁一i(ニズム、N酬 U由."1尋Um)の庫理やιイギリスや他のヨーロッバ額亜では)怖市復興【アーバンルネサンス、U由邑" R■n.1垂耻"6.)の廉理に甚づき.頓
梗的な公的介入や政繁が投じられている.またインナー^イ「=富裕屠などが淀入するジェントリワイケーンヨン【高紐住宅地化)の霊要性を過小評価Lてはならず、実嘩、モれは「自熱な」改巷に向け1'二主蔓な手立
てとな?ている.フメリカでは、まず「都市再生」や黄困層向け大規換公嵩住宅建設なゼの方笈が課られた.物市再生は躯心郁の地区全休を破壇し、都市を再生するというより1ネ、都市を衰退させてしまうた.公
営佳宅はモの用辺で把鼻力喰行するという負の一西も愉えていた.理在、これらの政筆は、誤りであったと脅える人々が多い.但し、これらの政繁が複数の理由で失策であったにも圃わらず、都市の中には立ち
直ってきている場所も存在している.ヨーロッパの都市は、斬郵市計匪に失駆けて、今まで培われて馳戻の歴史に碁づき、再生が進んでいる.また現状では荒廃Lていても、ヨーロツバの殆どの都市には、再闘
溌に適した歴史的地区や塗造物(文化遺産】が存在Lている.郊外の再開艶は、1960年代や1970年代に連てられた公営住宅を、掃々な亜隻揮式.住磨規槙.家賃、係有影式を組み合わせた伝読的なヨーロツ
バ俸市様式の達物に建て讐えるという思い切った方怯が操られている.二のやり方で最も上手くいうた倒としては.マンチェスターのヒユームが拳げられる.ヒユームでは,1050年代に19世紀の建物を敢り壤し嵩
層住宅群が趣築されていたが.1990年代に入リ荒廃した高屠佳宅を一掃し,既都市計匪の方式で新たに低隅住宅を建殴する再開尭が行われた.この地堆は.郁市復興の優れた幕倒の,つである.

Wlklpod1専r都心の覽廃」最綻更斬ユ026年4月5日(火)06:30 より抜粋)圏連項目:

私達当会は、ナポレオン3世とオスマンとアルファンによるパリ改造以来の近代西洋的な都市計画にっいて、私達人類にとっての今日的な都
市の機能、並びに、公開されたオープン,スペース(空地)としての、時に人工の自然である、森又は緑地を、並行して、その中心的な構成要素
としてきた、と理解します。

私達当会は、長崎地域の、海と陸と川と空と生物と私達人類から成る、豊かで杢化に富む立体を構成するヴォリュームを、畏崎地域の特屍な
事象であり、長崎地域に関わる人類又は人類の社会のアイデンティティの根源たり得る、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域における都市計画、並びに、その人工の造形にっいて、私達人類の任意の視覚視点に対する、又は、層状の
空閏構成による、背景又環境への透明性を確保し、又、人類にとっての身体的スケール、並びに、人類にとっての身体性を媒介として、私達人
類の身体と背景又環境たる宇宙と地球の自然とを、私達人類の個体に於ける情景によって、又、私達人類の個体の身体の誘導によって、連
接すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類の非意図たる「遺跡」にっいて、日本に於ける都市計画に於いて、1939年(昭和14年)の『東京緑地計画』に
於いて、「緑地」が「一普通緑地 1.公園イ大公園普通公薗運動公園自然公園口小公園近隣公園児童公園街園公園に準ずるも
のイ慰楽道路口連絡道路 2.墓苑 3.公開緑地イ第一種神社境内地およぴその付属苑地寺院仏堂境内地およぴその付属苑地口
第二種自然公物にして緑地として認定したるもの直接公衆の用に供する国又は公共団体の施設にして緑地と認定したるもの常時又は臨
時に公開せらるる国又は公共団体の施設にして緑地と認定したるものハ第三種共同園私園 4.共用緑地イ学校園口団体園共用緑
地に準ずるもの分区園 5.遊園地二生産緑地 1.普通農業地区 2.林業地区 3.牧野地区 4.漁業地区三緑地に準ずるもの 1.
園 2.保存地イ第一種天然保護区域天然保護区域以外の史跡名勝天然記念物の指定地又は仮指定地史跡名勝天然記念物の保存に
関し主務大臣の定めたる地域風致林風致地区その他口第二種魚付林その他ハ第三種保安林開墾制限又は禁止地砂防指定
地河川法による権利制限地要塞地帯および軍港要港の境域その他 3.景園地」を包含したように、現代の日本の都市計画に於いて、
「遺跡」を、「緑地」に連続する概念として、時に、「緑地」に籬散し、連続し、並置し、包摂し、「遣跡」と「緑地」を一体の事象として、人類の活動の
空間に実現し、公開し活用し継承すること、を提案し要望Lます。

私達当会は、皆様に、長崎地域に於ける「緑地」にっいて、自然の山塊と丘陵、並ぴに、大小の河川と海岸、道路、又は、遺跡、景勝等を繋ぎ、
例えぱ、六地蔵、長崎大学と長崎純心学校の文教地区、浦上天主堂、爆心地公園、浦上川、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場一帯、
長崎県警長崎警察署、長崎駅、長崎県庁舎、長崎県警察本部庁舎、立山と長崎の丘遺跡と長崎奉行所西役所等遺跡と築地遺跡と出島遺跡、
大浦と下り松、小曽根築地遺跡と南山手外国人居留地、小菅修船場遺跡、即ち現代の長崎地域の主幹都市動線、の一帯に「緑地」を以って
"グリーンベルドを形成すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の市街を囲む山稜地帯の樹木にっいて、畑地一墓地一平地際まで、延伸すること、を提案し要望します0
〆
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第四部原遺跡計画、並びに
否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

1.原遺跡計画

私達当会は、皆様に、以下に記す『原遺跡計画』の実現を提案し要望します。

私達当会は、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自然、並びに、地球上
に現生人類が出現して以降の、現生人類の活動の痕跡、即ち、時に自然と人工に対する改変、即ち、活
動の結果、即ち、遺跡、にっいて、過去、現在、未来の私達人類の存在上の根源的な存在であり、且っ、
蓄積としての事象である、と理解します。

私達当会は、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自然、並びに、遺跡、に
つぃて、その在り得る総体を「原遺跡」と呼称し認識します。

私達当会は、私達人類にっいて、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自
然、並びに、地球上に現生人類が出現して以降、逐次、蓄積された遺跡に関して、共時的通時的に、且つ、
その関係性に於いて、体系的に、認識し、把握し得る、と認識します。

私達当会は、私達人類によって、体系的に把握され得る、宇宙、並びに、人類出現以前以降の地球の
自然、並びに、逐次蓄積された遺跡、にっいて、之を、その存在の在り方として、且つ、可視的可聴的可
香的可触的可味的な実態として、宇宙の空間に顕現し、且っ、私達人類の活勳の空問、又、私達人類
の身近な活動の空問に於いて、着実で効果的な空問概念並ぴに体積を以って、顕現すること、を提案し
要望します。

私達当会は、私達人類にっいて、過去たる宇宙、並びに、過去たる自然、並ぴに、人類の過去たる事象、
その存在を、任意に、且つ、常に又身近に、体験し、感知することで、人類に関する事象の過去から現在
そして未来への変化の方向性と関係性を身体的に感知し認識し、依って、私達人類の意図に於いて、安
全で、安定し、多様かっ豊かな人類の社会を形成し得る、基礎的な能力を醸成し得る、と理解します。

私達当会は、「原遺跡」を保全し又は回復して担保する「計画」を『原遺跡担保計画』、「原遺跡」を私達
人類の活動の空間に顕現する「計画」を『原遺跡応用計画』、その総体を『原遺跡計画』として、之を、
認識し、皆様に、当該計画を、提案します。

私達当会は、皆様に、当該の『原遺跡計画』を計画し実行する事、を提案し要望します。

私達当会は、当該の『原遺跡計画』にっいて、私達人類が成し得る、遺跡の保全と活用に関する、最終
的な形態、又は、最終的な形態への概念、同時に、遺産に与えられる人々の生活の中での機能としての
概念、である、と認識します。
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11.否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

ー,ラスコー洞窟

1.フランスのラスコー洞窟の遺跡について

ラスコー洞窟(仏:Gmせe dB La50aux)ほ、フランスの西南部ドルドーニュ県、ヴェゼール渓谷のモンティニャツクの南東
の丘の上に位置する洞窟である。先史時代(オーリニャック文化)の洞窟壁画で有名である。

ラスコー洞窟の壁画は、アルタミラ洞窟壁画と並ぶ先史時代(フランコ・カンタブリア美術)の美術作品である。これは1940
年9月12日、モンティニャック村の少年が、穴に落ちた飼い犬を友達3人と救出した際に発見された。・ーーこれらは20,00
0年前の後期旧石器時代のクロマニョン人によって描かれていた。炭酸カルシウム形成が壁画の保存効果を高めた「天然
のフレスコ画」と言うことができる。

."一現在は壁画修復が進む一方、1日に数名の研究者らに応募させ入場・鑑賞させているほかは、ラスユーの壁画は19
63年4月20日に非公開とされている。・・・・(wikipediarラスコー洞窟」最終更新2020年3月31日(火)1338)

『ヴェゼール渓谷の先史的景観と装飾洞窟群』[世界遺産]

フランスを代表する世界遺産のーつ、ヴェゼール渓谷の先史的景観と装飾洞窟群。フランス南西部モンティニャツクを中
心とする広大なエリアに点在する、2万年ほどの歴史をもつ遺跡群は、他の世界遺産にはない美しさや荘厳さを放っていま
す。

中でも1940年にモンティニャックの子どもたちに偶然発見されたラスコー洞窟は、フランスだけに留まらず世界中の注目
を集めるほど大人気です。

(ヴェゼーjレ渓谷の先史的景観と装飾洞窟群(英語名;prehistorlo S託e and Deoorat8d caves ofthe V6Z色re
Va118y)は、1979年にユネスコの世界遺産に登録された、フランスの文化遺産物件の名称(2006年に改称)。ヴエゼー
ル渓谷(V゛zor8 Va11ey。ドルドーニュ県のレゼイジ=ドゥ=タイヤック=シルイユからモンティニャツクにかけての40kmほ
どの間に広がっている地域)に点在する先史時代遺跡群のうち、ユネスコによって選定された重要性の高い物件の総称で
ある。

概要鮮やかな洞窟壁画で有名なラスコー洞窟や、クロマニョン人の骨が発見されたアブリ・ドゥ・クロ=マニヨン(クロ=
マニョン岩陰遺跡、仏:Abri de cro、M.底non、英Rook shBltBr of cro・Ma宮non)、ネアンデルタール人が担ったム
スティエ文化のアブリ・デュ・ムスティエ(ムスティエ岩陰遺跡群、仏:Les abris du Moustie"などが含まれる。
●■●■●

.(1)人類の創造的才能を表現する傑作,(3)現存するまたは消滅した文化的伝統または文明登録基準 ●■,巨■

の、唯一のまたは少なくとも稀な証拠

登録りスト洞窟壁画のある遺跡群・アブリ・デュ・ポワソン(fr:Abridu poisson)・フォン=ドゥ=ゴーム洞窟(h
Gr0仕e de Font、de、Geume/en:Font de Geume).ムート洞窟(fr:Gr0廿B de le Mouthe)'コンノ丈レル洞窟
(f".G,0廿o de5 Cornbar0110S)・アブリ・ドウ・カプ・ブラン(h:AbH de cap Blanc).ラスコー洞窟(介●Gm壮e de
Lasoaux/8n:Lascaux)・jレーフィニャック洞窟(fr:Gr0廿e d. ROU怖gnao).ロツク.ドゥ.サン=シJレク(h:Roc de
Seint、cirq)洞窟壁画のない遺跡群・アづり・ドゥ・クロ=マニョン(什;Ab門 de cro・Ma宮non/Bn:Rook sh81t8r
Of cro、M白宮non)・ミコック(fr:La Micoque)・ロジュリー=バス(fr:Laug8rio・BeSき日).ロジュリー=オート(fr:Lau
gerie.Hgute)・グラン・ロック洞窟(fr:Gr0廿e du Grand RO0)・アブリ.デユ.ムスティエ(fr:Les abri du Mousue
r/e":L8 Moustier)・アブリ・ドゥ・ラ・マドレーヌ(fr:Abrl d8 1a M丑dolelne)(vvikipedia「ヴエゼール渓谷の先史
的景観と装飾洞窟群」最終更新2020年3月31日(火)13:30))
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私達当会は、ラスコー洞窟の壁画の絵画としての20ρ00年前の現生人類であるクロマニヨン人の再現性、描画に於いて、
視覚情報の取得、その認知、解釈としての認識、材料の作成、道具の作成、その用法、行為する身体能力、骨格や筋肉の
構成等、即ち、生物種としての知性、肉体の存在の双方ともに、20,000年後の現代の現生人類である日本人の私達のそ
れと有意な差異はなく、全ては同じである、と仮定します。

私達当会のこの仮定は、私達人類にとっての地球上の20ρ00年の時空を超えて、私達現生人類に、生物種としての知
性、肉体の存在に、人類存在上の有意な変化や進化がないこと、を示唆します。
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^. 情報

1.2020年(令和2年)4月~5月ヨ本経済斬聞逗載特集記事rコロナと世界」

a)2020年(令和2年)4月9白木曜日日本蛙済新聞第1面連粧特集記事 rコロナと世界』-1-

新型コロナウィルスの感染拡大は人類にとって歴史的な危撞になりっつぁる.世界は今後どう窒わっていくのか.人顛はコロナとどう闘っていけぱよいのか.
一新型コロナは世界経躋をどう寳えますか._、

f危棲が示Lたのは命を守る分野の軽済価値の高さだ.健庫、食品、衛生、デジタル、物流、ウリーンエネルギー、教寶、文化、研究などが該当する。これらを合計すると、各国の国内総生崖【GDP)の
5~6劃を占めるが、危橡を犠に割合を高めるぺきだ」r経まの非常事態は長く続く.これらの分野を蟻牲にした企業の敦請策を作るべきではない.そして.企業はこれらと闘係のある峯業を探していか
なけれぼいけなし、」
一世界経湊を立て直すのに必要な二とは.._

「雄も第1の優先事項とは考えていないようだが、ワウチンと治療美に極めて多額の資金を充てることだ.いくっか宝擾筑は兜表されているが、ばかげていると言わざるを得ないほど少額た・この問題
はワウチンや治療棄が畠れば解決し、なけれぱ解決しない.モれにより危操ぱ3力月で終わるかもしれないし、3年鞍くかもし"しない.」

一人類史的に見て斬型コロナはどんな量味を持っのでしょう.
「権力の寳穿が起こるとみている.塵史上、大きな躯染症は権力の変宴を生んできた.倒えぱ15世紀ごろにはぺストの馳生を糧に教会から政治に権力が移った.政治が盛染者を桐凝するなどの力を

持。たからだ」「その後の感染症で人々は科学が問題を解決すると考えるようになった.政治から科学への権力の移転た。これまで妾々はこの段階にL寸島斬型コロナの対覧ではテウノロジーカカを
持っている.間厘はテウノロジーを全体主義の道具とするか、利他的かっ他者と共感する手段とすぺきかだ.瓢が答える「明日の民主主劃は後者だ」

一中国では経許活動が再開しっつぁります.危提を桑り趙えた蔦者となるのでしょうか.
「そうは思わない.技衛を持った国としての存在序は高まるが内政で大きな問桓を抱える.米国内が分断を続け、歌州が中国によるアコリカなどへのコロナ支擾を黙認する0、の2つの"失敗"力起二ら

ない限り、中国が世界の中心にのL上がることはない.中国という国の透明性のなさに、世界からはますます不信の目が向げられる」
ーコロナで六崇迎合主義(ポピュリズム)は勢いを増しませんか.__

r当胡はドイッ.オランダ、チェコなどで(面境封類といった)自国優先の軸きがあったが、今は金融でも産案でも欧州の結東が兼まっている.結棄できないとr各国がバラバラに行動Lた方力うまくいUと
唱える勢力は力を伸ばすが、私は底鰻的ではない」
一日本はどう危樋から朕するでしょうか.

「白本ぱ危檀対応に必要な要素、,サ'わち国の結棄、知力、技術力、慎重さを全て特った国だ.島国で出入国を管理しやすく、封応も他国に比ぺると客易た.危橿が嫉ったとき日本は国力を富めている
だろう」(聞き手はバリ=自石匙冴)

(2)2020年(令和2年)4月10日金暖日日本軽済斬聞第1面連鯨特集記事 rコロナと世界」-2-

ほんじょ・たすく

一新型コロナウィルスの災禍をどうみますか._.、
「今は緊急事雄、非常事鱈で最大の困鮭だ.多くの人命が失われ、世界中の軽まが大打撃を受けている.重大なのはどれだ什恢を浅くするか.ぬかるみにはまったよう々ものだから、いかにして触出

本るか.そのために何ができるか知烹を較る.どの国がいち早く抜け出せられるかの殻争になる.そのためにウィルス是染をニントロールする.感染者の急増と、それに伴う医療崩壊は絶対に避けたし」
「人々がパニッウになるのは死ぬからだ.究亡者を少なくするには治療藁がいる。中国からの研究報告を生かす.推奨している菓はどんだん使う.超法規的に保険篭用、畠るいは準ずる措置を政肝力と

「=ロナと世界テクノロジーが権力に」仏軽済学奮ジャツケ・アタリ氏
゛血C口U.ε Attきn 1943年生まれ。仏国立行政学院卒.

81~91年、ミッテラン大練領の特別顧問を務めた.91~93年、欧州復促開発飯行の初代総慧.
著書にr21世紀の歴史』など'.

るぺきだ」

一盛染症の脅威から人麺はなぜ逃れら■ιナよいのですか._
「医学は20年前に比ぺても格段に進歩したが斬しいウィルスがでてきたら斬しい手立てが要る.物理・化学は詮理的で全体の姿が鎧立しているが生命瓢学はわからないことが多すぎる素熟な学戸た・

たったーつの窒わったウィルスが出てきて世界がひっくり返るようになる.なんでだと考える人はたくさんいるだろうが、これが現実た.」「感發症とがんとはまったく逗う.感染症は伝搬して島っとしう間
に庫宅が増える.一方、がんは曼症軍「=ほどんど壷わらない.治暈軍もほほ崗じ.安定した医学的知見力喉み重なっている」「免疫学と一体的で感染庄研究を進めなけれぼならない.ウィルスだけを
みていても意味がなく戦う人間がどう反佑するかを探る必要がある」
ーニロナ後の世界ぱどうなるのでしょう.

「斬至ニロナの大漬行が起こったからといって人の動きを永遠に止める二とはできない.グローバル化の捷れが逆流するとはみていなし、」r中国の動向力大きい.中国発の病気ぎ力、一書
興にたどりっくに這いない.中国の力がさらに強くなるのか、逆に世界中から冷たくあしらわれるのか.予惣できないが、中国の立ち位置、各国の中国を見る目が影響を受けるだろうし、国燦秩序力壷わ
る可能性ぱ島る」

一日本の課題は何ですか.__、、
「感染症対笈は一種の戦争のような七ころがある.いざというときには社会システムをコントロールして、かなり強い裡限をもって対応する.専門家が平時から政笈提言し、行政力実行に移してい力'け

れぱならないが、日本はモラな。ていない。米疾捌対策センター(CDO)のように常に自を光らせて、研究と行政との棲点みたいなことをやる.医学における自衛像のよラな仕組みがないのはよく'い」!
T戦略の翌れ、いかに牡会実装されていないかがあらわになった.台湾の取組みはとても参考になる.マイナンバーがーつの力ードで●人の医療惰報もわかるようになっている.教嵩だってオンラインの
方が先生と生焚の1対1感力園まる。40人の轍寛で江独感を味わわずにすむ.どんどんやったらいい」(聞き手は繕集委員矢野寿彦)

改定1版.2020年(令和2年)6月199金理日

(3)2020年(令和2年)4月力白土曜日日本軽躋新圏第1面遷鯨特集飴事 1コロナと世昇」-3-
rコロナと世界市民の良嵐、末来を左右」斜学史家村上陽一郎氏

むらかみ・よういちろう 1936年東京生まれ.62年棄大最養辛.
料学史、存学思類史が専門.東大・国際基督象大学名誉敏授.著作に「ペスト大琉行」「安全学1など.

一新型コロナはスペイン凰邪やぺストなど歴史的な感染症に匹敵するとの臭方もあります.
「人によっては生死にかかわるのに軽症や無症状のひともたくさんいる.宿主とな0た感染宅がすぐに死んでしまうとウィルスは広がれないが、歩き回れる宿主も多い斬型コロナは拡敵しやすい.その

点では戦略的にr賢いウィルス」といえる」「人の行動範囲はかってと比べて格段に広がったので、ウィルスの広がるスピードが上がり、症染の連鎖を断ち句るのが酸しい.治療法やワウチンカ'、現
状では、他人との接触を彊制的に折っしかない.医療のキ¥バシティ^と回ると、重症度に彪じた感染者の窮離も必要だ.人がとれる対策は中世や近世とさぽど変わらない」「都市封嶺の手生も古く
から便われてきた.14世記にぺストが琉行した歓州では、讐寮や案降が出動して隔赴し、社会をニントロールLた.それでも約3000万人力幌んだと撞計されている」

一今日も感鳧症対紫のため、やむをえず国民の自由を制約する動きが世界中で出ています.
r中国のように強桟的な政権や独象政治の低うが桑断な措量を取りやすぃのは碇かだ.一方の日本では首相が緊急事態宣言を出すのにも時間がかかった.危提を前にして人権を尊亘する社令は典

弱ともいえるが、国家主蔓や全体主義の台取は許してはい「ナない」「感染症対肇という視点でみれば、対肇が遅くなるほど感染者は増える.民主主義.自由主義の皿家は国民ひとりひと肋自ら良識
を備え,合理的に判断して行動するのを理想としてぃる.しかし、し、くら情報化が進んで対笈を周知しても、すぺての人間に実行を嶺底させるのは雛Lい.モの詫びが、感染症を防ぐ上では障害となる」
一瓢学「二携わる考の役割は何でしょう.、

「人は危捜的な状況に怜ると不確かな情報に飛びうきゃすぃ.不安や怒り1=駆られ、ものごとを即断Lてしまいがちだ.瓢学者には、社会の菅通の人々が普通の基覚で抱く菱問に対し,分か」やt丁
寧に説明する姿勢が求められる」「底染症対蛾晝唱える専拘象への不信、〒マの流布がみられる.私が研究した中世の敗州ぺスト流行時にも、痢人と視熱を合わせると盛染するとい?たデマカ犠行し
た.ネットの上には真偽の不磯かな情報があふれており専門家と人々をっなぐ導学ジャーナリズムや科学コミユニケ^ーの役割がより重蔓になる」

rコロナと世昇脅威は続く科学は邇上」京都大特別敏擾本庶佑氏
分子生物学者で2018年、r免疫抑制の阻害によるがん療怯の発見」でノーペル賞を受賞した.

新型コロナ対策で検査の大幅な拡充などを提言している.

一情報を受け取る個人に必蔓な心得はありますか.
「一郁の権殿ある人んがすべてを決定Lた時代と具なり、今は社会にとって何が合理的なのかを最終的に判断するのは市民だ.●人の良堤や常識、豊全な思割^たちの素来はかかっている七再認

識すぺきだ」「目本の珊合、近代の科学技術が奪入された明治期から、実践に役立っr技術」を重視する傾向力鵡蜜かったが、今こそr科学」的な思想と態崖を身に付けるときだ.自然の異や「分からなし
こと」と真剣に向き合い、間い続ける.モの継続によって良隙は茎われる」【閏き手は編集委員山川公生)

(4)2020年(令和2年)4月12白日隆日日本経決斬聞第1面連戟抽集記事「コロナと世界」-4-

ーコロナ間題が金融危提に発風しないか、懸念されます.
「未知のウィルスの出理が実体軽まの薄ち込みにっながり株式相場を不安定化させたが、焦点は金融市堪や金融換関自体が引き金となる力寸島特に注目しているのは外貨隻金調達、米国債、牡債

などのウレジットの市場、それに斬興酋の動向だ.実体軽法と金融市場が負の影響を及ぼし合うのが金融危榛の本質であり、珊時卓ではそこまで至コていないが注重は怠れナ'い」「コロナ危撫牛金融
纒靴の長期化に伴う不均衝の薯積という闇題を浮き彫りにしナ=.低金利が続(との予想から民間は備金を勝らますーカ、投資家は運用利回りの低下を抑えたい.結果、金融規制の枠外のワアンドに貴
金が集まり、解約穀到のりスクも高まった」

ーコロナ危橿で反グローバル化が強まるとの見方があります.
「すでにコロナ問題の前から世界では格差や霞民問劇、貿晶紛争の激化、ポピュリズム(大衆逸合主義)の台頭が起きていた.グローバル化の果実を実躯できない平均的な国昆の「超グローバル化」

への拒吾反佑も彊くなっていた.後退しても不思嶺ではない.」「ただグローバル化が本当に逆回転を始めると、人々はすぐに生活水準の低下に不満を募らせるだろう.この瞬間もグローバル化は進ん
でいる.政治家や政策当局套はグローバル化の両面の真実を共感をも?て琵識Lた上で各国の仙力閏係が畿退しないよう努力が必要だ」
一世界の中央鰻行のコロナ危捷への封応は+分でしょうか._..

「この局薗で中鰻の最大の貫献は市場機能の雑持だ.今回、主要中銀がドルの盈通を強化Lたり.米速邦準憐理事会(FRB)が樋能不全の市場で資崖の買い入れに踏み切ったりしたことは適切た・ド
ル融通にっいては自国優先の傾向が強まるなかで協力閲係が粧持された慧靴は大きい.利下げは、余地や有効性の問題をひとまずわきに置いたとしても、人の交流抑制が必要な現在の局面では逆
効果だlfリーマン燈機後の金融擢制の強化で金融機闡は誉本と流動性の姦面で掃失吸収余力審排っている.ただそれで働えが+分なら(安全資摩の)米国情まで亮られて親金化したj・投誉偉託力

( S、9 / 142 )3/20

「市場提能雑持、斬炭元で」前日銀乾慧白川方明氏
しらかわ.まさあき 1949年大販府生まれ.

リーマン他提やデフレ脱却に向けて政府と日銀が共問声明を出した2008~13拝に日頻総裁を務めた.
現在は臂山学院大特別拓轄敏摂。
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ら資金が抜け出したりしなかったはずだ.世界の中銀が巨額の資金を供粘Lている中で液勵性の問器が生じたのは政策のあり方を考える上で示唆的だ」
一中飯の役割も問い直されモうです._,

「過去30年.世界経済は主役を麦えながらバブルと金融危提への対応を繰り返してきた.そして今、先進国の政策金利は全てゼロ金剰になっナニ.高金利国だったオーストラリアでさえ0・2596という状
況に行き着いた.中銀のあり方を閻い直す時期が折づいている」「軽ま成長のけん引役は民闇で、市場糧能の雑持など成長を支える金融理境づくりが中飯の役月た.金融政策は景気や物価を最蓋と
考える目探に向けて微調整できれば望ましいのだろうが、斐々はもう少し謙虚になる必要が畠る」(聞き手は亀井膓司)

(5)2020年(令和2年)4月14日火曜日日本軽請斬聞第1面連戯特集記峯「コロナ巴世界」-5-

一人頚は遇去に多くの危樋に直画してきました.斬型コロナウィルスの感染拡大をどう位置付けますか,
r14世紀の黒死病(ペスト)では獣州の人口の約3分の1が死亡し、経済が回痩するまでに1世紀の期間を要Lた.世界恐慌は回復までには10~12年かかったが、今回はより短いだろう.それでも誰

もが認める危榛であり、若い人たちはもっとも深刻と感じるはずだ.」「黒死病は影響が大きかったものの、感染が広がったのはユーラシア大腔だけだ0た.191宕年のスペイン風邪は致死率は11"と
斬型コロナの296よりも高かったが、感染拡大のぺースは耀やかだっナニ.一方、(伸送)技術の晃連が不判に働き、今回は4力月ほどでパンデミツウ(世界的な大流行)となった」
一蛸えは+分だったといえますか.

r不十分だった.過去50年にわたりエイズや重症急性呼吸暑症候群(SAR$).中稟畔吸罫症候群【M駅5)といった斬たな疾病と向き合ってきたにもかかわらず、米国政府ほ担当機閥を解数してし
まった.+分な敷量のマスウを用意してぃたコインランドのような例外はあるものの、多くの国は準傭不足だ」「6腺Sは野生動物が感染源となり、中国の動物市場から広が0た.市場を閉鎖すぺきだっ
たが中国政府は見送り、問じパターンで新型コロナが拡大した.中国は伝扶的な医療のために野生動物の利用を続けている.このままでは確実にパンチミツクが再詫する」
一歴史にどのような影響を及ほしますか._

「斬型コロナの封じ込めは世界各国が昆並みをモろえないと菌鮒'.戦いに腸っには国服的な協力体制が要る.世界的な問馴を解決するモデルになり、核や気候隻動、永産資源の保護といった課題
に闇際社金が協調して取り組む契提になるのが最良のシナリガ幻

一楽候的すぎませんか.
「不足している人工畔吸菩やマスクの購入で複数の国が争うなど悲鰻的になる理由はた(さん竒る.一方、ウクチンの開発などで世界中の科学者が連携し、米国と中国も多くの分野で手を携えるなど協

力の兆候も島る.世界的な薗睡が解決される可能牲は51舶と主張Lてきたが、新型コロナはもっと高いはずだ」
一中国が影響力を強める契檀となるとの指摘もあり吉ず._

「状況ぱ責わらない.中国は意思決定は早いものの、2000年以上続く独裁的な政治体制は誤った決断を下すりスウを内包している.市民は批判したり、選拳で量志を示したりできない.斬型コロナも
当物は存在を認めず、公の艦首を禁止した」

一日本の理状をどうみますか.
「肯国だけは例外と考えることが危檀を桑り越える障害となる.米国に加えて日本もこうした傾向がある.甥市封鎮や感染軽路の追跡にそれほど前向きではないように感じるが、中国や米国と問様に感

染雪や死者が増えるりスクがある.霊篤な症状に飾りやすぃ高酢者の劃合が世界で最も高いことを考庫すぺきだ」【聞き手はシリコンバレー=臭平和行)

(田2020年【令和2年)4月15日水曜日日本繰藷新閏第1面適載特集記事 rコロナと世界」-6-

「コロナと世界争いの時代儘調こそ扉」生物地理学者ジャレド・ダイアモンド氏
J.r6d Dlar"ond 1937年生まれ.

米カリワオルニア大学ロサンゼルス校教授。

1万3000年に及ぷ人蛭史を揣いたr銃・病億薗・数」でビューリッツ丁一貫を受賞した.近著に「危糧と人類」.

一漸型コロナウィルスは人々の意識をどのように変えましたか.__
「人と人がコミュニケーションを取り、移動し集まるこしが「巷」だった時代が、大きな節目を迎えている.2010年代の世界はSN5(交流サイト)とデモのニユースでもちきりだ?た.つい最近までメディア

をにぎわした響嵳の昆主化要求デモを思い淳かぺれぱ分かりやすぃ.ところが今や、集まること自休がりスケだと感じられる事飽になってしまっナニ」「いざ危橿が棄たら、人々は移動や擦金の自由の制
限をむしろ進んで望むようになった.その事実を目の当たりにして驚いている.中国だけではなく、自由や早等.民主主簾に高い価値を置いているはずの米欧の市民杜会でも状況は崗じた.斬型コロナ
が腹束して日常生活が見かけの上で元に蔦ったとしても、讐駿はトラウマのように残る」

一通信インフラが整いテレワーウが広がれぱ、互いに実際に金わなくても社会は回0ていくのではないですか.
「決まった作禁や講嚢であれば、オンラインで臂わり」ま承Kだろう.だが、斬しいビジネスに挑融するといった創造的な仕事がテレワーウだけで成立するだろうか.ネツト空聞は自分に似た考え方の者ぱ

かりが集まり、劃造的な行為に欠かせない具質な存在や重見を排除Lがちだ.モもそも通慣回鰻がバンクすればオンラインを前提にした仕岨は崩れてしまう.1つのテクノロジーに依存しずぎると、その
プラットフォーマー(運営雪)に安晶に操作されることになりかわない」「移動して直捜集まる自由が保陣されていれぱ人は何にも頼らず自力で他人とコミユニケーシヨンできる.ノ、間の匠史の中で育てて
きた数高る自由のうち最も担庄的なものといえる.移動や集会が制眠されている今だからこそ、ニロナ後を見据えて、人が集まることの価値を説く理M貢装をすべきだ0通信の自由力いくら進んでも、集
会の自由の善わりにならない.」

ーグローバリズムも見直Lを迫られますか.
「いまさら国墳を閉ざして自粘自足やブロウク軽まに戻るわげにいかないが、これまでは素観的に過ぎたかもしれない.いざとなればどこにでも移動できるし、雄かが助けてくれる、モれがグローバル化

の思恵だと思ってぃた.現実には、ク」レーズ船は受け入れ港が見っからず洋上を漂い、海外移住者は争って本国に戻ろうとしている.竜橡の詩にも人々がグローバルなサポートを受けられる鰍勢を・注
律や技衛など様々な面で再得蔓する●要があるだろラ」

一大震災や豚子力曼電所事故の軽験に学ぶぺきことはありますか.
「寡門家の意見を聞いているだけでは百パーセントの高実に到遭する二と{=できない点だ.放射性物質の影喜も胎染症も、剰学的峯実と人々の生活の現実、心理とぱ必ずしも利害が一致しない.轟發

症の専門家は人どうしの接触を遵けろと言う.一方で、人が人ι金わな「,れば杜会は成り立たない。双方の折り合いをっける必蔓が畠る.落としところを探る役目を担うの1本本豪なら政治のはずだ」
(聞き手は掲億信之)

(フ)2020年(令和2年)4月18ヨ土曜日日本軽講斬聞第1面適載特集記事「コロナと世界」ーフー
『危檀の記憶、経病の重萄」三菱UF゛フィナンシャル・グ」レープ会憂平野慣行氏

ひらの・のぶゆき旧三菱銀行出身.

海外や軽営企画郁門の蔓職を歴任L2008年のりーマン他挫下で、米モルガン・スタンレーへの敦済出貴(90儲ドル)を中技メンバーとして担った.
ー「コロナショック」はりーマン.ショウクを超える軽済危犠との見方があります.

「リーマン危擬が金融を盆源に実体経済に波及したのに対し、今回はコロナウィルスといラ疫病のまん琵が世界経法を脅かず.金融・軽済孫墳からみると、錘済の基礎体温がそもモも低かったの力当
時と卿'る.リーマン蜑に金融概和を続「ナてきたにもかかわらず、低成長が定着していた.」
一金融危提に舞屡しないかが睡含されます._

「敦いはりーマン危極の教許を鯖まえ、自己責本比牢など金融規制の強化が進んでいたことIE.(鯉行や投資鰻行など)規制封魚の金融極関は健全なバランスシートを鞭拷Lている.ただ些督当局の
目が必ずしも届か孝い市楊参加者の状況が謹めない.件介螢能を減退させた伝銃的な鍍行に代わ0て市場で台霞したのが、年金やへッジファンドなどの資崖運用金杜、そしてノンバンウだ」「惜」入れ
を増やしてまで運用貴産を膨らませてきたコアンドは、訊客からの現金化の亜請や貸し手からのマージンコール【追加担保の差し入れ要京)力C強まり、庄えきれナ'い例もあると聞く.ノンバンクも似たような
状況だ.このあたりの動静が今捷の焦点だ」

一世界軽謠回復への道馬は描けますか.
「驫念するのは世界経涛を立て直す原動力が見当たらない点だ.リーマン危橿後は中国の「4兆元対刈が世界景気を浮掲させるきっかけにな0たが、今は中国にモの余力が乏しい.当時は米国の潜

在院長串も舎より多少は高かった」「さらに厄介なのは.各国政府に国際協胴の極運が欠けていることだ.(世界にりーダーがいない)tGゼロ」の時代をニロナシヨツクが直撃け島モもモも世界的なウィ
ルスの拡散をどうしてもっと早い段階で抑え切れなかったのか.そこが今の危慢の凍因だ.不可欠なコミュニケーシヨンをとれなかったことに大きな禍根を残Lた」

一今回は金融発の危裡ではないので、金融政策の効果には限界が島るとの見方もあります'.
「中央鯉行は対策を矢継ぎ早に出Lている.需要が集まるドJレを軸とした讓動性の蛾軸と、コマーシャルベーパー【CP)や社債の貫い入れを通じた信用の併与だ」「米遷邦準備理事会(FRe)力大量

のドル供給に珪み切リ、日鑁も素早くドル供給オペ(公開市墻操作)を実焦したのは高く評価する.この結果、敗州麹行や邦鰻にとウてもドルの安圭的な調違と取引先への供給1冨つながった.宣蔓なCP
市堤の崩壊も防がれた」

一各国政府の財政政筆も出モろいっつぁります.経請活動はいつごろ底打ちするとみますか.
「回復はV字なにかU字か、L字にとどまるのか.正直わからない.コロナの特効菓やワクチンが開身されれば一気に回復する可能性もあろう」「とはいえ「ブラツクスワン」(黒い白鳥=稟前に予測でき

ない極嬉な事象)が、リーマン危橡に続いて飛来した事実は、人々の脳裏に深く刻まれた.経営者や消麦者マインドの改善に影嘗を残すおそれがある」(聞き手は経璃萎員佐蕉大和)

(8)2020年(令和2年)4月20日月暖日日本経済斬聞第1面連戟特集記事「ヨロナと世界■一8-

「コロナと世界「集まる自由」闇い直す」哲学雪東浩紀氏
あずま・ひろき 1971年業京生まれ.稟大驍博士課窪修了.

親代情報社会にっいての雄論を活発に発慣する.著書に「一般意志2.0」「ゲンロン0 親光客の哲学」なゼ多敗.

一世界釣な底扱の拡がりを予想Lましたか.
「油断Lていた.量症急性呼吸罫症候肆【SAR5)にせよ、中庫呼吸暴症候群(MER5)にせよ、流行範囲は隈られていた.斬型=ロナウィルス胎肇症に関しては私自身、2月中句の段陛では大丈夫だ

ろうと思い、いっも通り京都マラソンにも出場していた.」「米ニューヨークの人たちも2月末まで他嘆の辱染拡大を人ごとのように見ていたと聞くが、わずか敷週間で感染者は急増しナ=.日本だけ特別に
感染が広がらない理由があったらうれしいが、楽襖的すぎるだろう.」

一底染を食い止めるために私権を制陰する動きも広がっています.
「普段、私たちは気付かないうちに牡会システムに守られ、研究や移動などの自由を証歌Lてぃる.今のような公衆衛生上の危捷に直酋した場合には、いっとき自由な行動を覗慢Lてでも牡会を守らな

いといけない」「中国や武漢やイタリア、スペインのような状況では罰則を停う強硬な措置もやむを得ない.そうならないために一人ひとりが自らの行勳を変える必要があるがメツセージカ屠かない人も
いる」r非常時に限定する厳密な条件付きなら、寸(惰報技術)を便って人々の動きを追うのも効果的だ.すでにネットの争」用歴などを通して私たちの行動はかなり企集に把擾されている.技斯の乱用は
防がなけれぱならないが、何でもかんでもダメでは前へ進めない」

一武漢の封鎖「含解鰍されました._
r輔市を封鎮し人を家に閉じ込め,ドローンで駐視しても態染者が減るのに2力月半かかった.行動制限を鍾めたらどうなるか心配だ.外出を厳Lく制帳した米国でも、死者が大きく減るまでに3力月かか

エ」_,、其,.,ノ三,.,゛〒ι吐嚇出^零エレ:.由加之+強*.゛'出+11'』,^11→,=ゞt享'〒工 1 「'羊●ι.り'h 11゛虚倫、ト+巾鼻卸'h■11土寺0予゛一」脚゛、1 「"1 '弐トニ゛戸'ξ.゛1、卸幽1+゛"、=鼻 lr,
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「コロナと世界美開尭蝕争より結寮を」京都大旧S細胞研究所畏中山惇弥氏
やまなか.しんや 1962年大阪府生まれ.大医市立大で医学博士取椿.

2012年IPS綿胞の作製でノーペル生理学・医学貧受賞.新型コロナの情報を「個人として」ネツトで発恬中.
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が聞発されるか集団免疫ができるまで、対策を続けなければならない」
一治療藁の候補がいくつか出てきました.

「まず既存藁の中から慎えそうなものを探すが、酢床試駿を実施し本当に症状が改善するか鞍計学的に確認する必要がある.過度の期持はよくない0斬型コロナに合わせた斬菓も閃発して、々'1
ればならない」「会々も1戸S細胞で賃献する.舗胞や心臓の細胞を大量に作りウィルスを感染させる実験を始めている.感染の仕方や藥の効き方の違いを調ぺられ、これまでにょいデ^力痔らるだ
ろう。」

一国際研究慳力の重饗性も高まっています._
「生命科学の分野は非常に鳳争が激しく、特許轍争がありデータを隠す場合も多い.成果を出してから飴文の発叢までに1、2年かかることもある.しかし、お金もう"を目的とせず気特ちをーつに,る

ことが大切だ.国の研究費も鰻争に勝っよりもデ^を早く公聞L、他と慳力Lた研究者を詳価する仕岨みが1ましい.そうでなければパンデミツク(世界的な大演行)に立ち向かえない」【聞き手は幅集
委員安廖淳)

(9)2020年(令和2年)4月21日火曜日白本経謠斬聞第1面連戟特集記事「ユロナと世界」-9-
.rr利益至上」見直す契捷に」白本電産会長兼CE0 永守貫信氏

ながもり・しげのぶ 1944年生まれ.
73年の石油范槿時、28歳で日本電産を設立.

母親の適訓r人の倍甜く」融務と企業買収で売上高豹1兆5000地円のモーター世界首位に,

一新型コロナウィルスの感染拡大はりーマン・ショッウなど過去の経湊危糧と全く興ナよります.
「どんなに錘請が落ち込んでもりーマンの際はr金社のために働こう」と言い続けた.だが今回は自分と家該を守り、それから会社だと.従業員は12万人以上いる.人命にっいてこれほど真劃に考えた

ことはない」

一新型ニロナの猛威に多くの企案は立ちすくんでいます.
r今は見えない敵と戦う箔3次世界大職だ.当社は40力国以上に工矯があり桂んな情般が録綜はくそう)する.指揮官の私が全貌を把握し.すぺて決める体制にしナニ」

一国境をまたいだ企業のサプライチェーン(供軸姻)が分断され、グローパル化の風界が擢摘されます.
「逆だ。もっともっと進む.自匡にサプライチェーンを全郵戻すのはりスクを増すだけだ.40力国以上に工場を持ち、りスウを分散Lたと思っていたが、却品のサプライチエーンまで思い力完全には至って

いなかった.症省している.もう一回コロナ嘉染が広がったらど5するのかを考え、數年かけて作り讐える」「新型コロナで自皿優先主蓑は揺らぎ、改警に向かうと期待している・コロナウィルスの予防'
治療薬の開発にも国際壗訊が必聾だ.各国の首脳の曼言を聞くと少し圧当していると感じる」
一企案のM&A(合併.貫収)などへの投資が鈍っています.

「今はキャッシュ.イズ.キング(癌金は王様).企嘉の買収価格が去年より3割も下がっているとしても,現金の価恒は5倍や10倍に高まっている.同じ1億円でも去年と今では価格は全く這ラ.先力見
えるまで安易な投資はしない方がいい」_

「り_マンの廉は中国が世昇軽講の回復を引っ張ったが.今回は経済釣にも政治的にもり一4一役の国がいない.コロナは去っても世界不況はとどまるというりスク晝含顛に軽営者は数感に対し
ければいけなし、」

一緊急事怨宣言に伴い、テレワーウが急速に萱及Lています。、ー
「コロナ終息後は全く這った景色になる。テレワークをどんどん敢り入れる劇的な慶化が湿きる.業京紅内の会社に勤める人が山梨県に仕事郁塵の畠る広い家を建てるようなケースカ増えるだろう・企

案は通勤手当をなくす代わり1=給与を上げるほか、"テライトオフィスを作るなど抜本的に理填を改善すぺきだ」
一鮭営者がコロナ終息捷を見据えて樹えるべきことぱ._..

「判益を追求するだけでなく、白然と共存する考え方に吏えるぺきだ.地球温暖化がウィルス感染に影響を及ぼすとの説もある.自然に逆らう籍営はいけない.今回は賎めに'つたはずだ」 50 、
自分の手法がすぺて正しいと思って経営してきた.だが今回、モれは闡這っていた.テレワーウも慣用Lてなかっナ=.収益が一時的に幕ちても、牡員が幸せを岳じる倒きやすい会社にする・モの、こ5
0くらい変えるぺき項目を考えた.反宙する時間症もら0ていると忽い、日本の軽営者も白身の手法を考えてほしい」(聞き手は蕎野逸郎)

゛0)2020年【令和2年)4月22日水哩日日本経済新聞第1面逗嚴特集記事 rコロナと世界」-10-

しんどう.な恬こ 1990年藁京慈憙会医科大卒、国立躯染是研空所主任研究官を経て、02年からWH0で動務.新型インフルエンリやエボラ出血熱など略染症の危棲管埋を指揮・

一中国はロッウダウン(都市封凱)で斬型コロナウィルスの肱染を抑制しましたが、イタリアは失敗しました.、.
「中国は5ARS(覚症急性呼吸尋症候畔)以来、患者急増時の対比や集中治療室(1CU)の強化など対笈を進めナニ.武漠市には4万人の医良闘係者が駆けっけた.シンガポールや斡国'どブジアの

国に共通するが略染症の軽駿値があった.欧州は当胡は対陣の火事のように見ていた」

11菖Cんi'UJ人1'鄭宋瓢1.人υノ^,J」υノ山宅胆ん」こりヌ門ノ」 Lし圭コ'コ」="、、てUJ{匡^1'」'し'0 制Wji"ノν,'.ノ凡"酒螺果

一収東への道筋は見えますか._、
「斬型ニロナは徹熟などの発垂当白にウィルスの量が最も多く、感染に気づかずに人が動くので感染が一気に拡大した.患者が穀到して医療提関が限界に近づけば、助けられる人から助ける、としう

倫理的に厳Lい靭断が追られる.新型コロナとそれ以外の病気に対怖する病驍を分ける投割分担や、廊侵態勢の準備も重蔓だ」「欧州は厳しい外出規制などの効果力出て安定してきた0世昇保値挫
閏〔WHO)は日常生活に戻すための判断基皐を作成しナニ.世界全体でぱいったんは感染が落ち鬚く時期がくる.大享なのは次の波をどう抑えるかで、そのためには国際協調力欠かせよし・挑戦受
るし、こちらも自信を持?て説明する」

一軽済活動の再馴の手段として感染歴を胸ぺる抗体検査に乗り出した国もありまず.
「抗体検峯の僅頼性はまだ確立Lていない.抗体をもっていることがどれだけ免疫防御になるのか、有効期間はどの袈度なのかなど分からない点が多い.抗体検査の輔果で外出制限を提和するの

時期尚早だ」

一日本がコロナを抑えるのに必要なことは.
「幣急事態宣言はメッセージ性は罰るが、規制内容ぱ弱い.感染者の按触歴を撤底的に調査することが最も大事だ.臼本は恥の文化が強いので接触誠査で正直に言えない人毛多い・誹諦(ひぽう)中

傷Lないで、職場や学校が受け入れることが大吻だ.日本人は衛生綬含がしっかりしているので、個人が自覚を持って行動して皆で協力,れぱ必ず桑り翹えられる」
ートランプ米大絞価力{WH0の貴金供出の停止を豐明しました.

「米幽力ξWH0の担本的な対策を受っているのか、岳染が拡大したからスケープゴート(いけにえ)として攻撃しているのかは分からない.ただ、WH0を潰せぱ間覇力解決するかといえぼ・モれ1 違う
だろう」
一新型コロナの教桝は何でしょうか._

「21世紀に入って軽済や社金活動は点から線に、線から面に、面から立体1=なっている.今までと物事のスピードが圧倒的に這い、感染症も磯時に拡大する0釈型忌ロナは具常事態アはなく、rニユー
ノーマル【斬常酪)」ととらえて対策を打たなければならない」r対策の祖本は剥学を信じること.科学に基づく拳歯がいかにできているかが、流行を抑制できるかの分かれ目に'る・政治家の強し」ー
ダーシッづも必婁だ.最綻的t冨は一人ひとりの行動にかかっているので政府・企案と■人とのコミュニケーシヨンが貫蔓になる」(聞き手はジユネーづ=細川倫太郎)

Π1)2020年(令和2年)4月24日金匿日日本軽講斬聞第1面連魚特集記事 rコロナと世界■一"ー

一斬型コロナウィルスのような感染症危捜を予想Lていましたか._
「どこの国も予麺していなかったでしょうね.第2次世界大戦以来、最大の危櫨だという人もいる.ヒト、モノの流れが完全に止まっている.モして恐怖がある.治すことのできる纂力できてし'L

験だ」「まずは歓米のような爆馳的な磨染拡大を絶対に防ぎ、国民の働と便庫を守る.一劃も早く収吏させることに全力をあげている.国昆に「=最低眠の経請活動を営みな力らできる、ぎ」ぎJの'
い、大変な辛抱をお願いしている.」

一為外との人の往豪が減り、内向き志向に陥る蛭念はありませんか.、
「一時的には内外の人の動きが完全にストップしてぃる.しかし、日本籍珊が今後成長するには海外の虐長力を取り込んでいくのは不可欠だ」「マスウひとっとっても7~8割が中国で生産してしる製

晶や素材を特定の国に極竣に伎存せず、生活に●要なものは国内に生産拠点を戻したり、複敷の皿に分散したりする必要がある.危提讐理を考えるうえでも重蔓な休験だウた」
一行政体制に欠けていたものが浮き彫りになったのではないですか._

「政権に大事なのはやはり危提管理だ.霞が風の官僚は優秀な人が圧慎的に多いが、而点は縦割りだ.霊が関全体で取り組まないと鬼機管理はできない0新型コロナは厚生労働省だけでは艶対1-
バ_できない.軽請崖業省、国土交通省や自衛鰍、為上保安庁なども言めて一塵に、一拳に動かすことが大事だ」「ク」レーズ舶のダイヤモンド.プリンセスの旗醜は英国で運営金社は米国、
リア人、乗客.桑員の出身国.地域は56に及んだ.複雑な状況でウィルスがまん証し、対応を迫られた.一段蔭したら様々な検証をしなけれぱいけない」

ーグローバル化のなかでは中■に限らず海外馳の盛染症が日本に持ち込まれるりスウはこれからもあります.
T日本政府に東められているのは世界全ての国の軽験や英知を集めて迅速に封応することだ.中国は大きな鮭敢をけ翫中国を言め収棄に向けて国際的な適排を深めて対応していく必蔓力ある0」

「習近平(シー.ジンピン)」国家生席の来日は日中が賃任を果たしていくことを内外に示す提会として非常に大事だ.きたんのない意見交換ができる関係を雑持するの力、アジアだけでなく世界経躋の
風や安全保障に極めて大きなことだ」
一眼棄徒の日本は._

「日本はいろんな意味で世界に打って出ていける可能性が罰る.大企業にも中小企案にも真面目な人材がモろっているのに椛力ある人材を活用できていない.昏々の組検、金社にとどま?て外、ニ
向けてこなかった.能力をフル活用できる仕組みが必要だ」「国の甚本は自助.共助、公助だ.自分でできることはまずは自分でやってみる.その次に、地域が共肋で助け合う.モれでもどうしようもよ
なったら国が必ず責任をもって対応してくれると国民から信頼される国をっくるのが大事だ」(闘き手は重田俊介)

02)2020年(令和2年)4月25日土曜日日本経湊斬聞第1面運戲特集鵡事「ニロナと世界」-12-

一斬型コロナウィルスの墨染拡大で経涛や牡会にどんな影響が及ぷとみていますか.
「屠染拡大のスビードは非常に速く、世罫軽湊は相互に依存Lているため.そのなかである国がダメージを受けるとその他の地壊にも影響が広がってしまう.」ラした前例のない危撞に直面L、婆

進国に典通する昆主.資本主轤システムが橿能するのか試されている.私は大きな希望を持ウているが、米国の事態をみると不安もある」
hいるが、うまくぃっていない.もL逗邦政府が重憂な医俵暑具の調運に積極的な役割を果たしていたら.感染者や死者の拡大を食い止めるのにとても効果的だっナニ」「トランプ大毓領は岳染症の

流行がもたらす経躋的な問題に0いτ誤解している.今注力すぺきなのは感染を減ら,ための現実的な戦略であり、公的撫関の医催専門家の指南を無榎Lた(早朝の行動制限解除'どの)政無を
■■.^.■.^^^.^■^^,^..^^.^^、.●.●^^^^^■.^●^..^..^^"'■"■゛"■"

气ノ0n

「コロナと世界危櫨管理あり方総点検」内鯛官房長官曽義偉氏
すが.よしひで 1948年生まれ.

鰭2次安都内腰が疉足した2012年12月から奮肩長官を務める.在職日散は屋代最長.
量提管理を担い、斬聖コロナの封応に奔走*る.

r企業より労幽者に支擾を」元米財務長官口ーレンス.サマーズ氏
L邑Wr."C. sum.".r" 1954年生まれ.軽躋学者0

ウリントン米政権下の財務甚官やハーバード大学長を歴任.オバマ政権では国家軽璃会崖(NEの委員長を務めた.
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ぺきではない.より多くの検査を実施Lて黒厚接触者を追跡したり、患者を隔艦する施設をもっと用意したりしなければならない」
一米佃には数百ドルのお金も工面できず、病院に行けないひとも少なくないようでず.

r私は公的な社金保障制度の拡充を主張してきた.コロナの感染拡大はこうした考え方の正しさを裏付けるものた.、れまで医療費負担の重さ力非富裕匿の個人を確崖に追い込んでき二..米国民に現
金を給付する政策は良いアイ〒ア.コロナ禍が長期化するなら.1回に限らず、定期的に小切手を送るぺきだ」「経済の長期停滞も問題を痩雑にしている.現在の資本主義経済は+分'投資橿会を生
み出すことができず、余剰マネーが市場に識れ込み、金融資産を押し上げた.この結果.富裕層に富が集中し、格整拡大が深刻になった面がある」
一企案はどラ動くべきでしょうか._

「今の時代は株主価値の最六化をめざす企熹ほど、長期的な樮野に立って従業員の生活や地域社金との閏係を霊視している.充実したインフラなしでは、事業を成功させるのは質しいと理解力広力0
ているからだ.コロナ危複は企業に長期目雑の経営を強く求めている」r米金融大手ゴールドマン・サックスはこのほど最高経営責任者【CEO)の報酬水準を2割引き上げた.好案頓の企集を率いたj,
劃稟Lたりしてぃる経営者は高い報酬を受け取るのに値する.ただ.国全体が苦しんでいるときに、さ引二(高額の報酬を)引き上げるのは正しい這択だとは思えない」

一米政権と諾会は航空案界の財政支擢を決めましたが、瑛金の大部分を自社株買いに回Lてきた企案も畠ります0
「一般諸でいえば、政府の支擡は労樹者やモの橡族を対象にすべきだ.向こう見ずな行動をとってきた企業を敦うぺきではない」(聞き手はニユーヨーウ=宮本岳興」)

れ3)2020年(令和2年)4月27白月曜日日本経陦斬聞第1面連粧特集記事「ユロナと世界』-13-
1企業、美知集め軽済雑持」フフーストリティ1」ング会長兼社長柳井正氏

やなし、.ただL 1949年山口県生まれ.

84年の「ユニウロ」を開案徒、多くのヒット商品を生み出した.26力国・地域に屡開する世界3位の衣料品会社に成甚させた.
一日本政府はいま何をなすべきでしょうか。_

r経済を殺さずに症本的な対笈をとること1=尽きる.全国昆を検嵳し、現実を把握して全国民へ告知する.そして出入園の徹琉検査た.一響の役割は困窮者を全員敦請する三と・助ける基皐をっくJ卑
急に(親金を)支粘する.後は自治体に任せるべきだ」「今の茜点は景気対策に終始してぃる.だが産案擾興とセットの軽済封策でなけれぱいけない.コロナ徒を見据えて、どう貴金を投じるか・困窮し
てぃる人は敷うぺきだが、国から金をもらう冒慣がで害てはいけない.政府も、国民に何ができるか考えてほしいというぺきだろう」「日本企案の多くが匡営企業みたいな電加=ナ'?ていやし'いか・潮
流として人工知能【N)やきンビューターといったはやりの分野へ意識が向きすぎた.世界の良識や英知をもっと頼り、本案でどう貴献できるかを考え、アイデアを世界中に求める.トツプカ先頭に立ってこ
の問題に対時する」

一世界が斬型ニロナウイルス対策で軽務活動の自粛を促Lています.
「コロナ退治で国畏生活、特に軽まを躯牲にしてはいけない.稗ぐ郁分がなければ、生きてはいけない.欧州ではスウェー〒ンの店舗だけが営業を続けられた.政府力個人や企業に闘与せず、自らの

判断で動いてくれというスタンスだ」「コロナ腹稾に向け、政府が休業要躋をすることは理解できる.だが一斉に休業する以外に、企案はもっと知恵を較れるはずた.ニロナと共存し、感染控大を厳店的
に肪ぎながらビジネスを雛続する方業を考え、モうした筆を七ることもできるだろう.軽まが薄ち込めば、牡会全てがだめにな0てしまう.あるのはその親実だ」一度止めた経請を再び立ち上【tるには時
間がかかる.当牡は中国でビ^時に半數の約390店瞥を休案した.1ぎぼ再開したが、亮り上げは以前の60~70,6.長期間閉斌Lた店に韻客は戻ウてこない.他の産案でも問じ・中団でモうなら日本
の復活はさらに達い」

一軽営者としてりーマン.ショウゥや東日本大霞災といった危撞も乗り越えてきました.
「コロナのまん藍で、世界が漂くっながっていることを改めて認崖した,リーマン当時はスマートコオンも一般的でなかった.ネツトやN.ロボティクスの勃興も含め、あらゆる人々世界とっ'つー」

「今回の新型ニロナの底染拡六は1田9年のスペイン黒邪以豪の、100年に1度危提だ.親在の対簸では、大不況は避けられない.国際通賃基金【1MF)1ネコロナの彫響で世界恐慌以廉の不況になる
と予測Lているがその予測より悪くなるのではないか」

ースペイン盛邪のあとには後の世界恐慌や第2択大戦が起きました.
「今回のコロナ禍がそうした悲惨な事鰹に幣りかねない、という認識を持っ必要がある.世界はっながっている.いっどこに詮が来てもおかしくない.モれ力世昇の事実だ・世界で連携Lて、どう根治す

るかを認論する時だ」(聞き手は古川慶一)

(14)2020年(令和2年)4月28日火曜日日ネ軽躋斬聞第3面【総合2】連賊特集記事 rニロナと世界」-14-

一世界で悪染が拡大し続げています.
「インフルエンザと違い.断型コロナウィルス感染症は季飾性がないと考えられている.気濯が嵩いアフり力などで感染が増えているのを艶てもモれがわかる.景期戦になるのではな!1かと心配してい

る」「最釖に患者が出た中国で、すぐに感染拡大を防ぐための手が打たれなかったのが一暑の失敗だろう.感染症の情報は隠Lてはいけない.素早い公開がその犠の対集を違めるうえでとても大物
だ」「これまでの状況を見ていて、米国やイタリアなどで死竜の割合が高いのが気になる.ただ、これはウィルスの性質によるというよりも、一定の人口比を占める質Lい層力雑牲に'つてしるのでは'
いか」

ーなぜでしょうか.、、_、、、、
rこうした人たちは住々にして、健庫状餓がよくない.感染を肪ぐための知嵐力{不十分で、行動も慶えようとしない.体調が悪くても費用の陶覇からなかなか医師にかからないたり、感染すると鼻化しや

すぃ.国昆皆保譲で診もが問じような診療を受けられる日本とは、明らかに這う」「枯局、抵抗力がある人は生き延び、翁い人が淘汰される.過去の鼎染症で繰り返されてきたよう'こと力、また起きて
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いるのかもしれなし、」

一鄭持できる治榛藁の候械も出てきました.__
「誕制になっている抗ウィルス藁以外にも、使えそうなものがある.裂々が開発L、ノーペル質の受貧理由にもなったインペルメウチンという物質が、ウィルス感染を抑え治療効果を示すこと力わかって

きた.分野横断的なチームをっくり外郁の研覽者φ協力も栴ながら、化学横造の似た數首の物質を片っ端から調ぺて最遡なをのを探している」「これらは天然に存在する土壌徴生物力っく」田す物質
がもと1咋0ている.役に立たなそうなものでも、決して括てずに保管Lてきた.それが急わぬところで生きる」
一人頬の美知で危檀は桑り仞れますか.

「治療藁はいづれできるが、モれで感染症の膏威を切り捻けられると考えるのは甘い.世の中には実に多くの感染症が布る。斬型コロナを克般できても、またきっと斬た'感染症力、身生し厘填を駕えて
広がるだろう」「現代人は岳染症を避けよラと、便利な製品や技備に懐存してきた.たとえば除幽剤を多用し、至る所を抗幽処理Lて安心しきっていた.それ力通用しないこと古、図らずも明らかにょっ
た」

ーでは、どうすればよいと._、_
「秦が必蔓な状電になる前に、病気の芽を摘めるようにするための制学が重視されるぺきだ.モのラえで.嘘染症の基本に立ち返り一人ひとりが先回りして自ら備えをしておく.北里柴三部先唱え

た予防医学の考え方とも一致する」「特別に腫Lいことではない.身近なところでぱ、生活のりズムをあらためる.きちんと食享して栄斐をとり、体力をっける.体調力奉いのに無理に仕事に出ナこ
はしない.モんな当たり罰のことが大切にされる社金に、少しでも近づくと期待Lたい」(聞き手は編集委員安醐淳)

n5)2020年(令和2年)5月6日水曜日日本経請斬聞第3面【総合・荘済】連載特集記峯 rコロナと世界」-15-
rニロナと世界ゲノム医擦で創藁牟く』日本製菓工業協金金長【第一三共会長)中山譲治氏

なかやま・じょうじ 1950年大阪府生まれ.76年飯大院修了'.
10年第一三共の杜長兼最高軽営責任者(CEO)、17年会長兼OEO.19年から金長.18年日本翼藁工案協会金墨就任.

一斬型コロナウィルスは人顕に楳々な課題を投げかけています.
「非常時になると、科学的な見地からの判断を政治の場に生かし「感染症は人類を何度も脅かしてきた.今後も"ず、何回も起きるだろう.今回の世界的なまん琵はグローバル化の進長が要因た.」

てぃくことが重憂だ.今回、モれがわかった.科学をぺースに行政にアドバイスできるチームを作り.雑持する必要が島る」
一政府や行政の封応が後手に回0ています.、_.

「軽済的な討笈は大切だが,まずは医俵現場と使える英割をどうそろえるかが最大の要仲になる.そういうアドバイスができる人をそろえなくτはならない.政府には非常時の体制やあるべき檀詫モ早
時から作る覚悟を決めていただきたい」「梨の開発ぱもちろん大切だが、築だ「十では全てを解決できない.国内の管理や各国における国境管理の闇題といったフレームをもう一崖、作ら'けれ1 'ら'
い」

一斬型コロナ鵬染症の治療蔓に「レムデシピル」の即内の製造叛亮の米認を週内に、「アピガン」の藁事承認を月内に巨細す方針です.
「既存の治療藁が使えるといい.既存藁の転用でも開発だけで6力月、妻査期間がっけぱ2年ぐらいかかる.今回は早く使えるよう、行政も超怯規的な推置をやって(れている.官民力一休になって取」

組まねばならない」「直床試験(治験)は時闇がかかるが、新藥の関発期間を短くする光も見えっつ島る.ゲノム情報をぺースとした医療に切り普えることた.英国をはじめ香国力けプロフ.チして戈る.ヲ
来、慳えるようになれぱ治駿の期間が短くなる可能住がある」「一遇性の感染症に対する医藁品の開発を一企業が担うのは難しい.開発できても、涜行が収東すれば亮れなくなってしまうためた・例え
ぱ、米国では(需要の少ない)希少患宅の藁を生み出せぱほかの斬藁の妻壷を加達できる.助成金以外のこんな支擾の方怯もある」
一今回、医藁品の安定供給への不安も鳳在化しました.___

「各杜が在庫の衛署を手厚(してぃる.だが特許の切れた医菓品ぱ大量生産でっストを下げる価格霞争に簸るため、中国やインドに怯存する形になる.」うした国でのトラブルの影妻を防ぐには臭品を
備茎しておくのが一饗安全な方法だが、隈昇がある.二の製品だけは必ず守るという製品を医療系の学会のガイドラインなどを基に選んで、モれだけは十分に慌害するか、日本での生崖体制を整えて破
保するしかない」

一斬型コロナの声行取寮は見通せませ凡,.、.
「6月で感染拡大がある理産収まるというのがぺストシナリオだが、予断は許さない.ウィルスへの抗体「=どのくらい提能しているか.感染Lても人々に抗体力十分できない恐れ力ある・そう'ら、

状がなくなった人を數週間たっても解放できず、現場の医療体制も変えぎるを梧ない」「今は皆で博力L、楽娘シナリオに近づけるように努力するしかない.伺時に、爆発的に患者數力増える最の
も想定した撫歯も必要だ」(聞き手は高城裕太)

(16)2020年【令和2年)5月10日日曜日日本軽ま新聞第3面【総合幻適載特集記峯「コロナと世昇」-16-

tコロナと世界個々の備え、病の芽摘む」北里大学特別栄誉教擾大村智氏
おおむら.さとL 1935年山梨県生まれ.山梨大卒.東京理科大大学院修了.

米ウェスレーヤン大客員研空教授、北里牙究所墨など歴任.2015年ノーベル生理学・藍学賞受賞.

rコロナと世界珍動制眠、革新後押L」日立製作所杜憂東鳳歓昭氏
ひがしはら.としあき伯56年徳島県生まれ.米ボストン大饒修T.

入杜直後に指導役だ0た中西宏明金暴(軽団遍会長)からバトンを受け16年牡長兼最高経営貴任者(CEO)就任.

一斬型コロナウィルスの感染拡大は働き方など企隻のあり方を変えています.
「突然の外出自粛要請で、企業は強制的に在宅勤覇を迫られた.日立でも国内の約7割の従業員が今は在宅動務になり、課題も浮き彫りになった,労働時戸の管理は特に鮭Lい・課_.、し

ようにも、休校などで深夜しか仕幕できないとの声もある.職場ならわかる社員の頭色も、ビ〒オ金詠では判然としない.しっかり侵庫管理する仕組尋が必要だ」ニロナ収集後も擾J子元こら'し・
多くの企集で、テレワーウが前槌になる.在宅と封面と、案務の韓引きが血要だ.大きな方針や計圏の策定には意見を亶慢言い合うことも欠かせない力、資料作成など一人の方力効る」

一企案も対怖を京められます.
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「業務のプロセスをテレワーウに応じた影に大きく見直さなけれぱならない.目埋の成果を得るために、陛れた璋境で個人が何にどう取り組むぺきか.案務範囲や責任をあらかじめ厳密に規定した上で、
最適なプロセスを青える.リーダーの役割はより重要になる」「職務定葭書(ジョづ〒イスウ1」プション)」で職務を明示する米国などに比べ.日本の職場ではこの点が非常に暖昧だ.貴任外の壮事をする
ことや、それに対価がないことも当たり前。モんなやり方ぱそもそも日本以外では通用Lない」

一樹き方が変われぱ、貫金のあり方も賓えなくてはなりません._
「製造稟では工場勤務が貫金の願胎の担底に畠った.工場では労憾時間が生産量に直結L、会牡の充上高や利益も増えナエ.だが今は逸う.サービスが主体となり、成果はアイデアがどう評価されるか

だ.時間が結果にっながるわけではない」「従業員と会社との契約や評価の仕組みも寳わる.日本は.r明日から来なくていい」とドライに解雇する米国のようには当面はならないだろうが、報酬はより
成桑を反映Lた形になる。」

一景気減速でりーマン.ショック後以上の雇用危檀も懸念されまt.日立は世界に30万人の従業員を抱えます.
「今回は、都市封鎭や外出自粛にようて需亜を(人告的に)抑え込んだ点がりーマンとは冥なる。ワウチンや特効菓ができれぱ需要が急回復するかもしれナ'い.技術のある人材を解雇Lてしまったら、も

う急には集められナ'いため、雇用は極力雑持する.仕亭がなければ忙Lい拠点に人を回すから(郁門などで)個別には判断するなと指示している」
一新型コロナは人の行動を激寳させましナニ.

にれからは人間の行動の壷化が、技術革新をりードする時代にな?てぃくだろう.テレワーク普及の背景にある珍動制眠が、仮想親実(VR)や拡張現実(AR)の道化を促す.視覚と聴寛だけでなく、触
覚や填覚、味覚にまで広がれぱ、壮事ももウと壷わるだろう.技斯先行でスマートフォンが人の生活を窒えたのとは遵の人間中心の動きが始まる。今徒は倹理鑁が今以上に間われるようになるだろう」
【聞き手は中村元)

(17)2020年(令和2部)5月t7日日媛日日本軽済斬聞第2面【総音1】連載特業記事にロナと世昇」-17ー

Robort 0酬Pb.11 米ハーバード大大学院修了.
棄大大学院轍授などを経て2017年から国文学研究資料館館長.享門は江戸、明治期の文学。

テレビ妻組のコメンテーターも務める.

一新型コロナウイルスは市畏にどんな影響を与えたでしょうか.
「座染症拡大を防ぐため、辛業式や送別会、入牡式、研修とい0た通常であれば踵んでいく階段のうち、2、3段が完全に抜け落ちてしま?た」「僅札的な部分もあるが、自身が二れまで帰鼠していた母

体から准れる二とをーつづっ実感を持って確認する意味合いもある.そうした本来通るぺき地点がスコンと抜げることは、それモれに緊張嘉やインパクトを与える.かなりこたえると思う.局地的な災害と
違い、覇型ニロナは全曇の多くの人に伺じ経験をもたらしている」

一危樋的な状況は杜会を寳える契擾にもなりそうです.
「大規捜災害など非常時のさなかや直後には、一時的に逼帯●や高掲感力塙まって〒ラルも向上し、今後の杜会をより良くしようという意歓が湧くとされる.実孫、廩日本大震災の直後には」Kさんの

人がボランティア1写いそしんだ」「斬型ニロナが終息したとき、私たちは牡会に何を残せるのだろうか.パ^ミックの状況にある今から手を蒼けておかないと、喉元を遇ぎれぱ熱さを忘れてしまう0社金
のど二をどラ良(したいと悪じたか.不恒や不安を極めた状況で、どんな穩を見いだして意謙や制度を変えていくのか.尊い命が失われ、経ま釣にも大壷な価値が損なわれた.人々の努力に応え、長失
感を埋めるためにも、1つでも2つでも変えるきっかけが生まれればいい」
ーどのような社会隻革にっながることを期待しますか._

rダイバーシ'ティ(多様性)の実現など課馴は色々畠るが、例えばーつは若者の投票だ.遇挙権年酢が18鰻以上に引き下げられたが、今も若者の投票率は低く、高駄世代は喜い.」のままでは何も寳
えられない牡会の再生産が快く」「感染拡大が続くなかで、覗在の日本の政治や仕組みが一人ひとりにとって良いのかどうかを考え、投票で官分の結諸を表現するのは若者にと0て大事な二とた.主権
者としての喜びを感じてもらえるよう、いかに投系意数をたきっけられるかが東められている」「苦者の芽を摘むことのない杜会づくりも大切だろう.牡金的な課題の解快を目指L、起案に関心を拷っ人
が育っようにする必蔓がある.パンデミックでは社会が掲さぶられた中で、起業の饗金はバイオ分野や情報科学など私が想像するだけでもいくっも生まれている」
ーモのために●要なものとは.、__

「起業には失敗がっきものだが、日本は失敗Lても復活Lやすぃ社会ではない。斬卒至上主養の企業文化も続いている.献職せずに起業するのはりスクが島る.しかし、バンデミウケの中から生まれた
イノペーションを基に起業し、風詫し続けられる環境を整えなけれぱならない」「若者は「内向きだ」「意歓がない」などと言われるが、芽が育ちにくいのはモれらが間塵なのではない.環境をっくることこ
モがじゅうようなのだ」(聞き手は酒井愛蔓)

08)2020年(令和2年)5月18日月曜日日本鞭語新聞第3面【総合・経請】遷載特集記事「コロナと世界」-18-
rコロナと世界アビガンで立ち向かう」富士フィルムホールディングス金長兼CE0 古轟重隆氏

こもり.しげたか 193日年生まれ.63年稟大経辛.富士写真フィルム(現富士コイルムホール〒イングス)入杜.
00年社長、03罪最高経営實任者(CEO)兼務。12年から会墨兼CEO.

一新型ニロナウィルスの治廉棄として自社生産するアピガンに注目が集まってい富す.
「歴史を撮り返ると.パストやスベイン艦邪など世界では何塵も塵染症が発生してきた.現在は人やモノの愁動が活兜になっており、あっという間に大閻馴二なる.今後も別の感染症が起こる可能性力

あり、感染症対策は人類の重蔓なテーマで島り読ける」「アピガンを縢発Lた富山化学工業(現富士フィルム富山化学)を20OB年に買収Lたのは感染症分野に強かったことが理由のーつナニ.新型コロ
ナでは弊社として感染の有無を桟賓,る試梨や魅断に使ラX繰叢置なぞも手掛けてぃる。デジタルカメラの普及で需美が急減Lた写真コイルムに代わり、医藁品などのライフサイエンス分野を強化する
一源だった」

ーアビガンの増産を進めていまず.
「7月に月10万人分、9月に30万人分生産する.さらに生産計冨を上積みしないといけないだろう.多くの国でアビガンの物質特許は切れている.佐が墾造するための特許は窄効た.海外の企案に生

産を委託したり,特許を供与したりする可能性が島る」「アビガンは体内でのウィルス世殖を抑える.モのためウィルスの変具f'どには左右されにくい。躯染拡大が一旦敢寮しても、再び感染が広力る
可能性があるほか、次の感染症も歴念される.モうした事越「二傭えアビガンを僅蓄するといラ国が出てくる.引き合いもすでにある.ただ、アビガンにも副作用があり、妊娠中の人など服用できない人もい
る」

一近く国内でアビガンの承認を申談する見込みです.
「今、治験など承認申謂に向けた隼儒を世めている」

一写真フィルム市場の消誠やりーマン・ショッケがありましナニ.
「リーマンの時は金融システムが嵐填するかもしれず、世界軽廣がどうなるのかと底知れない恐怖感が布0た。生力事業の月次亮上高が計画の2寄にも溝た,',絶望的な気持ちになった」「今回の斬

型ニロナでも、カメラなどの消費考向け事業は影響を受けてぃる.企業向けは在宅動務の拡大で事覇機罫が打撃を受けるといわれているが、いまのところは大きな影響は出ていない.新型コロナでは治
療菓候補が出てきた.感染拡大が取東すれぱ経漬も徐々に回復するのではないか」

一今回、グローバjレ軽許の負の側面を指摘する声も聞こえます..、
「グローバル化の漁風で悪染が広がうた側面はある.ただ、後戻りさせることは弊害が大きく、現実的ではない.一方で中国依存の見直Lの動きはでてくるだろう.企案は安い労骨力や郁材を求め、中

.への依存に気づいた.グローバル化を止めるのではなく、国摩牡会で斬型コロナの発生原因を検証し、封じ込めなどのマニユアルを作るようにすぺきだ」
ーアピガンを生産Lているため饗外からの出責を巡り、改正外為法の事前喜査の対歓になりま吋ム

「1つの国が世界中の企案を買うとい?た極端な独占は問蛭.何でも自由というわけにはいかず、必要な推置だと思う」(聞き手は花田峯典)

09)2020年(令和2年)5月24日日曜日日本経済斬聞第a面1総合21 連叢特集記事 rコロナι世界』-19-
rコロナと世界危撞後、中国「島者」ならず」歴史学者二ーアル.ファーガソン氏

N抽" F.ず宮、10on 64年生まれ.英スコットランド出身
コンサル金牡グリーンマントル創婁套で米スタンコオード大学フーバ^究所シニアフエロー.

近著に「スウエフ・アンド・タワー」.

一新型コロナウィルスのまん証と軽済危捷は地政学的にどのような影響を及ほすでしょうか。
「米国や中凱、欧州蕩合(EU)といった超大国は撮能不全をさらけ出L、死者敷が拡大Lた.底染症の大流行のような危糧下では(大国ほど損害が拡大する)「規棋の不軽躋」が如実に豪れる0私カイ

タリア国昆だ。たら.危榛に団結して封庄できないEUに幻誠Lた1=ずだ。EUが解休に向かうとはみていないが、翫合が深化することもなし、」「うまく対処Lているのは台湾や韓国、イスラエル、アイスラ
ンドといった比較的小さな国.地域だ.感染症のみならず、あらゆる危提に対して政府の防衛愈嵐力塙いからだ」

一米国1如ロナ危撫で世界のり^ーの役割を果たせていません.中国が覇権に近づく転換点になりますか.
「中国ぱ盛染収寮後の世界で踴者になオ噂い.共産党の一党独皇体制の卿みが全て貫呈したからだ.新型コロナの磨發が拡大し始めた1月に入っても、中国は世罫に事実を隠L続けた0旧ソ速が19

B6坪、チェルノブイ1」原子力鼻電所事故の真宴を隠蔽したことを蓋想させる.智近平(シー・ジンピン)皿家主席の捨奪力には疑問符がっいている」「中●は安いマスクと人工呼吸馨を惣り、世界を敦う
と宣伝Lているが、懐義的に見られている,中国は軽漬的に他の地域より早く回復するだろうが、国際的な地位は高まらない」

一国際社金における米凱の影響力低下はコロナ収棄後も止まらないのでしょうか.
r私は1米国が過去に没屠した帝国と問じ道を歩んでいる」と主張してきた.だが、中国型のシステムが解になるとは考えていない。チャーチル元英首相はかって『米国はあらゆる選択肢をやり尽くした

あとに.常に正しいことをする1と語っナニ.米国のシステムは過ちから学ぴ、徹底的に見直す能力を割える」r01年9月の米伺時テロ以降、優れた防拠システムを構築し,大きなテロに屍無われていない.
コロナ危捜でも固じことが起きる.米国は検査体制の整偏遅れなど多くの失敗を和してぃるが、感染が取東した後は吐州や中即よりも早く問題を克服する。経請活動再闘に欠かせないワクチン聞晃に最
初に成功するのはどこか.私なら米国企案に賭ける」

一感染拡大阻止を名目にテクノロジーを駆使した国民の監視が強まる傾向にあります.
「遇去の世界大戦で見られたように、自由主蔓牡会でも非常跨は個人の自由が制眠される.だが国家主導の監視牡会がテクノロジ^使ってウィルス検査や挫"関係の追跡を実施するのは明らかに

危険だ.個人の自由とは両立し,'い」「台湾の取り組みは注目に値する.全地球測位システム(GPS)による監視の封象を海外から戻ウてきた人に限定した.監視牡会までいかずに、感染拡大の阻止
に成功している.個人情報は自分で管理し、特別な場合に限って一郁を国家に委ねる.ハイテク企業にも渡さない.21世紀杜会において貫要なことだ」(閏き手はニユーヨーク=宮本岳卯"

(20)2020年(令和2年)5月24日日曜日日本軽決新聞第3面【総合2】逗載特集記事 rコロナと世界」-20-
rニロナと世界甚寿杜会への亥軍力問う」ロンドン・ビジネススケール敏授りンダ.グラツトン氏

Lyhd邑 Gr急tto" 1955年生まれ.
英ロンドン.ビジネススクール椴授.専門は人村M・組歳詩.

ペストセラーとなった共著「ライフ・シフト」で人生100年時代の生き方を橿唱.

一新型コロナウイルスの豊場で憂寿化に惇う課題は寳わりますか.
臼0年ごとに2与のパースで伸びてきた平均寿命に感染拡大が影響したとしても、長寿化の大潮流ぱ寳わらない。コロナが改めて示Lたのは幽き方や社金システムの対応が個人の身命の藍びに追い

つぃていない親実だ。人生100年仕様への慶革が急鶉だ」「教育、就業、りタイアといラ従来型の3ステージ人生と実際に現代人が生きる時聞の長さには大きなギャツプがある0重要なのは100年時代
を前提にしたキやりア形成.コロナによる軽藷の混乱、金融市場を通じたりターン低下を毒えれぱ、一段と長(倒かざるを楊ない時代も考えられる」

ーニロ+担け寓駄客恬y煙馴やす,
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「高齢者の死亡牢が際立っコロナは、異寿に対する後ろ向きな見方にっながるかもしれない.だが年齢を重ねることと、老い衰えることは必ずしも同蕪ではない」「年齢の持っ意味は個人の行いや環
境、国の政肇次第で肇わりうるということが、異寿社会でカギとなる毒え方だ.コロナの重症化りスクも年齢以外に優康状態の影響が大きい.より良く年を重ねることがコロナに封するレジリエンス{向復
カ)を高める.コロナの存在は高齢化社金と長券に関わる課岨の解決を迫るだろラ」「日本人の平均的人生は、戦佳間もない1947年に20歳だった人は63歳程崖までだった.201θ年には保守的な
見積もりでもB5炭まで証びた.多くが高齢になる社金では単純な「若者対老人」という崖詰は意味を持たなくなる.半世紀に1塵の災梗の下、社会が高齢者をどう扱うか、若年層も,自分ごと』として考え
るぺきだ」

ーコロナは憾き方にも影糎しそうです.
「どこで、なぜ、いかに働くかーー.浮き彫りになったのは働き方に関する濯在的な問いだ.隈られた職案向けだうたデジタル技術を用いたりモートワークが一気に広がった.人は1度軽験した便利さを

手放さない」「コロナ後は朝9時~タ方5時の1日8時間、週5白勤務の寳蔓が加連する.経営者は週四日勤務体制の準傭を進めるぺきで、早朝や課夜勤務も苦通の選択肢になる」「失業竿が上がる
一方、人手を介さない自動化二ーズも高まる.いくっかの仕事やセウターは消濫し元には戻らない.〒ジタル技術の晋褐も大峯だが、もっと貫要なのがより晃陵可能性の高い仕事に就くための技術の新

(関逼記事7面)

たな誓鋳だ」
ーモのためには何が有効ですか.

「人生,00年を見据えた学び直しだ.長生きりスウに備えるとき、お金はパッフブーでしかない.縮局ものをいうのはレジリエンスで、その柔軟性の擾得に役立っのが学びた。長寿社会では生涯学び親
けることが重要だが、コロナが事態を加速させた」「人工知能【N)やロボットの着及、気象変動などコロナ以外でも斬Lい理境への適広は持ったなけ厶今回妾々は準皆,予測し柔軟に封応することの
重要性を学んだ。学び続ける亡とで個人と社会の耐久性は向上する」(聞き手はマネー・工〒イター山本由里)

2.2020年【令和2年)4月一5月日本経許薪聞遭戟特集記事rコロナと資本主睡一1-~-4-」

0)2020年(令和2年)4月29日ホ暖日日本軽済斬聞無1面遷載特集記事「コロナと貰本主藁一1-」
r想定外傭えはあるか ROE価量軽営もろさ露呈コロナと資ネ主義一1-」

新型ニロナウィルスの感染が拡大するなか,企案や市場のもろさが次々とあらわになウている。短期的な成果ばかりを重視してきた企案は軽営悪化に苦しみ、マスウや生活必需品の不足は「市塀の限
界」にも見える.想定外のパンデミック【世界的大謹行)を乗り越え、貴本主睡は本来の聲さを取り戻せるだろうか.

,0

「毎日6000万ドル(65憶円)以上の跳金が流出してしまう」【エド・バスティアン最高軽営責任者).米デルタ航空は手元の親預金【2019年度で約28偉ドル)が約1力月半で干上がってしまうほどの苦
境に耐えかね、14日に54億ドルの政府支擾の受け入れを決めた.アメ1Jカン航空とユナイテッド航空もそれぞれ58億ドルの支擾を求め、米政府が航空案界のために用霊Lた250憶ドルは研く間に使
い切られようとしている.〔資本マイナスに〕世界的に焦客需要が消え、大量の腫用裏失を防ぐには政府主擾は必妻な擔責だ.ただ、米国勢が真っ先に白旗をあげることになったのは、1970年代
以降に広がった.株主を絶対視するひずんだ資本主義にとらわれていたからだ.その象徴である自己貴本判益半(ROE.3面きょうのことば)を追い、臭常な低金利のなかで負債に依存するレバレツジ
経言にのめり込んでいた..""「長期の成長に影]ただ、想定外の感染症の拡大がいみじくも示したように、この世界はキ破実性に璃ちている.操失の纏暫材となる自己貴本が遇小だと財務の耐
久力は衰え、憂期の成長力にも響いてしまう.〒ータを分折,れば明らかだ.伯99年当時に自己賓本が総賢産に対してどれだけ畠ったか(=自己資本比宰)で世昇の上場企案を5分類し、その硫20
年の剰益の仲びを比較Lた.利益の伸びが3.4倍と最も見劣リするのが、自己饗本比率が20,6素滴の企集だ.少Lのシヨウクでも軽営がぐら?き、殻争力を高める握会を遇しやすい.一方、自己隻本
比率が60"以上~80"素満と比較的厚い企案は利益の神ぴが6.5倍と最も大きい.木況の際にも軽嘗は揺るがず、むしろ大規換な投資でセシ1アを拡大するといった放めの一手を打てるためた.
半導体畳託生産の世界最大手、台湾積体電路製造(TSMC)が好例だ.金融危捷直蜑の2009年、今後のスマートフォン需蔓の拡大を見越した創業者、報忠謀(モリス・チャン)氏の号令で設衝投資を
加連させた.この決断を支えたのが一貫して70,6前後を保っ高い自己隻本比率だ.周業他牡を突き放L、19年度の純利益は20年前の約14倍に拡大した.金融糧関の過則なレバレツジが08卑の
リーマン.ショッケ症招き、金耐緩制の強化にっながった.その後、規制の外にある事案全牡が負債を膨らませ、ウィルス禍に足をすくわれた.モんな近挽塑的な軽営に封して撞閥投覚家の目も厳しく
なってぃる.企業は利益を稼ぎ、成長をけん引する使命を負う.そのためには回り道にみえても、人を育て、研究開発や設儒投責を積み重ねて次のイノベーシヨンの種をまき、そして想定外の事態まで
見据えて財蒋的な庫みも保っておく必蔓が高る.「持続可能な軽営ルいう凍虐に企案が立ち返れぱ、資本主義がこの試韓を桑り越える大きな力となる.
口米航空金社が相次ぎ政府支擾に駆け込んでいる(3月米アラバマ州)=ロイター(写真)
口軽営の耐久性が長期の成長力晝左右する(折れ練グラコ:自己資本比稟=-20,6、20-40"、40~60,●、60~80●6、80,6~/1自99年一2019年)

(2)2020年(令和2年)4月30日木耀日日本経病斬聞第1面連載特集詞事 rコロナと資本主蛙一2-」
r他橿が尚う市場の賢さマネー幕走、素曽有の乱高下コロナと資本主義一2-」

「なるほど、モの手が畠ったか」.3月上旬、短文投稿サイト、ツィッターである写真が延厘をさらった.マスク亮り場の値札に「1点目まで2自白円、2点目以甍は9999円になります」と芸かれている.ディ
スカウント店rドン.キホーテ」での鳳景雌.〔価格で書給調豊〕ー".自由な取引のなかで、需蔓と供軸が適切に鯛整されていくーー..""だが、新型コロナウィルスが敗米にも広がったシヨツウ
から、世界の金融市場は2月下旬以降、具常な勧きを繰り返吋島〔rブレーキ役」尋く〕 r顧客企集が年度末に決法できなくなる恐怖があっナニ」.国内大手鯉の為曽ディーラーはこう明か,0「全融の
血液」で島る米ドルが世界的に入手困鯉になり、邦塑の調違コストも"年ぶりの水渠にまではね上がった.景気是化婁警戒Lた各国の企業や獄計がいっせいに現金確保に走り、金融市場から資金が急
遠にま出したためだ.その余波で株式や債捌=朱曽有の乱高下に蕪った.底流には市場の「考える力」の衰えがある.倒えば、軽済や企業をたんねんに調麦し、罰安と判断すれぱ急落局面でも買い
に動くアウティづ運用.r市場のづレーキ役」ともいえる存在なのに、手敷料の高さが艦気されて地隻枕下が候いてきた.米国株を組み入れる投資慣託でみると、杓90年代半ぱには90,6を麹えていた
シェアが足元では50,6を割り込んでぃる.モの穴は全轄柄に一様に投資L、乎數料が安いバッシづ運用や.コンピュ^ープログラムに沿った榛械取引が埋めた.、うした1考えないマネー」が今や株
式取引の85与6前蜑を占める米JPモルガンでは試算している.この楕造寳化によって市場は一方向に動きゃすくなり、シヨウクが加わるとたやすく暴走するようになコた,だが、モんな荒波のなかでも.
本物の投貴家は静かに買いの槻会を探っているはずだ.擾り五れば200日年の危樋時には米著名投責家ウォーレン・バフェツト氏が米ゼネラル・エレウトリツウと米ゴールドマン'サツクスの大規模増資を
引き受け、市場の不安を韻めた.並外れた運用成頬で「賢人」との翼名を取るバフェット氏.「輩力で考えなけれぼ成功しないル誌ったことがある.無數の参加考が知車を較り、大量の情報を処理Lて
いく.この効率性こそが市堺メカニズムの強みだと、宮由主蔓軽済の大きな支柱で罰るフリードリヒ・ハイエクは脱いた.貰金の最適配分を促し成甚を支えるはずの市場が膨張とともに暴走し、実休経許
を撮り回すようにな0た.市場本来のr賢さ」をどラ敗り戻すかが問われている.
ロマスウは転売目的の大量鯛入などですぐ売り切れてしまう【東京都内)(写真)

(3)2020年(令和2年)5月2日土曜日日本経涛斬聞第1面逗載特集記事 rコロナと貴本主蔓一3-」
r逆境が快める未来の形短期志向の崖をこえてコロナ七貴本主義一3-』

今年の報酬は1万ドル(約107万円)しかもらいませんーー.米アウトドア用品大手、コロンビア・スポーツウエアのティム・ボイル最高榧営貴任者(CEO)は3月、こんな決断をした02018年分の報酬
比だと減額率は約99,6だ.他の投員も報酬を15,6自馳的に減らし、斬型コロナウィルスの感染拡大を受けて営業を停止している北米店舗の従案員約3500人に賃金を支払うための原資にあてる.
苦Lい局面で従案員の生活を支えれば、企業としての住頬が高まり、今後長きにわたって消豊者を引きっけ、優秀な人材も課用しやすくなるだろう.長期の目憾で軽営を進められるかーー.当たり前の
ように聞こえて、実は資本主董の歴史に糖む筒盟だ.[企業は永桜力揃提] 15~17世紀の大航寿時代、歓州で大規摸な賓島会牡が設立されるよう1こナ'つた.当籾は航海が峡わるたびに会社を
解触するのが臂道で、その活動はr1回眼りの冒険」に近かった.1602年にオランダ東インド会牡が綬生し.時代の賃軍は動いた.世界靭の株式会杜である問杜は必蔓に応じて資本を積み増し、事
業を鞭続する.企案は永鞍を罰擾とする存在へと進化し、軽営には勝間軸の褒念が取り込まれた.新型コロナの治塵藁として趣床試験が始まった「アビガン」.実は「憂期の目執」がなければ清えてい
たかもしれない曲折の歴史を持っ.1990年ごろからアビガンの諏捷となる抗ウィルス藁の研究を富山化学工案が始め、伺杜を08年に富士フィルムホールディングスが貫腹した.14年に条件付きで
国内で製造.販売が承露されたが、副作用力瞳く、当初想定Lていたインフルエンザ藁としては主琉にはなれなか?た.[アビガン苦節30年]それでも、富士フィルムは「企案は今すぐ役に立たなく
ても素廉のため1思投責し,'い七いけない」(古縣重隆会長兼CEO)とあきらめなかっナ=.研究開始からおよモ30年.アピガンは新型コロナに挑もうとしている.謡営が素棄を見据えれぱ、宴を生み出す
力は強まる.米マッキンゼーが米上場企業を封象に投責の安定度などから「長期志向」の企業を抽出L、軽営成縦(01~14年の類型)を頗ぺたところ、他の企業の平均よりも亮上高が47,6、利益が3
6与6多い二とが分かった.四半期ごとの利益ばかりを重視するr短期」害向の婁【わな)」に陥る企案も多い.だが、モれを促してきた投賓家も棄わり始めナエ.欧米の挫闘投資襟は今回のコロナ危檀の中
で配当より雇用雑持を霊挽するよう求め、製桑金牡にも早期のワクチンや治療藁の開発に向けて鰻争より協調をと訴えている.リーマン危提の時とは様窒わりだ.「素知なる素来のために、現在の貴
源を使うことが、本来の意眛における企案家に特有の槻詑で畜る」.軽営学の権威、ピ^ー・ドラ幼一はこう語った.ウィルス禍で需要が燕鳧L、存亡の危櫨におびえる企業.この苦坑をどう果り鯵え
るのか.モれが資本生義の素素を形作ることにもなる.
ロ「フビガン」は斬型ニロナウイルス藁として蕗床註験が始まった(写真)

【4)2020年【令和2年)5月3日日曜日日本経済斬聞第1面擾載特集記事 rニロナと責本主蔓一4-」
「企業.公益担ってこモステークホルダーと歩むコロナと貴本主襲一4-」

「公金を株主に回すのか」.独アディダスは強い批判にさらされ,配当の撤回を余修な(された.新型コロナウィルスの影響で業績が悪化L、4月1日から従宴員約1200人を、政府支擾を受けて屠用を
雑持する「ウルッアルバイト{短縮劣働)」という制塵の対象七してL寸乳企業が労骨時間を減らす一方、落ち込む賃金の一郁を政府に補填してもらラ仕組みだ,アディダスは10億ユーロ0200億円珊)
の自牡株買いは撤回した一方、配当は予定通りの増額を探った,しかし、業績への逆風はさらに彊まり、政府系金融提関から融資を受けるまでに追い込まれた。モの際に無記を条件とされ、「政府支提
のもとでの株主還元」は封じられた.[求められる配庫]利益を追い、株主に報いるーー.早時には省たり前の企案のこんな行動も、危棟においては窒化を迫られる。求められるのは、国家や杜会、
従業員など幅広い「ステーウホルダー(判讐関係者)」に配卑する姿勢だ.コロナ危棲が敗米で課刻さを増すわずか2力月ほど前.世昇経済フ才ーラム(WEF)の年次雑会(ダボス会繍)では、行き遇ぎ
た株主至上経省からステーウホルダー資本主蓑に移行すぺきだとの抵論に多くの企業が質問した.モの決意がいままさに試されている.米国ではゼネラ」レ.モ^ーズ(GM)やフォード'モーター、電
気自動軍(EV)大手のテスラが人工呼吸魯の増産を急ぐ.米dPモルガン・チェースなど大手8行ぱ自牡株買いを停止して、詔人や中小向けの融貰に資金を擾り向ける.[プラダが防腔服]欧州で
も高鰻づランド、プラダがイタリアで医療用防甑服とマスウの生産に疉り出L、フランスではLVMHモエヘネシー・ルイヴィトン(LVMH)が書水などの生屋ラインを賢更して消膏剤を作り始めた.米エデル
マンによる世界12力国の消費者を対禄にした調棄では、「公共より自牡の利益を優先する企案は永還「冨慣頼しない」との闇いに対して「そう患う」との回答が71%にのぼった.リーマン危提時の苦い軽
験があるからだ.金融捜蘭が長走Lた枯果,景気は億割れした.多くの人が職や持ち家を奪われる一方で、金融橡関は政肝に敦請され、トゥプは多頗の退職金を得たことで貰本主讐への反発が一気に
強まった,二れを契樵に樵謁投賞家も峯勢を転換L、「有事に対応する能力は企案価値の長期的な増大に不可欠だ」(ブラックロッウ・ジャバンの江良明調マネージングディレクター)との声があがる.米
経営学者のバーリとミーンズは杓32年の著書「近代株式金牡と私有財産」で、企集は「公共的政策の立場から所得の一都分を割り当て」,株主だけでなく牡金全体や従業員などの利害にも広く目配り
する存在に変わるべきだと訴えた.当時は世界恐慌、今回は新たな感染症と理由こそ這えど、企業の社会的責任が重みを増す点で状況は似通う.ニロナ危捜克般への貴献を致ラ敗米企業.世界のた
めに何ができるか.日本企案もまたその決意を問われている.
口LVM"は書水の製造ラインで消毒剤を作り病院に無斜で配る(写真)
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3.2020年(令和2年)5月安本讐藩斬聞連戲特集記峯rコロナ出口は見えるか』

0)2020年(令和2年)5月6白水曜日日本経痔新聞筆1面連戲特集記亭「コロナ出口は見えるか 1」
「ニロナ出口は見えるか 1 新常餓へ擾応力試す制眠緩和でも感染抑止優先「水面下」軽許長期化も」

新型コロナウィルスの感染拡大で世界は大恐慌(尋面きょうのことば)以来の危捷の淵に立っ。日本は4白、緊急事態窒言の5月末までの延長を決めた.驚外では移動制限を鰻め出口を探る動きもあ
るが、経まは当面は以前の水準に雇かず「水面下」の低空飛行が続く公算が大きい.医療体制の整備などでウィルスへの耐性を高めっつ活力を取り戻す工夫がいる.ニユーノーマル(斬常態)への適
防力が問われる.斬型コロナの感染者数は世昇で350万人を超えた.治療藁やワクチンの開発は急ピッチだが,なお速上だ。今は移動制限しか恢ぽ封じ込めの手立てがない.しかし感染抑制と引き
換えに経済の首根っこを押さえる「ロッウダウン【都市封鎮)」のような劇劃=頼り続けるわけにはいかない.各匪は出口に向けて賦行鰭誤する.見えてきたのは感染の再拡大を防ぐため封鎖の解徐陵
も人々の生活や錘漬活動に一定の制粘を求める斬常怨だ,ー"・[第2派に讐戒も]国際通寅基金のゲオルギエバ専務理事が「大恐慌以来、最悪の不況」と籠るニロナ危提.どこの国の軽湊も
しばら(水面下に沈むことは聖けられそうにない.欧州中央娘行{ECB)は欧州の四半期のGOPが危樵前の水皐に戻るのは21~22年「ニ,'る七みる.三餐UF'モルガン.スタンレー証券の試算でも日米
欧のGDPは向こう1年程度は前年比でマイナス成長が続く.モもモもウクチンなどの有効打が出てくるまでは感染が再拡大する恐れがくすぷる.米ミネリタ大は過去のインフルエンザのバンチミツウの
軽駿から第2波の方が大きくなるりスクもあると讐鎧を埴らす.自らも感染Lた英匡のジョンソン首相は「第2波のりスウを認識しなけれぱいけない」と外出禁止の提和を慎重に探る.経済を正常軸道に
近づけるにはまず桟査の強化で駆染再拡大のりスウを最小限に抑えなけれぱならない.米国は桂壷數を5月中に週200万件と1力真で倍増させる目根だ.モれでも不十分との見方もある0ロツウフエ
ラー財団は週2千万~3千万件の櫨査を提言.医療施詮の拡充で医榛剛壊を訪ぐバックァッブ体制を隻く必要も高る.日本はこれまでのところ中国や欧州ほどの胎染拡大には茎らずに請んでいるが、
足元は極めて脆弱だ.検査能力や集中治療杢などの医療責源は主蔓国の間で見劣りする.・・・・[還のくV字回復]ほぽ停止状憇にある企業活動を少しずっでも出口に近づけていかなければ、
経陦は底割れしかねない..ー,感染抑制に時間がかかり、祭涛の取縮が長引けば復元力が操なわれる恐れもある.危檀を桑り越えたとしても以前と全く問じ風景が戻るとは限らない.感染症のグ
ローバルリスクは常にそ二にある.医療基盤を整えてウィルスと持久戦を続けながら「水面下」の軽決を立ち上げ直す.新常態への適広力をいち早く確立した匡や企業こモがポストニロナの世界のけん
引役になるはずだ..、
口中国はいち早く回復に向かうが...中国.日本、米国ノ生産、消費(祈れ嫉グラフ)ノ新規感染者敷(棒グラフ)ノ智近平国家主席:「【斬型コロナは)基本的に抑え込んだ」(3月10日、武漠市

模粟)-4月に入?て貴漫の封鎖解除,安部晋三首相:「感染者の減少が十分なレペルとは言えない」【5月4日、記者会見)一緊急事態宣言を5月末まで葬長、トランプ大栽懐:「軽請を後能させなけれ
ばいけない」(4月16日、記者会見)一感染者の少ない地域から移動制脹綬和へ(一覧)〆

(2)2020年(令和2年)5月8白金曜日日本経済新聞第1面連載特集記事 rコロナ出口は見えるか 2」
rコロナ出口は見えるか 2 第2波防ぐ総力戦未踏の「接麦1日2000万件」」

「櫨査詑力が飛躍的に強化される」.オーストラリアのハント保健相は4月末、新型ロロナウィルスの封じ込めに意歓を示け"豪実案家を通じ、中伽製の検壷キウM千万個を調運できたからた.モの
數は全豪人口の4割に達する.問国は厳しい外出規制や隔耀推置が効き、1日あたりの斬耀感染者が10~20人台まで減った.制鯉解除を探る段陀で高えて緊彊翻係に畠る中国を穎るのは、感染拡
大「第2波」を恐れているためだ.軽湊再開の道を探る米吐も問様だ.安晶に制夏を繰めると8割とされる軽症の感染者力嘱びウィルスを広めかねない.米即は1日の検査を23万件から29万件1=増
やし、ドイッも上積み,る.悩ましいのはそれでもりスウを払拭できないことだ。「1日2千万件」.ハーバード大は4月20日、米亜の検査敷を7月下旬までに100倍にすぺきだとする提貫を公表Lた.無
症状を含め毎日国戻の6,6に検晝を繰り返す計算だ,磨殿者だけを傷触.追誹できれば「8月までに軽済を完全に再開できる」といラ.その費用は2年闇で最大3千億ドル(約32兆円)だ力{「軽躋停止に
よる月1千憶一3500偉ドルの損失より安いルして政府に大胆な覚憎を迫る.官昆違携であらゆる手段を講じる必要がある.ただし、検査拡充だけでは出口は見えない,カギは医塵体制の強化た.
欧州でも敦死車の低いドイッ.政府は「死者100万人」の最悪シナリオを3月に描き、医榛体制の能力拡充に動いた.10万人あたりの集中治痩室(1CU)病床は29床と、イタリアの2倍強だったが、1CU
新設者に1床ごとに5万ユーロ(約卵0万円)を出すと決定.乾数を4割増の4万床にした.日本はどうか.1白の検査敷は最大9千件台.10万人あたりICU病床融は4床七受け入れ体制は艶弱で"医
療体制の嵐壊は目の前の親実だ.多数の患者を収容する救念痢院で相次ぎ集団酷壁が発生.受け入れ拒否が広がり、4月下旬のたらい回し舛数は主な消防キ都で前年周期の倍に増えた.たらい回
しの庫者を受け入れてきた千葉県内の大病驍の敦急医療医飾は語る.「うちもいっ院内感染が起きてもおかしぴ"、」。交換すべきマスウは1日1牧.防護服も足りないという.対庄が逐いのは郷道府
県に権眠を与えながら、国と自治体で貴任を拘しっけ合う状況が轆いているためだ.検査の民間委託を渋り、昆間病院に大胆な物資・責金支提もない.韓国力時力な司令塔を置き、大量検査と専門医
療の両惟で危慢を回避したのとは封照釣だ.中匡.黄洪では魅市封類後も盛染が拡大.2月に2万人が問時に入院L、重症者は1万人に違したとされる.「問じ事態が米■の都市で起これば封廊でき
ない」(推計した米研覚チーム).ましてや封応が貸手に回る日本はひとたまり亀ない.英キングス・カレッジ・ロンドンの敲谷健司教擾は、今後も郁市封鎮表蓋f十コつ犠牲者を最少にするには「中'軽症
Φ患者向け専朽病院や醗時の治療妬設も●要」と訴え、検査やICU拡充にとどまらない矢絶ぎ早の対笈を求める.最初の出口が見えても、コロナとの戦いは桜くこ七に日本の自覚は乏しい.
口米国ですら、なお検峯數は足りないとされる米国、イタリア.ドイッ、斡国、日本/1日当たり検査敷(平均):3月9日の週:4真26日の週(0-25万件:棒グラフ)/累計死者數(6日時点):7万

3095人.2万9315人、6993人.255人、543人ノ10万人あたりにU病床数:34.7床、12.5床、29,2床、10.6床、4.3床〆

(3)2020年(令和2年)5月9日土曜日日本経法斬聞揮1面逼哉特集記事「ロロナ出口は見えるか 3」
「コロナ出口は見えるか 3 危提脱出、急がば回れ財政負担証史的水準に'

米国の労働者の6~7人に1人が職を継れ.失案保険を申請している.5月2白までの1週閻の申請骨敷ほ鞭続分も含めて約2600万件に上った.失案者への宝給額などを仮定すると、この申謂数が
向こう1力月続いただけで、保険財政の負担は1千億ドルno.6兆円)増サ計算仁なる.新型コロナウィルスが拡散した危橡制圧へ,各国は糸目を付けずに財政宣橿を拡充して暫二.特に米国の勵き
は迅速かっ巨鳳だ.すでに3月上旬から4回にわたり.合計3兆ドル弱の財政出動をまとめた.さらに大型減税やインフラ投資などの追加筆力"兆ドル規犠1=及ぷ可能性がある.国際通貨碁金(1MF)
は、米国の2020年の財政赤字が国内雑生崖【GOP)の15鮖を超すとみる.5~9,'の日欧と比べて突出L、過去をもしのぐ.米鯉金予算局(ceo)によると、米政府債務のG0戸比は21全計年度末(2
1俸9角末)に108,6に達する.第2次世界大戦後の1946年塵赤006,6法超え、最高となる.経済活動が一斉に止まり、崖用雑持の支捜は急務だ.米政府が中小企案の軸与を肩代わりする融貴
枠は4月知めから2週間で底を突き、すぐに倍増させた.それでも漕在的な失業が広がり、雇用を守るための財政宣出は右肩上がりで増える.ドイツでも、申請ペースで1干万人超がクルツァルバイトと
呼ぶ時短勤務制度を使い、政府から賃金補助を畳ける.数兆円の財政負担になる可能性がある.緊急事亀宜言が量長となった日本は、休案者による失業手当の受給を特倒で認める方向た.100万人
規摂で受軸すれぱ、月に最大2500億円が労働保険特別会計から支払われ、■の財政負担も増す.すでに巨頗に膨れとがコた財政負担は一段と膨らみかねない.モんな恐怖から各邑は軽躋封籔
の解除を急ぐ.だが感染の再拡大を招けば、結果七して財政負担もより望くなる.それを避けるには、縫済に一定の制約を課サ必饗がある.その分、雇用雑持などのため財政にも負荷がかかる.最悪
のシナリオは新型コロナ危提の出口が見えないのに、財政緊舶に勤くことかもしれない.1930年代、世界恐慌下の米国は公共事案の拡大などニューディール政策でいったん暈気浮擢に成功L,ニ.しか
L財政緊縮を急ぎすぎ、再ぴマイナス成長に陥った.急がば回れ.結島、財政面で危槌から脱出するには、杜会の不安要素を取リ除春、成長力を敢り戻すほかない.大戦貸、米国は怯人税減税や生
産.価搾統制の廃止で民間恬力を引き出し、軽躋を成長軌道に桑せた.政府債務のGDP此は46年度末の106,6から35年後に25"にまで低下Lた.感染轉拡大のキ安を払拭し、ポストコロナの世
界での成憂モチルをいち早く確立する.モんな国が財政の重著を払拭し、世昇をけん引する次の主役に躍り出るはずだ.

3、 18.2、ー).口斬型コロナ関逼の景気對策で各国とも財政赤字が拡大對薫規摸【兆円、数塵)、GDP比(舳、数表)、財政赤字GDP比("、棒グラフ):米国(310.8、13.6、ー)、ドイツ{75
日本(78.フ、14.3、ー)、英国(37.0、12.6、ー)、フランス(27.4、 9.5、ー)、イタリア(18,0、 8.5、ー)〆

(4)2020年(令和2年)5月"日月曜白日本糎講斬聞第1面適駐特集艶峯「コロナ出口は見えるか 4」
「ニロナ出口は見えるか 4 窮地が促す学び改革教室から消えた13憶人」

「多くの生徒らの学習が連れている.学柱再開の決定は補単ではないが対序を急ぐぺきだ」.国連轍育雑学文化操関(ユネスニ)のアズレ事残局墨が4月末、声明で訴えた0新型コロナウィルス対策の
全国的な休校は17フ力国.地域で続き、全世界の72号6、約13億人が畳校できていない.学力格差への長念が各国で強まる.T1白から段階的に学校を再開するフランスのづランケーノ慮寶相は「休
校を続けすぎると(白宅の学智理填の這いで)籍差を助長する止強調.小学校は1学紐15人以下とし、校内の動轤を決め按触を兼らサなどして岳染を防ぐ.オンライン(這隔)授案が広がる岸国で「才、
インターネット環境が整わない家庭の子どもの学奮亥提で官民が適携ずる.か」フォルニア州はグーグルからパソニン4千台の提併晝受け.生徒に配ウた。中国でもオンライン会議システムを使った授業
が拡大中だ.ネット通販大手、アリババ集団のシステムの利用実績は約14万校、1憶2千万人規換に上る.4月22日時点で小中の9596、高校の9746が休校していた日本.自宅学冒は紙の敏材が
中心で、公立小中高枚など約2万5千校の95"は問時双方向のオンライン指導ができていない.「子どもの勉強習慣がなくなってしまった」.夫と共働きの東京躯内の女性(40)は焦りを募らせる.,】、5
の次男が通う公立小は2遇間に1度、宿題の進み具合を報告させるだけ.一方、私立中に通う長男は逗傷学習で以前と同じ時間割で勉抽を鎚けている.足舘みの背景には教省の〒ジタル化の遅れが
ある。経涛協力開馳提撫【OECD)の2018年調査によると日本の15歳生徒の白劃が学校でデジタル捜尋を利用していない.学校の惰報化を怠ってきたツケが出た影た.出口に向けては重層的な戦
略が饗る。嘉染予防を徹底しての学枚再開と再休校に蛸えナ纏傷学冒の孫境整衛は不可欠だ.政府内では学習の遅れを取り戻L.学事歴を国際操皐に合わせる策として「9月入学'始案」の諸点豊
理も進む.移行には課短もあるが.社金全体でグローバル化に向けた方笈を抜本的に榛胎する好隻だ.米づルッキングス研究所などは学校や大学の4力月閏の休校により、若者の生涯収入減少など
を逼じて米国が将来的に被る軽済換失が2.5兆ドル(250兆円)、年闇皿内艶生崖(GDP)の12,らに上ると試算する.各国はこうした事態を悪念し、教嵩の再楕憂を進める.輯国は休校中、小中高生
に惰報塘末など28万3千台を貸与.低所得世帯の約17万人にはネット通信費を声擾した.緊玲財政で教育予算を削ってきたイタリアも這韻撒育の推進に8500万ユーロ【97徳円)の予算を確保Lた.
「量檀をチャンスに変えたい止アゾリーナ急育相.日本も社金総がかりで学びの保障に取り組む覚悟がいる.
口主要国の自宅学誓支擾や学校再開への惣り組み米国、美国、ドイツ、フランス、中僕(文章、艶述表)
口全国的な休校措置をとっている匡・地域数仂国・地域.數、折れ繰グラフ)/影響下にある児童生徒らの殿(億人、捧グラフ)〆

(5)2020年(令和2俸)5月12日火隆日日本軽請新聞鷺1面連粧特集記事「ニロナ出口は見えるか 5」
Tコロナ出口は見えるか 5 「非接触」が斬標準に安全確保にもがく企案」

米敢で外出規制などを糎和する動きが広がる中.企業力連業再開へ動き出した.ただ、斬型コロナウィルスの再讃行への不安も根強い.正常化へのハードルは高い。世界で80万人超の従業員を
抱える米アマゾン.ドット.コム.ジェフ.ベゾス最高軽営責任者(CEO)ぱ全従案員を討象とした定期検責を宣言した.檎晝能力を整えるには跨間も曼用もかかるが,「試す価値は畠る」(ベゾス氏).米国
では従業員が曇染した場合の事婁主の法的貴任を巡る議胎が括尭になる.感染者が出るたびに事案者の責任を追及されてほ事業活動に影響が及Uかねない.全米翼造稟者協会は事業者の責任節
囲を制隈するよう嵐会に求めてぃる.重崖するのはニロナとの甚い罰いだ.企業はコロナを前提とした新しいもの作りや売り方を課る.人と人の擡触を避ける「タッチレス(非接触)」がその手立てとなる.
トヨタ自動車の米皿の工場では、約3万2千人の従案員がタッチレスな琢境に身を置(.工場内のコロアに張り運らされた黄色いテープが、従案員問士が約1.8メートル以上の距鮭を保うように促す目
印だ.一郁店芦再関に踏み切ウた米百貨店最大手メーシーズでは化駐品カウンターで店員が顧客にメーキャップをするサービスを停止した.りアルな按客はネツト遜販に対抗する最大の貫嬰.モの強
みを消してでも店を開く.7日には米高級吉貫店二ーマン.マーカスが磯綻、米衣料品チェーンのJウ1レーも行き詰まった.世界の上堵企案を対象にした試査では5割の減収が3力月続けぱ2割近い企
案で手元資金が枯渇する.小亮りの現場はタッチレス頼みで日銭を稼ぐ正念場が続く.当面の危慢をしのぐタッチレスだが、長い目で見れぱ宴務の進め方や金社のかたちを変える力を物める.3月、
中国.武漠の工場から設低の保守作業の要請を受け、修理手順を説明する動砥を願客に送るなどして封庄Lた半導体隷置大手のディスコ.親地出張が当たり前だうた作案で費用と時閏を笥約できたこ
とで、「ニロナが終わっても続けることになりモラだ」と闘家一馬社長は期持する.最先端の"端末が必要な〒イーリングルームなどを抱え、在宅動残力隻しいとされてきた金融案界でも英金融大手バー
ウレイズが約B万8千人の従婁員の2割Lか出社しなくても案蘓をこなせている.ジェス・スティリー0E0は言う.「ひとっのビルに7干人を曇かせる考え方は過去のものになるかもしれない」ニロナ危榛
は人の無駄な勧きを気づかせる契橡にもなった.従業員や顎客の安全確保という斬たな制約にいち早く封応Lながら、生産性も高める.モんな企業がコロナ後の殻争を制するはずだ.キャウシユレス決
済やテレワーウの導入などに出遅れてきた日本企業は対佑を急ぐ必要がある.
口労膳生崖性に見劣りする日本はタウチレス化でも遅れ米国.ドイツ、フランス、英国、日本、韓国/時間当たり労曇生崖性(2018年、ドル、数表);74.フ、72.9、72.2、60.6、46.8、3B.フ

ノキャッシュレス決許此率【2015年、兆、捧グラフ)/テレワーク導入率(米国.斡国.2015年、英.独.仏,2010年、日本、2016年:従業員100人以上、肌、梓グラフ)〆
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(田2020年【令和2年)5月M日木曜日日本経済斬聞第1両逗鮫特集記事 tコロナ出口「=臭えるか 6」
「コロナ出口は見えるか 6 朱来への投資今こそ待紐のワウチン開発」

「オペレーション.ワープ.スピード」.米トランプ政権が打ち出したワクチン開発の新戦略だ.葡2次世界大戦中の「マンハツタン計画」にならい,企案や政府擡闡を靴動員。通常は數年かかる聞発期間を
大幅に縮める.3日、トランプ大航領ぱテレビ看組で「年末までにワクチンが手に入る」と説明.全国民分の數億本を獣雑する目撫を掲げた.ワウチンは体の免疫反応を引き出し、ウィルスの感染を阻
む.感染拡大を抑えウつ行動制限を緑めるには、免疫を持っ人を増やすしかない.開晃の行方が世界軽請の命運を握る。世界保儘極M(WHO)によると5日勝点で聞鼻中のワウチンはネ00種類を超
える.ヒトへの匪床試験(治験)1=進んだのは8糧類ある.今やワウチンを雑もが待ち望む.だが、感染症対筑はワウチンが最後の砦(とりで)になると分かっていながら、今までは危提章識が低かった.
「コロナのようなRNAウィルスはりスウが高い」.2年前、米ジョンズ.ホプキンス六学はワクチンの衝えを訴えた.パンデミツウ(世界的大流行)に対抗する技術の芽はあった.ウィルスのRNAやDNAを
とい。た逼伝物質を合成L、体に投与して免疫を高める方法だ.ウィルスの培養がいらず、4~5年かかるワクチンの闘尭期闇を大幅に短縮できる.米モデルナや独ビオンテツクは、1力月程崖でワクチ
ン候擡を作る技術を持っ.ワクチンを供給するグローバルな生産設伽や国際拠点を2年前から準備Lておけぱ、直ちに製造に取りかかれたかもしれない.と二ろが各国の予算は少なすぎナニ.日本経漬
斬聞社が出資するアスタミューゼ(庫京.千代田)が日米美中の感染症闘適の研究開発予算(2018年)を調ぺると、米国は75憶ドル(8000億円)、中皿は53憶ドル(5600億円)、英国は5億8000万
ドル【620憶円)、日本は5他3000万ドル(560億円)だウナ=.「今徒、世界で1000万人以上を殺すなら.それはミサイルではなくウィルスだ」.米マイゥロソワト創集者のビル.ゲイツ氏は15年の講演
金でこんな言葉を残け立国際通貨基金UMF)は、20年の世界軽済の成長率予謝を1月にプラス3,3号6と見込んでいたが、斬型コロナの感染が拡大した後にマイナス396へ引き下げた.単純計算で
日本の軽済規榎に匹敵する約500兆円の経済操失が生じる.1冊にあたる5兆円でもワクチンの開晃に充てていたら、損失を回電できたはずだ.斬型コロナ収東後の「斬常態」では、まず感染症を甘く
見た過去との決別が必要だ.ワクチン闘発や治療、検査体制の確立で各国は逗携L、どんな感染症にも立ち向かえる国際協調の粋組みを整えるべきだ.今こモ未楽への投貴が求められる.
ロワウチン.治療菓の研突闘発畳は増えていない各国の研究開晃賓に占めるワウチン・治痩藁の研空聞発費米国、英国、中国、日本(2000年一2018年、闇、折れ繰グラフ)

4.2020年(令和2年)4月~日ネ経許新聞【オピニオン】 1D"p mI1享ht、FINANCι厶L TIMES --OPI"10/<グローバルオビニオン>、【中外時評】 1

(1) 2020年(令和2年)4月1日*曜日日本経請新聞第6面【オビニオン】 f 同NAN0ιAL TIMES -- opr"10hl
「倫理問う新型ニロナ対乗』チーフ・エコノミクス・コメ^^ーマー〒イン・ウルフ

コロナウィルスはただひたすら自己増殖Lようとずる.裂々はモの増殖を食い止めようとする.ウィルスと臭なり、人間1*選択をする.このバンデミツク(世界的流行)はいずれ婆わり、遇去のものとなる
だろう.だが、どのような過程を経て終わるかで世界のあり方は変わってくる.このようなパン〒ミッウの発生は伯0卑ぶりだ。モして今回は、スペイン風邪が各地を按った1918年とは卿'り、平和で、空
前の宴を享畳している世界に発生した.壷々はうまく対処Lなければ、悪い方向へ向かう転換点となる.正しい判新を下すためには、選択肢とモの仙理的な意味合いを理解,る必斐がある.裂々は今、
国内と国外において、いかにしてウィルスの感染拡大を止めるか、そのために軽情停滞をどこまで許すかという決断を迫られている.寓所得国が迫られている最も貫要な決断はウィルス感染の食い止
めにざれだけ力を入れるかだ.モして、決断Lた場合のコスト巻誠がどのようにして背負うかも決める必要がある.一郁には、ウィルス感染を食い止めるために経済を恐慌に陥らせるのは間這いだと主
張し続けている人もいる.彼らいわく、これは羊要な混乱をもたらす.柾端な移動制霞などでウィルスを食い止めるのではなく、ウィルスを比較的宕由に拡蝕させれば、「集団免疫」を遭成でき、軽済活動
を轤特Lながら、なお饗烹を墹者に集中させられるとしτいる.だが、この比較的レッセフェール(自由放任主養)なr纒和」筆をと?たとしても、甍市封類など断固とした「抑制」筆をと●た場合より
経済がうまく回るかどうかは定かでない.各国政府が躯市封集に蹄み切るかなり前から、多くの人は歳行をやめたり、レストランや映更館、店に行くのをやめたりしていた.ウィルス感染を抑制し、新規感
染者の桂峯と追跡でフォロー丁ツプする断閻たる封策は、糎いやり方よりも、今徒遍けられナ'い不況を早く終わらせられる可能性がある.かなり確実だと思えるのは、抑制簸をとった方が、世界の医催
体制がはるかにうまく対彪できる二と雌.英インぺりアル.カレッジ.ロンドンの「00ⅥD-19(新聖コロナウィルス岳染捷)対笈チーム」1才、経和策を起用した増合、病院にコロナ息套が穀到するため、英
国と米■の医療体制では高齢者を中心とする感發客が治疫を受けら■ιないまま死んでいくと主彊Lている.中国政府が斬型コロナの発生地である湖北吉であれほど抑制策を搬庄Lたのは、恐らく中国
全土でこれが起きるのを防ぐためだったのだろう.中国でさえ許客できないほどの憙惨な健庫被害を、英国や米国が許容できるだろうか.しかし.批判的な意見も正しい.経涛の大郁分を畏期にわたっ
て止め続けることは不可脚ξ.もL抑制筆を試,のであれぱ、早急に成功を収めなけれぱならず、ウィルスの復活を阻止しなければいけない.中央銀行と政肝は、できる醒り多くの軽涛郁門の活動を雑
持し、生産能力もできうる眠り確保することを目指さなければいけない.モして、国はどのような形であれ、理実的な手怯で一般市昆.特に珊考を手厚く保護Lなけれぱならない.■家間の連帯を、各国
内の連帯と問じくらい強くする必蔓がある.金匙不安と迫りくる景気後退【恐らくは恐慌)は、斬輿国と晃風塗上国に甚大な被害を及ぽす.国際通貨基金(1MF)は、投資家がすでに新興国から830偲ドル
(約9兆円)の資金を引き掲げたと述ぺている.多くの斬興国、途上国が依存Lているコモディティー(脊品)の価格急幕も激しい.これらの■は.国内でのウィルス席染拡大と内需減退と廠時に
戦わなければならないが、こうした国が国内外から生じる圧力に対処できる能力は眠られている.モの結果、とてっもなく大きな縫漬的、牡金的惨事が生じるかもしれない。1MF自休がすでに、80件もの
緊急金融支提蔓請を受けてぃる.斬興醒と造上匡の封外資金不足の総額1=恐らく、1MFの融饗能力を大きく上回るだろう.高所得国がウィルスの抑制と自国軽済の敷情に成功すれば、こうした恥蒋
な国は思恵を墨けるだろう.だが、綬期的には、モの愚庫を享受できない.斬具皿、途上図は多くの支橿を必要とし、こうした支擾ほ'すべての国の景気回復も綾押しする.ウィルスは方■共遁の課雁た.
迫りくる世界不況も問様だ.現実的な対凱を重襖し、蓋帯が必須であることがわかれぱ、手厚い亥提は正肖化できる.ユーロ圏内でも問じことが言える.通貨商盟の決定的な特徴は、個々の如盟南が
財政の自主性という保叢と麿図通貨を放棄し、集団的な休制を遇んだことだ.世界金恐危提の廠は、この体制が多くの加盟国の期持を裏切った.ただ、ユーロ他撹の場合,仙理的な観点から縢論すれ
ぱ、大郁分において自業自得だったと主張することもできた.一方、このパ^ミックは誠の責任でもない。もし、ユーロ圏がこのような危糧で適帯感を示せなけれぱ、その失敗は忘れ去られることも許さ
れることもないだろう.悔は深く、下手をすれば數命的になる.誰の責任でもない量樋において自に見える遠帯がなければ、欧州統合ブロジエクトは遭義的に死に、実縢っいえるかもL才ゾよい.
さらに、国境を越えた支擾にっいて言えば、金鑁衝の支擾のみ,よらず、医療画での支擾も必蔓だ.極めて貫蔓なのは、医療物貴のサブライチエーン(供給網)を寸断している輸出規制を打ち切ることだ。
宰い、麦々が今対崎している感柴症は、先祖の碁らしを鰻り返し破壊したぺストほどひどくない.それでも、今生きている人が誠も軽駿したことがないものた.これは、確かな情報に基づく判断で対庄しな
げればならない実際的な詠題だ.だが、仙理的な課題でも布る。妾々は、今後下さなけれぱならない決断の両方の側面妄霜胤,ぺきだ.指導考は、落ち着きをかもL出し、理性を梗使するか.套々は
経済的な打撃を最小隈に抑えながら、病気にキTち鵠っか.最も弱い人や国が守られるようにするか.敵意よりも連帯を、内向きなナシヨナリズムよりも世昇的な貴任を選ぷか.そしてバンデミウゥ後に、以
前より悪い世界ではなく、良い世界を徒世に敷そうとするかーー。ウィルスとは真ナより、人聞には迦択肢が島る.ここはうまく選ぼう.
ロイラスト JeT".君 F.r'U尋0「,/Flh."CI.! Tlr".宰(25日付)

【美フナンシャル・タイムズのコラムや記事を郵訊し、月曜、水隆、金曜付で掲載します.電子版、国際→FT〕
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(2)2020年【令和2年)4月18日土曜日日本経済斬聞第8面【オビニオン】 fD卵P I"き1厚ht--OPI"10nl
t軽許は「遊び」自貫を無に'榔集委員中村褒文

新型コロナウィルスの感染が拡大Lてから、よく耳にした言葉のーつが「不蔓不急」だろう.そこでふと疑問が浮かんだ.日本経済の中で不憂不急とぱどれぐらいの経済規棲なのかと.飯神タイガース
優島やオリンビッウなどの軽請効果を算出することで有名な閏西大学の言本晩浩名誉敏授に聞いてみた.「実は過去に積算を試みたが、律引きが難しく、敷値をだしづらか0た.ただモノ.サービスの大
半は不蔓不急で、逆に医療、交通、食品など●需品の方が阪られてくる」政府が緊急事飴宜言を出して以楽,スーバーや圏店甑などの小売店以外、静まりかえった東京,改めて日本軽済が不蔓不急
の世界で回?ていたことを実感する.分け方にもよるが、最大の産業が業暇だ.レジャー白書によると2018年で約72兆円に及ぶ.アウトドア.ランニング用品やフィウトネスウラブ、ゲームセンター、カラ
オケ.糎光、音楽.動■配信などで柵成される。これだげでも約300兆円の個人消費の約4分の1を占める.000 余暇の封象と重複するかもL才け'いが、不蔓不急と言われる産案の規換を畠げて
みよう.コフッション髄連が約10兆円、外食産案が豹25兆円、百寛店が約6兆円、商用車を除く必蔓があるが、自動車の匡内販売噸は豹9兆円.カー用品やアフターサ^スを入れるとさらに鰭れる.
家電ぱ約7兆円強だ.20兆円を超える食品にしても楽Lむために食ぺるものも島る.軽搭が虚熟化゛ると、生活必需品や牡会インフラ費用の割合は低下する一方、不要不急の消費の比率は高まる.
誤解を恐れずに言うと.軽儕はほほr道び」でできているのだ.ホモ.サビエンスはホモ・エコノミクス(亀済人)であり.ホモ・1レーデンス【遊ぶ人)でもある.「暇と退題の債理学」(圏分功一朗氏著)という
数年前に話題「二なった本がある.そこでユニ^な説を紹介している.人顛が盟助生活から定住生活に移行するには3つの課題を解決する●要があった.それがごみ捨て巴トイレ、モして退屈の回避と
いラ.素しみがないと、人は共問体の装序を守れない.だからこそ、高塵な芸術や工韮品を尭運さ樹二という.現代の経済は、まさに「退屈しのぎ」に一役貫う画品サーピスが璃費をけん引Lてきた.高
急ブランド、永這に最高出力を尭揮することのないスポーツカー、高画質テレビ、推Lのアーティストのライブ,地区のフレンチ、大衆居漬屋、按客を伴う夜の歓食業、旧モデルと提能がさほど変わらない
スマートワオン"..'.とりわけ近年は洞費二ーズが多様化し、ニッチ化した.百貨店やコンビニェンスストアなど流通崖業が寡占化゛る一方で、個店やフり、ランスなどが活躍゛る場が広がった.マス0
,ニッチだ大半が「遵び」で、なくてはならないものは少ない.だが全体でみれば、敷々の迦ぴが豊かな軽湊社会を支えてきた.政府はこうし,慨陦の特煮も謡まえ、軽許対笈を進めてほしいところ惇.
00 今後も経済は不蔓不急、あるいは道びなしには語才Lない.ただし新型コロナウィルスの出親によって.慣れ親Lん,だ消畳行動に窒化を促すのも間違いない.普は良かったでは先に進まない.今
は耐えながらも「アコターコロナ」を見据える時でも畠る.渦去に倒のない外出白粛や在宅動義に伴う今回の讐験で行動隻容が起きるだろう.そのーつが金社を中心に育まれてきたr牡用本位消畳」で
はないか.テレワークが広がるからで、文字通り斜陪化する.倒えば通動に欠かせない化粧品、スーツ、づランドバッグなどの市場は縮む可能性力儁い.日本創生投貴の三戸政和社長は「自己顕示歓
を満たすだけの消費は情えていく.ブラ〒イイングや営案に投資が恒っていた企案は淘汰される」と話す。事実、アパレル最大手のオンワードホールディングスは昨年に続いて4月中に700店の追加閉
店を明らかにした.オフィス街は閑散として、年塵讐わりの歓送迎会に代嚢される「歓みニケーション」も成り立たない.メーカーにしても流通にしても大がかりな販促と集客、「足で隷ぐ」大量の営案ス
タッフを抱えるビジネスモ〒ルはすでに壁にぷっかっていたわけで、さらに状況は悪化する.三戸氏の言菓を惜りるならば「営業はいらない」というわけだ.000 博報堂貫物研究所の山本泰土上
席牙究員は「趣れていてもっながることが重蔓」と捲摘する.代表的なのが願客と直按ネットで結びっく「D2C(ダイレウト・ツー・ロンシューマー)」プランド.食品や化駐品、衣斜品まで広がり、独自の社金
的使命と世界捜、くせになる踊客体験を武響に消費市場を広げている.牡会不安力嘴まる中、個人に強いメッセージを投げかげる企業に支持が集まる.観光崖業にも同じことが貫える.大型連休時や
インバウンド無みではりスクが大きい.観光シーズンではなくとも順客との関憾を探める乎立てが欠かせない.既存の観光責源に加え、独自の映像コンテンツ、地元とコラボした商品など概光を超えた総
合型サービス案への脱皮だ.今回は急激な隻化で対彪できなかったことは責められない.せめて今回の苦しみを糧にゼんな環墳でも生き残れる戦艶をっくっておきたい.
ロ【図示:【個人塙費(年間約300兆円)]消費支出の内肌をみると".【家計調査.2人以上の勤労宅世帯、20IB年)食料、交通・通信、教養・娯稾、光熱・水道、教寅、住居、被服および履き物、交

鄭臭などを含むその他/[「不蔓不急」が個人消費を支えてきた]・社用型・余暇悶斬型コロナ.行動変容が加遭心2C・営案不要論・テレワーク)〆

(白)2020年(令和2年)4月28日火曜日日本経ま斬聞第6面【オビニオン】 fD"P I"61底ht--001"10咋1
「ウイルスは世界を吏える」攝集委員矢野寿産

ウィルスの大きさは100ナノメートル、1センチの10万分のーしかない.光学顕靴鱗では捉えることのできないこの小さな生命体に,わたしたちはなぜこうも翻弄されるのだろう.斬型コロナウィルスの
災禍があっという間に世昇を喪った,地球上の生命には2つの潮寵が島るといわれる。ーつはDNAを遭伝子とする生き物たち.頂点に立っ存在が人間だ.もうーつはRN厶を遍伝子とする生命体.斬
型ニロナウィルスは、インフルエンザやエイズ、エボラとい?た、.1980年前後から、人類を脅かしてきたウィルス七伺じ仲間のRNAからなる. DNAもRNAもどちらも生命の源とされる遭伝情報モのもの
だ.しかし,本質はむしろ對極に高るといえよう. DNAは二重らせんの横造のおかげで、追伝情報をコピー(権製)する篠のエラーを修正し,忠案に伝える.安定と秩序を貫んじながら、適鵜と次代に生
命を引き継いでいく.このため進化はとてもゆっくりとしている,000 一方、RNAは修復檀能を特ち合わせていない.自らの惰報の正確さにあまりこだわらない.症主の力を惜りて自由自在に窒化
(変具)を緑り返す.こうして人闇の免疫をくぐり抜け.子孫を絶やさないようにする.新型コロナの遣伝子データがウェブサイト「ネクストストレイン【N.X仙Ⅱ.「")で公開されている.世界の科学者たちが愚
者の検体から得たデ^を次々と投拙し、ウィルスがどのように世罫に広がり、窒具、進化Lているかを追いかける.系航樹で峩現されたモの軌跡を眺めると、わたしたちの担先がアコリカ大陸からぼ
かの大隆に移り渡?てぃったような様子が捍かび上がって(る.人顛学者で国立科学博物館副館長の糠田課一さんは「人顕が世界に拡散するには6万年かかった.それを斬型ニロナは2ケ月で成し遂
げた」という.痢廉性を保ちながら,すさまじい変わり身の早さを持っのがウィルスの特徴だ.医学や科学の力を手にした現代人だが、ウィ」しスの進化への寅畝さに圧倒されるのも仕方がないのかもし
れない.人蛭と感染症との歴史を撫り返ると、文明をも揺るがす苦闘が難度も榛り広げられてきた.最も有名な疫病は中世ヨーロッバを壊ったぺストだ.人口の3分の1の擢牲者を出し、極嬉な人口減
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から牡金基聾がぐらっき封建制塵の廟壊にっながった.不治の病を前に人々の心のよりど二ろだったカトリック椴会も無力だった.結果、宗教改革やルネツ→ナンスへと道屡、中世は幕を閉じた.天撚痘
はアステカ帯国を滅ぼし、大英帝国がニレラを世罫に広げた.鮪1次世界大胤下、当時の新型インコルであるスペイン風邪が大流行L、若い兵士が次々と携に倒れ終戦を早めた.00O J ン〒ミツ
クは時代や社会を大きく変える力がある.飲韻や侵略、戦争といった混乱に乗じて感染症が勢いを堆L、大寳革の時計を早回しするのかもしれない.斬型コロナ禍でも世界のひずみ力島らわに'つたと
いえないか.トランプ政権は失政への枇判をかわすため中国たたきをエスカレートする.欧州では整別や偏見が助蔓され分断の流れが加速した.貿易戦争や格差問題、ポビユリズム【大衆迎合主義)と
いった世界が直面,る課題は新型コロナ出現の前から起きてぃた.牡会や人々が不安の淵に追いやられ「港在」から「顛在」に変わっナニ。 4月上旬ノーペル賞学者の本庶佑さんにインタピユーした.そ
の時の言葉がとても印歓的だった.「ど二の国がぬかるみからいち早く抜け出せるかの鯉争だ」.ニロナとの戦いをどう制するかが、コロナ徒の世界の政治、経ま、牡会の行方を左右するに這いない.
台湾はパンデミッウ前から当局が憤報収集し、デジタル技術を上手に使いこなして流行を食い止めナ=.軸国政府は中薫呼吸器症候群(MARS)の轍馴から銃制のきいた対擁で封じ込め、国民の信報を
腸ち褐た.官民嬉力による検査を徹慮したのがアイスランド.人口あたりの貼染雪数は世界でずばぬけて多いが、死亡者敷は模端に少ない.隔住者の半分が無症状であることを突き止め、机市封韻
を免れた.000日本の対応はどうだろラ.数字だけみると、今のところ感染爆鼻には至0ていないが、亮染者は徐々に増えており、現状をきちんと長映しているのか疑間た.検査のネ徹序や硬直
釣な医侵体制の方にむしろ不安の目が向く.緊急事触宣言にっいても、政府は何がどうなれば解除するかの判断基準をはっきり示Lていない.有事の今だからこそ、情靴と思悪ではなくデータに碁づ
く科学的な識幽を経て決断すべきだ.島らゆるデータは匙明性をもってみなに闘示されなけれぱならない.ドイツは流行を見るキーワードにもなった「再生産散0人の座染者から何人に感染Lたかの
値)」を制限解徐の判斬に住った.一貫性が島り、わかりやすぃ.宣言の発令以降、政府は『3密」を避けるため、人と人との接触を「最低でも7割、できれば8割」減らすよラ国民に行動寳容を求りてきた・
しかし、その政府はデ^を有効に活用できず、縄張り意諜にとらわれ、場当たり的な封彪に終始する.統治システムを合理性あるものに変えなければ、杢化の早いウィルスによる央禍を禁り越えるの
は殻Lいだろう.
口都市封韻で閑散とずるニュ^ーウ(写真)口類型感染者の増加ベース【米国、スペイン、イタリア、イラン、中国、日本、興国](相闘図)

ナニ[矢熱窪、ペスト、コレラ、インフルエンザ](叔述)〆

(4)2020年(令和2年)4同29日水曜日日本経済斬聞第6面【オビニオン】 fFINANOIAL TfMES --oplnl0Π1
「K中外時評1 3つのウィルスとの世界大戦」客員論脱委員土置大洋

2020年3月24日、太早洋上で米海軍の空母セオドア゛Jレーズペルトの曼粗員禎敷が、斬型コロナウィルス「=感染していることが分かった.章酵は渥厚接触の檀金が多く感鐵症に磊い.1918年か
ら20年にかけて猛誠を擾るった「スペイン風邪」と呼ぱれるインフルエンサは、まず米国や欧州、そして日本の軍隊で捷行がみられた.いったん収まりかけたとしても、免疫を持っていない斬兵力入株す
る時期になる主新兵に多く略染者が出た.18年まで続いた第1炭世界大戦の終特に一役貫ったともいわれている.スペイン厘邪の頃は目に見えないウィルスが発見されていなかったので、治療も予
防も鯉しかっナ=。しかL軽験から、手洗いやうがい、漂厚捜触を避ける手怯が採られた.学校の閉韻も行われている.歴史人口学者の速水融は、スパイン風邪が世界中で多くの人の命を奪ったことから・
人顛とウィルスの第1次世界大戦だったと名付けた.現在の斬型コロナウィルス拡大は第2攻大戦といえるだろう.致死性ではコンビュ^ーウィルスよりも、生物(かどうかも雄M.分かれる.)ウィ
ルスのぼうがはるかに危陰だ.コンビューターウィルスで死ぬのは人間ではなく、コンピュ^ーである.世界的な問題となった新型コロナウィルスの起源ははっきリLない.しかし、コンピニーターウィ
ルスのほとんどは人為的に作られている.やがて人工知能(N)によウて作られる穫顕も出てくるだろうが、今のところは註かが意図を持?て作ウている.闇臣はどちらのウィルスも理墳に痔じて進化L
てい(ことだ.進化は必ずしも高塵になることではなく、斑境の中で生存しや,くなることだ.そして、もうひとっ、私たちの社金を或いっつぁるのが情無のウィルスで高る.、ちらの拡散はおモろしく連く、
そして、尾ひれが付き,人々を信じやすくさせるという隻化の達度も極めて連い.世昇保優樋翻(WHO)は新型コロナウィルスに伴ラ作り話を苦定するためのウエづぺージを作?ている.例えば次世代
通慣規格「5G」のネットワーウが斬型コロナウィルスをぱらまく二とはない.そのネウトワーク上をニンピュ^ーウィルスが通ることはあり褐るにしてもた.しかし、わざわざそれが記載されているところを
見ると、そうした誤解が高るのだろう.情報のウィルスには、人々が誤解することによる誤惰報(ミスィンワオメーシヨン)と、誌かが他者をだますために出す偽情報【ディスィンフォメーシヨン)力ある.斬
型ニロナウィルスの出所に関する腫詰は、まさに惰報戦である.中国政府は武漠での感染死者敷を低く尭衰Lていたことを認め、50"増にU"米国政府はまだ中国政府が情報を隠Lていると疑ってお
り、トランプ大執傾は,斬型ニロナウィルスの出所が武湿の研寛所の麺いがある七言及L始めナニ.私たちの社会は、斬型コロナウィルス、コンピユ^ーウィルス.モして惰報ウィルスの3つに封して十
分な免疫を寝得Lていない.斬型コロナウィルスに圏連したサイバー攻果が増えているとされている.しかし実質的には、今まで様々な形で人々をだましてコンピユーターウィルスに畠染させようとして
きた手口が、斬型コロナウィルスを口実にしたものに置き換わ0ているだ1"'.それでも世昇中でテレワ^が進み、脆満な雌末とネツトワーケが使われているのでシステム侵入の入り口力増加してい
ることは間這いない。金銭目的のサイバー犯罪讐だけでなく、他国の政府職員をターゲットにし、政府の棟密惰報を狙う動きも見える.そして他国の混乱を引き起こすような偶情報を出す匡家捷関の
存在も見えてきている.妾点は、人顛とウィルスの築2次世界大戦のさなかにいるとともに、情報世界大戦に毛入りっつぁる.情報の自由な捷通と公開こモが.鳥主主蔓の前提とされてきた.その価値

慶比大学敏授.貞1回掲載します.を擢るがす勢力との対決が始まっている。

(5) 2020年【令和2年)4月30白朱曜日日本経済斬聞第5面【オピニオン2】 ro"p ln忠確ht-- OP1Πionl
「くグローバルオビニオン>危機でも窒わらない世界■米ハーパード大教授ダニ・ロド1」ツク氏

トルコ生まれ。プリンストン大博士.

著書にグローバル化、国家主睡、足主主薩が問時に成り立たないと主彊する「グローバリゼーシヨンリCラドクス」「季か.

危捷には2つのタイプがある.誰も予測Lていなかウたため像えられなかった危撮と、実ぱ予想されていて櫨えておくべきだ0た他撒だ.トランプ米大銑領が責任を這れるために何と言おう力、新型コロナ
ウィルスの底染拡大は後者の郁顕に入るだろう.二うしたバン手ミック(世界的適行)が起こる可艶性力塙いことは.庫門家の間ではよく知られてL寸島重症急性畔吸瓢症候誹(SARS)や HIN1型イ
ンフルエンサ」、中峯呼吸暑症候野(MERS)といった感染症の流行は、+分な呈告だった.世界保置操鯛【WHO)ほ2005年、09年のSARSの流行などを踏まえ、感染症対策の国際1レー'ルの改正を
決顕け"米当局は伯年末に中国湖北省盆漢市で新型ニロナの盛染力噛認されるより前、約100年前に多敷の死者を出しナニ「スペインかぜ」に匹敵する拡大の可能性を、ホワイトハウスへ報告してい
たとの一郁報道も畠るほどだ.気候實動M題と問揮、赴二るぺくして起きた危提だった.米国の封応は特にお粗末といえる.トランプ氏はしばらくの間、危提の大きさを軽視Lた.感染考や入院患者力急
増L始めたころには.人工呼吸幕などの医療物資が深刻なほど不足する事態となった.州当局や医療糧闇が医療物貴の争奪戦を繰り広げる結果を招いた.検査やロウゥダウン(都市封憾),遅れた
代償は歓州でも高くっき、イタリアやスペイン、フランスなどは犠牲を払っている.一方、斡国や台湾とい0たアジアの一郁の国・地城は検壷と底染軽路の追跡などにより、感魚拡大を克服しようとしてい_
る.大半の場合、危換は、各田の既存の銃治スタイルから予想できる通りの風開となっている.自身を過大評価するトランプ氏の危捜管理の乎怯が、多大な粧害を及ぼしかねないのぱ想像できたtトラ
ンプ氏問擇、虚栄心力触く気まぐれにみえるづラジルのボルソナロ大銃領も業の定、りスウを軽視し読けた。中伺の射彪は、いかにも中国らしかった。ウィルスのまん延にっいての惰報を隠蔽しようとし
たが、いったん脅威が明らかになると資源を雑鼬員Lた.ハンガリー諏会は、強権を擾るうオルバン首相の権陰を、期隈を定めずに大帳に拡大ずる法案を可決Lた.オルバン氏はコロナ危機に桑じ、権
限弛化に桑り出している.ニロナ危複は、モれぞれの国の政治の主な特隙を一段と際立たせているともいえる。各国は、本来の聾を〒フォルメした状餓になっている.こうした状況は、今回の量櫨力世
界の政治経涜の転換点にならない可能性を示す.世界の軌道が寳わるどころか、既存の潮漬力園まり、固定化することになりそうだ.重大な事態が起きると、自らに郵合の良い情報を集め力ちな確
証バイアス」が生じやすぃ.政府の糧隈強化を求める人々も、政府の般割に懐篶的な人々も、自分たちの見方が裏付けられたと昂じるだろう.国厳続冶の強化を求める層なら、もっと強力な国際衛生の
体制があれぱ、バンデミッウを軽減できたと主張するはずだ.強力な国家を求める層であれぱ、WH0が対応を誤ウたようにみえる点を指楠する.コロナ危櫛は、以前から明らかだった傾向を覆すど二ろ
か、寳えることさえないだろう.ポピュリズム(大衆迎合主藍)ほ、さらに独航主戟の色合いを帯ぴる.グローバリゼーションは.国家主躯に対し守勢に立たされる.米中の衝突は続く.国家主薩的な国で
は少勲の支配層、梱或好きのポピュリスト、国際派の封立が激化する.左源は左派で、多くの有権雪にアピールする筑を幅み出モうと必死にもが(だろう.(opml.ot SⅥ'dlo.t.)

M軒性の克服を人顛と斬型コロナとの職いは「ニロナ世界大戦卿OHdW息ro)と呼ばれる.開戦を焼と゛る「ビフォー・ニロナ(BO)」と「アフター.コロナ(AC)」で、世昇のありようも劇的仁窒わ」つ
つぁる.素知の疫病が各国の政治や錘告、牡会に与えた養撃の大きさを.快して過小評価することはできない.もっとも、グローバル化や民主主蔓の後退はrBC」の時代に始まっていた.強権的で排斥
的な掻導者の台頭と、彼らに共喝する昆量の高まりが連動した結果だ.こうした世界の病状が「AC」の時代に悪化し、手の脆Lようがなくなるのではないか.ロドリツク氏が畳念するのも無理はない.い
まは、強力な感染肪止黄や迅連な軽許声擾策をとりやすぃ権鳳主義国家が優位にみられがちだ.安全保陣の観点から白帖自足経涛への回帰を説く者さえいる。私たちは疫痢を封じ込めるだけでなく、
グローバル化や民主主嚢の脆窮性も克服したい。コロナ大轍は人命を敦う戦いで島ると間時に.大事な秩序や蛭値を守る戦いでもあるのだ.(岩集委員小竹洋之)

口有史以窯、いくっもの感染症が人顛を喬かしてき

5.2020年(令和2年)4月~長情斬聞【解説】《NEWS抽点》〔新型コロナと文明〕

(1)2020年(令和2年)4月"日土曜日長鰯斬聞第17面【俣説】《NEWS識点》
r合うことを奪われる苦悩斬型ニロナと文明」作家池澤夏樹

いけざわ.なっき 1945年北樺道帯広市生まれ.

白7年の小説「スティル.ライコ」で芥川賞.その塗の作品に「長なる自熱のおっぱい」【読売文学賞)、「マシフス・ギリの失脚」(谷崎潤一郎賞).「素Lい嫉末」(伊蔦整文学貫)など.
2007年から「池澤夏樹=個人纏集ルして「世界文学全集」全30巻を刊行、今年「日本文学全集」全30巻が完結Lた.

斬型コロナウィルスが、世界で猛威を撮るっている.人の動きが止まり、各国で軽済状況も激慶した.私たちは一体何に晃舞われているのか.文明や歴史の視点から斬型コロナ福を読み解いていく・
割回は作獄の池澤夏樹さんが恩索を巡らせた.

全世界的な恐怖の現象を、どのレペルで考えていいかわからない.もっとも身近なのは、たった今の自分の体濯であり体課である.最大隈の粋を用意して考えるなら、二の數+億年の生物の進化史
で島る.これが一続きにっながっている.家を出て,人に金って、仕事をするという昔通の生活の形が埴れてしまった.字供のころ、悪いことをすると押し入れに閉じ込められ,ニ.今、監禁力刑罰として
効果があることを世界中の人々が実感Lてぃる.家から出られない雌けでなく、国からも出られない,ぽくの身内の一人はバリで、もう一人はチリのサンティフゴで幽閉に近い日々を送っている・米'国の
アトランタから久Lぷりに帰国するはずだった紐者にも会えなくなった.老いた彼女から昔話を聞く大稟な樋金が還のいた.日本中の塵もが問じ思いなのだろうが、まずもって先が屍えないの力'コらし・
予建していた行事が次々に中止される.ぽくの場合ならぱ謂演がなくなり、関わっていた展覧金は半年先に延期され、国内の取材旅行も鯉しくなった.仕事の枠組みがずぷずぶと液状化するよラで、次
の悪しき風開をただ待っているばかり.もともと作家はテレワーウが本来の峯である。世界のどこにいても執筆はできる.人に会っての打ち合わせだって最小限ですませられる.だからこの事態の影響
も少ないはずなのに、なんとも働く意歓が湧かない。ピッチャーとしてマウンドに立ってボールを投げようとしても18メートル先にバウターはいない.擾り返コて用囲を見れば野手も観客もLL'い・短、散
歩くらいはいいだろうと思って外に出ると、なぜか景色が格別に隻Lいのだ.ほくが住んでいる札幌ぱ平野にいきなり造られた町だから、道が広くて空も広い.その空がきらきらと輝いて見える・建物の.輔
郭がきりっとしていて、行き交う人たちが凍々しい.[群れでの瀦さ]生物は智体として生きる.雲や需のように境界なく広がった生物はあり得ない.護の中に液体が畠るというのが細胞の基本拷造
で、モれが集ま。て身体巴なる.モの一方で個体の眠界を超えるために生物は群れをっくることを覚えナニ.モれが霊々が屍ている生き物の姿た.木は林になり森になる.鳥は群れて飛ぷし無は鉾れて、
泳ぐ.「群」という字に「羊」が入ってぃるのぱそのためだ(つぃでに言えば「美」が「大きな羊」であるのは人間の歓望がそのまま現れているようでほほ隻ましい).群れは強い.ぱらぱらでは捕食されたら
モれっきりだ力"00顛いれば対抗できる。1頭を犠牲にして他は生き謡びられる(また文字を読み解けぱ「鞭」も「牲」もT牛」なのだ.神にささげられた牛).しかし群れであることが剥さにつな力る二とも_
ある.肉食獣に対する草食獣という柵図ならば馨れは有利な職略だが、細薗やウィルスなどが相手となると、集団生活に危険が生じる.つい去年、国内で拡大Lた豚舳(OSF、豚ニレラ)1=ぼく力よく行
く加賀山中のイノシシにまで広がったと先日現地で聞いた.ハマチなどの蔓殖の釖斯には大量の抗生物貴が使われて闇題になった。仕込みの時期の壮氏は輸互を食べないという.納豆酵は強いので
麹に害を与えて酷造ができなくなるからだ.生物どうしはモのような相互作用を介Lて生きている.Ⅱ間」に生きる1 ヒトは格別に大きな集団をっくっナニ.類人猿は群れをっくってもせいぜい伯0顛ほ
どだ.そのくらいが互いに顔を屍て岨体魔別ができる眠界で、別のグJしープの雪が紛れ込んでも排除できる.ところがヒトは神とか国窓などという抽象概念を用いて徳単位の集団を0くった・これ力文明
と呼ぱれるものの実体である.他の動物が対抗できるはずがないからヒトは今の世界に君薙しているように見える.体重X個体数を考えれば袰々より繋栄している哨乳顛はいないと思われる・し力1し_
妾々は無敵ではない.ウィルスがいるのだ.抗生物質によって細酋には蔦ったと人顕は考えていたかもしれないが、ウィルスに抗生物賞は効かない.そもモも積と楓の間で謄ち負けなどあるものだろう
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か.生存に有利な場を見っけて身内を増やすこと以外に生物の歓望はない.ある程のウィルスにとってホモサピエンスの身休は使い腸手のいい生活逼境なのだろう.都金ではヒトの生息密度は高いし、
広く動き回るし、免疫が蝦能するまでには時間がかかる.この事態をウィルスの立場から見るのはむっかしいかもしオゾ'いが、突き放して考えればモういう仁とた,、れが非人間的な思青だとしても、こ
の世界は人間のためにっくられたわけではない.ヒトが、人間が、どれほど多くの橿を絶誠に追い込んできたか、という酋法「=この場合は煮味がない.これは、報復ではないし、そこには誰の重思もな
い.ウィルスはものを考えない.起こっているのはただの自熱現象である.業日本大盆災の時に、これは日本人への天罰だと言った政治家がいたが、美は人間に罰を与えてくれるほど鯉切ではない.
自然は人間に対してただただ忽関心である.埠波は「襲ってきた」のではなくr起こった」のだ.あの時の三陸地方ではまだ行動できた.何か手が貸せるかと走り回ることができた.死者は帰らないが避
難所に生活物責を届けることには手応えがあっナニ.今回はモれがない.人は人に金ってはいけないと言われる.互いに会わなくて、それを生きていると言えるのか?生物は個体、とさきほど書いたげれ
ど、饗は人間は遭う.人と人の「間」に生きるのが人間である.雄にでも、いっでも、金いた、司目手がたくさんいる.それを奪われることの苦悩が黒い染みのように世界に広がっている.イタリア人たちは、
よく笑って、大寓でしゃべって、抱き合って.両の抵にキスして、食ぺて歌って餐ずる.マンジャーレ!カンターレ!丁モーレ!それがあの国での病気憂証の理由だとしたら.人閏が生きる意味はどこにあ
るのか?今、妾々の前にあるのはモこまで橿源的な問いである.志村けんが笑わせてくれる時代は終わった.これからしぱらくは彼がいないところで笑うことなく生きなければならない. f陸時掲粧
します]

(2)2020年(令和2年)4月IB日土曜日長崎斬聞第17面【解説】《NEWS論点》
『原発事故の教訓生かせ斬型コロナと文明」長岫大敏授飴木連治即

すずき.たっじろう 1951年大版府生まれ.米マサチユーセツツエ専大修士課程修了.豪大で博士号.
甚靖大敏授.

原子力、桟軍縮.不拡敵が専門。原子力委員会委員畏代理や墨鏑大技兵嬰溌絶研空センター【RECNA)長を歴任.

「デジやビュ(既視駆)」,、.新型ニロナウィルス感染症の拡大と政府の対応や世飴の動き、社会の反応を見ていると、どうしても廩京電力福島罵1啄発事故時の対儒が貫なって見える.私は感染症
専門家ではないので感染症対笈の是非を詰じることはできない.ただ20T1年当時、政府の一員として原発事哉を経駿した客として「あの時の教訊が生かされているのか」との視点から、現下の危擁へ
の示唆を考察」てみたい。

マ敦訊1「働を守る」を最優先に
いま最も大享なことは何か.危櫨に際し,国昆の命を守ることの重要性は何よりも優先されるべきだ.これは国民あるいは牡会全体への「りスクを最少化する」と言い換えることもできる.問題は、ある

リスクを最小化させる妬笈が.別のりスウを高めることにっながる可能性がある点だ.その結果「りスウのトレードオフ」は価値観の差具や、政治力学が作用,るため、政筆決定者の暫断が揺らぎがちに
なる.国昆よりも「経請を守る」、ましてや「政権を守るルいった闇違ウた差岸で量糧管理対黄を取られては、伺をかいわんやだ.具体的には、命を守る封策の経請コストに記慮して対策の実筧を引き延
ばしたり、その実効性を担保オるためのコスト負担をためらったりしてはならない.例えぱ、今回のように事棄者や住民に自貫憂請をするので畠れぱ、モの影響に対するr補償」はセツトで考えなけれぱ
いけない.「軽漬対策」ではなく、命を守るためのコストとして考えるぺきだ.啄晃事故封比の時も.汚染水処理に見るように、最もりスウを下げる案よりも当面のコストを量小化する案が採用されることが
しぱしぱあった.モうした対筆が結果的に、りスウ最小化にならなかった反省が生かされていないのではないか.
マ教調2 「代讐案」を検封せよ

安都吾三首相は斬型コロナウィルスに対処する改正特別措貴怯に基づき、幣急事態宜蓄を出したが.これがあたかも「最後の切り札」かのような印象を与えた.しかし、緊急事態宣言は島くまでウィル
ス対笈を有効に進める「手段」であって「解決筆」そのものではない.果たして今回の緊急事感宣言で示されたさまざまな絶策にっいて、同じ目的を運成することの代讐案は+分に検討されたのだろう
か.2月末に首相が突航表明した一篝休牧蔓請も代讐案を検討Lた気配がない.危捜管理に追われる中で代讐案の桟討は本当に難Lい.時間的余裕がない状鱈で症息決定を迫られると「実現可能
な策」から実行してぃくしかない面もある.だが、今回の緊急事態宣言まで時M的猶予は+分あった.厚発事故の課もさまざまな制約条件の下、代讐案の検討がおろモかになることが畠?たが、モの反
雀が生きていないというのが実盛だ.

▽教訓3「世界の英知」を活用せよ』.』
斬型コロナ対繁は一扇だけで解決Lようとしても無理だ.感染症対繁には世昇の美知と国燦博力が必瑛だからだ.各国の車惰が勲'る点を考慮しても他国の封筆が参考になることは多いだろう.原

発享故の対佑で私が最も量要と底じたのが、世界の英知を集めるこしだ.実際、世界の専門家や産案界から日本に封L多くの動言や擾助の申L出があった.ところがチ白本の問題は日本で解決すべき
だ」といった心理が蝉いたのか、廃炉の措置も冥に世界の英知を活用できる体制が楕集できナ=とは思えない.新型コロナ対笈も問様だ.POR検査が日本では為外に比ぺ極端に少ない.本来なら検峯
數を増やすことが原剣で島り、世界保健撫関(WHO)もモう勧告していた.世界で検査をかなりのスピードで実姪している国々の知見から学ぷこともで封二1=ずた.日本の特殊な峯情が畠るからといっ
て、POR検査の數を抑制すれぱ、舷果的に守るべき命が守られな(なる.1」スク最小化や代讐峯の比較の椴酬とともに、ぜひ、世界の英知を活用してもらいたい.

▼教訓4 「瓢学願間組巌」設置を
赴換に際Lてはなおのこと、政策には科学的檀拠が不可欠だ.多様な選択肢の中でどれを選ぷべきか。その根拠となる斜学的知見が欠けていると、政策の実効性は楳証されナ'い.モのためには.専

門知を政策に有効に反映させる休制が聾となる.新型ニロナ対燦で政府が股置した専門家会臘は、モの独立性と裡限が担保されていないように晃える.頂曼事故の時、参考として紹介されたのが、美
国の「緊急時科学廟問会雄」だ.これは英国が牛海綿状謄症旧SE)事件の後、科学と政筆の闘係を改善するために設置した捷関だ.首席科学覇問が危樵に摩Lて豊も有用と慰える専門家を集め,独
立した宜場から政府1=助言を行う.日本も独立した権限を持っ問様の科学顧問組織を早急に設置すべきだ.
▽教訓5 r透明性と信頼性」の破保を

最後に最も大切なのが、政臻決定の遭明性とその僅頼性だ.啄兜事故剛=私が痛感したのは、原子力政筆に封する「信頼の裏失」だった.国艮の信籟が褐られなけれぱ、どんなに良い政笈でも実効
性は乏しい.だからこそ、意思決定プロセスの透明化、モのための徹嘩Lた情報公闘、市昆やマスコミの質間に丁寧に筈える双方向の「りスウコミュニケーシヨン」が絶対的に重要なのナニ.そして代讐案
や利学的根拠を明示L、専門衆の知見を反映させる煮感決定プロセスが不可欠となる.政府の篦笈に対し、客観釣に核証する「第三者檀圏」の設置も欠かせない.危橡時に旅三者提屬が客鍾的評価
を行ラ時間的余裕はないかもL才しない.モの場合、危提終息後に政築の検証ができるよう、全ての記謙を保存する必要があることは言うまでもない.会諾の識事鋒や提出資料、デ^などを保存して
おかなけれぱ、政笈の棲証ぱ不可能だ.今回の封広で、この点がおろそかになっているのではないかと不安を覚える.

X X

以上、福島事故の鰍訓から、今回の斬型コロナ対策を幣鳳してみた.失敗しないようにすることは大事だが、失敗から学ぶことがもっと大事だ.今こ壬噴発事故の教訓を生かしτもらいたい.モして.
1954年のビキニ水爆実駿後に核兵譽と戦争の担艶を訴えたrラウセル.アインシュタイン宣言」の有名な一節を楚起してもらいたい.「人間性を忘れるな.他のすぺてを忘れても」[随時掲粧Lま
す1

(3)2020年(令和2年)4月25日土曜日憂崎斬聞第18面【解脱】《NEWS抽点》

(4)2020年(令和2年)5月2日土曜日長嶋斬聞第17面【企画】《NEW5酋点》
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詐年末に中国.武漢で発生Lた新型ニロナウィルスは數力月のうちに、ユ^シア大隆を横断し、大西洋を飛ぴ趣えニューヨーウにたどり差いた.マルクスが「市民社金の本来の任務は,世界市場を作
り出すことであり、世昇はまるいので中国と日本の闘園で終結するように見えるル指摘Lたよラにウィルスもグローバル化を追い掛けて地球を回る.グローバル化が課化すれぱするほど、ウィルスは活
性化する.

▼本鷺、___、
今回の感染是は20世紀初めのスペイン風邪に匹敵するとか、株価の急幕を1929年に靖を発Lた世界恐慌「二なぞらえたくなるが、そうではない.このように考えた(なるのは、技術の道歩に支えられ

た近代社会は揺るがないという深層0理があるからだ.今回の斬型コロナウィルスはグローバリゼーンヨンの極限で起きたという点で遇去とは具なる.
過去のグローバリゼーションはフロンティア【素開拓地)を残していたが、今回のモれは火星くらいしかない.20世紀の初めはブメリカカけジアへ進出する時期とちょうど重なり、いったん頓挫したが、第

2次大戦後、再びアジアへ進出し、19自0年代には牡会主黄国が崩壊し市場は一気仁拡大した.
今回の新型=ロナが何をもたらすのかにっいては.グローパリゼーションの本質を見極め、起源をたどる必饗がある.その本質は「蒐集」(ニレクシヨン)である.コレウターの第一号はノアの箱舟ノアであ

るから、菟集の歴史はキリスト教とともにある.討象は、土地【古代)、つぃで霊魂(中世)と責本(近代)である.「薫集」の目的は世界の敦躋であり、将衆の危提に備えた貯讐である.コレウシヨンとSAVE

『量悪を想定しない凱民性斬型ニロナと文明1 思想赤内田樹
うちだ,たつる 1950年、稟京郵生まれ.

神戸女学院大名誉教授.専門はフランス理代思想など.合気道道場「凱風蛇」を主宰する貴道家でも島る.
茎量'-t円*m抽除.r瑞優m酬魯胎1「嵩恨爪此開仕胎lhμ客励

6曾/ 142 )

(敦う、貯蕎する)ほピちらも語嵐は問じであるから、キリスト教と資本主養は麦裏一休である.
社会システムは最も効皐釣に「蒐集」できるように楕纂される.モのシステムを超えて菟集Lようとすると秩序が崩壌する.比較すぺき最近の事例は6世紀半も前の1348年【=ヨーロツバを中心にインド

からアイスランドにわたる地域を襲ったぺスト(黒死病)で島る.その後半世紀の間に10~15年の間隔で大流行しヨーロッパ人の半分が死亡け島多くの人は葬犠もできず司築にみとられることもなく、
にれぞ邑の共わりだ」と唄L寸立

当時は敏会の大分裂(1378-1417年)や萎仏闇の百年戦争0337~1453年)も重なり、教会は秩序を雑持できず権威は失墜していった.宗敏改革の蟻締を開いたイギリスのウィクリフは「敦済」
を敏金から個人に移モうとした。いわゆる近代への奪行がここから始まったので島る.こうした事惰はタックマンのr違い判に詳しい。達い業こモが危糧の眺代を映し出Lてくれる.
中世のぺストを畦亨鹸には口ーマ末期の艶望的状遜が見える.「ローマでは疫痢で人々が死んでいく.死んだ死骸を動物でさえも憲けて通っていく」〔今道友信「ダンテ1神曲■黛義」).当時の多神鰍が

遇剰となり、「信仰が迷信に化Lて」【前掲妄)いっナニ.牛安孝人々の心をとらえたのが一神轍のキリスト教だった.21世紀の斬型コロナと問様に歴史的災厄は常に磊者を慶う.
マ行動

近代において、ローマの多神教、中世のキリスト融に相当するのは、r技術進歩教」(カール・シュミウト)である.しかし、3・"で稟京電力福島第1原発事故に近代技術はなすすぺもなかった.今回の斬
型ウィルスに対しても伺様だ.技術進歩敦は軽晴成長に審与することだげに闘0が商る.だから、楕造改革銘執で人々の健廉は二の次とされ医療費が削減され今の非常事態を招いた.
こうした亭磨にづラウン元英首相はr一時的な世界政府」栴怒を傷えるが、それでは何の解決にもならない.世昇政府はグローバル北を前提としているからた.世界政府をっくって仮に今回の感染症を

抑制できたとしても、グローパル化を止めなければ、従来ならぱ凰土病で収まったはずの感染症に罵び襲われ、タックマンがいう14世紀=「災厄の世紀」に21世紀も名を遷ねることになる.
近代の理念を持ち出しても解決にはならないどころか事態は悪化する.近代は鎚璃成長を著とし壬のために徹底的に合理化を要求L貴本の「莫集」を量優先する.「より這く、より遮く」が進歩だ七信じて

疑わない人間の行動にウィルスがっいて回る.21世紀の行動凍理は「より近く、よりゆっ(り」で理含は「寛容」でなければならない.

『「合理性」の時代牲わる新型ヨロナと文明'怯政大教擾水野和夫
みずの・かずお 1953年、垂知県瀬戸市生まれ.早稲田大大学院修了.

三菱UF、1モルガン.スタンレー証券チーフエコノミスト、内闇官爵内閣審識官、日本大椴擾を経て2016年4月から現職.
著書「責本主董の終薫と歴史の危提」1=ベストセラーに.他に「閉じてゆく帝酬と逆説の21世紀経済」なだ.

▽支擾

新型コロナウィルス対笈に「合理性」精神を持ち出すと自貫要請はするが休案掃慣はできないという理亜になる.「寛客」の精神で酵めぱ救講できる.6世紀半ぶりの危捷こそが、まさかの事怨で島る.
企業経営雪はモの時に備えて人件蔓を削兼し、ネ来利潤と比例するはずの剰払い費を抑制L内都留保を積み上げてきた.
.,ーこれに反対するような貴本家がいれば、マルウスのいうように.資本の自己増殖運動が止まるのは地球が太陽に吸い込まれる確率と喝じ程度Lかなく、まず期待できないことになり、「洪水は妾な

き塗に来れ」と童言Lているに等しい.

シュミットのいう例外が本貫を畏くとすれぱ、今回あらわになったのは、責本家の出自はギャングと渇誠だといラことで、「これぞ世界の終わりだ」.これを回峯するには、ケインズのいう「貨幣愛」禁止令
だ.[随時掲戟します】



危捷管埋というのは、r最も明るい見通L」から「最悪の事磨」まで何楓類かの未棄にっいて、それに対庄するシナリオを用慧しておくことである.どれかのシナリオカ「当たる止モれ以"のシt」オ.
「外れる」.そのための準備はすぺて無駄になる.モうぃう「無駄」が嫌だという人は他機管理に向かない。りスクヘッジというのは「丁と半の両方に張っておく」ことだからである.モじゃらゴ'や
ないか」と口を尖らせる人間がいるだろうが、その通りである.危檀管理は「童ける」ためにすることではない。生き琵びるためにすることで畠る.土コノミストはこれを「スラツク(余裕、ゆと」)」と呼ぷ.ス
ラックのあるシステムはそうでないシステムよりも危棟耐性が強い.例えば、感染症用の医療捜譽や病床は感染症が流行するとき以外は使い道がない0「病床の桂働案を上げろ・医探資源を無駄'<
使え」とうるさく言い立てると(実際にそうしたわけだが).感染症用の資封も病床も劃減される.そして、いざパンデミックになる七、ぱたぱたと人が死ぬ.そういう危提管理の基本力わかっていよし人古
ヨ本では政覧決定を行。ている.先の戦争指導部はそうだ0た,「わが章の詐戦がすぺて成功して、敵の作戦がすべて失敗すれぱ、皇軍大恐利」というT希望的篠剥」だけで績られた作戦を起業する参
謀が重用され、「作戦が失敗した場合、被害を最小化するためにはどうしたらいいのか」というタイプの患考をする人閏は嫌われた。私自身がそうだからよくわかる0私は心配性なので、最悪の事態」を
想定することが晋慣化してぃる.大学在職中も「これがダメだったらどうしますか?ルいうことをっい口に出して不興を貿ったことが事態にどぅ対処するか?」という問いを前にヰると・日本人は思宥能力
が_気に低下する.これは国昆性と言ってよい.「プランAが失敗したら」という仮定モのものを一種のr呪い」のようにみなして、忌避するのである. r言貫の幸はふ国にとだまのさき「#ふく!こ)」におして
は、言葉には親実変成力があるとみなされている。祝言を馳すれば吉事が起こり.不吉な言棄を発すれば凶事が起こると信じられている.それゆえ、日本では「プランムカダメだったら」という仮定は凶
享を招く」不吉なふるまいとして排斥される.モんな国で危橡管理ができるはずがない.それを嘆いてもしようがない.モういう国民性なのである.軽漬が低迷してきたら、玉輪だ、万博だ、カジノだ・J三
アだ、ウ_ルジャパンだとものに轟かれたようにわめき散らしていたのは、あれは生概的には「択言」をなしていたのである.未来を祝福Lて、吉亭が到棄するように必死に祈っていたのである・別にビジ
ネスライクな計算に蓋づいていたわけではない.あれは「祈り」なのである.「言霊の力」で現実を窒成しようとしていたので布る.勘違いしてほしくないが、私は「モれ力悪い止言っているのでは'、・日
ネ人といラのは「そうぃう生き物だ」という亭実を指摘しているだけである.モれを改めろと言っているわけではない.日本社金における危棟管理を抽じる場合には、r日本人には危捷管理力でき'い心牲
が樗準装備されているルいう事実を勘定に入れる必要が島ると言ウているのである.「日本人はふっラに危提管理ができるル思い込んでいるからりスク計弊を闇違える.日本人は危捜声理力でき'
いルいうことを与件として危橿管理にウいては考える必要がある.別にそれほだ蠢しいことではない。文字が読めない子どもにだって文字は教えられる.モれ仁驚いた」.怒ったノLてりたら、文字は教
えられない.知らないことを前提にしているから、教えられる.モれと同じである。今回の新型コロナウィルスによるバンデミックでも、日本人は「感染は日本では広力らないだろう」という疫学的に無橿拠
なこと去信じ、広言していたが、モれを「嘘をっいた止いうぺきではない.あれは「言霊」だったのである.「感染は広がらないだろう」と言えぱ、モの通りのことが起きると億じて、善意で言い続けてしたの
で布る「東京五帖は予定通り聞催される」も伺じである.「開催されないかもし,1なし、【モの場合にはどう対応するか早めに封亮策を講じた方がいい)」ということを考えた人は組橡委申にもいたはずで
ある.でも、黙っていた.口にしたとたんに「不吉なことを言うな止一喝される二とがわかっていたからである.「予定通り開催される」という祈りを、「開催しない」という決定力下るまで嶋え読サるの力庇
本流」なのである.問じように、磨染拡大に価えて人工呼吸暴や検査セットや病床の確保をしないできたのは、別に首相や知事の「不作轟」や「怠慢」ではない(少なくとも主顕的には)・彼らは包も埠齢
しない」という呪蛎的なふるまいによって「準僑しナ'けれぱならないよラな峯雌の到業を訪ぐ」ことができると信じていたのである.「何の憐えもする必要がなかった未来」を予祝」によって招案Lようして
いたので高る.そうや。て見直すと、今回のパンデミッウにおける日本の失敗が固一のパターンを飽きずに繰り返していることがわかる.モろそろモのことに気づいてもいいのでは'いか.気か'ナれ
ば、問じことがこれからも繰り返されるし、いずれはモれがわが国の命とりになる.[随時掲載L富ず]

(5)2020年(令和2年)5月9日土暖日長嶋新聞第17面【解説】《NEWS詮点》
r社会の本質見直す契橿斬型コロナと文明」哲学者責叢幸平

さいとう.こうへい 1987年牽京都生まれ.大阪市立大准較授.
ドイッ.コンボルト大で博士族程修了.軽躋思想史、経済学が専門.地球環墳間題にも静Lい.

優れたマルクス研究に馳られる「ドイッチャー記念賞」を2m8年、日本人初、史上最年少で受賞.
著書にr大浅水の前に」、纏著に「素来への大分岐」.

人命か、経済か?新型コロナウィルスが奥き付げるジレンマ、「トロッコ澗墓」はこうだ.斬型コロナウィルスの封笈をやり逼ぎれぱ、景気が墓化Lて大勢の人力命を薄とすかもしれない・だ支、ウィル
スも放?ておけぱ、多くの死考を生むことになる.どちらを選んでも犠牲者が出るのは遷けられナ'い.とはいえ、最終的に被害を小さく収めるのは、どうやら隼い段階で嶺底した對蝶をとると!う四支正し
い選択肢らしい.対覧が遷れれぱ、人命も犠牲となり、さらに鞭湊も悪化する.だが、まだ大きな人的被讐が出てもいない中、軽決活動にプレーキをかけたくないというの力政治家の本音た.ラジJ の
ボルソナロ大統領は「ちょ。とした風邪だ」と言い放ち,萎国のジョンソン首相も、白常生活を俵けて、集団免疫を察褐することでウィルスに立ち向かおうとした.日本政府dl、封応も揺れている・亀.湊への
悪影響を恐れ、休集命令など強い規制に踏み込むことができず、最初は和牛券や焦行券.次は、一世帯にマスウ2枚の配布.やっと出て虐た現金給付も対象を遇剥に紋ろうとして批判された・、二で
緊急事延法案を強引に成立させるなどしてきた安倍政権が、真の危権の景間に,対防の先延ぱしを雑り返すのは滑稿でさえある.だが.危檀の瞬Mに、政府が金註枯付を嫌力って、甲昆を敦おうとり'
いというのは、端的に恐ろしい. X X PCR挨査數も増えず、抽償も不十分.人々は「何のための税金だ」、「それでは生活できなし、」と正しく、憤っている.モして怒jの声が、政治を動力しっi?
る.芙国は、集団免疫験略をやめただけでない.巨額の財政出動を約素し、虚償発行で、個人の生活櫓償に踏み出そうとしている.白本も遅春に失Lたとはいえ、10万円給付を決断Lナニ・政府は、この
敷十年閏にわたって支配的だった斬自由主蔓の緊縮政策からの快別をっいに迫られるようになっているのである.この間、政府は斬由由主義以外の代讐案はないとして、無駄の附減を目指Lて改革
を推し進めてきた.なかでも医療は緊械政笈の格好のターゲットであった.保健橿祉体制の解体・綿小である.日本でも保健所の体制力偏められ、新型肺炎患者による医療削壊表手実の膏威としてしる・
つまり、非常事飽に嘆出した盛療剛壊や質困といった牡金問題は、非常事趣だから兜生したのではなく、日常では不可視化されていた矛盾や不平纂が可視化されたにすぎない・だ力、こ、には、新しし
社金を作り出す好樋がある.日常の秩序が崩れる中で、今まで普通だと受け入れてきたことの不合理さに多くの人が気がっくからナニ.モの結果、消費税ゼロや、家貢不払い運動のよえな、今までは非
璃実的だとみなされてきた発想が日本でも支持を集めっつぁる.スペインでは病院が匡有化され、政府が最低隈必蔓なお金を全国民に配る「ペーシツクィンカム」も櫨討されているという・もちろ~、こ
れらの政紫が実行され、良い結果になる保証はない.危樋が蓋ぎ去ったあとに、どんな素剰こナよるかはい討ι開かれた状諮で、棟々な闘争や交渉が進路を決めることになる0今はモの分岐点Ⅱ島
X X 伊えば、これから、かなり大規榎の財政出動が行われる可能性が真い.軽済をV字回復させるためだ.だが;モのお金を何に使うぺきだろうか?、、で思い起こすぺきは・世界はヲロナ擴の
前にも深刻な危榛に直面していた七いう事実で島る.気候隻動の危提だ.興味深いことに、今回の世界的な危換は、気候危機と共通点が多い.まず、どちらもグローバル化の産物である・先進国の増
え続ける暑要を賄うために、轟林伐採し、大規槙農場錘営を行う.だが、白熱の深(まで人闇がどんどん入っていけば、素知のウィルスとの接触檀金は増える.現代モノカルチャーは、自の
飽系と異なり、ウィルスを抑え込むことができない.ELて、それがグローバル化した人と物の流れに桑って世界中に爆曼的に広がる.他方で、経漬成長を優先した地球規換での開発声破隻.、
気候変動を引き起こしている.橿は同じ間題なのだ.ところが、ニロナ掲後に景気回塩が最優先され、気候窒動対策は大幅に違れてしまうかもしれない.」、でも人命か、軽廣か、としう問じジレンマ÷
直面L、行き遇ぎた封策は景気を基くオるという理由で先廷ぱしにされる.だが、気候隻動対笈を遅らせるほど、より大きな経湊嶺失が出る.」れも間じ楕国である.だからこそ、気候危_撞を今回問じ
結果にしないように、コロナ禍から学ばなくてはならない.まず.景気回復のための財政出卦を気候亶動対策に使うことた.症橡を防ぐための、持続可鯱な軽躋に移行するためのインコラ改革に向ナニ大
規換投簀だ.また、働き方の見直しもチャンスで島る.テレワ^の拡大というような話ではない.むしろ,医痩、保肯、介讃といったケ丁労劉や,呪送婁やゴミ回恕など.社会にとって本当に役立っ仕事
が何か、危劇'中で私たちの生活を生えてくれるのは誰かが、一且陳憾になうたという話だ.だが、そういったサービス業の仕事ほど、梗械化が難Lいために、これほど社会に寄与しているのに生
が「低い」とされ、低賃金.長時間労倒を迫られている.そのため、危橿の時に必蔓な仕幕が、慢性脚'人手不足となり、現場の疲弊を生んでいる.他方で、人頻学者手ビツト'グレーJ一力掬摘よ
うに、仕事を行ってぃる本人でさ元、社金にとって1止童昧のないとわかっている仕亭、いわゆる「づルシット・ジョづ」「季ど、嵩給取りなのである.挑尭的に言えば.投責家、マーケティング・コンサルタントと
い。たテレワーケ向きの仕事は、竜機の酬間に何の役にも立ウていない.ケ丁の仕峯をも0と評価する大転換が必蔓た.コロナ禍は、何が牡会に本質的なのかを見直すきっかけに'る・大,亘,換の驚
には、もちろん袖慣は必要で畠るが、現金を配ること以上に想偉力を広げてぃきたい.例えば、米国の歴史家マイゥ・デービスが言うように、人命に闘わるワウチンや治療藁は、製藁会社の金もうけの道
具であってはならず、人類全体の共有財として、無償化されるぺきである.ウィルス1こ立ち向かうことは、このような世界規模の問題には、自分の国さえよけれぱいいというナシヨナ」ズム的突想は,カ
で、人間が自憾を完全に支蛇しようとする試みは融慢だと敏えてくれる.新型ニロナウィルス禍は、気候量提の時代に向けて、人顛の這帯と自嚴との共生のための教馴を与えてくれているのだと考える
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ぺきで畠ろう.【陪時掲載Lます]

(6)2020年(令和2年)5月16日土曜日甚崎斬聞第16面【解説】《NEWS齢点》
t愚かな戟争繰り返すのか斬型コロナと文明」写真家大石芳野

おおいし、よしの 1943年東京都生まれ.
世界各地で戦争や内乱を生き櫨いた人々の姿をカメラとぺンで追い禁けている.

2001年、写真集Tぺトナム凍(りん)と」で土門唯賞.07年、エイボン女性大賞、紫優褒章.
写真集に「戦争は終わっても粧わらない」「福島FUKUSHIMA 土と生きる」r長崎の痕(きずあと)」など多數.

バリやロンドン、ニューヨーウなどの大都市が、斬型コロナウィルスまん匡のため無人になった光景を見た時、「これは戦争で敵に占頻された肯と問じだ」と思ウた0 私はほぽ半世紀にわた」、戦遇
ぐり抜けて生き延びた人々を取封している.内乱や職争で破壊された数多くの街に足を踏み入れたが、そこで目にした無人の光景がコロナ禍に見翼われた都市の杢と重孝る.ELて戦禍の街で感じ二何
とも言えない恐ろしさをいま、闇じように嘉じている.2011年、廩京置力福島第1原発事故の後、モれほど時を経ずに問庫発から20キロ圏内の村々に入った時も、このような感覚になっやこと色ある.
L一んと肝まりかえった地に立って急ったのは、何も見えないが、多くの敵に囲まれているという感覚だ0た.放射繰という敵が島たり一面にいて襲ってくる.私は敵の陣地にいるのだ.という思りを致くト
た.新型ニロナウィルスに襲われた廩京も鬨じだ.ウィルスは人の細胞に取り付くので目には見えないが.裂たちの社会はいま、自に見えない大きな敵によって、じわじわと侵されて、ると言えの'.
う.[国民の命を守る]武審や兵碧による戦争で島れば、倒えて言うと、銃を持った兵士が市民を撃っという加害者と被害者の柄図がある.ところが、斬型コロナウィルスは銃を持った人間にも伺'
ように咳いかかる、ユロナ禍の下では、銃口を向ける行為が意昧をなさナ'くなる.そこがこれまでの軸争とは、大きく様相が勲'るところた.米薗の廉子力空母の桑組員力多数、このウィルろに__:
死者も出たという.數千人の乗岨員をすべて上畦させ、空母は軍港に停泊したまま戦訊能力を失っている.巨頗な資金を投入Lて造られた島のような歓の塊が、無用の長物と化しているのだ・ Yうしう
状況を目の当たりにした時、国連のグテレス事務総長が3月23日に発叢Lた「グローバル停戦の呼びかけ」という声明をあらためて思い起こした.寅明は「このウィルスには国痛も民焦性も、党派泉
派も闘係ありません.すべての人々を宴数なく攻撃します.モの一方で全世界では激しい紛争が続いています北した上で、隙害者、社会から隔絶された人、遭鯉民など、最も弱い立場にいる人々力最も
大きな犠牲を払ウていると指摘.グローバルな停戦を呼びかける理由として「ウィルスの猛威は、職争の愚かさを如実に示している」と述ぺている.私は、この声明に大きくうなずいた・しま1、
ち職うことをやめなければならない.事務総長の言禁を借りれぱr戦争という痢に峡止符を打ち、世界を荒廃させている疾病と闘うこと」に集中すべきナニ.戦争とぱ何なのか.突き詰めれば人間の歓興
の産物なのだ.濠国はこれまでに多くの職争を起二Lてきたが、これは米経済を支える軍事産業を粧持し、晃風させるために行ったとも言える.日本には米軍峯基地が各地にあ」、日米の巨費力投じら
れているが、そうした貴金をこのウィルス感染拡大の影響で職を失ったり、仕事を中断せざるを楊なくなったりした人たちに回すぺきた.安倍署三首相【=よく「国民を守る」と言う力、モの意味は何力間
いたい.巨額の戦闘檀やミサイル迎撃システムを米匡から鳶入することも匡を守る手則'のかもしれないが、本当に守るのは価民一人一人の命た.命を守るというのは、どういうことなのか、このコロナ
棚のさなかに私たちは毒えなけれぱならない.[地に足をっけて1 トランプ米大統領は、米国のウィルス鼎染が拡大するにっれて、中国を非鮭する言動を楓り遮している血,モのトラン大領
逼の場でにらんだ少女がいる.スウェー〒ンの少女、グレタ.トゥンベりさんだ.バンデミックになったいま、16黛だったグレタさんが昨年9月、国連のr気候壷動サミツト」で竜った演脱力.鰭裏=よ晟t_
えっている.「人々は苦しみ、死にかけ、生翹系全体が臘壊しかけている.私たちは絶減に差L掛かっているのに、あなたたちが話すのは金の二七と、永違の経ま成長というおとぎ諭三け・何としうこ.
だ.」経請活動最優先で、二酸化炭素(C02)の排出量を抑制できず、地球遷暖化を加速させてしまった"大人たち"への聲烈な批判の高だった.温暖化によって、極地をはじめ世界中の氷力溶けだし、
海面上弄で*没しそうな島や川庄に沈みモうな村がある.モれだけではない.永久凍土が溶け出すことによって、封じ込められていたさまざまな微生物や薗が目覚め、融合することで斬た'病啄に'る
かもしれない.新型ニロナウィルスと地球濯暖化との閏逼は不明だが、濯暖化による興常気煮が山火事や水害などとともに、新たなパンデミックの引き金になる可能性もある0 グレタさんは軽済成長と
いうおとぎ話止言ったが、産業革命以降、人間はひたすら軽璃成長を求めてきた.これを支えたのが科学技術の進歩だ0た.科学戈明イコール、マネーだったのだ.ウィルスに対処するの「三科学力
かせないが、斜学文明はまた兵昌闘発によって軍事力増聲も支えてきた.いままた、仮想現実(VR)や人工知能(可)といった最先拙の科学柱術を軽済成長、すなわちマネーに結びιコけよう夢見ι
る人の群れがある.私には、モうした人々が、最先堵の技術に遅れまいとして、つま先立って追いかけている杢に見えてしまう.地に足をっけて生きていくことの大事さを忘れているよう'気力する・
はこれまでに、戦争で心身ともに傷っいた女性や子どもたちを敷え切れないくらい大勢見てきた.彼女らは.銃や爆弾などの兵蓉によ0て、家や家族を失った.島の子どもたちの電や喚き四峩情毛権J
返される戦争をまだ続けるのだろうか.新型コロナウィルスが世界を熊ったいまこそ、軍峯、軽済最優先の社金から脱して、濃哩化封擁や医擦開発などに巨費を投じるぺきだろう・このように考え方の
転換をしないと、人間は生き延びられナ'いと思う.(インタピューは4月10日、聞き手は共問通信攝集委員韮啄耽)_',卿_....,

....■■^...^^^1尋^..^^'、●●^●●●●帖゛^●.^』...^.^゛^甲
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ロアフガニスタンの10歳の少年オミッド.内戟で父親は戦死、貧Lさのため学校に通えず、パチンコで小鳥を捕って道んでいた=2002年、カブール(大石芳野さん撮影)

6,2020年(令和2年)4月28日水躍日~5月1日金理日日本軽決新聞連哉特集詑事 rコロナ時代の仕事酋』

0)2020年(令和2年)4月28日火曜日日ネ経済斬聞錆5面t経済】通粧特集記事「コロナ峠代の仕事論」上
「川の流れに身をまかせ」一樗大学敦授楠木建氏

コントロールできないものをコントロールしようとする.ここに不宰の始まりが畠る。コントロールできないことにっいてはジタバタしないに限る.世の中には「どうしようもないこと」というのがある0 斬型コ
ロナウィルスはその最たるものだ.著通の人ができることは曜られている.手洗いやマスク基用など公衆衛生のための基ネ動作を徹匠する.不要不急の外出をせず社会的距離を確保する0りモート
ワーウに切り替える.智人情報を積極的に提供する.できりことはこれぐらいで、胡とはどうしようもない.今日のわれわれは人類史上空前の「無通社会」に生きている.昔と比べて世の中の「理不尽」1=
明らかに少なくなウている.モれはそれで社金の堂歩だ.しかし、いっの間にかr何でもかんでもコントロールできる」と思い上がっていたのかもしれない.世の中はコントロールできることぱかりではない.
コロナ慧動はこの当たり前のことを再認崖し、生き方を内省する好檀だと思う.戦争や疫病と無靴な平鵠でも、思い通りにならないのが人の世.仕栗やキャリアも例外ではない.仕事に隈って言えぱ、
自己評価には意味がなく「お写」の評価がすべて.「お客」をコントロールすることはできない.つまり仕事というのは、定義からして思い通り「二ならないものなのだ.雁争戦略の分野で仕事をしているの
で「ストーリーとしてのキャリア戦銘」を話Lてくれというりクェストを受ける.「計画無用、軸略不婁」としかいいようがない。仕事生活は長(続く.若い人であれば、10年、20年後に白分が何をもってお客
に価憧を与えられるかわかるわけがない。キャリアは浩った転んだの軽験の中から事後的に見えてくるものだ.だとしたら、ときどきの自盤な證れに逆らわず、寂れに乗コていく0キャリアとはモういうもの
だ.蔓空ひぱりいわく「川の流れのよう1こ」.テレサ.テンいわく「時の流れに身をまかせ」。合成すると「川の流れに身をまかせ」.ただし、川の涜れに身をまかせるにしても「輿い流れ方止いうものがある0
目の前にあるお客をきっちりと満足させ、できれば期待以上の董きを与える.これを日々繰り返し気長に積み重ねていく.これが良い流れ方ナ'と患う.もちろん、すぐにはうま(いかない、琉れてし、く遇程
で思い通りにならないことも多い.だが自分の土懐でいい仕事をして、お客にそれをどうしても歓Lいと思わせること力嘆績となり、信用となり、自信となる0この3つさえあれぱ、他はどうでもいい.0
斬型コロナウィルスの感染拡六で経済活動が制約される不自由な時代、仕事にどう向き合えばいいのか.一橋大学の楠ネ建敏擾が憂諦を説く.

(2)2020年(令和2年)4月29日水曜日日本軽漬斬聞篤5面1軽法】連載特集記事「コロナ時代の仕事詩」中
r絶対烹観主蕪の勧め』一権大学教擾楠木建氏

仕事にぱコントロールできることとできないことがあり、コントロールできないことを無理やりコントロールしようとするとロウなことにならない.だとすると、、、から2つのポイントが見えてくる.焦1に.何
をどこまでコントロールできると考えるか.仕事の中身やモれを取り巻(状況、能力や持ち昧に合わせて、どこまでコントロールでき、とこを所与の条件として受け入れるか.この見極めに個性や仕事のセ
ンスが如実に麦れる.仕亭上での重蔓な成長のひとっは、見極めが早く的確になるということ.自分でコントロールできると自信を持てる領分が大きくなることもまた成長である.第2に、仕事ではその
人に固有の皙学が間われる.仕事はお写(自分以外の他者)「二封する価値提供に他ならない.ところがお客さんぼかりほコントロールできない.哲学がものを貫うのは.コントロールできないことに直面し
たときだ.倶の仕峯暫学を一言でいうとr絶對患被主蔓」.物峯が自分の思い通りにうまくし、くといラ期持をなるぺく持たないようにする.何事においても『ま、うまくいかないだろうなー""【でも、ちょっと
やってみるか)」と構えておく.こうぃうマインドセットを絶封烹概主義と呼んでいる。ベルナール・フォントネル(フランスの思想家Hようまいこという.「幸福の最も大きな障害は、遇大な幸福を期待すること
で畠る」.これだけ多くの人がそれ,より1=判害をかかえ自由童志で動いている.自分の急い通り1=ならないのが当たり前で、思い通りになることがあったとしたらそれは例外た.いくら経験を重ねても餅
峯はたいして上がらない.それども負け方は確実にうまくなっていく.年季の入った人には負け方が実にキレイな人がいる.倶はこういう人を慣用する.「負け戦.ニャリと笑って受け止める」.こ才Lが本当
のプロ雌.絶対嘉鯉主睡が優れているのはモの遍用力嘩しくシンプルなこと.やるべきことは、マインドセットのツマミを悲霞方向に回しておくだけ.事前に成功を荊提七するからりスクを底じるので畜り、
絶対悲霞主縦に立てばりスクから解放される.主霞的にはりスウがないからフルスィングできる.で、だいたい空擾りする.それでもバツトを掘らない二とには始まらない.邪魔になるのはプライドた.プラ
イドは大坊だが、モれはある程窪の成果を出し実頓を積んでからの艇.「自分はまだ何物でもない」という認旋からスタートするに越したことはない.碧者にこそ絶封患観主義の楕えを勧めたい.気軽に7
ルスィングし、どんどん空擾りする.若者の特権は「これから先が長くある」ではなく「まだ何もない」ということにある.〆

(3)2020年(令和2年)6月1日金曜日日本軽済斬聞第5面1軽講】連載特集記事 rコロナ時代の仕事詩」下
「他人と自分を比ぺない」一撰大学敏授欄木建氏

和田英「富岡日記」という名著がある.明治6年、15歳で富岡製紙工培の伝誓女工となうた署者が、当時の富岡での生活と思案と行助を約30年靴に回想した記録.披女は畏野県松代出身で、貫家の
娘として筋金入りの鰻育を受けた女性だっナニ.明治雑斬の真っただ中、伝冒女工には望糸案の指導者としての役割が期待されていた.「天下のおため」を自覚した英1*餓(まな゛刀を決して栓代から富
岡に.国を背負い鼻風に力を尽くすといラ気迫に漬ち満ちている.斬型ニロナウィルスで「牽曽寅の危極」と大願ぎだが、富岡日記を読むと輩々がどれだけ豊かで平和な時代を生妻ているかと再記歳させ
られる.さて,この10年ぼどでよく使われるようになったフレーズにrイラッとする」がある.いまの時代を悪い量味で象蹴する首禁た.何を詠撤」ているかというと「大人の幼児化」.当時の和田英はいま
なら子どもだが、現代の大人よりずっと大人である.幼児性の中身には以下の■つが島る.1つ自は世の中に對する鶚本的な栴えの問煙た.子どもは身の回りのことがすべて自分の思い遜りになると
いう前提で生きる.だが仕事で大切なのは「世の中は自分の患い通り1=ならない止いう前提だ.本来は独立した伺人の「好き撮い」の聞題を「良し悪L」にすり暫えてわあわ新言う.、れが幼児性の2つ
目だ.「好き嫌い」にすぎないことを耕手に良しあしの間題にするから.妙な批判や意見を言いたくなる.第3に大人の子どもは他人のことに関心があるというより、白分の不満や不足感の埋め合わせとい
ラ面が大きいのではないか.「出る杭(くぃ】1=打たれる」.世の中そういうこともあるが、出るとか出,ぎるというのは周囲と比較Lての整分を闇恩にしている.比較してばかりの人は蛾妬にさいなまれる.
子どもが「イラッと,る」のも嫉妬であることが少なくない.人はそれぞれ自分の価値基皐で生きている.人は人、自分は自分.ほどんどの堤合、比較には逢味がない.仕事ができる人「季ど出棄合いの
物差しで他人と自分を比較しない。本当にスゴイ人は他人との差分で威張らない、自分のダメなところ翁いところを自覚L、自分の強みは島くまでも条件ウきで全面的に優れているわけではない二とをわ
きまえている.だから威彊らない.白分一人ですべてに秀でる必要はない.世の中にはいろいろな得て不得手の人がいる.モうした人々の相互袖完的な闘係が仕亭を成り立たせている.それが牡会の
良いところだ.他人害気にせず自分と比ぺず、いいときも是いときも自らの仕峯と生活にきちんと向き合う.モれが大人というものだ.〆

フ.2020年(令和2年)4月~白本鮭講新聞【マーケット総合幻【大棟小提〕

0)2020年(令和2年)4月2日木曜日日本経請新聞第19面【マーケ、ノト総合2】〔大樵小提〕

[随時掲粧Lます]

rパンデミッウと日本軽済』

今回のパンデミッウが軽済活動に与える影響は、その終息までに外出.営婁の自粛、学校の休牧などがどの程度広艇に、長期間にわたり必蔓になるかに依存Lている0軽瑞学者として可能性の高いシ
ナリオを提示してみたい.1918年から20年にかけて発生Lたスペイン風邪の場合は、世界人口の2舶、3900万人力幌亡し、日本でも人口の196弱力嘘牲にな0ナ=.最近の実旺分析によれぱ、各国
の国内総生産(GDP)は6~8,6低下したと推定されている.パンデミッウにっいて以下のシナリオを想定する.各国は厳Lさの具なる検疫対笈を行うことで、興なるぺースでバンデミツクを抑え込んで
いく.岳殿者は高齢者を中心に1~3,6程盧力嘩亡するが、大半の人は回復し軽済活動「=復帰する.1度感染Lた人は敷年程度の免疫を得るので捻々に牡会活動は正常化する0有効なワクチンや治
操藁が1~2年撃度で実用化されていく.モれにより、3~5年程塵で斬型コロナウィルスはr非常に厳Lいインフルエンザ」程塵の疾皐として露崖されるようになるーー.、、のシナリオでは」・-1~2年は
厳Lい検疫、ロッウダウンなどが必要になり、世界軽病ぱ貫大な悪影響を免れられナ'い.マウロ軽請への影響としては、飲食店、簾行金社、痛泊案などサーピス案の縮小、峠客を中心とした航空会社、歓
道金社、バスサービスなどが大きな影響を受け、多數の企業の礒艇、慶用の大帳な減少は避けられナ'い.湖外軽涛の藩ち込みも輸出を相当減少させる.、.の結果.日本縫晴はりーマン'シヨツウをか
なり上回る悪影響を受ける.当時の実賞GDPの落ち込み幅は09年第1四半期力揃年比8.8,6だった.今回はこれを上回り、四半期GOPで見た前年比伸び亭は10,6から20"哩塵のマイナス成憂
が発生する.しかし、最憙期は1~2四半期樫塵Lか継続Lないため、年ペースのGDPの低下幅はその半分程崖にとどまる.産案桝造としては、外食産婁から家庭内消費へのシフト1こ惇う食品スー
パーの拡大、宅記や動画配信サービスの拡大、湊外焦行から■内詐行へのシフトが生じる.検疫の提和は徐々にしか進まないため、掘光やビジネスによる海外旅行は相当長期間にわたって低*準を
続ける.(山向)

(2)2020年(令和2年)4月白臼水曜日日本軽請新聞篇17面【マーケット総含2】【大擡小機)

一檎大学教授欄木建氏

「緊急事地宣言狙いは行動壷容」

安倍吾三首粗は斬聖コロナウィルスにっいて緊急事態宣言を実施した.緊急事魅という言案に仕組みをよく知らないがゆえの誤解もみられる..欧米のようなロウクダウン(如市封類)に諸み切るので
はないか.筈えはノー.「欧米におけるロックダウンのように強制的に劃剛を伴う都市の閉頗は生じません」r都道府県知事によリ外出自粛要誘、姥設の便用制隈に係る蔓請'指示'公表等ができるよう
になります」と内闇官馬ホームページはいう."外出が禁止されるのではないか.禁止ならノー.「医療榎関への通驍、生活必需品の貫い物、必要不可欠な職堰への出勤、健廉靴持のための散歩や
ジョギングなど生活の椎持に必要な場合には外出できます」という.高くまでも要謂がぺースなのである.今回の緊急事鯉宜言の大きな狙いは、人々の行動寳容で畠る.人と人との棲触を減らすことで、
斬型コロナの岳染拡大の防止を目指しているといってもよい.西浦博北大教擾の試算によれぱ、人と人の擡触を制靈Lなければ、感染暑数の増加には括止めがかからない.棲倦を2割減らしても、堆
加のぺースを敷日遅らせるだけ.技触を8割減らしてこそ、新規の賊染者敷を抑制できる.モれまで舞日10人と金っていたなら、モれを2人に減らさナ'いといけない.企案に京められるのは、従集員の
出社を抑制し、在宅動務を推進することで畠る.在宅動務が黙しい中小企案などは動務のシフトを隻更し、時塾通動とすることを急ぐぺきだろう.感染拡大の場とされる夜の街に、営業の白粛を求める
のは当然である.密閉、密集、密捜という3密の場となる焦設にっいても、営累の自粛が東められる.その粘果、生じる営集の損失や従稟員の所得減少にっいては、国など力噛填する仕組みが急がれ
る.手厚い営案.所得械填は、店を開かないことには面定畳も賄えない中小零梱企案が、休案に佑じてくれることへの見返りである.企案のコロナ倒産の続出を防ぐことは、盟用悪化に伴う社会不安を
食い止めるラえでも欠かせない.コロナの抑制と経許活動の粧持.2つの目採のうち、今はコロナの抑制を最優先するときだ.欧米のような医療廟壊を招いてしまう七、経惰の再生に要するコストは怯外
なものとなる.(和悦)

(3)2020年(令和2年)4月M日火車日日本経講新聞第17面【マーケ"ノト総合幻〔大樋小擬〕
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「地方再生、ニロナを契提に」

明治時代中期08部年)、讐視総監在任中に53嵐で他界した隆摩出身の三島通庸は山形.福島、栃木の県令(知事)を匪任U鬼県令」とよ1'れた.自由民権違動を弾圧したからといわれている.だ
が、改めて彼の生涯を抵り返ってみると、地方自治の実註家.三鳥像が晃えてくる.棚木県令に精任して3力月徒,県庁を、発足以素の伝銃ある棚木町から字都言町に移してしまう.棚木が地理的に県
高に偏し、人口が字都官の4分の1、画取引が10分の1という現実を踵まえての決断だった.織事業とされた福島・山形県墳の栗子山礎道(ずいどう)の建設をけん引し、巣北地方開馳に大きな風ハを
開けた.那須野が啄の開拓や諜水峯業でも足跡を残吋立警視総監に献くや、内閣直属の建時建築局副総観を兼任、疫病や地貫の多い東京からの首郭移転を考える.首躯徴能を上州(群鳥)、弐州
(埼玉北郁)のいずれかに移L、寮京は赴言にーー.この企画は彼の死とともに袰消するが、長期的な視軒に立っての発案だった.近刊の郷土史「明治雑斬150年排木県鰹生の系諸」(下野新聞社綿
集局)などを読むと、燕腕行政官の姿が浮かび上がってくる.地方創生が叫ぱれて久Lい.しかし現実は、逆方向への譲れが加遠するばかりた.菓京一極集中が進むからだけではなく、地方の側力、
中央の指示待ち、ガバナンス不在に陥ったままだからだろう。地元を最もよく知る、地方叢会などが、自ら考え自ら動こうとしない.そう指擴する歳者は少なくない.結果、地方の活力は低下の一途をた
どっている.令和のいま、三島に学ぷことがあるのではないか。斬型コロナウィルスの発生で、巨大都市への根無し草的な人口集中がはらむ蜘弱性が実感された.モんな中で独自に毒えて動(地方が
出てきた.徳島県では史上最年少の女性市長が艇生しナニ.地方あっての日本である.6年前に亡くなった世界的数理経ま学者、字沢弘文は「社金的共通資本」の大切さを訴えていた.自然斑境や、道
路.*准hy爪ノ、Jサ耳蜘宥.厚癖ナ;」オ'"數塵晦太け1.、゛,,土柵*将両r一塞t闇'π工〒ーマ"無三怖痔m器11,、累蹄窒惟1一垂酬1-"馴1゛黒師+"「イUm゛一島1-*・ R*'1.1一享
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取り戻すためにも.地方自治の復活が待たれる.(一礫)

(4)2020年〔令和2年)4月16白木曜日日本経済新聞第17面【マーケット総合2】〔大提小捷〕
r検査と隔盤は公共事業だ』

経済学者や軽決専門家が新型コロナウィルス感染症の検査や隅題の問題を論じることは少ない.POR検晝や抗体検査は高度に医学的、疫学的知護を要する問題'ので、軽溝系の人間う
と現実にパッシングが飛んでくる。自分の専門外だからと自己規制して沈黙する人が多い.しかし、宥えれば明らかなように、概々な問題を引き起こしている外出自粛や休業などの経決抑制」は、検
査と隔離」という医療政策の不完全な代菩物である.感染拡大を防ぐうえで「自粛や休集で人問士の接触を8割減らす」という政肝目欄と問じかそれ以上の効果を、大頬模な検査と隔離で違成でる・.
接査で感染者の8割を検出できる'ら'日ξ L f、効がある.もちろんこれは空想的な思考実駿だ.しかし敷字の上では、検査休制を拡充するための
コストは自業や休業の軽法損失よりはるか1=小さいかもしれナ'い.国内轄生産【GDP)が1046下がれぱ経廣損失は50兆円になる.」れに比べれぱ.国民1億3千万人力桟豪を受げ、陽性者を全員隔
雛する施設を準備するコストほ1人平均20万円と過大に屍積もっても総額26兆円で畠る.軽請抑制と横峯・傷准のどちらか一方を取るのではなく、両方うまく組み合わせて最適'政策を作る二必_
要だ.孜ハーレ軽決研究所のオリバー.ホJレテンミュラー教授は、先週発表した論文で、感染症を組み込んだ経講モ〒Jレを分析L、短期間(數力月)の経涛抑制と長期間(年単位)の検査'隔蛙を続け,こ
とが最適な政筆である、と結輸付けている.コロナとの長期戦において、自貫などを長く桜けれぱ大量の個産と失業が馳生する.桟査と隔鞭を徹底し、経語抑制を緩和するの力世予の流れに'甲ιろ
う'会が国も効果的な検査と隔赴を長期間読ける仕組みづくりを急ぐぺきだ.撲査人材の育成、検査場所と暑具の拡充、10万人規榎の隔准場所確保の方策や財源を、医療界乱うよJ匡全体'
公共事案として臓論すぺきだ.(風都)

(5)2020年〔令和2年)4月22日水曜日日本経漬新聞算17面【マーケツト総合2】〔大機小撞〕

医療磨壇が迫るなか斬型コロナウィルス感染者力"方人を突破Lた.それでも米国のフ5万人、敗州各国の十数万人に比べるとはるかに少ない0トランプ米大銃領は峠は趣しっつぁる」言う・=
つばをっけたくなる発言だが、欧州各国からも似たような声が聞こえてくる.一方、白本の厚生労畳省ウラスター對簸班の西浦博氏は試算で、今塗何も対策をとらなけやば重篤者は85万人に+る
告する。さて私たちは今どこにいるのだろうか.実は足元の本当の躯染毒敗がわかっていない.感染把握の有力手段と言われてきたPOR桟査がこれまで極めて低講だった・検査力、少なL力,鼻表
感染妻敷も少なく、過少申告」という批判は内外にある.剛では無症状の感染者が歩き回り、枕計に出ない死者毛いるという指摘もある.挨査を広げるべきだという素朴よ声は阜くから島っナニ・ξ、
なりの医療専門家は医療庸壊の危険を指摘.「希望者すべて検査すればよいというのは素人の発想.1仁ツクになるだけ」と一蹴.捜堂は抑制気味に推移してきた.確かに医廉廟壊阻止は今も最優先
課題である.では座染者がいるのを知り0つ病院外に野披しにするのをどう考えるのか.検査の網度に隈界があるどの声も出たが,では検査をしない方力よいのだろうか.素朴'捷問である・
く前、日本が金融危槿に遷遇Lた時、似たようなことが島った.巨頗の不良債糧を前に金融当局は実態解明を先送りした.表面化させればJ{ニツクになる.預金取」付けが起き世昇恐慌に伝播L '
い.と譜巡し続{サニ.審らしむぺし、知らしむぺからずとの考えが働いた.プロがしばしば幣る畏で畠る.医師や看護頻、検査用のマスウや防護服の不足はなお深刻である.たた、」」へきて抗体検
活用や検査所の開設、感染者の収客妬設のすみわけなど体制整儒も進んできた.他方、紐路不明の感染雪が急増している.感染者集団を語別にたたくクラスター'アプロ^ではもはや駐界で角る.
体像はどうなっているのか.全數検査が難しいなら無作為抽出検査ぱどうか.検査が増えれば公表感鳧者數も当分増えるだろう.経決.社会鳥壊との戦いもある.国民の協力は欠力せなし・見えざる
敵を見える敵にして二そ戦いになる.【挨ヤリ)

(6)2020年【令和2年)4月29日水曜臼日本経請斬聞算19面【マーケーノト総合2】
「壷わりゆく「暗黙知」の価値」

野中郁次郎一楊大学名誉敏擾が擾案しナニ「暗黙知」と「形式知」という概念がある.筆者なり1=、この撮含を経済社会全体に適用してみたい.症々が劃出、伝違、入手する知朧や情報を、形手知と,
黙知に分けよう.形式知は活字や秩偉で伝逗可能なものであり、晴黙知はフェートゥとフェースで封話・靴艶することによって生み出され、伝運されるものである.」れらにっいて筆者は次のよう二え

てきた'情報通信技術'」 t .t、、'.の案が寮京1こ本社機能を集中させ、大学や研究提闘が邦市に集まるのも暗黙知が得られやすぃからである.今回
のコロナショックは、この暗黙知と形式知の境界を大きく吏えっつぁる.人々はテレワークを弥いられる中で、対面での会腫が童外に不必要だということに気力付いた.価を酌み交わしてこモ、お互に
触を劃った付き合いができると思っていたら、ウェづ上の親睦会でも結携楽しいことが分かってきた.もちろん暗黙知の領域は残るが、それは本当に対而が必蔓な芦特な暗黙,に張圭されてし.
と、幡黙知と形式知の間にr形式知ではないが、ネット上で劇生,伝遭が可能止いう「中闇知」とも言うぺき領嫉が広がる.中間知の存在を認蹴Lた組裡'人々はもう元四は戻らよし・モれは単'
伝運にとどまらない.前述の理屈を反転させると、中間知の拡大は纂積の価檀を弱め、章京一裡集中を壷えるきっかけになるかもしれない.働き方も大きく慶わるだろラ.中間知の伝達のたに1
のポジションや、伝えたい惰報.知識を明確に壷璃することが京められるから、人間関係、軽験.勘といった畠いまいな傾域の存在価値は小さくなるだろう.憂い間日本の課穎といわ.てキた、ワ
ラ_の生産性と昇にも寄与するのではないか.コロナショウクは翌々の経請杜金に不可逆的な吏賞を迫っている.これを、よりスマートな軽請牡会へι組み讐えてし'くきっかけにすぺ剖:1・(

(フ)2020年〔令和2年)5月1日金曜日日本経済新聞第円面【マーケ"ノト総合2】〔大樋小胤〕
r養(なった世界への讐■」

新型コロナ問題は、グローバル化で世界の国内蛇生産(GDP)が人類史上最嵩の成長を観けている中で.その偵章を逆転させる素曽有の事雌を生んた.医療酬壊や金融危犠よど、.人頚史に残、
恐慌となる悪夢さえよぎる.ソーシャル.〒イスタンシングが行動葺皐になれぱ、これまで急成長してきた亭案分野が最も深劃な影妻を受ける.航空、レジャー、歳行、歓食'どのり'ービス分軒こら、
闘逗する自動軍や航空提などの望造業は規榎と裾野が大きいだけに受容薫鼻の影響は甚大だ.石油価格暴蒐も世界のエネルギー事情を帳店から覆し、地政学的バランス隻革への艶風睡.
世界的なサブライチェーンの中国依存を生んだ原因はコスト引き下げである.低コスト志向は反面では、中国国内で斑坑汚染や劣悪な労劉探境、猛烈な格差を生み、大気'水貴汚染や水不足
的な撞境問題を引き栽こしていた.世界が狭くなった現在ではもはや外M性は消誠し、一国の環填闇圃は世界の理境と直結している.値別企案の低ニスト志向は、地球耀樓での膨大な損失にっ'つ
た.国内の格差改善や人権保護よりも、一帯一路や軍事強国化に干算をっぎ込む中国の政策の影響は、中国国内だけにとどまらないということた.半面、右池肩費の激減は霊畷化'ど地球璋
の改善には劇的な効果が島るだろう.僅遍が擾唄するSOG志(持続可能な酬馳自抵)は誰一人取り残されない牡会だが,敢り残された人々の存在は全人顛の課題とLI.跳ね返ってくる・.重症急
暑症候弊(SARS)やエボラ出血謝'εを倉め、近年の控病が中国や途上国発であるのが臭型例である,コロナ問尾は天が人頬に与えた讐豊かもしれナよい.全世界力そう考えて対応すぺき
翌で島る.1世紀単位で見ると、この規榎の課覇は轍争を含めて吉年間に何度か起こっている.いわゆる百年企案「=モのような試隷を何度も桑り趣えてきた組概であ」:経営者の真価問わ_
でも島る.長い歴史の中で人の一生はあまりに短い.モの詩々の技術や琉行だけに依存した事業は時代の隻化と共に消減する.世代を超えた目で、何かおかしいという観敏'喚覚は無私の精こ
来する.美が何を示しているのか考える時である.【檎季)

(8)2020年(令和2年)5月2日土曜日日本経ま新聞気15面【マーウ、ツト総合2】〔大橿小捷〕

〔大橿J」岐〕

大恐慌研究Φ第一人者であるキンドルバーガー教授から「これからの匡際操闘で重要なのは世界保健檀関(WHO)だ」という脱を聞いたことが高る.30年も前で島る.予言は的中し=・新コ
イルスの感染大流行でWH0の役割が見直され世界軽磯は大恐慌以来の危楓に直面Lた.ロロナ尭の地球危樵を椴授はどうみただろう.なぜ人顛ぱこんな危機に陥ったのか・発生題であ
信の遅れは決定的だ.WH0も中国寄り過ぎた.遇信から対ヰが遅れた米国でも医療崩壊を招いた.脅景には貧寓の格蓑もあった.間題の本質は世界中力安昆な判益至上主義に走J、間の
を守る基礎的な科学技術を疎かにしたところにある.イノペーション(革斬)がもてはやされ、その核にある肝心のインペンション(尭明)は軽視された.シユンベ^ーはイノペーシヨンにあ一斬冨
つぃて、新製品の創造、新生産方式、斬市矯の翻拓、斬材料璽得.新産集組織の5分野をあげ、企業家の革斬が軽漬発展を生むと説いた.しかし行き差く先は巨大斤(情報技術)企案の牲イ'つ二.
発明なしに旺存技衛の組み合わせで標いだ経営妻もいる.斬冥企業買収で技衛革斬の芽を摘んだ.100年に1産の感染症大流行に貴金と時間と人材をかけるよJ、気の利いた革斬で隷ぐ
いう員潮を生んだ.ここは、インペンション復権に世昇をあげて取り組むしかない.斬型コロナの治療蔓とワクチン開発にすぺての貴源を投入する.デー,を共有L国際共閻開鼻を急ぐ0モれを,、
のすぺての人々に提供する.分断の時代を超えて国摩協謂が試される.WH0をめぐって米中対立を続けている珊合ではない.コロナ危操贇の世界は皮肉にもデジタル責本主義力勢Lを増ι?.
しかし監視社金の量険をはらむイノベーションにばかり身を委ねるぺきではない.コロナ危捷の教加は命の重さである,問われるのは、何のための科学技術かで罰る0本烹的゛生命科学を馳ニインン
ションニそ最優先すぺきである.音棄の世界ではバッハの「インパンション」が基本中の基本とされる.イノペーションの時代からインペンシヨンの誇代へ.人類は原点回帰への転換点にある.(無

r見えぎる敵を見える敵に」

〔大捜小槿〕(9)2020年(令和2年)5月宮白金曜日日本経晴新閏第17面【マーケ"ノト総合幻
「「剥那釣症候群」の危うさ』

斬聖旦ロナウィルスに世界が苦悩してぃる.多くの護妻が指摘するように、このウィルスの恐ろしいところは、無症状でも感魚力が強いこと、重症化すると短期間に死に至るケースも島,こ二..
ると礪触を余優なくされ、詮とも会うことはできない.理状ではワウチンが存在せず、吐成の藁や点滴、人工呼吸甚が活用されるが,究極的には自らの免疫力に依存せざるを栂ないという雌しさた,
陰にさらされながらも値命感で嵩胴している医風従事者に対し、感謝の惹を伝える心濃まるイベントも世界各地で紹介されている.モの一方で、死への恐怖岳から、今良けれぱいい、、、だナ良,れ
いい、自分さえ良けれぱいい.という意詫が多くの人たちに芽生えっつぁるとも伝えられる.ま割こ「今だけ、ここだけ、自分だけ」症候群といえる.」うした剥那的な意謙や感情力世にまん謡すれば明る
風望は見えてこない.昂染窪の脅威は経請間厘に直結する.国際通貨甚金ⅡM月のゲオJレギェパ専務理事は90年前の大恐慌以棄のス不況に陥ると警韻を喧らし・日本にっいても
ス成長に陥るとした.歴史を擾り返っても課劃な経法問題は多くの人々を生命的、精神的な危樵に陥れる.皮肉なこ七に=ロナ尭生源の中匡は偶外で、マイナス成長は回壷できるとの見てで、.
もモも今回の感染症拡敷は中国.武浸から始まった.世界の人々を死の恐怖に陥れ、大恐慌以来の経躋不況を引き起二しうつ高るだけに、中国政府の抑動が惰報鬨示を言め適切だ0たの力う
証されてしかるぺきだろラ.黒ウて大国のもう一方の極である米国はどうか.トランブ大航懐からはアメリカコ丁ーストの理含のもと、感染症に闘しては米疾病対策センター化DO)の存在セ J、
発言が頓り返されていた.しかL現実には、世界最大の感染者数に見胃われ、極嬉な帳差杜会を背景に多くの聶者が働を落としている.中国も米国もr今だけ、、、だけ、自分だけ」としう謙虚さを欠
た視野の狭い政権運営になうてはいないか、そう感じ取っている崖者は多い.コロナを契犠とした人々の剥郵的症候群は,実は米国、中国といラニ大国家の反映とも青えられる・世界の帯
められるときだけに実に危うい。(自捧)

00)2020年(令和2俸)5月15日金曜日日本経法斬聞算21面【マーケツト乾合2】 t大槌小樵)
r「失われた5年」再びか」

「感染拡大が収東すれば、経涜活動はただちに正常化する止いった当籾の棄被胎は影を潜めた岳がある.2008年のりーマン・ショックと今回のコロナシヨツクとは背景は大きく卿'る力、日本讐
後遭症を長引かせやすぃという点では似た面がある.リーマン.ショック時には実質匡内紛生崖(GOP)のマイナス成畏は1年聞続いた.今回も問様だろう.リーマン'シヨツク時には実質GNP 元
準に戻るまでに5年と1四半期かか。た.今回毛畳様の軽銘をたどり、妾々が元の生活水準を取り蔦すまでに5揮程度を蔓すると見込まれる.再び「失われた5年」に見無われるのである・今は
や休業などの規制は段陛的に緩和されていくだろうが、それでも3つの要因から経涛が元の捷に戻るまでにかなりの勝間がかかる.鯆"ま人々の行動様式力寳わうてしまうことオ立他人'
距雌を空ける、多くの人が集まる場所に行かない、というた行動は、感染取束嶺も長く纏き、人々の行動様式に捜付いていくだろラ.第2に、自動車や家具などの耐久消費財であれぱ、嘉染
すれば控えていた需蔓が顕在化ずる「ペントアップデマンド」が生じやすぃ.しかし、今回最も大きな打撃を畳けているエンターティンメント、外食のようなサービス肩畳にっいては、それは殿リ.自粛
聞中に史われた消春は.魚久に戻ってこないので布る.訊3に.現往は゛真士蛸矧者が休集キ鞠いられる士い弓枇始樹の専因が葺済溝動キ額劃Lている.ただし.失宴・蛸矧
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rインベンション塩権の時代」
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減った労甜者は消費を切り詰め、それによって完り上げが減った企案は、さらに生産の縮小を余儀なくされる。つまり、需要と供給とがスパイラル(相乗)釣に憙化する局面に陥」かね'いので畠る0 さ
らに、失案寧は来年には6,6台と戦後最黒となり、向二う5年聞の経請の需給闘係は、コロナの佳適症から年早均で4.5"下撫れすると見込まれる.」れは消費者物価上昇車を毎年平均で1・1,b翌崖
下擾れさせる.その結果.金融政策の正常化は遠のき、超低金利環境のさらなる長期化は必至だ.コ■ナショッウは経済・金融建焼に対して、一時的にとどまら'い大き'構造警化をもたらしてしまうの
である.(神羊)

01)2020年(令和2年)5月20日水曜日白本経法新聞系19面【マーケツト轄合幻

緊急事雌宣言は39県で解除されたものの首都圏などでは読いている.自粛ムードに慣れてきたとはいえ、さすがに閉塞感が増してきた0欧米で経済再開の動き力見られる中、わ力国でも地堆によっ
ては様々な活動や学校再開が決まるなど少Lずっではあるが新たな襲索が始まうた。 ho0年に1度」級といえるウィルスとの貝いは長期戦になるという怒生の下、政府の専門家会腫は斬しい生活
様式」を提言した.ガイドラインを屍ると、理在のような緊急時には必要で畠るにしても、社会のあり方として、長期的に受け入れられるのか心もとない内容もある.」、では日常の生括様式にっいてで
はなく、「東京への一極集中止いうマウロの問睡を考えることにしたい.毎日完豪される全●各地の感染者數を見ると、業京都の数字の大きさに改めて驚かされる0東京都の感染套敷は5月18日時点
で5065人と日本全体の総数06160人)の31貼を占める.稟京都の人口は約伯92万人で日本の総人口に対する比率は"貼だ.一方、今も感聾者ゼロを雑持する岩手県の場合、人口は少ないと
はいえ122万人で、総人口の1,6を占める.人類の歴史とともに古いバンデミックは人口密集、つまり,大都市の問題で島った.1665年からロンドンではぺストによJ約10万の命力失われた.碍景
【しょうけっ)をきわめる感染症のもたらした惨状を「ロビンソン.クJレーソー」の著者ダニエル.〒フォーは、「ペスト」0722卑)で克明に描いた.大都市は生命にとJ危険よところだという20世紀初系ま
での常置を、われわれはいっのまにか忘れていたのではないだろうか.巨大地震のりスクに加えて、感染症りスウの深刻さを斬型コロナ擢は突きっけた.闘東大震災a923年)の後、生粋の江戸ウ子
だった谷嶋弱一郎は関西に「1ターン」しナ=.日本冽島の上に人はどのように住まうのか.19世記末に始まり、戦磯に加速Lた「東京への一槿集中」は今なお続く.」れを是正すぺく政府力旗を撮っても
効き目はいまーつだ.しかし、聲いられた具常な環境下で急速に進む「オンライン化ル、大机市の感染症りスウへの再認識は、やがて新たな歴史的Uターンを生み出すかもしれない・(与次郎)

フ.2020年(令和2年)4月15日水暖白~4月17日金曜日日本軽済斬聞の遷載特集r忘れられたバン手ミツケ"スペイン"インフルエンザ」

0)2020年(令和2年)4月15日水曜日日本経請斬聞第28面【牡会】運載特集

およそ100年前、人類は史上最悪巴いわれる岳染症パンデミックを軽験Lた."スペイン風邪"とも呼ばれた新型インフルエンザた.世界人口の3分の1から半数近く力感染.西雪は5000万~8000万
人、最大で1億人という説もある.この『ウィルスとの世界大戦」の歴史は、いま症威を抵るう斬型ニロナウィルスに対処するにあたり、多くの示唆を与えてくれるのではないだろうか.0 それは191
B年3月、米国カンザス州の蛙軍甚地で始まっだ.インワルエンザの症状を訴える兵士が続出.「3月だげで233名の肺炎彪者が出、うち4B名力呪亡Lていた」(アルフレツド'W'ウロスピー史上最悪の
インコルエンザ」).だが、この出来事は特段注目されることはなかった.ところが、その後も米国各地の兵舎、学枚、工場などで集団感染が発生した.妻には世界各地でも問様の感染力見られた.第1
波といわれる感染爆発だが、真の尭生地は米図以外の可能性もあり、千明のままだ.ときは第1次世界大轍のさなか.米虚から毎月數十万人の兵士力欧州に漉ってお」、感染者を含む写隱はウィ
ルスの運び屋ルなっだ.大人数が密集する兵員輸送船、藍壕ぱんごう)や兵書は格好のウィルス培養の場となり、5月」ろから西郁轍繰、夏には欧州全鰄で盛染力広力った.底染はアジア、アフJ力、
南半球に景び火し、秋以降に世界的なパンデミウクとなる。算2波である.軽症毒の多かった第1波より格段に致死率力塙かった.「痢性多くは重症にして殊(こと)に肺炎等の合併走多く,又(また)時に
電華性なるあり」(内務省衛生馬握「流行性感冒」).健庫な人が髭症12時間以内に死亡するケースが多敷報告された.米国では工場労融者が大量欠勤し・医療闘係、警寮、鮭道などでヤ郵染力広力
り、公共サービスが低下Lナ=.病院は満杯になり、各地で械おけが足りなくな?た.欧州戦繰では対卦Lていた全兵士の半敷以上が盛染.「軍縢に高りては菖(モ)の戦罰力の殆(1謡七ん)ど四分のーを
失ひたるものあり」(伺)という惨状で、米軍では大戦で轍死した約10万人の半数近くがインフルエンザによる病死だ0た。大職の総職死者の6割(約1000万人)力瞰病死で、モの3分の1カインフルエ
ンザが庫因とされており、職争の終結を早めたといわれている.交戰国は昂染燃晃を秘置L、中立国のスペインに闘する般道が先行したため、「スペイン'インフルエンザ旧本では一郁斬聞力風邪と表
記)」と呼1'才Lた.覧2波は12月には収東したが、1919年初抵から春にかけて第3波が喉いかかり、世界をなめ尽くLナニ.各地の死雪は敗州で230万人、インド1850万人、米国68万人、アフ」力23
8方人、中国400万~950万人、白本39万一45万人といわれている.「人類史上これまでに大尭生したいかなる癖気よりも多くの人々を死に至らしめた」(ジヨンリUーグレート'インフルエンザ」)・
高齢者より毛伯堤から30歳代後半までの若年、壮年層の犠牲者が多いのが特徴だった.著名人ではドイツの社会学者ウェーバー、フランスの詫人アポリネール、オーストリアの画家ウjムトら力命を残
とした.パン〒ミッウは翌20年まで続いたが、艦染者数と致死率は格段に緯小し、季節性のインフルエンザ七なった.当時はウィルスを抑え込む特効藥もワウチンもな(、終息は多くの人力一定程度の
免疫を覆得したためともいわれているが.確かなことはよく分かっていない.
口大郁屋に並んだべッドで治廐を受けるインフルエンザ庫暑091B年、米オーウランド)=AP (写真)

〔大檀小機〕

(2)2020年(令和2年)4月16日木曜日日本軽済新聞焦26面【社会】適叢特集
r忘れられたバンデミック'スペイン"インフルエンザ中」

r忘れられたパンデミンウ"スペイン'インフルエン"中出征軍から世界拡敗 100繹前死者最大1億人」

「流行性底冒七診断され、直ちに御仮床にお就き「冨なり、以後十五日間の御床払まで安"に遇ごされる」1918年11月3日の昭和天皇実鋒の記述た.スベイン'インフルエンザは捷行性憾胃芋
いわれ.皇太子だった17盤の詔和天皇も患っナニ.皇宣では略染した竹田宮恒久王力{'19年4月に肺炎で死去Lている.欧米の大流行から4力月ほどたった18年10月ごろから日本でも本格的'捷行力
始まっナニ.国内では2度の感染憾見を迎えることになるが、「前流行」と呼1崖キιる時期だ.22年刊行の内務害肯生局櫑「流行性略冒」は「交通頻繁なる都市に馳L之(これ)より放射状に其(そ!の閤囲
村菓を侵襲するを常とせり」と記述している."スペイン風邪"を主煙にした国内唯一の書籍、速水融「日本を誤ったスペイン・インフルエンザ」によると、感染はほぼ3煮間で全国に広力ったという・新聞
はさかんに「捷行性鼎胃狸抵(しょうけっ=猛威)」と報じ、凍京では「各痢院は満杯となり、斬たなr入眺は皆お斬り」の始末であった」(荊掲害).死者の急増で各地の火葬場は大混乱となった.問婁に
よると、医底体制の整っていない地方はとくに底惨で.愚者の半數以と「ネ治療を受けられない村{青纛県北津軽郡)や人口約1000人中970人が感染して70人力死亡、一村全誠」(福井県の山間部)
と報じられた地嫉もあった.医療従事者の感染も深劃で、「医者という医者がほとんど風邪で寝こんでしまって動きができず、まだ壮年の医者が相次いで亡くなった.」(鯉本県斬字土市史」).海外と閻
様、若年壮年層の犠牲者が多かった.著名人では評胎家の島封抱月が感染で亡くなり、女優の松井須塵子が徒這い白穀する悲制が起討二.前廣行は翌均年夏前には収寅した.内務省の記緑で牛
盛者は約21.17万人、死者は25万7000人.当時の国昆の4割が感染し、死亡率は1,22、6だった.モして問年歓からr隻流行」がやってくる.毎年12月1日は徴兵された斬兵の入営日で、そこ力ら
岳染が燃発的に広がる.「この薫隙における権息(りかん)こモ、本格的なr後漬行」の点火剤となった」(「日本を聾ったーー」)密閉.密集'密接環境の軍健は感染の濯床で・20年1月の斬聞1き陸軍
の内外の患者約2万6000人、死雪約1300人、死亡宰5.2,6と伝えている.為軍でも前識行期に軍艦「矢矧(やはぎ)」で乗員469人中306人が感染、48人が死亡する惨事力あった.櫨流行は20
年夏に取業.患者は約241万人、死者は約12万8000人だった.感染力衛流行の1割に煮減したのは多くの人が免疫を撲得したためといわれている.一方、死亡亭は5・29"と4倍以上に銚ねとカウ
ナニ。内務省の記録では全流行期闇の艶感染者約23θ0万人、死者約3日万9000人、死亡率1,6ヨ"とされている.速水融氏はこれを過小とみて、死者は約45万3000人と試算Lている・
ロ"スペイン.インフルエンサ"の感染防止のため.マスクを着用した女子学生=ゲ^イイメージズ提供【写真)

r忘れられたパンデミック"スペイン"インフルエンザと」

r忘れられたパン〒ミック"スペイン"インフルエンザと出征軍から世界拡散 100年前死者最大1偉人」

「コロナと東京一極集中』

(3)2020年(令和2年)4月17日金曜日ヨ本軽病斬聞第30面【牡会】適載特集
1忘れられたパンデミック"スペイン"インワルエンザ下」

「忘れられたバンデミッウ"スペイン"インフルエンザ下第2波への傷えを過去を知ることが教訓」

「どんな疫病だろう力侃争だろうが飢優(ききん)だろうが.二れほど多くの人間が、これほど短期間に亡くなった倒はない」米国の"スベイン'インフルエンザ被害を詳純にまとめた名署といわれる史
上最悪のインコルエンザ」で、著者の歴史学者アルフレッド.W.ウロスビーはこラ述ぺている.だが、この本の原麺は「アメリカの忘れられたバ^ミツウ」である.戦争も症然災害晝も上回る人的被害を出
したにもかかわらず、人々は忘れてしまったのだ.それは白本も問じだ?た.「日本を襲ったスペイン・インコルエンザ」を薯Lた歴史人口学鬢の遠水融氏は「驚くべきことに、このスベイン'インフルエン
にっいて、にれまで)日本では一舟の著婁もなく、詰文すらごく少敷高るに遇ぎない」と語ってぃる.忘れられた理由として、問時期の第1次世界大戦、日本では数年後の関業火震災によj記憧?片隅
に追いやられたと指摘されている.さらに大きな要因として.インフルエンザの致死宰が低かったことも影響しているという.スペイン.インフルエンザ"の全流行揃を通じての致死率は2与6程度世った・
21世紀1=出現した重症急性呼吸暑塵候聨(S厶典S=約10,6)、中棄呼吸暑症候弊(MERS=30貼超)と比ぺて毛艦段に低い.ウロスビーはr撫Lて翌々は、死亡串は低い力早晩自分たち力闘わるこ
とになるはずの覗実的な病気より、自分たちがほ七んぞ覆(かか)りそうにもない高い死亡牢を持っ病気の方に琴'0と恐怖を抱くものである」と書いている.「史上最甚のインフルエンザ」の訳者で・米疾
病対策センター(CDC)に在痛経験がある仙台医療センターの西村秀ーウィルスセンタ^は「当峠は他の病無で亡くなる人も多く、平均寿命も短かった.死を目にするの古日常的で、モれに慣れてし
たことも忘却の要因ではないか」と話す.西村氏は「インコルエンザの怖いところは一度にたくさんの人が感饗すること.致死亭が低くても.盛染者の數が多ければ死者の絶対教{=多くなる」と讐告する,
致死牢力塙く、すぐに重篤になる場合は塵者は動き回れず.感染は簡単に広がらない.大半が軽症ですむ感染症ニモ讐勉すぺきだという.現在、世昇を苦しめている新型コロナウィルスと顛似した面
は多い.では、私たちは100年前のバン〒ミックから何を学ぷべきなのか.西村氏は「脅かしすぎはよくないが、パン〒ミウゥは第2波がありえる.冬1こ来ると被署が大きい.為政考、行政は叢をくくって
医催体制などの埋備を進めておくぺきだ。いまはそのための時間をもらっていると考えた方がし、し、」と話す.そして、「コロナという一次被害を防ぐのは大事だが、それによる経ま的な二次被害で死者を出
しては元も干もない.質困者などの手当ての大切さも魚訓」と童う.速水氏は著書で、日本はバン〒ミッウから「何も学ぱず、45万人の生命を無駄にした」と突き放している.そして学ば゛かったこと自体
を教調として.被害の実際を知り、人々がどう対処したかを知ることが霊要だと説いている.なぜなら、人類とウィルスの戦いぱ「両者が存在する限り永久に繰り返される」からだ巴・
ロ.スペイン.インフルエンザ"碕行当時の予訪啓尭ボスター【内務吉衛生局幅「流行性序冒」より)(図版)

(繕集委員井上亮)

8.2020年(令和2年)5月5日火曜日~5月6日水躍日日本軽請新聞の遍載特集記事r轆.忘れられたバンデミツク」

0)2020年(令和2年)5月5日火曜日日本経ま斬聞第1両運載特集記事「続・忘れられたバンデミツケ上』
「続.忘れられたパン手ミウゥ100年前の問いかけ上恐怖と不安ニモが敵正しい知識議詮し着及を』

インワルエンザ、モして現在症威を擾るう斬型コロナウィルスの大きさは100ナノメートル。1ミリメートルの1万分の1で、電子顕徹鏡を便わないと確認できない.スペイン'インフルエンザ:力牛現L
た19佃年は光学顕勲銃Lかなく、ウィルスは人類にとウて正体ネ明の敵だった.それゆえワウチン、治燦纂もない.その恐怖は現代以上に大きかったとみられるが、人々は試行俸誤ト'力ら見えざる
敵と蛭命に戦った.「病人やせきをする者に近寄?てはならぬ」「たくさんの人の集まっている所1こ立ち入るな」r病人の部量はなるぺく別にし、看護人のほかはその部置に入れてはなら」伯年二内
務省術生局が作成した「漬行性盛冒(はやりかぜ)予防心暢」だ.経験則から考え出された予防怯だが、現在動行されていることと変わらない.米国では「3つのC」(ウリーンな口、肌、衣服)力強調され
た.学校、劇堪、教会、映画館など人の集まる場所は閉領.ニューヨーウでは口を覆わずにせきゃくしゃみをすると1年間の投煮と罰金500ドルが科せられたという.サンフランシスコではマスウ芦条例
が施行され、這反者は讐官に連棉された。日本では二のような強制は行われず,主にマスクとうがいが動行された.ただ、現在と陶様にマスクの併給が滞った.'""様々なワ?チン桂検行二
が、ウィルスの正体が解明されていないため有効ではなかった.日本では神社での神顛み、米国では怪Lげな民間療法、詐欺的な治療が横行しナニ.問国では第1次大戦の敵国ドイツニ
いう陰謀説が流布W立阜めに各施設を閉韻Lて被害を抑えたセントルイスと対策が遅れて粧害甚大だったフィラ〒ルフィアの教即が白本ではよく語られるが、米国の歴史家はまったく言及Lて、なし.

(ワZ / 142 )16/20

(棒集委員井上亮)
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アルフレッド.W.クロスピーは閉鎖命令を厳しく適用した地域とそうではなかった地壤に差ぱなかったとしている.ジョンリ{リーは擁行の時期が明暗を分けたと見ている.フィラデルフィアは早かった稟部、
セントルイスは遅かった中郁に位置Lている。もちろん、早めの対擾は有効だが、被害の軽貫は運に左右された面もあるとバリーは語っている.より椴訓とすぺきは、病気よりも恐怖や不安が人々の触
れ合いを壊し、社会をバラバラにしかねなかったことだ七言う.感染を恐れ、赤族や社会的弱者を見捨てざるを櫓ない事態が生じた。移民、貧困層が打撃を受けた.仙口医療センターの西村秀ーウィル
スセンター長は"00年前よりも人々のっながりが希薄になってぃる二とが心配.一方で、ネットやSNSなどで知撫の伝達は穿易になウている.正しい知崖にっいてもっと臓詮L、萱及させていくこと力危
撞を桑り越えるために必蔓なことだと思うル話している。
ロインフルエンザ識行でマスクをする繰シアトルの警察官('「918年)=ゲツティイメージズ提併(写真)

(2)2020年(令和2年)5月6日水躍日日本軽許斬聞第1面連駐特集記事 r続・忘れられたパン〒ミツク下」
r続.忘れられたパンデミッケ,00年前の間いかげ下災いから何を得るか世界が助け合う契援に」

ウィルスによる症状、感染の広がり方、社会の反応など、100年餉の"スペイン・インフルエンザ禍"と現在の斬型コロナウィルス福は類似した面が多い.「斬型」の治麼は対症療法しかなく、医師より
も讐珪する人間の数が求められる.100年前、看護人が不足していた地方では1力所に張り付くのではなく、各所を回る巡回看護を実施してL寸斗医師のいない山村には府県が「敦療班」を組概して堀
逢した.命を敦おうと旺命に務めた人々の営みは、現在の危犠においても様々な示唆を与えてくれる.では.100年前の歴史を追えば、今佳の風開もある程度〒測できるのか.それほど単純なもので
はないだろう.ウィルス白体別物であり、問じような規摂で第2、第3波が賤ってくると断定はできない。大きな違いは経済が畳けっつぁるダ〆ージである.インフル櫑当時は感染を抑え込むために現
在ほぞ経済を擢牲にしなかった。今の状況は1930年代の世界怒慌時に近いのかもれナ'い.インフル損で繋急擾助を権示Lた米国赤十字社幹部は1未亡人、孤児、書るべのない老人がモのまま放置
されている.これらの家叢の多く1=黄困という苦境に追い込まれ、その悼状の広がりは、米国本土とあらゆる階層に及んでいる」と語っている(ジヨン.バリー「グレート'インフルエンザ」).日本でも一家の
大黒柱を失った家族が悲擾して自殺する悲劇が起きてぃる.二次被害である「経済禍」の櫨害者をいかに敷請するか.親代でぱより大きな課麗た.そのヒントも乏しいながらも歴史の中にある.100年
前、日本では貧困で治療豊を払えない患者のために治療券の交付や無料診療所の設置が行われていた.一次のウィルス禍、二次の経請禍で社会はどれほど疲弊するのか.E酎二んたる気持ちにもな
るが、希望の光を歴史に屍いだすことは可能だ.インフノ帰から「日本は学ばなかった止手厳しい歴史人口学者の適ホ鮭氏は「強いて言えば」のただし付きながら、その打繋を機に国民病といわれた
結核対廉が本格化し.乳幼兜の保護.省皮へのM心が高まったことで両者の死亡者數が減少Lたことが'学冒効果"とみている.米国ではインフルエンザと肺炎研究の匠長線上でDNAが還伝物質で
畠るという馳見がなされた.パンデミック後に何かが生み出され、世界が望ましい方拘に進むこともありえる.米国の日本現代史研空者ケネス・ルオワ氏は「白本を含め各国が格差を広げてきた新自由
主義から鼈れ、「共通善の帖」が広がることを期待している」と話す.「バンデミウゥは70値人以上の人々がこの地球上に募らしていることに改めて熱づかせてくれた.だから、世界保優棲蘭(WHO)など
の国際擾関を強化する方向に進んでほしし、」歴史家のジョンリUJ一もインワル禍の遺靡ぱ国際協調と公衆衛生への取リ組みが再栴美されたことだと述べている.そして、残された教訓は権威ある地位
にいる人々が逗帯駆をなくすようなJ{ニウゥを抑えることだとも言軌「各人が自己本位に走れば、社会は成り立たない.文字どおり,文明は生き証びられない」
口新型コロナウィ」しスのバン〒ミック後、世界は世界大恐慌時のような分断賭代を迎えるのか(ニューヨークの銀行の前に集まった預金者、1931年)=AP (写真)

9.2020年(令和2年)5月4日月曜日~5月12日火曜日白本軽許新聞【文化】 1文化,連載特集 r疫病の戈明論」

(1)2020年〔令和2年)5月4日月曜日日本軽決斬聞第24面【文イ田 f文化1 蓋俄特集「疫捌の文明論」
r疫痢の文明芦Φ捨かれた恐怖災厄が間う表親の根源骸青吏の「死」平等主熱に昆衆驚き』中野京子

新至コロナウィルスが世界で蔓琵し、社金を混乱に磨れている.繰リ返し人無を襲ってきた疫痢は、文明の島り方に根源的な問いを突きっけてきた.私たちはこの災厄の経験から何を学べるか.人文'
牡会科学の省魔套による睦考を遠戟する.

真白な翼をもっ天使が正蔓の証の長剣を握り,烹魔を批えて口ーマの町に舞い立ウた。とある邸の前で天使は悪魔に命じ、酬を叩かせる、1つ2つ3つ、いや、もっともウとーーーモの数だけ、中にいる
人間が死んでゆく.19世紀フランスの鹿史画家ドローネーが描いた衝撃的な「0ーマのぺスト」ぱ、翌者列伝「費金伝脱」03世紀刊)をもとにしている.それによれぱ、中世知期のイタリアでぺストカ狸
嚢(しょうけっ)をきわめた時、天使が辱魔をあやっって死者數を決めていた光景を、実際に何人もがモの目で見たのだという(本作には建物の量上にいる目果者が描き込まれている).◆ぺストは
ヨーロウパの、いわばトラウマだ.6世紀から18世紀にかけて繰り返し、帳り返し、津波のように擬慈症に駐いかかり、慶の山巻隻いナニ.その最大のパン亨ミ、りクは14世紀で、ヨーロツパ人口のおよそ3分
の1を減らしたと言われている.中世から連綿と、はなはだしい融の「死の無踏」や「メメント・モリ(死を想え)」の図像が生み出された.そこに麦現されたのは、地上の神たる王侯や神に近い聖靴暑さえ
も寿命ではなく疫病で、一孝に客敷なく喜場へ導く骸骨婆の「死」で島った.堅面な階鎌社会に慣らされた素朴な民衆は、死の「平等主萎」にどんなにか緊かされたことだろう.ドローネーの雑にもどると、
この時代にはもうぺストの大規模な漬行は腹ま?ていた.だが当時はモれに代わってコレラが蔓砥し、フランスでは首相ぺり工、ドイツでは哲学者ヘーゲルが命を蕗としており、人々はこの疫病血ぺスト化
するのではと心底恐れていたのだった.つまりr口ーマのぺスト」は.逗い過去の疫病と暖前の疫病の恐怖を重ね合わせた作品なのだ.またぺストやコレラのように急激な死ではないものの、長い潜伏
期間を妊て多くの人を死に至らしめる慢性底染症に榔毒がある.18世紀イギリスの圃家ホガースの版圏「ジン横丁」がよく知られている(2017年開催「怖い雑」風にも出品され、以外にも若者に支特さ
れた).当時のロンドンはイーストエンドが貧民街だった.第2旋囲い込みで土地を奪われた農民、各地から識入Lてきた移昆など、その日亜らしの梗貧の人々が、生きる希望をなくして安価ジンに潮れ
る姿が活写される.画面中央には、泥酔Lながら赤子に槿乳する蔓しくも苦くもないヒロイン.装が子を下の舗道へ鳶Lたのも気づかない.この裏れナよ于持ちの嬬婦の足に、はっきり搗毒の歳れもの力
描き込まれている.「ジン横丁」の少し捷、18世紀後半からが座案革命の時代だ.Eこよりも先に革命を推進したイギリスが結核のトツプランナーとなる.人口遇密と悪化Lた環境から、ロンドンでは5人
に1人が結枝で死んだといラ。やがて工案化が他国へ波及するとともに、結核もまた世界中に広く課く浸匙してゆく.ペストは内出血で庄膚が赤黒くなるので「黒死携」の具名をとったが、それと対比する
形で結核はr白いぺスト」と呼ばれた.権砲初期に肌が症けるように白くなるためで、粘技ほどロマンティシズムや文学と結びういた死痢はない.持人パイロンなどはこう郵撞している.ーー轄撞で死にた
いものだ、ご婦人告に、死の床まで何と素敵な方でしょう、と言ってもらえるからな.◆ノルウェーの匪家ムンクの籾期の作品「病める子」も結桟た.この絵の恋痛さ、美しさは、結枝を妾力事とする
抽家の切ない畷甍しから来る.病床の蒼白い頬の少女は、悲Lみにくれる介鰻者をむしろ騨め、戴壁の心で包む.被女はもう半ばこの世の人ではない.ムンクはこのシーンを思い出しながら描いたの
だ.15旗で亡くなったムンウの最疉の姉なのだから.付き乗うのは叔母.母親はすでにこの10年も前に、問じ箱核がもとで亡くなっていた.コ加ト、が粘捜曹を尭見し、20世耗前半には抗生物賞が見っ
かり、やがてBCGウクチンが接穫されるようになって、白いぺストの記憶は薄れていった.モれで毛疫病は姿を変えて襲ってくる.現在、新型コロナという忌むぺき疫素に対し、BCGが有効かもしれない
との研究が始まってぃるようだ.新菓の闘兜も進められている.今後.匿家たちはこのパンデミツクを.どのように描くのだろラか.
ロドローネー「ローマのぺスト」Art0小.kノアフ口提供(雑画)
ロムンウ「病める子」日,1d劃m.h lm."舶/アフ口提供(絵画)

(2)2020年(令和2年)5月5日火曜日日本軽請斬聞第24面{文化】 1文化1 適哉特集「疫病の戈明胎↓
r疫病の立明論②文掌の力仕事を果たす「誠実さ」擢く必要な勇気とモラル示す」沼野充駿

感染症の壷行は、古来人聞社会を繰り返L髞ってきては大きな爪痕を残して親代に至っている。古代ギリシアのトゥキュ〒イデスによるr戦史」は、紀元前5世紀のぺロポネソス戦争を扱った歴史書だ
が、ここにも、当時アテナイの町を塵って膨大な死者を出した疫病が詳細に記録されている.トゥキュディデスはいかにも歴史家らし(客疑的に、感黛Lた人々の症状を推き出す.覆病者が孤立し、絶望に
突き幕とされる様子は,現代で毛窒わらず、真に迫る.感集症捷行の影響は戦争などよりも大きく、人顛の歴史の流れにしぱしぱ決定的な影響を与えてきた.壬れを鮮やかに提示L、疫病との戦いの童
味を何よりも椎弁に語ってくれるのは、じっは文学作品ではないか.20世紀の文学に風って見れば、最も重要なのはカミュの長糎「ペスト■(1947年)だろう。アルジ圭りアの海面を無台に、まず多くの
ネズミが死んでいき、やがてモの疫痢が人々を襲ってぺストだと判明し、死者がどんどん増え、町がロウクダウンさ才しる.そして閉じ込められた人々の苦倒と戦いが.医師による轍密な記緑を逓じて畷前
に繰り広げられる.疫病という「不条理」に直面Lたときこモ、人間性があぶりだされるのだ.しかし、疫病と戦う医師は人並み外れたヒーローとして蔓化されるわけではない.橿師は一暑大事なのは自
分の仕事を果たすr誠実さ」だと語り、その言禦は私たちの心を打っ.これこそは今の白本の政治に一書欠けているものではないか.とどめ建いバン亨ミツクはグローバルな視野から晃れぱ、もっと別
の政治的な意味合いを帯びた、いわば傷峨(メタフフー)として操能することもある.たとえばチェコの作家カレル・チャペックには1白い痔」(37年)という戯曲が島るが、これは休に白い斑点力でき、急速
に体全体が腐っていき、やがて死に至るという寄痕が蔓憙して、世界がJ仁ツウに籬るという前提に甚づいている.しかし.峯なる架空のSF的設定ではない.戦争直前の努張した国際惰勢の中、r枯病
にかかったよう1こ」軍備が進められている世界で、いかにして独敦者を倒し、世界平和を実現できるかという、作者の切実な思いが込められている.疫病のウィルスはr生物学兵善」として使われる可舵
性も島る.そのアイデアを利用して書かれた甚姫が、日本を代表するSF作家の巨黒、小栓左京による「復活の日」だった.たまたま翠れ出した殺人ウィルスがあっという闇に世界中に広力」、人顕のほ
催全都が滅亡する.残ったのはウィルスが活動できない極寒の南極の基地に港在する一櫨りの人たちだけ、という破局ものSFナ'が、ここでは疫癖と並行Lて、棄茜冷戦下の世界で現実豹なものとなっ
た枝ミサイルによる人頗終末の危慢が描かれてぃる.小栓左京が示してくれたのは、どんなに科学技術晝尭風させても、どんなに強力な兵暑で武叢しても、痢気に冒されたらひとたまりもナよい人間の本
質的な弱さで島る.疫病を描いたこれらの作品をいま読むと、これまで絵空車のようにしか思えなか0たことが急に現実味を帯びたものに見えてくる.そして、塵染症流行という困鯉な状況に直面Lたと
き、人間はそれにどう立ち向かうぺきなのか、そのために●要な勇気とモラルとは何なのか、般えられる.これ二そが優れた文学作品の力であろう.
口rぺスト」を書いたカミュ@はノーベル文学賞を受けたog57年)ORO'町一M011.Vアマナイイメージズ提供【写真)

(めまの,みっよし=スラづ文学雪)

(纏集委員井上亮)

(3)2020年(令和2年)5月5日火曜日日本軽斎斬聞第24衝【文化】 r文化1 適載特集「疫病の文明論」
「控病の戈明論③緊急時の社会学問われる公益性と捕慣必要な指置政府のみ可能」橋爪大三郎

ヨーロッバ人のもたらす疫病に斬大睡の人びとは苦Lんだ.ラス.カサス「イン〒イアスの破壊にっいての簡潔な報告」(岩波文庫)は、400年前の壊滅的な械害を記録する.レヴィ=ストロース「悲しき
熱帝」(中公ウラシウクス)も、悪鰻塞の悲惨を捨く.バンデミッウは樋り逗す.100繹前はスペイン風邪.モの再業が斬型コロナだ.当勝より医療も情報も整っている.どぅ駐うか.政府の役割力大きい・
人員と予算と権眠がある.必要な播置がとれる唯一の組織だ.コロナウィルス自体は自然璃叡だ.乳学や医喋が扱う。モれに対し、ヒトーヒトの岳染は社金覗叡.公衆衛生の問製で、政府の介入力有
効だ.斬型コロナ感染の拡大は緊急事態だ.市戻を守るため政府は行動,る.モの優先順位は何か?まず、人働だ.敦える命を一人でも多(救う.社会的距触をとり、外出を厳Lく規制L・医療の態勢
も甍える.二れらは痛みを伴う.商店を閉じ工場を止め、私権も制畷する.でも実行する.公益のためだ.公益(人働を敦う)→措置(政府の介入)→損害【コスト).撰害は一郁に集中し力ちた.ム益の
ため生じた撫客を、社金全体で負担Lよう.つまり捕償だ.モれが正蔓で感染防止のカギ.政府はこれを柱にすべきだ.鼻急事態に政府が必要な行動をとるのが、国家緊急権で布る0法の定めによる
場合も、法を超える場合もある.伊藤博文は「憲法蔓解」(岩波文庸)で、緊急勅令と憲法の関係を明確にのぺている.帝国憲怯には緊急時の備えが畠った.バン〒ミツクは緊急事態0でも地震や戦争
とは這う.電気.水道.ガス.剛ぎなどライフラインは無償だ.住居も物流も確保できている.職いは家にじ0としているだけでよい.企案や学校が休みでもひたすら妾慢た.擴触を8割減らしましょう・ライ
フラインは動かすので,ほかは9割減以上でないと白割にならない.でも樹かないと、生計が立たない.モこで所得を補償して家にいてもらう.政府の捨置でうまれた損失だからだ.補償は、景気対策で
も経決の話でもない.公益のため払ったコストへの埋め戻Lにすぎない.そして補慣はすぐ払うべきだ.ただ財源を.税金で集めている駆がない.ならぱ赤字国債でまかなおう.巨額でも仕方ない・モれで
生活でき、企案が破産しなけれぱ、将来の回復への道筋がっく.こんなことは軽済学の教科書のどこにも書いてない.でも敗米各匡は、こうした政笈を素卑く打ち出Lた.わかりやすく市昆に説明もいき・
パンデミックにどう対応し、措置を敢るのか、日頃から研覚ずみだった.補償は正Lいのか.戦争粧害は保証L,'い.自儲災害も捕償Lない.古代からの慣晋法だ.だが外出制限は政府が決定したから
政府の責任だ.公益のために憲法との椛判を制限し、損害もある.補償するのが正しい.政府には感染症や経漬の享門家がっいている.でも辱門家は専門しかわからない.政府は感染と軽病を両方
踏まえっつ、公益を守る.日頃の哲学の素養がものを言う.財政規倖が大事で赤字国債はよくない.平勝の鳳則で畠る.繋急時「=別だ.市民と企業が生き延びなけれぱ明日はない.外出制懐は厳格
なほど短くてすむ.補償もする.経碕の能はその磯だ.
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(なかの・きょうこ=作家・ドイツ文学雪)



0100年前にはスペイン風邪が流行した=N6Wsoom/アフ口提供(写真)

【4)2020年(令和2年)5月8白金曜日日本経湊新聞質32面【文化】 f文北1 連載特集「疫病の文朋論」
「疫病の文明航④病の表象を見る「政府」綜治の危撫生政治・生権力の泡化を囲撃』石田英敬

「この世はひとっの病院であり、患者どもの各々はぺッドを珍ることをひたすら廉うぱかり」と鴫破したのは「パリの憂雀」na69)の詩人ボードレールだった.近代の産案資本主義は世界の病院化を
促進した。哲学者ミシェ」し.フーコーがr生政治」と呼んだ統治の技術が、軽済的リペラリズムと牡会国家の喋動力となウたからで罰る.生政治とは、人びしの生に、出生.育児'健廉'事故'老後'死にわ
た?て関与L、社会生産のために生かしてゆく「政肝による観治」をいう.個人や家族の生に働きかけると問時に、杜金をマウロな人口動態において捉えて統計的に憾きかける.ヨーロツバで発達した近
代の医学や生物学、毓計学、軽許学は、こうした統治の発達と切り離せない.いまコロナ危撫で私たちが目肇Lているのは、近代がとってきた「政府」というガバナンスの仕組みにもとづく鞍治の危提な
のである.人類の半敷に及ぶ人口が外出葉止状態に量かれている,伺境は閉ざされ、世界中に敞らばっていた人びとはいっせいに帰国し、都市から田舎への大幅な人口蒋動が起きている.グロ】バ
ル北する世界の動きが急に逆回転Lているかのようだ.各国で、医学、遺伝子学、生物学,感染学.統計学、等々の専門家が動員される.人口全体にかかわる一般播置が策定され、外出禁止期間や
郁市のロッケダウンが決められ、住民人の檎助と支提が打ち出される.人びとの移動はデータを挑捉され、出金い早を計算し、略染串を予測Lて、何パーセントまで感染させれぱよいかを割り出して人
口が誘専される.私たちはいま、21世紀の生政治.生権力が進化していくのを目繋しているのである.人びと1=.各自の住居に隔腫され【あるいは自己隔触L)一自ら接温して体調を管理する.マス
ウをして外出する。他人との距航を指定される.もし感染すれぱ各人の個室への自己隔離を益いられる.家は病眺の砥長.居室は病室の代わりになったかのよ封島私たちの生括はテレプレゼンスヘ
と大幅に転位される。テレワ^L、オンライン学胃し、「オンライン里帰り」まで勧奨されるようになった.rオンラインルいう「何処にもない場所」に私たちは一時的にせよ、世界規模で閉じ込められること
になったのだ.皮肉にも、冒頭に引いた、ボードレールの敲文詩のタイトルは「この世界の外ならどこでも A口艸1,.r. out oftト'. WO"d」である.私たちがいま経験しているのは文明のシステミツク
な危樵である.ニロナウィルスのような糧を超えた底染は人類の文明による螺境破壊の結果で罰る。生物学的な危橡が軽病危権を誘身して世界史を逆回転させている.絶球温歴化が示すように人類
に残された時間ぱ少ない.私たちは.いま不意に訪れたこの世界の停止を、グローバル化を進めてきた経読とテウノロジーの運動をいちど根源的に考え直すための、魂象学がいうような章味での、エポ
ケー【本質的反省のための停止)の提会と捉えるぺきではないのか。生物の生のための瑳境は人噛の経済にとっては「外部性止されてきた.しかし、生政治も環境政治も、本当の意味での生物政治,地
球政治へと次元を上げることを求められている.それを可能にするのは国民国家を麹えた人類の世磊政府でなければならぬはずだ.
口世界中で外出業止令が敷かれ、人は家に閉じこもコている(バリ、3月下旬)=ロイター(写真)

(5)2020年(令和2年)5月"日金曜日日本経済新聞鮪28面【文化】 1文化1 連載特集「疫病の文明壁」
「疫病の文明詰⑤西洋史に学ぷ不可遍な変化頻向を加速軽済停澤と社会槽造の破壊』池上俊一

ポッカッチョのr〒カメロンιの冒顎には、フィレンッエを聾ったぺストの猛威が描き出されている.人々は昼夜を分かたず畜生ののように道堵や耕作地や家の中で死んでいき、鯉は子を、妻は夫を捨て、
死者を弔う智慣もなくなったーーと.このヨーロッパ史上最大の疫病は1347年、ジェノヴブ人の船によって黒海沿岸からメツシーナ、マルセイユなどに持ち込まれ、翌年にはヨーロツパ中に蔓延Lた.媒
介投となったのは、地中崩の鬼や舶舶を巣童にしていた鼠と量である.ペストに羅ると、駿の下や風の付け根にりンゴや煮卵くらいの亜痔が現れ、また身体のあちこちが黒い斑点に喪われる.3白以内、
いや敗時間で死ぬこともあ0た.蚕の媒介する課ぺスト以上に、咳、唾液で人から人へと伝染しいきなり肺を萱す肺ぺストが恐ろしかった.最近の研究では、47~48年の「黒死病」1こよりヨーロウバの
人口のじっに6割力咲んだとされる.ヨーロッパではこの最初の大流行の哉、1720年までほぽ4世紀にわたって、10~12年ごとにぺストが再来した.モして大気腐敷説を信じた人々には、バラの花び
らを郁屋に散らしたり、暑料を畑兼Lたり,るくらいしか対抗手段はなかった.黒死病は、伝染力があまりに兼烈であったため、「死ね裏切り者ども」と叫び育を上げてユダヤ人をスケープゴートにしたほ
か.鞭打ち苦行団などに窺えるように「峻厳孝神」を畏怖する心性が広ま?た.ヨーロッパではぺスト以外1=も帳り返しパン〒ミックが流行L、モれモれ卿'る心性をもたらした.中世に最初に襲い掛かっ
た大規模な壷行痢は、「聖なる火」七呼ばれた麦角性壊痘で、10世紀半ぱに発生して4万人が覧れたという。11-13世紀に広まったハンセン病は、当時、伝染力力瞳い不治の病と恐れられ、埋乱の罪
への神罰と目される半面、罪の蒙いと天国での栄光に導くとのイメージもあった.2つの病とも、聖なる世界と結びっけられ、華善能設設立や拷を敢う念入りにして暗卑な儀礼の練り上げなど.宗敦的.牡
金的な飼い慣らしがそれなりに可能であったのは、ペストとの大きな這いである.近代に入ると、結核が声業軍命徒の軽霽人の負の糖面を象徹するとともに、生の翻花期を迎えた若者たちを狙い打ち
するこ七から、ロマン主義文学に格好の題材を与えた.さらにコレラや榔毒は、品位を並める下等な病気、高るいは汚れた者、酒に溺れた者、堕落した者への報いで商るとされた.19日0年代から90年
代に広まり記憶に新しいエイズは.非含怯菓品、具常セッウス、制度転覆、文明炭壊のグロテスウな空想をかきたてた.だが痢気には本来、道億的な慰味などないはずた0またどんな恐ろしい疫病も、
文化や社会が午可避的に歩んでいくべき逢行を遠めただけという考え方もある.黒死病にしてから、鞭請活動の停涛をもたらし'伝統的な牡会・家族構造を破壊し、キリスト教世界のモラルをぐらっかせ
はしたが、モれはすでに兆Lていた動向を加連しただけなのかもしれない.ペストの猛威を冒頭で横写したrデカメロン」でも、本文は打って挫わコて愉楽と樵知1^れた会話が満載で、明るいルネサンス
の気分を先取りしているのである.

口死者は墓属り人が埋葬した.14世記半ぱには敢州人口の6割が黒死病で死んだとされる(ジル・ル・ミュイジ「トゥルネーの黒死痢」)=B,id印巾■" h"急耳"ノアマナイイメージズ提供(図版)
【いけがみ・しゅんいち=歴史学者)

(6)2020年(令和2年)5月12日火曜日日本軽請新閏凱34面【文化l f文化1 連載輔集 r疫病の文明首,
「疫病の文明抽⑥寅わる建築空無の流れ、貫憂な課題に衛生観反映する〒ザイン」五+坐太郎

日*にと0ては横坂港に停泊したク」レーズ船の集団岳發がプロローグとなり、今や列島全体が仂レーズ船と化した.2月に報道を見ながら思い出したのが、18世紀から伯世紀にかけて、イギリスの川
庫や鹿岸に係賢された監煮船である.監煮に囚人があふれ、廃船を活用Lたが、衛生状況が悪く、多數の死者が出たという.ウ」レーズ船は損倒しの超高層ビルよりも大きい桑り物た.が、空母でも感
染が発生したように、一崖、雨韻された孫墳で盛染が始まると、手に負えない.一方で陵地との隔離や概動性ゆえに、病院船も注目されている.実は空気の謹れが、病院塗築の重要な課題として認識
されたのも.衛生候が賓化した18世紀に抑る.ウィルス学の畳場前だが、腐敗Lた空気は害を及ぼすと考えられたからだ.その結果、相世紀末には岬吸する桟械としての病院デザインが、建築家に
よって提案されている.白色を好"、r衛生陶製」と捧櫓されたモダニズムの建纂も、優豪を重視した.倒えぱ、ル・コルビュジエの有名なサヴォア邸ぱ、本体を持ちとげるピロティが、じめじめした地茄と
切り触すことで風遜しを良くし,量上塵■は日光を浴ぴる運動を感定している.被がパリの中屠の町並みを否定Lたのも、集含住宅を高層化すれば、足元の聞放が可舵となり、邦心に繰地や公国を増や
し、衛生的な郁市が成立するからだ.しかし、現状はりスクカ嘴い毎市モデルよりも、コランウ・ロイド・ライトが提唱した田面に分敵居住するづ口ード・エーカー・シティの方がオンライン社会に適含,るだろ
う.疫害や職争と違い、ウィルスは建築を物理的には礒壊Lない.人だけを攻肇する.したがって、ピカピカの都市に人が不在のシュールな風景が出現した.建蔓の立場からは、廃堆髪復興きせるよう
な貢献はできない.ただし.被災直貸の遂建所や仮設建集の方法飴は使えるだろラ.中皿・黄漠で咽時のうちに建設された巨大な仮設病院も艶憶に斬しい.ヨ本では、圧倒的な病床不足を解消すべく、
すでに軽症者をホテルで受け入れたり、幕聾メッセなどの大規極飾設を醜時病眺に転用することが検討されている.換浜の武道館に収容されたネウトカフ工難民に封し、擢沫感染〒防をかねて、坂茂は
災客時に活躍した紙管の間仕切りシステムを持ち込んだ.これから台風や地震が発生Lた場合にも間馴二,'ることだが、遵錘所で人が密集できないのが、斬型コロナウィルスの厄介なところだろう.従
来、人が集まるのは、良い建築であると、無条件で考えられてぃた.しかし、モの前提が完全に覆ウたので高る.斬しい空間モ〒ルとして想起されるのが、2003年の瓢本壮介の安中環境アートコオー
ラムのコンぺ最優秀案だ.これはアメーパのような輔郭の建纂であり、空間の形式として説明すると、多方向に突きだすひだ状の空間が並ぶが、それぞれは中央に向けて聞く0ゆえに、隣の空闇とは壁
で仕切られてぃるが、対面する空間は遠い.つまり、集まりながら、問時に厳れている.これは宴際に住宅で応用されたように、スケールを吏えたり、かたちを調整することで.様々に汎用できる空間モ〒
ルのように思われる.
口和罪者を桑せてオースト号りア行きを待っ英国の監獄舶「19世紀初頭、木版圏)=GRANGER.COM/アフ口提供【図版)

Uネしづめ・だいさぶろう=社会学者)

(フ)2020年(令和2年)5月12日火曜日日本軽済斬聞煮36面【文化】 f文化1 適載特集 r疫病の文明麟』
「控病の文明詮⑦中薗の歴史駆邪逐疫犠牲覚悟の「戦争」大人数動員、本貫は変わらず」加蔦徹

「疫は役なり」.古代中国人にとって、疫病ぱ、王が人民に均等に割り当てる苦役で畠り、戦役だった.中国最古の字害「説文解字」1こ「疫、民皆疾也」とある.疫痢とは、天下の人民がみな症スピード
で痢気にかかること.中国敷千年の歴史は、疫病に封する戰役の繰り返Lだった.「疾」の字題は、病気が矢のような連さで進行すること.「痢」は、感者の手足がこわぱり梱にピンと張り出す(丙はそのさ
まを示す形)ほど望篤な状態.「役」は古代の武馨r女」(たてほこ)を手に人々が追征゛ること.「疫」には這くまで広がるイメージがある.為外の医療崩壇の現場の映橡は,さまじい.集中治療室のぺツ
ドに掻たわる重症息者たち.防鯉綴に身を固め懸働に動き回る医飾.看簸師たち.「疫」「疾」「病」の字源さながらで爆憾とする.昔の中国人は.病気や不景気は、それぞれ身体の内郁や社金の「気」の
流れが乱れることから起きる、と考えた.個人レペルでは、誠や蚤でツボを畑激し、体操で休を動かして気の体内喬理を甍える.牡金しぺルでは、邪気や病気を力ずくで外郁に追い払う「駆邪逐疫」の
祭祀権礼を行う.大人数を動員L.畑竹をパンi{ン鴫らし、銅擢や太鼓をガンガン叩く.京創など中国の芝居が騒々しいのも、伝統的な拝式でチャルメラや太鼓をにぎゃかに饗でるのも、駆邪遜疫の兇
想による.内省的で酔かな祈りとはほど違いが、民衆の士気を鼓舞L、社会の沈澤底を打破する無神釣効果は島った.中国の伝航医学のレペルは、それナ'り1こ高かった.中国最古の廠書「黄幣内
軽」は「聖人は素病を治す止疾病の予防を重視した.妻軟戦薗時代の嘉晶(へんじゃく)や「三国ま」の兼佗【力寸ヨなど、伝説的な名医も輩出した.にもかかわらず、疫病の廃生は防げなか0た.歴代
王朝の支配者と人畏は、疫病に護われるたびに、国土の広さと人口の多さに頼る「焦団免疫戦略」をとるしか孝かった.社会的覇者を中心に多数の死者がでる.明王朝の初代皇帝.朱元璋は質臭の出
身で、著い二ろ家族全員を疫病と栄養失調で失っナニ.そんな患惨な話は珍しくなかった.髄邪遅疫の高攝感は、膨大な篠牲者が出る要失鼈を乗り越えるための,嘉しい知恵だ0た.2'1世紀の割学技栴
をもってしても、新型コロナウィルスの特効藁をすぐには廓発できない。現代中国のコロナ對簸も、本賞は依然としてr駆邪遷疫」の「戦役」である.擢牲を寛悟で膨大な人員を動員し、戦左の屍を抽み
越えて決差をっける.軸役なので、人民も都市封鮫の苦労を斐慢する.政府は全園に動員をかけ、軍陞や、医師・零艮師を病院単位で武漠に派遭する.擢南山医師という綿司令官や、斈文亮医師とい
う英雌、その他、軍神的な「戦死者」も出る.妊娠中の看纏師や、頭崖を丸期りにされる女性零護師など健気な「戦士」の報道映像を、国営放送は明るく勇壮なBGMネ.りで流す.人艮は戦役勝利の高揚
感に酔う.そんな中国人から見ると、よくも悪くも冷静な日本人のニロナ対覧は、とても奇妙に見えるのだ.逆もまた真なりだが.●、中国は「第二波」への戦役に傭えている.中国の政府と人畏が自国
のニロナ対笈を冷静に擾り返り、外国人に対Lて自国の責任を理性的に語れるよ5になるのは,まだ先で畠ろう.
口中国の民間伝承に長わる厄よけの神、鰹塩(演者・張春祥、京劇r趣旭探蛛」より@新潮劇院、撮影・井団裕明)(写真)

(いしだ・ひでたか=記号学者)

10.2020年【令和2年)5月18日月曜日~日本軽請斬聞【文化】 1文化1 連戦特集「コロナと劃作』

0)2020年(令和2年)5月18日月曜日日本軽済斬聞第24面【文化】「文化1 連載特集 rコロナと創作」
新型ニロナウィルスの蔓延は、文化.芸術にも深刻な影響を与えている.この衝撃の中.どんな思素をめぐらせているか.創作割二ちに聞いた

「非凹常」価憧観変える力」作家早野啓一郎氏
ロ(尚偉:写真)ひらの・けいいちろう作家.1975年生まれ、京大庄辛.

99年t日蝕」で芥川貧.薯喜に「マチネの終わり1こ」など.「衡る男」の美訳力ξ近く米国で刊行される.
仏ノーベル賞柞家カミュの「パスト」の発行部數が白本で100万都を超えるなど、感染症を扱った戈学作品が注目されている.「優れた文学作品には、来曽有の出楽事に出合ったときの様々な人々の

住格や心の動きなどが『一般曾」ではなく、具体的に描かれている。そこの畠るのは共感だと思う」と話す.人々が自宅に寂もる時間が増えナニ.「コロナ閏適を中心に、周りでは彫大な惰報が飛び
かってぃる.しかし、討処の術のない情報、遇剰な情粧は,羊安を与えっぼなしにする.それに対し、文学は読者に抱かせた岳惰に貴任を負っている.そこに、心を落ち着かせる作用が布るのでは」危

(「7q / 142 )18/20

(いがらし・ナニろう=建築評鯛家)

(かとう・とおる=中国文学者)

=おわり



榛の時代に求められる小説には「現実を忘れられるような作品と現実に向き合った作品がある」と考える。もっとも、自らの書き方は寳わらないという.「コロナ楓の前に害いた作品が今になウて無効
になるようでぱ、何かが間違っていたということ.作家は自分が信じるものを執筆するしかない」と強調する.災厄や災害のとき「パンか芸術か」巴の巡択を迫られることがある.「憲法25条には
rすべて国昆は健廉で文化的な最低限産の生活を営む権利を有する」とある。芸術ぱ精神を安圭させ、豊かにする力がある.存幌に向けた公的支提は欠かせない.コンサートやライづに行けない状態が
紐いているが、感染拡大が蔭ち差いた頃に、榮しみ仁Lていた音棄も芝居もなくな0ている、といラのではとても耐えられなし、」コロナ禍が経涛に甚大な被害をもたらすことに強い懸念を抱く一方で.
人々の価値観が変わる可詑性に希望を臭いだす.「あえてポジティづな見方に立てば、テレワークの定藩などで徴き方の交化が期待される.よく言われる二とだが、体調が厚かったら会牡を休むという
智慣が根付くのは健全だと思う.社金的格差が一橿島らわ仁なったことで、モの解碆に取り組む必要性も重要視されるだろう」と指摘する.「棄ヨ本大置災後も日本人の価値観が隻わることが期待さ
れたが、自己中心主義が進むなどむしろ反動的にさえなった.しかし台厘被害など奨害・災厄は続く.今徒も感染症の流行は起きるだろう.いまやr非日常」が当たり前になった0これまで私たちが考えて
いた「日常」はたまにしか訪れナ'い小庫状態だと覚悟し、りスクとの向き雪い方や医療休制の島り方を考えなくてはいけない」考え方次第でピンチはチャンスになるといラ.「【人は関わる相手によって
別々の人格「分人」を持っという)r分人主蓑」を私が思いっいたのは、アイ〒ンティティー」の問題に悩んでいたときだった。今回のコロナ禍でも(インターネツト上で金話する)rオンライン飲み会」とい0た
動きが広がっている.自分もやってみたが意外に棄Lか0た」.斬たな文化を生み出す捷会にもなると見る.先日、海外の友人とオンラインで話をしていたとき「分人」が話題になった.「それまで彼は
r分人」という攝念がよく分かっていなかったが、コロナ禍で閉じこもり、ピンときたらしい.会う人が限られたことで自分の「分人1敷が減り、這和感を覚えたのだろう.強制的にそうした事態に追い込まれて
いることが閻悉なのですが」謂演、イベントの中止や子供のケアに頭を悩ませっつも.小説執筆に集中する日々だ.(纓集委員中野章)

11.3つの密

3つの密は、2020年(令和2年〕の斬型コロナウィルス感染症拡大期に、集団感染の訪止のために総理大臣官邸、庫生労働当が掲げた標語.密閉・密集・密棲を指し、これらを是けることで感染拡大を
防ぐことに協力するよう国民に呼びかけた.3つの「密」、3密と慶記されることも畠る。

軽緯・概要

2020年3月1日、厚生労圏告は新型コロナウィルスの感染拡大の予防覧として「斬型コロナウィルスの集団感染を防ぐために」を公表した.これまでにクラスターが坐生Lた場所の共通点として、'換気
が悪く.人が密に集まって遇ごすような空間・不特定多数の人が接触するおモれが高い場所を拳げ、注量喚起をした.
3月IBe.総理大臣官邸公式TW批.rは、.換気の瓢い密朗空間・多敷が集まる密集場所・閏近で会話や発声をする密挫鳩面を避げて外出するように呼びかげ、3月19日には新聖コロナウィル
スの集団尭生防止に関ずるチラシ「密を蓋げて外出Lましょう!」をHPに掲餓した(後に「3つの密を避けましょう!」に寳更).
3月28日には、安郁吾三総理大臣が記者会見で「3つの密」を選けるように呼びかけた.
以奈、「3つの密」は斬型ニロナウィルス拡大防止の根語として広く用いられているが、3月31日から4月1白にかけて厚生労曇省ιUNEが新型コロナウィルス対笈のため全国の利用者を対象に行った
誤査の第一回では.r3つの宙」を遵ける取り組みが+分ではない現状が明らかになっナ=.
.・・・・(W】klP6dl.「3つの密」最終更斬2020年4月29日(水)07:45)

催庫・医療斬型コロナウイルス感染症について

.....

伺民の皆揮へ(干防・相談)

風邪や季笥性インフルエンザ対策七闇様にお一人お一人の咳エチケットや手洗いなどの実第がとても重要です.感染症封策に努めていただくようお願いいたします.黒邪症状があれば、外出を控え
てぃただき、やむを掲ず、外出される場合にはマスウを蒼用していただくよう、お鳳いします.集団感染の共通点は、特に、「換気が悪く」.「人が密に集まって遇」すような空間」、「不特定多敷の人が接
触するおモれが高い場所」です.換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で集まることを避けてください.

t新型コロナウィルスの集団発生防止にご協力をおねがいします' 3つの密を選けましょう!Φ換気の悪い密朗空間②多数が集まる密集場所③間近で会話や尭声をする密接場面新型コロ
ナウィルスへの対筑として、ウラスター【集団)の発生を防止することが重要です.日頃の生活の中で3つの「密」が霊ならないよう工夫しましょう.3つの条件がそろう場所がケラスター(集団)発生の
リスクカ儁い!※3つの条件のほか、共問で使う物品には漬毒などを行ってください。首相官邸・厚生労働省」

12.2020年(令利2年)4月~僧別の艶事、又は、惰報

0) 2020年【令和2年)4月28日ノ、01:32/'REUTERS
「NYi行.一劫車道閉薫L歩道拡張へ斬型コロナの奪動甑隈中」

[ニューヨ^ 27日ロイター1 一米ニューヨーウ市のデブラジオ市長は27日、斬型コロナウィルス略染拡大防止に向1サニロツクダウン(都市封頗)推置が続く中、市内の一部享道を通行止めとし、歩
行者に闘放するほか、一時的な自転車用レーンを設置すると発表した.夏が近づくにっれ、狭いアパートから外に出ようとする市民が増え、外出時にソーシ『,ル・ディスタンシング(社金的1距触)を桃
持することが困赴になることが是念されている.デゴラジオ市長ぱ「今後1力月かげ、84キロ分の享道を開放し、電徴が憂引けば、最長160キロまで拡彊する」と述べた.人が集まりやすい公園周
辺の道路を中心に開放する方針としたが、詳細には踏み込まなかった.市艦会のメンバーは当知、市民の移動制眠推置が実施されている間、車道の1レーンを少なくとも歩行者や自転蹴に聞放す
る計匿を提案していたが、歩行雪の安全などを巡り市雲察などから旺念の声が上がったことで計圖が修正された.米国ではサンフランシスコや〒ンパー、欧州ではイタリア.ミラノ、ドイツ'ペルリンな
どで、庫道を通行止めにし、歩運や自転車レーンを拡張する措置が饗篤されている.〆

(2)2020年{令和2年】4月29日水曜日長嶋斬聞第3面【総合1
「鮒2波は欧州起諏国立庫染研コロナウィルスのゲノム僻折」

国内の斬型コロナウィルス感染症は、中国.曇漠から持ち込まれた焦1堀の感染拡大はほぼ美息し、今ぱ歎州で流行しているウィルス株を起題とずる第2課が広がっている巴する研空結果を、国立感
染症研究所が28日までに尭表した。岳染考から採取Lたウィルスのゲノム(全追伝情報)配列のわ司'かな違いを解析Lた.チームは、国内壷者562人の撞休を集めて調査0洛外で畳録されている4
5"人分のデ^と比較Lた.

【武漬からの第1派恬ぼ終息]
中国.霊填で発生したウィルス株は、1~2月に日本「二入り込み.各地でクラスター(感染者の集団)が報告されたが、既に封じ込めたとみられることが分かった.ウルーズ舶「ダイヤモンド.プリンセス」

の桑客乗員から見っかったウィルスは、盆漢のウィルス株と比ぺ1力所だけゲノム記冽が変興してL寸島国内には広がっていないという.一方で置濯株から窒肩L欧州で流行Lているウィルス抹が、3
"中旬までに混外からの帰国者らが持ち込む形で国内に琉入。大郁市圏から地方に「感染」レート不明例」として拡散したとみられる.閻研究所の黒田就痢啄体ゲノム解析研寛センター長は「第1派は
保健所などの対佑で抑え込めたものの、湖外詐行や3月の気の擾みによる外出などで、歓州軽由の第2無が国内で大きく広がったようだ」と話している.〆

(き)2020年(令和2年)5月10日日隈日日本経法斬闘第1面昆事
r新輿国感染、先進国抜く世界に新たなりスウ 1白5万人〔チやートは語る〕」

米欧が経藷再開へ動き始めるなか、斬興.途上蜘で斬型コロナウィルスの鼎染が急増している.斬規感染者数は5月と句に先迦国を逆転し、8日に1日5万人を超えた.ロシアは胎染者敷が速白1万
人を超え、ブラジルは1日の死者数が米国に次いで世昇2位となった.脆罷な医療体制にもかかわら,'.貧困居の不濟を抑えるため経済再開を急いでおり、感染螺発の星念力傷まっている.財政基整
が不安定な斬興・途上国の感染拡大は、世昇経済へのりスクにもなりかねない.
世界保健榛関(WHO)のデ^をもとに,斬型コロナの斬規悪染者敷を国連の甚準で先進匡と新興・迭上国に分類Lて集計した.先進国は4月と中旬から4割以上減少したが、斬興・遡上国は拡大が

止まらない.ロシアは痢饒や軍で集団感染が相次ぎ、9日まで7日連続で新規岳染者些力"万人を超えナ=.政府系研究樵関は感染源の64,6が病院に集中すると指摘する.ブラジルも新規感染者力臼
万人を超え、1日あたりの死者數は米国に次ぐ2位で推移する.サンバウロ・ー・アフり力・・・・・南アフり力やカメルーン・ー・斬興・遠上国は先進国に比べて公的な医療体制が飴尋ナエ.感貴拡大が医
療崩壊、ひいては死者の増加にっながるりスクも高い.WH0によると公的医疫闘逗支出は国内総生産(GDP)比で3,6と、先進国の8貼を大きく下回る.感染拡大が目立っロシアやづラジル、イラン、イ
ンド、メキシコはいずれも世界平均(6")を下回る.、"..盛染爆発の竜提に直面している新興・迭上国だが、それでも外出禁止の解除や商店の営業再開をめざす勘きは蜑を絶たない.3月に全土封
鎖したインドは感染者が比較的少ない2割強の地域で経将活動の再関を認めた.づラジルのボルソナロ大毓傾は新型コロナを「ただの風邪」と呼び、「外出宜粛は軽済や屋用を破壊する止国良に呼び
かける.ロシ丁は6日の閣腫で地方の感鳧状況を踏まえた行動制隈の縁和を纏論.モスウワでは12日から建設業や製造業の再翻を認める.経済再開を急ぐ背景には、財政や軽漬の邪さがある.先
進国のような手厚い補償や親金給付を提供できず、国戻の不湛が政府へ向かいやすい.イランは耳門家の「時期尚早」との妻告を押し切って行動制隈を紐和した,新興.遡上国は外出規制などに伴う
軽請対笈で財政赤字が膨らみ、これを不安視する漉外マネーの流出を招いている.モの粘果、自国通貨の粗墻が下落し、封外債務の実質負担を高めるという悪楯環に難っている.国隊通貨善金(1M
F)には100力国以上が緊急融資を求めている.新興.途上国の感染埋完を止められ,'ければ、世界の斬型ニロナへの戦いに粧止特は打てない.対外債莪の不履行などが広がれぱ、世界軽読にも大
混乱が広がる懸念が畠る。医療.軽済の両面でグローバルな支橿体制の構築が求められている.
口斬興国の斬規感染ペースが勢いを増している新規感染雪數【万人):先迄国、斬輿国(折れ輯グラフ)/累計感染者數(万人:ロシア、ゴラジル、イラン、インド、〆キシニ(折れ線グラフ)
口斬興国は公的医痩が弱い一肯、先進国も大型財政出動に奔建財政取支のGDP比(貼)一公的医療支出のGDP比(舳、2m7年):先進国平均、世界,イラン、ブラジル、ロシア、メキシコ、インド、

新興国平均(棒グラフ)
【サンバウロ=外山尚之、費田和宏、真鍋和也)

(出典:首相官邸HPよりt2仇0年4月29ヨ)

(4)2020年【令和2年)5月17日日曜日日本経漬新聞第2面【総合1】

Inノク0 (ワぶ /

『r敗州型」世界で猛嚴コロナウィルス遺伝情報分析*17裡に半月で慶具対筑明暗」
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斬型コロナウィルスの遺伝情報を調ぺることで.感染が世界にどう広がったかがわかるようにな0てきた。欧州で猛威をふるったタイプが米ニューヨーウ州やブラジル、アコリカ、ロシアなどに渡り、さら
に感染を広げている.沫国では吐州型のほか米国型も猛威をふるラ.ほぽ半月ごとに壷興し,米大学の解析でぱ17楓にのぼる,封策の巧拙もわかるという.

ウィルスのゲノム配列を朋ぺると、感染経路や変具などがわかる.主に「中国型」「欧州型」r米国型」に分類でき、それぞれの地嫉で爆廃的に感染が広がった.敗米の研突者らが作る国際〒ータベー
ス「GISND」は患者から課取したウィルスのゲノム(適伝子の総体)を公開中だ。5月上句までに5千人分のウィルスのデータが集ま0た.このデータの分折を集めたrネクストストレイン」によると、1月
中旬に中国.試漠から中国型のウィルスが世界に拡散し始めた.欧州では1貞下旬~2月上旬、変巽した欧州型が無症状の旅行者を通じて各国に広がったとみられる.その後、ウィルスは寳異を繰り
返しながら3~5週間で国境を越えていった.米国では、ニューヨーク州で欧州型が主流だったが、他の州では寳具Lた米国型が多く報告されている.中国のほか、様々なタイプが国内に入0てきており'
モれらが感染者の体内で融合して生まれたとみられる。米ドレウセル大学の研空チームはゲノム変異の違いを「指紋」といラ形で分頻し、17揮類になった.世界で感染者が堆えるにっれ、壷具のぺース
が上昇しているという.新型ニロナ対筑が機能したかどうかもわかる.伺立感染症研寛所は、3月以降に主に欧州型によって全国に駐染が広がったとの分析をまとめた.1~2月に中国から日本に入っ
たウィルスは封じ込めに成功Lた.モの後、欧州で流行しているウィルスが帰国者らを通じて識入し、対笈が不十分なまま都市部から全国に感染が広がった.国内の感染雪560人から採取した検休
のほか.国際デ^ペースの約4500人分の情報も加えた.ドレクセル大の解析では、大規換な洩航制羅に踏み切った中国や昏港では、欧州型は検出されていない.感染研の黒田誠.感染研痢源体ゲ
ノム解析研究センター長は「遇ちを圧しく把楓する必要がある」と話ず.警臭L続けると、感染力や毒性が高いウィルスが出現する恐れがある.しかし.芙ユ昆バーシティ・カレツジ.ロンドンのフランソワ,
バ」し一教擾はr毒性や感染力を増したのかだうかはまだわからない」と驫す.伺般慢らは約7500人分のウィルスを解析、室具厶t198力所島ると突き止めた.ただ,ウィルスの槻能面で重妻な変北が
生じたとは考えにくぃという.一方で.感染が深刻な地堆全てで、ゲノムの幅広い多禅1勤t確かめられた.ウィルスが早い時期に世界に広がっていたことになる.毒性にっいては変臭をみても、わから
ないことが多い.北京大学は3月.斬型コロナウィルスは「L型」と「S型」の2つに分かれ、L型が毒性が嵩いと発麦した.その徒、毒性を「裏付ける証拠はなかった」と修正した.確定するには、動物や細
胞を使ウた饗験で確かめる必蔓がある. 〆

口吐州では中国から入って奮臭したタイプが症威をふるった(イタリアの病院の集中治療室)=AP 〆

(5)2020年(令和2年)5月24日日曜日日本経漬新聞鰭1面記峯
rιチ十ート「=語る〕米、波乱含みの経済再開 24州で鼎亀増加「第2波」りスケも』

米国が斬型コロナウィルスの感染拡大で停澤していた経済活動の再開を急いでいる.20日には感染抑制のために導入Lた行動制隈如面きょうのこと1幻を一都紐和する動きが全50州に行き渡っナニ.
ただ5割弱にあたる24州で制鰻提和後に感染が拡大するなど、先行きは波乱含みだ.米国は25日から夏休み族杼ンーズンに入って人の移動が活晃になる.感染「第2波」のりスウとどラ向き合うか.同
国の戦略の成否はグローバル経済の行方も左右する.米国は頚型感染考歓力ξ'160万人超と世昇で最も多い.4月下旬以降、底染拡大ペースは健化.1日あたりの斬規塵染者数はピ^時には3万
人超だったが、厳しい外出制限の効果もあって足元では2万人前緩に下がった.ただ軽済再開には感染再拡大の蛭念がっきまとぅ.全50州にっいて、経謠再闘に踏み切った日と20日の斬規感染宝
敷(7日移動平均)を比ぺると、24州が増加していた.20日のデ^が再開日を下回ったものの、足元では増加傾向に転じる州も18州あった.象徴的なの力"日にレストランなどの営業を再開したテ
キサス州だ.軽躋活動を一都再開して最初の週末、ようやく剰用が解散されたビーチには多くの住民らが穀到.「(人問士の臣離を保っ】社金的距離の継続を止、アボツト知幕は呼び掛けたが「誠も規制
を守っているようにみえなかった」(現地紙).業グーグルの公嚢デ^によると、コロナ禍前と比ぺて最悪期には半分頬に鳶ち込んだ問州の主蔓麺市ヒユーストンの小売店などの人出は、16日詩点で
白割弱の水擡まで回復Lた.ただ感染は拡大が続(。問州の1日あたり平均の斬規感染者搬は4月の827人から増え、5月佑日には2倍超の伯01人に連した.8日から地域ごとの橿和に着手した力
りフォルニア州は20日の人口10万人布たりの新規●染者数が約4.B人とBe(4.2人)から増えた.18ヨには軽済再開の封魚を広げるための判断甚筆が「厳Lすぎる」として、大半の磐が満たせる
水岸に媛めた.経済再開を加連させる見通しで、感染抑止との両立が問われている.一方、米国での盛染の「震葎地」となったニユーヨーク州は,5日に一郁地域で提和1こ着手した養も感染ベースの抑
制が続いてぃる.1日あたりの新規盛染者はピーウ時の1万人強から2100人前後へ減少Lた.伺州では、小売店はオンラインで事前予約した商品を受け取る堤合のみ認めるなど制脹擾和が隈定的
だ.ニューヨーク市のマンハッタンは食品スーバーなどを除く店舗の朗傾や外出規制がなお続く.盛染拡大ペースが鈍北傾向を保っ一方で、市民は生活の不自由にいらだちを募らせる.経済再開を急
ぐ勧きが止まらないのぱ、財政も企業.家計もこれ以上のコロナ制限の長糊化に耐えられf'いとの危捷感'微いためだ.4月の米小売売上嵩は前月比16"超誠と、鞍計翻始後で最大の落ち込みを記
鋒.4月の米失業者勲ぱ2308万人と前月の3.2倍に急増L、全米各州で問月に支払われた失案保検給付金は少なくとも162偉ドル(約1.7兆円)に達Lナ=.軽済再闘に蹄み切るにあた、1.トランプ
米大銃領は感鰻嫉峯の能力を週200万件へ悟増させると表明.それでもまだ足りないとの指摘もある.4月下旬の米連邦公翻市場委員全(FOMO)では「感染の第2波が起これば中長期的1冨紐請を押
し下げ、失嘉宰は上昇,る」との患観シナリオも簾幽した.経涜再開と岳染制抑を両立できるか.世昇は固壕をのんで見守ることになりそうだ.
05割の州で軽済再舗徒に感染が拡大(経藷再闇日と比ぺて増加ノ再縢日を下回るものの増加傾向ノ直近を減少傾向(再開日当日の州を含む))
ロテキサスなど磨染「第2波」の歴念高まる【人口10万人あたりの新規岳榮者數1)行動制限の開始白2)軽病再開日:2020年3月~5月)
口南郁・中西郁の感染は嵩止まり(南部・中西却・山間郁/北稟郁・西潮倖)

13.2020年(令和2年)4月一その他の個別の記事、又は、情報

臼)2020年(令和2年)5月相日土曜日日本軽済新聞篤28面【謡婁】
t砂と人聞」ヴァンス・パイザー著

頂馴=Th. WOHd lo . G,きln(馬崎百合訳、葦思社・2400円)
▼著者は米国在住のジやーナリスト.ニューヨーク・タイムズ紙などに寄稿.

【郷市化と歓望の行き着(所1 週境の変化や生活圏の拡大によ?て、野生生物を宿主として突如人闇にうっる人獣共通岳染症が報告されるようになった.このたびのパンデミツケも、急連な郁市化が
背景にあるといわれる.では郁市化とは何か。モの歴史と今を見渡す優れたノンフィウションが刊行された.何千年にもわたる砂と人類の関わりから璃代の砂採把現場まで、「砂」をテーマに世界各地で
敢材を行い、文明の査喜を捨き切った大作だ.古代口ーマの建蔓材に使われた砂と砂利を原料とするコンクリートが都市の土台となったのは19世紀、鉄筋コンウリートの畳場を起点とする.砂浜や糊
で探取した砂はビルの建築資材となり、道路を覆い、人や物の漬れを慶えた.砂はガラスの主庫料として科学革命も牽引した.顕微蛾や望運鹸、〒ジタル社金に欠かせない光ファイバーやシリコンチツ
ブ、スマホの慶面も砂でできてぃる.良質の砂が眠る川や糊、海では争奪轍が繰り広げられている.インドネシアでは24の島が清え、ペトナムのメコンデルタは今世紀中に半分消減するといわれる.
近年、砂の需蔓が増すのはシェール石抽の探掘親場だ.岩盤を裂く縣に必蔓な砂の課掘が進む米ウィスコンシン州チペワ群では、地下水と欝が壊誠的な影響を受け、反対運動が起きた.「素来の世代
に対する把鼻だよ」と住昆は喋く.著者はバランス感覚の優れた取材者で、砂で利益を得る者を剥弾するわけではない.だが・・・モの姿から浮かび上がるのは砂を京めた人間の底なしの歓望の歴
史である.目下、世界量大の砂消費国は中国だ.気候変動で砂漠化が進み、内畦から多くが都市に移住した。今や100万人都市は220超、毎市人口は60年前の3倍だ.生態系への影響を黒みない
聞発で自骸破壊が進んでいる.ニロナ禍は起こるべくして起きたと思わされた.全世界が米国並みの暮らしをするには地球4個半が血要で.砂の枯渇は時間の闇題だという.コンクリートやガラスの代

{評】ノンフ'クションライター最相棄月讐物はなく、摘費量を減らすしか道はない.国際的な遠携は急務で罰り、本書ぱ諏論に必要な村料をふんだんに提棋してくれるだろう.
口r砂と人勵(表粧写真)〆

(2)2020年(令和2年)5月17日日曜日日本軽済斬聞第26西【サイエンス】
「サケ、骨に「族の記録」解析方法、ウナギ養殖に括用も」

サケは食卓の定番メニューだが、これだけ身近な魚でも広い海のどこを泳いでいるのかわかっていなかったという。最近、サケの骨の中に各地の痩跡が記録されていることを日本の研究チームが突き
止めた.位置をたどると、日本の川でとられるサケの多くが米国アラスカ州に近いべーリング港の大隆掬まで回遊Lていた.イワシやウナギでも、「耳石」と岬ぷ耳の組橡から行軸悉歴が明らかになりっ
つある.魚たちが語り始めた「焦の記録」をもとに、素知の生態に迫る研究が始まった.

3月、港洋研究開発櫨楕などの研究チームは、サケの詳しい回遊Jレ・ートが知めて明らかになウたと発表した.長峠の末にべーリング海の大體槻にたどり着き、たっぷりとエサを食ぺて日本に戻ってくる
サケの回遊Jレートを揮っていという.サケが日本近海からぺーリング海へ叢ることは捕喪詞査で知られていた.太乎洋最北郁にあるぺーリング撫の大陸操まで到達Lているかは不明だった.

た研究チームが手掛かりをっかんだのは、恋を泳ぐ姿の般寮でも全地球測位システム(GPS)の活用でもなか0ナニ.意外にも、焦の仰録を裂めていたのはサケ宴身の宵骨だった.魚の骨の一郁は年
輔を訓むように成長する.骨を柚切りにすると、中心に近づくほど若い頃に育った璋境の彫響が残っている.捌究チームはー・サケの臂検骨をっくるニラーゲンの中の元素を分析Lた.すると、稚魚や
若魚.成魚の各時期に成長した郁分で窒素分の比亭が追ってL寸翫兄素ぱ、問じ梱顛でも質畳(量割がわずか1=具ナよる「同位体」という兄弟分がいる.窒素分の問位体の比軍は、海中のプランウトン
の働きによって海域ごとに変わる.生物の活動が盛んな為は、排せっ物や死骸が撫底にたまっていく.堆預物の窒素分のうち、軽い窒素は大無に出て行きゃすく、重い窒素は海庠に残る.浅い為では、
為店の重い窒素がプランクトンに取り込まれやすぃ.ゾランウトンを食べるサケの脊椎骨にも比皐の這いが表れる.奮骨の俸代別の比率と為域の比率を照らし合わせると、過去にどこの海を諏いでい
たのかを較り込めた.モこで特定できたのが、日本からぺーリング海の大畦嵐に至る回道Jレートだ.体内の問位体を餌べて詳しい生餓を解明できれぱ、計幽的な識業にっな力喝.この手生は、他の魚
の研究でも引っ張りだこだ.東京大学などのチームは、マイリシの耳石をっくる酸素の閻位体の比率を調ぺ、遇去に泳いでいた烹域の水濯と塩分を明らかにした.耳石に残っていた記課とシミユレー
ション(捜擬実験)を組み合わせ、マイワシが白本の太平洋捌の近欝からまず黒潮から綬く潮の漬れに乗って稟に移動し、そ二から北上する可焼性力塙いことを裏付けた.."ーニ卞ンウナギの妻殖
にも役立ちモうだ.稟大の白弁庫太朗裳教擾はウナギの耳石を分析し,泳ぐ場所の水温と.耳石中の酸素の問位体の比串との関係を見いだしナ=.最大の闘心は回迦経路だ.ウナギは太早洋の中央
部に向かって回道し産卵するとされるが、養殖後に放誠したウナギが産那場に向かっているのかわかっていない.妻殖場の暖かい水温で育うたウナギが崖卵場で見っかれぱ、故流が資源桂持に有
効と分かる.完全妻確に必蔓な採卵などの技術開発にもっながりそうだ.ネオジムという元素も、太早洋と日本海など海域ごとに間位体の比率が具なる.現在は魚にネオジムが取り込まれる仕組みを
研究する段階だが、魚の生戀解明に生かせる日が豪るかもしれない.(尾崎違也)
口各地の痕誹が休に残る.マイワシの耳石.サウラマスの譽椎骨 1背骨の成分と一致する渇域から回遊Jレートを見っけた軸魚期.海域A一砦魚期:海域B一成魚期海域C~回遊ルート 1生

態がわかれぱ計画的な撫案や保全にもっながる生物/分析Lた場所ノ分析した元素ノ分かったこと;サケ/譽椎骨のコラーゲン/窒素ノペフりング海の大院棚まで回遊:マイワシノ耳石/酸崇ノ
黒潮の幾きの流れに桑った後で北上する:りボンスズメダイ/瓦石ノ酸素ノ烹水と演水が混ざる河口で生息」マグロノ脊椎骨ノネオジム/研究中〆

〔ニューヨーク=後蕎達也、久保田昌幸)
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り

第1都認知革命第1章唯一生き延びた人類種

第2章虚構が協力を可能にした

前章で見たとおり、サピエンスは一五万年前にはすでに薫アフり力で暮らしていたものの、地球上のそれ以外の場所に侵出して他の人顛種を絶滅に追い込み始めたのは、七万年ほど前に
なってからのことだっナニ.それまでの八万年間、大古のサピエンスは外見が私たちにモつくりで、脳も同じぐらい大きか?たとはいえ、他の人類種に封して、これといった強みを持たず、とくに
精巧な道具も作らず、格別な偉業は何一つ達成しなかった.モれど二ろか、サピエンスとネアンデルタール人との間の、証拠が残っている最古の遭遇では、ネアンデルタール人の縄張」
だったレヴァント地方(訳注地中海稾摩の地方)に移り住んだが,揺るぎない足場は隻けなかった.敵意に満ちた先住民がいたり、気候が厳しかったり、地域特有の馴染みの'い寄生生物
に出くわしたりしたのかもしれない。理由はなんで罰れ、サピエンスはけっきょく引き揚げ、ネアンデルタール人は中稟に君匪し続けた。学者たちはこのような乏しい実黛に照らして、これら
のサピエンスの脳の内部構造は、おそらく私たちのものとは興なっていたのだろうと推剥するようになった。太古のサピエンスは見かけは私たちと問じだ力、認知的能力(学晋、記憶、意U藤
通の能力)は格段に劣っていた。彼らに英語を教えたり、キリスト教の教義が正しいと信じさせたり、進化論を理解させたりしようとしても、おそらく無駄だっただろう,逆に私たちにとウて、彼ら
の言語を晋櫓Lたり、考え方を理解Lたりするのは至靈の集だろう.だがモの徒、およそ七万年前から、ホモ.サピエンスは非常に特殊なことを始めた.その二ろ、サピエンスの複數の生活
集団が、再びアフり力火陸を離れた.今回は.彼らはネフンデルタール人をはじめ、他の人顛種をすぺて中廩から追い払ったばかりか、地球上からも一掃してしまった0サピエンスは驚く1孝ど
短い期間でヨーロッパと稾アジフに達Lた。四万五000年1ぎど前、彼らはどうにかして大海原を渡り、オーストラリア大趣に上腔した.それまでは人顛が足を踏み入れたことのない大腔だ.
約七万年前から約三万年前にかけて、人類は舟やランプ、弓矢、針(暖かい服を縫うのに不可欠)を発明Lた.益衛と呼んで差し支えない叢初の品々も、この時期にさかのほるし(図4のシユ
タ_デル洞竃のライオン人闘を参照のこと)、宗教や交易、牡会的階岳化の最籾の朋白な証饗にしても同じだ,ほとんどの研空者は、これらの前例のない偉業は、サピエンスの認知的能
力に起二った革命の産物だと考えている。ネアン〒ルタール人を絶滅させ、オーストラリア大陸に移り住み、シュターデルのライオン人間を彫った人々は、私たちと問じぐらL 高い知能を持ち、
劃造的で、鞍細だったと、牙究者たちは言い切る。仮にシュター〒ル渦窟の芸術家たちに出会ったとしたら、私たちは彼らの喬語を誓得する二とができ、彼らも私たちの言語を習得すること力
できるだろう.不思議の国でのアリスの冒険から、量子物理学のバラドックスまで、私たちぱ知っていることのいうさいを彼らに説明でき、彼らは自分たちの世界観を私たちに教えられるはず
だ。このように七万年前から三万年前にかけて見られた、斬Lい思考と意思疎通の方法の畳場の二とを、「認知革命」という.その原因は何だったのか?モれは定かでは'い.最も広く信
じられている説によれば、たまたま還伝子の突然隻具が起こり、サピエンスの脳内の配執が壷わり、それまでにない形で考えたり、まったく斬Lい種類の言語を使って意思疎適をしたノするこ
とが可詑になったのだという.モの変具のことを「知恵の木の突然麦具」と呼んでいいかもしれない〔訳注知毫の木は「創世龍」に出てくる工〒ンの亜に生えていた木で、アダムとイヴはモの
実を食ぺて「目が開け」ナニ〕,なぜモの寳異がネアン〒ルタール人ではなくサピエンスのDNAに起こうたのか?私違の知るかぎりでは、それはまった(の偶然だっナニ0だ力、よj重要'のは・
「知愈の木の突然変異」の原因よりも結果を理解することだ.サピエンスの新しい言語のどこがモれほど特別だったので、私たちは世界を征服できたのだろう?それはこの世で初の言語
ではなかっナニ。どんな動物も、何かしらの言語を持っている.ミッバチやアリのような昆虫でさえ、複雑なやり方で意思を憩通させる方法を知?ており、食物のありかを互いに伝え合う・また、
モれはこの世で初の口顛言語でもなかった,類人撞やサルの全種を含め、多くの勧物が口頭言語を持っている。たとえば、サバンナモンキーはさまざまな嶋き寅(コール)を使って意思を疎
通させる.勘物学者は、畠る鳴き声が、「気をっけろ!ワシだ!」という意味であることを突き止めた.それとはわずかに違う鳴き声は、「気をっけろ!ライオンだ・」という警告に'
る.・・・・・

おモらく、「噂話」鋭と「川の近くにライオンがいる」説の両方とも妥当なのだろう。とはいえ、私たちの嘗語が持っ真に比頚なき特徴は,人間やライオンにっいての情報を伝連する能力では
ない。むしろそれは、まったく存在Lないものにっいての情報を伝違する艶力だ。見たことも、触れたことも、匂いを喚いだこともない、島り七島らゆる種類の存在にっいて話す能力力あるのは、
私たちの知るかぎりではサビエンスだけだ.伝説や神話、神々、宗敏は、認知革命に伴って初めて現れた.モれまでも、「気をっけろ!ライオンだUと言える動物や人顛種は多くした・
だがホモ.サビエンスは認知革命のおかげで、「ライオンはわが部焦の守塵霊だ」と言う能力を捜操Lた.虚楕、すなわち架空の事物にっいて語るこの能力こそが、サビエンスの言語の特徽
として兵彩を放っている.現実には存在しないものにっいて語り、r頗の国のアリス」ではないけれど、ありぇない二とを朝童前に大っも信じられるのはホモ'サビエンスだけである乱.う点
には、比較釣客晶に伺意してもらえるだろう.サルが相手では、死後、サルの天国でいくらでもバづ→'が食べられると請け合ったところで、そのサルが持っているバナナを壌ってはもらえ'い0
だが、これはどうして重蔓なのか?なにしろ、虚携は危険だ。虚構のせいで人は判断を誤ったり、気を逸らされたりしかねない。舜に妖精やユニコーンを探Lに行く人は、キノコやシカを探し
に行く人に比ぺて、生き延びる可能性が低く思える。また、実在しない守履神に向かって何時間も祈っていたら、それは貴重な時間の無駄遣いで、その代わりに"猟採集や戦鳳、密通でもし
ていたほうがいいのではないか?だが虚構のおかげで、私たちはたんに物事を想像するだけではなく、集団でそうできるようになった0聖書の天地創造の物語や、オーストラJア先住民の
「夢の時代(天地創逢の時代)」の神話、近代国家の国民主著の神話のような、共通の神話を私たちは紡ぎ出す二とができる.モのような神驫は、大勢で柔軟に協力するとしう空前の蛇力
サピエンスに与える.アリやミッバチも大勢でいっしょに働けるが、被らのやり方は融通が利かず、近親者としかうまくいかない.オオカミやチンパンジーはアリよりもはるかに柔軟'形で力を
合わせるが、少数のごく親密な個体とでなければ駄目だ.ところがサピエンスは、無數の謙の他人と著しく柔軟な形で協力できる。だからニモサピエンスが世界を支配し、アJは私たちの残」
物を食ぺ、チンパンジーは動物園や研突室に閉じ込められているのだ.

プジョ^説
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算2部風集革命第5章農耕がもたらした繁坐と悲劇・・聖なる介入革命の犠牲者たちー

聖なる介入

以上の筋喜きは、厩業革命を計算違いとして鋭明するものだった。じっに説褐力がある。歴史はモれよりはるかに風鹿げた計算違いに満ちあふれている.だが、計算違い以外の可能性も
ある、農耕への移行をもたらしたのは、楽な生活の探求ではなかったかもしれない。サピエンスは他にも強い願望を抱いており、モれらを連成するためにぱ.生活力厳LくよるΦも厭わ'つ
たかもしれないのだ.剥学者はたいてい、歴史の農開の原因を軽講と人口動態の客候的蔓因に求める.モの低うが、彼らの合理的で数学的な手怯に適Lているからだ.近代史の塙合、
学者はイデオロギーや文化といった非物實的妻因を考慮に入れざるをえない.証拠讐類があるので、蜂でもそうするしかない.文婁や書簡、回想蜂がたっぷり残っているので、第二次大
が食嚢不足あるいは人口増加による圧力によって引き起こされたわけではないことを立証できる.だが、たとえばナトゥーコ文化の文書などないので.古代に取り組むときには、物質的側面
が最も覚樮される.文字を持たない人々が、軽済的な必要性ではなく信仰心に動提づけられていたことを証明するのは靈Lい.それでもごく秘には、歴然とした手掛かj力運良く見っる
二とも畠る.十九九五年、考古学者たちはトルコ南東都のギョベクリ.テぺ七呼ぱれる場所で通跡の発掘を始めナニ。最も古い暦では定住地や家、日常的活動の形跡はまったく見られ'力っこ.
ところが、見事な彫刻を施した石柱から成る記念碑的構造物がいくっも出てきた。ーつひとっの石柱は、最大で七トン高り、高さは玉メートル1こ逢した0近くの採石堀では、仰リ出しナ石
柱がーつ馳見された.重さは五0トンもあった。全都で一0を超える記念碑的楕造物が馳掘され、最大のものは差し渡しが三0メートル近くあ0た0 考古学暑たちにとって、その手の記念
碑的建造物は世界中の遣跡でお馴染みで,叢も有名な例はイギリスのストーンヘンジだ.だが、キョベグ」・テぺを調べた考古学者たちは、驚くぺき事実を発見しナニ.ストーンヘンジは紀元前
二五00年にさかのほり.発展Lた農耕社金によって建設されナニ。ところがギョペウリ・テぺに楕造物は、紀元前九五00年ごろまでさかのぼり、得られる証拠はみな、特黒採集民力建設し
たこεを示している.考古学界はこの鼻見をにわかには受け容れられナ'かった、これらの楕造物がこれほだ早い時期までさかのぽり、農熱以前の杜会がそれを建設した二とを硫証する検査
籍果が相次いだ.古代の勢寡採集民の能力と、彼らの文化の複雑さは、従来考えられていたよりもはるかに目覚ましかったようだ。特禅採集牡会が、なぜそのような構造物を建設したJ
するのか?モれらには、明白な実用的目的はなかっナ=.マンモスの屠毅場でも、雨宿りしたり、ライオンから身を隠Lたりする場所でもなかった.モこで残るのが、考古学鬢には解明の難Lし、
伺らかの饗めいた文化的目的のために建設されたという説だ.それが何で高るにせよ、詩獄操集民たちは臭大な手間と殿をかける価値が高ると考えたのだ.ギヨベグ」'テぺの梢造物を建
する仁は、異なる生活集団や部族に所属する何千もの特黒採集民が長期にわたって憐力する以外になかった。そのような事業を雑持できるは、複雑な宗教的あるいはイ〒オロギー的体制
しかない。ギョベクリ.テぺは、他にもあっと驚くような秘密を抱えていた.遺伝学者たちは長与にわたって、並培化された小麦の起源をたどっていた0叢近の発見からは、禦培化された小
麦の少なくとも一種、ヒトッブ=ムギがカラカダ丘陵に由来することが窺える。この丘陵は、ギョペウリ・テぺから約三0キロメートルの所にある。これはただの偶然のはず力ない.ギヨペク
り.テぺの文化的中心地は,人覇による最初の小麦の栽培化や小麦による人類の最初の家畜化に、何らかの形で結びっいている可能性が高い.二の記念碑的建造物群を建設し、用した
人々を養うためには、尾大な量の食ぺ物が必妻だった.野生の小麦の採集から集約的な小麦裁培へと狗煮探集民が切り讐えたのは、通常の食糧供給を増やすためではなく、むしろ、神殿
の建設と運営を支えるためだったことは、十分考えられる.従来の見方では、開拓考たちがまず村落を築き、それが繁栄したときに、中央に神殿を建てたという二とになコていナエ・だ力、ギヨベ
グJ.テべの遺跡は、まず神殿が建設され、その後、村萬がモの周りに形成されたことを示唆している0

革命の犠牲者たち
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15.書転『点、繰.面』2020年2月7日筆1刷発行著者隈研吾発行者冏本厚発行所株式会社岩波書店より

『点,線.面』2020年2月7日第1刷発行著者隈珊吾発行者岡本厚鼻行所株式会社岩波婁店

ーーーーはじめに

二0世記を総括L、批判Lようと考えて、『負ける建築」【二00四年)というテキストを書いた。二0世紀はr勝っ挫築」の時代であり、コンクリートという固く、彈く、重たい素材を使って、環境
に勝っことを目的として、「勝っ趣築」が大量生塵されてきた。それに代わるものとしての「負ける建築」を提案したのである.負けなけれぱならないことはわかったけれど、どう負けたらよい
のだろうかという質間を、その徒、やまほど受けた.「負けなさい」と糎念的に説教するのではなく、なるべく具休的に、現実に即して語ろうと思って書き始めたのだが、害き進めるうちに、ニ
0世記のはるか前にさかのぼらなけれぱ、「負ける方怯」が姿を現わさないことが明らかになってきた.作品の背後にある方怯を探ると、初期ルネサンスの建築家、ブルネレスキやアルベ
ルティが勝っ方法と負ける方法のひとっの分水嶺であった.単位が小さいということが、負ける方法の甚本であっナニ。しかし、小さいというだけでは充分ではないこともわかってきた.小ささ
のあり方にいろいろがあり、ーー点.線.面というあり方がまさにそうなのだがー一石ころや細い梅や布きれなど、様々な小さな物達は、相互に埋め込み合い、相互にジャンプしナ'がら、生き
生きと「負けて」L寸二ので畠る.量子力学以降の新しい物瑳学の助けを借りながら、そのように次元を埋め込み、ジャンプが起きるありさまを霞察すると、時間という間翻を抜きにしては、次元
の転位が説明できないことがわかり、また、人間をその小さな物違と闇一のレベルに降ろしてこなけれぱならないことも、わかってきた.建笑が暢っていたというより1き、人聞が物達の上位
のレベルにいた二とで、モの人聞が作り、使う建築が腸ってしまっていたのである.民主的な建纂、社金に開かれた建隻ということをオ'0と考えてきたが、民主的で畠る二とも、この方法を用い
て語り、実現することができる予廠を手に入れた。その方法にっいては、二れからいろいろと探棄が進むと考えて、方法序説という呼び方もしてみナニ.そのような思考を促したのは、僕力物
理的に大きな建築を作らざるを得なかったという個人的な事惰である。物理的には大きくても、あり方としては小さく、「負けている」と人々が感じられるよラな建築を作ることはできないだろう
か。その方法を見出すことができれば、拡張し加速する世界の中でも、小さくてゆっくりとした物と共に生きていくことができるかもしれない.人聞という小さく、弱く、はかない存在力、伺じよう
な物連を仲間とすることで、なんとか生き延ぴていけるかもしれない.その状況、そのプレツシャーが慎の筆を後押しした.

隈研吾二0二0年一月

方怯序説
二0世紀はヴオリュームの時代

自分のやっている二とを一言でまとめると、ヴォリュームの解体という二とになるのではないかと、最近考えるようになうた.ヴォリユーム(量塊)を、点'隙'面へと解体して、風通Lをよくした
いので畠る.嵐通しをよくすることで、人と環境を.人と人をっなぎ直したいのである. ELてヴォリュームとは、ニンウリート建築の虞性でもあうた0ニンクリート建隻は、無意謙のうちにヴォ
リュームを擢向し、ヴォリュームになりたがるのである.砂利と砂とセメントと水とを混ぜた、ドロドロとした液体を乾燥させ、固めたものがコンクリートなので、モもそも坑=ヴォリユームだからで
ある.逆に、ひとっの塊(ヴォリューム)になる二とを拒吾Lた、パラバラとした、さわやかな物のあり方が、点・練・価で畠る.「コンクリートから木へ」が生涯のテーマだと、倶はずっと考え読
けてきた.二0世紀とは蔓約すれぱ工業化社金であり、コンクリートの時代であった.工業化社会は、コンウリートという素封によって、実際に建設されたし、問時にコンクリートという物質に
よって表象される杜会であった.モの畳、僕らが生きているポストエ禁化の社会は、木という素材によって、様々な物達が作られるべきで布るし、木によって表象される社金になるであろう.
それは慌の予測であると伺時に、熱望である。だからこそ、二0二0年の稾京オリンピック、バラリンピッウのために建設された国立蝕技場は、全国から木を集めて、小さな木のピースを、ひ
とっづっ手で組み上げるようにして作り上げた.そして、木を使うなら、可能な限り、ヴォリュームとして閉じることを憲け、木独特の、パラパラとした聞放感を作り出Lたいと考えた.-0'
五センチの幅しかない、点のように小さく、畠るいは練のように細い寸法の杉の板で国立簸技場の外壁は戻われナこ.全休は大きいが、慎らの目の前に畠るのは、小さな点や糠である.実
際の工事現場に立ち会えぱよくわかるのだが、コンクリートぱ大きな塊を作るのに適した素材である。型排を作って、そ二にドロドロのコンクリート麦筑し込みさえすれぱ、たちまちにして、閉じ
たヴォリュームが生成されるからで布る。鉄骨や木は、一種の細長い練材で、線と線の間に隙間ができてしまい、ヴォリュームを作り出すには、とても手間がかかる.線と練とをしっかりとっな
ぎ、その隙間をひとっず0丁寧に埋めていかなけれぱならない.コンクリートを使ってインスタントに生成された大きくて痛丈なヴォリユームの中に、可能な限り多くの人間を詰め込むとい
うのが、二0世紀の善本的なライフスタイルであり、軽済システムであった.さらに空胸撞という便利なものが二0世紀に発明されて、ヴォリユームの中の空気の温塵を簡単にコントロールす
ることが可能となり、空調された不自然な密閉空間の中の生活を、人々は幸福と錆覚した.それ以前の時代には、ヴォリュームの外に色々な糧類の素福があった.たとえば、路地を歩き
まわったり、縁側でゴロゴロずるという牽せは、ヴォリュームの外だからこそ可能な、輝かしい体験であった.しかし、二0世紀の人々は、ヴォリユームの外で起こる峯しいこと、気持ちいい二と
はすべて捨て、ヴォリュームの中に閉じこもって、それを幸せと恩いこんだ。二0世紀というのは、ヴォリュームの拡大を至上目的とする時代であった.世界規模の戦争と、その後の人口
煽曼によって、大量の住宅が必要になった。都市の中心部にはオコイス・スペースも大量に必要になった。大きなヴ"りユームの空間を、スピー〒イに建設する二とが、時代の要請であった.
モんな、慌ただしく、粗っぽい時代であった.企集は大きなオフィスを持っこ七を誇りとし、大きなヴォリュームの家を所有することが素福であると定蓑された.その粗雑きわまりない時代には、
ヴォリューム詐りが得意で、しかも仕事の早いコンウリートという素材が、お島っらえ向きだったわけで布る。さらに、建築が私有可能な亮買の対象、すナ'わち商品となったことカヴォリユー
ムの時代に拍庫をか1"ニ。まわりと暖昧にっながっていて、ど二からどこまでが売買の対象かがわかりにくいものは、価格計拝が難Lく、亮買Lづらい0秀や霞は亮買しづらい.だから、は?
きりと周辺から切断された、閉じたヴォリュームになっていることが、商品に必要な要件であっナニ。コンウリートには暖昧さがなく、建築を商晶化し、私有を確定するためには、最適な素材で
あっナニ.かくして、二0憶紀はコンクリートの時代となったわげである.

日本建築の隙とミースの鍵

コンクリートが三次元ヴォリュームを作るのに向いているのに対Lて、日本の*造建築は憾の建隻である,すなわち一次元の建築である.森から伐り出しやすい基さ当一四メートル程座の
練状(一次元)の木材を組み上げ、モの間を土壁や障子や襖などの軽い建具で埋めて、透明でフレキシブルな空間を作ってきた。だから、コンクリートより何重にも手間がかかる.繰と線の隙
闇を閉じるのが、大変だからで高る。実際のところ、日本の木造建築は、完全に訊じているとは言いがたく、線がパラパラと空中を漂っているだけともいえる.モの方が風通しがよく、身休は快
適に感じナ=。逆にニンクリートで作られたヴォリュームの中に閉じ込められることを、日本人は好まなか0た.実際慎は、コンウリートの箱の中に入ると、息が詰まりモうになる.倶の身体カコン
ウリートを受け付けなかった.一方、二0世記の建築デザインのりーダーでありコンウリート建築のチャンピオンでもあるル・コルビュジエ(ーハハ七一一九六玉"よ、日本を訪れ、桂離宮を
見せられた時に「練が多すぎる」とぅぷやき、蝶悪感を示Lたと伝えられている.練と面のバランスが美しい柱離宮も、コンクリートの王者であり、ヴ才りユーム主義者であった彼の目には、煩
雑なだけの建築と映った.ユルビュジェと並び称される、二0世紀の建築のもう一人のチやンピオン、ミース・ファン・〒ル.ローエ(ーハハ六一一九六九"よ、ニルビユジエとぱ対照的に、榛
の建築家であった。金風製サッシという細い繰と、ガラスという面とを組み合わせて、ガラス張りの超高層建築の鳳型を作ったのがミースで商る(図"0繰り返しの多い単純な形麹の超高層ビ
ルを作るのなら、鉄骨やサッシという楓と、ガラスや床板という両を、商らかじめ工墻で用意し、それらを現場で粗み立てた方が、璃場でコンクリートを流し込んで作るよりもはるかに簡単であ
る。コンウリートよりもスピーディーに、大きなヴォリュームを喪得することができる.ミースはモの事実にいち早く気がっき、練と面との美しいニンポジシヨン(構成)安きわめて.二0世紀建築
のもう一人のチャンピオンとなった.実際に、超高層ビルは今でも、線と面の粗み合わせで作られていて、ミースの舞鯛をコピーし続けている.しかしミースの作った空間も、慎にとってはあ
まり居心地がよくない.執を主投にしたにもかかわらず、空間を効半的に閉じることだけが優先されていて、日本の伝銃建築に存在していたような、点.隙'面が自由に浮遊する楽Lさ、透け
感が全く感じられナ'いのである。ミースもまた、閉じる二とを至上命令とする、二0世紀という時代の子で高ウナニ。慣は空調のよくきいたガラス張りの超高層ビルにいると、牢獄の中にいるよ
うに感じる.ガラスで作れぱ、透け感があるというものではない。二0世記をりードし、モダニズム建纂を建纂史全体の中に位貫づけようと試みた建隻史家、コーリン、ロウ(一九二0一九九)
は、「実の透明性止「虚の透明性」とを区別して、二0世紀のガラス至上主蔵に警鱗を鴫らした.ガラスを使えぱ自動的に透明になるという単純、素朴な透明性の追求を、彼は「実の透明性」
と呼んだ.ガラスを使わなくても、雁状の空間携成によって、背後に存在する、実隊には見えない空間を暗示する方法を、彼は「虞の透明性」と呼び、高く評価した,ロウは「虚の透明性」の
例として,ガラスが大量に使われるはるか以前の、イタリアのマニェリスム期の建築家、アンドレ・バラ〒イオ(十五0八ーハ0)の建築にっいて論じ(園2)、その臭行きを示駿する、洗隷され
た知的な空間構成を賛蔓している.しかし、「虚の透明性」ということでいえば、ガラスを一切使うことがなかった明治以前の日本の伝枕木造建築に及ぶものはない.十二単のように何層
にも量なった雇状の空間構成、ELて襖、陣子などの可動建具の併用によって醒し出される透明盛ぱ、パラディオも這く及ばない。にもかかわら司'、ニーリン'ロウは.日本にっいて言及し
ようとはしなかった.ロウは、コンクリートと歎とガラスの時代を生きて、モの制約の外側にある日本の伝統建築は、視界の中に入っていなかったのである.ロウほどのすぐれた歴史家でも、
二0世紀的な素材の制約の中でしか、建笈を考えようとしなかったのである.

構成のカンデインスキーから肌理のギブソンヘ

では、どうすれぱ、ヴォリュームの世紀から自由になることができるのだろうか.ヴォリュームの秉縛から自由になり、物質空間の自由な流れの中に、再び身を任すことができるのだろうか0
そのヒントを手に入れるために、点.憾.面の可椛姓を掘り下げて、ヴォリュームを分解する方法を探ろうと思0ナニ.点・線・面と向かい合う前に、慎自身にとっても悪い出の深い、カンディン
スキー(ーハ六六一一九四四)のr点.繰.面一一抽亀美桁の基礎」を読み返Lナニ。二0世紀初頭の、最も先端的で総合的デ"イン敏育慢闘であったバウハウスは、一九二二年に画家カン
ディンスキーを招き、指導的役割を期待した.アート、建築、〒ザインという縦割り教育が当たり前と思っている今日の且から見ると、バウハウスの敏育方法は驚くほどに損断的であり、中で
もカンディンスキーは、モのすぺての領域を串刺しにしようという意気込みに溢れていた。「点・練・面」ほ、彼のバウハウスでの伝説的講蔓をまとめたものである0 僕は高校時代にt点'練'
面」というスタイルに直感的に慈かれて、この本を手にとった。当時、雑極に特別に奥味を熟かれていたのだが、雑画に対する科学的な話諭,テキストがあまりに少なく、すぺての絵画抽力主
蝦的でウェットであったことに不満を感じ、点.隷.面というドライな数学釣タイポロジーに吸い書せられたのである。読撞影は必甘'しも芳しくなかった.非常に興味探い部分と、退屈な都分
が涯在して、困惑Lた記惟が島る.あらためて読み返L、何がおもしろくて、伺がおもしろくなかったのかがはっきりとした,カンディンスキーの中の構脱主義的思考が鼻にっいたのである.ず
なわち点.線.面という三蔓素を用いたコンポジション分析が退霜であ?た.ロンポジションの手法を列拳し、分顛L、それぞれがどんな心理的効果をもたらすかの分析が延々と続くことに、僻
易しナニ.点と練を二のように構成すると冷たい印象をもたらし、逆にあのように組み合わせると温かい印象を人々に与えるといった顛いの、槽成と心理的な効果の相関にっいての細かい分析
が続くのだが、すべてだうでもいいことに思えた.構成がどラであろうと、すなわち右に置こうが左に置二うが、あるいは大きい物を置こうが小さいものを置こうが、心理的効果の差は1まとんど
ないように感じられた。心理は、全く別の物で動かされていると感じた.二0世紀の初顛、形態と心理との閏係の科学的分析がブームになり、親象学が生まれ、カンチインスキーが「点'
繰.面↓の中で展開した構成主義的分折も、その證れの中にあウナニ.その穫の現象学は科学をめざしながら、具体的な方法を見出す二とはできないままに下火となった0そして、ジエームズ'
ギブソン(一九0四一七九)によるアフォーダンス理諭の畳場によって、疑似心理学的廉跨は、すぺて色畠せて是じられるようになったのである.ギブνンのr幌覚ワールドの知覚」、r生態学
的知覚システムーー感性をとらえなおす」は、現象学に引導を渡した.ギブソンは構成という概念を拒絶し.代りに肌理【テウスチュア)を問覇にLナ=.生物の心理、行動が、環境の楕成によっ
てではなく、環境の肌理によって決定されるという二とを、実証的に突き詰めていったのである.環境を点・繰・面による「犠成ル捉えずに、点.練.面が作る「肌理」として捉えることで、彼は、
世界と生物、璋墳と心理との聞係に探く、そして剥学的に分け入ることができたのである.
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ギブソンと粒子



ギプソンは、世界を三次元のヴォリュームから解放したといってもいい.世界は連続tるヴォリュームではなく、無数の点や線の組み合わせが作る、肌理の集戸体であると彼は再定靴した0
彼にモれができたのは、ひとウには心理学者としてスタートしながら、心理学の暖昧性飽き足らず、生物学へと踏み込み、生物の身体をべースにして、その環境認識の有様を把握しようと試
みたからである。彼は生物の網腹の楕造にまで立ち入る二とで、肌理という暖昧なものを科学化した.彼にとぅて、もうひとっの決定的な体験は、第二次世界大戦中、空軍に従軍し、Jイ
ロットも選抜と訓隷に携わったことであった.三次元を高速で珍勳するパイロットの身体が、いかにして空間を、そして距離を認知するかを研究する二とによって、ギづソンは、身体と空間とを
つなぐ、科学的な方程式を見出Lた,パイロットは世昇の肌理を利用Lて、距離やスピードを測定していることをギブソンは晃見Lたのである.ギづソンはまず、人間力どのようにして、空間
の臭行き、対象との距離を測定しているかに注目した.通常、左右の眠の視差を用いた立休裡によ?て、人間は封象との距哉を測定するとされてきた0しかし、高速で移動するパイロツトは、
立体視を使うことができない.人間は、空間に存在する点、練を用いて、空間の臭行きを測定し、自分の珍動する速塵を計り、対象との距離を測っていたので島る.それゆえ、空間に、点
や熱などの粒子が存在Lないと、人間は不安になる.人間だけではなく、すぺての生物が、粒子のない世昇には棲むことができない.自分のまわりに粒子力ないと、自分と世野とをっ'ぐ二
とができないからである.生物には粒子が必蔓なのである。環境とは、点・繰・面の構成ではな(、点・練・面が作る肌理であると、僕が考えるに至ったき?かけは、ギブソンから与えられた.
肌理という概念を教わった二とで、点.楼.面が、従来の楕成主載的アプロ^とは全く這った姿で、慎の前に姿を親わしたのである.全く逆に、二0世紀の初頭に窒場したモダニズム建築
は、粒子の価値を認めず、白い抽象的空間、ホワイト.キューづを指向した、しかし、そのような空間に放り込まれてしま0たら、生物は生きていくことができない0冥際には、モダニズム建築
が追求した白い空間の中にも、家具、照明晶具、小物などの様々な粒子がばらまかれていた.だから人間は、モダ昌ズム建笈の中でも、生きな力らえること力できたのである・

主知主義対ダダイスム

ギブソンに出合う二とによって、フートにおける楕成主藁に対して、倶が抱いていた違和感の理由が解けた.二0世杞初頭、アートは二つの革命を体験したといわれる.ひとっは形態の革
命であるキュビスムであり、もうひとっは色彩の革命であるフォーヴィズムであった.二っの革命によって、逼去のアートのすべてのルールは破壊され、アーティストは完全'自由を瑳得し
たほずであった。しかしキュビズムの革命の後、その主導者であるピカソ(ーハハーーー九七三)とブラック(ーハハニーー九六三)は、具象にとどまり、抽急に向かわ'かっナニ.具体的'対
象物を描くという制約を外した趣端に、どのような混乱と不毛が訪れるかを、ピカソもブラックも察知していたからである。すべての革命の直後に、横成といラ名の主知生義的倣慢力畳場
ずる.アートにおける革命でも、政治における革命でも、革命の腸者である新エリートは構成という名の主知主義的倣慢に陥る.新エリートは、メタ(上位)レベルに立っ特権的な主体による楕
成=計而で、世界を支記しようとする。政治、経済において、圭知主轆は計両と呼ばれる.ソ連は計画軽済の実験墻であった.すなわち計画の混乱と不毛の実駿場であった.一方、楕成
や計画と呼ぱれる「上からの」方法の不毛を宴知Lて;ピカソやブラックは具象にとどまった.栴成主蕪誕生と同時に、アートの世界でダダイスムという運勧が起きナ=0従来、ダダは第一次世
界大戦によってもたらされた虚無的心情を根底とする、既成の常鞭に封する批判的、破壊的運動だと捉えられ、一種のニヒリスティツクな芸桁運動と見做されてきた0 しかし、その本賢は
反主知主差であり、反構成主義であった.特権的な主休が全体を徳瞰Lて、主知生粧的に下位の都分を構成し計画する行為への批判として、ダダイスムは偶然性を重視Lた0偶然性の尊
重とは、少しも破壊的ではなく、むしろ、自由に流れ続ける時聞への敬量で罰った。ニヒリズムといラよりはむしろ、地上的な視点に基づく、目前の物質と時間に対する誠実'反応であった・だ
から、ダダイスムは、日用晶やウラつツマンシップ〔駿人の技能)に愛着を示L、アートに封して下位と見られがちな、ダンスや映像などの応用芸術に関心を示した.僕カカンディンスキーの
r点.練.面」の半分を占める横成主義に対して違和感を覚え、尚時代のダダイスムに共愚を覚えるのは、ダダイスムの視点の、地上性と即物性に贊伺するからである.一方で、カン〒イン
スキ^擾み返すと、栴成主義、主知主義を超える、新鮮ナ'指摘も敷多くあっナニ.たとえば点・隷・面という分疲自体が相対的で島り、決して絶対的な区分ではないという指摘である0点であ
ると思ウていたものが、ある時突然に、隷や面として出現するという指摘であり、面で島るはずのものが、別の瞬間には点として出現しうるという指摘で島る0 さらに建築、絵画、音棄という
分顛自体が流動的で島ると、カンディンスキーは指摘する.モれらは相互に埋め込まれた関係にあり、芸術にジャンルは存在Lないと、カン〒インスキーは宣言したのである.r点'糠'面」の
半分で、彼は従来の縦割りされた世界晝自由に嶺断L、首は天を駆ける鳥のごとく、額域を破壊する.モして、楯域破壊の聖地といわれた先端的教脊捜闘バウハウスはダダイスムとも巽
い聞連が島っナニ.バウハウスで指導的役割を果たした建築家テオ・ファン・ドゥースづルフ(ーハハ三一一九三一"よダダイスムに課く閏わり、「倶は斬Lい精神という毒をまき敵らす」と橡
能主載の本山バウハウスには不似合いな、偽悪的ボーズを示した.バウハウスが一九一九年に産声をあげたドイツのヴァイマールは、ダダイスム運動がスィスのチユーノツヒでスタートした
援に本拠地とし,ニ、ダダイスムの中心地でもあり、モニでダダイスト逢は、酒と無調音楽におぼれながら日々を過ごしたのである.ダダイスムの存在が近くにあったそのおかげで,バウハウス
は領域を破壤する自由を捜得Lたともいえる。

運動としての時間から、物質としての時間へ

雑画は空間に関する套術であり、音稾は時間に関する釜術だという思い込みは、全く通俗的な鰭覚で畠り、どちらにも点(音符)・線.面というヴ*キやブラリ^適用することで、そこから得
られる軽験を閻列に科学的に分析できると、カン〒インスキーは主張し,ニ(図3).音楽と建擾の親近性を擢摘したのは、カン〒インスキーがはじめてではない.最も早い例は、ドイツ糎念論
を代表する哲学者フリードリッヒ.シェリング【一七七五一ーハ五四)1こよる「建攘は空聞における音棄」であるという定叢であり、ゲー庁(一七四九一ーハ三二)は「建纂は無言のサウンド'
ア【卜と呼んだらし、L、」とコメントLて、サウンド.アートという意眛深長な言蒙を残Lた.日本ではフェノロサ(ーハ玉三一一九0八)が、藁師寺東堪を「凍れる妾楽」と評Lた.フエノロサは、
日本美術をはじめて評価した西欧人の一人として知られるが、彼の父親はスペインの音崇家であり、フりゲート艦の船上ピアニストとして渡米Lているので、フエノロサは音稾と近い墻所にい
た。しかし彼ら先人違の美しい貫業は、建築と音崇の親近牲を指摘Lているようでありながら、実は、音楽は時聞とと毛に捷れ、消え去るもので布り、それに反して、建纂は凍らされたもの、す
なわち流れ去らぬように固定されたものであるとして、両者の封照性を強調してしまうように、僕には聞こえる。一方、カン〒インスキーは、建筆は少しも固定されてはおらず、識動的、現象
的存在であり.音楽と建築の間に茎本的な是はないと考えた.芸術の諸領域を損断する点・練・面という共通概念の鼻見が、カンディンスキーによる饋域破壊の引き金となっナ=.点'歓'面と
いう道具ぱ、モのようにして、様々な領壊の壁を壊すために役立っのである.カンディンスキーの領壊破壊的分析はさらに、版画における修正ιいう問題へと発展していく、修正とは、過去
に作ったものを修す二とである.すなわち時間軸上の加耳行為である.カンディンスキーは修正という行為に焦点をあてることで、版両という平面芸術に対し,時間という要素を挿入すること
に成功しナニ.時間は、四っ目の次元といわれるが、カンディンスキーは二次元の芸術とされる版画に対して、四次元、すなわち時聞軸を重ねたのである.平面=術の小部門であJ、座役で
あったはずの版画が、彼によって突然、"間の流れる大きな世界、宇宙Φ中へと解放されて、読者は覧悟する。具体的には、時間軸を挿入することで、銅板、木版、石額Uトグラフ)の本
質的違いを、カンディンスキーは明らかにした。銅版画は茎本的に修正不可能で高り、木版画では修正は制約の中で可能であり、石版画においては、石に悔をっけずに、モの上に塗られ
る水と油の反発を利用することで、修正は制約なく無限で自由であると、彼は物質(金属、木、石、水、油)と時間との関係性を記述した.実作宅カンディンスキーだからこそ、物質と時間とを
縫い合わせる二とができたのである.多くの蔓術評論家は、でき罰がった「死んだ」作品を見て、モの中の犠成を論じたり、そこに推かれた「封象」や「時間」を論じる.たとえば、この絵の中
には秋の夕暮れが描かれているというように。しかし実柞者にとって、時間とはそこに推かれた対象ではなく、作品を創造する二と自体が、時間に討する緊張岳溢れる介入なのである0 言
い換えれぱ、実作者は、創作という生のプロセスの中を生きる。カン〒インスキーは実作者だからこそ、版画という小さな=次元の作品を使って、作者が.時間に対Lて様々に介入する様子を
記述できたのである。彼らにとって版画は死んだ作晶ではなく、作者と共に時間の中を生き続けるのである.製作のプロセスに目を向けた途端に、時間という意外なもの力召喚された0す
なわち版画制作という現場に目を向けた途竣に、物質というきわめて記臭い地上的なものが、時間という形のない字宙的なものと結びっいたのである.銅板、木版、石板という三っのメ〒イ
アは、金風,水,石という物質と探く聞わっており、それぞれの物質は、それぞれ特別な手禁きを軽て、時間と関わっていくことが明かされる, j時間の中に物貴力あ」、物質の中に時簡力
あることをわれわれは知らされる.時間の中の物貴、物質の中の時間というアイ〒アは、建築デザインに対して、従来存在しなかった匪期的な視点を開くという手ごたえを僕は感じナニ・時間と
いう概念が、今までとは全く別Φ形で、建築の世昇に豊場してくる予感があった.

足し耳のデザインとしてのコンピュテーシヨナル・デザイン

カンディンスキーが版画の中に発見した貫層的な時間概念は.ポストエ案化社会の、新しい〒ザイン手法、すなわちコンピュータ^駆使したパラメトリツク'デザインの本質を考える上でも、
多くの示唆を与えてくれた.一九九0年以降、コンピュ^ーがどのように建築の〒ザインを警え、人聞と建乗との閲係を褒えるかという樺論が、建纂界を順わせ、建熊理論の中心と'つ
た.斬しい技桁が、斬しいデザインを生むことで、建築の歴史が一新されてきナニ.古代から現代に至るまで、新しい技術が、新Lい建築を開いてきたのである0 二0世紀のモダニズム建築
は.鉄骨とコンクリートによる大スパン擶造という新技術の塵物であ0ナニ。だとしたらならぱ.ニンビューター・テクノロジーぱどんな建築デザインを生むのか0コンピユテーシヨナル'〒ザインを
ルネサンス以降の様々なデザイン手法と比較して、大胆な整垤を行う建築史家、マリオ・カルボ(一九五八ー)は、コンピュテーショナル.デザインによって、建築デザインカ、引き算のデザ
インから、足L算のデザインへと劇的に転換Lたと騒破Lた。「アルコアベットそしてアルゴリズム表記法による建築一ールネサンスからチジタル革命へ』の中で、コンピユテーシヨナル'デ
インは単に図面(ドローイング)の推き方を畜えただけではなく、ドローイング(図面)とファブリケーション(施工・制作)の銃合を促Lたと、カルポは指摘した.すなわち、かっては図西の制作と
施工は分断されていたが、コンピュ^ーによコて、両者はひとっの連続した識れ、すなわち楢き絲け、作り続けるひとっのシームレスな流れへと転換Lた七、カルポは見抜いた.建築とは、
いまや完結Lたひとっの作品ではなく、変更L続け、修正し続ける、不断のシステムへと変わり、モれを彼は足し算のデザインと命名した.石版画は永還に修正可能であ」、永還に足し
けることが可能であるとカンディンスキーが指摘Lたように、カルポはコンピューターが、建隻を、修正のきかない銅版面から、赤遣に扶く修正システム、すなわち石と水と油との対話の産物と
しての石版画システムへと転換したのである。カルボはアルベルティ(一四0四一七二)以前、つまりルネサンス以前の建築ぱ、伺じように足L算であったと整理する.施圭と親方と職人
共働して、建攘というゆるい全体を作り続け、直し続けていたのである。そのゆるやかな世界に、革命的建築家アルぺjレティが豊場し、建築の方法を抜本的に変えてしまっナニ0初期ルネサン
スを代表する建築家で高り、建築評論家でもあったアルべJレティは、引き算という斬しい方法を導入し、竣工餐の変更、修正を許さない「作累=アー手イスト」という絶封者を生み出Lた・そ
の転換によって建纂が本来持っていた窟由は失われ、建纂とは、建按家という絶対考の猫いた図面を実硯するだけの、融通のきかない硬直したシステムになってしまったとカルポは指摘す
る。アルベルティ以降の長い不自由な歴史を、つぃ1=ンピュ^ーが打ち破ったというのが、カルボの説である.アルベルティ以前には、描く人と作る人(轍人)ほ分断され司'、もちろん対立
もせ司.、ゆるやかに連続的に建築は作られ扶け、変亜され繰けていナ=.その濃密な人と様々な物との対話、一体感が、コンピューターによるフ7づりケーシヨンによって復活するだろうと、カル
ポは予言するのである.さらにカルポは、コンビューターの建築への導入も、当初から、足し算をめざしていたわけではなかったと擾り返る.一九九0年代釖め、建第デザインにコンピユー
ターが導入され、パラ〆トリック.〒ザインという言集が使われはじめた。コンピューターはただ、ぐにゃぐにゃとした,目斬Lい形態を創造するマシーンでしかなかっナニ.九0年代以前、モの複
雑な形態を描くには、恐ろしく手聞がかか?た.モの「夢の形態」を実現するための、便利なドローイング・マシーンとして、コンピューターは導入されたのである0 その意味で、一九九0
代前半の、奇をてらうた形態を特徴とするコンピュテーショナル.デザイン(図4)は、三0年代にアメリカで流行Lた識綜形デザイン(圓5)の九0年代版のりバイバルで畠ったとカルポは厳Lく
認括する。一九九五年以降、寸の傾域において、ネットワーウへの闘心が高まるのと併行して、コンビュテーショナル・〒ザインぱ、第二ワエイズに突入し、形処の斬奇さから、フフブJケー
ション.プロセス(制作過程)へと閲心が移行しナニ。描くことと作ることの境界の消滅、竣工後も査化し続ける建築へと関心が移っナニ.その時代を、カルポは〒ジタル'〒ザインの第二期と呼ぶ
のである.カルポの二段陛説の背景に島るのは、建蒸史家レイナー.バンハム(一九ニニーノUUによるr第一撫械時代の理首とデザイン」(一九火0年)という名著で畠る.バンハはー
九世紀から二0世紀までの人間と橿械との関係を総括し、武車、車などの第一世代の橿械とラジオ・テレビ、家電などの第二世代の槌械との間に、質的な差具があり.その差異力当時の建
築〒ザインに対しても大きな影響を与えたと整理した.カルボはそこからヒントを得て、コンピューターという提械の時代にも、二相があるあることを見出したのである.コンビユーテーシヨナ
ル.〒ザイン第二期、すなわち、足し焦の時代が求める永違の修正を可能にするためには、一崖できたら硬く閲まってしまって修正木可能なコンクリーHよ、全く適していなかった.コンウ」ート
は建築デザインの中心的位債を失った.伺時に、小さなピースのアグリゲーション(集積)1=よって作られる、粒子的な建築の追求が始ま0ナニ。そしてその斬Lい波の中心人物の一人力僕で
あると、カルポは励ましてくれたのである.コンピュテ【ショナル.デザインの本質は、形態の革命ではなく、時Mの革命だったというカルポの指摘が興味深い.形態力すべてに優先すると
いう考え方自体がアルペルティ的であり、近代の崖物なのである.アルベルティはルネサンス最釖の建築琉論書と呼ばれるr建纂諭」(一四八五年)を著わし、このテキストぱその後の建築界
に大きな影響を与えナニ.デカルトのr方法停説」(一大三七年)が哲学の世界で果たしたのと問様な役割を担った.アルべJレティは形処を時間から分准した0モれは、時間と分かち力たくっ'
がった施工(工事)という行鳥と、時間を無視しても成立する設計(計画)という行凋の切断でもあり、施工の軽視であり、設計者(建築家)の絶対化でもあっ,二0形態の世界だけの純粋'理論
を組み立てたr建築論」は、その純粋性ゆえに、テキストとしての昔逼性を擾褐し、建按家は建築界の絶対者としての地位を寝得したのである.しかし今、形愈のデザイン諭から、時間の
ーヰノ、」曼.へ「n訴帰゛{却r".「「無工畦闇11、二瀋● m血マ,諸隼楓*畑軸'1,1 鞠臂'.'罰罰'.●'ー゛ず゛{仙問'"由#掲二"字『1太ス」.tユ、+H興加r-,".十、.'十伺嶋1 【一、
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で本書は、ヴォリュームを解休する方法の探求であると同時に、建婆家といラ存在を解体する方法の提案でもある.時間を軸としてアルベルティ以前への回帰をめぎすカルボのデザイン理論
は、ずでにカンティンスキーの版画諭によって先取りされていたともいえる。

ブルーノ・ラトウールと写真銃

僕らの設計の方怯が、加算的である占いう臓論は、ワランスの人類学者、哲学者であるづルーノ・ラトゥール(一九四七一)との間でも交わしたことがある0 ラトゥールは、AN丁(アク
ター.ネットワーク.セオリー)と呼ぱれる新Lい世界観を提示したことで知られている.ラトゥールの上の世代のフーコー(一九二六ーハ四)、デリダ(一九茎0一二00四)、ドゥルーズ(一九
二五一九玉)に代表される脱構築の哲学者速は、特糧的主体(サブジェクト)の解体は試みた.しかし、依然として、人間中心主義という西洋哲学の茎本形からは抜け出せなかったと、ラ
トゥールは脱構纂の哲学を批判的に総括する。主体の特権性、独善性をいくら批判しても、フーニー蓮は人闇しか見ていなかったというのである.人間は様々な物と共に生きており、物達
と侠働して、世界を廻しているというのがラトゥールの説である.その物遣を披はアウターと呼ぷ。人間と物との聞に上下はなく、すべてが借界を廻すアクターだといラのが、ANTの要点である.
たとえぱ、われわれが道具という物を使って、材料という物を加工しようとする時、われわれと物とは上下闡課にない.われわれが、物を使っているだけではなく、われわれ自身が物から教え
られ、物から指示されてもいるのだということを、ラトゥールは指摘したのである.たとえば木を縮で引く時、われわれは木にモの堅さや粘性を教わりながら、据を動かしているのであり、人間
は鰯も含めたそのネットワークの一員に遁ぎないのである。ラトゥールの弟子であるソコイー・ウダール(一九七一ー)が、ある日、慎の亭務所を訪れ、僕が建築を設計するプロセスを研
空したいと申し出たことをきっか(ナにして、ラトゥールとの交流が始まった。ラトゥールは以前、建築家レム・コールハース〔一九四四一)の般計の方法にっいて研空L、弟子のアルペナ'
ヤネヴァ七連名で、 Giv.π,6.'uh .nd / W加 m.ko ." bu"dlnι3 巾0ν6J .n AN7"S "-w of 6,=h"●otur6 を著わした(二00ハ年).」」でANTぱ、蟻(anUとの掛言葉
になっている.巨視的、傭鰍的な視点ではなく、嶺視的、地上的な蝋の眠から、建擦ができあがっていくプロセスを跳めるという趣向である.脱楕築世代の哲学者違は、建纂は大きく、しかも
固定されてしまった退屈な存在であると批判Lた.特権的主休によってデザインされた、巨大で動かしようのない建捷というヴォリュームが、説檎築哲学の撫的となっナ=0しかしラトゥール達は、
蟻の挟点から建築を眺めれば、建萎は少しも固定されていないと発見するのである.彼らはその蝿の眼を、フランスの生理学者、エティエンヌ=ジユール.マレー【ーハ三0-一九0四)が発
明した写真銃(図6)に埴えた.写真銃を用いれぱ、動いていると感じられたものが、止まってしまったように岳じられる。蟻の暖は逆に、止まっていると感じられていた建築を、突如、動き輔け、
変わり続けるものとして、再発見するための道具だというのである.だからタイトルが Gル. m..'U門すなわち写夷銃とは逆の提能を持っ斬しい蝕をくれ、なのである.ソフィー'ウ
ダールは実際に、一年間に亘って僕らの事務所に通い.実際の設計のプロセスを蟻のようにして敏察L織け、「小さなりズムーー人類学者による「隈研吾」論」という本にまとめた0僕の事務
所の中で、換型、素材サンプル、CAD(コンピューター支橿設計)、カッターなどの物達と、スタッフ、外部のエンジニア、協力事務所、篦工会社の人聞違が緊密なネツトワークを作り、建築が
設計され、座工され、珪工後も査わり続けていくさまを、ソフィーは蝿の眼からルポルタージュしナニ.曇らが作る建按が、少Lも固定されてはいない二と、す,'わち僕らの建築は、様々なもの
が加翼され続ける場であり、小さナ'粒子が流れ続ける場であることを、ソフィーぱ発見してくれたのである.ラトゥールとソフィーの蜂の眼が、時間と建築との闘係、人と物と建築との関係に、
新しい視界を開いてくれた。

建婆と時間

従来の建築諭でも時間と空間の桂鞭というテーマは魅力的で島り、繰り返し雑首されてきた.代叢的なものは、カンディンスキーと問時期、二0世紀モダニズムの誕生に立ち会った、スィス
の建築史家、ジ^フリート.ギーディオン(ーハハハーー九六八)のr空間・時間・建築」である。ギー〒イオンの著作は、モダニズム建築の聖書といわれるほどに、当時は高く評価された.ニ
0世紀籾頭、空間と時間の統合は、文化、註術領域におけるブームであり、籏行であウたから、ギー〒イオンは過大評価されたともいえる.きっかけはアインシユタイン(ーハ七九一一九
五五)であった.アインシュタインが物理学において、空間と時間の銃合理抽を完成させたのを受けて、絵画においては、具なる時間をひとっの平面の中に銃合Lようとする、キニビスムや
シュールレアリスムが誕生しナニ。建叢において、コルビュジェは、代豪柞サヴォア邸(一九三一年)の中心都に立体的回叢空間を挿入して「建纂的プロムナード」と呼ぴ(図7'園8)、それこそ
が空間と時間の統合のモ〒ルであると説明した.ギーディオンがモれをさらに誇張L、モダニズム建集が賄間と空間とを接合Lたと、世界に喧伝したので島る0 "'ーアインシユタイン、
コルピュジェと問じくスィス人で島?たギーディオンは,モダニズム建纂の背後に、アインシュタインの物理学が存在Lているかのように、巧妙に諭を組み立てた0しかし、ギーティオンのロジツ
クは幼稚であっ,ニ,移動のための装置一ースロープや陛段一ーをサヴォア邸のように、吹抜け空間の主役として強鵠すれば、空闡と時間とが接合されたというロジツウで畠る.どこかで聞い
た二とがある縦踏である.運動する人や物を、ひとっの画面に重ねて描けぱ、時聞と空間を接合Lた二とになるとしたキュピスム絵画(図9)の雛諸を、ギーディオンは建築に痔用しただけであ
る.この手の臓論が二0世紀初既にもてはやされたということは、逆にいえぱ、当時の人々がいかに運動というものに熱狂していたかを救えてくれる.自動軍、飛行機が壷場し、体験した
ことΦない速廣で運動オる二とに、人々も芸術家も圧倒されていた。特間とは物の運動のことであり、モれ以外の時間のあり方、時間のあらわれ方にっいて考えようという余裕は、全く存在し
なかったのである,二0世紀物頭の.この手の「運動=賤間」論七比較Lて、カンディンスキーの版画論の視点は独創的であり、その射程は自動豪と飛行樓に触発された浅薄な流行を超えて、
今日にも充分届くので畠る.

運動から時聞を開放tる

カンディンスキーは一言でいえぱ、時間を運勤から解放Lたのである.製作の現場における、物質と時間と作者との会話に耳を澄ました結果、思いもかけない形で、時間というものの妾が
彼の前に立ち現われた.カン〒インスキーと伺じようなことができたらという想いが、償にもあった.様々な物質と会話し、物質がいかにして時間の中を流れ、時間がいかに物質に影雲する
かを見っめ続ける僕の日常の中から、斬しい時間論を紡ぎ出すことはできないだろうか.倶にとって、時聞とは単なる運動ではなく、すぺての物質の中に内蔦される存在であり、物質を通
じて、宇宙と時間とぱ分かちがたく、つながっている。木や石といった具休的物質が、時間の関敷として空間の中を漂うので島る。それは、ささいな曼見のようではあるが、長く宇宙的な射程を
持っ大きな発見である.一方ニルビュジェには、物質と時間をっなげようという艶麹は全くなかった.コルビュジエにとぅて、物質とは、抽象的な白い箱を作るための裏方でしかなかうた0
運動を誘発する白い箱を生成すれぱ,モの白い箱の中を、暢体が運動法則に従って移動すると、コルビュジエは考えた。多くの同時代人と伺じように、彼にとっては、運動こモが時聞であっ
た.サヴォア邸の中心を貫通するスロープは、運勧を歓徴的に見せるための、白い背景、白いガランドゥでしかなかった,サヴォア邸の背後にあるこの時間認識は、アインシユタインという
よりは、そのはるか以前のアイザック.ニュートン(一大四二ーー七二七)の時闇認識であった。抽象的な空間の中を、物体が運動法則に従って運動する二とをニユートンは発見L、世界を饗
えた.しかし、一七世紀の話である."...しかし、コルビュジェの名誉のために、r初期のコルピュジエ」はニュートンカ学のレペルにあったと、付け加えたい0サヴォア邸は初期ニル
ビュジェの代表作である。一方、ラ.トゥーレット修道院(一九五九年),ロンシャン礼拝堂(一九玉玉拝)なぞの後期コルビュジエでは、もはや抽象的な白いガランドゥはめざされていない0
粗々しく不均一な肌理を持っ後期コルビュジェのニンクリートは、もはや背景ではない.語りかけ、それ自体が物質である二とに目覚めた、覚醒した物質であり、風化し続け、腐り綾ける物質、
時間とともに生き、過去の時聞、ま来の時間をも内鳶した、課く豊かな物貴である.彼がモのような物貴観を獲得した大きなき0かけは、インドとの出金いであったと僕は想像する.ーカ玉
一年からインドのチャンディガールの都市計画に携わり、インドの赤土の上で、コルビニジエは斬しいコンウリート、新Lい物質と出会うのである.少しも言うことを聞いてくれない不自由なニン
ウリート、ザラザラとして不均一で粗々しいコンウリート。彼が知らなかったコンクリートがモこにあコた.インドで、インドの物質と出金ったことを通じて、彼もまた、物質の中に内叢された時間を
発見Lた(図10)。インドのコルピュジェは、僕が捜そうとしている建築のあり方、建蒸と時間との闘わり方に対Lて,大きなヒン陪与えてくれたのである.

カン〒インスキーによる宏元の超越と埋め込み

コルピュジェがインドと出会ラはるか以前に、カン〒インスキーは時間と物質と空闇の境界を取り払おうとした.モれだけではな(、点.練.面.ヴォリユームというカテゴリーの填界も消し去ろう
としナ=.彼は、点.隷.面.ヴォリュームというチャブターに沿って世界を考察Lナ'がら、問時にその四っの分顛自身の無効化を宣言しているのである.慎にとって最も新鮮であったのは,ヴォ
リュームにしか見えてなかった中世ヨーロッバのゴシッウ建築が、実は点を指向する「点の建纂」であるという指楠である.カンディンスキーいわく、ゴシツクには短く簡黒な、ビンと響く音色が
聴かれる.モれは空間的形態が、建笈を包んでいる大気の中に解消し、その響きを失ってゆく過渡的鯛間を表現Lている。伺様にして、中国独特の反りあがった屋根も、空中に消誠する
寸前の点であると、カンディンスキーは指摘する〔図".図12).なぜ中国建葺が、島のような不自然ともいえる反りを指向するようになったのかという倶の長年の疑問に対し、カン〒インス
キーは見事に解筈を与えてくれた.中国の屋根は.空中に融けようとして、どんどん反っていったのである.モの意味で中国の屋担は、コルビユジエのピロティと同穩の、浮迦願望を共有Lて
いたのである.カンディンスキーの分析の先にあるのは、次元【ー、ニ、三、四次元すなわち点・線,面・時聞)という梓組みの否定で商る。次元という梓組みを用いて世界を理解Lようとす
る、われわれの通俗的な思考方法の、完全な破壕である。同様な破壊を、量子力学がすでに實践Lている,コルビュジエやギーディオンがアインシユタインとの伴走を駄みたように、僕も
また、新しい物理学に目を向けてみた。するとそこには、世界理解のための、自由な道具が溢れていナニ.モの道具と付き合うことで、ニュートンカ学の世界認崖をぺースとするモダニズム建
築に、風穴を島けることはできないだろうか.量子力学の最大の霊問のひとっが、三次元をはるかに超えた複敷次元の存在である.日常の磨覚をもウてしては想像もできない複数次元の
存在を仮定Lないと、字宙の様々な現象が説明できないと、量予力学は教える.たとえぱ、-0次先を前提としないと、宇宙は説明できない.空間を定義する九次元に、時間という一次元を
プラスLた、計一0次元で世界を定義しないと、字宙の様々な理象の説明がっかないのである.通常の三次元空聞の他に、六っの余剰次元が字宙の中に埋め込まれているとは、一体どう
いうことなのか.われわれの日常的な知覚を超える九次元空間を、一体どう理解したらいいのだろうか.素粒子諭をりードする物理学岩の大栗博司(一九六二ー)1=、ホースとアリと鳥
の職えを用いて、次元の埋め込みをわかりやすく鋭明している。r庭に水をまくのに使うホースの上をアリが道い回っていると思ってください.アリにとって、ホースの表面は「縦」1こも「撰」1こも
行ける二次元空間です.しかし(中略)ど二からか鳥が飛んできてホースの上に止まったとしたら、どうでしょうか.鳥の足はホースの太さよりも大きいので、縦方向にしか移動できません0【中
略)つまり、アリにと?ては二次元空間のホースが、鳥にとコては一次元空間にしか見えない。一次元のホースに縦に沿ってしか移動できない鳥には、横方向といラ「余剰次元」が感じられな
いのです」(「重力とは何かーーアインシュタインから超弦理酋へ、宇宙の誕に追る」).

相対釣な世界と有効理論

次元とは、このような形で自由に埋め込みが可能であることを、大栗は日常的な風景を用いて、見事に鋭明する.言い換えれぱ、主体(鳥)と客体【ホース)との距離、モのスケールの差に
よって、次元は相対的に査化するというのが、量子力学によって提示された、新Lい次元観なのである。そのような梧対的世界気を、物理学は有効理酋という語を用いて説明する.布らゆ
る理論は、一定のスケールを持っコレームの中においてのみ有効であり、すぺての理諭、法則は、一定のスケールの中でのみ成立する、限定的、相対的なものでしかないというその考え方
を、量子力学以降の物理学は、有効理論と呼ぶ。われわれのまわリ1こ、今でも吾通に存在する、日常的なスケール、日常的なスピードの空間の中で、ニユートンの法則は依然として充分に
崖能する有効理諭である.アインシュタインが麦場し、島るいは量子力学が出理したからをいって、ある限定されたスケールの中での、ニユートンカ学の有効性が失われるわけではない.
量子力学は斬しい世界観をもたらしただけではない.その量子力学的世界糎さえ、ひとっの有効理論にすぎないという相対的世界楓をもたらしたことこそが,量子力学後の物理学の最大の
違成であると、慎は考える。正確さを期すれば、有効理論とは.相対的にではなく、貫層的に世界を把握するための理論である.相対的というと、ひとっの平面の上に、いくっかのシステ
ムが並列的に横並びになっているわけではなく、重房釣に重なりあっている.その真意は世界の相対性ではなく、重層性なのである、この「有効理論的」とも呼ぷぺき相対的世界霞は、侯
ら建秦家が扱う空間スケールの劇的拡大、多様化七いう今日的現象とも、見事に対応L、響き郵っている。僕らもまた、「有効理諭的」に世界を把握し、設計活勧を行っているのである.極小
馳子の世界の鍍寮と、極大の宰宙の果ての鳳寮が可能になったことで、物理学は質的に転換した。尚じようなスケールの壷換が建築の世界でも起こりっウある.槿大と極小との併存するモ
の斬しい環境を解き明かす斬Lい理諭的ツールを、慎は二の本の中で捜そうとしている。

建築の拡大

一九世紀以前の建築歓は、Mサイズの建纂を相手として仕事をしていた.一九世紀以前、すなわち鉄骨とロンクリートが建築の主役となる以前には、作れる建築の大きさには限界があった.
木造でも、あるいは石やレンガを積み上げる組積造(メーソンリー)を採用Lた場合でも、作れる建擾物の大きさには限界があり、建築家は、モの限界の内側にあるMサイズの建築物Lか、作
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ることができなかった.建築とはMサイズの物体のことで布り、Mサイズ以外の廸築は、罰りえなかった。ここでSではなくMが最釖にでてくるのには訳がある.Sとは小さな民欺っまり、集
落であり、「建婆」以前である.民散には、建築家という特権的設計者は必要ない.建築がMサイズへと逸化してはじめて、建築家が畳場L、建築理論というものが登場する0ルネサンス以降、
すなわちフルペルティ以降、建鍍が、絵画や、彫刻、音楽と並んで文化を犠成する重要な領域と見做されることになるが、モの黄躍論された建蒸はS建築ではなく、M建築であった0そもそも
ルネサンスの建築家違は、S=昆家や集幕を無視して、建螢を考え始めた。そしてMサイズの建築は、部置と呼ぱれるヴォイドの集合体で島った0部屋をどう配列し、どう組み合わせるか
を考え、その粗み合わせた全体に、どのようなシルエットやスキンを与えるかが、建藁デザインと呼ばれた. Mサイズの建築とは、レム.コールハースが S 肌 Lχιで提唱した概念で
ある.この本以前、不思縦なことに、建築界で、スケールにっいての本格的な思素は皆無であっナニ。なぜなら、建築とは、技斯、甚済的制約にようて、Mサイズである二とが大前提であり、しや
XL(エウストラ.ラージ)の建築など、想定の外にあったからである。Sもまた、建聾家達の視野の外にあった。レム・コールハースはその大前提が崩壊Lた後の建築の畠り方を思考した、最初
の建築家で罰った。発想の転換のきっかけは、日本、中国などでのアジア体駿であったと、恢は想像する0

金融責本主韮のXL建築

レムが出合った日本ぱ、一九八0年代のバづル時代の日本であっナニ。彼はその特別な時代と場所に招かれ、当時のヨーロッバでは想像できないような、奇想天外なプロジエクトに携わった
のである.突如到来した金融責本生鞭に翻弄されたバプル時代の日本は、当時の世界の常謙を逸脱したスケールとスビードを有する軽済を体験L、斬Lい軽請に対する抵抗力のないまま
に、無数のナイーヴなドリーム.プロジ土ウトが立ち上げられナ=。レムは纏崎新(一九三一ー)がプロデューサーとして、イケイケの〒イベロツパーと世界の建築家をっないだ、福岡のネクサ
スワールド(図13)に呼ばれ、アジアという従来の常糞が通用Lない斬Lい場所で、M建築の時代が終わり、XLの建築が始まりっつぁる二とを、臭感したのである0 そもそもレムは、金酵
資本主菱時代の新しい建笑に聞心があっナニ.産業資本主義の建擾のチャンピオンル・コルビュジエであったとすれば、レムは金融資本主載の建築のチやンビオンをめざして、そのキャ」アを
スタートLた。大恐慌【一九二九年)直前に計画された奇想天外の建築一ーエンバイア・ステート・ピル(一九三一年)、クライスラー.ビル(一九三0年)、ダウンタウン'アスレチツク'ウラブ(ー
九三0年)の中に、ポスト資本生蔓の建築のヒントを求めて、彼はr貸乱のニューヨーウ」を書き、華々しい〒ピューを飾った.金融資本主蓑に支配される硯代という時代のヒントが、大恐慌直
前のニューヨーウにあることを、レムは発晃したので布る.レムと共にロンドンのMスウールで学んだ友人、ザハ・ハディッド(一九五0一二0一六)は、レムが立ち上げた設計事務所OM
Aの設立メンバーの一人であり、レムと伺時に、大恐慌前の遁称アール.デコ建築から多くのヒントを得て、最終的に、九0年代以降の金磁責本主義建蒸のディーヴァとなった0彼女は、稟京
の新国立錠技場の第一回のコンぺの入賞者でもあった.「あなたが、無人島に一冊の本を持っていくとしたら、何の本を持っていくか」というインタヴユーでの質問に対して、ザハはr鰭乱の
ニューヨーウ」と答えた。その答えはザハとレムのっながり、そして二人と金融資本主義との関係を暗示している..大恐慌直前の一九二0年代のニユ^ークで、金融資本主華が一塀の
花を咲かせた。レムが『僻乱のニューヨーク」の中で取り上げたアール・〒コ建築というアダ花で島る.株価、不動産価格は高腫L、建築家は奇妙な形処と、寄想天外なプログラムを持っ巨大
建築に酔いしれた。その奇妙で蔓しい花は、一九二九卑の金融大恐慌で、無残な形で掘び散り、竪実で勤勉な崖案資本主義時代が到来したのである.モの産粛資本主蕪のチャンピオンカ、
コンウリートのニルピュジェと、鉄骨造のミースだったというわけである.レムは大恐慌直前のアダ花とも見える建築の中に、プラザ含意(一九八五年)以降の金融賓本主養時代の建築の
ヒントが隠れている二とを壷見して、r錯乱のニューヨーウ↓を書いナニ.拡大し,巨大化Lた世界は、もはや産粛資本主輯七いうスタティツウなシステムでは支えきることはできないと披は予測L
て、一九二0年代に艮を向けたのである。経済のデジタル化とネットワーク化によって、金融資本主義はゾンビのようによみがえった.そのゾンビに身を委ねるしか、膨張Lた世界を支える途
がないことを、レムやサハは予知していた。ゾンビとして復活した金融責本主義に最もフィウトする建築スタイルを、彼らは髭見し、その時代の罷児となった.バブル期の日本、そしてその後の
中国、他のアジアの諸国の巨大でウレージーなプロジェウトが、レムにモれを気づかせ、S 尼 LXιを婁かせ、彼ら審二0世紀末のスターの声にのぼらせたので高る0 モして償もまた、
SからXLへと至る超階層的スケーJしを持っ膨張世界の行く末を考えざるを得なかっナニ.しかし、レムのように悲般的に偶悪的に、その膨張世界の行く末を描くのではなく,量子力学的、有効
理諭的に解き明かモうと考えたので島る.われわれが環墳とともに生きるために必要なのは、主知主義的方法の破綻を、レムのように偽墨釣に笑うことではない0偽悪は不毛であり、現実逃
蓋である.流れ続ける現実の物質と時間と共に流れる、柔軟なダダイスムが今こそ必蔓なのである0

建築の膨張と斬Lい物理学

ニュートンの物理学は、ルネサンス的なMサイズ建築から、崖業革命的なLサイズ建築へのジャンプと併走Lた.歴史的に見ても、ニュートン物理学は崖案革命の引き金となり、崖案革働に
よって、Mサイズ建築からLサイズ建築への転換が引き起こされた。ロンドンの万博のために建設されたウリスタル・バレス(ーハ五一年、「点」図24参照)は、モの転換を象像するOMサイズ
のものだけを建築だと考えてぃた当時の人々の銀に、クリスタル,パレスは建築には見えなかった.鉄の柱やガラスの粋などの工業都材をでたらめに寄せ集めてできたガランドゥにしか見え
なかっナニ。コンクリートと鉄によって,小さな部塵の集合体でしかなかった建築の中に、柱がなく天井の高い六空間が出現し、建築は、建捷家連の意思に反LてMサイズからLサイズへと転換
したので畠る.ニュートンの物理学の基本は、ガランドゥの抽象空聞の中を、ニュートン方程式に従うて物休や人間が運動する二とである.コンクリートと鮭が可能にした抽象的な大空間
の中を、物や人が自由に運動する様子は、まさにニュートン物理学そのものであ?た.ラトゥールが提唱したAN'「の漸Lい地平から見返Lてみると、抽象的空間の中を、物や人力移動すると
いうイメージは、西欧的な人間中心主義と、深く枯びっいてぃるように感じられる.運動の単なる背景と見做されたガランドゥの抽煮釣空間を、ANTほ、一糧のフィクシヨンで畠るとして批判し
た.物と人とはからみあい、影響を与え罰いながら、運動方程式では解きょうのない、複雑な網を作り畠げており、その網こそが、世界の実態であると、ANTは教える0 コルピユジエカ、運
動を歓搬化するためにデザインした、サヴォア邸の吹抜け空間、島の「建蔓的プロムナード」と名づけられた吹抜けは、素朴な、牧歌的なMサイズ建築であったと儀には感じられる.サヴ才ア
邸の後、エレベーター、エスカレーターなどの二0世紀靭頭の新技術の普及によって、運動の器としてのヴォイドは巨大化L、ニュートン物理学が発晃したヴォイド、ガランドゥは、世界中に拡
散L、憲填を破壊Lたのである.ルネサンス的M挫築から崖案責本主薯のL建隻への転換が、単にスケールだけの問雁ではなかったように、産集資本主義のL力、ら金融資本主董のXLへ
の転換も、スケールの転換である以上に、都市と生活の質的な大転換であった.モこでぱ、まず、敷地という制約が撤廃された。複勲の敷地をまたぎ、その聞を横切っていた道路や錘道
さえも含んで、斬しい巨大な敷地が生み出された。小さな土地、細い道路をも統合Lた六本木ヒルズや菓京ミツドタウンのような大規換開尭によってXL建築が出理L、XL生活がスタートした
のである.路地も垣根もすべて消え去った。これは単に、敷地の面積が増えたという量的な転換だけを意味しない.敷地が複合されるということはまず、モれを可艶にするだけの、金融的
な流勤性が出現したということであり、また、それを司能にするだけの政治と経躋の、複數の国家をまたぐ胴整、結託が出現Lたということである0政治と経晴が超領壊的に結託Lなくては、
金融資本主義の不安定なシステムを、安全に運用することができなくなった.ポスト崖業資本主薩とは、まさにそのような流動性と結託の時代であった0 籏動性によるスケールの超越力・
アジアという「古い」場所で起二った二とは、少しも偶然ではない.西欧が墨い時間をかけて藁き上げてきた民圭主義的なシステムは.軽済の流動性、政治と軽済の結託にブレーキをかける0
西欧的個人主義を尊重する隈り、Mからしへの転換が精いっぱいであったともいえる.アジアという古い場所に保存されてきた独雛的な全休主蓑の中ではじめてしほ敷地を超え、既成のルー
ルも法律もずべて超起して、XLへとジャンプできたので畠る.このXL状況に封応する斬Lい物理学が量子力学であっナニ.XLとは、ただの巨大さではなく、槿小から極大までの糠數のス
ケールの混在、そして重層を意味する.その霊層こそがXLであ0ナニ.西欧的民主生差.法治主暖の下では決して出現しなかった混在と重層とが、アジア的全休生義の中で、はじめて地上に
出現Lたのである。アジアの参入によって出現したそのカオティックな状況は、ニニートン物理学では説明できないだけではなく,アインシュタインの物理学でも説明できない0アインシユタ
インは、空間ι時間とはひとっのものであり、圧倒的スピードの中では空間も時間も伸び綿みすることを示Lナニ.モして,その時空の伸び綻みは、E=mo'という美Lい方程式ですぺて証明で
きることを、見事に示したのである.アインシュタインは空間.時間という粋組みを否定L、その二つの世界のボーダーを壊Lたが、モの銃合された斬しい世界にも、依然として法則は拝在する
とした.その量味でアインシュタインは、充分に保守的であった。しかし、現代の量子力学は、すぺてを説明できる法則など、もはや存在Lないことを明らかにした、極小、極大を楓測するこ
とが可能になって、モれらを統合する法則が存在しないことを、量子力学が倶らに突き付けたのである.モれは物理学七いう学問自体の自己否定であったといってもいい.物理学とは、法則
を探り、方程式を艷屍することが貫的の学問であったからである。アインシュタインは、その意眛で、古典的な物理学の最終形であり、物理学に対する白鳥の歌でもあった.その逆に、量
子力学は、法則に茎づいて、何かを計算Lて予測するという科学的鯛度自体を否定しナニ.物理学は、モの学問自体の大前提を裏失し、量子力学以降のアナーキーな物理学は、アインシユタ
イン以前のあらゆる物理学と、決定的に鉄別するので島る.

進化詰から重層論へ

ではモの斬しい物理学は、どのような斬Lい建螢と併走するのだろうか。新Lい建築は、どのようなヒントを、斬しい物理学から受け取ることができるのだろうか,新しい物理学の最も興昧
深い点は、進化詮的な論理構造との訣別である.レム.コールハースの S 肌 LXι.の詰理揃造は甚本的には進化論的であり、直線的である。小さな建築が次篤に大きくなってM、しと
拡大し、さらにアジアの畳場によってXLまでに爆発的に膨張し、世界は終末的、絶望的状況に陥ったという、進化論をぺースとする悲概である。それは蛍界の理状に封して枇判的とも見
えるが、斬しいアジア的状況、その混乱、混沌に対する、ヨーロッパのエリートの喫き節でもあった.レムΦ世代は、しぱしぱこのようにぺシミスティウゥな詰調で、現在の都市、建築を批判する0
たとえば、磯崎斬の鼻市諭、建築詰も、甚本的には問じ悲楓的トーンで語られる。すなわち世昇は次第に拡大Lたあげくに、終末に向かって急降下していて、もはや救いはなく、一方自分だ
けが、状況を正確に理解している賢者であると持ち上げられる.この粧末的状況に歓み込まれ、翻弄されるだけの巷の建捷家違を、徹底的に見下すのが,彼らの語り口である.人生の後
半でXLと遭遇してしまった曝嶋やレムの世代の建隻家としては、この婁きぷりでいいのかもしれないが、彼らが自分だけを櫨害宅に仕立てあげてなぐさめ.敷出したとしても、モもそもXL状
況の中で建築家としてスタートした僕らの世代にぱ、なんの敦いにもならない.まして僕は、レムがXLの元凶とするアジアに生まれ育コている。XLを他人事のように突き散し、笑い飛ぼす二と
など、とてもできない.倶はアジフという現実を受け入れ、アジアに生まれた自分という現実を受け入れた上で、丁ジアを批判L、アジアの可能性と末来を考えようと思う.僕力斬Lい物理
学に興昧を持っのは、その論理が小さい物から大きい物へと進化するという直繰型、進化論型ではなく、大きい物の中にも小ささを発見し、そして小さい物の中にも、大きさを発見Lようとす
るからである。極小から極大までの重層性を許容する寛専性、極小から極大を自由に行き来するスピード感覚が、斬しい物理学のぺースとなっている.小さい物はいつでもわれわれの近
くにあり、いっでも近(に引き寄せることができ、僅攘触れることができる.世界は大きい物へと一方的【二進化しているわけではなく、大きい物がより大きくなり、速い物がより速くなるiぎど、倶
らは小さい物、ゆっくりとした物に蛙了され、引き冨せられてしまう.大きい物と小さい物との間で、慎らは撮動L続けている.量子力学的な重層性は、高尚な学間の世界の中の出来事では'
く,慎らの日常感覚モのものなのである.モして実際の七ころ、建築はどんどん大きくなっていく一方で、心あるデ"イナーの閲心は、小さい物へと向かっている0大ぎい物を効串的に作る
ことが二0世紀の建築業の且的であったとするならぱ、小さい物一一建築の点・線・面一ーと人間の身休の間の対話、相互作用が、蓮捷デ舮インとテウノロジーの中心課踊となってきた0小
さくて織細な物達を使って、自由でやさしくてやわらかな空間を作りあげていくテクノロジーが、次々とめぼえてきたのである.僕が小さなパヴィリオン、家具や力ーテンなどのプロダウトをデ
ザインする二とで試みているのは、まさに、この極小=XSの復活である。

モれは、ルネサンスによるMの畳場,建滅家という特権的存在の畳場以前の状態への回帰で布る。ラファエル(一四ハ三一一玉二0)以前の状態への回帰をめざしたヴィクトリア朝のラ
ファエル前派、ELてその貸継者たるウィリ丁ム.モリス(ーハ三四一九六)らによるアーツ・アンド・クラフト運動の檀活といってもいい.アーツ.アンド'クラフト{まSへと戻ろうとしたが、ノスタル
ジーという屍にからめとられてしまった。5にとどまらず、XS、XXSに分け入っていくことで、ノスタルジーとも訣別できるかもしれない.」の極小と極大とが貫層する新Lい量子力学的'環
墳を整理し、その理境の中で生き抜く途を探るのが本書の目裸で高る。その際、大きなヒントを与えてくれたのが、超弦理首住UP印一$t"nE 小60ry)であった,従来の素粒子諭は、素粒子
という小さな点が、半宙の単位だと考えた。しかしクォーウ、光子、電子、ニュートリノなどの様々な小さな素粒子が次々と発見され、もはや素粒子が字宙の基本単位で畠るとは考えにく<'つ
た.その困難を打開するために、すぺての粒子はストリングス【弦)だと考える超弦理論が生まれた。バイオリンの弦が、擾動することによって様々な音を妻でるように、弦は時にウォーウの晋
色を奏で,時にニュート1」ノの音色を饗でると、超弦理諭は考える。超弦理首によって、慢界は物賞の集合体ではなく、弦が発する様々な音棄の集合休となった0建築もまた、音稾の集合体
として、理解ずる二とはできないのだろうか。モれはカンディンスキーによる、童楽と建築との統合の継承でもある。すぺてが撮動であるとずることで、超弦理誌は、点というものが摺命的に
持っ困輯を克服Lた。実のところ、点は様々な困難を抱えていナニ.点と点が近づきすぎると、引力は距離の二桑に反比例するという物理怯則によって,点の相互に働く力が無限大になり、計
算不能となって、物理学をはみ出してしまう.その困難が、弦により,音楽により.克服されるのである.S.XSと向かって、単純に小ささを追求してし、くと、点の困雛に必ず突き当たってしまう0
モこに振動とりズムという概倉を導入する二とで、倶らは点というもののジレンマから解放される。建築を点として定義Lても、綾と定義Lても、すぐさま様々な霊問に直面する0なぜなら点
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も線も、幅や厚みを持たないから、モれをいくら足していっても,建築という物質の塊には到達できないからである。点と執の困雌を回避Lて、建築をヴォリユームとして定蔓しようというのが、
西洋建築の差本的な構えであっナ=。二0世紀ヨーロッパに麦場したモダニズム建纂も、建築をヴォリュームとして定義した点において、西欧建築の正銑な嫡子であった。その結果、建築は口
ンクリ_トで作られた、退屈な三次元ヴォリュームへ七退行Lて、量子力学的自由は失われてしまったのである.しかし振動する弦という考えを導入すれぱ、点.線'面は、いかようにも拡張
することが可能となり、建築も都市も超えて、世界へと到連Lてし、くことができる。点・線・面を物質にも、そして空閏へも、モして宇宙へも拡張していくことが可能となる.物質もまた点'緯'面の
掘動であり、音色であり、りズムであると考えると、建築も、そして都市も全く違ったものに見えてくる0

ドゥルーズと物質の相対性

擾動という壕念を導入することによって、点.纏.面を自由に横断することが可蛇となり、色、固さ、質感、重みさえも、擾動の結果として説明することができる。カン〒インスキーはもちろん超
弦理詮を知るわけもなく、振動という寺え方も持ち合わせていなかった.しかし披は音素を深く知っていたので、直感的に、点・繰.面をひとっの連続的な擾勳として、ひ乞っにっなぐことができ
たのである。ジル.ドゥルーズの、固体と液体の相対性に関する論考は、カンディンスキーの廷喪練上にある.ドゥルーズは船と波の例をひいて、液体であったはずの水が、ある時は固体
として出現すると指摘しナニ。「物体は、高る硬さの度合とともに、ある流動性の崖合をもっている、あるいは物体は本質的に弾性をもっというぺきなのだ.物体の弾性的な力は、物質に作用
する艶動的な圧縮力の表現だからである.船の速廣によっては、波は大理石の壁のように硬くなる.絶対釣な硬さという原子論者の仮説も、絶対的流動性というデカルトの仮説も、有限の物
体という形態であったり、点の形態をとり無限であったりするにしても、分割可能な最小限を設定する二とによって同じ誤謬を共有するのだから、なおさらぴうたり一致するのである」(曇一ーラ
イプニッッとバロッウ)ドゥルーズは、物質とは基本的に根対的なものであると総樺していた,すでに見たように、相対的というよりは、重層的という言葉を使った方が適切だろう.SからXL
への世界の膨張が、実は世界の拡大ではなく重層化であったように、物貫自体もまた重層化Lていることを、ドゥルーズは指楕した.物質は点でも線でも面でもヴォリユームでもなく、霊として
捉えるべきである七、ドゥルーズは諭を進める。そして襲とは、抵動の別名に他ならない。にれはまさにライプニツツが、驚具的な立峯を婁いて説明していることである.(中略)連続的なも
のの迷宮は、柔らかい砂が砂粒に分解されるように独立の点に分解されるーつの楓ではなく、むしろーつの布あるいは紙切れで畠って、モれは無隈の霊に分割され、あるいは曲繩的運動に
分解され、そのおのおのは堅牢な、あるいは博謂的な周囲によって限定されるのである.「連続的なものは、砂が粒に分割されるようにではなく、紙切れや布が製に分割されるように分割さ
れるのである。このようにして物体は決して点や最小のものに分解されるのではなく、無限の裂が存在し、ある髪は他の髮よりさらに小さいのである。」(中賂)迷宮の最小蔓素とは髮であり、
訣してーつの部分ではない点などではなく、棟の単なる末端なのだ。」【尚上).ドゥルーズの物貰論で注目すぺきは、彼がバロツク建築にインスピレーシヨンを得て、このユニークな物質誠
を最開している点である.バロッウ研寛の定本ともいえるヴェルフりンのrルネサンスとバロックーーイタリアにおけるバロッウ様式の成立と本貴に関する研究』【ーハハハ年)をドゥJレーズ
は引用L、最終釣にはバロック建纂こモ,無数の讐の集合体であるという結論に到達する。カンディンスキーがゴシツウに点を見出Lたように、ドゥルーズはバロウゥに鞍を見出し、様の擬
勧を聞き出し、ヴォリュームであると思われてきた石の聾築を、無数の綜の集合体として再定義した.ヴォリュームを指向するはずの石という重たい物質が、その物理的制約に反して、点'
線.面を奏ではじめるというバロックのジャンプが、ドゥルーズを触発した。ではその先、いかにしたら、弦、嚢の擾動の秘密に立ち入っていけるのだろうか.いかにしたら、ゴシツクでもバ
ロッウでもない、現代の音色を発見L、妻かせることができるのだろうか。僕はまず閏き耳をたてて、弦から発せられる音色に耳を澄ます.物貴が奏でる音に耳を澄ます0弦を弾いてみて
は音を聞き、またモれを自分の身体の臭に祈りたたむ.次にまた、モつと弦に触れて、鳴らして評るのである.モれを無限に繰り返すしかない.斬しい音色の妻く一覗を求めて、それをただた
だ雑り返すだけである。音稾家とは、モれを繰り返す忍耐力を持った人間の別名である.モして物賞が響であるとしたならば、建築家もまた、音楽家である0最も必要な二とは、聞く二とで島り、
聞き続けることである.すなわち、受動的であり忍耐を継読することである。本書でぱ、点・株,面という三っのカテゴリーに分けて、弦の撮動を如述した.点.線.面と分類する二とが本書の
目的なのではなく、むしろ全く逆に、モれらがすぺて振動であり、その現われであり,それゆえに決して点・隷・面と物り分けることができないことを、明らかにしたいので畠る.

大きな世界と小さな石ころ

建築における点というと、まずは石ころを思いうく.そもモも大地の中で、石は巨大なヴォリューム、すなわち塊として存在Lた、石=大地といってもいいくらいに、そのヴォリユームは大きくて
重い。そのままでは人間の手には負えないので、石は切り刻まれる。人間によって切り出される二ともあるし、自然の力によって砕かれて石ころになることもあるが、いずれの場含でも、石は
点として、われわれの前に立ち現れる。点になってはじめて、人聞という、やわで小さな存在でも石を扱うことができるようになる。石のことを考えはじめると、世界と人聞との関係が見えてくる.
世界がいかに大きく、人間がいかに小さく、尋く、頼りないかが見えてくる.点という小さな存在になった石を、再び積み上げていく楕造システムを組積造(メーソンリー)という0世界を小さく
切り分けて、再び積み上げ粗み合わせて大きくするといラ面倒な二とを、人間は繰り返Lてきた.それが建築という行為の本質であった.組積造は、木造と対比される0古代ギUシや'ローマ以
来、西欧の建築の甚本は組積造であった.アジアでは、木造が主流であっ↑二.組積造は点を橿み重ね、木造は楓を組んでいくので、モの意味で,二つの世界の方法は対照的に見えるか
もしれない.しかし、実際には、古代ギリシャの建築もモもモも木造であった.ギリシャ人は癖の木をすぺて伐ってしまい、木材がとれ,'くなったので、それに代わって石による組積造が主筑に
なった.火山性の豊かな土壊の日本と具なり、ギリシャの土は痩せていて、寿林を再生する力がなかったことが原因であった。しかし、木造であったことの痕跡は古代ギリシャ遺跡の揮々
なディテールに養されている。フジアの木造建築に特徴的な、隷状の部材(垂木)で置櫂を支える表現【図1)を、パルテノン神殿をはじめとする古代ギリシャ建築の中で発見することができる
(図2).細い断面形状を持っ石を使って、垂木の記憶、木造の記憶、轟の記憶が巧みに再現されている.ギリシャの神殿は、甚本的に、垂直な柱が発する強いモニユメンタリティに依存L
ていた。柱の列が作り出すりズムによって、建築の全体を統制しようと試みた.モの意味でギリシや建攘とは柱の建藁であり、垂直な隙の建築であった。そして、柱というヴォキャづラリーが、
モもモも木造建藁に由来することは間違いない。轟の木を伐ってくれば、そこに一本の柱ができるからである.一方、巨石を使って柱にするこしぱ、巨石が頻繁に用いられた古代といえども容
勗ではなかった。それゆえ、建擾の原点は、纛の木を伐り出Lて、柱を立てることだと、繰り逼し唱えられてきた。「原初の小量」と名づけられたイエズス会神父巨ジエの雌(園3)は、現在で
もしばしば、建築の教科書の巻頭を飾る。纛の木はどうやら、人間にとって特別な存在だったのである.人間七いう生物がそもそも纛の中で碕生L、嚢に依存して生活していたからかもしれな
い.古代ギリシャ建攘は五っのオーダー【柱)を甚本ヴォキャづラリーとしているが、そのひとっであるドリス式の柱【園4)には、樹皮を思わせる細い溝が切られているし、コリント式の柱の頂
部には、なんとアーカンサスの葉が彫られているのである(図5).ギリシャ建築とは、森の再現モのものであった。

点

ギリシャから口ーマへの転換

そのように近審?て純都を眺めると、石という点の集合体と見える古代ギリシャ建築も、繰に依存する建築で布ったことがわかる。点と線の墳界は暖昧であり、相互が埋め込みあう聞係に
畠る.線と点との間を擢れ動く、この繊細な古代ギリシャ建築が、それを引き継いだ古代口ーマになると、ヴォリュームの建築へと変身Lてしまう.ローマの社会、軽済が、大きなヴォリユーム
を必蔓としたからである。小さな郵市国家群で罰った古代ギリシャと、世界帝国となった古代0ーマとでは、磨要とするヴォリュームが、桁這いだったので高る0古代口ーマはギリシャから多く
のことを学び、モのスタイ」しを絶承したが、ローマ人は柱よりは壁の表現を主流とし、モの巨大でマッシづな壁に、りズムを作り、擾動を発生させるために、ピラスターと呼ぱれる付け柱を、申
し訳授塵に壁の表面1こ取リ付けナ=【園6).

点の集合としてのシーグラム・ピル

二0世紀にも、古代口ーマと問じことが起二っナニ.ヨーロッパ七いう「小さな場所」からスタートしたモダニズム建築は、ギリシャの神殿と尚じよラに、隷を大事にし(図フバルセロナリ{ヴィリオ
ン.設計:ミース.ファン.〒ル.ローエ,1929拝.園8憾が作り出すりズム)、柱という糠が作るりズムで、建擾という全体をまとめあげようとした.しかし第一次世界大戟後、経請の中心が
ヨーロッパからアメリカへと珍動するのと併行して、ヴ寸りユームの拡大が社会の目榎となり、建築デザインのテーマとなっていった.ヨーロッパは古代ギリシャと問じような「小さい場所」であり、
アメリカは古代口ーマと伺じよ引こ「大きな場所」であっナニ.場所が移動することで、デザインも変化しナ=。二0世紀は、古代史を繰り返Lた。古代口ーマの付け柱のように、ミース'フフン'デ
ル.ローエは巨大ヴォリュームに付け柱を施して、大きくなりすぎた建築になんとかりズムを与え、銃制Lようとした(図9 シーグラム・ピル.設計:ミース'ファン'デル'ローエ.1958年'図10
シーグラム.ビルの石に付け柱を足した〒イテール).ミース自身がヨーロッパからアメリカへと活動拠点を移したが(一九三八年)、鞍の移住は、建築表現の中心地が、ヨーロツパからアメリカ
へと移ったことを象徹する.ミースはこの移動の意味と本質を正確に理解し、アメリカという「大きな場所」へ自分の〒ザインを適応させて、付け柱を発明Lたのである0 ミースのシ^ラ
ム.ビル(一九玉八年)は、超高腸建築の傑作といわれたが、建築史家のレイナーリ{ンハムは、シーグラム・ビルは粗稿造の現代化に成功したがゆえに、モダニズムの傑作になったと見抜
いた.組積造では、積む単位となる石のひとっひとっが、はっきりと認識できる。モしてモの単位(点)1含、人間の身体が取り扱う二とのできるサイズを、超えることができない.すなわち、人間
の身体が,粗積造の単位となる点の大きさを規定している。点のインティメート【親密)なスケールが、組積造建築左人間にとって親しみやすいものとしている0問じように、シーグラム'ビルの
ガラス,カーテン.ウォールはブロンズ製のフレームによって、小さな点へと分割されている.ガラスのない石の壁面にミースが貼り付け,ニブロンズのフレームは、単なる付け柱ではなく、ピル
全体を、小さな点の集合休とする手段であることを、バンハムは屍抜いた.石職人の子どもとして生まれたミースは、超高層ビルを、組積造の手法を用いて、ヒユーマンな点の集合体へと吏
質させたというのが、バンハムの説である。バンハムのシーグラム論がきっかけとなって、倶は点にっいて考えはじめた.ミースが行ったような工夫は、古代にも多く見出すことができる0
組積造の場合、点と点が充分に窪藩Lなくては建纂を支えることができないので、隙間なく積み上げていった結果、全体は重たいヴォリュームとして出現Lてしまラ.点を甚本単位としている
にもかかわら司.、できあがうたものからは.点の軽やかさが感じられなくなってしまう。その危険を避けるため、古代ギリシャでも口ーマでも、石と石の間の目絶をV型にカツトして、石七石との
間に多きな影を作ったり(図11)、石の表面を粗(仕上げることで(國12)、ひとっひとっの石を独立した点として感じさせようという工夫が行われた.ミースには、多くの先速がいたのである.
ミースはさすがに石職人の子だもであり、西欧建築の嫡子であった。

石の美術館の点への挑戦

石は本質的には点であるにもかかわらず、つながりやすく、ヴォリュームになりやすい.やっかいな素材である.モの困難な素材にはじめて直面することになったのが、芦野石の石切堤を持
つ白井石材と一姥に作った、石の美術鉢【二000年)(図13)である。石をテーマにするミュージアムなので、どうしてもこの土地の石である宜野石を使って歓Lいと、強く要望された.石は
ヴォリュームという陥穿に落ち込みやすぃ危険な素村なので、それまでの僕はずっと石を避けてきた.・・・・日本の建築茎準法の組積造の項をよく読み返してみると、組積造の規定自
休が暖昧で島ることに驚かされナ=.壁の長さと厚みの目安が決めてあるだけで、根拠ははっきりしない。その基準でやってきて、今まで壊れなかったから大丈夫だろうという、軽験主蔓的な暖
昧な茎準Lかないのである。

点からヴォリュームへのジャンブ

それは、日本の建築基準法に隈った暖昧さではなかった。組積造の建隻が、どう地震に耐えているかは、計算によって確認されているわけではなく、鉦験に依存していたのである0点という
小さな物を就みあげ大きなヴォリュームが生まれるということ自体が、いまだに軽験に頼らざるを楊ないほどに、神鞠的な行為だからである.小さな点が、大きなヴォリユームになるためには、
魔術的なジャンプが必蔓なのである.ニー世妃でも、人は魔術に頼って点を取り扱っている.一方、柱や梁のようなフレームでできた建攘栴造は、計算がたやすい。線は計算可能なので
ある.だから二0世紀には、フレーム(襖)の建捷が主流となった(園16).フレームならぱ、二0世紀の雅拙な計算技術でも計算が可能だったからである.施行のレベルが上がったように、
計算のレベルもまたアップし、その方法もまた変化していった.モもモも、一九世紀以前には、構造計算という概念がなく、すべてが軽験に依存していナこ0一九世紀までのヨーロツパは組鴇造
に支配されてぃて、点の集合である相精進は、モもそも計算が木可能であったという事情もある.二0世紀に入り、ヨーロッパの建焚にも、嚴督やコンウリート製の柱などの綜が導入され、構
造計算という作禁が始まった。当初は、建築を単純なフレームと見做して計算する、フレーム解析だけが可能であった。ラーメン構造(図17:ラーメン柵造)と呼ばれる単純なフレームしか計
算することができず、建築家も、計算の限界に素直に従って、ラーメン構造の建築を量産した.計算の銀界が、現実に制限を与えていたのである。点と線の数を増やして、ラーメン携造よ
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りも複雑なフレームを、有限要素法という方法で計算することができるようになったのは、それほど昔のことではない。コンピューターのおかげで、有限要素法、個別要素法、粒子法へと、計
算はさらなる進化を遂げてきて、やっと粒子、すなわち小さな点を取り扱えるまでになってきたわけである。粒子が集合したような慎の建築デザインは、そのような新しい計算技術に、裏から
支えられているのである。.,一石の蔓術館は、色々な意味で、僕にとってターニング・ポイントであった。まずそこで、石という物質と遭遇した.石という地球生震の瑳にまでっながる深
い世界と付き合うきっかけとなった.重たいヴォリュームになりやすいという、やっかいな悪癖をもっ石に出会ったことで、逆に、点の意昧、点の価値を意諏Lはじめた.石は倶に、点の世界の
扉を開いてくれた。

ブルネレスキの青い石

次に、フィレンッッエ郊外の石切場で採れる、やや青みの入ったグレーの砂岩、ピエトラ・セレナとの出会いがあった.ビエトラ・セレナは、点の世界を.さらに深めてくれた0ピエトラ'セレナの
石切場を持っ石置のサルバトーレが、ピエトラ.セレナを使って小さなパヴィリオンを作って歓しいと、わざわざイタリアから訪ねてきたのである.スーツケースに詰めてイタリアから選ばれたピ
エトラ.セレナは、清らかな石、という意味で、モの名の通りの青灰色の薄ち着いた色合いで、一目で好感を持った。アップルの創業者スティーブ.ジヨづズはこの石を特別に好み、すべて
のアップル.ストアの床を、このピエトラ.セレナで仕上げるように厳命した。歴史をさかの様ると、この石が建蟻で果たした役割は、意外な恢どに大きく、深い0 ルネサンス最初の建笑家と
いわれ、ビエトラ.セレナの石切場に近いワイレンッエをぺースとして活躍Lたフィリッポ・ブルネレスキ(一三七七一一四四六)が、二の石を好んで用いたのである.しかもブルネレスキは、それ
までには誰も試みなかったユニークな方法で、この石を用いナ=。まず彼は、ビエトラ・セレナで構造コレーム(柱・梁・ア^)を表親し、そのフレームの除間を、白い漆喰塗りのプレーンな壁で
埋めたのである.あたかも白い紙の上に膏いぺンで線のフレームを描くようにして、実母の建築が作られた.実際には、づルネレスキの建築は、当時の一般的な携造システム、すなわ
ち組積造の壁で支えられてぃる.フレーム構造で支えられているわけではない.ニンクリートや鉄でできた構造フレームが建築を支えるようになるのは、一九世紀以降である0フレーム構造と
は手なわち、緯の檎造であった.しかし、一九世紀以前のヨーロッパでは、石やレンガを積み上げて作る組積造が主流であり、一五憧紀のプルネレスキもまた、粗積造という技術釣な制約の
中で、粗積造独特の、重たく、閉じたヴォリューム建築を作らぎるを楊なかったのである。しかし、ブルネレスキは、その制約の中で、線の建哉を夢想していた0彼の頭の中には、来るぺき
隷の建攘の時代が屍えていたに這いない。だから彼は、白い漆喰の壁の上に、ピエトラ・セレナを用い、細い植を推いたのである。ピエトラ.セレナ独特の高の青みを帯びたグレーの色調は、
シャープな練を描くのにふさわしいものであった。白い紙の上に青いインキで糠を描いたような、數学的で抽象的な印象を、彼は建笈に与えようと献碍た.銭骨の隙の建藁が作られるはるか
前に、彼はピエトラ.セレナの青白い色を利用Lて、線の建築を連成したのである(図22 捨子保育園,設計:ブルネしスキ、1445年).づル木レスキの次の世紀を生き、全盛期ルネサン
スの中心的存在であったミケランジェロ(一四七五一一五六四)も、問じように、ビエトラ・セレナを好んだ.世界で最も美Lい階段とも呼ばれる、ラウレンツィアーナ図書館のホールの階段
では、白い壁の上にピエトラ.セレナを用いて描かれたフレームの中に、ピエトラ'セレナの青い階段が浮いている(図23 ラウレンツィアーナ園書館ホール,設計:ミケランジエロ.1552年).
ブルネレスキもミケランジェロも共に、組積造という当時の技術に拘東されながらも、未来にやってくるであろうフレーム楕造の時代、すなわち隷の時代を予告するような、績の建築を作?た0
彼らは練の預言者であっナニ。その予言に最も癒した物質として.ブJしーグレーの冷たい肌をしたピエトラ・セレナが選ばれたのである.そして、彼らの活耀したフィレンツエの近くの山から、この
石は切り出されていた.建纂家の數学的、抽象的な発想七、彼らの地元の口ーカルな素材とを、神が結びっけた.建築はそのようにして、ローカルな場所と宇宙をうなぎ、物質と概念をっなぐ
のである。彼らの予言の通り、フレームの時代は三00拝後に到来しナニ。鉄骨やニンクリートのワレームによって建築を支え、フレームの間をガラスや壁で埋めていくという建築(園24 ク
リスタル.パレス.設計:バクストン,伯51年)が、一九世紀後半以降の、西欧建策の主識となった.線の技術によって超高層建捷は可能になり、二0世紀の都市と文明が生まれたのである.
ブルネレスキとミケランジェロがピエトラ.セレナを用いて描いた予言は、数百年の長い射担を有Lていたのである。

ブルネレスキの点の実験

ヴォリューム【組積造)から糠へという流れのパイオニアであったブルネレスキは、練に挑戦Lただけではなく.点に関しても興味探い実験を行っている.彼の代表作といわれ、ドーム建築に
技術的なづレーケスルーをもたらしたこ七で有名なフィレンツェの大聖堂、サンタ・マリア・〒ル・フィオーレ大聖堂の上の大ウーボラ(ドームX園25)は、点の可能性に挑んだ大耀擬な実験で
あっナ=【一四三六年)。柱のないダイナミックな内都空間と、天へと琵びる象徹的な外糎を問時に連成する手段として、古代からたくさんのドームが作られてきた.石やレンガという小さナ'点
を覆"上げ、大きなヴォリュームを捜椿する手段として、すなわち点とヴォリュームとをっなぐ魔術的な手庄として、ドームという工法が古代より重宝されてきた0 しかし、石、レンガの重量
が、ドームの大きさを制約した.石もレンガも、素材の重量に比較Lて、点と点とのモルタルを用いた接着面の強度が郵く、自重によって崩壊してしまうのである.点といえども望量があった.
そこに点の建築の、宿命的な欠陥があった.中世においては三0メートル以との直樫を持っドームは不可能と考えられていた.すなわち、点をヴォリユームへとジャンプさせ昇華させるにも、
物理的な限界が存在Lたのである.石やレンガという点は、いくら工夫をこらして積み貫ねても、その三0メートルといラ隈界を超えることができなかっナニ.その盟界を超え、点の宿命を超
えたのが、ルネサンス発祥の地で島るフィレンッエの大聖堂サンタ・マリア・デル・フィオーレの大ウーポラで畠り、それを成L遂げたのがブルネレスキという天才であった.億径室0メートルの
こぢんまりとした中置的なドームでは、纖雑産案と金融集によってイタリアの糎済的、文化的中心となったこの「花の都」には、いかにも物足りないと、誇り高きフィレンツエ人は考えたのである.
まさに二0世紀の超高層建築へとっながるヴォリューム至上主董が、斬興都市ワイレンツェにめぱえたのであった.まず、フィレンツェ政府はドーム.デザインのコンぺを行った(一四ーハ
年)。プルネレスキが提出した大胆なアイディフは、費否の大激諭を呼ぶ貢期的なものであり、彼はニンぺの蔦者となっナニ.彼自身は大聖堂全休の尭成を見ることはできなかったが、披の提
案をべースとして、死後、数々のハードルをクリアして、フィレンッエは、直径四三メートル、高さ一二0メートルの花の都にふさわしい大ヴォリュームを獲得Lたのである.モれほどに被の提案
の難爵度は高く、先見的であったということもできる。大ウーポラを可能としたのは、りブ(フレーム)付きの二重ドームというアイデアであった【図26).りブ=隷を介在させることで、点とヴ*
リュームとを附層的にっないだのである.づルネレスキはモもモも、練の可能性に最釖に気がっいた建孃家であった.線に対する関心執着は、ピエトラ.セレナの鞭のコブサードを持った
捨子保育園(一四四五年)をはじめとして、彼のすべての作品に屍てとれる.線を挫体にすれぱ、点とヴォリュームとがスムーズにっながる二とを、ブルネレスキは、直篭的に理解していた.
その直後に具体的なヒントを与えたのは、古代口ーマの練の建隻との遭遇であった。ブルネレスキは、クーポラのコンぺが正式に告示された後,古代口ーマの遁跡を訪れ、古代口ーマの
オ^ー【ドリス式、イオニア式、ユリント式などの柱)にっいて研究を行った。そこで彼は、古代白ーマ建築が、犠造的にも、デザイン的にも、柱という線を用いて、巨大なヴォリユームを実現し
たことを尭見するのである。古代口ーマ建攘は、世界帝国口ーマという巨大化Lた牡金が要請する大ヴォリュームを喪得するために、古代ギリシャで生まれた隷のアイディブを、最大限に展
開した。のっぺりとなりがちな巨大な壁面にはピラスターと呼ぱれる練が敢り付けられ(本章図6参照)、二階建て以上の建築の形態をまとめ罰げるため、ジャイアント'オーダーと呼ばれた、
階をまたぐ巨大な柱を、ローマ人は発明した(図27)。ジャイアント.オーダーという長い執によって、高く大きな建物も、間琵ぴすることなく、りズミカルにチザインする二とが可能となっ,ニ.古代
ローマ人は、拡大する杜会が蔓請する巨大なヴォリュームを、長く強い鞍によって解いたのである。づルネレスキは口ーマ遣跡を訪れて、線を発見し、それをフィレンツエの緊急謀短であっ
たコンぺに応用した.サンタ.マリア.デル.フィオーレの中で、縁は様々に粗み合わされ、緬まれることによって、建物の強崖を上げた.まず、木村【まさに線)六0本を帯鉄(またしても線)とボ
ルトで轄合Lたりングを作り、りングという線によ?てドームの底部を締め付け.ドームが水芋方向にぱらけることを防いだ。強度を高めるため、りづ付のドームは二重に重ねられた(図28).
リプ(線)を二霊に韻み込むことで、ドームは直径三0メ【トルという限界から解散され、外側のドームは、圧倒的なヴォリューム(高さ一二0メートル)を寝得することになったのである.点の
弱さが様によって克服され、線は纏まれることによって、さらなる強塵を撲将Lた.まさに棟を樋む技術によって成長した縦雑崖案の街フィレンツェにふさわしい、しなやかな建纂的発明であっ
ー.

ブルネレスキの帰納法

ブルネレスキのニンぺ提案のもうーつの新Lさは、足場を柞らないで、ドームを作るという画期的工韮にあった.たとえりブという様を、点とヴォリューム症っなぐ媒介として導入したとしても.
リブとりブの間は、根気よく点【レンガ)で埋めていかなけれぱならない。だうしても最後は、点とヴォリュームを強引にっなぐというジャンプが必要となる.モの宿命的な困織を、づルネレスキ
はどう克服したか.徽小な点【砂利、砂、セメント)を一気にヴォリュームへとジャンプさせる一種の魔術的工法が、二0世紀の最も一般的な建築工法となった現場打ちコンクリートであった0
しかもこの工怯を用いれば、石やレンガをひとっひとっ手で狭み上げるという手間を省くことができた。その意味で、コンウリートほ魔斯的であると伺時に、意慢な工怯でもあウた0 二0世
紀建纂ぱ、庫衛と怠慢を結合させる二とに成功した。だからニモ、二0世記の人々は熱狂L、麻菓に依存するように、コンウリート建纂におぽれたのである.合理的であるかに屍えるが、実は
魔術と愈慢を愛するこの時代に、コンウリートはうってっけの素村であった.ニンクリートは一慢にして、夢の城を人々に提供してくれナニ。コンクリートで堅牢な城を建て、私有するという行海に、
二0世紀の人々は興様なほどの情熱を示したのである.そして実は、ニンクリートにおける点からヴォリュームへのジやンプは、仮設足場(図29)と呼ばれる、芝居の黒子のような補助的
建築、補助線によって、はじめて可能になったので茄る。仮設足場がなければ、決Lてコンクリート建築を作る二とはできず、魔法は起二らなかっナこ.そして、糠(鉄パイプ)を偵むだけで簡単に
仮設足場が製作できたからこモ、親場打ちニンウリートという魔術的工法が二0世紀を支配することになったわけである.仮殺足場という作られて、用が終われば消えてゆく鞍の建築力、点
をヴォリュームへとジャンプさせたのである.しかし、ドームを作る場合、ドームと問じ大きさの木製の仮設足場をドームの下に建て、モの上に木でドーム型の型粋を作って、さらにモの上
にレンガを置いていかなければならない.塁直な壁を積む時の足墻よりも,はるかに困難な作業が必要であっナニ.モの結果.工事中はドームの内都空間全体が、仮設足場で埋めっくされて、
足場の森のような有様になる.この足場と型粋を作るという面倒なプロセスを、いかにしたら省略できるかに、づルネレスキぱ果敢に挑んだのである。彼の解法は、レンガをずらしながら積
んでいくしいう、斬鮖な方怯であっナニ。レンガは点とはいえ、大きさが罰るから、少しずらして、上のレンガが下のレンガよりわずかにはり出すように積むことができる.二れをどんεん繰り返L
ていけば、最終的には、昔ながらの森のような足場がなくても、大きなドーム(ヴォリニーム)を建設する二とができるのである.いわぼ点であったはずのレンガを、ずらしの手法によって、繰と
して用いたのである(図30)。これは、數学における帰納法を想起させる画期的な方法であった.r1で成立する二とが、n+1でも成立することを示せば、あとはそれを無隈に繰り返せばい
いというのが、帰軸法の論理構逢である.ブルネレスキは、建築における帰納法を発明したのだともいえる.

建築における演繹法と帰納怯

建築に毛湊揮的アプロ^と、帰納的アプローチとが罰る。二0世紀のコンクリート建鍍は演押的であった.まず、全体の形のイメージがあって、その形を実璃するために、蔀分を楕成する
素材やモの結合の〒イテールが結論される.部分は全休に服従Lなければならない。コンウリート建築では、すべての都分が全体に従属していた.一方、ブルネレスキの方怯は、部分か
ら全体へと到達しようとする帰納法であった.蔀分の性質、その限野を徹底的に洗い出Lた上で、その都分と部分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇っていく.モの作案を積み篁ねて
い。た末に、時として、〒想もしてぃなかったような全体が出現する。それが帰勧法という方法である.帰納法は時として、覧きに滴ち溢れ、想像を超えた結果を連れてくる。コンクリート後の
建築では演拝的方法ではなく、帰軸法が多用されるようになるだろう.コンピュテーショナル・デザインが可能とする加算的建築は、帰鮪法と相性がいいからである。ブルネレスキは帰軸
法の効果を知っていた.点を帰軸法的に拡張して線に到連し、線を媒体としてヴォリュームへと到違Lた.繰というものの効果を熟知L、練を徹底的に活用しナ=0モれは披が金細工師として、
モのキャリアをスタートLたことと関係が布るように、倶は想像する.彼はそもそも、建築ではなく、金細工の技衛を学んだ.石やレンガが本質的に点であるのに対し、金属とは、本質的に線で
ある,モの軽慧が彼に線の魔術を教え、彼は楓の力を、建築の世界へと持ち込んだのである。ブルネレスキ以降の建築の歴史は、金嵐という新Lい物質の参加によって開かれていった.
金属が参加することで、歴史は大きく転換Lていっナニ.金風と繰とは、切っても切れ,'いものだったからである.僻餘の柱をはじめとする、鉄が作る線によって大空間の創造が可能となり、建
築空間のスケールは拡大していうた。ドイッの宰相ビスマルク(ーハー五一九ハ)が残した「鉄は国家なり」という言禁は、金属の作る線がいかに人間の空間の拡大に役に立ったかを物語っ
ている.実際に一九世紀のドイッの躍進において、鉄は大きな役割を果たした。一見金倶とは関係がないように見えるコンウリートだが、実は、内郁の鉄筋がなくてぱ、コンクリート楕造は成
立Lない。砂、砂利、セメントの粉などの小さな点を、鉄筋という繰が束ねているのである.建築の近代化とは、建築の「金鼠化」であり,「線化」で島っナニ.モの算一歩が、金細工飾づルネレス
キの建築家への転身であ?た.フィレンッエの大聖堂で足場を告略するために、づルネレスキは、レンガ自体をデザインし直しナニ。彼は薄くて、しかもサイズの大きなレンガを焼かせた.そ
うすると、レンガとレンガとを大きくずらすことが可能となり、そのずれが、次のレンガの持ち出L(キやンチレバー)を可能にする。日本ではコンニャクレンガとも呼ぱれたこの鳶早なレンガは、
点でありながら、少しだけ、練へと近づいたレンガである.さらに、づルネレスキは、へりンボーン(にしんの骨)とも呼ぱれるジグザグ状Φ積み方を導入Lて,レンガ伺士の接着の強度を増
してぃる【図31 サンタ.マリア.デル.フィオーレ大聖堂のへりンボーン).へりンボーンもまた、点の中にこっモリと繩を導入する巧妙な手法で胡る.この工夫により、にしんの骨が1二しんの肉
'.^1:1士.゛_』二」一占゛〒、^ム.'士1●.、1_1一皇主U急皇1、●ずhr.゛トー゛一門、甲,武ヱ 1.,二1、二冨'゛皐゛〒、■.f^、丸^ 1 ゛.'・11ギ^'?主寓乳"T素^,,臭゛゛,=罫ι●".生"、'、光^^1 +.^岬゛.t 八"'.TI,^'.
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であコた.生物のしなやかさを、彼は建築に導入したともいえる。彼は金属から、そのしなやかさを学んだに違いない.ブルネレスキは、このずらしの手法を、ドームの水平の円如にそって
回転する形で実行Lた【圓32 ドームに挿入された<りンボーン).回転を利用することで、ちょっとしたずらしが、一周するうちに大きなずれ、持ち出Lを生み、足場を全く用いない経済的な方
法で大きなドームを施工することが可能となったのである.

日本の瓦と中国の瓦

ピエトラ.セレナとの出金いで、ブルネレスキの点や揮との格闘を再発見したよラに、新しい材料との出会いは、僕らを新しい段階へと導いてくれる.材料はいっも、倶らにとって、他者とし
て出現する.他者と向き合い、がっぷりと四っに組むことで、慎らは次の地平八と進むことができる.中国の民家に使われている瓦も、その意味で僕にとっては他者であった。中国の瓦に出
会って、点の建築の、次のステージが始まっ,=。中国で建築を〒りインすることは、決して勗Lくない。日本流の高い精庄を求めると、必ず失敗する。施工の精座以前に、現場に持ち込ま
れる材料のバラッキが識Lくて、ほとんどの日本の建築家は、搬入された不捕いの材料を見て、途方に募れてしまう.僕も最釖に中国で仕事を始めた頃は、伺じように、何度もがっくりし、
打ちのめされナニ.しかし、ある日、考え方が変わった.むしろ、モのバラツキを生かしたチザインというものが島るのではないかと、考えをーハ0度転換したので島る。そう考えはじめると、
中国で仕事をする二とが稾しくなった。やがて、よりバラッキが激しいものを捜しはじめるようになった.その中でも、一番気に入っているのが、中国の民家に用いられるバラツキの激Lい瓦で
ある。杭州と新津の二っの蔓術館で、この中国瓦の可能性を徹底して追求しナニ。二つの場所とも、敷地のまわりには典型的な中国の田偲風景が広がっていた.瓦で屋根を葺いた、昔な
がらの民家が、風景を構成する甚本単位となっていた。近寄って瓦を鳳寮Lてみると、典味深いほどに、色、形、寸法がバラついている。その田閏風景の中に、時々白い煤があがってい
た。瓦を焼く野焼きの窯が出す煙だった.野っ原の中に、レンガと土で小さナよ窯を作り、そ二に薪をくぺて瓦を焼くのである。今でも、あのようにプリミティブな方法で瓦を焼いているから、あの
美しいバラッキが生まれるのである.一方、日本の屋根瓦は、ほどんどが大工場で、槿械を用いて焼成される。当然バラツキはほとんどない.バラツキはあコてはいけない。日本人の凡
帳面さと、高い工業技術とが違動して、中国の亙とは対照的な精廣、均一性に到達Lてしまったのである.そのせいで、日本の昆家の屋橿の表情は、すウかりのっぺりとしたものになコてし
まった.瓦はモもそも生きた点であり、点の作るりズムが、屋根に表惰、スケール敏を与えていたはずなのだが、工業製品となってしまった白本の瓦は、少しも点を感じさせない。日本の瓦屋
柤は、屋根を灰色に塗っただけに見え、点のりズム、点の崖動感はどこにも存在しないのである。瓦の形状が、二ののっぺり感に輪をかけている。そもモも、屋橿瓦は曲面に成型して焼い
た陶板を上向き、下向き、交互に組み合わせることで、雨水を防ぐというシステムであった(図48)。西欧でもアジアでも、この基本形からスタートしている。日本では、平瓦の上に敷る丸瓦の
断面の曲率をきっくして、凹面と凸面の陰影がよりはっきりでるよう1こした組み合わせを本亙と呼び、奈良時代以来、本瓦は日本の都市景霞を構成する基本素材のひとっとなってきた(図4
9).しかし、江戸時代の証宝二年(一六t四年)、近江の瓦工、西村玉兵衛正輝が、丸瓦と乎瓦とを一休化した桟瓦と呼ばれる合理的、経法的システムを鼻明した。桟瓦は別名、簡略瓦
とも言われ、確かに施工の能牢を高めたが、モの近代的な建築材料の畳場以降、日本の屋根は、すっかり陰影、メリハリを失うて、のっぺりとしたものになってしまったのである(図50)。桟
瓦は、明治以降の工集化によって、さらに表惰を均一化させ、日本の量根は、さらに退屈なものとなってしまった。点のきらめきとりズムとが、日本の屋根から、そして日本の景候全体から、
すっかり失われてしまったのである.モののっぺりした景鳳にうんざりしていた僕の目に、中国の瓦が発する点のバラツキは、奇跡のように蔓Lく生き生きとしたものと映った.中国の山の
中で建築を作るなら、この野爆きの瓦を主役にし,二いと、密かに思っていたのである.

点の階磨化とエイジング

杭州の中国美術学院昆芸博物館(二0一玉年)の敷地は、もともと茶畑であった。茶畑独特のゆるやかな斜面に客り酒うような建纂を作って、屋根をすぺて瓦で葺こうと青えた.しかし、瓦
で葺きさえすれぱ、自動的に、景髞になじんだ建物ができるというわけではない.ひとつの量根が大きすぎると、その面の大きさに比較して、モれを構成するひとっの点、すなわち一個の瓦の
サイズが小さすぎ、いかにひとっひとっの点にランダムなバラッキがあったとしても、点は大きな面の中1こ埋没Lて、のっぺりとした印隷を与えてしまう。その危険を遷けるため、大量根を作る
のではなく、民家と問じようなスケールの小さな屋援を単位とし、その小さな屋根が無数に集合した、村のような風景を作ろうと考えた(図5",小さな屋担の中に置くと、バラツキのある瓦は
全体1二埋もれずに、しっかりと独立Lた点として、自分の存在を主張してくれるだろう(本章扉写真).点の建築を作る時に重蔓なのは、点と全休のパランスである.僕はしばしば点を階層化し
て、段階的に全体へとっなげ.環墳へとっなげていく。小さな屋柤の下には、小さな菱形の平面形をした空間が集合Lていて、モの小さな空間が、茶畑の徹妙に傾斜Lた地形を、三角形
分割の手法でなぞっている。建築が全体として大きかったとしても、陛層化の方法を上手に用いれぱ、生き生きとした点のきらめきを失わずに、小さな点と、大きな全体とがゆるやかにっなが
ることができる。一暑苦労Lたのは、瓦を使ウて、外光をコントロールするスクリーンのディテールだった。・ー・・小さくて独立Lた点が.ランダムに集積し、ひとっの雲のような、量のような
暖昧なスウリーンを檎成するのである.バラツキがあり、汚れがあり、悔みがあり、デコポコしているということは、モれだけ点が自由であり、点がより点らしいということでも島る'点をより自
由な存在として,解放してやろうと考えるならぱ、汚れを歓迎L、悔みを楽し謝よけれぱならない.それは、建物ができた後にっいてくる、長く、〒惹のっかない時間に対して、開かれた建纂
を作るということで畠る.完成した後に、楳々に汚れ、悔んだとしても、最初からバラついた点は、エイジングを許客し、飲み込んでくれる.きれいで、整然としすぎた建築は、汚れを許客しない。
現代の日本建筆は、その不寛容な方向に向かコて進化し、モの輔果、日本の都市は汚れを許客しない、居心地の悪い環境となってしまった。カン〒インスキーは、石版画は永追に修正が
可能であり、加算的で、永還に完結Lないと指摘Lナニ.バラついた点の建築もまた、汚れや悔を最物から内薫しているがゆえに、建物の竣工という閉じた時間に封じ込められることなく、永這
の時間へと開かれている.石版画と問じように。汚れや傷は、環境を自由に、やさしくする.

ノボリタンウとトビケラ ノ液体で点をつなぐ

自由な点としての三角形

杭州の博物館では複雑な地形を三角形を単位として分割した。四角形ではなく三角形を単位とする二とで、どのような複雑な曲面でも、三角形の集合体として近似できる。その意味におい
て、四黄形は面であるが三角形は面で島ると問時に、点の自由さを持っている。四角形ぱ不自由であり、三角形は自由である。建築は通常、四角形を単位として作られる.平面も、立面も、
四量を単位として、建築は作られてきた.しかし.四角形は融通がきかないという二とに気づいた建擾家が何人かいる。フランウ・ロイド・ライト(ーハ六七一一九玉九)は、自然の原理に基
づく建築を様々な形で試み、三角形の可詑性に注目していた。ライトの影饗を受けたバックミンスター・フラー(ーハ九五一一九八三)や、ルイス・カーン(一丸0-一七四)も、三角形に大きな
関心を抱いていた(図55・園56・図57),三人の背後には、一九世紀のアメリカに起こった、トランセン〒ンタリズム【超越主義)と呼ばれる思想の識れがある.トランセンチンタリズムの自然
への崇拝、自然と精神の調和の追求は、三角形という炭何学へと廸り着いた。トランセンデンタリズムは、R.W,エマソン(ーハ0三ーハニ)や、『ウォール〒ンーー森の生着」(ーハ玉四
年)で自給自足を提唱したH.D,ソロー(ーハー七一六二)らによって一九世紀の産集化直前のアメリカで創始された思想だが、彼らは宗教的にはユニタリアニズムに近く、伺じくプロテスタ
ントの一派で.動勉な禁欲生活を重視するカルヴィニズムを徹底的に批判した.一方、コルビュジエをはじめとする、ヨーロッバのモダニズム運動を主導Lた建築家連は、カルヴィニズムと近
い位置にあった.コルピュジェの生まれたスィスの山中のラ・ショー=ド=ワオンは、南仏のカルヴァン派の人々が、追害を逃れて地り着いた土地といわれている.マツクス.ウエーバーは、
Tブロテスタンティズムの倫理と責本主蔓の精神」(一九0四一0五)の中で、カルヴィニズムの禁歓主義が、近代資本主載の起源にあることを掻摘Lナニ.またカルヴィニズムの信徒が大きな
ガラス窓を好んで、神に対Lて伺物も隠さないことを心劃けたことと、モダニズム建築の大きなガラス窓との闘連性もしばしば指摘される。カルヴィニズム、近代責本主薩、大きなガラス、四角
形が一方にあり、もう【方の極に、トランセンデンタリズムの資本主蕪批判、森の生活、三角形が対持Lていたのである。近代という時代は、そのような携造を有Lていた。「(幼稚園では)
蓬盤目のテーブルがあ0た。この"ユニット.ライン"の上で、私はとりわけ滑らかな楓のホのブロックで作られた四角(立方体)や、円【球)や、三角(四面体または三脚台)で遊んだ。黒紅の厚
紙の六0塵一三0塵の三角形で、短い辺が需インチ、そして片面は白色、私の想像から生まれたパターンーー〒ザインーーは、およモこのような滑らかな三角慰の都分であっナ=」住ライトの
遺言』)と、ライトは三費形に聞心を持った原知的体験を述べている.そして教育者であ0た母から幼い頃に与えられた、ドイツの教脊家コリードリッヒ・フレーペル(一七ハニーーハ玉二)の遊
具を、「滑らかな形のよい楓の木片を積み上げる、その感触はその後決して掩から消えることがなかった」(r自伝一一島る芸術の形劇)と抵り返る。フレー式ルの遊具は、四角形の崇何
学をべースとする立方休、直方体だけで構成された通常の稲木とは違って、多角形や球のブロッウを含んでいた.それがいかにライトにとって意味を持っていたかぱ、この言業からも窺い知
ることができる。まさに三角形という点の感触は、ライトの指先に生涯残り続けたので畠る.

ノメタボリズムと点
/線と呼ぺるほどに薄い石

.^^^

.....

繰路の砂利という自由な点

点の大きさにっいて、大きなヒントを与えてくれたのは、鉄道の枕木の下に敷かれた砂利の寸法にまっわる研究である。歓道のレール、枕木、砂利とが重屠することで、車体の有貫は分散
され.大地というやわらかなものに、ダメージを与える二とがない。レールにおいては、まず綜状の鉄がLナよることで荷重寺分敵し、その力が枕木という楓に伝遣され、枕木にかかった有貫は、
その下に敷かれた砂利によって分散される.その階屠的な力の分数によって、地面は窪んだり、裂けたりすることがない。こ二で重要な二とは,砂剰が楼差されることなく、モれぞれの砂利
が自由に鋤き.自由にずれることである.砂剥が拘寮された点ではなく、自由な点であることによって、砂利の山全体が、ウッシヨンの役割を果たしているのである。この自由を保証するの
が、砂利の大きさである.枕木の下に砂判の代わりに砂を敷くと、砂という小さすぎる点の集合体は、力を分敷させることができず、荷重は集中してしまって、地面にダメージを与える。軽験の
積み重ねによって、最も蓋切で軽済的な点の大きさ、すなわち砂利のあの大きさに到達したのである。このエピソードは自然と建築の関係を考える上で、大きな示唆を与えてくれる.大地
という自然と、峯休に乗っている人間七の聞に、様々な点と植とが介在し、その二っをスムーズに、そして階層的にっなげている.建築もまた問様にして,自然と人間をスムーズにっなげるも
のでなければならない.枕木の下に敷かれた砂利が理想である。その砂利のように、一見.自由でゆるやかでありながら、実際には見亭なクツシヨンとして、モの二っをっなぐ建築を作ること
ができないだろうか.コンクリートのようにガチガチのものを介在させるのではなく、様々な自由な粒子妄媒介として、この小さくてやわな身体を、自然という大きなものにっなげていきたい.民
主主徒的な建築が島るとしたならぱ、縁路の砂利のようなものではないかと、倶は考える。あのように自由で、あのようにしなやかなものである.

ノ市栓槙様と倹約 .....

離散性とサハラ砂漠

市栓榎様のような、点がバラバラと浮いているような状態を、凝敵的状態と呼ぷことがある.慎の恩師で畠る建纂家の原広司(一九三六一)は、モもモも数学で用いられていた離散と
いう言業を挫築の世界に持ち込んだ.原先生は、教鞭をとっていた系京大学の学生と、世界の辺境の集幕を調査し、モの配置を図面化し、そこから未来の郵市、未来の建築のヒントを得よう
と試みていた。モの集落研空で、原先生は數学的手法の建笈への応用を試みた.これは、レヴィ=ストロース(一九0ハーニ00九)が、その文化人類学的調査において、數学から多く
のヒントを得たことに倣ったのかもしれない。集落とは魔術的なほどに魅力的である,生の生活と家族があり、生き生きとした建築が存在している.もし、数学のような客般的な武暑を持たず
にそこに乗り込んでいくと,たちまちモの鮭力に捕えられ、理性を失ってしまうことを、レヴィ=ストロースも原先生も警或していた。学生であった慎らと原先生は.一九七八年のキ、西アフ
り力、サハラ砂漠周辺の集幕を、二か月かけて共にジープで旅し、論査した。熊の途中、原先生はさかんに離散という言業を使っナ=.サハラ眉辺の集落は、小遷が陳間をあけながら集合する、
コンパウンド住居という形式で知られてぃる(図65・図66).この地域では一夫多妻制が一般的な婚姻形態であり、夫はモれぞれの妻が住む小屋を日ごとに望って、その中の一軒で食事を
して、妻や子ども連と泊まる.それぞれの妻に付属する小厘が、中庭を中心として、ゆるやかに雑然と集合する形鯲を、原先生は触触的集落と呼んだ.点と点が距離を置いて、ゆるやか
に雑然と集合Lている状態が離散的であり、その対極にあるのが、点と点が密着して、除間のない状態である。凝散的状熊こモが、人間閏係の理翹であり、すぺての点が密着した状愈の究
極がファシズムではないかと、砂漠を旅しながら慎らは樵論した.未来の建隻は、サハラのコンバウンドのように、鞭散をめざさなければいけないと、砂漠の中で、火を囲みながら、倶らは語
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り合っナ=.離散的なものへの憧れ、ずなわち点への関心が、このサハラの旅で、倶の心の中にめばえた。離散という数孚の黛念を用いて建築を考え始めると、数テ量子学
考える上での、大きな武器になる二とを実感しナニ.離散数学は、現代の数学の中の重蔓な分野であり、世界を連織体ではなく、パラバラとした粒子的なものと捉えた途端に、世界の新しし貌
が見えてくることを、債は数学から教わった。離散は単に建蟻の平面的な配置に関わるだけではなく、素材もディテールも、建築のすべての領域に適用できる樺念で畠った・モして、艦散
とは、点の別名に他ならない。

二0世紀の建築史は、ヴォリュームと繰との、抗季の慶史で島ったと見ることもできる.二0世紀物顛に建隻の世界に革命をもたらし、モダニズム建築をりードした二人の巨匠、ルコルピユ
ジェとミース.ファン.〒ル.ローエは、それぞれヴォリュームと糠を休現し、この時代の建築デザインの二っの極相を見せてくれる.人口と経済の爆完が要求する巨大なヴォノユームを、安価
にスビ_ディ_に捜得するためには、柱と梁、すなわち垂直の綜と水平の線とを組み合わせた立体格子が、最も効率的な解法であった.石やレンガなどの小さな点を、ひとっずっ丁寧に蛋
み上げて作る伝栽的な工法一一粗積造一ーに代わうて、柱、梁という線的な要素を組み合わせる練の工法が、二0世記以降の近代牡会のデワオルトとなったのである・コンク」ートで局
面を作るシェル構造やドーム柵造も、二0世紀に開発されたが、体育館や教会のような閉じた形愈を持っ特殊な建築向きの、特殊な解怯であって、二0世紀の一般的'建築は、隷を組み
わせる立体格子に頼った.その立体格子の時代の中で、コルピュジェは畠えて、コンクリートを用いたヴォリュームの最理を極めナニ.建築をヴォJユームとしてデザインすることで、こ
代のり^_たらんとしたのである。「建築とは光の下に集められた立体(ヴォリューム)の蓮蓄で島り、正確で、壮賀な演出である。」【r建築をめざして」)と彼は建築を定義y、ヴォJユーヘ
の情熱を告白する.二0世紀以前の西欧を支配した、古代ギリシャ.ローマ以来の古典主義建笑が、オ^ーと呼ぱれた柱=糠の建築であった二とへの反発力、コルビユジエを練から遠ざ
け、ヴォリュームへと向かわせた.二0世紀が巨大ヴォリュームそのものを必蔓とするなら、モのヴ才りユームをストレート1=コンウリートで表現Lようというの力、司ルビニジ1工の、潔し戦
だったわけである.建築はヴォリュームで畠ると定義した途傭に、建築がよくいえぱ自由になり、悪くいえば暴力的になる.コルビュジエは、ヴォリユームの特撤を熟知し、ヴォJチ丁声使
倒し、鋳に暴力的造形を賑わなか?た.コルビュジェのヴォリューム擢向は、晩年にはさらに過激化L、最終的にはロンシャンの札拝堂(一九玉五鼻X図"やインドのチャンディガールの
新都市挫設(「方法序説」圓10参照)のような、「ヴォリュームのアート」へと建蒸を昇華させた。今までの建纂が到速Lたことのない自由を、ロルビユジエはヴォJユームの力を借」て、実現L
たので畠る。彼が桂離宮(図2)を案内され、「繰が多ずぎる」とはき捨てるようにっぶやいたという先述のエピソードは、ヴォリユーム轟の披が、圧倒的な線の建築を見せられ=の、'
の反応であった.一方、ドイッ豪現主睡建築を代表するブルーノ.タウト(ーハハ0-一九三八)は、一九三三年の披の誕生日、五月四日に桂離宮を案内され、生涯で最良の誕生日」
残L、実際に滂地の涙を流しナニ。タウトは、コルビュジェやミースのような評価を受けることがなく、時代を牽引するりーダーともならなった。タウトは、二0世紀モのものに背を向ナてたよ
うに感じられる。コンクリートのヴ*りユームに背を向け、鉄骨の武骨な隷にも背を向け、頼りないほどに織細な桂離言の木の線に、心を奪われてしまったからである(図3)0それほどに、織
細で悔っきやずぃ人間であり、建築家であコた.タウトが日本に残した唯一の住宅作品.日向邸(一九三六年X図4)には、披が好んだ識細な線力溢れている.細い丸竹を無数に並べを
作り、問じく細い竹を饗んで漁り火をモチーワとした不思隻な照明暑具をデザインした(図5),アメリカ流の難骨の繰、工集の隷に恒れていた当時の日本人は、タウトタ)織細で自由'隷
理解せず、彼は失毒のうちに日本を去った。もう一人の二0世紀の巨匠ミースは.コルビュジエとは逆に、ヴォリュームを遂けて、憾を極めた.ミースはタウト?よう'マンチストで'
かったので、金属という二0世紀的な素材を用いて、美しい鞍を描くことを極めナニ.金区の榛をあらゆる場所で反復し、二0世紀という時代力"要とした超高層ビルの巨大'オ」ユー
隠蔽L、空に融かしていった.ミースは巨大なヴォリュームを、棟によって処理する方法を発晃した二とで、二0世紀のチャンビオンとなったので畠る0 その美しい執を作るためには、ア」
力の工業力が必要であった.ミースはモの工案力を味方とするために.アメリカに移住Lたのではないかとさえ、勘ぐりたくなる。戦前のドイツでバウハウスの校長まで務めたミースは、ナチス
に追われて、一九三八年、アメリカに移った.第二次世界大戦後、ドイッに帰る選択肢があったにもかかわらず、ミースはモのままアメリカに残っナニ0当時のアメJカカ、線で覆われた巨オ
り二_ムを最も必要とし、その工案力だけが、ミースの美しい糠を実現Lてくれたから、彼はアメリカに残ったのである.その意味でいえぱ、ミースにとって、二0悩記とぱ決定的にア.」
の時代であり、ミースはモれを吉定せず、それに桑じた.一方、コルビュジェはアメリカに渡ることをせず、ヨーロッバという場所にとどまり、アメリカ的なるものを否定L続けた.コルユジ
超高層ピルに関心がなかったわけではない.三00万人の現代都市(一九二二年X図6)、ヴ*アザン計画(一九二五年X図刀,輝く邦市(一九三五年)をはじめとし、超高層力乱立す,、.
乱果ともいえる都市改造プロジェウトを繩り返し発表した.コルビュジェは真剣に週高層を設計したいと望み、当時のフランスの知謙人は、パリを壊してまで超高層を建てようとしたコ」、ユジ
工を冷笑した.フランス人から見れぱ、パリを超高層で破壕しようとするコルビュジエは.スィスの片田書からやってきた、フメリカか'け、の隻人仁見えたのかもしれ'いO L力し、,ーでコ
ルビュジェは「ニューヨークの摩天棲は小さすぎ、モして多すぎる」と批判Lた(「伽藍が白かったとき」).巨大ヴォリュームは大いに絃犠であるが、工墻で作った金属の単謡'糠でヴォJユー
ムを隠薇するような、アメリカの練、ミース流のごまかしを、コルピュジェは欺鰯と見做したのである.ニルピュジエはコランスで超高層を実現することも'かったし、またアメ」力に
れられなか。たが、モの代わりに、彼はコランスともアメリカとも全く具なり、全く対鳳的な場所、インドへと向かった.一九五一年からインドの斬郁市チャン〒イガールの計画に携わ.J、
ものともせず、計二三回、灼熱の現場を訪れている.インドという場所では、練を用いてヴォリュームを化粧するアメリカ的なコスメティッウ、隠蔽は、全く無効であ0ナ=.当時のインドにほっす
ぐな線を作る技衛など存在Lなかった.コンウリートで作った荒々しいヴォリュームを、赤い大地の上に投げ出すしかない。モの赤い大地の上で、二0世紀のアメノカとは対極的'方'、コ
ルピュジェは発見したのである.インドとの格繭は、コルビュジェ自身にとって大きな出来事であっただけではなく、その後の世界の建箪〒ザインに決定的な影響を与えた0 ル^j
(野生主粧)と呼ばれる、荒々しいコンウリートの表硯は、チャンディガールがきっかけとなっナ=.づル^リズムは日本の戦磯の建築にも大きな影響を与え、木目のきっい杉板型粋で打設し
た荒々しいコンクリ_トは、戦後の一鋳期、日本の公共建築の制服になった.畿何学に支配された美しい白い箱=サヴォア邸に代表される前半期のニルビユジエ以上に、哉半生の野壷'
コルビュジェは、二0世紀に大きな影響を与えたと、僕は青える.なぜならば、どんな荒々しい大地にも建築を建ち上げられる二とを、コルビュジエはチャンディガールで示Lたからである・イ
ンドの赤土の上にも現代建築が成立しえることを示して、コルビュジェは、どんな大地の上にも、現代の人間が、力強く生き生きと生活できることを示した0それは世界のすぺての場所こ
を与える、希望の建蟻であった.前半生のコルビュジェがりードLたモダニズム建美は、世界を而一化Lようとする工案化牡会の、インターナシヨナル建築であった.一方、豊半生の彼
建築は、世界の多様化の途を示し、世界のすべての場所に希望を与えナニ.インターナショナルではなくワールド・アーキテウチュアであった.慣はコルビユジエのコンケ」ート建擾をたびた批
申ルてきたが、チャンディガール以降のニルビュジェからは、様々な形で影饗を受けた。チャンディガールには、二0世紀を超える何物かが、存在Lていナニ0

丹下健三のずれた鞍

チャンディーガールのロルビュジェとは全く別のやり方で、多様性の途、大地とっながる途を探ったのが、日本の丹下値三(一九【三一二00玉)で畠った0彼は、コルビユジエともミースと
も別の方法を用いて、アメリカ流、工菓化社会漉の隷の建築を、超えようとし,ニ。丹下はそのヒントを、日本の伝観建築から得た.書川県庁舎(一九五八年X図8)では、コンクノート
と梁を、接点をずらしながら組み合わせた.すなわち二っの轍を、一点で交わらせずに,ずらして接合Lたので畠る.日本の伝絞木造建擾では、しばしぱ律と線を、司'らして組みげる
9).いわぱ、材木という練の上に,もう一本の材木をそ0と魚せる.ずらすことによって、材木に欠き込み寺入れる必蔓がなくなり、その結果、断面の欠損力起二ら'いので、一本一本
すなわち縁の強度を保っ二ιが可能となる。しかも接点はずれていても、力はスムーズに伝違されることを、日本の大工は経験的に理解Lていた0日本の木造はずらしの木造でっこ.つ
てもいい。線と線が一点で交整する、西欧流のカルテジフン.グリッド(デカルト癒の直交グリウドX図10)とは別のやり方で、歓が楓まれていたので勗る0西欧の近代の数学と工学のぺι一
スになってぃたのは、きまじめなカルテジアン.グリッドで畠る.しかし、接点をずらすことで糠はより軽やかに自由になり、空間に動きが生まれる二とも、日本の大工は知ってした・そしてら
しによって、憾材と様材とが分節され、線が面とならずに線のままにとどまり、軽やかさ.透明感が生まれてくることも、大工は熟知していたのである0カルテジアン'グJツドカ図式的で、幼
な崇何学に依拠Lていたのに對し、日本のずらしの木造は、鉦験主義的であり、しなやかであった.丹下もまた、憾のずれの効果を知っていた0日本の伝統木造建築の、接点のずこ
〒イテ_ルを、丹下はコンクリートに郁訳した.コンクリートを用いても、コンクリートのヴォリュームの中1こ埋没しナ'い、自立した軽やかな線を描けることを、丹下は書川県庁舎下明二.
さらに続けて、東京オリンピッウ(一九六四年)のために〒"インされた国立代々木蝕技墻では、巨大なニンクリートの垂直の植が、大地から天に向かってま?すぐに立ち上げられ、その二
の巨大な牲から、スチール製のケーブルが吊られる.ケーブルの綜はコンクリートの隷とは比較にならないくらいに細く、しかも重力を受けて養L(カーブL、人々を圧倒した.丹下一.ニ
「世界のタンゲ」となった.コンクリートでは決して速成できない細く美Lい線が.ミースが超高層に貼り付けたアメリカの工業力の直練とも具なる蔓Lくしなやかな緯.、丹下によ0てはじて
引かれた。吊り榧などの土木楕造物でしか用いられることのなかった鉄製のやわらかいケーブルを、あえて建築に使うことで、二0世紀の建築の歴史の中に、生き物のよう'自'
現したのである。代々木建技場では、二本の柱の間に璽を渡されたメイン・ケーゴルから、さらに轍細な鞠いケーブルが分岐し、べた?とした面となり力ちな屋根力、隷の集合
されナ=。それは白本の遷橿の歴史に、新しいーページを開くものでもあ?た.丸瓦と平瓦を一体化した桟瓦〔図")の艶明以降、日本の厘根から美Lい練厶失われた0さらに、歓ら
ラット.ルーフが輸入され、日本の景楓の基本であった厘担の蔓は、消えていった。丹下はオリンビックというハレの舞口で、日本の屋根を取り戻し、屋橿の練を取J醍すことに二
る(図12).

線からヴォリュームへと退化した日本建築

しかL代々ネ鍍技場の後、すなわちオリンピックという祭りの後、白本建纂は再び、練を失っていった。すぺての建箔をケーブルによって解くことはできないからである0ミースカ超
に用いたシャープな線以上に、ケーブルで吊られた塵根は高価であった。オリンピウゥという世紀のイベントのための、例外的な坪単価(ニスト)の、特射'簸技場だからこそ、ケー!
可能となり、隷は蔓しく舞うことができた.一九六四年の祝祭の後の日本建捷は、隷の建築からヴゞりユームの建築へと転換Lた.あるいは退化Lた0坪単価においても、プログラムにお
いても、「著通の建築」1こ遍した「苦通の解法」が祭りの後の杜金から要講されたのである。東京だけではなく、津々浦々の地方都市にも、大量の「着通の建築」を建てなければ'ら'し
いう、高度成甚期の牡会の蔓請があうナニ。建筑を建て織けることで紐漬を亜L、政治を廼すという「土建政治」システムが、オリンビック以降、本格的に、隷畳を始めたからで畠る.ム金を'
みなく注ぎ込んで「苦通の建纂」を建てることをエンジンとして、政治、経済をはじめ七する、日本のすべてが廻りはじめた.そのシステムがしっかりと彊り続けるためには、著通の建築」!=、
周囲に埋もれない、しっかりとしたアイデンティティを与えなけれぼならない.公金をっぎこんだことを正当化する、はっきりとしたキャラクターが必要とされナ=.ヴォjユームの集合体に士ら
を柵なし、「著通の建築」に、環填に埋もれない、誰にでもわかりゃすぃ個性を持ったより普逼性のあるデザインが求められたのである.代々氷熊技塙のような、天才によるアウロノティツ
な線のダンスではなく、も。と堅実で確実に建築にアイデ^イティを付与するシステマティッウなデザインを牡会が必要としたのである.その要請に屍事に箸えたの力、丹下健三のその
子、磯嶋新と黒川紀章であった。モの二人の名前がここで拳がって、意外だと思われる読者も多いだろう.二人は共に、堅実ともシステマティツクともほど還い、強烈よiーソナJティ
つ、芸術家として知られたからである。しかし、作品を冷静に分析すれば、彼らが緯ではなく、ヴォリュームの建築家であったことが見えてくる.彼らは峯何学を巧妙に駆使して・コンクー
トの重たいヴォリュームを整え、そこに、強いキャラクター、フィデンティティを与えていったのである.孫崎はキューづ(立方体)を用いて通常のコンク」ート建築を航制L、特'_
と仕立て上げた(図13)。キューづとは、古代ギリシャ.ローマの伝杭を継承する、ヨーロッパの古典主養建擦の中心的手法であった(圃14).ヨーロツパの建擾家遅は、ギノシャのラ
ン幾何学を用いて、鈍重になりがちな組積造建築を、光り郷く記念碑へと転換してきたのである。艦嶋は、その西欧ゆずりの強力な置譽を用いて、コンク」ートの鈍重'塊を、'
碑へと転換Lてみせた.一方の黒川は、磯崎に対抗Lて、円鍵という崇何学的形態を多用し、伺じように、ヴォリュームにアイ〒ンティティを与えナ=(図15)0黒川は、メタボJズムのセル
建築で、一度挫折を経験した。モの挫折の徒に、ギリシア.ローマ以業のプラトン立体へと回帰し、保守化して社会に受けいれられたのである.プラトン立休で制御された磯崎流、黒Ⅱ
のヴォリュ_ムは.たちまちにして、あらゆる建築家、建築設計事務所、建設会杜設計都の手本となっナニ.なぜなら、ブラトン的ヴォリュームこそ、最も椣倣Lやすく、最もコストリフォーマンス
のよいシステマティッウな方法だったからである。この方法で詐られた建笈は、しぱしばハニモノと郷撞された.ハロモノという命名は、ヴォリュームという方怯の本貴を突いた絶妙のネーミン
で島る.高度成長期の社金、政治、経まシステムと,建攘〒りインとの共謀を言い当てた、見事なネーミングであっナ=。ポスト丹下の日本現代建築ぱ、このようにして練を捨て、オユー
へと退化し、安勗な量崖体制へと走?たのである。ハコ化によって政治、経済と併走したのである.

繰

コルビュジエのヴォリューム、ミースの線

142}/14 号「 /



木の小屋からの出発

僕自身が建築を学びはじめた一九七0年代の後半は、まさにハコモノ全盛の時代であ0ナニ.礫崎と黒川が、モのハコモノへの流れのりーダー、プロパガンダとして鐸いていた0彼らは華艇
な言説で、ハコモノを正当化して、建築界のスターとなった。木造建築の新しい可能性を探る内田祥哉はしちか)教授(一九二玉一)、辺境の集落研空で知られる原広司教授に僕が惹か
れ、彼らの下で学ほうと思ったのは、ニンクリートの重たく閉じたヴォリニーム感に対して、体質的に違和感を覚えたからである。内田先生が語る日本の木造も,原先生が虜となった辺境の集
蔭も、ヴォリュームの時代とは全くなじまない臭物であった。それらは乱雑な線の集合体のように見えて、ハコモノから最も遺い、自由でアナーキーな異物に感じられた0 ""'

ガウディの線

先述の通り、一九七ハ年の冬、療先生と共に、二か月のアフり力集薄調査の旅に出た【図16)。四輪駆動車を二台、船でバルセロナの港へ送った0冬の期間の地中海は、シロツコと呼ば
れる南からの筆節風が強すぎて、アワり力の対岸、スペインにしか、コンテナ船がっけられなかった。その風のおかげで、バルセロナでガウティ(ーハ五二ーー九ニハ)の実物をはじめて
見ることができた。実物を旦のあたり1こして、ガウ〒イの印魚が変わった。コンクリートの重たいヴォリュームに、ランダムに割ったタイルを貼った逢形(図17)の印象が強すぎて、ガウディほ
ヴォリュームの人に見え、敬還していた.しかL実際のガウ〒イの作品は、細く織細な線で満たされていナ=.特に、鋳鉄の透形が蔓Lかった。父親が銅細工の職人であウたというだけのことは
ある.金属を用いたディテールが織細で、コンクリートにタイル貼りのガウディというイメージは崩れ去っナニ.中でも気に入ったのは、実際のヤシの葉から型をとったという透明感のあるスウ
リーンであった.ヤシの葉の隷の、細さと鋭さが圧倒的であっナこ(図18).植物という存在が、線の原理の根底にあることを、ガウディは直感的に理解していたのである.植物は糠によって
地中から水を吸い上げ、葉まで運ぶ。線によって体を支え、休を雑持する。檀物とは練の集含体で畠った.アール・ヌーヴ*ーからガウディに至る世紀末の建築家たちは、そのようにして植物
に惹きっけられ、石とレンガによるヴォリュームの建叢に代わって、犠細な線の建築を作りほじめた,しかし、次の世代のミースを境にして、植物の線は失われ、アメリカの工業の隷に取っ
て代わられたのである.倶ぱ工業の線から、植物の隷へ七戻ろうとしているのかもしれない.ガウディやアール・ヌーヴォーの世紀末が生んだ樵細な線は、産案革命、モして一九世紀的な工
案の線に対する一種の批判であった。しかしその生命の繰の寿命はきわめて短命で、新たな二0世紀の工業の隷が、ガウディの繰を圧倒L、消去してしまったのである.

点描直法

バルセロナからマルセイユまで車で走り、マルセイユ港からアルジェ逢行きのフェリーに乗った.アルジェから内陸に向かい、コルビユジエが愛した街とも伝えられるガルダイヤに泊まった0
遠くから見ると、街というよりは、小さな丘に見えた.近寄ってみると白い小さな箱が集合し、積み重なって、ひとっの丘のような形状を作っていることがわかった(図19).もともとあった自然
の丘の上に、長い時闇をかけて、白い小さな箱を建て桜けた結果、地形と人工物の中間のような、有糧的な集落が生成されている.点描画法で地形を描いたような集落だと感じナニ.集落を
概成するひとっひとっの住宅が小さいから、自然と点揣画注になるのである.ずっと後になって、ロンピュテーシヨナル・〒ザインのパイオニフである建築家のグレツグ'りン(一九六四一が、
僕の建築を点描画法の建築と評した(「点楢画法」『5D』三九八号)。デジダル技法の棲本は、小さな点による近似なので、グレツグが点描而法に闘心を持ったのは,当然である0コンピユ
テーショナル.デザインが話題となうた一九九0年代以前に、慌が点描画法に目覚めたきっかけは、ガルダイヤであった.自然というものの本質に、人間が追ろうとした時に、点描画法が
生み出された.印象主義の画家のスーラ(ーハ玉九一九一)が、ノルマンディーの海を描二うとした時に、点描画法を発見したといわれている(図20)0海とは形態ではない.点がキラキラと点
減する状詰にこそ、海という自燃の本貴がある二とを、スーラは馳見L、点描両法に到達Lたので罰る.一方.山には形態というものが存在するから、輪郭で山は描ける.しかし、海という
のは、テクスチュアとモの変化であるから、形態には頼るこ七ができなかった,慎が建築で試みようとしていることに、スーラの方蓬は近似Lている0建藁を形態から解蝕L、ノルマンディーの
海のような.光の点滅へと五したいのである.ガルダイヤから、さらに南に下ってサハラ砂漠を趣えてからが、集幕餌査の本看とな0た.砂漠が終わると、草原が始まる.いわゆるサバン
ナと呼ぱれる気候帯で、砂漠と熱帯雨林の中間に広がる巨六な熱帯草原である.砂漠は通過するだけで、人が住めはしない.サバンナに入ると、人の気配がしてきて、次から次へと集落に
出くわす。基本的には小置を草豚にばらまいたような、コンバウンドと呼ばれる形式の、大家族のための住宅である.サバンナの住宅は、茎本は、白千Lレンガを積んで作った、小さな閉
じた箱の集合体で南る.サバンナの住居ぱ、苦本は、日午しレンガを積んで作った、小さな閉じた箱の集合休で島る。配置、配冽は起散的で確かにおもしろい.しかし、近づいて、地而の
視点から眺めれば、箱は閉じたヴォリュームであり、重かっナエ。

熱帯雨井の細い棟

しかし、熱帯雨林に入り込むと、住宅を作る基本材料が植物となり、建隻は軽く、透明になる.細い糠が集落の主役になるのである。閉じたヴォリユームの世界が終わって、開かれた線の世
界が始まったのである。しかもモれぞれの揮が、僕らの日頃屍慣れている、鉄やアルミの總よりもはるかに報い.木の技やツル、ヤシの美で楕戒されているから、細いのは当たり前である.
倶が生まれた大愈山の家で慣れ親しんだ一0センチ角の木材より、はるかに細く縦細な繰の世界が、熱帯雨井にはあった.出金ったことのない鞠い憾の畳場で、集落の配置も形態も眼
中から消えてしまい、どうでもいいことに思えてきた.植物で編んだカゴの中で、風と影を感じながら、昼寝をしているような気持ちよさがあった.子どもの頃、母親が夜になるとカヤを吊?たこ
とを思い出Lナニ。蚊をよける目的で、械物の嵯絶を綴んで作ったのがカヤで、植物の暑りと肌ざわりがあって、カヤの中にもぐりこむ一瞬は至福であった.子ども時代の僕にとっての、最高の
一暖であった。緯が乱雑だろうと不揃いだろうと、あの細い植物の糠に囲まれている熱帯雨林の人々はとても幸せモうに見えた.サバンナの後に訪れた熱帯雨林体験が、倶を斬しい線の世
界へと導いてくれナニ.高塵成長の建隻ブームの中で、碓崎新と黒川紀章らのり^ーシッブによってうち捨てられた繰の建築を、もう一度復活させるための重要なヒントを、サハラの旅で手に
入れることができた.しかLサハラの旅のり^ーであった原先生は、熱帯雨林の植物の家にはほとんど関心を示さナ'かった.そこには彼の典味の畠る散学が、一切存在Lナ'いように感
じられたのかもしれナ'い。しかし、慎にとコては、熱帯雨林は斬しい数学の宝庫に岳じられた,磯嶋、黒Ⅲと恢ぼ問世代の原は、乱雑でノイズだらけの軍カゴ建築には興味を示してくれなかっ
たのである.原もまた、コンウリートのハコモノを作らなけれぱならなかった世代の宿働からは逃れられなかったのだろうかと.僕は不隆慎な想像をめぐらした.

モダニズムの隙と日本建築の線

礁峡、黒川、原の世代が隙を放棄したのは、彼らがモダニズム建築の武骨な線しか、知らなか?たからである.石やレンガを蘓む組積造の重さを打開するために、モダニズム建築は練を用
いナニ.コンウリートや鉄骨で線を詐り、モの線でフレーム(骨格)を岨むことによって、透過性があり、拡彊可舵な、フレーム.システムが二0世紀に完成された0 しかし、コレームと隷の間に
は大きな隔たりがある。コンクリートた鉄で、柱や乗を作り、フレームを作ることが、モダニズムの茎本だった。先述Lたように、二0世紀の幼稚な権造計算技衛でも、柱と累を組み合わせて作
るフレーム樒造ならぱ、計算する二とができた。柱と柱の閻隔は一0メートル前後が最も効率的で、モれをニンクリートで作ると、柱はーメートルXーメートル程度のサイズとなる0梁の高さも
約ーメートル程座にな?た.ーメートル角というごっい寸法が、モダニズム建築の欄皐的なサイズであった.組積造は抜け出したが、かえって置骨で毅風景な空間であった.その武骨なフ
レームが可能とする一0メ【トルX-0メートルの広さの無柱の空間が、工業化社会の二ーズに合致Lた.-0メートル角の抽象的な空間を用意して、その聞を物や人が自由に運動すると
いうのが、二0燈紀という時代の蔓請だった.無柱の空間の中の自由な移鼬は、ニュートンカ学の夢モのものである.抽象的なガランドゥ空間の中を、運動方程式に従って物が移動する
というニュートン渡の物語である.二0世紀になって、建藁はやっと一七世紀のニュートンカ学に追いっいたともいえる.建築は、いっも遵れてやってくる.哲学者や數学者の夢に、何百年捷
にやっと追いっく宿命であった,建築は臭手であうた。やっとニュートンに追いっいたモダニズム建築の、ーメートルのフレームは、コンクリートの牢獄のように、僕には駆じられナニ0 武骨
なフレームは、二0世紀に一気に増廼し、世界の都市を覆いっくした.人間の身体という繊細でやわなものと比べて、あまりに威庄的なフレームで苗った.都市からも家からも、ヒユーマンな
スケールは消え、人々は太いフレームにおびえながら、二00年以上前のニュートンの、カビの生えた夢と暮らすことになった.それに比較すると、日本の伝紋的な木造建築を楕成する
楓は、はるかに樵細で、人間の身体を鬢かすこともなか0ナニ.柱も梁もおおむね一0センチ内外の断面寸法を持っていて、長さも三、四メートルであっナニ0一人で充分に運べる大きさと貫さの、
纖細なやさしい線で、空聞のすべてが擴成されていた。そんな美しい糠の技術、デザインが日本には眠っていたのである0

伝統詮季と柵文の太い線

戰後日本のモダニズムは、最物から日本の伝杭建築に関心がなかったわけではない.載後初期のモダニズム建隻の、木や蠢で作ったフレームの織細さは、今見ても斬僻である.丹下自
身、前川団男事務所時代に担当Lた庫記念体育館(一九四一年)(図21)や、成城に建てていた自邸(一九五三年X図22)ほ、日本の伝統木造の鞠い線に迫ろうという建歓作で島る0しか
し、代々木麹技場の細いケーブルを最後にして、日本の建築家たちは細い裸を宅れ、コンウリートのごっいフレームへと、一気に流れていった.その転換には伝杭詰争という戦後の建築
野を揺るがした一九玉0年代の大論争も一役買っていた.戦後初期の細い練のモダニズムは弥生的で、柔弱で肪り、日本文化のもうひとっの源琉である縄文の力娃さに戻らなければいけ
ないというのが、白井最一(一九0玉ーハ三)ら縄文派の主張であり、弥生派は拝され気味であうた.丹下の弟子の磯崎は、師の対極にある白井の縄文的でヴォリユーミーな〒ザイン(図2
3"写影腰を受けながら、ポスト代々木のヴォリュームの時代をりードしていったのである。縄文派の代表は「爆発」のアーティスト,岡本太郎(一九一ーー九六)であった.モの後、一九七0年
の大阪万博で、丹下催三設計のお祭り広場のスペース.コレームを、岡本の太い撒=太陽の塔が突き破った(図24).プロデューサーであった丹下は、岡本を呼んだが、結果的に爆尭を黙
認し、許したのである.丹下は弥生であることに引け自を感じ、丹下自身が弥生を超えようとしていた。日本の鉄婿崖案の粋を尽くして建設されたスペース'フレームの練を、縄文がぶち破っ
たのである.高度成長の日本が、イケイケの太い線によってりードされていくことを,冊本のr太い」モニュメントは見事に象徴Lている.伝銃詮争は、轆からヴォリユームへと傾斜Lていく高塵
成墨期の日本建築の予告裾でもあっナニ。その高座成長Φ「太L、」日本の中で、細い棟を追及していたのは、「和の大家」と呼ばれる建纂家違だけであった0自田玉十ハ(ーハ九四一一九
七四)、村野蔦吾(ーハ九一ーー九ハ四)は、丹下、磯嶋、黒川違とは別世界の、いわぱ伝紙芸能の担い手のような存在と認識され、料亭、茶室、高級住宅を般計する特殊な建築家として、
建築昇の外側に置かれていたのである。高塵成長期の日本は、そのような形で、日本の伝銃建築の細い憾を排鰍してきたのであった.「和の大家」の追求した細い隷は、今日から見ても、
驚くほどに縦細である.モして単に雑細であるだけでなく、彼らは現代の素材を用いて、さらなる細い線を追究していた。・ー・.丹下、磯崎,黒川に代叢されるモダニストの建纂家連の闡心
が、ヴォリュームに蔓Lいシルエットを与えることにしかなかった一方で、吉田や村野は、現代の素材を使って、織細な点・練・面を作ることに挟戦し続けていた(園27).その意味で彼らこそ
がモダニストであった。特に碇崎、黒川が西欧古典主職にならうてハコへと回帰した後には、吉田や村哥の方が前衛で畠ると僕は感じた.しかし、彼らの知恵と違成を、盤築界は無視Lたの
で畠る。

移動する日本の木造の線

日本の伝統木造の線は、単に細いだけではなく、自由に移動できるものでもあった.これは驚く1朱どに朱来的な手法でも胡った。まず生活の奮化に応じて、襖、障子などの線で槽成された
建具を、自由に動かすことができた.このシステムは、二0世紀のオコイス空間を支配した可動間仕切りシステムの、先取りでもあったし、モれ以上にはるかに軽量で洗枝されたものでもあっ
た.さらに驚くべきことには、建物を支える主要犠造である柱さえ、モの完成後に、自由に動かすことができたのである.その秘密は日本建築の屋根裏にあっナニ0天井と屋根との間に和小
屋と呼ばれる、木のジャングル.ジムのような骨組みを挿入する二とによって、屋担全体にしっかりとした剛性を与え、屋根がしっかりと固められた(図28)ので、それを支える細い桂は、完成
後に自由に移動することができナエ.この驚くぺきフレキシブルなシステムが、一四世紀の日本で完成Lたのである。移動できる柱は、世界に例がない.西欧における建築の近代化は、壁
を清去し、柱と梁のフレームによって大空間を確保することであった.モれがモダニズム建纂が追求したワレキシビリティであり、生活の自由であった.しかし、日本の木造建築は、モのはる
か先をいっていたのである.聞取りを妻える時に、柱の位電まで勳かしてしまうのである.ニュートンカ学の火ざ0ぱな空間と太い柱の代わりに、日本の柱、梁は一0センチ角前後の細さで
布り、しかも固定された空間の代わりに、警化できる柔軟な空間を獲褐していた.太くて動かない線(フレーム)の代わりに、細く縦細な動き回る糠を、日本人はすでに一四世紀に手に入れて
いたのである。二0世紀モダニズムの硬直Lた大空間を超えようとした時、日本の伝統木造のシステムは大きなヒントを与えてくれた.'""

芯おさえと面おさえ

さらに、日本の伝統木造において興味深いのは、柱や梁といった練を、モの隷の中心線、すなわち芯で捉える方法一一芯おさえーーとモの線の軸郭で捉える方法一一面おさえーーを同居
させ、見事に使い分けていたことである(図31)。そもモも古来、日本の大工は、芯おさえで図面を描き、芯おさえの考えで建築を施行していた.民家では、丸大をそのまま使ったり、ま

(曾6 / 142 )10/14



がった材木をそのまま梁に使うことが多かったので(圓32)、芯おさえでないと、それらの「生きた隷」を使うことができなかったからで畠る.日本の伝統木造は「生きた糠」からはじまった・縄
文の竪穴式住居以来の「生きた線」である。しかし、畳の出現によって状況が交わっナニ.平安時代の神殿作りの住居においては、床は板敷が基本で、畳は家具のように、畠るいは座布団
のように板の上に債かれていナニ【図33)。さらに室町時代、床に量が敷きっめられるというスタイルが生まれた.限定された狭い空間を快適に有効に使おうとすれぱ、畳を敷きっめた方力効
率的だったのである。畳をぴっちり敷きっめるとなると、柱の芯ではなく軸郭、すなわち柱の面が、柱の芯よりも重蔓になってくる。柱の画と茄によって規定され、限定される平面の中に、畳を
隙間なく敷きっめなけれぼならないからである.この生活様式の変化によって、芯おさえの建築から、面おさえの建築へという転換が起こった.人々が高密座に集う都市からこの変化は
始まっナニ.銀られた空間に効率的に畳審敷きっめるには、芯おさえよりは、面おさえの方が、現実的で経済的だったので島る.京間と呼ばれる畳の敷き方ぱ、畳の寸法を三尺一寸玉分Xハ
尺三寸という茎準寸法で固定L、それにあわせて、柱の位置を決定していく。すナ'わち面おさえの原理に基づいて建築の全体が決定されている.この方法に基づけぱ,引っ越Lの時も同じ畳
を持ってぃくことができる.一方、江戸間と呼ばれる手法は、柱の芯の間を、約三尺、六尺、九尺という基皐寸法で決定し、それによって作られた平面計画を、だましだまし畳で埋めていく.当
黙畳はイレギュラーな寸法になってしまうので、引っ越Lの時、畳を持ち運ぶことはできない。京都の方法は都市的であり、近代的であった0一方、江戸の方怯は田園的であJ、民家的であっ
ナニ。日本では、この二っの方法ぱ共存し、巧みに使い分けられていた。練にも太さがあり、壁にも厚みが畠るという現実を、日本では芯おさえと面おさえという二っの方法の共存によって、憲
宜、解決してぃたのである.そして江戸においても、京都においても、日本の大工は建隻の部位に応じて、芯おさえと面おさえを使い分けている.現代の日本の大工も、二つの方法を使い分
けることで、謹雑な現実に対Lて柔軟に対応Lているのである.一方の西欧でも、線に太さが畠り、壁に庫みが島るという現実は、建築探を悩ませ続けた0二の間題を中世の建築家(エ
匠)違は、連驍するアーチを、二本の対になった柱で支えるツィン.コラム(図34)や、細い柱が東ねられて太い柱となったように見える、ゴシツウ椴会の庫ね柱【図35)で解決していた0複数
の柱を藁ねて用いれぱ、柱が反復するグリッド.システムと厚い壁を支えるアーチ・システムとを共存させることができたのである.柱に太さがあり、壁に厚み力畠るという現実を、中世の建按
家は律を集合させることで解いたのである。しかし、ルネサンスという時代を拓いた先述のブルネレスキは、この解決を嫌った.すなわち人間の脳が構想する抽象的'畿何学と、物質に
よ?て擴成されている現実との間に宿命的に存在するギャップに対し、ブルネレスキは極めて敏感な建築家だったともいえる.彼はそのズレを要素の断片化という今日から見ても前衛的'方
法で解いた(図36).アーチや柱などの要素は時として、コラージュ絵画のように断片化をされて、空聞を漂うのである。この方法ぱ、様式に対ずる無知からくるものだと当時から批判された
が、彼は園式的、披含的にしか思考できない人間が、物質で構成された検雑きわまりない世界を生きる時の宿命的な困難、その悲劇、喜劇をはじめて頚在北Lた0ブルネレスキ本人は、こ
の困盤を断片化によって解決」、一方、日本の大工は、このギャップを、芯おさえと面おさえの共存によって解決し、中世の工匠はツィン.コラムや廩ね柱によって解決した,僕力最も葱かれ
ているのは、練を無敷に並ぺるゴシックの束ね柱である。

日本の伝鉄木造が長い時間をかけて廟いてきた舶く、移動するする線を、再び取り戻すことはできるだろうか.あるいはアフり力の熱帯雨林の軍のカゴのような細い隷を、現代の建築に導
入することはできるだろうか。細い線が復活Lた時どのような建築が生まれ、どのような郊市が生まれ、人聞と線とはどのような関係を取り結ぶ二とになるのだろうか,倶がこの課題を意謙
して、最初に隷に取り粗んだのは、郵珂川町鳥頭広重蔓術館(二000年)【図37)であった。浮世絵画家の歌川広重(一七九七一ーハ五ハ)の美術館の設計を依顛され.広重の作品を研
究し、広重にとっていかに緯が重要であるかを知った.大きなきっかけを作ってくれたのは広重の代表作「大はしあたけの夕立」(名所江戸百景X図38)である.大はしあたけの夕立」の
隷は、芸術の世界に革命をもたらした二人の7^、イストに、絶大な影妻を与えた.一人は印象派の巨人であるヴィンセント.ヴァン.ゴツホ【ーハ五三一九0)であJ、もう一人は、二0世
紀のモダニズム建纂の巨匠で高り、建隻の透明化をめざすムーヴメントの最初の一歩を踏み出Lたアメリカの建築家、フランク・ロイド.ライトである.ゴツホは、「大はしあたけの夕立」を油
影で痩写L(図39)、自分が尊敏するメンターの一人として、問じオランダ出身の大画家であるレンブラント.伺時代のセザンヌと伺格に、はるか東方の島国の浮世絵画家、広重の名を拳げ
ている。あまりにも唐突な形で、ゴッホぱ広重を称贊Lた。一方のライトは、広重、岡倉天心という二人の日本人との出会いがなかったら.自分の建螢は生まれなかったと書き残してしる0
中でも、「大はしあたけの夕立」を含む江戸名所吉景シリーズは、ライトにとって特別な作晶群であった.「(名所江戸百景は)風景画のアイ〒アの中では今までで最も偉大'ものである0芸術
の歴史の中でも全く独自のもので布る」(一九玉0年のタリアセンで行われた講演から)とまで、ライトは絶賛した。では「大はしあたけの夕立」の何が、この二人の革命的=術家を引き寄
せるのだろうか.タ立の雨の憾に郡密があった。一九世紀までの西欧の画法は、重たいヴォリュームの支配する重たい世界であったと二人は感じ、ヴォJユームを解体しようと苦闘Lこ0
その二人が、広貫の鞍と出金い,広重をヒンジとして、斬」い世界へと踏み出していったのである.「タ立」の縁を、細かく点検Lてみよう.一看手前に、タ立力緯で描かれ、モの椋の系に
よってひとっのレイヤーが出現する。ヨーロッパ絵画の甚本手怯である透視図怯によらずに、薄いレイヤーの重ね合わせによって、空間に三次元的臭行き力与えられている.ルネサンス
に豊場した透視囲法の基本は、近くにあるものを大きく描き、這くにあるものを小さく描く二とで島る.還近法と呼ばれるその手怯によって、三次元の臭行き力客易に襄現されるように'つた・
一方の広重は、邊視図法と全く別の方法によって、空間の臭行きを巌現したのである.「タ立」では、川を渡る掲は、遭くに向かっているのにもかかわらず、柵の幅が小さくなら'い0伺じ幅の
ままで対岸に到連する。モして大柵の橋桁は細い鞍で構成された透明なスクリーンとして描かれる.線が創造する透明性によ?て、川の手前側と向二う側との距離、臭行き力表現される・大
橋が細い木材を組み合わせて作うた木蓬の柵だから、権を透明なスクリーンとして峯現することが可能となったのである。木造の播と遷明性は、課く、分かち力たく結ぴっいている・木造と空
闇の臭行きは結びっいてぃる。日本は木造の国だからこそ、透視図法を必蔓としなかったともいえる.さらにここで注目すべきことは、雨という自然現象力、直線という数学的で抽象的.'
存在に置き換えられている二とである.この置換ぱ、きわめて藁洋的なものであり、伝毓的な西欧姓画においては起こりぇなかったと、蔓術史家連は振摘する.自然とは暖昧で、つかみど二
ろがない、形のない存在であり、かちっとした嚢何学的形態を持っ人工物とは、そもモも対照的で異質なものであるというのが、西欧絵而の大前提であった.自然と人工とは対立し、人工は
上位にあって、自然は下位に位置するという自熱銭が、西敗絵画の差本となっていたのである。一九世紀の西敗雑画で、r自憾の馳見」が起こったといわれる.モの自然の馳見」の中心
人物、イギリスの画家ターナー(一七七五一ーハ五一X園40)やニンスタブル(一七t大一ーハ三七X図41)は、それまで絵画の対象となる二とがなかった自然そのものに注目L.自熱を
雑画の主役の地位にまで引き上げた.しかし、風景画家と呼ぱれる彼らの搭く自然は、依然として朋確な形態を持たない、暖昧でぼんやり七した存在であっナニ.ターナーやニンスタづルの方
法のぺースは、船や建藁物などの明快な形雌を持っ対象と、形がなく優昧な自然理叡との対比【コントラスト)であっナニ.自然とは、人聞のコントロールの及ばない、褐体のしれない雁昧なも
のであるという、一種の人間中心主義的な倣慢が、その対比の背後に存在していたので布る。風景画家違も、その人間中心主蔓を超えることぱできなかった.一方,広重の大はしあた
けの夕立」の中では.橋も雨も、間じように壷甸学的で抽象的な直繰で捨かれ、モこには人間対自然という対比も、人工物が上で自然が下という、人間中心主義的なヒエラルキーも存在し'
い.人工と自然というカテゴリー自体が、モもモも存在せず、すべてが等価で平等な存在として、問一平面上に配置され、重層するので畠る.稾西における自然擾のこのようよ相這に関す
る研寛は数多く存在する.たとえば、西欧人の脳は、虫の音を一種の不快な雑音として認識L、逆に日本人は、音楽も虫の音も、脳の伺じ都位で処理するといった顛の研究で布る0 そこに
深入りするのが本論の目的ではない.しかし、「大はしあたけの夕立」の隷から見える、人工と自然を伺列に扱う方法は、広重蔓術縮の橡の緯のデチインに大きなヒントを与えてくれた・自然
とは何か、人工とは何かということを考える、大きなきっかけとなうた.

タ立の建蒸

広重作品を収蔵展示する広重美桁館は、「タ立」のような建蒸としてデザインし,'けれぱならないと考えた。「タ立」の雨ぱ、どのようにしたら建築化できるだろうか.まず、敷地の声に広
ハ溝山系から刈り出された八溝杉という美しい杉を.建築の材料七決めナニ。建築の近くにある木材を再上の材とするのは、日本の大工の伝毓的方法である.裏山の土と気候とから生まれた
線と、山裾に立っ建築を犠成する隷は、固一の温度.湿度、日凧条件に置かれる.山で採れた木を使えぱ、ネジレ、ゾ」などの狂いが生じにくい.裏山と建纂の中に問時に存在する二っ
の線が、問じ温座と混度を持っ空気の中で、共撮するのである。様とは抽象的な存在ではなく、生き物なのである.その隷の共撫に耳を澄ましているうちに、裏山の杉の木立から建築、EL
て室内へというグラデーションが、目に浮かんできた。自然から人工物、さらに身体へという、ゆるやかなグラデーションを作れないだろうか.広重の「タ立」の中で、蕭、橋、川、対岸の轟へと
向かってレイヤ_が賃なるように、裏山の杉赫から、このちっぽけな身休へと至るグラデーションを、レイヤーの重なりによって作れないだろうか.そもそも日本の挫築は、グラ〒ーシヨンと
して〒ザインされてきた.禅で楕成された、一連の遷明な建具(ガラス戸、簸、障子)がレイヤーを犠成し、自然と身体との聞をゆるやかに胴停していく0さらに自身の休のまわJにも、衣服
いうレイヤーの集合体が介在し、やわな身体は丁寧に守られる.十二単は、レイヤーの空極の姿であった.奥へ奥へと引き込むようなグラデーシヨンが、人々を時に外<、時に内へとしざよ
い、人々の生活をやさしく包み込み、保糎するのである.白本において建纂は、厳重な囲いからはほど遮い、ゆるいレイヤーの連蝋であった0 まず纂山の最も近く、自然の最も近くに、杉
を鋸で製材した棟を並ぺた(図42)....,広重は線の質というものに射して、異常なほどに神経質であった.摺り額によって創造される木版画という=桁力、そもそも楓の質に全戸的に
依存Lていたからである.木版匝においては擢り師というもうひとりの作考が存在した。摺り師が糠をどう表現L定義するかで、擢りあがりは驚く1孝ぞに興なった表惰を見せる.木としう素材の
やわらかさを最大限に用いて、広重と摺り師は、棟というものに対して、驚くほどに多様な表情を与え観けたのである。カンディンスキーが版画から多くを学んだように、版画は点'憾'面の
扱いに対して、多くのヒントを与えてくれる.版画を作る柞業には多くの他者が介在し、ラトゥール的にいえぱ、多くのアクターが参加するからである.摺り師もフクターであJ、木版の木も髞料
も水もアクターであった.アウタ^の様々な協力、抵抗を通じて、作者は形態や色彩の背後に畠る点・線・面の葛密に触れるので畠る.伺じく広重による東瀧道五十三次の中の庄野」
(図44)を見れぱ、彼らがいかに憾の質というものにこだわったかを見てとれる.線の太さのわずかな違いによって、臭行きが表現され、平面の中に三次元が出現する0糠を用いてどん'形
態、どんなシルエットを技くかに腐0した西欧の画家達と、綜の質自体に注意を集中した広重の手法は対極的で島る.「庄野」で描かれているのは、影態でも色彩でもなく、線の貫層だけでチ
る.それが実繚の庄野とどんな閏係があるかはわからない.広重は「庄野」という題材を借りて、糠の実験をしていたので畠り、線と世界との関係を探っていたのである.'ー"」のよう
にグラ〒_ショナルに練を吏化させ、種類の違う線でレイヤ^作りながら、自然と身休とを、外と内とをスムーズにっなげようと試みた。透視図法を持たないアジア,必要としないブジアでは、
この手法を、長い時間をかけて洗糠させてきた.絵画においても、建蒸においても、透視個怯によらずに臭行きが表現され、身体と世界とがスムーズにっな力れていったのである0広劃そ
れを屍事に使いこなした。結果、西欧のゴッホやライトが簸振するまでに隷を使いこなしたのである.

V&A・ダンディの繋描画法

広重蔓術館を設計しながら、自然の鞍と人工の様の差は何だろうかという間題に突き当たった。広重蔓術館の甚本原理は,裏山の杉の木の生の荒々しい線、木立の生の線力ら、最
内倒のレイヤー、和紙の裏に影としてだけ存在する抽象的な粧い線へと至るグラ〒ーションである.縄文から弥生、平安、数寄屋へというグラデーシヨンといってもいい.杉の木立は樹皮力っ
いたままで、しかも、ランダムな配列を持っている.ランダムな緯の量味と効果を、広重は熟知していた。雨を描く時に、広重は均一な細い繰が作るシンプルなりズムの中に、ランダム'繰
まぎれ込ませた。広重は自紘というものの本質がバラつきにある二とを理解していて、角廣の運う線を、雨の中にまぎれこませ、糠を雨へと昇華させたのである.人の描いた棟力、然へ_
変身を遂げたのである.スコットランドでヴィクドJア&アルバート博物館の分館、ν&A・ダンディ(二0ーハ年X図4田を設計した時に、この方法を応用Lて外壁をデザインLた・ンディ
はティ川の河口に位置する街で、V&Aの敷地ば、街の南のエッジにあり、ティ川の河口に面LてL寸二.われわれは、川にはり出すようにして,建築をデザインLた.実際に建築のー
水の中に建てたのである.通常、自熱の脅誠から建纂を守ろうとする結果、建筑は自然とは距離を置いて建てられ、自然とは具質のもの、逸う額壊に属するものとして〒ザインされる0
自然と建築との差興、距離の強調が、西欧の建築デザインの差本であった.差具を示すために、建築を基壇と呼ぱれる台で持ち上げ、ピロティ占いう名の柱で浮かしたので島る・ピロティを

生み出した二0世紀のモダニズム建籔も、西散の方法の正銃的な鯛子であった.しかし僕らは、建築を川の中に建てることで、自然と人工との中間的な物を作り、自然UIDと街をシー
レスにっなごうと考えた。西欧建籔を支えてきた、自然と人工との対比を否定し、自熱と人工とを境目なく、ゆるく、やわらかくっなげようと試みたのである0 では、どのような形態力、自然と
人工の中間物にふさわしいだろうか。ヒントを与えてくれたのは、ダンディの北に位置する、スコットランドのオーウニー諸島の描摩の崖であった(図47).大地と水の接点に、続紺'畿何学1
存在Lようがない。大地も水も多くのノイズを包含しているから、その接点である崖は,必然的にゆがみ、パラつき、暴れるのである。海からそそり立っ崖は、海と陸との長い廃いの結果、幼
稚で図式的な寮何学から逸脱L、襲一ーすなわちランダムな練の集合体へと到連する.自由で検雑なその線は、広重の雨のように、無數のノイズを包含する0 モの崖のように粗くラン
ムな建築を、海と隆の境に建てようと考えナニ..""このダンディのウすーターフロントは、かっては倉庫群が並び、人の気配のないさびれた場所だった.工集化社会力世界中に作
した、人工物の残骸であった。モの自然と人工とのはざまの空白に、自熱と人工の中間的な存在を作ることで、街と自然をっなぎ直Lナニ.崖から多くのことを学び、広重の夕立からも多くのヒ
ントをもらって、ダンディの街はもう一度、川とっながり、自然と擾合された.
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生きている總と、死んだ線

線の自由にっいて考えていく時、多くのヒントを与えてくれたのは、イギリスの社会人類学者、ティム・インゴルド(一九四ハー Mこよるrラインズーー繰の文化史』というテキストであった.
インゴルドは繰には二糧類あると蔓理する。彼はひとっうぃ糸(th,oad)と呼ぴ、もうひとっを軌跡n,.0.)と呼ぷ.モもモも彼は隷にっいて思素していたわけではなく.発話(5P.00")と歌(50
。E)とが、どのようにして区別されるかに関心が畠った.音楽とは西欧において、そもモも言語芸術として理解されていた.言葉と脅とは区別されず、音藁の本質は言葉の響きにあると考えら
れていナニ。しかし、ある時から、晋楽とは言語的要素を取り除いた無言歌であると琵崖され、音楽は言葉を失い、言語は音を失って沈黙したのである.彼はモの軽緯にっいて思素するうちに
記述(Wボ1,')といラ行為が、その沈黙を生んだのではないかと忌い至る.伺じように、ひとくちに練といコても、すぺてを包含する自由な糸(小門きd)と、モの糸の動きをコラツトな二次元へ刻
印、記述した結果である軌跡(ha。.)との、二種類の線があると考えはじめた。インゴルドによる糠の区分は、「方法序説」に記した、量子力学における、線の二つの定義を考奪させる.小
さなアリ1=とって、ホースという線は縦にも横にも動き回ることのできる自由な空間であるが、鳥という大きな生物にとっては、一方向にしか移動のできない、不自由な空聞だっナニ0現代の量子
力学はこのようにして、線を相対的に定蔓L、次元という存在自体を.相対的に定靴し直したのである.インゴルドも同じようにして、糸と軌跡の二種顕に、線を区分Lた0モの区分法は、
量子力学における繰の区分とは徹妙に具なっている。量子力学は、練と主体との相対的な大小関係によって、隷を二つに分類Lた0一方のインゴルドは、時間という概念を導入することで、
自由で生成され続ける生きた隙と、事後的に、生成の刻印として取り残された死んだ糠とを区分Lたのである.二の対比は、日本の伝鞍木造における、芯おさえと面おさえの対比も恕起さ
せる。芯おさえで定蔓される木材は生きた線である.一方、面おさえで定義される木材は平漫な表面を持っ、製材されて穀された憾である0

筆蝕論の線

しかし、線の生と死は、それほど明確なものだろうかと、倶は考え始めた.書家の石川九柵(一九四玉一)の筆鼓誼の枝心は、線の生と死の境が、インゴルドはいうぽどに明確で'いと
いうことである.肉体と筆を用いて、日々、線との会話を繰り返してぃる実作者だからこそ、繰の生と死との境に分け入って、その境界に、直撲触れることができたのであろう0 石川は西洋
の硬筆(ベンやボールペン)と系洋の軟筆(筆)とでは、線を描くという「ふるまい」と、モの結果である「痕跡」との間の閲係が具なると指楠する(『筆触の犠造一一書くことの渓象学」)0西洋の
硬筆の場含、尖ったエッジで硬い対課に悌をうけるので、作者は自由にふるまっているかのような感覚に鮠る。一方、稟洋の軟筆の場合は、加えた力と反発する力との間に、あそび=ズレ
が艶生することが前提になっている.いってみれば、西洋における書かれた線は、行岩の痕跡であり、死んだ憾である.それに対Lて東洋の線は、主体と客体とのズレゆえに、死にきれない
繰、生き続けている、往生際の憙い繰で罰ると、慎は感じる.石川は墨、インキの色にっいても言及する。西洋のインキの黒色は、その中に妻淡をみっ1"ξすの力困難であJ、モれゆえ
に審くという行為の痕跡として、すなわち死んだ繰として認謙される。一方、東洋の墨は、その中に濃淡があり、カスレが島り、纏は死にきれずに、生きながらえている,西洋と東洋との隷の差
興を、僕は石Ⅲから教わっナ=.東洋においては、生と死すら暖昧で高り、死んでしまったはずの隷の中にも、生命があり、息の音が聞二えるのである0

生と死の境をさまよう繰

旧軽井沢の白樺の纛の中に僕がデサインLた、風通る白樺と苔の嚢チャペル(二0一五年X図51)で、生きた楓、死んだ隷の差具にっいて様々に思考し、実験Lた.森の中で、白樺は文
字通りの生きた隷として大地から生々しく立ち上がコている.その白樺を伐採した婁のまま、建築を支える柱として利用Lようと考えた0謝皮のっいた主まの生きた練の東を権造とした建築を
建て、生きた糠を、生きた械そのものの白樺の森の中に、入れ子のように隠すのである.そうすることで、生きた練と、死んだばかりで死にきれていない練とを併置し、生と死の境力、モして自
航と人工との境が、いかに暖昧で不確かであるかを示Lたのである.栃木県のハ講杉の肱に立っ広重美術館では、杉の製材で作った隷から、和紙でくるんだ糠へと至るグラ〒ーシヨンに
よって.背後の寿と建築との墳を清し、生きた隷と少しずっ死に向かって還ざかる隷とをグラデーショナルに記電Lた。その操作によって自然と人工とを溶かし込もうと試みた0軽井沢の白樺
林の中に立っチーペルでは、モの試みをさらに一歩進めて、樹庄のっいたままの白揮の幹を、モのまま建築に持ち込み、死の領域に鼠すると考えられている建築を、生の領堆へと送」返L、
建築に生と死との墳をさまよわせようと試みたのである..ー..この特殊な襖でできた人工の森と、周囲に広がる生きた白樺の寿が作りだす線のりズムを伺調させることに腐心した.本物の
嫌のランダムなりズムが、建築化された白棒の隷のりズムへと、境なく、知らず知らずのうちに移行しなけれぱならない.白樺の生と死にっいて考えているうちに、木というものが、生きな
がら実ぱ少しずっ死んでいるという大事な二とに気がっいナニ。木が成甚し年轄を重ねていくということは、木の中に死を少L,'つ蕃えることであり、死を讐えて、死の領分を増や,ことによって、
木は風水に耐える強い身体を作り、謹しい自然の中で生きながらえている.木は死ぬことによって、生きる.朱は草よりも、死んでいる.木は伐られた後も、温度、淫座の査化に応じ、伸び
縮みをし、呼吸をし、あたかも生きているようである。ヒノキを伐ると、讐りが立ちあがり、ヒノキはまだ生きていると叫ぷ.筆で描いた東洋の書のように,木という様もまた、生死の境を漂ラので
ある.柱の配置と問権に、布るいはそれ以上に大事だと考えたのは、大地の連続性である.白揮の嚢の地面を長いつくしている苔を、チャベルの中の床にも、モのまま廷長しようと試みた.
いわば窒内に大地を証長Lようとした。室内に廷長された苔庭の上に、アクリルでっくられたぺンチが配置される.透明なぺンチは、床の連続性を邪魔しない.身休を支える床、基皐となる床
面、すなわち大地が連続していくことが.何よりも重要だと考えた。生物によって、身体を支える床面がいかに重要で島るかは.ジエームズ'ギブソンのアフォーダンス理諭の核心である.
生物は、左右の目の立体樮によって空間の臭行きを測定しているのではなく、茎準となる水平画の上の、様々な粒子や雑を用いて、空間の臭行きを知り、空間の広力り吉測定L、空間を自
分のものとしていることを、ギブソンは廃見Lた.ぎ竿面が存在する二とによって、そΦ面に属する点や線がひとっの音楽を妻で、モこにりズムが生まれる0甚準面力なけれぱ、いかに点や隷
が存在しようとも、りズムも音楽も生まれず、生物はその環境を自分のものとすることができない.その斑境を生きる二とができない0日本の伝統建隻の床に刻まれた線一ーたとえば畳の
へり、貼板と貼板との継ぎ目の意味を、ギブソンのアフォーダンス理諭は、見事に説明する.能舞台の一枚の床板は一八尺幅と決まっていて、能面によって低とんど視界を違られた能投考は、
足裏で床の隷の感触を確かめ、その練の數を數えながら、自分の位置を嘉定し、次の一歩を踏み出してし、く.畳に茎準寸まがあるのは、引っ想Lの時や都屋の両槙の測定に便利だから
というだけではない.空間の臭行、物と自分との距離を一軍で測定し、自分の居場所を確認するために、畳は閻一寸怯に作られ、畳のへりという隷によって、空間力自分のものとなるのであ
る.そのために畳のへりは、布でできた棟によって強調され、さらに畳に目を近づければ、蘭草の織雑でできたもうひとっの隷の末が出現Lて、自分の位置情報、歩いている達塵を、さらに高
い覇塵で、慌らに教えてくれるのである.

限りなく細い力ーボン・フ丁イバーの糠

石川県能蔓市の、日本海に面した敷地に立っ佃一b。(二0一玉年)ほ、僕らが到違した最も細く織細な撒である.小栓に近い識雑座集の企業から、コンクリート三階建ての、日本表の
浜辺にたっ、古いオフィスビルの耐置捕強が求められた。"...カーボン.ファイバーの練は、鉄骨を用いた武骨な耐震補裟とは逆に、コンクリートの重たい建築に、織細でやわらか'表
惰を付け加えてくれる.コンウリートの柱や梁が作る武骨なワレームと比ぺると、カーボン・フフィバーはウモの糸のようにも見える.クモの糸は細いだけでぱなく、やわらかくしなやかであ」、
粘りがある.そんな生命にも似た執で建叢を作れたら、ガウディやアール.ヌーボーがめざして挫折Lた,生きている楓を復括できるかもしれない0ウモの糸が曲面を描きな力ら、大地と建築と
をっなぎ、モの曲面はオーロラのように、日本溜の空と大地との間を漂うので島る(図53).

富岡倉庫の絹のような鞍

カーボン.ファイバーの綴い隷で檀われたf.-b。は、丹下儘三が果たせなかった新しい線の建笈の、半世紀蜑の敗者復活戰といってもいいだろう.丹下はH型蜘や1型鯛で橿われた、ミー
ス液の繰の建築を超えようと考えた。ミースが完成させた二0世紀派の棟の建篤は、アメリカがりードした工業化社金一ーコンクリートと鉄の文明一ーの制服となった.コンク」ートも内都の
飲筋という練がなけれぱ荷重を支えることができず、地震に耐えることもできない.コンクリート建築とは、砂利や砂や石灰岩などの大地を砕いたような点を、鉄で柬ねた塊である0モの意味
で、二0世紀のエンジンとなったコンクリート建築も自動車崖業も、共に主役は髞という硬い線であった。撫り返ると、金細工師としてキャリアをスタートLたブルネレスキカ、全風から線を
学び、糠を用いてフィレンッエの巨大ドームを宴現した時に,建築の近代はスタートLた.ブルネレスキの繰からミースの鮭骨フレームの超高屠へと至る近代建築史は,金偶の線を主役として
繰り広げられた、練の歴史そのものであウた.近代伺家と歓とは、そもモも近代という時代と餘とは、切っても切れない関係にあった0 では、金属の線に代わる綜はないだろうか・そろモろ
金属の線を卒業Lてもいぃ頃で罰る.カーボン.フフィバーに出合?た時、そんな想いに一気に火がっいた.もし、金属を卒案できたならば、意匠的にも楕遣的にも金嵐に依存Lていたルネサ
ンス以降の建築を、別の流れへと転換することができるかもしれない。佃一b0では、コンウリート建築の梱強に力ーボン・ワアイバ^用いたが、富岡倉庫の耐量補強(二0一九)では、織細
なフレームを持っ木造建築を、さらに雑細な力ーボン.ファイバーで捕強した(図54)。絹の街、識雑の街で島った聨嘉県富岡で、絹織物の倉庫として、-00年以上前に木造の富岡倉庫力
建てられた。糸による耐叢補強は、寓冊に最もふさわしい解決であるように感じられた.木造建築の耐量檎強は、思った以上に鹽しい。筋交い(づレース)といわれる斜めの部材を入れる
のが最も一般的な方法であるが、ごっい木の筋交いで補強すると、木造建築の織細なイメージが崩れてしまって、すぺてが台無しになる.蝕製の細い餝交いで補強するのも、容需ではよ
い.鉄という材料は、木に比べて重たいので、重たい飲で補強すると、建物自体が重くなってしまい、その重さに耐えるために、よりごっい叢の筋交いが必蔓になる.モんないたちごっこの悪
循斑にはまって、木造の織細さは完全に失われてしまう。木造建築のすばらしさは、木という軽い練を使いながら、地震にも耐える強い構造体を作れるところにある.貫たい鉄を組み合わ
せると、この軽やかでやわらかい平和な秩序が、破壊されてしまう.カーボン・フ丁イバーのような軽くて強い素材を使えぱ、木造建築はその軽さを保ったままで、地震に耐える聲さを擾褐する
二とができる.富閏倉庫では、構造エンジニアの江尻憲秦さんと一帖に、最も効率的な木造の補強を考えた.区尻さんは力ーボン.フフィバーと木が相姓のいいことを知って、すでに京都
の清水寺や長野の善光寺で、カーポン.ファイバーを用いた文化耐の補強を行っている.国宝や重要文化財の補強の場合、補強都材を見せないことが重蔓である0屋根裏などの臭えない
ところに力ーボン.ファイバーは用いられる.しかし、冨岡倉庫では、あえて力ーポン.ワアイバーの慧を見せることにした.白い力ーボン.フフィバーの隷が、フャト1」のようにして,空中を走る
(園55).鉄やステンレスのワイヤーではアヤトリはできない.なぜなら、アヤトリの糸が折れる部分から、餘やステンレスは破断してしまうからである.接点に別の金物を挿入しないと、楓と榛
がっながらず、執の撰造が破綻する。カーポン.コフィバーは、まさに糸モのものであるから、捷点が弱点とならずにアヤトリができる.アヤトリの自由としなやかさを、モのまま実際の建築の
中で実現することができる.接点に別のジョイントを入れなけれぱならない「鉄の練」ぱ、接点に拘廩された不自由な線で、自由な線とはいえない.逆に自由にっな力っていくアヤト」の隷
は、インゴルドが『ラインズ』でその価値を発見した、生きた線である。痕跡としての線ではなく、しナ'やかに空中を走り、舞う練で島る.生きながら、しかも新しい巍何学を追求するのカアヤトJ
という韓である。建築が金属を卒案L、生きた糸で建築を作れる日を夢みて、僕らは富圖倉庫でアヤトリをした。籍の街富岡で、隷の新しい歴史を開二うと試みナニ0

リートフェルト対クレルウ

二0世紀の爆発する人口と経済を収容する、大きなヴォリュームの確保を目的として、剛性と粘性と気密性にすぐれた、コンクリートという素材が選ばれた.しかし、ヴォリユームを解体Lて、
風通Lのよい、軽やかな空聞を作ろうという試みも、併行Lて起動していた.オランダの若き建按家速が結成したチ・スティールーースタイルーーという名のグループは、薄い面を用いて
ヴォリュームの解体を試みた.デ.スティールの中心人物、建築家のへりツト.リートフェルト(ーハハハーー九六四〕は、シュレーダー邸(一九二四年X図1)で、ヴォリユームの徹底的'解体
を行い、建築界に大きな衝撃を与えナニ。モもそも家具職人の子として生まれ、自らも家具職人としてスタートLたりートフェルト(図2.図3)だからこモ、面の建築をやすやすと実現できたともい
える.建捷はヴォリュームとして閉じる必要があったが、家具はそもそも、その必要はないからである.冬の気候の厳しい西欧では、建築は閉じることが大前提だった.一方、r寡の作Jやうは、
夏をむねとすべし」【r徒然草」第玉十玉段)の日本では、閉じる二とが建築の要件ではなかった.リートフェルトはその保守的な西欧において、家具の世界から、薄い面による構成という方
法を敏わった.面と面、面と練を組み合わせれぼ、閉じてぃなくても家具になる.面と綜を使って、身体や物を支えることができれぱ,家具として成立する.建築と身体との間にも、そん'自由
でゆるい関係があってもいいと、リートワエルト1ネ考えて、シニしーダー邸という「大きな家具」に到連したのである.リートフェルトの構成主鞍的な楠子より、倶がさらにおもしろいとりラのは、
リートフェルトと問世代のオランダの建築窯、ミケル.〒.クレルウ(ーハハ四一一九二三)が塵家の生活にヒントを得てデザインした、藁紐を用いた木製の椅子である(図4)0やわらか'線で
できた肘掛けは、体にしっくりとなじむ。クレルクやモの弟子のビエト.クラメル(ーハハーーー九六一)は、オランダの茅葺の農家の素朴さと、近代の生活とを接目しようと試みた(圓5).日
本のモダニズム.〒"インのパイオ昌アで訊U.牙試派寺立岩上げた堀口換己{すて"Xーハ九五一一九ハ四件,、ウレルウ癒の〒"インに鼻大な影岩キ學けている'堀口ぱ一九二0年に童
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京大学の建築学科の問級生と共に、日本で最初の近代建築運動を立ち上げた。茅葺七近代的な箱七を組み合わせた紫畑荘(一九ニハ年X図6)を発表し、若き天才の豊場として、戟前の
本の建築票に衝撃を与えた。クレルクも堀口も、工業化という、跨代の大きな流れに対する批判として、モダニズムを捉えていた.オランダでも、日本でも、茅葺は当時の農家で一般的であっ
た。茅葺の自然さ、素朴さを取り戻す二とが二0世紀という時代、そしてモダニズムのテーマであると、かれらは考えていたのである0 しかし、その後のモダニズム建築は、エタを
に肯定し、コンウリートと紙による大量生産の建築へと一気に艇斜していウた。算二次世界大戦貨から高度成長期にかけて、二人の提案Lたしなやかな面や棟は、すっかJリれ去られてし
まっナニ.丹下健三らの次世代は、堀口を、時代運れのヒューマニスト七して否定L去ったのである。堀口は挫折の中で、奈良の慈光跳にこもって、茶室の研究に没頭し、研九者として'
績を残したが,建築家としては寡作であった。クレルクが農翼にインスビレーションづいていることを発見ずることができる.柚子の尉掛けに使われている口ープは、美しさとは無関係に、
_見、だらっと垂れてぃるよう1こ見えるが、そこにひとたび腕を戲せると、ロープは身体を支えてビンと延び、ロープという生きた線と、身体という生きた物体と力、生き生きとした会話を始める
のである。リートワエルトの硬い面からは褐られなかった物と身体との会話が、ウレルクの家具からは聞こえてくるのである.

シュレ_ダ_邸は、二0世紀物期のモダニズム建築群の中では、圧倒的に軽やかである。勿期モダニズムの傑作を峯げろといわれれぱ、通常はル'コルビユジエのサヴ才ア邸(一Ξ一
年、「方法序説」図7参照)とミース.ファン.デル.巨一工のバルセロナ.パヴィリオン(一九二九年、「点」図7参照)の名が挙がる.しかし、点'線'面という視点で建築を見直した時、シユレー
ダ_邸の軽やかさは、他の二っを凌鷲Lている.サヴォア邸は、揮七面の建篝というよりは、浮かんだヴォリュームであった、-0世紀のスタンダードで畠るヴォ」ユーム建擦を、単に浮か
しただけと捉えることもできる。浮かしただけで特別のものだと諸覚させたことに、コルビュジエの天才があったという言い方もできる.しかし、浮かしたことで、かえ?て空間、して1 貧L
になった.コルピニジェがモダニズム建築の重要な手怯として提唱Lた空中庭西ぱ、大地との関係は毒く、周囲の森とは切断され、鬢酪で殺風景である.コルビユジエを訴えたサヴォア邸の
クライアントの気持ちはよくわかる。にもかかわらず、「ヴォリュームの世紀」で島った二0世紀には、この寒々とした住宅が、大傑作とたたえられたのであるO Jルセロナリイ」オンの
のディテ_ルを見れぱ、ミースがヴォリュームの解体に、興味という以上の執含を持っていたことは、間違いない.苦迺の人には柱は糠であると見えるOLかしミースには、柱も鈍重'ヴォ
リュ_ムに見えてぃた.重さを支え、地震に耐えなければならないのだから、当然柱も太さが磨要となる。ミースはそれが許せなかった.飲骨の柱を、角バイプではなく、わざわざエツジの立っ
た+字型断面とすることで(図7)、柱のヴォリューム感は薄れ、エッジのシャープな線が暇を刺激する。ヴォリュームとなりかねない鉄の柱を、ミースは細い線とする二とに成功Lナニ0./J
セロナ.パヴィリオンの壁もかなり薄い.まず石の下地となるレンガを、普通とは逆の向きで積む二とで、トータルで一七センチの厚みの、石とは思えないような薄い壁を作った【図8)0通、
ンガやコンクリートの壁の両側に石を鮎り付けると、三0センチ程塵のぼてっとした壁厚になってしまう.ミースの石壁はモの標準寸法の半分の薄さである.二0世紀における面の建篭して
は、突出して薄い.石工の子として生まれ、石の使い方を熟知Lたミースだから二そ、石の埜を常謙的な収まりでは考えられないほどに奪くすることに成功L、薄い石壁力張」諾めるよう'予
張岳を空間に与えたのである.しかし、いかにミースでも、シュレ^一邸の家具を思わせるような薄さにはかなわなかった.石工が、家具職人の作り出す男さにか'わ'かったともしえ
る。しかし、そのシュレーダー邸の薄い面さえも、僕にとっては厚すぎ、硬すぎるように感じられナニ.そして、面や繚の矩み合わせ方(楕成)を工夫して、全休を軽やかに臭せようとする、シユ
レ^_邸の楕成主義的な形態操作も(本章即1参照)、その主知主鞍的で人間中心的なわざとらしさが鼻にっいた.犠成主椴とは、二0世詫のヴォ」ユーム主義を隠薮するための、
L紛れの発明ともいえる.点.線.面が自由に軽やかに組み合わさり、あたかも踊っているようにふるまうが、構成が自由であればあるほだ、作家という絶対者の窓意的'身擾」力際立ち、主
知主義的ないやらしさが鼻にうく.栴成するエレメントの重さや厚みを、構成主蔓がかえって強調してしまう.カンディンスキーのt点.隷'面』中の、構成主義的な方法を詳述した部分力、退興
でいやらしく感じられたように.

サハラで出会ったべドウィンの布

ティム.インゴルドがrラインズ』の中で指摘したように、線には、軌跡としての線(h直0.)と、糸としての隷(血抽.d)の二樋纈がある.クレルクの椅子の肘掛けに用いられた藁の口一ま、
きた憾であり、インゴルドの茸う糸である.問じように、面にも二つの種顛があると慎は感じる.ひとっは軌跡としての面、すなわち、何かの痕跡を昆述した死んだ面、もうひとっは、空間四
を自由に舞う、生きた面である.リートフェルトの面は、薄くはあっても、死んでいるように、僕には感じられた。一方、僕の捜している生きた面は、量子力学の超弦理角の比耽を用いる'ら1、
弦のような自由さをもって、粒子と波の二重性の聞を擾動L続ける面である.しなやかな両を作り出すには、単に面を薄(するだけでは不充分である.何らかの力、作用を受ナて,電
オようなしなやかさを持ウた面を建隻に導入することができれぱ、面を道具に用いて、重いヴォリュームの解体ができるかもしれない.そんな風に考えていた時、大学院時代、サハラ砂'
での鵬査旅行で出会った、ペドゥインのテントの記憶が突然よみがえった.木の柱でできた報い支柱を砂に突き刺L、その上に布を架け渡しただけの簡単ナ'テントである0避牧の民、ドイン
は、柱と布をラクダに積んで、サハラを焦していた。テントの薄い鎮が、サハラの厳Lい気候に耐え、叢牧生活を支えていナこ.原広司教授車いる僕ら六人の集幕調畳隊も、問じくテンヒで
あった.プラスチックの細い支柱とナイロン腹の布を組み合わせた日本製の小さなテントを車に積んで、慎らは、ペドゥインに倣ってサハラ砂漠を縦断したので島る(図9).白本製テン
コンバクトにたたむことができて、モビリティという点ではすぐれてぃたが、ベドゥインのテントに招かれてお茶をふるまわれた時に、その布の作る蔓Lさ、快酒さには、とてもか'わ'いと感じ
た。布が、ベドゥイン文化の中心を占めているように感じられた。布は砂の上に何貫にも敷きっめられ、布の床が、彼らの身体と砂漠との関係性を定義する0冬の夜の砂渓は、カ'ノ声塵
落ちるが、ベドゥインは身体と砂の間に布を重ねることで、身体をやわらかく支え、気温の畜化に対応L、やわでちっぽけな身体の近傍に、繭のような領域を形成する0布力大地と篭ら!D
との闘係を定蕪し、技によって支えられた薄い一牧の布が、彼らと砂漠との関係を定薩するのである.布はべドゥインの日常のすぺてに入り込んでいた.当時、世界的に流行のラジカ1は・
砂漠の民にとっても必舞品のようだうたが、そのラジカセを肩から掛けるためにデザインされた布のバッグは畠まりに素敵で、ひとっ鞭ってもらえないかと顛んだ.あの布の1 ツグに入れら
た途端に、安っぽいラジカセが別のものに見えた.布というしなやかな面は,生活を転換し、世界を変身させる力が島うた0

ゼンパー対ロジエ

_九世記の最も貫蔓な建纂理論家、ゴットフリート.ゼンパー(ーハ0三一七九)は、布という面、すなわち轍物に対し、モして緬むという行凋に対して、具常と思われるほどに高!関心
せ、独自の建織理論を打ち立てた.建築は骨粗み【フレーム)からスタートしたとする考え方が、ルネサンス以概の西欧の建築家を主配Lていた、すなわち、繰を強固に組んだフレー
使って,建築を説明L、建築を作ろうとする論理である.フレーム主義の代竪は、丸太の骨組みから建築は始まったとするロジエ神父のt建築試論」(一七玉三年)である・先述の通J、ロ
ジェの粧はいまだに、多くの建築の教科審で、建築の始まりを鋭明するのに使われているσ点」図3参照).そして今日でも険築構造の主流はラーメン楕造である(「点」図17参扉):工事現
場に建てられた、柱と梁のラーメン楕造のフレームを屍るたびに、ロジェのフレーム主義がいまだに建築の茎本で島り、人間が作る環填を支配している二とを突き付けられてしるようで、暗L
気持ちになる。日本の伝統木造犠造は、柱と梁の相み合わせなので、ラーメン構造と思われがちだが、実はそうではない.すなわちフレーム楕造ではない.ラーメン構造とは違って、と
梁の接点は、がっちり固められてはおらずー一剛接含ではなくーーポルトも釘も使わずに、材料伺士を欠き込んで、組み合わせているだけである.すなわちゼンパー流にいえぱ、柱と梁
榎んであるだけで島る.そんなゆるいジョイントが、なぜ地震匡で生き残ったのだろうか。その秘密は、柱と梁の間を土壁、桐間、襖、障子をはじめとする様々なやわらか'装置でっ'しで
きた二とに島る.臼本の土壁は、粗積造の石やレンガと違って、やわらかであり、柱や梁ともゆるく接合されていて、地震がきたら簡単にひびが入ってしまうような、頼jないもので0あっ二.
かし、二の頼りなさによって、地震力を吸収していた。このゆるく暖昧なシステムで、白本の木造挫築は地震に耐えてきた。ガチガチに固めないほうが耐震性力高いという解筈に、日も
験を重ねて勉り薯いたのである.柱と柱の間に存在Lていた二のようなやわらかな装置が、最近は注目され、柱闇装慌という噛別な名前で呼ぱれるようになった.ヨーロツパでも、ライン川
の谷には大きな断層が罰って、地叢が起こるが、この地域でも、木造の柱と乗の間を、土壁で埋めたやわらかな構造システムが主流となっている.かの地の人々もまた、地震の軽駿を重ね
たことによって、日本の木造と伺じ知庫に到連Lたのである。近代の建築がフレーム主粧,すなわち幼稚な図式生義に支配される前には、世界には多様な織物建纂力存在し・人々1 織
うに、やわらかな建築を作ってきたので島る、一方ゼンパーはロジェ流のフレーム主蕪を否定し、建築はフレームではなく、覆いで島り織物であると定叢Lた.フレームカ'くても橿も_
立すると、ゼンパーは考えナニ.披ぱ脱コレーム主養のパイオニアだったのである。ゼンバーがそう考えるようになったきっかけは、一九世紀最大の国際イベントで布った万国博覧で示
された、辺境の集落であったと考えられている.クリスタルリ(レスで開かれたロンドン万博(ーハ五一年)の腰示デザインに携わったゼンパーは、実際の啄始的'住居に触れて
曼けた。僕がぺドゥインの布の住居に衝撃を受けたように、ゼンパーは西欧の外部に位置する、辺境の集落に出会うことで、織物の重要性に気づき、織物主義を生み出Lた.ゼンi一の父
親が雑雑聞係のビジネスをしていたことも関係していたかもしれない。父親が扱っていた布は、辺境の布ほどには.自由でしなやかなものではなかっただろう力0

/コランク・ロイド・ライトの砂漢のテント/フランウフルトの布の茶室 ....'

ノ災害から人を守るカサ・アンづレラ/大樹町の布の惣
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フラー・ドームと建築の民主化

ひとっのストーリーが横けたならば、島とは技術的にそれを解決するだけである。小さなユニットを組み合わせていって、ドーム状の建築を作る奏駿は、フメリカの天才的建攘家で、ディ
ナーでもあり思想家でもあったバックミンスター.フラーが繰り返L行っていた.フラーは、四角いハコのような建築を壊そうとした先追で、建築から車まで幅広く〒ザインL、学生時代_ら
の憧れのヒーローでも畠った.建築家という絶対的な存在が、特具な造形の建策をデ舮インするという、ヨーロッバ的でエリート主義豹な建纂家像をフラーは批判し萩けた0アルルティ以降
の特擢的な建叢家像を壊そうとし、草の根の建築、萱築の民主化をめざして、一生圏い続けた。「学宙船地球号」というのも彼の造語で、地球斑境の危擡をいち早く唄え、モの解決二こ
は.最小の物質を使って、最大隈のヴォリュームを獲得することができるドーム建峯が最逼であると主張した。得意の数学を駆使Lて、正一二面体と正二0面体力、ドーム構造に適してし
ことをフラーは証明し(図21)、詐もが自分で作れる民主的建擾というアイデアを実証するために、学生連と一紬に、ワーウショップというやり方でたくさんのフラー'ドームを建設した(図2
2)......しかし、実際やってみると、フラーがいうほど、フラー.ドームを作るのは簡単ではなかった.ワレームを加工して正一二両体や正二0面休を作るのはとても難しいし、ジヨイント
部分の防水も弱点で、フラーの予測ほだ.フラー.ドームは誓及することはなかった.モントリオール万悼(一九ハ七年)のフメリカ館【図2田などの、特殊な用途の建物のための、'
技術という位置づけに終わってしまった.ドーム建纂という課題を、ロジェ的なフレーム主暖で解ニラとしたこ七に、フラー・ドームの限界があ?たと倶は感じる0フレームとは図式であっ=0
そのロジェ流のフレーム主董は主知主義的な図式主靴であり、復雑にからみ島ったこの世界を、フレームという乱暴な卿式で簡略化して、無理やり計算に当てはめようとする・フレーこ
略化すると、頭の中で解けたように鰭覚してしまうが,フレームと現実との間には大きなギャップがあり、現実を楕成する様々な小さな物達がフレームの間からボロボロと砂のように二1
ちてしまうのである.しかし、フレームに頼らずに、小さな章をそのままどんどんっぎ足Lただけでドームができるなら、フラーがめざした究極の民主的建隻に、一歩近づけるので='t
か..ー,フラー自身が作ったフラー.ドームの骨に比ぺて、普通の傘の骨は、はるかに華春で細い.まさに骨(フレーム)がなくて、擾いだけの建焚に見える.なぜそんな細し骨で、ドー
を支えられるのだろうか.

ミース対リートフエルト

江尻さんは、骨と瑛が助け合って一種のテンセグリティ構造を形成するから、着通の傘を支える罰の細い骨で直径玉.三メートルのドームを支えることができると、自身満々であ?た.テ
ンセグリティ楕造もまた、バックミンスター.フラーが提唱Lた、効率性がきわめて高い天才的な撫造システムである....ーまさに彼は現代の地球環墳の危機を予告していた0その'
資源を長持ちさせるためには、物質の効牢性を最大限に高めなけれぱいけないと、フラーは考えた。ある物質【たとえば鉄)を構造材料として使う時、最も効率力高いのは、モれを引っ
として使う二とである。鮫でできた細いワイヤーを弓1つ張り材として使えば、亘たい石を吊り上げることもできる.しかL圧縮材【例えぱ柱)や曲げ材(例えば梁)として餘を使うと、劫率は1
に落ちてしまう。太くてごっい鉄の梁でないと、重い石を支えることはできない.しかし、だからといって、ワイヤーだけだと、だらっとしたままで地面から立ち上力れず、建築に'ら.'し・予'こ、
引っ張り材(ワイヤー)と圧柿材(棒)とをうまく組み合わせれば、最も効串性の高い建築ができることを、フラーは発尭して、その携造システムのことをテンセグリティ構造と呼んだ・テンシ己ン
(引っ張り)を活用Lて到連する、インテグリティ【統合)システムなので、彼はそれをテンセグリティと動名したのである(園27)。二の魔法の檎造システムを上手に使えば、まるで趣重之状態
ー..、▲^^^.、'、'^■'^^^,^^..、●■●.^^●.▲.●一^●.i.▲●.^▲.可.',^'■..ーー^ー^^^^.、'、'^■'^^^,^^..、.■●.^^..▲..ー^..i.▲●●^▲.可●.、,^'^▲■.、.^.ー'ー^.^
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の中に建っ建摂のようなものが実現する...、..石のような点をっみあげていくやり万だと、どうしても直たい建築になってしまうのだが、線を便い.しかも線の張力を便うという朔慰の転
換だけで、二のように軽やかな構造体ができるのである.テンセグリティが建築の歴史を竺り変えるような予感があっナニ。しかし、なぜか、自分のフラー'ドームにぱ,このテンセグリティ構
造を採用していない。フレームだけでドームを支えて、フレームとフレームの間を、護やガラスで埋めるというのが、フラー・ドームの構造システムだっナ=0護やガラスは楕造には役に立ってい
ない.畠の天才コラーといえεも、フレーム主哉からは逃れられなかったともいえる。フラーはあらゆる面で、二0世紀を超えようと考え、挫折し銕けた人であった.短期間で施工可能で超
ローコストな(当時、六五00ドルでできることを売り物にした)、プレハブ式のドーム型住宅、ダイマキシオン・ハウスを発亮Lたが(一九四玉年X図29)、飾りのっいた昔ながらの四角い庫を
好む二0世紀のアメリカ人からは受け入れられず、たちまち倒産に追い込まれた。フラーは早く生まれすぎた人間であった0-0世紀を超える夢をたくさん持?ていたが、二0世紀の技術
の限界、人々の趣味の阻界で、夢はっぶされナニ.フレーム主養をぺースとするワラー・ドームも、結局二0世紀という時代には受け入れられなかった.倶らは、フラーの思想を使って、フ
ラーの実践を超えようとした。討'わち、フラー自身のテンセグリティーを惜りることで、フラー・ドームのフレーム主蔓、ロジエ主義を超えようとした.僕らのテンセグリティ'ドームのミソは、通常
のテンセグリティが、木=線を引っ菟り材として使っているのに対L、廩=面を引っ張り材として使うたことである.糸を使ったテンセグリティは、紬い糸力ほとんど見えなくなるので、アウロバ
ティッウな透明感が布る。慎らは逆に、面を引っ張り材として使う二とによコて、内外を仕切る材料としての填ではな(、構造材料としての煤、構造材料としての面の可能性を発見する二と力で
きた。きわめて薄い面が、建纂を支える槙造材になり、素材の節約が可能となるのである。

細胞のテンセグリティ

テンセグリティ_という考え方は、生物学の世界でも注目されている。ドナルド・イングバー(一九五六一)という細胞生物学者が、紐胞はテンセグリティ楕造をしているといいだしたのであ
る。一九七0年代、イェール大学の学生であった彼は、細胞をべトリ皿に鼓せると、ぺたっとっぷれてしまうのに、モれに酵素を入れて皿から離すと、丸くふくらむのを見て、理由を考えはじめ
た。その数日後に、彼は偶然、デザインの授業でフラーのテンセグリティ擶造にっいて教わった.勘のいいイングバーは、モのふくらんだ細胞こモ、テンセグリティに遣いないとひらめくのであ
る.細胞を、中にジ土ルが入ったただの厘船だと考えると、この'、くらむ現急が説明できない.しかし、細胞の中に、粧胞骨格という名の、タンパク轍雑聨が作る三次元の網目携造力隠れ
ていたのである.二の網目の引っ張り〔テンション)を剥用Lて、細胞は形を保っていナニ,モれぞれの粧胞は、焦点接着斑と呼ばれる点を介して、細胞を囲む基質に接覆しているので、無胞の
外都の力学的理墳がりアルタイムで、タンパウ桜雑のネットワークを介して、細胞の隅々に伝わる仕組みだったのである.この仕組みは、慎らがフランクフルトに建てた茶室の二枚の優と、モ
の間をっなぐ糸(隷)の関係によく似ている(図30).細胞は廼立した点ではなく、面の引っ張り力、面の中に潜んでいた糸の引っ張り力を媒介として、相互にっな力りあい、重力のある世
界の中で形を支え、重力と折り合いをっけていたのである.フラーが未来の楕造システムとして提唱したテンセグリティとは、モもそも、生物の基本頂理でもあったのである0 再びゼンパー
とロジェの職えを用いれぼ、生物は骨【フレーム)を楕造とすると考えていたロジェ生義的生物鳳に代わって、点・隷・面がネツトワーク的にも統合した毛のが生物の体を支えているという、ゼ
ンパー主差的生物鯉へと、生物学も向かってぃる.フラーは、建築の来来を予言していただけではなく、生物学においても、〒言的役割を果たした0イングバーを媒介にして、フラーのテンセ
グリティが、生物学の世野にもひとっの転換をもたらしたので島る.....・二の特別な傘を玄関の傘立てに置いておけぱ、どんな災害が起きても、それを持って逃げればなんとか助かると
考えると、ちょっと安心できる.やさしい傘の家が、仲間を守ってくれるに這いない。しなやかな布の力が、そんな安心感を与えてくれる.傘の家にはフレームといラごっい存在がないので、衣
服にくるまれたような安心感が高る.白い傾で橿われた空聞は、白くやわらかな光で滴たされて、量されるようなやさしい空間になった0ゼンバーとフラーとサハラ砂漠の知恵力一帖になって、
ミラノで花が開いた.

八00年後の方丈庵

鴨長明(ーー玉五頃一ーニー六)がr方丈記」を婁いてから八00年がたったことを記念Lて、「現代の方丈庵」を〒ザインしてくれないかという依頼が、突如舞い込んだ0敷地は鴨畏明力
実際に暮らしていたという京郁、下鴨神社の境内である。長明は下鴨神社の禰宜、鴨長継の次男であった.小さく貧しい家こそが素晴らしいという、r方丈記」の思恕には、菅から興味力
あった.戦乱、天壷地臭、飢健が相次いだ厳Lい時代と、挫折にっぐ挫折であった彼自身の人生が、長明の思想、長明の建叢観を生んだ.災害が重なるひどい時代が、傘の家を生むきっか
けとなったように、ひどい時代、ひどい理境から、斬しい建築が生まれる。「ゆく河の施れは絶えずして、しかももとの水にあら,'.よどみに淳かぷうたかたは、かっ消えかっ結びて、久しくとゞ
まりたるためしなし.世中に罰る人と栖(すみ力、)と、又かくのごとし.たましきの都のうちに、棟を並ぺ、蔓を争へる、高き卑しき人のすまひは、世々経て尽きせぬ物なれど、是をまことかと尋
ぬれぱ、昔し島リし家はまれなり。或は去年にぞ)焼けて今年作れり。或ぱ大家誠びて小家となる.住む人も是に尚じ。所もかはらず、人も多かれど、古見L人は二三十人力中に、わづかに
一人二人なり。朝に死に、タに生る、ならひ.たゞ水の泡にぞ似たりける」仟方丈記」).倶が一考典昧を持ったのは、長明自身が、実廉に移動可能な、一種のモバイルハウスに住んでい
たという伝説である.彼は方丈(三メートル角)の小さい家を理想としただけではなく、彼の小さな家は、台車に乗せて、運搬可能だうたという.単に小さいだけではなく、運搬可鮓'、寅極のモ
バイルハウスを詐ってこモ、長明の忌想に応えたことにならないか。八00年後の方丈庵を作るプロジェウトぱ、そのようにスタートLた。長明の過激なモバイルハウスの壁は、筵であった
という説がヒントをくれた.木のフレームば分解Lて台車に桑せられるが、さすがに土壁の方は、運搬できない。筵なら、くるくると丸めて、簡単に口章に乗せる二ともできるし、軽いので、手に
抱えて運ぶこともできる.叢は木のフレームと筵を組み合わせて作った家に住んでいたからこモ、き0と簡単に運嫩ができたのではないか.彼なりに隷と面とを上手に組み合わせて、モバイ
ルハウスを作っていたに這いない.現代版の筵の家は作れナ'いだろうか。筵の代わりに探L当てた材料は、ETFE(エチレン・四フツ化エチレン共重合体)という名の斬Lいタイプの韻材
だった。もともとは潰室の素材だったという出自がおもしろかった.ErFEは、温室のような、安価で手軽な建築を作るための、安っぽい素材だと思われていたが、軽くて、彊くて、透明で、耐慢
性にもすぐれているので、近年、駅や空毒、スタジアムなどの大型建築の屋根に使われるよラになっている.従来の風の欠点を克服LたErFEは、ガラスの透明性を持っ、しなやかな鱗で
あっナ=.残された晦題は、どのような栴造体で、この腹を支えるかである.木でフレームを組んで,モれを訂FEでくるむのならぱ簡単だが、それだと、長明の時代とあまJ変わら゛い.木の
フレームも、結槽なごっさになってしまうので、ロジェ涜のフレーム主義から脱したとはいえない。八00年もたっているのだから、現代の方丈塵にふさわしい、フレームのない構造システムを
用いて、ゼンパー流の織物のような小里を作る実験が始まった.その時ひらめいたのが、海に住むナマコの身体を支える楕造システムで罰る(個33).ナマコはご存じのようにグニャグ
ニャの生き物であるが、「グニャグニャなのに骨のあるヤッ」と呼ばれることもある。なぜならぱ、ナマコは脊椎動物のような骨格を持たない代わりに.皮膚の中に、顕撤航でしか見えないよう
な、無數の骨片を隠L持っているからである.皮膚の張力と骨片の圧縮力をうまく利用する、テンセグリティの違人が、ナマコだウたわけである.「グニャグニャなのに骨のあるヤツ」の脱力感
たっぶりの楕造システムは、ロジェ主巷的な古くさい骨格を笑い飛ぱしているようで、きわめて未来豹なものに感じられた.倶らは、輔りないほどに小さくて細し、(二0ミリX三0ミ刀木片
を骨とすることにした.三枚の透明な訂FE に、モれぞれ別パターンで、木片=骨片を貼り付けると二ろがモソである(図34)。別バターンの骨を持っ三枚を重ね含わせる二とで、フニャフ
=ヤであ。た面が、突如として壁のように堅く、し0かりしたものに壷身する.これもまた一種のテンセグリティ犠造である。木片という廼い撒問士がっながることで、襲の張力が有効に働きは
じめ、麺胞がテンセグリティで形を保っていたように、鱗の形が保たれるのである.小さな木片を貼り付けているだけだから、一枚一教の腹はクルクルと、筵のように丸めること力でき、膝に抱
えて、簡単に持ち運ぺる(図35)。長明も、そんな風に筵を抱えて、荒れた郁市をフラワラとさまよっていたのかもしれない,その三枚の嵐を重ねるのに、金属ボルトでも擢着剤でもな(、強
力磁石を使ったところが、もうひとっの発明で罰る。ボルトやのりを使うと、組み立て、解体に時間がかかる。磁石だったら、一瞬で、組み立ても解休も可能である0磁石のっいている価と面と
を貫ね合わせる二とで、霧や霞のように突熱出現L、突然消え失せるモバイルハウス、八00年後の方丈庵【二0一二年)ができあがった(図36)0 この強力磁石は、「点」の章で紹介Lた
イタリフ、フィレンッエの山の中のピエトラ.セレナの山も持っ石屋、サルヴフトーレから教わった,彼は強力磁石を使って、石を壁に取り付けるために実験を重ねていた.従来、石はモ1レタル
かボルトを使?て、コンクリートの壁に取り付けられてきた.しかし,これだと石を筒単にはがすことができず、一廣粘ったら取返Lがっかない.磁石を使えば、取り付けも、解体も簡単で、石を
悔っけることもない.引っ趙す時も、石だけ外Lて、新しい家にまた問じ石を使うことができるというのが、サルヴァトーレのアイデアだ0た.確かに移勤する内装という考えはおもしろくて、方
丈庵的ではある.しかし、石だけ運べても、家自体が軽々と手に抱えられないと、現代の方丈庵とは呼べない.点(磁石)・線(木片).面(ETFE)が連動してはじめて方丈庵となる,下鴨神
社の境内に出現した親代の方丈庵は、あまりに透明で軽やかで、うっかりすると通り過ぎてしまうほどの淡い存在であった.細い木片が、パラバラと下鵬神社の轟の中に漂っているようだっ
た。あのひねくれ者の長明も.このさりげなさなら、森の木陰から、きっと要んで僕らを見ていてくれるのではないか.下葛神杜に出現Lたカゲロウのようにはかない建築は、訂FEを用い
た面の建築であると闇時に、強力磁石を用いた点の建築であり、木片を骨占する練の建築でもあった.京・榛・面が響きあい、相互に埋め込みあいながら、人聞のまわりを浮遵し、身体を守っ
てくれる, t方丈記」からハ00年たって、時代は再びかなり厳Lいことになっているけれど、だからこそ倶らはもう一度、現代の控を抱え、しなやかでやさしい面を抱えて、この荒れた世界
を、歩きはじめなけれぱいけない。

〆
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考察、並びに、提案と要望

1.否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表
池知和恭)、並びに当該計画に包含する『原遺跡担保計画』『原遺跡応用計画』にっいて、私達人類、又、人類の概念と
行為、並びに人類に関係する事象、並びにその他の事象、並びにその関係性に於いて、当該事魚、並びに当該事象のあら
ゆる変化に関し、蓄積し、可逆性を内包し、以って、恒常的に、柔軟に包含し得る、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』にっいて、第一義に、地球の大地と地球の大気と宇宙に関する事
象である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』にっいて、私達人類の歩みを示唆する、と仮定します0

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』にっいて、私達人類、又、人類の概念と行為、並びに人類に閏係
する事象、並びにその他の事象、並びにその関係性に於いて、第一義の事叡のうちに、之を、相対的重層的に包含する故
に、私達人類が、豊かであり、幸福である、と認識し得る事象を包含し、又、再生産し得る、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』1こついて、『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人
類の活動の空間の形成』(2020年(令和2年)4月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)を包含する、と規定し
ます。

私達当会は、皆様に、当該の『原遺跡計画』を計画し実行する事、を提案し要望します。

[仮定]

私達当会は、私達人類の活動の空間にっいて、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能を、相対的重層性、雛散
的配置、レイヤー、交織、と仮定し、同時に、人類を纏う生物生命体、と仮定し、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての
機能、その相対的重層性、雜散的配置、レイヤー、交織、と、人類、即ち、纏う生物生命体、との、双方を階層的に接続する
事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の非意図として、人類の意図の空隙、である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表
池知和恭)並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活勳の空間の形成』(2020年(令和2年)4
月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)に於ける、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能、にっいて、
之等は、集まりながら、同時に雛れている、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活動の空間の形成』1こつぃて、新型コロナウィルス感染症(COVΦ一19)蔓延に係る新常態(ニュー'ノーマル)に適合
する、と仮定します。

私達当会は、私達人類の活動の空閻にっいて、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよりも、
点.線.面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空閻)を支えている、と仮定しま
す。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間にっいて、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよ
りも、点.線.面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(手厶達人類の活動の空間)を支えている、と仮
定し考察し様々な行為を選択する二と、を提案し要望します。
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五晝密二二会

0私達人類の生命体としての存在、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、その痕跡

私達当会は、宇宙と人類の関係にっいて、人類がその能力の限りを尽くして宇宙を改変したとしても、宇宙の総体とその在
り方は何ら変化しない、その一方、人類は、宇宙の極めて一時的で限定的な関係性を前提に、その生命休としての存在を
得ている為に、宇宙の極めて一時的で限定的な関係性の微細な変化で、人類の生命体としての存在を消失する、と仮定し
ます。

私達当会は、嘗て、私達人類が、私達人類の活動の空間に、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、
その痕跡を、部分的、非意図的であったにせよ、否定せず整理することなく之を受容し、遺存してきた、と仮定します。

私達当会は、今、私達人類が、私達人類の活動の空間に、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、
その痕跡を、否定し整理し消去し又は美化するならぱ、私達人類は、私達人類自身の存在にっいて、その在り方を偽り、
即ち、自らの虚妄により、自らを脆弱な事線とする、と仮定します。

0私達人類の現在と過去、

又、『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』

私達当会は、動物の行為とその社会にっいて、個体の記憶とより限定された個体間の伝達をその構造とすると仮定する処、
人類の行為とその社会にっいて、人類の個体の記憶と人類の個体間の伝達と記憶の手段により人類の社会上に伝達し記
憶L得るあらゆる過去をその構造とする、と仮定します。

私達人類の、人類の個人又は社会に於ける、私達人類による、あらゆる様々な過去、並びに、蓄積に対する、意図又は非
意図を契機とするあらゆる様々な経緯と方法に係る消失又は改変又は忘却に由来する、人類の行為とその社会に関係す
る偏倚した構造は、それでも、現生人類他様々な地球に関係する生命を支持し包含し続ける宇宙と地球の自然、又、生命
体としての人類の構造に、一致し得るでしょうか?

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人
類の活動の空間の形成』にっいて、現代の人類の行為とその社会に関係する構造に関し、私達人類に対し、人類の個体
の記憶と社会上の又環境への記憶、過去、蓄積、又、その認知、認識、解釈、関係を媒介させ、地球に関係する生命を支
持する宇宙と地球の自然、又、生命体としての人類の構造に、一致させ、又は、近似させる試行である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人
類の活動の空問の形成』にっいて、人類の活動の空問に関し、現生人類の出現以来、又、近代への道程と共に試みられ
た、概念的存在としての人類に係る活動空間、から、身体的存在としての人類に係る活動空間、への、自覚して行う、転換、
転回、又は、還元である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人
類の活動の空間の形成』にっいて、人類の活動の空間として、人類の活動をその空間に内包しっつ、同時に、その公共の
空間としての構造に於いて、又、その空間に包摂する人類の心理に於いて、新型コロナウィルス感染症に於けるクラスター
(集団感染)発生の要素とされる、「3つの密一①換気の悪い密閉空問②多数が集まる密集場所③間近で会話や発声
をする密接場面」、を解消する要素を内包する、と仮定します。

0私達人類の過去の蓄積と継承、現在、未来

私達当会は、私達人類にっいて、他の生命体と異なり、私達人類の知性によって、個体の個別の生命に由来する私達人
類に関係する過去に関する記憶の蓄積を、その集団に於いて、共時的通時的に、私達人類の時空を超えて、蓄積し継承し、
これを引見し体験し、引用し得る処に、生命体としての特異性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現在、並びに、予定し得る未来、にっいて、全て、私達人類に関係する過去に関する記憶、又は、
その過去に関する記憶の蓄積と継承によって、構成され構造されている、と仮定します。

私達人類の私達人類に関係する過去に関する記憶の蓄積とその継承の媒体は、多様です。生命体としての身体、個体
の心的な記憶、言語を媒介する個体の認知と認識、画像と言語と文字を媒介する他者への伝達、印刷や装置や土木や建
築などの技術、技術の成果たる事象、任意の集団、社会、地域、国家、遺跡、自然、観察、思惟、行為、論理、発見、発明、
革新、解釈、哲学、宗教、思想。
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私達当会は、私達人類に関係する過去に関する記憶、又は、その過去に関する記憶の蓄積と継承、又、その媒体、にっ
いて、之を、私達人類の意図と非意図に於いて、一旦、破壊し、滅失すれぱ、之を、修復し回復することは、不可能であり、
私達人類の記憶と時空から永遠に失われ、私達人類の存在の可能性に於ける欠失となる、と仮定します0

私達当会は、私達人類の意図と非意図に於いて、私達人類の記憶の蓄積とその継承、又、その媒体、を破壊し滅失する
ことにっいて、私達人類、又、私達人類と宇宙と自然の関係性、を破壊し滅失することであり、又は、私達人類、又、私達
人類と宇宙と自然の関係性、その一部の破壊と滅失を、一挙に、又は、日々、累積することであり、私達人類の存在の可
能性に於ける欠失を、一挙に、又は、日々、累積すること、であると仮定します。

0私達人類の以前

私達当会は、私達人類の思惟や行為に価値がある、その以前に、私達人類、又、他の共時的通時的な事象の存在、同
時に、その相互の関係性に価値がある、と仮定します。

0私達人類の存在を埋め込む宇宙と地球の自然

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の概念が、如何に、宇宙と地球の自然を逸脱し、又は、逸脱しようとしても、私
達人類の存在は、宇宙と地球の自然に埋め込まれているので、之を逸脱することはできない、と仮定します0

0私達人類の、私達人類による、私達人類の事象の保全、継承、受容

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類が、これ等の全ての事象を、人類の意図、乃至、非意図に於いて、保
全し、継承し、即ち、受容すること、を提案し要望します。

0 人類と親密な(インティメイト:intimato)関係を具現した、丁寧な、行き届いた、人類の活動の空問、人類の世界、地方

私達当会は、例えぱ、物理的には小さく、且っ、あり方としても小さい、「負けている」と人々が感じられるような土木と建築
による、同時に、宇宙と地球の自然と遺跡、人類の存在と世代を超える、長期的な、過去、即ち、時間軸、又は、基盤、前提
条件としての宇宙と地球の自然、に編み込まれ、且っ、生命体としての人類の身体のあり方と大きさ、並びに、存在性の連
続、に呼応する、人類と親密な(インティメイト:intimate)関係を具現した、丁寧な、行き届いた、人類の活動の空間を、実
態として、形成できる可能性が、人類の世界、就中、地方にはある、と仮定します。

0私達人類たる生命体にとって、取捨し選択する必要がない事象の揺動と揺動の軌跡としての全体

宇宙と地球の自然の全ての事象の関係性の揺動と揺動の軌跡としての人類の活動の空間、就中、私達生命体としての人
類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空が、例えぱ、自然であり遺跡である、と仮定します0

私達当会は、宇宙と地球の自然の全ての事象の関係性の揺動と揺動の軌跡としての全体のうち、とりわけ、私達生命体と
しての人類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空は、私達生命体としての人類が、生命体である為に、必要不可欠
最小限の事象である筈、と仮定します。

私達当会は、私達生命体としての人類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空は、私達人類たる生命体に於いて、そ
の非意図に於いて、既に、取捨し選択した事象である、と仮定し、最早、私達人類たる生命体にとって、その意図又は概忍
に於いて、之を、取捨し選択する必要がない、と仮定します。

0近代、科学、普遍、特異、作家性、周辺としての個別性多様性と例外、効率

私達当会は、近代から現代にかけて、私達人類が、科学が人類の問題を解決すると考え、私達人類に於ける権力が、政
治から科学へと移転したとされる時代、その私達人類の行為にっいて、私達人類は、選択たる抽象の方法に基づき、普遍
との概念を設置し、之を希求し、同時に、事象の個別や多様にっいて、特異たる作家性芸術性としての評価によって、之を
代表させ、之によって普遍を補足し、人類の選択と行為としての総体を体系的に調整しようとするシステムを創出した、と仮
定します。
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私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムにっいて、私達人類は、当該システムの下で、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価の周辺、即ち、個別で多
様な事象の実態や例外とする事象を、考察の対象の範囲外と認識してきた、と仮定します。

私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムにっいて、集団たる人類の要求に応える事象に対して、簡便に選択し行為できる道筋、即ち、効率への体系、として
のシステムである、と仮定します。

私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムにっいて、私達人類が、私達人類の近代として認識する事象を形成するシステムである、と仮定します。

0私達人類の過去の記憶からの逸脱、緊急事態

私達当会は、私達現代の人類にっいて、私達人類が、宇宙と地球と人類の自然と意図にっいて知っていることはごく僅か
であるにも関わらず、私達人類は、創造や発明や鯱争として、又、忘却により、私達人類にとって唯一確実である筈の、私
達人類の過去の記憶、時に、その蓄積、を逸早く逸脱しようとし、又、意図せずとも逸脱する、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、創造や発明や鼓争の結果として、又、忘却の結果として形成する、私達人類にとって唯一確実
である筈の、私達人類の過去の記憶、時に、その蓄積、を逸脱した事象にっいて、確実を欠き、不安定であるとすれぱ、常
に、これ等に関連する全ての事象が、緊急事態の許にある、と仮定します。

0私達人類の蒐集

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集にっいて、皇帝と国王のシステムでは、人類の命と人類の存在を消費して人類に
関する土地を蒐集し、宗教家のシステムでは人類の知性を消費して人類を蒐集し、資本家のシステムでは人類に関する差
異を消費して人類のシステムである資本を蒐集し、人民のシステムでは人類の経験を消費して人類の記憶を蒐集する、と
仮定します。

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集にっいて、人類の蒐集の契機は、人類の生存の知恵の過剰と、それぞれの蒐集
のシステムのそれぞれの主体のそれぞれの栄耀栄華と緊張感(伽削1;スリル)への麻薬である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集にっいて、任意の人類による、特定の人類のシステムの蒐集である、と仮定します。

私達当会は、人類の行為たる蒐集、任意の人類による、特定の人類のシステムの蒐集にっいて、特定の人類のシステム
のプラットフォーマー(運営者)になることであり、その権力を掌握することであり、他者たる人類を支配し得る事象を獲得す
ることである、と仮定します。

0私達人類の問題解決、生命科学と思想・哲学

私達当会は、人類の問題解決に関する人類の社会の根源的な事象、社会的共通資本にっいて、"人類のことは人類に聞
げ'と仮定し、生命科学と思想・哲学がその事象、社会的共通資本となる、と仮定します。

0新常態(ニュー・ノーマル)

新常態(ニュー.ノーマル).私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類として
の人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』にっいて、私達人類による様々な事象への理解と大気たる通風と
人類の尊厳と人類のソーシャル・ディスタンシングと人類のにぎわいを同時に包摂し得る人類の活動の空間である、と仮定
し、之を、提案し要望します。
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bL堤^要望^

.近代の方法としての人工として形成されるヴォリュームの解体(時に解消)、又、閉じた空間から解放された空問への還元
の方向性(ベクトル)の形成

ーー枠組み、概念、抽象、さらに、細部、実態、具象、ヘ

.地球上に現生人類が出現する以前と以降の自然、並びに、地球上に現生人類が出現して以降の、現生人類の活動の痕
跡、即ち、時に自然と人工に対する改変、即ち、活動の結果、即ち、遺跡一一遺跡の保存と活用と継承

ーー意義、価値、さらに、存在、在り方、ヘ

.フレキシビリティ t 私達当会は、あらゆる現生人類とその状況に最も柔軟に対応できるシステムにっいて、之を、類型と
しての現生人類出現以前以降の宇宙と地球の自然である、と仮定します。私達当会は、類型としての現生人類出現以前
以降の宇宙と地球の自然にっいて、現生人類が出現して以降20万年~15万年程のあらゆる現生人類とその状況に、又、
現生人類出現以前以降のあらゆる地球に関する生命体とその状況に、可能な限り、柔軟に対応し、又は、之を包含し、継
続させてきた、その実綾がある、と理解します。

改変、変容、さらに、過程、原点、ヘ(可逆性)

・時空と行為と思想・哲学の開放

( 93'、

(共時的通時的又認識上の開放:グローバル時代若しくはボストグローバル時代の事象)

ーー科学との側面では、私達人類の個体の科学的論理的態度の成熟と科学に依存しない姿勢の両立

呪術的様式と危機管理の関係性への認識
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9」晝塞二二旦

0私達人類の活動の空間の形成について

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活動の空間の形成Ⅲこついて、私達人類の活動の空問に於ける、雛散的配遣又はレイヤー/グラデーション/肌理(テ
クスチャー)/階層/クッションによる空間構成、ひいては、私達人類の活動の空問に於ける、私達人類の、三次元のカル
テジアン・グリット並びに透視図法/遠近法たる概念に依拠する空間把握の無効化、並びに、空間の構成に於ける構成的な
ヴォリュームの解体と解消でもある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、配置と機能の交錯、編み込み又は織り込み、を主調とする離散的空間の形成、同時に、
空間の分断又は囲い込み又は閉鎖と機能の集約又は集中を主調とする構成的なヴォリュームの形成の解体によって、画
一的で分断され同時に閉塞的な空間の印象と実態を解消し、さらに、共時的に、開放的で連続的で多様な変化に富む、透
明感のある又は軽快な又はりズミカル又は音楽的な又は自由な様々な空間の印象と様々な作用を顕現する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、空聞の情報を、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触覚等の感覚のうち、主に、視覚から摂取す
ると考え得る処、感覚上の全体の大きさと部分又は要素たる、例えぱ、概念上の構成としての点、線、面、又、存在上の配
置やレイヤー/グラデーション/肌理(テクスチャー)/階層/クッション、との相対的な大きさの関係は、私達人類の当該
の空問に対する認識上の印象又は私達人類にとっての当該の空間に於ける関係上の作用を主調的に支配し得る、と仮定
します。

私達当会はイ私達人類について、私達人類の現代に於いて、私達人類の科学と技術と図式により、私達人類にとっての
身体的スケール、並びに、私達人類にとっての身体性、を様々に超越し、又は、逸脱する造形が可能である、と仮定します。

私達当会は、生物、並びに、私達人類の活動の空間、即ち、生物、並びに、私達人類の存在の環境について、生物、並び
に、私達人類にとっての身体的スケール、例えぱ、生物、並びに、人類にとっての基準面や人類にとっての肌理(テクス
チャー)として出現する、を喪失すれぱ、生物、並びに、私達人類は、その環境を自分のものとすることができず、その環境
を生きることができない、その世界に棲息することができない、生きていくことができない、と仮定します。

私達当会は、私達人類の活動の空間並びに人類の活動、行為について、地球の又その土地の大地が基準面である、と
仮定します。

しかしミースの作った空間も、僕にとってはあまり居心地がよくない。線を主役にしたにもかかわらず、空間を効(・・・・・

率的に閉じることだけが優先されていて、日本の伝統建築に存在していたような、点・線・面が自由に浮遊する楽しさ、透け
感が全く感じられないのである。ミースもまた、閉じる二とを至上命令とする、二0世紀という時代の子であった。僕は空

調のよくきいたガラス張りの超高層ピルにいると、牢獄の中にいるように感じる。ガラスで作れぱ、透け感があるというもの
ではない。二0世紀をりードし、モダニズム建築を建築史全体の中に位置づけようと試みた建築史家、コーリン・ロウ(一九
二0一九九)ほ、「実の透明性」と「虚の透明性」とを区別して、二0世紀のガラス至上主義に警鐘を鳴らした。ガラスを使え
ば自動的に透明になるという単純、素朴な透明性の追求を、彼は「実の透明性」と呼んだ。ガラスを使わなくても、層状の空
間構成によって、背後に存在する、実際には見えない空間を暗示する方法を、彼は「虚の透明性」と呼び、高く評価した。
ロウは「虚の透明性」の例として、ガラスが大量に使われるはるか以前の、イタリアのマニエリスム期の建築家、アンドレリξ
ラディオ(十五0八ーハ0)の建築について論じ(図2)、その奥行きを示唆する、洗練された知的な空間構成を賛美してい
る。しかし、「虚の透明性」ということでいえぱ、ガラスを一切使うことがなかった明治以前の日本の伝統木造建築に及ぷ
ものはない。十二単のように何層にも重なった層状の空間構成、そして襖、障子などの可動建具の併用によって醸し出され
る透明感は、パラディオも遠く及ばない。にもかかわらず、コーリン・ロウは、日本について言及しようとはしなかつナ=。ロ

ウは、コンクリートと鉄とガラスの時代を生きて、その制約の外側にある日本の伝統建築は、視界の中に入っていなかった
のである。ロウほどのすぐれた歴史家でも、二0世紀的な素材の制約の中でしか、建築を考えようとしなかったのである。
『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説日本建築の線とミースの線 PO07・PO08)
(・ーーギブソンは構成という概念を拒絶し、代りに肌理(テクスチュア)を問題にした。生物の心理、行勳が、環境の構成
によってではなく、環境の肌理によって決定されるということを、実証的に突き詰めていったのである。環境を点・線・面によ
る「構成」と捉えずに、点・線・面が作る「肌理」として捉えることで、彼は、世界と生物、環境と心理との関係に深く、そして科
学的に分け入ることができたのである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説構成の
カンデインスキーから肌理のギブソンへ P010.P仇1)

(ギブソンは、世界を三次元のヴォリュームから解放したといってもいい。世界は連続するヴォリュームではなく、無数の点
や線の組み合わせが作る、肌理の集合体であると彼は再定義した。彼にそれができたのは、ひとつには心理学者として
スタートしながら、心理学の暖昧性飽き足らず、生物学へと踏み込み、生物の身体をべースにして、その環境認識の有様を
把握しようと試みたからである。彼は生物の網膜の構造にまで立ち入ることで、肌理という暖昧なものを科学化し

ギブソンはまず、人聞がどのようにして、空間の奥行き、対象との距離を測定しているかに注目した。通常、●●●●邑
^0

左右の眼の視差を用いた立体視によって、人間は対象との距離を測定するとされてきた。しかし、高速で移動するパイロツ
トけ.寺休柳穿伸气こンが下去hい.人問け.き問に拝存する占.綿寺用いt.き問の血行去券測宗1,、白分の鞠動する凍庶
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を計り、対象との距離を測っていたのである。それゆえ、空間に、点や線などの粒子が存在しないと、人問は不女になる
人問だけではなく、すべての生物が、粒子のない世界には棲むことができない。自分のまわりに粒子がないと、自分と世界
とをっなぐことができないからである。生物には粒子が必要なので勗る。環境とは、点・線・面の構成ではなく、点'線'面
が作る肌理であると、僕が考えるに至ったきっかけは、ギブソンから与えられナニ。肌理という概念を教わったことで、点'線'
面が、従来の構成主義的アプローチとは全く違った姿で、僕の前に姿を現わしたのである。全く逆に、二0世紀の初頭
に登場したモダニズム建築は、粒子の価値を認めず、白い抽象的空間、ホワイト・キューブを指向した。しかし、そのような
空問に放り込まれてしまったら、生物は生きていくことができない。実際には、モダニズム建築が追求した白い空間の中にも、
家具、照明器具、小物などの様々な粒子がほらまかれていナこ。だから人間は、モダニズム建築の中でも、生きながらえるこ
とができたのである。.『点.線,面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説ギブソンと粒子 P0Ⅱ・
P012)

(市松模様のような、点がパラパラと浮いているような状態を、雛散的状態と呼ぶことがある。僕の恩師である建築家
の原広司(一九三六一)は、そもそも数学で用いられていた離散という言葉を建築の世界に持ち込んナエ。原先生は、教
鞭をとっていた東京大学の学生と、世界の辺境の集落を調査し、その配置を図面化し、そこから未来の都市、未来の建築
のヒントを得ようと試みていた。その集落研究で、原先生は数学的手法の建築への応用を試みた。'ーー学生であっ
た僕らと原先生は、一九七八年の冬、西アフり力、サハラ砂漠周辺の集落を、二か月かけて共にジープで旅し、調査した0
旅の途中、原先生はさかんに離散という言葉を使った。サハラ周辺の集落は、小屋が隙間をあけながら集合する、コンパウ
ンド住居という形式で知られている(図65・図66)。この地域では一夫多妻制が一般的な婚姻形態であり、夫はそれぞれの
妻が住む小屋を日ごとに廻って、その中の一軒で食事をして、妻や子ども達と泊まる。それぞれの妻に付属する小屋が、中
庭を中心として、ゆるやかに雑然と集合する形態を、原先生は雛散的集落と呼んだ。点と点が距離を置いて、ゆるやか
に雑然と集合している状態が雛散的であり、その対極にあるのが、点と点が密着して、隙問のない状態である。離散的状態
二そが、人閻関係の理想であり、すべての点が密着した状態の究極がファシズムではないかと、砂漠を旅しながら僕らは議
論した。未来の建築は、サハラのコンパウンドのように、離散をめざさなけれぱいけないと、砂漠の中で、火を囲みながら、
僕らは語り合った。.,一離散数学は、現代の数学の中の重要な分野であり、世界を連続体ではなく、パラパラとした粒
子的なものと捉えた途端に、世界の新しい貌が見えてくることを、僕は数学から教わった。雛散は単に建築の平面的な
配置に関わるだけではなく、素材もディテールも、建築のすべての領域に適用できる概念であった。そして、雛散とは、点の
別名に他ならない。:『点.線.面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店点雛散性とサハラ砂漠 PI04・PI06)
(,.一日本の伝統木造建築では、しぱしぱ線と線を、ずらして組み上げる(図9)。いわぱ、材木という線の上に、もう
一本の材木をそっと載せる。ずらす二とによって、材木に欠き込みを入れる必要がなくなり、その結果、断面の欠損が起こら
ないので、一本一本の材木すなわち線の強度を保っことが可能となる。しかも接点はずれていても、力はスムーズに伝達さ
れることを、日本の大工は経験的に理解していナこ。日本の木造はずらしの木造であったといってもいい。線と線が一点で
交差する、西欧流のカルテジアン・グリッド(デカルト流の直交グリッドX図10)とは別のやり方で、線が編まれていたのであ
る。西欧の近代の数学と工学のべースになっていたのは、きまじめなカルテジアン・グリツドである。しかし、接点をずらすこ
とで線はより軽やかに自由になり、空聞に動きが生まれることも、日本の大工は知っていた。そしてずらしによって、線材と
線材とが分節され、線が面とならずに線のままにとどまり、軽やかさ、透明感が生まれてくることも、大工は熟知していたの
である。カルテジアン.グリッドが図式的で、幼稚な幾何学に依拠していたのに対し、日本のずらしの木造は、経験主義的で
あり、しなやかであった。ーー..『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線丹下健三のずれた線
P115・P116)

(広重の夕立の細い線

日本の伝統木造が長い時間をかけて磨いてきた細く、移動するする線を、再び取り戻すことはできるだろうか。あるいはア
フり力の熱帯雨林の草のカゴのような細い線を、現代の建築に導入することはできるだろうか。細い線が復活した時どのよ
うな建築が生まれ、どのような都市が生まれ、人間と線とはどのような関係を取り結ぶことになるのだろうか。僕がこの課
題を意識して、最初に線に取り組んだのは、那珂川町馬頭広重美術館(二000年X図37)であった。浮世絵画家の歌川
広重(一七九七一ーハ五八)の美術館の設計を依頼され、広重の作品を研究し、広重にとっていかに線が重要であるかを
知った。大きなきっかけを作ってくれたのは広重の代表作「大はしあたけの夕立」(名所江戸百景X図38)である0 「大は
しあたけの夕立」の線は、芸術の世界に革命をもたらした二人のアーティストに、絶大な影響を与えた。一人は印象派の
巨人であるヴィンセント.ヴァン.ゴッホ(ーハ玉三一九0)であり、もう一人は、二0世紀のモダニズム建築の巨匠であり、建
築の透明化をめざすムーヴメントの最初の一歩を踏み出したアメリカの建築家、フランク・ロイド,ライトである。"'ー
では「大はしあたけの夕立」の何が、この二人の革命的芸術家を引き寄せるのだろうか。タ立の雨の線に秘密があっナこ0
一九世紀までの西欧の画法は、重たいヴォリュームの支配する重たい世界であったと二人は感じ、ヴォリユームを解体しよ
うと苦闘しナこ。その二人が、広重の線と出会い、広重をヒンジとして、新しい世界へと踏み出していったのである0 「タ立」
の線を、細かく点検してみよう。一番手前に、タ立が線で描かれ、その線の東によってひとっのレイヤーが出現する0ヨー
ロッパ絵画の基本手法である透視図法によらずに、薄いレイヤーの重ね合わせによって、空間に三次元的奥行きが与えら
れている。ルネサンスに登場した透視図法の基本は、近くにあるものを大きく描き、遠くにあるものを小さく描くことである0
遠近法と呼ぱれるその手法によって、三次元の奥行きが容易に表現されるようになった。一方の広重は、透視図法と全く別
の方法によって、空間の奥行きを表現したのである。「タ立」では、川を渡る橋は、遠くに向かっているのにもかかわらず、橋
の幅が小さくならない。.同じ幅のままで対岸に到達する。そして大橘の橋桁は細い線で構成された透明なスクリーンとして
描かれる。線が創造する透明性によって、川の手前側と向こう側との距雜、奥行きが表現される。大橋が細い木材を組み
合わせて作った木造の橋だから、橋を透明なスクリーンとして表現することが可能となったのである。木造の橋と透明性は、
深く、分かちがたく結びっいている。木造と空間の奥行きは結びっいている。日本は木造の国だからこそ、透視図法を必要
ン1,なかうナー十羊.い牙る......1_か1..「大1土1'あナーけのタカ'1の線か広卵弄る.人工少白松キ同励Ⅱ=キ月弓六決ι土.11ミ貢羊
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術館の線の線のデザインに大きなヒントを与えてくれた。自然とは何か、人工とは何かということを考える、大きなきっかけと
なった。:『点.線.面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線広重の夕立の細い線 P136・P14の
(ーー.このようにグラデーショナルに線を変化させ、種類の違う線でレイヤーを作りながら、自然と身体とを、外と内と
をスムーズにつなげようと試みナニ。透視図法を持たないアジア、必要としないアジアでは、この手法を、長い時間をかけて洗
練させてきた。絵画においても、建築においても、透視図法によらずに奥行きが表現され、身体と世界とがスムーズにっな
がれていったのである。広重はそれを見事に使いこなした。結果、西欧のゴッホやライトが震捕するまでに線を使いこなした
のである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店線夕立の建築 P1嶋・P144)

柱の配置と同様に、あるいはそれ以上に大事だと考えたのは、大地の連続性である。白樺の森の地面を覆い●●■●■

つくしている苔を、チャペルの中の床にも、そのまま延長しようと試みた。いわぱ室内に大地を延長しようとした。室内に延長
された苔庭の上に、アクリルでっくられたべンチが配置される。透明なべンチは、床の連続性を邪魔しない。身体を支える床、
基準となる床面、すなわち大地が連続していくことが、何よりも重要だと考えた。生物にとって、身体を支える床面がいか
に重要であるかは、ジェームズ・ギブソンのアフォーダンス理論の核心である。生物は、左右の目の立体視によって空間の
奥行きを測定しているのではなく、基準となる水平面の上の、様々な粒子や線を用いて、空間の奥行きを知り、空間の広が
りを測定し、空間を自分のものとしている二とを、ギブソンは発見した。基準面が存在することによって、その面に属する点や
線がひとっの音楽を奏で、そこにりズムが生まれる。基準面がなけれぱ、いかに点や線が存在しようとも、りズムも音楽も生

日本の伝統建築の床まれず、生物はその環境を自分のものとすることができない。その環境を生きることができない。
に刻まれた線一ーたとえぱ畳のへり、貼板と貼板との継ぎ目の意味を、ギブソンのアフォーダンス理論は、見事に説明する。
能舞台の一枚の床板は一八尺幅と決まっていて、能面によってほとんど視界を遮られた能役者は、足裏で床の線の感触を
確かめ、その線の数を数えながら、自分の位置を測定し、次の一歩を踏み出していく。畳に基準寸法があるのは、引っ
越しの時や部屋の面積の測定に便利だからというだけではない。空間の奥行、物と自分との距離を一瞬で測定し、自分の
居場所を確認するために、畳は同一寸法に作られ、畳のへりという線によって、空間が自分のものとなるのである。そのた
めに畳のへりは、布でできた線によって強調され、さらに畳に目を近づけれぱ、藺草の繊維でできたもうひとっの線の束が
出現して、自分の位置情報、歩いている速度を、さらに高い精度で、僕らに教えてくれるのである。;『点・線・面』2020年
2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線生と死の境をさまよう線 P153・P154)

(杭州の中国美術学院民芸博物館(二0一五年)の敷地は、もともと茶畑であった。茶畑独特のゆるやかな斜面に寄り添
うような建築を作って、屋根をすべて瓦で葺こうと考えた。しかし、瓦で葺きさえすれば、自勳的に、景観になじんだ建物がで
きるというわけではない。ひとっの屋根が大きすぎると、その面の大きさに比較して、それを構成するひとっの点、すなわち
一個の瓦のサイズが小さすぎ、いかにひとっひとっの点にランダムなバラツキがあったとしても、点は大きな面の中に埋没
して、のっぺりとした印象を与えてしまう。その危険を避けるため、大屋根を作るのではなく、民家と同じようなスケールの小
さな屋根を単位とし、その小さな屋根が無数に集合した、村のような風景を作ろうと考えた(図51)。小さな屋根の中に置くと、
バラッキのある瓦は全体に埋もれずに、しっかりと独立した点として、自分の存在を主張してくれるだろう(本章脈写真)。点
の建築を作る時に重要なのは、点と全体のバランスである。僕はしぱしぱ点を階層化して、段階的に全体へとっなげ、環境
へとっなげていく。小さな屋根の下には、小さな菱形の平面形をした空間が集合していて、その小さな空間が、茶畑の微
妙に傾斜した地形を、三角形分割の手法でなぞっている。建築が全体として大きかったとしても、階歴化の方法を上手に用
いれぱ、生き生きとした点のきらめきを失わずに、小さな点と、大きな全体とがゆるやかにっながることができ

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点点の階層化とエイジング P089・P四0)る。 ●■●●●●

(杭州の博物館では複雑な地形を三角形を単位として分割した。四角形ではなく三角形を単位とすることで、どのような複
雑な曲面でも、三角形の集合体として近似できる。その意味において、四角形は面であるが三角形は面であると同時に、点
の自由さを持っている。四角形は不自由であり、三角形は自由である。建築は通常、四角形を単位として作られる。平面
も、立面も、四角を単位として、建築は作られてきた。しかし、四角形は融通がきかないということに気づいた建築家が何
人かいる。・フランク・ロイド・ライト(ーハ六七一一九五九)は、自然の原理に基づく建築を様々な形で試み、三角形の可能
性に注目していた。ライトの影響を受けたバックミンスター・フラー(ーハ九五一一九八三)や、ルイス・カーン(一九0-一七

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾四)も、三角形に大きな関心を抱いていた(図55・図56・図57)。 尋●■■●

岩波書店点自由な点としての三色形 P093)
(点の大きさにっいて、大きなヒントを与えてくれたのは、鉄遭の枕木の下に敷かれた砂利の寸法にまつわる研究である。
鉄道のレール、枕木、砂利とが重層することで、車体の荷重は分散され、大地というやわらかなものに、ダメージを与える二
とがない。レールにおいては、まず線状の鉄がしなることで荷重を分散し、その力が枕木という線に伝達され、枕木にかかっ
た荷重は、その下に敷かれた砂利によって分散される。その階層的な力の分散によって、地面は窪んだり、裂けたりするこ
とがない。ここで重要なことは、砂利が接着されることなく、それぞれの砂利が自由に動き、自由にずれることである。砂
利が拘束された点ではなく、自由な点であることによって、砂利の山全体が、クッションの役割を果たしているのである。
この自由を保証するのが、砂利の大きさである。枕木の下に砂利の代わりに砂を敷くと、砂という小さすぎる点の集合体は、
力を分散させることができず、荷重は集中してしまって、地面にダメージを与える。経験の積み重ねによって、最も適切で経
済的な点の大きさ、すなわち砂利のあの大きさに到達したのである。このエピソードは自然と建築の関係を考える上で、
大きな示唆を与えてくれる。大地という自然と、車体に乗っている人間との間に、様々な点と線とが介在し、その二つをス
ムーズに、そして階層的にっなげている。建築もまた同様にして、自然と人間をスムーズにつなげるものでなけれぱならな
い。枕木の下に敷かれた砂利が理想である。その砂利のように、一見、自由でゆるやかでありながら、実際には見事なクツ
ションとして、その二つをつなぐ建築を作ることができないだろうか。コンクリートのようにガチガチのものを介在させるのでは
なく、様々な自由な粒子を媒介として、この小さくてやわな身体を、自然という大きなものにっなげていきたい。民主主義的
な建築があるとしたならぱ、線路の砂利のようなものではないかと、僕は考える.あのように自由で、畠のようにしなやかな
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ものである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点線路の砂利という自由な点 PI01・PI03)
(広重美術館を設計しながら、自然の線と人工の線の差は何だろうかという問題に突き当たった。広重美術館の基本
原理は、裏山の杉の木の生の荒々しい線、木立の生の線から、最も内側のレイヤー、和紙の裏に影としてだけ存在する抽
象的な細い線へと至るグラデーションである。縄文から弥生、平安、数寄屋へというグラデーションといってもいい。杉の木
立は樹皮がつぃたままで、しかも、ランダムな配列を持っている。ランダムな線の意味と効果を、広重は熟知していた。雨を
描く時に、広重は均一な細い線が作るシンプルなりズムの中に、ランダムな線をまぎれ込ませた。広重は自然というものの
本質がバラつきにあることを理解していて、角度の違う線を、雨の中にまぎれこませ、線を雨へと昇華させたのである。人の
描いた線が、自然へと変身を遂げたのである。スコットランドでヴィクトリア&アルバート博物館の分館、V&A・ダンディ
(二0一八年X図46)を設計した時に、この方法を応用して外壁をデザインした。ダンディはテイ川の河口に位置する街で、
V&Aの敷地は、街の南のエッジにあり、ティ川の河口に面していた。われわれは、川にはり出すようにして、建築をデザ
インした。実際に建築の一部を、水の中に建てたのである。通常、自然の脅威から建築を守ろうとする結果、建築は自然と
は距雛を置いて建てられ、自然とは異質のもの、違う領域に属するものとしてデザインされる。
自然と建築との差異、距離の強調が、西欧の建築デザインの基本であった。差異を示すために、建築を基壇と呼ぱれる

台で持ち上げ、ピロティという名の柱で浮かしたのである。ピロティを生み出した二0世紀のモダニズム建築も、西欧の方法
の正統的な嫡子であっナ=。しかし僕らは、建築を川の中に建てることで、自然と人工との中間的な物を作り、白然UIDと
街をシームレスにつなごうと考えた。西欧建築を支えてきた、自然と人工との対比を否定し、自然と人工とを境目なく、ゆるく、
やわらかくつなげようと試みたのである。では、どのような形態が、自然と人工の中間物にふさわしいだろうか。ヒントを
与えてくれたのは、ダンディの北に位置する、スコットランドのオークニー諸島の海岸の崖であっナこ(図47)。大地と水の接
点に、純粋な幾何学は存在しようがない。大地も水も多くのノイズを包含しているから、その接点である崖は、必然的にゆが
み、バラつき、暴れるのである。海からそそり立つ崖は、海と陸との長い闘いの結果、幼稚で図式的な幾何学から逸脱し、
髪一ーすなわちランダムな線の集合体へと到達する。自由で複雑なその線は、広重の雨のように、無数のノイズを包含す

このダンディのウォーターフロンる。その崖のように粗くランダムな建築を、海と陸の境に建てようと考えた。 .....

トは、かつては倉庫群が並び、人の気配のないさびれた場所だった。工業化社会が世界中に作り出した、人工物の残骸で
あった。その自然と人工とのはざまの空白に、自然と人工の中問的な存在を作ることで、街と自然をつなぎ直した。崖から
多くのことを学び、広重の夕立からも多くのヒントをもらって、ダンディの街はもう一度、川とつながり、自然と接合された。
『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線 V&A・ダンディの線描画法 PIM・P148)

●●一ーー^ ^●1-、^,●一^、^^,^ー ^.^^^、^ーー゛^.゛●^^^、,リ^

私達当会は、視覚上の全体の大きさと部分又は要素の大きさの関係は、例えぱ、何を視覚上の全体とするかその範囲、即
ち、スケール、によって相対的に変化する、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、何を視覚上の全体とするか、即ち、スケールは、視覚の主体の回転の移勳や、水平の移動や、垂直
の移動によって変化し、移動の速度やその変化は、スケールとその変化の質を変容する、と仮定します。

・スケールについて

私達当会は、例えば、視覚上の日常的なスケールは、自身の姿勢、又、身体的な周辺、近景、中景、遠景、によって規定さ
れ、高所からの眺望、遠望や佑瞰は、また、性格の異なる規定を形成する、と仮定します。

私達当会は、私達人類につぃて、例えぱ、私達人類を主体として把握する場合と私達人類以外の事象を主体として把握
する場合で、スケールは変化すると認識することができる、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現代に於ける活動の空聞について、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定さ
れ得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空聞の形成』が、私達人類の活動の空間に於ける、私達現代
の人類の生命の行為としての、創造性、快適性、活動の効車、の発現を定義する、と仮定します。

・私達人類の現代に於ける活動の空閻について
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0人類の思念、行為、又は、集団としての文化が、人類の知の体系、即ち、学術、学としての科学、技術、又は、社会的生

産形態、に先行する、との仮定

(前章で見たとおり、サピエンスは一五万年前にはすでに東アフり力で暮らしていたものの、地球上のそれ以外の場所に

侵出して他の人類種を絶滅に追い込み始めたのは、七万年ほど前になってからのことだった。それまでの八万年問、太古

のサピエンスは外見が私たちにそっくりで、脳も同じぐらい大きかったとはいえ、他の人類種に対して、これといった強みを

持たず、とくに精巧な道具も作らず、格別な偉業は何一つ達成しなかった。それどころか、サピエンスとネアンデルタール
人との問の、証拠が残っている最古の遭遇では、ネアンデルタール人の縄張りだったレヴァント地方(訳注地中海東岸の地
方)に移り住んだが、揺るぎない足場は築けなかった。敵意に満ちた先住民がいたり、気候が厳しかったり、地域特有の馴
染みのない寄生生物に出くわしたりしたのかもしれない。理由はなんであれ、サピエンスはけっきょく引き揚げ、ネアンデル

タール人は中東に君臨し続けた。学者たちはこのような乏しい実績に照らして、これらのサピエンスの脳の内部構造は、
おそらく私たちのものとは異なっていたのだろうと推測するようになった。太古のサピエンスは見かけは私たちと同じだが、
認知的能力(学習、記憶、意思疎通の能力)は格段に劣っていた。彼らに英語を教えたり、キリスト教の教義が正しいと信じ

させたり、進化論を理解させたりしようとしても、おそらく無駄だっただろう。逆に私たちにとって、彼らの言語を習得したり、

考え方を理解したりするのは至難の業だろう。だがその後、およそ七万年前から、ホモ・サピエンスは非常に特殊なことを
始めた。そのころ、サピエンスの複数の生活集団が、再ぴアフり力大陸を雛れた。今回は、彼らはネアンデルタール人をはじ
め、他の人類種をすべて中東から追い払ったばかりか、地球上からも一掃してしまった。サピエンスは驚くほど短い期間で
ヨーロッパと吏アジアに達した。四万五000年ほど前、彼らはどうにかして大海原を渡り、オーストラリア大陸に上陸した。

それまでは人類が足を踏み入れたことのない大陸だ。約七万年前から約三万年前にかけて、人類は舟やランプ、弓矢、針
(暖かい服を縫うのに不可欠)を発明した。芸術と呼んで差し支えない最初の品々も、この時期にさかのぼるし(図4のシュ

ターデル洞窟のライオン人間を参照の二と)、宗教や交易、社会的階層化の最初の明白な証拠にしても同じだ。ほとんど

の研究者は、これらの前例のない偉業は、サピエンスの認知的能力に起こった革命の産物だと考えている。ネアンデルター

ル人を絶滅させ、オーストラリア大陸に移り住み、シュターデルのライオン人間を彫った人々は、私たちと同じぐらい高い知
能を持ち、創造的で、繊細だったと、研究者たちは言い切る。仮にシュターデル洞窟の芸術家たちに出会ったとしたら、私た

ちは彼らの言語を習得することができ、彼らも私たちの言語を習得することができるだろう。不思議の国でのアリスの冒険

から、量子物理学のパラドックスまで、私たちは知っていることのいっさいを彼らに説明でき、彼らは自分たちの世界観を私
たちに教えられるはずだ。このように七万年前から三万年前にかけて見られた、新しい思考と意思疎通の方法の登場の
ことを、「認知革命」という。その原因は何だったのか?それは定かではない。最も広く信じられている説によれぱ、たまたま

遺伝子の突然変異が起こり、サピエンスの脳内の配線が変わり、それまでにない形で考えたり、まったく新しい種類の言語

を使って意思疎通をしたりすることが可能になったのだという。その変異のことを「知恵の木の突然変異」と呼んでいいかも

しれない〔訳注知恵の木は「創世記」に出てくるエデンの園に生えていた木で、アダムとイヴはその実を食べて「目が開け」

た〕。なぜその変異がネアンデルタール人ではなくサピエンスのDNAに起こったのか?私達の知るかぎりでは、それは

まったくの偶然だった。だが、より重要なのは、「知恵の木の突然変異」の原因よりも結果を理解することだ。サビエンスの新

しい言語のどこがそれほど特別だったので、私たちは世界を征服できたのだろう?それはこの世で初の言語ではなかっ

た。どんな動物も、何かしらの言語を持っている。ミツバチやアリのような昆虫でさえ、複雑なやり方で意思を疎通させる方

法を知っており、食物のありかを互いに伝え合う。また、それはこの世で初の口頭言語でもなかった。類人猿やサルの全種

を含め、多くの動物が口頭言語を持っている。たとえぱ、サバンナモンキーはさまざまな鳴き声(コール)を使って意思を疎

通させる。勳物学者は、ある鳴き声が、「気をつけろ!ワシだ!』という意味であることを突き止めた。それとはわずかに違

う鳴き声は、「気をつけろ!ライオンだUという警告になる。

おそらく、「噂話」説と「川の近くにライオンがいる」説の両方とも妥当なのだろう。とはいえ、私たちの言語が持つ真に比類

なき特徴は、人間やライオンについての情報を伝達する能力ではない。むしろそれは、まったく存在しないものについての

情報を伝達する能力だ。見たことも、触れたことも、匂いを喚いだこともない、ありとあらゆる種類の存在について話す能力

があるのは、私たちの知るかぎりではサピエンスだけだ。伝説や神話、神々、宗教は、認知革命に伴って初めて現れた。
それまでも、「気をつけろ!ライオンだ!」と言える勤物や人類種は多くいた。だがホモ・サピエンスは認知革命のおかげで、
「ライオンはわが部族の守護霊だ」と言う能力を獲得した。虚構、すなわち架空の事物について語るこの能力こそが、サピエ
ンスの言語の特徴として異彩を放っている。現実には存在しないものについて語り、『鏡の国のアリス』ではないけれE、
ありぇないことを朝食前に六つも信じられるのはホモ・サピエンスだけであるという点には、比較的容易に同意してもらえる

だろう。サルが相手では、死後、サルの天国でいくらでもバナナが食べられると請け合ったところで、そのサルが持っている

バナナを譲ってはもらえない。だが、これはどうして重要なのか?なにしろ、虚構は危険だ。虚構のせいで人は判断を誤っ
たり、気を逸らされたりしかねない。森に妖精やユニコーンを探しに行く人は、キノコやシカを探しに行く人に比べて、生き延

びる可能性が低く思える。また、実在しない守護神に向かって何時間も祈っていたら、それは貴重な時間の無駄遣いで、そ

の代わり1こ狩猟採集や戦闘、密通でもしていたほうがいいのではないか?だが虚構のおかげで、私たちはたんに物事
を想像するだけではなく、集団でそうできるようになった。聖書の天地創造の物語や、オーストラリア先住民の「夢の時代(天

地創造の時代)」の神話、近代国家の国民主義の神話のような、共通の神話を私たちは紡ぎ出すことができる。そのような
神話は、大勢で柔軟に協力するという空前の能力をサピエンスに与える。アリやミツバチも大勢でいっしょに働けるが、彼ら

のやり方は融通が利かず、近親者としかうまくいかない。オオカミやチンパンジーはアリよりもはるかに柔軟な形で力を合わ

せるが、少数のごく親密な個体とでなけれぱ駄目だ。ところがサピエンスは、無数の赤の他人と著しく柔軟な形で協力でき

る。だからこそサピエンスが世界を支配し、アリは私たちの残り物を食べ、チンパンジーは動物園や研究室に閉じ込められ
ているのだ。:『サピエンス全史一文明の構造と人類の幸福上』2016年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノアリ、ラ
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リ訳者柴田裕之発行所株式会社河出書房新社 Yuval N0丑h H討討I SAPIENS : A B"ef HlstoN of Huma
nkind 第1部認知革命第2章虚構が協力を可能にした P34・P40)
(以上の筋書きは、農業革命を計算違いとして説明するものだっナニ。じっに説得力がある。歴史はそれよりほるかに馬鹿
げた計算違いに満ちあふれている。だが、計算違い以外の可能性もある、農耕への移行をもたらしたのは、楽な生活の探
求ではなかったかもしれない。サピエンスは他にも強い願望を抱いており、それらを達成するためには、生活が厳しくなるの
も厭わなかったかもしれないのだ。科学者はたいてい、歴史の展開の原因を経済と人口動態の客観的要因に求める0そ
のほうが、彼らの合理的で数学的な手法に適しているからだ。近代史の場合、学者はイデオロギーや文化といった非物質
的要因を考慮に入れざるをえない。証拠婁類があるので、嫌でもそうするしかない。文書や喜簡、回想録がたっぷり残って
いるので、第二次大戦が食糧不足あるいは人口増加による圧力によって引き起こされたわけではないことを立証できる0だ
が、たとえぱナトゥーフ文化の文喜などないので、古代に取り組むときには、物質的側面が最も重視される。文子を持たな
い人々が、経済的な必要性ではなく信仰心に動機づけられていたことを証明するのは難しい。それでもごく稀には、歴然
とした手掛かりが運良く見っかることもある。十九九五年、考古学者たちはトルコ南東部のギヨベクリ'テぺと呼ぱれる場所
で遺跡の発掘を始めた。最も古い層では定住地や家、日常的活動の形跡はまったく見られなかった。ところが、見事な彫刻
を施した石柱から成る記念碑的構造物がいくっも出てきた。ーつひとっの石柱は、最大で七トンあり、高さは五メートルに達
した。近くの採石場では、削り出しかけの石柱がーつ発見された。重さは玉0トンもあった。全部で一0を超える記忍碑的
構造物が発掘され、最大のものは差し渡しが三0メートル近くあった。考古学者たちにとって、その手の記忍碑的建造物
は世界中の遺跡でお馴染みで、最も有名な例はイギリスのストーンヘンジだ。だが、キヨベクリ・テぺを調べた考古チ者たち
は、驚くべき事実を発見した。ストーンヘンジは紀元前二五00年にさかのぼり、発展した農耕社会によって建設されナニ0と
ころがギョベクリ.テぺに構造物は、紀元前九五00年ごろまでさかのぼり、得られる証拠はみな、狩猟採集民が建設したこ
とを示している。考古学界はこの発見をにわかには受け容れられなかった、これらの構造物がこれほど早い時期までさかの
ぼり、農耕以前の社会がそれを建設したことを確証する検査結果が相次いだ。古代の狩猟採集民の能力と、彼らの文化の
複雑さは、従来考えられていたよりもはるかに目覚ましかったようだ。狩猟採集社会が、なぜそのような構造物を建設し
たりするのか?それらには、明白な実用的目的はなかった。マンモスの屠殺場でも、雨宿りしたり、ライオンから身を隠した
りする場所でもなかった。そこで残るのが、考古学者には解明の難しい、何らかの謎めいた文化的目的のために建設され
たという説だ。それが何であるにせよ、狩猟採集民たちは莫大な手聞と暇をかける価値があると考えたのだ。ギヨベクリ'テ
ぺの構造物を建設するには、異なる生活集団や部族に所属する何千もの狩猟採集民が長期にわたって協力する以外にな
かった。そのような事業を維持できるは、複雑な宗教的あるいはイデオロギー的体制しかない。ギヨベクリ'テぺは、他に
もあっと驚くような秘密を抱えていた。遺伝学者たちは長年にわたって、栽培化された小麦の起源をたどっていた0最近の
発見からは、栽培化された小麦の少なくとも一種、ヒトツブコムギがカラカダ丘陵に由来することが窺える。この丘陵は、ギヨ
ベクリ.テぺから約三0キロメートルの所にある。これはただの偶然のはずがない。ギヨベクリ・テぺの文化的中心地は、
人類による最初の小麦の栽培化や小麦による人類の最初の家畜化に、何らかの形で結びっいている可能性が高い0この
記念碑的建造物群を建設し、使用した人々を養うためには、踊大な量の食べ物が必要だった。野生の小麦の採集から集約
的な小麦栽培へと狩猟採集民が切り替えたのは、通常の食糧供給を増やすためではなく、むしろ、神殿の建設と運呂を支
えるためだったことは、十分考えられる。従来の見方では、開拓者たちがまず村落を築き、それが繁栄したときに、中央に神
殿を建てたということになっていた。だが、ギョベクリ・テぺの遺跡は、まず神殿が建設され、その後、村落がその周りに形成
された二とを示唆している。.『サピエンス全史一文明の構造と人類の幸福上』2016年9月30日初版発行著者ユ

SAPIENS : A Brief Histヴァル.ノア・ハラリ訳者柴田裕之発行所株式会社河出書房新社 Yuval Noeh Hamrl
。Ⅳ。f Humankind 第2部農業革命第5章農耕がもたらした繁栄と悲劇聖なる介入 P118・P121)
(.,ールネサンス最初の建築家といわれ、ピエトラ・セレナの石切場に近いフィレンツエをべースとして活躍したフィリツ
ポ.ブルネレスキ(一三七七一一四四六)が、この石を好んで用いたのである。しかもブルネレスキは、それまでには誰も試
みなかったユニークな方法で、この石を用いた。まず彼は、ピエトラ・セレナで構造フレーム(柱・梁'アーチ)を表現し、その
フレームの隙間を、白い漆喰塗りのプレーンな壁で埋めたのである。あたかも白い紙の上に青いぺンで線のフレームを
描くようにして、実際の建築が作られた。実際には、ブルネレスキの建築は、当時の一般的な構造システム、すなわち組
積造の壁で支えられている。フレーム構造で支えられているわけではない。コンクリートや鉄でできた構造フレームが建築を
支えるようになるのは、一九世紀以降である。フレーム構造とはすなわち、線の構造であった。しかし、一九世紀以前のヨー
ロッパでは、石やレンガを積み上げて作る組積造が主流であり、一五世紀のブルネレスキもまた、組積造という技術的な制
約の中で、組積造独特の、重たく、閉じたヴォリューム建築を作らざるを得なかったのである。しかし、ブルネレスキは、
その制約の中で、線の建築を夢想してぃナエ。彼の頭の中には、来るべき線の建築の時代が見えていたに違いない0だから
彼は、白い漆喰の壁の上に、ピエトラ・セレナを用い、細い線を描いたのである。ピエトラ・セレナ独特のあの青みを帯びた
グレーの色調は、シャープな線を描くのにふさわしいものであった。白い紙の上に青いインキで線を描いたような、数子的で
抽象的な印象を、彼は建築に与えようと試みた。鉄骨の線の建築が作られるはるか前に、彼はピエトラ.セレナの青白い色
を利用して、線の建築を達成したのである(図22 捨子保育園.設計:ブルネレスキ,1445年)。ブルネレスキの次の世
紀を生き、全盛期ルネサンスの中心的存在であったミケランジェロ(一四七五一一五六四)も、同じように、ピエトラ'セレナを
好んだ。世界で最も美しい階段とも呼ぱれる、ラウレンツィアーナ図喜館のホールの階段では、白い壁の上にピエトラ'セ
レナを用いて描かれたフレームの中に、ピエトラ・セレナの青い階段が浮いている(図23 ラウレンツィアーナ図害館ホール,
設計.ミケランジェロ,1552年)。ブルネレスキもミケランジェロも共に、組積造という当時の技術に拘束されながらも、未
来にやってくるであろうフレーム構造の時代、すなわち線の時代を予告するような、線の建築を作っナニ。彼らは線の預言者
であっナこ。その予言に最も適した物質として、ブルーグレーの冷たい肌をしたピエトラ・セレナが選ぱれたのである0そして、
彼らの活躍したフィレンッエの近くの山から、この石は切り出されていた。建築家の数学的、抽象的な発想と、彼らの地元の
ローカルな素材とを、神が結びっけた。建築はそのようにして、ローカルな場所と宇宙をっなぎ、物質と概念をっなぐのであ
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る。彼らの予言の通り、フレームの時代は三00年後に到来した。鉄骨やコンクリートのフレームによって建築を支え、フ
レームの問をガラスや壁で埋めていくという建築(図24 クリスタル・パレス.設計ソtクストン,1851年)が、一九世紀後半
以降の、西欧建築の主流となった。線の技術によって超高層建築は可能になり、二0世紀の都市と文明が生まれたのであ
る。ブルネレスキとミケランジェロがピエトラ・セレナを用いて描いた予言は、数百年の長い射程を有していたのである。
『点.線.面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波害店点ブルネレスキの青い石 P065・P067)
(.ーー建築の近代化とは、建築の「金属化」であり、「線化」であった。その第一歩が、金細工師ブルネレスキの建築家へ

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点建築における演繹法と帰納の転身であった。 帥●●●●

法 P075)

私達当会は、私達人類の社会的生産形態が、私達人類の文化を規定し、形成する、というよりは、私達人類の思念、行
為、又は、集団としての文化が、私達人類の知の体系、即ち、学術、学としての科学、技術、又は、社会的生産形態、に先
行する、と仮定します。

12/24

0身体能力の延長に伴走する人類の活動の空問の在り方と人類と諸事象の関係性の再確認と再生産に伴走する人類の
活勳空聞の在り方について

(カンディンスキーが版画の中に発見した重層的な時間概念は、ポストエ業化社会の、新しいデザイン手法、すなわちコン
ピューターを駆使したパラメトリック・デザインの本質を考える上でも、多くの示唆を与えてくれた。一九九0年以降、コン
ピューターがどのように建築のデザインを変え、人閲と建築との関係を変えるかという議論が、建築界を賑わせ、建築理論
の中心となった。新しい技術が、新しいデザインを生むことで、建築の歴史が一新されてきた。古代から現代に至るまで、新
しい技術が、新しい建築を開いてきたのである。二0世紀のモダニズム建築は、鉄骨とコンクリート1こよる大スパン構造
という新技術の産物であった。だとしたらならぱ、コンピューター・テクノロジーはどんな建築デザインを生むのか。コンピユ
テーショナル・デザインをルネサンス以降の様々なデザイン手法と比較して、大胆な整理を行う建築史家、マリオ・カルポ
(一九五八ー)は、コンピュテーショナル・デザインによって、建築デザインが、引き算のデザインから、足し算のデザイン
へと劇的に転換したと看破した。『アルファベットそしてアルゴリズム表記法による建築一ールネサンスからデジタル革命
ヘ』の中で、コンピュテーショナル・デザインは単に図面(ドローイング)の描き方を変えただけではなく、ドローイング(図面)
とファブリケーション(施工・伽H乍)の統合を促したと、カルボは指摘した。すなわち、かっては図面の制作と施工は分断され
ていたが、コンピューターによって、両者はひとっの連続した流れ、すなわち描き続け、作り続けるひとっのシームレスな流
れへと転換したと、カルポは見抜いた。建築とは、いまや完結したひとつの作品ではなく、変更し続け、修正し続ける、不断
のシステムへと変わり、それを彼は足し算のデザインと命名した。石版画は永遠に修正可能であり、永遠に足し続けるこ
とが可能であるとカンディンスキーが指摘したように、カルポはコンピューターが、建築を、修正のきかない銅版画から、永
遠に続く修正システム、すなわち石と水と油との対話の産物としての石版画システムへと転換したのである。カルポはア
ルベルティ(一四0四一七二)以前、つまりルネサンス以前の建築は、同じように足し算であったと整理する。施主と親方と
職人が共働して、建築というゆるい全体を作り続け、直し続けていたのである。そのゆるやかな世界に、革命的建築家アル
ベルティが登場し、建築の方法を抜本的に変えてしまった。初期ルネサンスを代表する建築家であり、建築評論家でもあっ
たアルベルティは、引き算という新しい方法を導入し、竣工後の変更、修正を許さない「作家=アーティスト」という絶対者を
生み出した。その転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家という絶対者の描いた図面を実
現するだけの、融通のきかない硬直したシステムになってしまったとカルボは指摘する。アルベルティ以降の長い不自由な
歴史を、つぃにコンピューターが打ち破ったというのが、カルボの説である。アルベルティ以前には、描く人と作る人(職人)
は分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連続的に建築は作られ続け、変更され続けていた。その濃密な人と様々な
物との対話、一体感が、コンピューターによるファブリケーションによって復活するだろうと、カルポは予言するのである。
さらにカルポは、コンピューターの建築への導入も、当初から、足し算をめざしていたわけではなかったと振り返る。一九九
0年代初め、建築デザインにコンピューターが導入され、パラメトリック・デザインという言葉が使われはじめた。コンピュー
ターはただ、ぐにゃぐにゃとした、目新しい形態を創造するマシーンでしかなかった。九0年代以前、その複雑な形態を描く
には、恐ろしく手問がかかった。その「夢の形態」を実現するための、便利なドローイング・マシーンとして、コンピューターは
導入されたのである。その意味で、一九九0年代前半の、奇をてらった形態を特徴とするコンピュテーシヨナル.デザイン
(図4)は、Ξ0年代にアメリカで流行した流線形デザイン(図5)の九0年代版のりバイバルであったとカルボは厳しく総括
する。一九九五年以降、Πの領域において、ネットワークへの関心が高まるのと併行して、コンピュテーシヨナル.デザイ
ンは、第二フェイズに突入し、形態の新奇さから、ファブリケーション・プロセス(制作過程)へと関心が移行した。描くことと作
ることの境界の消滅、竣工後も変化し続ける建築へと関心が移った。その時代を、カルポはデジタル・デザインの第二期と
呼ぶのである。カルポの二段階説の背景にあるのは、建築史家レイナーリ{ンハム(一九ニニーノVUによる『第一機械
時代の理論とデザイン』(一九六0年)という名著である。バンハムは一九世紀から二0世紀までの人間と機械との関係を
総括し、汽車、車などの第一世代の機械とラジオ・テレビ、家電などの第二世代の機械との間に、質的な差異があり、その
差異が当時の建築デザインに対しても大きな影響を与えたと整理した。カルポはそ二からヒントを得て、コンピューターという
機械の時代にも、二相があるあることを見出したのである。コンピューテーショナル・デザイン第二期、すなわち、足し算
の時代が求める永遠の修正を可能にするためには、一度できたら硬く固まってしまって修正不可能なコンクリートほ、全く適
していなかった。コンクリートは建築デザインの中心的位置を失った。同時に、小さなピースのアグリゲーシヨン(集積)によっ
て作られる、粒子的な建築の追求が始まった。そしてその新しい波の中心人物の一人が僕であると、カルボは励ましてくれ
たのである。コンピュテーショナル・デザインの本質は、形態の革命ではなく、時間の革命だったというカルポの指摘が興
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サンス最初の建築理論書と呼ぱれる『建築論』(一四八五年)を著わし、このテキストはその後の建築界に大きな影響を与
えた。デカルトの『方法序説』(一六三七年)が哲学の世界で果たしたのと同様な役割を担った。アルベルティは形態を時聞
から分雛した。それは、時間と分かちがたくっながった施工(工事)という行為と、時間を無視しても成立する設計(計画)と
いう行為の切断でもあり、施工の軽視であり、設計者(建築家)の絶対化でもあった。形態の世界だけの純粋な理論を組み
立てた『建築論』は、その純粋性ゆえに、テキストとしての普遍性を獲得し、建築家は建築界の絶対者としての地位を獲得し
たのである。しかし今、形態のデザイン論から、時間のデザイン論への転換が起こりっつぁる。時問という流れの中で建
築課を相対化し、物質も人間もすべてが、時間の中を漂う粒子であるとする世界観にわれわれは回帰しっつぁる。その意
味で本書は、ヴォリュームを解体する方法の探求であると同時に、建築家という存在を解体する方法の提案でもある。時間
を軸としてアルベルティ以前への回帰をめざすカルボのデザイン理論は、すでにカンディンスキーの版画論によって先取り
されていたともいえる。.『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説足し算のデザインとして
のコンピュテーショナル・デザイン P018・P023)

私達当会は、汽車、車などの第一世代の機械にっいて、身体能力の延長である、と仮定し、ラジオ・テレビ、家電などの第
二世代の機械につぃて、私達人類と諸事象の関係性の再確認と再生産である、と仮定します。

私達当会は、汽車、車などの第一世代の機械、即ち、身体能力の延長に伴走する私達人類の活動の空間の在り方にっ
いて、事象の集中を基軸とする人工として形成されるヴリュームの生成である、と仮定し、ラジオ・テレビ、家電などの第二
世代の機械、即ち、私達人類と諸事象の関係性の再確認と再生産に伴走する私達人類の活動空間の在り方にっいて、事
象の離散的定置を基軸とする人工として形成されるヴリュームの解体で在り得る、と仮定します。

0人類の身体性の回復

(.ー,たとえりブという線を、点とヴォリュームをっなぐ媒介として導入したとしても、りブとりブの間は、根気よく点(レン
ガ)で埋めていかなければならない。どうしても最後は、点とヴォリュームを強引につなぐというジャンプが必要となる。その
宿命的な困難を、ブルネレスキはどぅ克服したか。微小な点(砂利、砂、セメント)を一気にヴォリュームへとジャンプさせ
る一種の魔術的工法が、二0世紀の最も一般的な建築工法となった現場打ちコンクリートであった。しかもこの工法を用い
れぱ、石やレンガをひとっひとっ手で積み上げるという手間を省く二とができた。その意味で、コンクリートは魔術的であると
同時に、怠慢な工法でもあった。二0世紀建築は、魔術と怠慢を結合させることに成功した。だからこそ、二0世紀の
人々は熱狂L、麻薬に依存するように、コンクリート建築におぼれたのである。合理的であるかに見えるが、実は魔術と怠
慢を愛するこの時代に、コンクリートほうってっけの素材であった。コンクリートは一瞬にして、夢の城を人々に提供してくれ
た。コンクリートで堅牢な城を建て、私有するという行為に、二0世紀の人々は異様なほどの情熱を示したのであ

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点ブルネレスキの帰紬法 P071・P072)る。 .....

やっとニュートンに追いっいたモダニズム建築の、ーメートルのフレームは、コンクリートの牢獄のように、僕に■■■■■

は感じられた。武骨なフレームは、二0世紀に一気に増殖し、世界の都市を葎いっくした。人問の身体という繊細でやわ
なものと比べて、あまりに威圧的なフレームであった。都市からも家からも、ヒューマンなスケールは消え、人々は太いフ
レームにおびえながら、二00年以上前のニュートンの、カビの生えた夢と暮らすことになった。それに比較すると、日本
の伝銃的な木造建築を構成する線は、はるかに繊細で、人間の身体を脅かすこともなかった。柱も梁もおおむね一0セン
チ内外の断面寸法を持っていて、長さも三、四メートルであった。一人で充分に運べる大きさと重さの、織細なやさしい線で、
空間のすべてが構成されていた。そんな美しい線の技術、デザインが日本には眠っていたのである。:『点・.線・面』2020
年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線モダニズムの線と日本建築の線 P12刀
(二0世紀の爆発する人口と経済を収容する、大きなヴォリュームの確保を目的として、剛性と粘性と気密性にすぐれナニ、
コンクリートという素材が選ぱれた。しかし、ヴォリュームを解体して、風通しのよい、軽やかな空間を作ろうという試みも、併
行して起動していた。オランダの若き建築家達が結成したデ・スティールーースタイルーーという名のグループは、薄い
面を用いてヴォリュームの解体を試みナ=。デ・スティールの中心人物、建築家のへりツト・リートフェルト(ーハハハーー九六
四Xま、シュレーダー邸(一九二四年X図1)で、ヴォリュームの徹底的な解体を行い、建築界に大きな衝撃を与えナニ。そもそ
も家具職人の子として生まれ、自らも家具職人としてスタートしたりートフェルト(図2・図3)だからこそ、面の建築をやすやす
と実現できたともいえる。建築はヴォリュームとして閉じる必要があったが、家異はそもそも、その必要はないからである。冬
の気候の厳しい西欧では、建築は閉じることが大前提だった。一方、「家の作りやうは、夏をむねとすべし」(『徒然草』第五
十玉段)の日本では、閉じることが建築の要件ではなかった。リートフェルトはその保守的な西欧において、家具の世界
から、薄い面による構成という方法を教わっナこ。面と面、面と線を組み合わせれぱ、閉じていなくても家具になる。面と線を
使って、身体や物を支えることができれば、家具として成立する。建築と身体との間にも、そんな自由でゆるい関係があって
もいいと、リートフェルNよ考えて、シュレーダー邸という「大きな家具」1こ到達したのである。リートフェルトの構成主義的
な椅子より、僕がさらにおもしろいと思うのは、リートフェルトと同世代のオランダの建築家、ミケル,デ・クレルク(ーハハ四
ーー九二三)が農家の生活にヒントを得てデザインした、藁紐を用いた木製の椅子である(図4)。やわらかな線でできた肘
掛けは、体にしっくりとなじむ。クレルクやその弟子のピエト・クラメル(ーハハーーー九六一)ほ、オランダの茅葺の農家
の素朴さと、近代の生活とを接合しようと試みた(図5)。日本のモダニズム・デザインのパイオニアであり、分雛派を立ち上
げた堀口捨己(すてみX一八九五一一九八四)も、クレルク達のデザインに多大な影響を受けている。堀口は一九二0年
に東京大学の建築学科の同級生と共に、日本で最初の近代建築運動を立ち上げた。茅葺と近代的な箱とを組み合わせた
紫烟荘(一九二六年X図6)を発表し、若き天才の登場として、戦前の日本の建築界に衝撃を与えナニ,クレルクも堀口も、エ
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業化という、時代の大きな流れに対する批判として、モダニズムを捉えていナニ。オランダでも、日本でも、茅葺は当時の農家
で一般的であった。茅葺の自然さ、素朴さを取り戻すことが二0世紀という時代、そしてモダニズムのテーマであると、かれ
らは考えてぃたのである。しかし、その後のモダニズム建築は、工業化を全面的に肯定し、コンクリートと鉄による大量生
産の建築へと一気に傾斜していった。第二次世界大戦後から高度成長期にかけて、二人の提案したしなやかな面や線は、
すっかり忘れ去られてしまった。丹下健三らの次世代は、堀口を、時代遅れのヒューマニストとして否定し去ったのである。
堀口は挫折の中で、奈良の慈光院にこもって、茶室の研究に没頭し、研究者として大きな業績を残したが、建築家としては
寡作であった。クレルクが農具にインスピレーションを得てデザインした木製の椅子を今見ると、そこには工業化の論理
には収まりきれない人間の論理、身体の論理が息づいていることを発見することができる。椅子の肘掛けに使われている
ロープは、美しさとは無関係に、一見、だらっと垂れているように見えるが、そこにひとたび腕を載せると、ロープは身体を支
えてピンと延び、ロープという生きた線と、身体という生きた物体とが、生き生きとした会話を始めるのである。リートフェルト
の硬い面からは得られなかった物と身体との会話が、クレルクの家具からは聞こえてくるのである。:『点・線・面』2020年
2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店面リートフェルト対クレルク P1卵・P165)
(シュレーダー邸は、二0世紀初期のモダニズム建築群の中では、圧倒的に軽やかである。初期モダニズムの傑作を挙
げろといわれれぱ、通常はル・コルビュジエのサヴォア邸(一九三一年、「方法序説」図7参照)とミース・ファン・デル・ロー土
のバルセロナ・パヴィリオン(一九二九年、「点」図7参照)の名が挙がる。しかし、点・線・面という視点で建築を見直した時、
シュレーダー邸の軽やかさは、他の二つを凌駕している。サヴォア邸は、線と面の建築というよりは、浮かんだヴォリュー
ムであった。二0世紀のスタンダードであるヴォリューム建築を、単に浮かしただけと捉えることもできる。浮かしただけで特
別のものだと錯覚させたことに、コルビュジエの天才があったという言い方もできる。しかし、浮かしたことで、かえって空間と
しては貧しいものになった。コルビュジエがモダニズム建築の重要な手法として提唱した空中庭園は、大地との関係は薄く、
周囲の森とは切断され、貧弱で殺風景である。コルビュジエを訴えたサヴォア邸のクライアントの気持ちはよくわかる。にも
かかわらず、「ヴォリュームの世紀」であった二0世紀には、この寒々とした住宅が、大傑作とたたえられたのである。バ
ルセロナ・パヴィリオンの柱のディテールを見れぱ、ミースがヴォリュームの解体に、興味という以上の執念を持っていたこ
とは、問違いない。普通の人には柱は線であると見える。しかしミースには、柱も鈍重なヴォリュームに見えていた。亜さを
支え、地震に耐えなけれぱならないのだから、当然柱も太さが必要となる。ミースはそれが許せなかった。鉄骨の柱を、角
パイプではなく、わざわざエッジの立った十字型断面とすることで(図7)、柱のヴォリューム感は薄れ、エッジのシャープな線
が眼を刺激する。ヴォリュームとなりかねない鉄の柱を、ミースは細い線とすることに成功した。バルセロナリくヴィリオン
の壁もかなり薄い。まず石の下地となるレンガを、普通とは逆の向きで積むことで、トータルで一七センチの厚みの、石とは

思えないような薄い壁を作った(図8)。通常、レンガやコンクリートの壁の両側に石を貼り付けると、三0センチ程度のぽ
てっとした壁厚になってしまう。ミースの石壁はその標準寸法の半分の薄さである。二0世紀における面の建築としては、突
出して薄い。石工の子として生まれ、石の使い方を熟知したミースだからこそ、石の壁を常識的な収まりでは考えられない
ほどに薄くすることに成功し、薄い石壁が張り詰めるような緊張感を空間に与えたのである。しかし、いかにミースでも、
シュレーダー邸の家具を思わせるような薄さにはかなわなかった。石工が、家具職人の作り出す薄さにかなわなかったとも
いえる。しかし、そのシュレーダー邸の薄い面さえも、僕にとっては厚すぎ、硬すぎるように感じられた。そして、面や線の組
み合わせ方(構成)を工夫して、全体を軽やかに見せようとする、シュレーダー邸の構成主義的な形態操作も(本章図1参
照)、その主知主義的で人間中心的なわざとらしさが鼻についた。構成主義とは、二0世紀のヴォリューム主義を隠蔽す
るための、苦し紛れの発明ともいえる。点・線・面が自由に軽やかに組み合わさり、あたかも踊っているようにふるまうが、構
成が自由であれぱあるほど、作家という絶対者の窓意的な身振りが際立ち、主知主義的ないやらしさが鼻につく。構成する
エレメントの重さや厚みを、構成主義がかえって強調してしまう。カンディンスキーの『点・線・面』中の、構成主義的な方法を
詳述した部分が、退屈でいやらしく感じられたように。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店面
ミース対リートフェルト P165・P168)
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私達当会は、二0世紀の、建築のヴォリュームの形成に関する、レンガ積みからコンクリート現場打ちへの建築工法の転
換について、之を、一気にヴォリュームを出現する魔術的事象であり、手間の省略と、怠慢の工法であるとすれば、同時に、
之は、建築行為に於ける、身体性の排除、身体の疎外である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現代に於ける活動の空間について、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定さ
れ得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成』が、私達人類の活勳の空閻に於ける、私達人類
の身体と環境、自然との関係性、又、スケール、又、人類の思索と行為、に於ける、人類にとっての身体性の回復へのジャ
ンプを包含して、之を定義する、と仮定します。

0人類の活動の空閻における演繹法と帰納法

(建築にも演繹的アプローチと、帰納的アプローチとがある。二0世紀のコンクリート建築は演繹的であった。まず、全体
の形のイメージがあって、その形を実現するために、部分を構成する素材やその結合のディテールが結論される。部分は
全体に服従しなけれぱならない。コンクリート建築では、すべての部分が全体に従属していた。一方、ブルネレスキの方
法は、部分から全体へと到達しようとする帰納法であっナニ。部分の性質、その限界を徹底的に洗い出した上で、その部分と
部分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇っていく。その作業を積み重ねていった末に、時として、予想もしていなかった
ような全体が出現する。それが帰納法という方法である。帰納法は時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてく

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点建築における演繹法と帰納法 P0乃・P074)る。 騨■●●督
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私達当会は、私達人類の活動の空間の形成にっいて、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る
人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』に於いて、まずは演繹的アプローチよりも帰納的アプ
ローチを採用する、と仮定します。

0人類の活動の空間と人類の活動の空間に於ける人類の意図の空隙

ブルネレスキ以降の建築の空問の歴史は、金属という新しい物質の参加によって開かれていった。金属が参加■■■■●

することで、歴史は大きく転換していった。金属と線とは、切っても切れないものだったからである。鋳鉄の柱をはじめとする、
『点・線・面』 2020年2鉄が作る線によって大空間の創造が可能となり、建築空問のスケールは拡大していった。 ■●旦直■

月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点建築における演繹法と帰納法 P074)

『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成』以降の私
''

■●●巨●

達人類の活勳の空間の歴史は、宇宙と自然と遺跡群という新しい空問性の参加によって開かれていった。宇宙と自然と遺
跡群が参加する二とで、歴史は大きく転換していった。宇宙と自然と遺跡群ど'土地の造形"とは、切っても切れないものだっ
たからである。個別の遺跡や遺跡群をはじめとする、宇宙と自然と遺跡が作る"土地の造形"によって人類の意図の空隙の

,,

存在が可能となり、私達人類の活動の空問の在り方とスケールは相対的に重層化していった。 ■●●●●

私達当会は、私達人類の活動の空問にっいて、宇宙と自然と遺跡群の存在と時にその離散的配置、人類の意図の空隙
の存在によって、人類の活勳の空間の在り方とスケールを相対的に重層化した私達人類の活動の空問の実態を例示でき
る、と仮定します。

0可逆性との事象

私達当会は、私達人類の任意の特定の"保存、保全、継承、保護"たる行為にっいて、当該の事象の性質や形態や存在
の"可逆性"を維持することである、と仮定します。

0未来へと、永遠の時間へと開かれている空間

バラッキがあり、汚れがあり、傷みがあり、デコボコしているということは、それだけ点が自由であり、点がより点ら■●●●●

しいということでもある。点をより自由な存在として、解放してやろうと考えるならぱ、汚れを歓迎し、傷みを楽しまなけれぱな
らない。それは、建物ができた後につぃてくる、長く、予想のっかない時問に対して、開かれた建築を作るということであ
る。完成した後に、様々に汚れ、傷んだとしても、最初からバラついた点は、エイジングを許容し、飲み込んでくれる。きれい
で、整然としすぎた建築は、汚れを許容しない。現代の日本建築は、その不寛容な方向に向かって進化し、その結果、日本
の都市は汚れを許容しない、居心地の悪い環境となってしまった。カンディンスキーは、石版画は永遠に修正が可能で
あり、加算的で、永遠に完結しないと指摘した。バラついた点の建築もまた、汚れや傷を最初から内蔵しているがゆえに、建
物の竣工という閉じた時問に封じ込められることなく、永遠の時間へと開かれている。石版画と同じょうに。汚れや傷は、環
境を自由に、やさしくする。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点点の階層化とエイジング
P092・P093)

私達当会は、手厶達人類の活動の空間にっいて、人類の活勤の空聞が、"未来へと、永遠の時間へと開かれている"とは、
人類の活動の空間の性質が、人類の活動の空間上の様々な改変に対し、可逆性を維持しているとの状態である、と仮定し
ます。

私達当会は、私達人類の活動の空間について、人類の活動の空間が、"未来へと、永遠の時閻へと開かれている'とは、
人類の活動の空間が、地球と宇宙の盲然と人類の関係性、又は、その変化、を柔軟に許容し、包含するとの事態である、と
仮定します。

私達当会は、私達人類の活動の空間にっいて、人類の活動の空間が、地球と宇宙の自然と人類の関係性、又は、その変
化、を柔軟に許容し、包含する、とは、人類の活動の空問の性質が、人類の活勳の空間上の様々な改変に対し、可逆性を
雑持しているとの状態である、と仮定します。
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0生きた造形と死んだ造形、並びに、生きた人工と死んだ人工

(・ーーインゴルドほ、時間という概念を導入することで、自由で生成され続ける生きた線と、事後的に、生成の刻印として取
り残された死んだ線とを区分したのである。この対比は、日本の伝統木造における、芯おさえと面おさえの対比も想起さ
せる。芯おさえで定義される木材は生きた線である。一方、面おさえで定義される木材は平滑な表面を持つ、製材されて殺
された線である。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波嵩店線生きている線と死んだ線 P15の

私達当会は、自然と人工の造形について、日常に人類が知覚しうる時間という概念を導入し、自由で生成され続ける生き
た造形と、事後的に、生成の刻印として取り残された死んだ造形、を仮定します。

私達当会は、自然の造形について、時間の経過と共に、刻々と、生成し出現し枯死し崩壊する、生きた造形、人工の造形
につぃて、人類の動作の刻印として取り残され固定された、死んだ造形、と仮定します。

私達当会は、人工の造形について、日常に人類が知覚しうる時間という概念を導入し、人類の所期の意図による規定を逸
脱し、新しい事象や局面や性格が自由に生成され追加され変化し続ける生きた造形、人類の所期の意図による規定に依
存し、人類の動作の刻印として取り残され固定された死んだ造形、の二つを仮定します。

私達当会は、西欧の石やレンガによる組積造や日本の伝統木造建築やバックミンスター・フラーの圧縮材と引っ張り材に
よるテンセグリティの構造(接点ががっちり固められてはいない:載せる、積まれた、組まれた、編まれた、織り込まれた構
造)、又、肌理(テクスチャー)、の崩壊と修築や欠損や改築や動揺や経年その他の変化、又は、之を許容し包含する様式
において、人類の所期の意図による規定を逸脱し、新しい事叡や局面や性格が自由に生成され追加され変化し続ける生き
た造形、ラーメン構造やフレーム構造などの剛接合の構造について、又は、人類の所期の意図による規定の逸脱を許容し
ない様式において、人類の所期の意図による規定に依存し、人類の動作の刻印として取り残され固定された、死んだ造形、
と仮定します。

手厶達当会は、日本の伝統的な工法による石垣や、遺跡、遺跡である"土地の造形"について、"生きた造形"である、と仮
定します。

(建築における点というと、まずは石ころを思いつく。そもそも大地の中で、石は巨大なヴォリューム、すなわち塊として存
在した。石=大地といってもいいくらいに、そのヴォリュームは大きくて重い。そのままでは人間の手には負えないので、石
は切り刻まれる。人間によって切り出されることもあるし、自然の力によって砕かれて石ころになることもあるが、いずれの
場合でも、石は点として、われわれの前に立ち現れる。点になってはじめて、人間という、やわで小さな存在でも石を扱うこ
とができるようになる。石のことを考えはじめると、世界と人間との関係が見えてくる。世界がいかに大きく、人間がいかに小
さく、弱く、頼りないかが見えてくる。点という小さな存在になった石を、再び積み上げていく構造システムを組積造(メー
ソンリー)という。世界を小さく切り分けて、再び積み上げ組み合わせて大きくするという面倒な二とを、人間は繰り返してきた。

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店点大きな世それが建築という行為の本質であった。 .....

界と小さな石ころ P053)

(それは、日本の建築基準法に限った暖昧さではなかった。組積造の建築が、どう地震に耐えているかは、計算によって
確認されているわけではなく、経験に依存していたのである。点という小さな物を積みあげ大きなヴォリュームが生まれると
いうこと自体が、いまだに経験に頼らざるを得ないほどに、神秘的な行為だからである。小さな点が、大きなヴォリュームに
なるためには、魔術的なジャンプが必要なのである。ニー世紀でも、人は魔術に頼って点を取り扱っている。:『点・線・面』
2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点点からヴォリュームへのジャンプ P061)
(・ーー日本の伝統木造建築では、しぱしぱ線と線を、ずらして組み上げる(図9)。いわぱ、材木という線の上に、もう
一本の材木をそっと載せる。ずらすことによって、材木に欠き込みを入れる必要がなくなり、その結果、断面の欠損が起こら
ないので、一本一本の材木すなわち線の強度を保つことが可能となる。しかも接点はずれていても、力はスムーズに伝達さ
れる二とを、日本の大工は経験的に理解していた。日本の木造はずらしの木造であったといってもいい。線と線が一点で
交差する、西欧流のカルテジアン・グリッド(デカルト流の直交グリッドX図10)とは別のやり方で、線が編まれていたのであ
る。西欧の近代の数学と工学のべースになっていたのは、きまじめなカルテジアン・グリッドである。しかし、接点をずらすこ
とで線はより軽やかに自由になり、空間に動きが生まれることも、日本の大工は知っていナこ。そしてずらしによって、線材と
線材とが分節され、線が面とならずに線のままにとどまり、軽やかさ、透明感が生まれてくる二とも、大工は熟知していたの
である。カルテジアン・グリッドが図式的で、幼稚な幾何学に依拠していたのに対し、日本のずらしの木造は、経験主義的で

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線丹下健三のずれた線あり、しなやかであった。 ●明■叫●

P115・P116)

(・・ーそれに比較すると、日本の伝統的な木造建築を構成する線は、はるかに繊細で、人間の身体を脅かすこともな
かった。柱も梁もおおむね一0センチ内外の断面寸法を持っていて、長さも三、四メートルであっナエ。一人で充分に運べる大
きさと重さの、繊細なやさしい線で、空間のすべてが構成されていナニ。そんな美しい線の技術、デザインが日本には眠って
いたのである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店点モダニズムの線と日本建築の線 P12力
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私達当会は、"生きた造形"について、人類にとっての身体的スケールを造形の原点とする、と仮定します。
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0遺跡:死にきれずに、生きながらえている空間と事象:その継承

(.ーーー方、東洋の墨は、その中に濃淡があり、カスレがあり、線は死にきれずに、生きながらえている。'ーー東洋におい
ては、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの線の中にも、生命があり、息の音が聞こえるのである。:『点'線'面』2
020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店線筆蝕論の線 P151)

私達当会は、遺跡にっいて、そこに濃淡があり、カスレがあり、空間と事象は死にきれずに、生きながらえている0東洋に
おいては、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの空問と事象の中にも、生命があり、息の音が聞二える空間と事象
である、と仮定します。

しかし、一方でコルビュジェは「ニニーヨークの摩天楼は小さすぎ、そして多すぎる」と批判した(『伽藍が白かっ●●●卑●

たとき』)。巨大ヴォリュームは大いに結構であるが、工場で作った金属の単調な線でヴォリュームを隠蔽するような、アメリ
力の線、ミース流のごまかしを、コルビュジエは欺噛と見做したのである。コルビュジエはー.ーー九五一年からインドの
新都市チャンディガールの計画に携わりー・ーインドという場所では、線を用いてヴォリユームを化粧するアメリカ的なコスメ
ティック、隠蔽は、全く無効であった。当時のインドにはまっすぐな線を作る技術など存在しなかった。コンクリートで作った
荒々しいヴ才りユームを、赤い大地の上に投げ出すしかない。その赤い大地の上で、二0世紀のアメリカとは対極的な方法
を、コルビュジェは発見したのである。インドとの格闘は、コルビュジエ自身にとって大きな出来事であっただけではなく、
その後の世界の建築デザインに決定的な影響を与えた。ブルータリズム(野生主義)と呼ぱれる、荒々しいコンクリートの表
現は、チャンディガールがきっかけとなった。ブルータリズムは日本の戦後の建築にも大きな影響を与え、木目のきっい杉
板型枠で打設した荒々しいコンクリートは、戦後の一時期、日本の公共建築の制服になった。幾何学に支配された美し
い白い箱=サヴォア邸に代表される前半期のコルビュジエ以上に、後半生の野蛮なコルビュジエは、二0世紀に大きな影
響を与えたと、僕は考える。なぜならぱ、どんな荒々しい大地にも建築を建ち上げられることを、コルビュジエはチャンディ
ガールで示したからである。インドの赤土の上にも現代建築が成立しえることを示して、コルビュジエは、どんな大地の上に
も、現代の人間が、力強く生き生きと生活できることを示した。それは世界のすべての場所に希望を与える、希望の建築で
あった。前半生のコルビュジェがりードしたモダニズム建築は、世界を画一化しようとする工業化社会の、インターナシヨ
ナル建築であった。一方、後半生の彼の建築は、世界の多様化の途を示し、世界のすべての場所に希望を与えた0イン

チャンディガールには、二0世紀を超える何物かが、存ターナショナルではなくワールド・アーキテクチュアであった。 ●■■吋●

在していた。:『点.線.面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波妻店線コルビュジエのヴォリユーム、ミースの線
P113)
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私達当会は、遺跡にっいて、その遺跡たる空間と事象に於いて、ごまかしと欺備によって、存在と構造を分断し又破壊し、
又は、表層と肌理(テクスチャー)を化粧してコスメティック、隠蔽するならぱ、濃淡があり、カスレがあり、死にきれずに、生き
ながらえている、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの空間と事象の中に、生命があり、息の音が聞こえることは、
二度となく、事象が遺跡の本源的な意義に於いて継承され、伝えられることは、事象の断絶により、不可能となる、と仮定し
ます。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在しない、その遺跡としての荒々し
いヴォリュ{厶を、その土地の大地の上に投げ出すしかない、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在せず、その遺跡としての荒々し
いヴォリュームを、その土地の大地の上に投げ出すしかないことを自覚し、その土地の大地の上に投げ出す時、ようやく、
後の人類に、事象が遺跡の本源的な意義に於いて継承され、伝えられることが、事象の連続と共に、可能となる、と仮定し
ます。

0人類:纏う生命体

私達当会は、私達人類にっいて、まず革や布をJ知こ、建築を、集落を、環濠を、個体や気体や液体を、環境として、自然
を、個体の自身に引き寄せて、時に、組み換え、又は、改変し、纏う、特異な生物生命体である、と仮定します。

私達当会は、纏うという生物の行為にっいて、甲殻類や嬬形動物の一部が自然の部分を纏い、噛乳類では鯨(鯨偶蹄目・
鯨凹歯類、海豚を含む)が海を纏うとも考え得る他は、私達人類に特異な行為である、と仮定します。

私達当会は、纏うという私達人類の行為にっいて、複数の個体に共有することができず個体に係る行為であり、食物が消
費であると異なり、保有、又、個体の所有に係る事敦であり、私有の概念の契機である、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、陸上に棲息する啼乳類のうち、体毛を喪失し同時に柔弱な皮膚を有する、特異な生物で
ある、と仮定します。
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私達当会は、纏うという私達人類の行為にっいて、私達人類の文明のうち、言語が人類の身体能力に附随する情報の交
換と共有の拡張又概念の再生産たる情報の変容としての追加事象であり、道具の製作が人類の身体能力の延長としての
追加事象である処、火の使用が人類の身体に由来しない追加事象であり、纏う行為が人類の身体の弱点を補填する追加
事象である、と仮定し、それぞれ私達人類にとって特異な性格を有する追加事象である、と仮定します。

(ティム.インゴルドが『ラインズ』の中で指摘したように、線には、軌跡としての線(tm08)と、糸としての線(th拍日d)の二種
類がある。クレルクの椅子の肘掛けに用いられた藁の口ープは、生きた線であり、インゴルドの言う糸である。同じように、
面にも二っの種類があると僕は感じる。ひとっは軌跡としての面、すなわち、何かの痕跡を記述した死んだ面、もうひとっは、
空間の中を自由に舞う、生きた面である。リートフェルトの面は、薄くはあっても、死んでいるように、僕には感じられナニ。ー
方、僕の捜している生きた面は、量子力学の超弦理論の比喩を用いるならぱ、弦のような自由さをもって、粒子と波の二重
性の間を振動し続ける面である。しなやかな面を作り出すには、単に面を薄くするだけでは不充分である。何らかの力、
作用を受けて、踊り出すようなしなやかさを持った面を建築に導入することができれぱ、面を道具に用いて、重いヴォリュー
ムの解体ができるかもしれない。そんな風に考えていた時、大学院時代、サハラ砂漠での調査旅行で出会った、ベドウィ
ンのテントの記憶が突然よみがえっナニ。木の枝でできた細い支柱を砂に突き刺し、その上に布を架け渡しただけの簡単なテ
ントである。遊牧の民べドウィンは、枝と布をラクダに積んで、サハラを旅していた。テントの薄い腹が、サハラの厳しい気候
に耐え、遊牧生活を支えていた。原広司教授率いる僕ら六人の集落調査隊も、同じくテント族であった。プラスチツクの細い
支柱とナイロン膜の布を組み合わせた日本製の小さなテントを車に積んで、僕らは、ベドウィンに倣ってサハラ砂漠を縦断し
たのである(図9)。日本製テントはコンパクトにたたむことができて、モビリティという点ではすぐれていたが、ベドウィン
のテント1こ招かれてお茶をふるまわれた時に、その布の作る美しさ、快適さには、とてもかなわないと感じた。布が、ベドウィ
ン文化の中心を占めているように感じられナニ。布は砂の上に何重にも敷きつめられ、布の床が、彼らの身体と砂漠との関係
性を定義する。冬の夜の砂漢は、かなり温度が落ちるが、ベドウィンは身体と砂の間に布を重ねることで、身体をやわらかく
支え、気温の変化に対応し、やわでちっぽけな身体の近傍に、繭のような領域を形成する。布が大地と彼らの身体との関係
を定義し、枝によって支えられた薄い一枚の布が、彼らと砂漠との関係を定義するのである。布はべドゥインの日常のす
べてに入り込んでいた。当時、世界的に流行のラジカセは、砂漠の民にとっても必需品のようだったが、そのラジカセを肩か
ら掛けるためにデザインされた布のバッグはあまりに素敵で、ひとっ譲ってもらえないかと頼んだ。あの布のバツグに入れら
れた途端に、安っぽいラジカセが別のものに見えナニ。布というしなやかな面は、生活を転換し、世界を変身させる力が畠っ
た。.『点.線.面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波讐店面サハラで出会ったべドゥインの布 P168・P170)
(一九世紀の最も重要な建築理論家、ゴットフリート・ゼンパー(ーハ0三一七九)ほ、布という面、すなわち織物に対し、そ
して編むという行為に対して、異常と思われるほどに高い関心を寄せ、独自の建築理論を打ち立てた。建築は骨組み(フ
レーム)からスタートしたとする考え方が、ルネサンス以降の西欧の建築家を支配していた、すなわち、線を強固に組んだフ
レームを使って、建築を説明し、建築を作ろうとする論理である。フレーム主義の代表は、丸太の骨組みから建築は始
まったとするロジエ神父の『建築試論』(一七五三年)である。先述の通り、ロジエの絵はいまだに、多くの建築の教科害で、
建築の始まりを説明するのに使われている(「点」図3参照)。そして今日でも建築構造の主流はラーメン構造である(「点」
図17参照)。工事現場に建てられた、柱と梁のラーメン構造のフレームを見るたびに、ロジエのフレーム主義がいまだに建
築の基本であり、人間が作る環境を支配していることを突き付けられているようで、暗い気持ちになる。日本の伝統木造
構造は、柱と梁の組み合わせなので、ラーメン構造と思われがちだが、実はそうではない。すなわちフレーム構造ではない。
ラーメン構造とは違って、柱と梁の接点は、がっちり固められてはおらずー一剛接合ではなくーーボルトも釘も使わずに、材
料同士を欠き込んで、組み合わせているだけである。すなわちゼンパー流にいえば、柱と梁とが編んであるだけである。そ
んなゆるいジョイントが、なぜ地震国で生き残ったのだろうか。その秘密は、柱と梁の間を土壁、欄間、襖、障子をはじめ
とする様々なやわらかな装置でっないできたことにある。日本の土壁は、組積造の石やレンガと違って、やわらかであり、柱
や梁ともゆるく接合されていて、地震がきたら簡単にひびが入ってしまうような、頼りないもので。あった。しかし、この頼りな
さによって、地震力を吸収していた。二のゆるく暖昧なシステムで、日本の木造建築は地震に耐えてきた。ガチガチに固めな
いほうが耐震性が高いという解答に、日本人は経験を重ねて辿り着いたのである。柱と柱の間に存在していたこのようなや
わらかな装置が、最近は注目され、柱間装置という特別な名前で呼ぱれるようになった。ヨーロツパでも、ライン川の谷に
は大きな断層があって、地震が起こるが、この地域でも、木造の柱と梁の間を、土壁で埋めたやわらかな構造システムが主
流となっている。かの地の人々もまた、地震の経験を重ねたことによって、日本の木造と同じ知恵に到達したのである。近
代の建築がフレーム主義、すなわち幼稚な図式主義に支配される前には、世界には多様な織物建築が存在し、人々は織
るように、やわらかな建築を作ってきたのである。一方ゼンパーはロジエ流のフレーム主義を否定し、建築はフレームで
はなく、覆いであり織物であると定義した。フレームがなくても覆いは成立すると、ゼンパーは考えた。彼は脱フレーム主義
のパイオニアだったのである。ゼンパーがそう考えるようになったきっかけは、一九世紀最大の国際イベントであった万
国博覧会で展示された、辺境の集落であったと考えられている。クリスタル,パレスで開かれたロンドン万博(ーハ五一年)
の展示デザインに携わったゼンパーは、実際の原始的な住居に触れて大きな衝撃を受けナこ。僕がべドウィンの布の住居に
衝撃を受けたように、ゼンパーは西欧の外部に位置する、辺境の集落に出会うことで、織物の重要性に気づき、織物主義
を生み出した。ゼンパーの父親が繊維関係のビジネスをしていた二とも関係していたかもしれない。父親が扱っていた布は、
辺境の布ほどには、自由でしなやかなものではなかっただろうが。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波
書店面ゼンパー対ロジ土 P170・P172)

18/24 (/ 09'/ 142



0概念的な人類の空間と身体的な人類の空間

私達当会は、概念的な人類の空間、又は、空問との関係性の理想について、移動距離ゼロ、到着時間ゼロ、の密着空間と、
自身の空間上の位置の自由である、と仮定します。

達当会は、身体的な人類の空間、又は、空間との関係性の実態について、人類が知覚する距雛と時間により形成される
空間に離散的に人類が知覚し想定し得る様々な事象を相対的重層的に包含し、様々な事象は、人類の概念にとって契機
又は根拠を形成し、私達人類は、事象との関係に於いて、人類自身のうちに人類が豊かと認識し得る世界を形成し、蓄積
してきた、と仮定します。

0 "分格"(又、"総格")との仮定

私達当会は、任意の物体、又は、事象は、その相対的重層性によって、人類の各それぞれの個体に対応し異なる特異な
特定の関係性の群を形成する、と仮定Lます。
私達当会は、任意の物体、又は、事象に関する、その相対的重層性により、人類の各それぞれの個体に対応して形成する
異なる特異な特定の関係性の群を、"分格"と仮称し、存在の全体に集合する"分格"の総体を想定して、之を、"総格"、と
仮称します。

私達当会は、任意の物体、又は、事象の"総格"1こついて、任意の物体、又は、事象に関係する人類によって多種多様多
岐に亘り、同時に、常に変化する処、人類は、之を、把握することができない(主知的に把握することができない)、と仮定し
ます。

手厶達当会ほ、例えぱ、"生きた造形"と"死んだ造形"と"分格"と"総格"について、"死んだ造形"よりも"生きた造形"1こ
於いて、より多くの豊かで変化に富む多様な"分格"と"総格"が出現する、と仮定します。

(仏ノーベル賞作家カミュの「ペスト」の発行部数が日本で100万部を超えるなど、感染症を扱った文学作品が注目されて
いる。「優れた文学作品には、未曽有の出来事に出合ったときの様々な人々の性格や心の動きなどが『一般論』ではなく、
具体的に描かれている。そこのあるのは共感だと思う」と話す。人々が自宅に籠もる時間が増えた。「コロナ関連を中
心に、周りでは膨大な情報が飛びかっている。しかし、対処の術のない情報、過剰な情報は、不安を与えっぱなしにする。
それに対し、文学は読者に抱かせた感情に責任を負っている。そこに、心を落ち着かせる作用があるのでは」危機の時
代に求められる小説には「現実を忘れられるような作品と現実に向き合った作品がある」と考える。もっとも、自らの書き
方は変わらないという。「コロナ禍の前に書いた作品が今になって無効になるようでは、何かが問違っていたということ。作

「東日本大震災後も日本人の価値観が変わることが家は自分が信じるものを執筆するしかない」と強調する。 ●●■■●

期待されたが、自己中心主義が進むなどむしろ反動的にさえなった。しかし台風被害など災害・災厄は続く。今後も感染症
の流行は起きるだろう。いまや『非日常』が当たり前になった。これまで私たちが考えていた『日常』はたまにしか訪れない小
康状態だと覚悟し、りスクとの向き合い方や医療体制のあり方を考えなくてはいけない」考え方次第でピンチはチャンス
になるという。「(人は関わる相手によって別々の人格『分人』を持つという)『分人主義』を私が思いついたのは、アイデン
ティティー」の問題に悩んでいたときだっナこ。今回のコロナ禍でも(インターネット上で会話する)『オンライン飲み会』といった
動きが広がっている。自分もやってみたが意外に楽しかった」。新たな文化を生み出す機会にもなると見る。先日、海外
の友人とオンラインで話をしていたとき「分人」が話題になった。「それまで彼は『分人』という概念がよく分かっていなかった
が、コロナ禍で閉じこもり、ピンときたらしい。会う人が限られたことで自分の『分人』数が減り、違和感を覚えたのだろう。強
制的にそうした事態に追い込まれていることが問題なのですが」講演、イベントの中止や子供のケアに頭を悩ませつつも、
小説執筆に集中する日々だ。(編集委員中野稔):18.2020年(令和2年汚月18日月曜日日本経済新聞第2
4面【文化】 1文化1 連載特集『コロナと創作(1)文学が描く危機下の共感「非日常」価値観変える力』作家平
野啓一郎氏)

0空間のデザインについて

私達当会は、空問のデザインにつぃて、私達人類の空間認識に於ける、様々なスケールの変化を包含する、様々な事象
の全体と部分の関係性の生成、同時に、事象の"分格"の生成と"総格"への考察である、と仮定します。
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0新型コロナウイルス感染症(COVID-19)蔓延に係る新常態(ニュー・ノーマル)に関して

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活動の空間の形成』について、新型コロナウイルス感染症(C0ⅥD-19)蔓延に係る新常態(ニュー・ノーマル)に適合

する、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活勳の空間の形成』について、離散的事象、即ち、隙間をあけながら集合する、距離を置いて、ゆるやかに雑然と集合す
る、人々や事象が、集まりながら、同時に雛れている、空間に於いて密閉と密着と密接を回避する、事象を顕現する、と仮
定します。

日本列島の上に人はどのように住まうのか。

(日本にとっては横浜港に停泊したクルーズ船の集団感染がプロローグとなり、今や列島全体がクルーズ船と化した。2月
に報道を見ながら思い出したのが、18世紀から19世紀にかけて、イギリスの川岸や海岸に係留された監獄船である。監
獄に囚人があふれ、廃船を活用したが、衛生状況が悪く、多数の死者が出たという。クルーズ船は横倒しの超高層ビルより
も大きい乗り物だ。が、空母でも感染が発生したように、一度、閉鎖された環境で感染が始まると、手に負えない。一方で陸
地との隔雛や機動性ゆえに、病院船も注目されている。実は空気の流れが、病院建築の重要な課題として認識されたの

も、衛生観が変化した恰世紀に潮る。ウイルス学の登場前だが、腐敗した空気は害を及ぼすと考えられたからだ。その結
果、18世紀末には呼吸する機械としての病院デザインが、建築家によって提案されている。白色を好み、「衛生陶器」と
郷楡されたモダニズムの建築も、健康を重視した。例えぱ、ル・コルビュジエの有名なサヴォア邸は、本体を持ち上げるピロ

ティが、じめじめした地面と切り雛す二とで風通しを良くし、屋上庭園は日光を浴びる運動を想定している。彼がパリの中層

の町並みを否定したのも、集合住宅を高層化すれぱ、足元の開放が可能となり、都心に緑地や公園を増やし、衛生的な都
市が成立するからだ。しかし、現状はりスクが高い都市モデルよりも、フランク・ロイド・ライトが提唱した田園に分散居住す
るブロード・エーカー・シティの方がオンライン社会に適合するだろう。災害や戦争と違い、ウイルスは建築を物理的には破
壊しない。人だけを攻撃する。したがって、ピカピカの都市に人が不在のシュールな風景が出現した。建築の立場からは、
廃嘘を復興させるような貢献はできない。ただし、被災直後の避難所や仮設建築の方法論は使えるだろう。中国・武漢で瞬
時のうちに建設された巨大な仮設病院も記憶に新しい。日本では、圧倒的な病床不足を解消すべく、すでに軽症者をホテ
ルで受け入れたり、幕張メッセなどの大規模施設を臨時病院に転用することが検討されている。横浜の武道館に収容され

たネットカフ工難民に対し、飛沫感染予防をかねて、坂茂は災害時に活躍した紙管の間仕切りシステムを持ち込んだ。こ

れから台風や地震が発生した場合にも問題になることだが、避難所で人が密集できないのが、新型コロナウイルスの厄介

なところだろう。従来、人が集まるのは、良い建築であると、無条件で考えられていた。しかし、その前提が完全に覆ったの
である。新しい空間モデルとして想起されるのが、2003年の藤本壮介の安中環境アートフォーラムのコンぺ最優秀案だ。
これはアメーバのような輪郭の建築であり、空問の形式として説明すると、多方向に突きだすひだ状の空聞が並ぶが、それ
ぞれは中央に向けて開く。ゆえに、隣の空間とは壁で仕切られているが、対面する空間は遠い。つまり、集まりながら、同時
に離れている。これは実際に住宅で応用されたように、スケールを変えたり、かたちを調整することで、様々に汎用できる空

間モデルのように思われる。口犯罪者を乗せてオーストラリア行きを待つ英国の監獄船 a9世紀初頭、木版画)=GR
ANGER.COM/アフ口提供(図版)(いがらし・ナころう=建築評論家):2020年(令和2年)5月12日火曜日日

本経済新聞第34面【文化】 1文化1 連載特集『疫病の文明論 6 変わる建築空気の流れ、重要な課題に衛生観

反映するデザイン』五十嵐太郎)

(緊急享態宣言は39県で解除されたものの首都圏などでは続いている。自粛ムードに慣れてきたとはいえ、さすがに閉塞
ここでは日常の生活様式についてではなく、「東京への一極集中」というマクロの問題を考えること感が増してきナこ。 .....

人類の歴史とともに古いパンデミックは人口密集、つまり、大都市の問題であった。1665年からロンドにしたい。 ●●●圏●

ンではぺストにより約10万の命が失われた。侶頻(しょうけつ)をきわめる感染症のもたらした惨状を「ロビンソン・クルー
ソー」の著者ダニエル・デフォーは、「ペスト」(1722年)で克明に描いた。大都市は生命にとり危険なところだという20世
紀初頭までの常識を、われわれはいつのまにか忘れていたのではないだろうか。巨大地震のりスクに加えて、感染症りスク
の深刻さを新型コロナ禍は突きつけた。関東大震災(1923年)の後、生粋の江戸っ子だった谷崎潤一郎は関西に「1ター
ン」した。日本列島の上に人はどのように住まうのか。19世紀末に始まり、戦後に加速した「東京への一極集中」は今なお

続く。これを是正すべく政府が旗を振っても効き目はいまーつだ。しかし、強いられた異常な環境下で急速に進む、「オンライ
ン化」と、大都市の感染症りスクへの再認識は、やがて新たな歴史的Uターンを生み出すかもしれない。(与次郎).2
020年(令和2年)5月20日水曜日日本経済新聞第19面【マーケット総合幻〔大機小機〕『コロナと東京一極集
中』)
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0軽々と手に抱えられる、私達人類の活動の空間

私達養生所を考える会は、私達人類の活動の空間にっいて、私達人類が軽々と手に抱えられるような人類の活動の空
問を創出できないか、と考えます。

(鴨長明(ーー五五頃一ーニー六)が『方丈言闘を書いてから八00年がたったことを記念して、「現代の方丈庵」をデザイ
ンしてくれないかという依頼が、突如舞い込んだ。敷地は鴨長明が実際に暮らしていたという京都、下鴨神社の境内である。
長明は下鴨神社の穎宜、鴨長継の次男であった。小さく貧しい家こそが素晴らしいという、『方丈記』の思想には、昔から
興味があった。戦乱、天変地異、飢鮭が相次いだ厳しい時代と、挫折にっぐ挫折であった彼自身の人生が、長明の思想、
長明の建築観を生んだ。災害が重なるひどい時代が、傘の家を生むきっかけとなったように、ひどい時代、ひどい環境から、
新しい建築が生まれる。「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぷうたかたは、かっ消えかっ
結びて、久しくとゞまりたるためしなし。世中にある人と栖(すみか)と、又かくのごとし。たましきの都のうちに、棟を並べ、甍
を争へる、高き卑しき人のすまひは、世々経て尽きせぬ物なれど、是をまことかと尋ぬれぱ、昔しありし家はまれなり。或は
去年(こぞ)焼けて今年作れり。或は大家滅びて小家となる。住む人も是に同じ。所もかはらず、人も多かれど、古見し人は
二三十人が中に、わづかに一人二人なり。朝に死に、タに生るシならひ、たゞ水の泡にぞ似たりける」(『方丈記』)。僕が
一番興味を持ったのは、長明自身が、実際に移動可能な、一種のモバイルハウスに住んでいたという伝説である。彼は方
丈(三メートル角)の小さい家を理想としただけではなく、彼の小さな家は、台車に乗せて、運搬可能だったという。単に小さ
いだけではなく、運搬可能な、究極のモバイルハウスを作ってこそ、長明の思想に応えたことにならないか。八00年後の
方丈庵を作るプロジェクトほ、そのようにスタートした。長明の過激なモバイルハウスの壁は、筵であったという説がヒント
をくれた。木のフレームは分解して台車に乗せられるが、さすがに土壁の方は、運搬できない。筵なら、くるくると丸めて、簡
単に台車に乗せることもできるし、軽いので、手に抱えて運ぶこともできる。彼は木のフレームと筵を組み合わせて作った家
に住んでいたからこそ、きっと簡単に運搬ができたのではないか。彼なり1こ線と面とを上手に組み合わせて、モバイルハウ
スを作っていたに違いない。現代版の筵の家は作れないだろうか。筵の代わりに探し当てた材料は、ETFE(エチレン'
四フッ化エチレン共重合体)という名の新しいタイプの膜材だった。もともとは温室の素材だったという出自がおもしろかった。
ETFEは、温室のような、安価で手軽な建築を作るための、安っぽい素材だと思われていたが、軽くて、強くて、透明で、耐
候性にもすぐれているので、近年、駅や空港、スタジアムなどの大型建築の屋根に使われるようになっている。従来の膜の
欠点を克服したETFEは、ガラスの透明性を持っ、しなやかな膜であった。残された課題は、どのような構造体で、この
膜を支えるかである。木でフレームを組んで、それをETFEでくるむのならぱ簡単だが、それだと、長明の時代とあまり変わ
らない。木のフレームも、結構なごっさになってしまうので、ロジエ流のフレーム主義から脱したとはいえない。八00年も
たっているのだから、現代の方丈庵にふさわしい、フレームのない構造システムを用いて、ゼンパー流の織物のような小屋
を作る実験が始まった。その時ひらめいたのが、海に住むナマコの身体を支える構造システムである(図33)。ナマコは
ご存じのようにグニャグニャの生き物であるが、rグニャグニャなのに骨のあるヤツ」と呼ぱれることもある。なぜならぱ、ナマ
コは脊椎動物のような骨格を持たない代わりに、皮膚の中に、顕微鏡でしか見えないような、無数の骨片を隠し持っている
からである。皮膚の張力と骨片の圧縮力をうまく利用する、テンセグリティの達人が、ナマコだったわけである。「グニャグ
ニャなのに骨のあるヤッ」の脱力感たっぷりの構造システムは、ロジエ主義的な古くさい骨格を笑い飛ぱしているようで、き
わめて未来的なものに感じられた。僕らは、頼りないほどに小さくて細い(二0ミリX三0ミリ)木片を骨とする二とにした。
三枚の透明なETFE に、それぞれ別パターンで、木片=骨片を貼り付けるところがモソである(図34)。別パターンの骨を
持っ三枚を重ね合わせることで、フニャフニャであった面が、突如として壁のように堅く、しっかりしたものに変身する。これも
また一種のテンセグリティ構造である。木片という硬い線同士がっながることで、膜の張力が有効に働きはじめ、細胞がテ
ンセグリティで形を保ってぃたように、膜の形が保たれるのである。小さな木片を貼り付けているだけだから、一枚一枚の膜
はクルクルと、筵のように丸めることができ、脇に抱えて、簡単に持ち還べる(図35)。長明も、そんな風に筵を抱えて、荒れ
た都市をフラフラとさまよっていたのかもしれない。その三枚の膜を重ねるのに、金属ボルトでも接着剤でもなく、強力磁
石を使ったところが、もうひとっの発明である。ボルトやのりを使うと、組み立て、解体に時間がかかる。磁石だったら、一綬
で、組み立ても解体も可能である。磁石のっいている面と面とを重ね合わせることで、霧や霞のように突然出現し、突然消
え失せるモバイルハウス、八00年後の方丈庵(二0一二年)ができあがっナこ(図36)。この強力磁石は、「点」の章で紹
介したイタリア、フィレンッエの山の中のビエトラ・セレナの山も持っ石屋、サルヴァトーレから教わった。彼は強力磁石を
使って、石を壁に取り付けるために実験を重ねていた。従来、石はモルタルかボルトを使って、コンクリートの壁に取り付け
られてきた。しかし、これだと石を簡単にはがすことができず、一度貼ったら取返しがっかない。磁石を使えぱ、取り付けも、
解体も簡単で、石を傷っけることもない。引っ越す時も、石だけ外して、新しい家にまた同じ石を使うことができるというのが、
サルヴァトーレのアイデアだった。確かに移動する内装という考えはおもしろくて、方丈庵的ではある。しかし、石だけ運べて
も、家自体が軽々と手に抱えられないと、現代の方丈庵とは呼べない。点(磁石)・線(木片)・面(ETFE)が連動してはじめ
て方丈庵となる。下鴨神社の境内に出現した現代の方丈庵は、あまり1こ透明で軽やかで、うっかりすると通り過ぎてしま
うほどの淡い存在であった。細い木片が、パラパラと下鴨神社の森の中に漂っているようだった。あのひねくれ者の長明も、
このさりげなさなら、森の木陰から、きっと喜んで僕らを見ていてくれるのではないか。下鴨神社に出現したカゲロウのよ
うにはかない建築は、ETFEを用いた面の建築であると同時に、強力磁石を用いた点の建築であり、木片を骨とする線の建
築でもあっナニ。点・線・面が響きあい、相互に埋め込みあいながら、人間のまわりを浮遊し、身体を守ってくれる。『方丈
記』から八00年たって、時代は再びかなり厳しいことになっているけれど、だからこそ僕らはもう一度、現代の筵を抱え、し
なやかでやさしい面を抱えて、この荒れた世界を、歩きはじめなけれぱいけない。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発
行隈研吾岩波婁店面八00年後の方丈庵 P194・P198)
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0例えぱ、工匠の造形と建築家の造形

(..."カルボはアルペルティ(一四0四一七二)以前、つまりルネサンス以前の建築は、同じように足し算であったと整理する。施主と親方と職人が共働して、
建築というゆるい全体を作り続け、直し続けていたのである。そのゆるやかな世界に、革命的建築家アルベルティが登場し、建築の方法を抜本的に変えてしまっ
た。初期ルネサンスを代表する建築家であり、建築評論家でもあったアルベルティは、引き算という新しい方法を導入L、竣工後の変更、修正を許さない「作家=
アーティスト」という絶対者を生み出した。モの転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家という絶対者の描いた図面を実現するだ
けの、融通のきかない硬適したシステムになってしまったとカルポは指摘する。アルベルティ以降の長い不自由な歴史を、ついにコンピューターが打ち破ったという
のが、カルボの説である.アルベルティ以前には、描く人と作る人(職人)は分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連読的に建築は作られ続け、変更され続
けていた。モの濃密な人と犠々な物との対話、一体感が、コンピューターによるファブリケーションによって復活するだろうと、カルポは予言するのである。 ●甲●●■

コンピュテーショナル.デリインの本質は、形態の革命ではなく、時間の革命だったというカルポの指捷が興味深い。形態がすべてに優先するという考え方自体が
アルベルティ的であり、近代の産物なのである。アルベルティはルネサンス最初の建築理論症と呼ぱれる『建築論』(一四八玉年)を著わし、このテキストほその後

の建築界に大きな影響を与えた。デカルトの『方法序説』(一六三七年)が哲学の世界で果たしたのと同様な役割を担った。アルベルティは形態を時閏から分離し
た。それは、時間と分かちがたくつながった施工(工事)という行為と、時間を無視しても成立する設計信十画)という行驫の切断でもあり、施工の軽視であり、設計
者(建築家)の絶対化でもあった。形態の世界だけの純粋な理論を組み立てた『建築論』は、その純粋性ゆえに、テキストとしての普逼性を獲得し、建築家は建築
界の絶対者としての地位を獲得したのである。しかし今、形態のデザイン論から、時問のデザイン論への転換が起こりっつぁる。時間という流れの中で建築課
を相対化L、物質も人間もすべてが、時間の中を漂う粒子であるとする世界観にわれわれは回帰しっつぁる。:『点・線・面』2020年2月7白第1刷発行隈研吾
岩波書店点足し算のデザインとしてのコンビュテーショナル・デザイン P020・P02ヨ)

(建築にも演拝的アプローチと、帰納的アプローチとがある。二0世紀のコンウリート建築は演繹的であった。まず、全体の形のイメージがあって、その形を実現
するために、部分を構成する素材やその結合のディテールが結論される。部分は全体に服従しなけれぱならない。コンクリート建築では、すべての部分が全体に
従属していた。一方、ブルネレスキの方法は、部分から全体へと到達Lようとする帰納法であっナニ。部分の性質、その限界を徹底的に洗い出した上で、モの部
分と都分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇っていく。その作業を積み亜ねていった宋に、時として、予想もしていなかったような全体が出現する。それが帰
納法という方法である。帰納法は時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてくる。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点
建築における演縛法と帰軸法 P0乃・P074)
(ひとっのストーリーが描けたならば、あとは技術的にモれを解決するだけである。小さなユニットを組み合わせていって、ドーム状の建築を作る実験は、アメリカ
の天才的建築家で、〒ザイナーでもあり思想家でもあったバックミンスター・フラーが繰り返し行っていた。フラーは、四角いハニのような建築を壊そうとした先達で、
建築から章まで幅広く〒ザインし、学生時代からの慎の憶れのヒーローでもあった。建築家という絶対的な存在が、特具な造形の建築をデザインするという、ヨー
ロッパ的でエリート主義的な建築家像をフラーは批判し続けた。アルベルティ以降の特権的な建築家像を壊そうとし、草の根の建築、建築の民主化をめざして、ー

生醐い続けた。「字宙船地球号」というのも彼の造語で、地球環境の危機をいち早く唱え、モの解決のためには、最小の物質を使って、最大限のヴォリュームを獲
得することができるドーム建築が最適であると主張した。得意の数学を駆使して、正一二面体と正二0面体が、ドーム構造に適していることをフラーは証明し(図
21)、誰もが自分で作れる民主的建築というアイチアを実証するために、学生達と一緒に、ワークショップというやり方でたくさんのフラー・ドームを建設した(図2

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店面フラー・ドームと建築の民主化 P185・P186)2)。 ■●●●●

私達当会は、人類の造形の方法に二通りの類型を仮定します。

(//乙/

日.部分の性質と限界を徹底把握し全体へ到達しようとする作業一一帰納法一時として、予想もしていなかったような全体
が出現する、時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてくるーーアルベルティ『建築論』(ルネサンス最初の建
築理論書と呼ぱれる:一四八五年)以前一一描く人と作る人(職人)は分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連続的
に建築は作られ続け、変更され続けていた、その濃密な人と様々な物との対話一一施主と親方と職人が共働

b.全体の概念の実現の為に部分を選択結論し服従・従属させる方法一演繹的
ンス最初の建築理論書と呼ぱれる:一四八五年)以降一一引き算一ー「作家=アーティスト」という絶対者を生み出した、そ
の転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家という絶対者の描いた図面を実現するだけの、融
通のきかない硬直したシステムになってしまったーーアルベルティは形態を時間から分離した。それは、時間と分かちがたく
つながった施工(工事)という行為と、時問を無視しても成立する設計(計画)という行為の切断でもあり、施工の軽視であり、
設計者(建築家)の絶対化でもあった。形態の世界だけの純粋な理論を組み立てた『建築論』ほ、その純粋性ゆえに、テキ
ストとしての普遍性を獲得し、建築家は建築界の絶対者としての地位を獲得したのであるーーヨーロッパ的でエリート主義
的な建築家像、特権的な建築家像一ーニ0世紀のコンクリート建築

私達当会は、日類型の造形について、制作者の意図、並びに、人類にとっての存在とその概念は、造形自身に集約される、
と仮定します。
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私達当会は、日類型の造形について、その造形の保存を、制作者の意図に対し、図面の保存に依存して代行できる根拠が
なく、造形自体を保存するしか方法がない、と仮定します。

私達当会は、a類型の造形について、その造形の保存に際し、造形自体を保存すること、を提案し要望します。

私達当会は、b類型の造形について、制作者の意図、並びに、人類にとっての存在とその概念は、製作指示図面に集約さ
れ得る、と仮定します。

私達当会は、b類型の造形について、その造形の保存を、制作者の意図に対し、製作指示図面の保存に代行できる可能
性の根拠がある、と仮定します。

私達当会は、b類型の造形について、その造形の保存に際し、絶対的にその造形を従属させている製作者の製作指示図
面が現存する場合、造形自体の保存を、図面の保存に代行できる可能性がある場合が在り得る、と提案します。
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0私達人類の活動の空間

(テンセグリティーという考え方は、生物学の世界でも注目されている。ドナルド・イングバー(一九五六一)という細胞生
物学者が、細胞はテンセグリティ構造をしているといいだしたのである。一九七0年代、イエール大学の学生であった彼は、
細胞をぺトリ皿に載せると、ぺたっとっぷれてしまうのに、それに酵素を入れて皿から敲すと、丸くふくらむのを見て、理由を
考えはじめた。その数日後に、彼は偶然、デザインの授業でフラーのテンセグリティ構造にっいて教わった。勘のいいイング
バーは、そのふくらんだ細胞こそ、テンセグリティに達いないとひらめくのである。細胞を、中にジエルが入ったただの風
船だと考えると、このふくらむ現象が説明できない。しかし、細胞の中に、細胞骨格という名の、タンパク繊維群が作る三次
元の網目構造が隠れていたのである。この網目の引っ張り(テンション)を利用して、細胞は形を保っていた。それぞれの細
胞は、焦点接着斑と呼ぱれる点を介して、細胞を囲む基質に接着しているので、細胞の外部の力学的環境がりアルタイム
で、タンパク繊維のネットワークを介して、細胞の隅々に伝わる仕組みだったのである。この仕組みは、僕らがフランクフルト
に建てた茶室の二枚の膜と、その問をっなぐ糸(線)の関係によく似ている(図30)。細胞は孤立した点ではなく、面の
引っ張り力、面の中に潜んでいた糸の引っ張り力を媒介として、相互にっながりあい、重力のある世界の中で形を支え、重
力と折り合いをっけていたのである。フラーが未来の構造システムとして提唱したテンセグリティとは、そもそも、生物の基
本原理でもあったのである。再びゼンパーとロジエの喩えを用いれば、生物は骨(フレーム)を構造とすると考えていた口
ジェ主義的生物観に代わって、点・線・面がネットワーク的にも統合したものが生物の体を支えているという、ゼンパー主義
的生物観へと、生物学も向かっている。フラーは、建築の未来を予言していただけではなく、生物学においても、予言的役
割を果たした。イングバーを媒介にして、フラーのテンセグリティが、生物学の世界にもひとっの転換をもたらしたのであ

この特別な傘を玄関の傘立てに置いておけば、どんな災害が起きても、それを持って逃げれぱなんとか助かる。 豊●●●●

ると考えると、ちょっと安心できる。やさしい傘の家が、仲間を守ってくれるに違いない。しなやかな布の力が、そんな安心感
を与えてくれる。傘の家にはフレームというごっい存在がないので、衣服にくるまれたような安心感がある。白い膜で覆われ
た空間は、白くやわらかな光で満たされて、癒されるようなやさしい空間になった。ゼンパーとフラーとサハラ砂漠の知恵が
一緒になって、ミラノで花が開いた。.『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店面細胞のテンセグリ
ティ P191・P194)

私達当会は、私達人類の活動の空間にっいて、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよりも、
点.線.面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空間)を支えている、と仮定しま
す。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間にっいて、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよ
りも、点.線.面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体ほ厶達人類の活動の空間)を支えている、と仮
定し考察し様々な行為を選択すること、を提案し要望します。
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私達当会は、皆様に、人類の活動の空問について、鳥が知覚するであろう、高空からの地球が丸く見えうる大きな空間、旋
回し、急降下して、様々な事象を経て至る、地を這う虫が知覚すしぜんからる小さな空間、木々の枝葉の間をすり抜ける時、
異なるスケールと視点その連続的な変化その速度に包含する、私達人類が纏う行為たる、人類の身体と自然との関係性
の双方向誘導性を内包する階層的連続的透明性による丁寧でゆるやかなグラデーション又は艶散性による接続、又、生と
死の往復へのグラデーション、人類の空間認識たる、基準面と肌理(テクスチャー)とレイヤーの生成、人類にとっての身体

的スケール並びに人類にとっての身体性の獲得、"生きた造形"の採用、豊かで変化に富む多様な"分格"と"総格"の出現、

を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の活動の空間並びに人類の活動、行為について、地球の又その土地の大地が基準面である、
と明確に、認識すること、改めて、認識すること、同時に、当該の認識を、私達人類の活動、行為の基準とすること、を提案

し要望します。

私達当会は、皆様に、人類の活動の空間について、起伏に富む日本の大地に係る解法として、人工の造形よりも、大地の

自然の造形に、そのヴォリュームをとり、自然、遺跡、現代の機能に於いて、離散的配置、交錯(編み込み又は織り込み)、

相対的重層性、を漂理として、私達現代の人類の生命の行為としての、創造性、快適性、活動の効率、の発現を定義する
こと、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、例えば、私達人類の活動の空聞に於ける、公園や街路の樹木について、その枝を短く刈り込むので

はなく、根元をコンクリートやアスファルトで小さく囲むのではなく、充分に大きな面積の大地を樹木に附随して落葉を蓄積し、
よって、自然の循環を生成することにより、関係する諸事象を処理すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類にとって遺跡の本来の在り方であると考え得る、その遺跡に附随すると考

え得る空間並びに環境と考え得る事象と共に、遺跡の全ての土地の範囲の現状保存し、同時に、活用し、之を継続的に維
持する為の政策を執り、その為の整備を行い、以って之を行為し、私達人類にとって遺跡の本来の在り方であると考え得る

当該の遺跡の実態を保全すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在しない、その遺跡としての

荒々しいヴォリュームを、その土地の大地の上に投げ出すしかない、と自覚し、そう行為すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間の形成について、まずは演繹的アプローチよりも帰納的アプローチを採用
すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の活動の空間について、宇宙と自然と遺跡群の存在と時にその雛散的配置、人類の意図の空
隙の存在によって、人類の活動の空閻の在り方とスケールを相対的に重層化した人類の活動の空間の実態を例示するこ

と、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の事象と存在について、未来へと、永遠の時間へと開かれている為に、人類の事象と存在を、

"保存、保全、継承、保護"し、即ち、人類に関する事象との性質や形態や存在、又、人類たる事象との性質や形態や存在

の"可逆性"を雑持すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよ

りも、点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空間)を支えている、と仮

定し考察し様々な行為を選択すること、を提案し要望します。
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第五部遺跡について

私達当会は、私達現代の人類が活動する土地の全体が、重層的な、ジオサイト、並びに、遺跡である、と認
識します。

{ジ才サイト:'"Blt.

私達当会は、私達現代の人類にっいて、私達現代の人類が、ジオサイト、並びに、遺跡に居住し、又、活動
している、との認知が、私達人類の存在にとって、ーつの始原となる、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡の地に於いては、遺跡たる事象を優先して、様々な行為を認識すること、を輪案
し要望します。

フォサイトと「=、ひとっの景鳳.地影グルーブ、単孜の地瓢、岩石の貫Ⅱ、化石床あるいは化石が存在する場のことで商る.

私達当会は、遺跡にっいて、人類の抽象たる概念又主観に起因して生起する行為を哉れ、又は、断絶し、宇
宙と地球に於ける、人類並びに人類に関係する事象に関し、唯一の、痕跡ではあるが客観的普遍的包括的
絶対的な意味の記録たる、同時に、具象たる事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡に関し、(i)私達当会は、遺跡にっいて、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲
の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、
(iD私達当会は、遺跡にっいて、その土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関
わる事象のうち唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類の"関係"や"交流"、"結ぴっき"や"多
様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する、(川)私達当=は、
遺跡にっいて、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人
類の"共同作業"を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します0

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類、又、宇宙と地球の地域とその人類の、オリジン(orlgln:始原、源、
由来、根源、始まり、起源、発祥、発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)とオリジナリティ(or地lnality.独自
性、独創性、真性)を証徴する、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均
衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な体現の可能性の痕跡として、之を仮
定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人類世界に
於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類が、人類の主観を離れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、
具象、構造、装置、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の「社会的共通資本」、と認識します。
(f社会的共通資本」「才敷理軽法学者字沢弘文氏【'1928年7月21日一2m4年9月18日)が提唱する瓢念)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人
類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します0

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、
認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

Wiklp.di畢「ジオツーリズム」最轄更新如1?年11月5日旧106:ユB)
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私達当会は、特定の当該の事象並びに現象にっいて、当該の事象並びに現象に関係する人類が之を大切
にしようとする気持ちが、他の人類の共感を誘導し、そこに祝祭、即ち、喜びと悲しみの共感、が生起する、と

仮定します。

私達当会は、この私達人類の祝祭への作用が、遺跡の保全、即ち、遺跡の遺跡としての認知と調査と保存
と公開と継承と活用、又、全ての文化財の保全の構造である、と仮定します。

私達現代の人類、又は、現代の人類の個体は、個別の文化財、又は、その文化財に関連する財に、私達人
類の祝祭を発見し、又は、形成することができるでしょうか?

私達当会は、皆様に、私達人類について、現生人類たる人類種の出現以来の人類の生産行為と、人類又
は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又は人類の個体の
他者たる非人類である宇宙と地球の諸事象のオリジン(origln.始原、源、由来、根源、始まり、起源、発祥、
発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)乃至オリジナリティ(origlna11ty:独自性、独創性、真性)、との関係
を積極的に認知し、当該認知に由来する認識と行為を私達人類に於いて広く顕現すること、を提案し要望し
ます。

私達当会は、私達現生人類たる人類種の生産行為につき、之を生物種の捕食と区別し、諸事象の改変であ
り、人類にとっての諸利便であり、伺時に、人類の存在上のオリジナリティである、と仮定します。

私達当会は、私達人類の主題について、人類又は人類の個体の自己たる人類のオリジン乃至オリジナリ
ティと、人類又は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又
は人類の個体の他者たる非人類である諸事象のオリジン乃至オリジナリティの相克である、と仮定します。

五行思想(古代中国に端を発する自然哲学の思想.vvikipedla「五行思想」最終更新2020年1月21日(火))
08:21)では、諸事象につぃて、相生、相克、相侮、相乗、比和、勝復などの関係を、付与すると云います。

私達人類は、私達人類が関与する、諸事象の夫々のオリジン乃至オリジナリティの関係を、相克の関係か
ら、相生の関係に、転換し得るでしょうか?

私達人類は、何を、選択するでしょうか?、又は、何を、選択することができるでしょうか?

私達当会は、私達人類の遺跡と歴史の真実について、之を、私達人類の存在の本源で在り得る、と認識し
ます。

私達当会は、遺跡と歴史の真実が、私達人類の遺跡の最大の活用となる、と認識します。

私達当会は、遺跡の活用について、皆様に、私達人類の芸術による、ことを提案し要望します。

(「りぺうル.フーツ」:りぺラル.丁ーツ{斐:rib酎.1.け=)とは、キリシャ.ローマ胎代に理念的な源講を持ち、ヨーロッパの大学制度において中世以降、19世紀後半や20世紀享で、t人が持っ必興がある技茎【実鼠的な知諏.学
間)の基本」と見なされた自由七科の二とである.具体的には文注学.俸許学、抽理学の3学.および拝括、蜜何(臺何学.■劃の学闇).天文学、晋棄の4斜のこと.・ーなおの本後の「憂術」という言系はもともと、明地時代に啓兼
家の西閏によってりぺラル.アートの凱語として造話されたものである.・ープラトンはー・と二ろが、古代ギリシフ牡会においては・・その後、ローマ牌代の末期の5世紀後半から6世紀1=色、けて.7つの為目からなる「官由七,ヰ」(*
.0踊,".代M "b.゛.1.釘として正式に定蕎されるに至ったのである.・・哲孝は二の自宙七科の上位に位置L.自由七斜を統治すると青えられた.督学はさらに神学の予僧学として、抽理釣思考を敦えるものとされる.この画
由七剰の幅戒は.キリスト轍の理主に甚づき教育内写を整えるため、ギリシや.ローマ以棄の諸学が焦大陵されたものと見る二ともできる.・・三WiklD●柚「りぺラル・アーツ」匙終更無ユ020年ユ貞"日(土114江1)

私逗人顛は、私連人類の活動の空閏に於いて、この土地の逼跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?
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遭跡は、人々のそして現代の私遣の生と死の証です。
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第六部遺跡

1.遺跡

遺跡は、一般に、人類の(過去の)活動の痕跡と認識され、遺構と遺物より構成され、一定の土地の範囲又は空閏の範囲として把握されます。

11.遺跡と風土と文明、又、私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断

<遺跡と風土と文明>

ロ)私違当会は、遺跡にっいて、宇宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人類の存在(その肉体、意纎、知能、言語、文宇、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触
覚、記憶、概念、行為)に次いで、第一義の存在である、と理解します。

(2)私達当会は、遺跡とは、逝きし者、逝きし者達、死者が、その時、そこに見た、その風景を、今、私達自身が見ている、と云うことで畠る、と認識します。

(3)私達当会は、風土とは、逝きし者、逝きし者還、死者の二とを考える、逝きし者、逝きし者達、死者の言葉を聞く、逝きし者、逝きし者達、死者と行き通う、その環
境、社会的状況、制度がある、それが私達人頬の生活とその空間に生きている、と云うことである、と仮定します。

(4)私達当会は、風土にっいて、人類が牡会的に活動するその土地に於いて、宇宙の自然と人類の事象が、死者の存在を含めて、完全に、共存の状態にある、と
仮定Lます。

(5)私違当会は、私達人類が、私連人類の世界に、複數の文明を認謙するならぱ、風土は、人類の文明の本源的形態である、と認臓します'

(6)私達当会は、少なくとも、人類のアフり力、アジア、オーストラリア、南アメリカ地域では、風土に於いて、既に、持続可能(SUS始i釣且ble:サスティナブル)な社会
が、連成されている、と仮定します。

<私連人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断>

(フ)私違当会は、公共にっいて、"皆が関わる他者"であり、同時代の人顛の各個(自己)への便益の還元(又は、その総体)というより、未来の人類への社会的共通
資本への投資への選択である、と認襍します。(社会的共通資本は、数理経済学者字沢弘文氏の概念です)

(8)私違当会は、人類の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の公共、即ち、"皆が関わる他者"、例えば、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類
の歴史の理解、現代の文明の完成(私運当会は、現代の文明にっいて、持続可能(aust旬neblB:サスティナブル)な社会が達成されていないとすれぱ、現代の文
明は未完成である、と認識します。)の保存、継承、形成への、多様な人々の参加が、人類の様々な"分断"を綬和する、と仮定します。

Ⅲ.遺跡、その存在の性格と関連事象について

私達当会は、遺跡について、以下、その性格やその他の関係する事象にっいて理解し、又は留意Lます。

1.人類の意図性に対照する非意図性、並びに、人類の空間と構造の囲い込みに対照する空間と構造の開放性〔遺跡の存在:根源的な公共の空間〕

2.地形、地勢と遺跡との関係性〔又、遺跡とその関係する環境のランドスケープ〕

3.遺跡、又非遺跡の空間と共に、空間の諸関係性の連絡〔私達当会が提案する"再興空間主養宣言"〕

4.地球時代と人類跡代、並びに、日本地域への現生人類到達以来の三万年の出来事と室化と人類の伝統〔歴史〕

5.地理、地政、事象の伝榧と移勳、人工工作との関連性〔ネットワーウ、又、各事象のランドスケープ〕

6.芸術と学術とその市場、又、祝祭による遺跡の活用〔還跡、哲学、芸術、行為、神話、学術、生と死、祝祭の諸関係(又は、宗教)は、人類の存在を媒体に近
接しています〕
その土地、地域の地勢と遺跡群を再整備しっつ、歴史に倣い、人類の、文化、茎術、伝統、学術の活動、並びに、発信の舞台として活用する。同時に、国際音楽祭、
国際芸術祭、国際写真祭、国際映圃祭、国際演劇祭、各種国際学会等(アカデミアのイペント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企画開催し、即ち、その土地、
地域の自然と地勢と遺跡と歴史、又、理代の地政の活用を、広範に芸術と学術とその市堤、又、祝祭による。

フ.人頬の生活空間に於ける、人類の風土、文化、文明、民俗の自律的展開とその雑持〔人類の活動〕

Ⅳ.遺跡たる事象

1.人類の非意図たる事象、人類の意図たる事象、遺跡、空間の性格と楕造、人類にとっての意義

0)人類の非意図たる亭象、人類の意図たる亭象、遺跡

①私達当会は、宇宙の自然と人類の事象について、人顛の非意園たる事象、人類の意図たる事象、を認識Lます。

②私達当会は、遺跡にっいて、人類の非意図たる自然、人類の意図たる人工、人工でありながら、人抵の当該事象への意図(発現や目的や機能)の消滅、忘却、時
に、埋土による忘却によって、人類の非意図たる遺跡、自然と人工の中間に位置する第三の存在の性格を有する希少で特具な事象、を認識します。

(2)遺跡、空間の性格と構造、人類にとっての意萎

①私違当会は、遺跡にっいて、空間の性格、構造として、現代の西洋文明に係る人頗に闘する空聞が、概ね、意圓と囲い込み、閉鎖、で商ることと対照し、非意図と
開放で胡る、と認識し、理解します。

②私達当会は、遺跡にっいて、遺跡の存在と空間の携造の、非意図と開放が、遺跡を、人類にとって、根源的な公共の空間とする、と理解します。
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2.遺跡の認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承について

0)私達当会は、遺跡について、之を、認知し、調査し、保存し、活用し、公開し、整備し、継承する、とは、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、根源的な公共
の空間を、認識し、保存L、活用し、継承することである、と理解します。

(2)私達当会は、遺跡について、之を、認知し、調査L、保存し、活用し、公需し、整備し、継承する、とは、遺跡の存在の性格と楕造の非意図と開放、根源的な公共

の空間に"寄り添う"ことである、と理解します。

3,遺跡、歴史、考古学、人類の文化

遺跡は、人類の奉実の解釈たる歴史と同じ事象ではありません。
遺跡は、生きる者の詩、文学、芸術、時に音階であり、死せる者の魂かもしれません。
私達当会は、遭跡を歴史と考古学と建築のみで規定することはできない、と理解します。

4.現代と人類の活動、歴史と空間に開かれた「窓」

「窓」:私達当会は、私達が認知する字宙の事象は、私達人類が、私達人類の肉体、意謙、知能、言語、文字、視覚、聴覚、喚覚、味覚、触覚、記憶、概念、行凋、即
ち、人類という「窓」を通Lて感知する極めて一部の不確かな概念である、と理解します。伺時に、私逗当会は、現代の様々な事象について、人類の過去、現在、未
来の連続の関係に開かれた都分たる「窓」として隈定された事象と理解し又現代の人類はその関連に於いて行為すると理解します。私達当会は、皆様に、私達現
代の人類が、遺跡のジェノサイドを停止し、アフり力から地疎の全土に拡散する人類の活動たる過去から現代又ま来への歴史とその空間たる遺跡の「窓」たる諸関逗
により隈定された事叡とその空間に行為する隈定された存在であることを認謙する二と、を提案し要望Lます。

5,人類の文化と人類の経済

私達当会は、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定Lます。

6.遺跡の活用(人類への還元)

私達当会は、皆様に、遺跡の活用(人類への還先)1こついて、芸術と学術とモの市場によることを提案し要望します。
遺跡、哲学、茎桁、行告、神話、学術の諸関係は、人類の存在を媒体に近接しています.
私達当会は、皆様に、その土地、地域の地勢と遺跡群を再整備しつつ、歴史と土地の利用の履歴に倣い、人類の、文化、芸術、伝銃、学術の活動、又、発信の舞台と
して活用する、伺時に、国際音稾祭、国際芸術祭、国際写真祭、国際映回祭、国際演劇祭、各種国際学会等(アカデミアのイペント)、国際アートフェスティバル等
(市場)を企画開催し,即ち、その土地、地域の自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学術とその市場によること、を提案し要望します。

フ.遺跡へ

私連当会は、遺跡が、空間であると認識される処、当該の亭急を遺跡と認知すること、又、之による、当該の遺跡の調査、保存、活用(人類への還元)、公開、竪備、
継承について、人類が、今より後、当該の遺跡の空間にどの様な形質を与えるか、人類の活動が当該空間にどの様に関与するか、当該の活動は経済にどの様な形
質と速度を与えるか、当該の亭象が宇宙の自然と人類の存在と遺跡の存在の相互関係と理解し得る当該の風土にどの様な形質と亥化を楕成するか、それは人類の
文化財、遺跡として本養であるか、それは人類の風土として本義であるか、それは人類にとって好ましいのか、私達人類は何を選択するのか、との考察に対し、之を
必然の峯象、と理解します。

私達当金は、皆様に、遺跡とその存在、又は、範囲に対L、遺跡の外(そと)に現代の機能と目的を整備し獲得し、未来の構成について、樺々な亭急の全き共存と共
栄を実現することを、提案L要望します。

8.遺跡、文化財等への人類の行為について

a)私連当会は、人類の意図たる事象について、解釈が成立し、又、収集が在り得る処、人類の非意図たる事象について、解駅は成立せず、又、峯象の本載上の破
壊と改寳と移動を伴う収集が元来在ってはならず、人類の非意図たる事象について、亭実の存在の認知、又、保存と修復が在り得る、と理解します。

(2)私違当会は、人類のアフり力から世界への拡散と共に拡散し存在する遺跡を、蒐集し陳列する博物館概念に散合してはならない、と理解します。

(3)私達当会は、人類の非意図たる事象が、人顕の意図たる事象の取扱いへの擬制的取扱いによって、その本義上に於いて損壊する事態がある場合、その経緯を
探索することは勿論、様々な政治上経済上の対応は云うに及ぱず、本義に於ける原状回復、本義に於ける発展的震開が閉釧されることが高ってはならない、と理解し
ます。

(4)私違当会は、遺跡への行為や、事象の博物館その他への収蔵に関して、事象の本義上の損壊が、在り得ると理解します。

9.遺跡、人類の必然

0)私達当会は、私達人類の活動の痕跡が、私連人類の活動空間に遺存し、私違人類が之を遺跡と認謙することについて、私違人顛の必然である、と認巌しま

す。

(2)私達当会は、私達人顛が、私速人類の必然たる遺跡を破壊することについて、即ち、直ちに、之を、私達人類の必然を破壊することに他ならない、と理解しま
す。
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V.日本地域について

私達当会は、日本地域にっいて、アフり力より世界に拡散する人類の当該地域への到達より以降、先史時
代から、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、東シナ海、黄海、日本海、オホーツク海、太平洋、を
囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する、島伝いの、琉球、薩摩、肥前、長崎、蝦夷、東北、日
本地域、との地政に在る、と理解します。
私達当会は、日本地域にっいて、「海と島と船と陸と空、人類の到達以来、世界と繋がる地政、もうーつの

"鎖国"」とも表現できる、と理解します。

Ⅵ.長崎地域とその遺跡について

私達当会は、長崎地域にっいて、先史時代から近代まで、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、
東シナ海、黄海、日本海、オホーツク海、太平洋、を囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する地
政上の結節となる地域であり存在である、と理解します。
私達当会は、地政上の結節となる地域であり存在としての事象が、長崎地域に原子爆弾による被爆を誘

引した、と理解します。

私達当会は、長崎地域の遺跡にっいて、例えぱ、先史時代の支石墓から、近代の終罵となる原子爆弾被
爆の遺跡まで、第一義に、且っ、一貫して、地政上の遺跡である、と理解します。

Ⅵ1.私達当会より、皆様への、提案と要望について

1.私達当会は、皆様に、遺跡への対応にっいて、本義に於いて、本紙の第二部一 1.からV.の範囲に於
いて、行為することを、提案し要望します。

2.私達当会は、皆様に、長崎地域の遺跡への対応にっいて、本義に於いて、本紙の第二部一 1.からⅥ
の範囲に於いて、行為することを、提案し要望します。

Ⅷ.長崎地域の遺跡への提案と要望

私達当会は、皆様に、人類の活動空問に於いて、遺跡を認知し、現状保存し、精神と行為、流行と娯楽、芸
術とコミュニケーション(美)、学問と良心(真:哲学、学術と善:政治)、並びに、伝統と歴史により、遺跡と
その存在を活かし、遺跡の外(そと)に現代の機能と目的を整備し獲得し、様々な事象の全き共存と共栄を
実現することを、提案し要望します。
私達当会は、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定します。

1.日本地域と地球の人類の世界

①世界の日本への憧憬(中国秦の徐福の伝説、マルコ・ポーロ『東方見聞録』、地下資源(金と銀と銅、硫黄))

②日本開国(長崎による日本開国/西欧世界の東回り航路(インド洋一東シナ海)と西回り航路(大西洋一
太平洋)の最後の接点の連絡の完成:資本主義世界の地球の一周、世界の一体化の完成/明治の日本の
存在を経由して西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡散の契機、始点として端緒)
(1858年のエンゲルス宛マルウスの書簡の一節:「ブルジョア牡会の固有の任務は、世界市場及びその碁礎の上に立っ生崖を作り出すことである.世界は円形で罰るから、このことは
カリフォルニア並びにオーストラリアの植民地化と支那並びに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる.」羽仁五郎「明治雑斬史研究』1955年P.94 1世界の一体化1)

③日本の明治の近代国民国家の存在、形成と存続(西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球
規模の拡散の契機、存在として端緒:現代の地球規模の人類の世界に至る最初のモデル(model:模型、
規範、典型)の実現、世界標準となる事象の獲得)
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④日本への不理解(「日本は特別だ上非西欧に於ける非野蛮の存在.例外としての存在(例外の理解
は不要))

(「日本は特郷け幻.『シリーズ・グローバルヒストリー①グローバル化と世界史』2018年3月26日初版羽

田正東京大学出版会P110「第4章グローバル化時代の人文学・社会科学、2これからの日本の人文学・
社会科学、外国語での成果発表」)

⑤世界に於ける近代西洋との概念とその様式、又、態様の再確認と検証と再評価の契機(原爆被爆.遺跡)

⑥人類の過去と現代と未来(遺跡の具象としての保存と継承と活用を基層とした、人類世界の具体である
人々の行為としての歴史解釈その他の諸概念の再確認、検証、認識作業の継続)

2.私達当会は、日本地域と地球の人類の世界との関係に於いて、長崎地域が、通時的共時的に、優れて

特異な結節の状況を形成していると理解します。

3.私達当会は、皆様に、以下の遺跡、並びに、関係する概念について、認知し実現することを提案し要望し

ます。

(1)『長崎国際歴史文化都市構想』(2019年(平成31年)1月18日金曜日以降数次改訂養生所を考
える会代表池知和恭)

私達当会は、皆様に、私達人類が、長崎地域の地球時代一先史時代以来の特異な自然と地勢と遺跡と
歴史、又、現代の地政を、現代の人類にとっての長崎地域の在り方に、積極的に活かし、地球規模の人類

世界に於いて国際的な位置づけを実現し、この土地の生活に於いて特徴的な現代の風土を形成すること、

その措置をとること、を提案し要望します。

①「先史時代/古代福田氏/中世胞前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏,大串氏等)等遺跡
群」②「都市長崎遺跡」(ローマ・カトリックと日本人による城塞都市、長崎奉行の近世城下町、中世、近世、近代、現代へ)
③「日本開国(その母胎、転回の起動力、最初の唯一の玄関、資本主蔓の経ま圏(世界市場)の地球の一周の完結〔世界の一体化〕、明治の日本を通じで主権国昆
匡家の地球規摸の拡散の端緒(著遷と特具、一休と個別、非野蛮の頻在、多様性顕在の端緒>)」
a858年のエンゲルス宛マルウスの書簡の一節;「ブルジョア社金の固有の任務は,惜界市場及ぴその基礎の上に立つ生産を作り出すことである.世界は円形であるから、二の二とは
カリフォルニア並び1こオーストラリアの植民地化と支那並びに日本の開放によって粘末に至ってきたと考えられる。」羽仁五郎 r明治椎新史研究」1956年P.94 f世界の一休化1)

④「長崎キリシタンの里構想」⑤「浦上キリシタンの里構想」⑥「長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想」

⑦「長崎国際第一中華街構想」(市南部制埠頭にて行政による第ニバース化酬励設置を基盤とする外資による榔発型観光])
⑧『長崎中央緑地言十画構想』【物市墨崎のバ"ポーX".ム面閥)の提是泣山地区一吋悟俸舶堺量跡偶の畦帯による建剛⑨水辺の壷『長崎音楽堂構想』
⑩甑*,..,.献",郭、靴,碑,,',卵.,"釦*",.".、。""*.*"刷"抽"".""『長崎アーツセンター(Na底asaki Arts sente")構想』

(2)『再興空間主義宣言』(2019年(令和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)
遺跡、又非遺跡の空間と共に、空間の諸関係性の連絡

(3)『遺跡とそのランドスケープ(1andscape)の選択』(2019年(令和元年)9月27日金曜日養生所を
考える会代表池知和恭):自然、遺跡、建築、都市のランドスケープ、言語としての疎通

(4)『「社会的共通資本」並びに「社会的共通資本」としての"遺跡"』(2019年(令和元年)9月28日土

曜日養生所を考える会代表池知和恭)

『数理経済学者宇沢弘文氏、そして"社会的共通資本"としての医療』(資料:2019年(令和元年)9月
28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、宇沢弘文氏が提案する『社会的共通資本』(soolal common cepitaD概念により、

遺跡が人類の『社会的共通資本』である、と理解します。
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第七部長崎地域の特定の個別の遺跡群について

(1.長崎地域の浦上地区遺跡群について)

GI.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について)

(川.長崎地域の桜町地区遺跡群について)

av.養生所/(長崎)医学校等遺跡("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"閏連区域")1こついて)

(V.『長崎市歴史的風致維持向上計画』並びに『国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁
2バース化』並びに『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備←体純0たまちづ炯~』について)

私達当会は、皆様に、長崎地域の変化に富む地勢と重層し幅襲する遺跡群を再整備しっつ、
歴史と土地の利用の履歴に倣い、人類の、文化、芸術、伝統、学術の活動、又、発信の舞台とし
て活用する、同時に、国際音楽祭、国際芸術祭、国際写真祭、国際映画祭、国際演劇祭、各種
国際学会等(アカデミアのイベント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企画開催し、即ち、
長崎地域の優れて特異な自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と子
術とその市場、又、祝祭によること、を提案し要望します。
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私達は、当肢遺跡の範囲にっいて,下記(1)"佐古の丘の地形"【2γ'中核区域'、(3)"運用区域"(4)"閏
連区域"より栴成されると考えます、

[現在の西小島1丁目、西小島2T目、稲田町、蛇内町、籠町、船大工町、寄含町、遒路/通路を含む一帯]
,ボンペ.フフン.メールデルフォールト氏は、養生所の建設にあたってその建設場所にっいて「新鮮な空気
が通る、潰潔な水の豊冨な小高い丘の上で、街の外であるが病人の運搬に便利な場所止献策しました。
.私違は、ポンぺ氏の長崎での病院建設への献笈は、当時の世界に於ける又は長崎に於ける諸状況の下
に近代病院運営の体系ノ仕組(5Y5tをm)として提言されたと理解します。
.当該遺跡の立地は、ポンぺ氏が示Lた献策に一致する態様を具えています。
.私達は、当該遺跡の立地である"佐古の丘の地形"を、当該近代痢院の運嘗の休系/仕組(SW詑m)を具
休化する実休として、当該遺跡の妻素であり、当該遺跡の範囲と考えます。
,"佐古の丘の地形"は、大規模な閉発事業による大規模な破壊がなく、当時の状況を良く遺存しています。

養生所バ長崎)医学校等遺跡の範囲
2018年(平成30年)2月27日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

2

[現在の西小鳥1丁目の旧長嶋市立佐古小学校の敷地及び外周遭路(市道西小島稲田町1号線、市道西
小島2号線、市道西小島館内町1号繰、市道稲田町6号線、旧病院敷地の東道路及び南道路)及びその南
部の西小島2T目の一角及び可能性として景崎市道稲田町6号線の北部でその西に隣接する稲田町のー
部]

〔畏崎市西小島佐古16番、15番、14番、14番・2、17番・2、17番・4、18看・2、 TI06番、その外周道路
(17番、3、18番.3を含む)、59番、2、59番.3、59番.4、可能性として長崎市稲田町44番の一帯〕
.江戸期の養生所(病院、医学所)、精掃館(医学所、病院、分析究理所)、明治期に入り長崎府医学校(及
び病院)を経て第五高等中学校医学部とその分教場(第玉高等学校医学部、喪崎医学専門学校の時代を
含む)、明治期の描毒病院から昭和期の小島病院へと推移した建物數地及び当嚴數地に接する又は内包
する当肱施設に由来する道路,
,一帯の西部に<ールッの居宅である蓋然性が高い平屋建洋館を含御、一帯の重部の二階建洋舘も医学
校閏係者の居宅である可飽性があります。
.;の状況は、遣跡の地上遺擶.文献資料、複数の医学校の図面、複数の精得館から第玉高等中学校医
学部とその分教場、搗毒病皖から小島病院の写真より理解できます。
.ヘールッの居宅にっいては、prof. Hヨ姉on eoukor9 が提示する DB Bat日日feC11θ L6euw. Am5
10rdem,1987-Te3Cher 串「norlE the 」8Pane3θ一Letter bY Dr. K,、N. Gratar口且 Con5;derio

8 hiS 5t8ν in ゛apan 1866-1871-130P 1871-"TUO$day, M丑y 11 及び 3 1日せ引(by ES
01伯" 23 09.1873によりその蓋然性が高いと理解できます。

の の

の

3)

[現在の稲田町の北都の館内町の東に隣接する一帯1
〔長崎市租田町39番、40番、 41番、 42番、43番、44番、 45番、46番、47番、48番、 49番〕
・菜園と果樹園と初期の体操場とその付楽施股として運用されたと推潮する一帯。
.この状況は、慶庄年間の複数の精得館の写真、明治四年頃の医学校の写真、明治10~"年頃の医学
校の写真より理解できます。

一蔓生所バ長崎)居学駛等週餅の保存ι活用よりー

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲について、以下、認識します。

1.長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域

"ー

4

[現在の西小島1丁自と籠町と船大工町の旧大徳寺境内...,,、梅昏崎天満官と大楠神社及び大欄一帯]
〔長崎市西小島町佐古1番、2番、3番、4番、5番、6番、7書、B番、9讐、10番、籠町の一部〕
.振邇隊墳墓地、明治三年から明治四年美医ニュートンが梅毒病院を運営、エツシャーが自身の日記でー
箒をスクールガーデンと宮及、佐古招魂社(梅香崎墳墓地)、勅使坂、明治12年に大徳寺庫裏跡一帯に甚
崎病院が蝮工(大正期に橋本大癒圃として甍備し公聞儿た区域。
.医学校関係者が一帯を親しむ様子は、 prof. Harm6" BBuk色門が堤示する DiaN of E写Chor 及
び a l0吐引(bY E50h田) 23.09.1873 により理解できます。
.古写真の大徳寺跡一帯の木陰に時期によりいくっかの洋館である可能性がある映像を確課できます。
二れが洋蛇であれぱ医学枚閏係者の居宅である可能性があります。 〆

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域について、①長崎奉行所西役所等

遺跡、②サン・ペトロ教会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教会;旧
外浦町)等遺跡(長崎奉行所西役所等遺跡の北東隣接地一帯)、③大波止遺跡、④長崎奉
行所西役所等遺跡に関達する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、を認枇します。

長崎奉行所西役所等邇跡群の範囲

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲

私達当会は、長碕奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲について、中世後期から江戸初朔

の地政上意義であり、行為された、①長崎の岬の丘の上の、岬の教会及び広場一帯を中心
とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリッウと有馬氏と大村氏等日本人によって形成

された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞
都市(後に去う内町)に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、を認識します。

2019年(令和元奪)11月21日木曜日養生所を"える会代喪迪卸和篇

3.長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲 1

ー'、"ー"ー"ー、ーー御、1
⑤新地倉地、⑥唐人屋敷、⑦丸山町、寄合町、⑧長崎奉行所立山役所、岩原目付屋敷、

木戸、⑪外国人墓地、⑮高島佐賀藩炭坑、⑯長崎海軍伝習、⑰長崎製鉄所、⑯小曽根築

1","'.1立●● 1」●●':●」 110時"

地、⑲外国人居留地、⑳養生所、二十一野母崎方面、二十二矢上方面、二十三茂木方
面、二十四時津方面、の遺跡群を認識します。

( 1/1 )

4.長崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲について、人類以前の地球の自然(ジ

オサイト:geositB;・・ジオサイトとは、ひとっの景観、地形グループ、単独の地影、岩石
の露頭、化石床あるいは化石が存在する場のことである。ー・,wikipod治「ジオツーリズ

ム」」最終更新2017年11月5日旧106:28)、並ぴに、人類の日本地域への到達、先史時代、
中世、近世、近代の地政上意義、又、中世の商業自治都市から江戸期の近世城下町への

改編である、又、現代である、行為された、①地球創生、②人頬以前の地球時代、③日本
地域への人類の到達、④畏崎地域の旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古代、⑤古代福
田氏/中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)等遺跡群、⑥
"都市長崎遺跡(八十町と唐人屋敷)"、⑦近代の都市長崎、小曽根町西洋船大工街、炭礦
舎、小菅修船場、三菱長崎造船所、⑧キリシタン、⑨長崎原子爆弾被爆、⑩現代の都市長
崎遺跡、の遺跡群を認識します。
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1.長崎地域の浦上地区遺跡群について

私達当会は、皆様に、長崎地域の浦上地区遺跡群にっいて、以下、認識L提案し要望します0

1.浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公閏)にっいて

0)契機

私達当会は、2020年(令和2年)2月に入り、浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)にっいて、長崎市中央総園事務所地域整備1課
が統括する公共工事である公園整備開発行為による土地の形質の変更、即ち、土地の掘削と盛土等、を現地に於いて視認しました0
私達当会は、当該地にっいて、遺跡である、と理解します。
私達当会は、当該地にっいて、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が億則たり得る、と認識します0
私達当会は、当該視認により、現状変更に先立っ遺跡調査等としての発掘調査等が実施されていない可能性がある、と認識します0
私達当会は、2020年(令和2年)2月6日(木曜日)長崎県教育庁学芸文化課に電話等により口頭にて、当該事象を連絡し説明し、同年2月

7日(金曜日)までに、当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地に決定されていなし、(従って長崎県の遺跡地図に登載されていない)事、又、当該事
象にっいて長崎市文化観光部文化財課に確認中である旨、回答をいただきました。

(2)私達当会の浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)への認識

私達当会は、以下の事象により、当該地にっいて、之を遺跡である、と理解し、同時に、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等力
原則たり得る、と認識します。

①浦上天主堂の関連地である事

当該土地の性格について

i)私達当会は、当該土地が、元、浦上天主堂付きの田であった、と聞いています0
私達当会は、江戸期から明治初期には、現浦上天主堂の地に屋敷のあった庄屋高谷氏の田であった可能性が島る、と仮定Lます0
")当該公園の隣接地の「里.中野郷会館」に隣接し、次の標記が掲示されています0
「里郷および中野郷財産区大正9年10月1日旧山里村が長崎市に編入される際先祖から継承され郷財産として所有していた貴重な財産であ
る山林原野など89745平方メートルを昭和48年に長崎市の計画に基づく都市公園地として処分しその処分金を地域の小中学校の教育施設
の整備拡張に資するためその費用を長崎市に寄附し教育の向上に功績を残した。また両財産区はその有するすべての財産をもってこの地
に里,中野郷会館を建酘することにより地域住民の福祉の増進に大きく貢献するものである。ここに里.中野郷会館のπ成を記念し、記念碑を建
立する。」

②当該地が長崎原爆爆心より至近距離である事

i)私達当会は、当該地が長崎原爆被爆遺跡である、と認識します。
in私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が埋没している可能性がある、と認識します。
iiD私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が発見された場合、人類により、別途埋葬する、現地にて屡示する、追悼する、等の行為
が可能である、と認臓します。

③浦上地区全体に包含される土地として

本紙、2.浦上地区全体、並びに、関連の土地や地域にっいて、を御参照下さい。

④当該土地が、公有地であること。.私有権の設定がありません。

⑤当該開発工事が、公共工事である二と。 0 地方公共団体間に於いて遺跡保全担当部門と鬨発工事担当部門の定期的な情報交換=議の
設置等により開発計画の初期段階に於ける遺跡での開発計画の出現の把握と遺跡としての情報提供、計画的な(先行する)遺跡調査による現
状保存を本来の姿とする遺跡保存と(後発の)開発行為との調整が比較的容易に可能です。(文化庁次長通知等)

⑥私達当会は、当該の公共工事にっいて、主として、行政による、行政上要件に由来する公益の実現の行為であり、同時に、計画上の聚急
性は低い、と推測します。

⑦私達当会は、遺跡たる事象にっいて、公益であり、数理経済学者宇沢弘文氏が提唱する「社会的共通資本」ナニリ得る、と理解します0

2.浦上地区全体(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、並ぴに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦上
川上流方面)、並びに、関連の土地や地域について

私達当会は、以下の事象により、当該地にっいて、之を遺跡である、と理解し、現状変更に先立ち、遺跡鯛査等としての発掘調査等が原則た
り得る、と認識します。

(1)浦上地区全体、並びに、関連の土地や地域の遺跡としての性格にっいて

①私達当会は、浦上地区全体にっいて、辻町の民有の畑地で石叢が発見され、長崎市文化財課も之を確認した、と伝聞します0
私達当会は、浦上地区全体一帯にっいて、石器時代、縄文時代以来の遺跡地である、と認識し得る、と仮定します。

②私達当会は、浦上天主堂の後背地である「本尾公園」にっいて、中世の城跡の可能性があり、民間の調査にて土塁等の痕跡を確偲した、と
伝聞します。私達当会は、本尾地区と西方等山鷺地域にっいて、中世の城館遺跡である、と認識し得る、と仮定します0

(/23 / 142 )1/28



③私達当会は、自ら切支丹であり、慶長八年0603年)正月に伏見城で徳川家康から頭(代官)1こ確認任命される村山等安(家康は同時に
四人の町年寄を確認任命する)が、家康への訴えにより、慶長十乙巳年七月から九月0605年)寺沢大村有屬村山各方協議で決定した長崎
換地により大村喜前より獲得した支配地(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、浦上村ノ内渕庄屋懸り(寺野郷、
竹久保郷、稲佐郷、水浦郷、西泊り郷、船津(浦)、立神郷、平戸小屋郷、瀬ノ脇浦、飽ノ浦郷、岩瀬道郷、木鉢郷、小瀬戸郷)、長崎村ノ内(河
内郷、中川郷、馬場郷、西山郷、伊良林郷、夫婦川郷、片淵郷、木場郷、岩原郷、高野平郷、小島郷、十善寺郷、船津郷)/代地は浦上村之内
古場村北村西村、家野村之内一邑、外目村全く)について、例えぱ、浦上地区等、長崎の旧市街から切支丹が移住する、切支丹を雑持する等、
切支丹の重要拠点である、と認識し得る、と仮定します。
(大村喜前は長崎換地の後法華経に改宗する。元和王年一月二十九日a619年3月15日)ドミニコ会管区代理フランシスコ・モラーレスと
村山等安が逮捕される。元和五年十月二十六日a619年1月31日)村山等安が江戸近郊の地で斬首される。)
④私達当会は、浦上地区全体について、樫山、岩屋山、帆場岳等の伝承により、広域に諸関係を形成した切支丹の重要拠点である、と認識し
得る、と仮定します。

⑤私達当会は、浦上地区全体一帯にっいて、浦上街道(時津街道.西坂から時津宿迄の約12km)に於いて平野宿を包含し、通交上の重要
拠点である、と理解します。

⑥私達当会は、現在の浦上天主堂の地は、江戸期から明治期に庄屋高谷氏の屋敷地である、と理解Lます。
⑦私達当会は、浦上天主堂とその地にっいて、先史時代より中世城館や近世庄屋屋敷等の重層的な可能性を包含する遺跡であり得る、と認
識します。

⑧私達当会は、浦上地区全体について、日本地域に於いて、日本地域の人類が、初めて、信教の自由を獲得した、直接の契機となった地域
である、と歴史学上民俗学上の解釈を為し得る、と仮定します。
⑨私達当会は、浦上地区全体について、辻町には「十字架山」が、石神町から浦上川一帯は「石神の石切り場」が、遺跡として認識し得る、と
仮定します。

⑩私達当会は、「石神の石切り場」等を運用した、浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団が仮定できる、当該の石工集団は、関連遺跡
(石垣等石造造形構造物)の作行と伝聞より、長崎旧市街の寺町一帯の石垣を形成した技術上の系譜を有する可能性がある、と理解し得る、
と認識します。

⑪私達当会は、浦上地区全体並びに旧市街の複数個所に浦上切支丹社会に於ける伝続的な石工集団の工作を仮定でき、「十字架山」並び
に「石神の石切り場」等と共に、之を浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団(又その工作)の遺跡として認朧し得る、と仮定します。
⑰私達当会は、浦上地区全体にっいて、長崎原爆爆心より至近距離である亭より、擾崎原爆遺跡である、と認識し得る、と理解します。
⑬私達当会は、1945年(昭和20年)11月23日長崎頂爆被爆後浦上天主坐敷地西部の現信徒会館一帯の土地で行われたミサと合同葬
(約1000人程が参集と伝聞)1こついて、世界で最釖の核被害に於ける集団的追悼であり、出来事として歴史学上の価値が極めて高い、と仮
定し、当該地は文化財として学術上の価値が高い遺跡である、と認識します。広島では、被爆後の集団的な追悼について、広島市健康福祉
局原爆被害対策部謂査課により、1946年(昭和21年)8月5日の「平和復輿市民大会」が確認されています。
⑭私達当会は、①から⑬により、浦上地区全体並びに関連の土地と地域は、先史時代から近代と現代に至る、重層的で多様な関連性を有す
る遺跡と歴史と民俗の地区として、全体が濃密な空間を形成する遺跡である、と理解します。
⑮私達当会は、当該遺跡が、浦上地域と長崎地域と九州地域と関西地域と日本地域とアジア地域と世界にとって、重要な遺跡である、と理解
し、同時に、仮定します。

3.私達当会の提案と要望

a)浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)1=ついて

①私達当会は、皆様に、当該地について、直ちに、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、当該地にっいて、速やかに、当該の公共工事を中止し、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施すること、を提案し要望します。

③私達当会は、皆様に、当該公園について、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用し、遺跡公園としての性格付の下に計画を企画し、遺跡とし
ての実態を顕現し、同時に、地域の市民公園、児童公園、又、国際的な交流の拠点としての性格と控えめな機能を付加し、改めて控備することを提案し
要望します。

(2)浦上地区全体(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、並ぴに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦
上川上流方面)、並びに、関連の土地や地域について

①私達当会は、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域にっいて、特定の宗教の枠組みを超越する、私達人類の遺跡として、世界的に、又、地域
の生活の痕跡として、歴史上価値、並びに、学術上価値が高い、世界的な文化財である、と認識します。

②私達当会は、皆様に、本尾地域、浦上天主堂、十字架山、石神の石切り場等を含む浦上地区全体、並びに、樫山、岩屋山、帆場岳、浦上切支丹社
会に於ける伝統的な石工集団遺跡等関連の土地と地域にっいて、速やかに、土地の所有者と住民の理解の元に、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定
すること、を提案し要望します。

③私達当会は、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域に於ける、土地の所有者と住民の、周知の埋蔵文化財包蔵地としての決定への理解の形
成過程に於いて、私達人類が、遺跡に居住し活動する事実の認識と之を継続する作法とその動機が醸成される、と期待します。

④私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関達の土地と地域にっいて、随時、計回的に、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施する二と、を提
案し要望します。

⑤私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域にっいて、様々な開発計画にっいて、遺跡と開発の調整に於いて、遺跡の遺跡と
しての性格と空間等その実態を、現状保存し、同時に、回復する二と、を提案し要望します。

⑥私違当会は、皆様に、浦上地区全体、並ぴに、関連の土地と地域にっいて、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用し、遺跡としての性格の
下に都市計画を企画し、遺跡としての実態を顕現し、同時に、人類の居住と活動、又、国際的な交流の地域としての性格と控えめな機能を付加し、近代
の写真並びに他の資料より、当該地域の本来の姿であると理解し得る、田園都市としての態様を、計画的に整備し回復すること、を提案し要望します。
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n.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西投所等遺跡群の調査と活用にっいて、以下、提案し要望します。

1.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について

0)私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の舗査にっいて、私逢当会が、当該遺跡の中核区域と認識する、①長崎奉行所西役所等遺跡、②サン'ペトロ教
会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教会.旧外清町)等遺跡(長崎奉行所西役所等遺跡の北東隣接地一帯)、③大波止遺跡、④喪崎奉行
所西役所等遺跡に間連する、即ち、隣接ずる、又は、一帯の築地遺跡、の遣跡としての発掘調査等調査を提案し要望します。

(2)私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査にっいて、私達当会が、当該遺跡の狭蓑の範囲と認識する、中世後期から江戸初期の地政上意義であり、
行榔された、①長崎の岬の丘の上の、岬の教会及び広場一帯を中心とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリツクと有嘉氏と大村氏等日本人によって形成さ
れた西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞都市(後に云う内町)に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、
の遺跡としての発掘調査等調査を提案し要望Lます。

(3)私達当会は、本紙1-(1)、(2)にっいて、遺跡の全ての範囲にっいて、遺跡の現状保存を前提とする「活用のための発掘調査」を提案し要望します。

(4)私達当会は、本紙1-a)、(2)、(3)にっいて、より上腰の遺跡の現状保存を前提としっつ、より古い時代の遺跡、並ぴに、ジオサイト(琴白051te)としての実態、
並びに、当該の人頴の活動の様相を確認する揚、微底した、より下層の遺跡、地層の発掘調査を実施すること、を提案し要望します。

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して

0長崎泰行所西役所等遺跡地一帯の歴史

当該地の歴史は、古来、当該の長崎の丘の全体、又は、当該地が、日本地域の民俗上の墓壊、民俗上の信仰の拠点と聖域、アジア貿易の拠点、の可能性、又、中
世後期から近世初期にかけて、ローマ.カトリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の中核域、最初の六町(島啄町、
大村町、外浦町、平戸町、文知町、横瀬浦町)と岬の教会(サンリ(ウロ教会、慢にご上天のサンタ・マリア教会(被昇天の聖母の教会)を建築)、要塞(石垣)と三ノ堀
の内の西洋式の城塞都市(後に云う内町)、糸割符宿老会所、高木作右衛門厘敷と玉力所町人慶敷、近世の江戸の御公儀(後に云う幕府)1こよる畏崎奉行所(西屋
敷、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷部分に拡張して東屋敷、後に東屋敷を立山に移転して長崎奉行所西役所、さらに東屋敷跡に船書屋敷+七軒)、幕末に長
崎奉行所西役所に於ける長崎海軍伝習所の設置、当所にてオランダ海軍二等軍医ボンペ・ファンメールデルフォールトによる医学伝習の開講、医学伝皆は四十一
日内に圏内の大村町の高島秋帆邸に移転、当地に医学伝習所の施設拡張蔓備、長崎会議所、長崎戴判所(後れて長崎叢判所に九州鎖撫憂崎総督府設置)、長崎
府、広運館、明治7年第二代県庁書開庁、明治9年第三代県庁舎開庁、明治44年第四代県庁舎開庁、昭和28年(19島年)第五代県庁舎開庁、と重歴的であり、且
つ、様々な事象が幅襲しています。

(1)長崎奉行所西役所等遺跡について(第一義、第二董)

①私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡にっいて、第一蔓に、遺跡に現代の建物を建造する二とを避け、鴛層的で幅襲する歴史の限定された一部分と
限定された解駅を顕現することを回避するために、建造物を建設しない広場による遺跡記念公園とすること、を提案L要望します。

②私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡にっいて、第二義に、本紙1-0)一①に記す遣跡記念公圃に於いて、畏崎奉行所西役所等とともに現存した
可能性のある「森崎神社」の詞等にっいて、存在や位置や様式等の実態が確認されることを契機として、之を、諏訪神社によって、再建すること、を提案し要望します。

(2)長崎奉行所西役所等遺跡について(第三養)

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡にっいて、第三義に、現在の当該地外周に顕在する石垣の様式に合致することを契機として、古写真や複数の平
面図が伝来する長崎奉行所西役所にっいて、特定の用途を付さない建築として、様式、建材等の毒証を含め、限りなく、憶測の余地のない再建に類する再建を行糊
すること、を提案し要望します。

当該の提案と要望は、本紙1-0)一②に記す「森崎神社」の祠等の再建を含みます。

私違当会は、当該の建築物が、甚崎地域に残存しない、大型の和様建築として、その様式を顕現する機能を有し、同時に、特定の用途を付さないことにより、官民
の様々な用途に、運用可能である、と理解します。

(3)長崎県警察本郁跡地~日本生命ビルー帯について

私達当会は、皆様に、畏崎泰行所西役所等遺跡に隣接する、長崎県警察本部跡地~日本生命ビルー帯にっいて、本紐1を前提として、イエズス会、又は、カトリツ
ウ教会によって、記念聖堂と哲学宗教歴史研究展示図妻室拠点を設置し、同時に、一般に、訪間と参観を開放下さること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の施設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顯現する、と理解します。

て4)高島秋帆本邸遺跡(現家庭叢判所簡島裁判所一帯)1こついて

私連当会は、皆様に、長崎奉行所西役所に、幕府により喪崎高軍伝習所が設置され、当所にオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメール〒ルフォールトと幕医の松
本良順により医学伝習が開講され、医学伝習は四十一日内に大村町の高島秋帆邸に移転、さらに、当地に医学伝習所の施設拡張豊備を見た、当該地に(適宜、現
叢庭裁判所簡易栽判所と施設を共有するなどして)「国立擾崎海軍伝習資料館」並びに「国立近代医学歴史資料館」を設置すること、を提案し要望します。

私違当会は、当該の施設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(5)大波止遺跡について

私達当会は、皆様に、大波止遺跡にっいて、漸次、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡の現状保存を前提に、大波止を遺跡として再建し、盛
土等、遺跡の保持の措置を執った上で、整備し、甚崎くんちの御歳所を、本来の当骸の位置こ復輿し定置し、又、催事広場として活用すること、を提案し要望します0

私達当会は、長崎くんちの庭先回りにっいて、切支丹の聖行冽を映した可能性がある、と仮定Lます。

N...六一四年五月に長嶋で行われた粟行冽はアビラ.ヒロンのt日本王国記1に詳Lいが、とりわけ五月二+日の記述は、きわめて生き生きとした檎写で、モの内宴の償覇牲は高い.高い理由は、アビラ七ロン
自身が二の聖行列に参加して、詳細な行授を記述Lているからである。「聖母マリアが喪布に包まれた台にのってモの哉を行き、四本の燭台がその繭に鍾いていた.これとともにわれわれはおびただしいろうそ
くを手にして加わり、その蛋から大勢の間声乞残リのバードレたちが続いた.」そして.サン,パドロ敏会に鑑づき.通り過ぎる部分を抜き婁きしてみよう.「本紺屋町Hum ouy. maoNに入り、慈を院の後をま
わって通りに出て、モの入口を通りめけて島原Mm尋b.『.町を過ぎ.その貰まっ*ぐに分知町Bur1●l m邑ohiに向かった.そしてサン・ペド自天主堂の前の広場に出、小門から入って正門から出"外調重IFUC.,
U,1,".0卜1酬冨入0た.サン.ペドロ天主堂では、祭礼服をっけた三人のパードレが拷ちうけていて、行冽の蒼く前に些を鳴らL拍手Lて迎えた.行列は外浦町から大村町omU悶 m邑Ch1に入うた.」.ー」)
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(6)一帯の築地遺跡について

私達当会は.皆様に、一帯の築地遺跡について、漸次、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡を現状保存する措置を執った上で、例えぱ、大波
止遺跡から出島対庫一帯を対象に、築地を遺跡として再建L、可能な範囲で柚栽、例えぱ、嘗て、長崎市街の水路沿岸に植栽された柳、を施し、築地大波止遺跡記
念緑地公閏とする二と、を提案し要望します。

(フ)出島遺跡について

私達当会は、皆様に、出島遺跡の北岸について、憶測の余地のない再建を行告し、同時に、出島遺跡の外周、又、大波止遺跡、築地遺跡の沿岸部、について、「長
崎水辺の森公園」,「水辺のプロムナード」一帯より、水路を整備し、導水すること、を提案し要望します。

私違当会は、当該の施酘が、長崎の丘の南西端部=長崎奉行所西役所等遺跡からの、地域の海へ繋がる景観を形成し、一帯の遺跡地の性格の根源的な要棄を
顕現する、と理解します。

私達当会は、同時に、出島遺跡周辺の水路面積の増加により、治水上の改善を期待します。

(8)養生所火長崎)医学校等遺跡(長崎市立佐古小学校跡地一帯)について

医学伝習、大村町の医学伝習所、並びに、養生所/長崎の医学校及び病院、は、長崎奉行所西役所を本拠とする幕府とオランダ政府による共伺事業である長崎海
軍伝習に於ける長崎奉行所西役所の一室でのオランダ海軍二等軍医ボンペ・ファンメールデルフォールトの医学伝習の開講は始まりました。

私達当会は、皆様に、養生所ノ(長崎)医学校等遺跡について、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡の現状保存と原状回復、又、之を前提とし
た憶測の余地のない再建と遺跡の継承と整備と公開と活用を実現すること、を提案し要望します。

(9)『長崎アーツセンター(Na底a帥ki A,胎 Sonto"構想』(生活文化、並ぴに、一般市民の教養文化芸術の活勤と発信の擾輿、長崎地域の遺跡活用の中
心拠点:現在の長崎市桜町地内、即ち、現長崎市役所、長崎市役所別館、長崎市臓会、憂崎県勤労福祉会館、喪嶋地区労働福祉会館、桜町市営駐車場、桜町
公園、一帯の一体再開発による=私望坐金は,皆樺に、r墨幡豊降亜史文化葬市柄聖」住019年【平戒a1年"月佃目童電白改訂5駈:2020年(令和2年)2胃16日日曜日讐生所を考える童代表池知和語)で捉蒸し

ているr墨鴫アーツ・セン,^翠」にっいて、控町地区遠跡聨に飴ける重麟保存輩先Lて、之を、第二量案に敢り下げ.甚鱗水辺の壷分■絶区へΦ曼屡塞と変更L、一帯に塾ける、抽款文化分肝茎惰との直晦.活幽の見風を捕侍Lま,.)

0当該地は、蔓塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリッケと有馬氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市(後に丑う内町)の遣跡の北東端部です。
岳「りべラル.アーツ」:りべラル・フーツ{美1'b"1.,伽jとは、ギリシ¥・ローマ時代1=理念釣な源豊を持ち、ヨーロッパの大学制度において中世以陣.19世乾哉半や20世紀まで、1人が持っ必饗がある枝婁喫践的

な如員,学周】の甚本」と見なされた■由七興のことである.具体酌には文法学・修辞学.諭理学の3学、およU算術、崇何(崇何学、面烈の学面).天文学、琶巣の4科の二と.・'.なおの*後の「●括ルいう言煮はもともと、明治
時代に甚卑家の西劇によ口てりべラル・フートの訊側として遣話されたもので高る.・・プラトンは・・とこるが、古代ギリシア社金においては・・・その後,ローマ時代の末期の5伐紀塗半から6坐罵にかげて、7つの科芭からなる
「自由七科」(Mot刷Π.,t岬 1山制署1.W)として正式に定甚されるに至ったので畠る.・・哲学はこのき由七科の上位に位置L.血由七料を筑治tると考えられた.暫学はさらに神学の予僑学として、M壇的思考を敦える毛のとさ

れる.二の画由七判の蝿或は、キリスト教の理念に菖づき敏育内宴を蔓えるため、ギリシャ・ローマ以棄の詫学が無大成されたものと見る二ともできる.・・:W;kto.dl.「りべラル.フーツ」景纂更新ユ020年ユ月15B1土}14:11

①私達当会は、皆様に、当該地一帯について、本紙1に記す調査を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、遺跡の調査と現状保存と活用を前提に、現長崎市役所、長崎市役所別館、長崎市議会、長崎県勤労福祉会館、長崎地区労働福祉会館、
桜町市営駐車場、桜町公圖、を主体に一体の再開発を行為し、遺跡や公園の保存にピロティを採用し、同時に、稟に隣接する弥生近世近代町家遺跡である「魚の

町遺跡」に、「弥生今紺屋町中紺量町本大工町遺跡記念催事広場公園」を実現し、之と連動する、r国立人文学哲学芸術自然科学佑用科学雑合博物館、写真共術
館、市民の劇場、一般に供用する各種の工房とスタジオ、会誠場、複合的な各種和室、厨房、墨崎県立図書館長崎本館、長崎公文害館、利用者無料駐車場、等の
複合施酘、仮称『長崎アーツセンター」」を形成すること、を提案し要望します。

私違当会は、当該の提案と施設が、現代までに歴史的に形成された、当該地域一帯の長崎地域の人類の生活文化の拠点地域としての土地の利用の崖歴の性格
を継承し、次世代への生活文化、並びに、一般市民の教美文化芸術の活動と発信の拠点を提供Lて之を活性L、同時に、地堆一帯への活気の波及効果を生起する
ことを期待し、並びに、近隣の「長崎歴史文化博物館」等立山地区、並びに「長崎市立図書館」等と連携し、当該地域を中心に包含する、長崎惣町80町と闘連する
機能拠点地域の遺跡群、並ぴに、近隣の長崎奉行所西役所等遺跡群、の活用と活気の形成、擾崎地域の生活文化,並びに、教養文化芸術の活動と発信の撫輿の
中心拠点"司令塔"として機能すること、を期待Lます。

③私達当金は、皆様に、弥生近世近代町家遺跡である「魚の町遺跡」に計画行為中の喪崎市役所建物にっいて、私運当会が[政治経済橿能の集約集積と効率追
求1[コンパクトシティへ向けた公共生活空関形成]の地区と提案し要望する"浦上川河口稾摩域"の新市街再開発地区へ形成する二と、を提案し要望します。

④『長崎音楽堂構想』私連当会は、皆様に、オペラ・ハウス/シンフォニー・ホール両用施設(仮称)r憂崎音楽堂』を、「長嶋水辺の難公園」,「水辺のプロム
ナード」一帯に形成すること、を提案し要望します。

⑤『長崎中央緑地計画構想』(都市甚崎のバックボーン(beokbone)の提示:都市拠点地域の連結と都市景観美麺と環境配慮)

私達当会は、皆様に、ι立山地区「長崎歴史文化博物館」地区一帯一"長崎城塞都市遣跡"(r長崎アーツセンター』ー「長崎市立図婁館」一長崎奉行所西役所等遺
跡)一築地遣鉢一出島遺跡一長崎バンド遺跡一「長崎水辺の森公園」・「水辺のプロムナード」一帯一小曽根家築地遺跡一「小菅修船場遺跡」1並びにその閻の地
所を緑地化し、同時に、遊歩道、自転車道を整備L、連結すること、を提案し要望します。

⑥私達当会は、皆様に、長崎地域について、日.遺跡と歴史と生活文化の"旧市街と歴史的関連地触",『長崎アーツセンター構想』、b.新市街形成〔政治軽済機能
の集約集積と効率追求][コンパクトシティへ向けた公共生活空間形成]の浦上川河口寮俸域、C.抽象文化形成発信の「長崎水辺の森公園」、「水辺のプロムナード」
一帯:「長崎県美術館」「オベラリ、ウス/シンフ辻二ー・ホール.「長崎音稾堂構想』」以上、三角"トライアングル"構造、さらに、d.北都:浦上方面に[長崎原子爆弾
被爆遺跡整儀構想]、..南部:柳埠頭に第ニバース設置とアジア資本による自由な開発型観光[長崎国際第二中華街構想]、の海摩河川沿燦の線"ライン"楕造、

又、f.『長崎中央緑地計画構想』(都市長崎のバックボーンの提示)、即ち、幅軽する都市動線形成、連結しわかりやすい都市構造、徒歩、自転車、公共交通、自動

車と複数の移動手段を併せた、都市への行為浸透性の誘導による活気と軽済効某、又、匡.[畏崎キリシタンの里構想]西洋式城塞都市、長崎地域の長崎奉行支配
の内町、長崎代官支配の外町並ぴに属邑(浦上村山里庄屋懸り、浦上村淵庄屋懸り、長崎村)、大村領と佐賀領、長崎半島・彼杵半島・諌早方面、長崎県熊本県九
州日本世界の各所の関連旧観と旧跡の調査と蔓備、事象の体系化によるネットワーク効果形成による人々と諸事象の交流の形成、を提案し要望しています。

(『「長崎国際歴史文化都市構想」"日本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて/求められる街の姿~街の"価値"の再生産、復輿を越えて~水と石と土と緑と
空~魅力ある街づくり』 2019年(平成31年)1月18日金曜日養生所を考える会代表池知和恭:随時改訂:参照下さい)

(9)遺跡のネットワーク効果の形成と活用

私達当会は、皆様に、憂崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して、私達当会が提案する、長崎秦行所西投所等遺跡群の中範囲、火範囲の遺跡の調査と保存と
整備、歴史と情報の調査、その体系化と惰報発信、又、世界の遺跡と歴史と惰報の調査、その体系化と情報発信、によって様々な事象間に様々な関係性を形成し
(遺跡のネツトワーク効果の形成)、之を基盤とする人的並びに諸事象の交流の実現、を提案し要望します。

ー^^■.■^^一闇◆■^^●"■●^●^●●^●^^●^.^ー^^^^●.ー^^.■●"●一^一■一』■^弔^■^■^■一^.^Ξ一^一■.゛-1.Ξ一一Ξ^ー^^■
.^^

^^弔.尋^^1■■●^'区冒弔◆^ーー^^^,■^^^^.^^'^.^
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Ⅲ.長崎地域の桜町地区遺跡群について

私違当会は、皆様に、長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、以下、認識し提案L蔓望します。

1.長崎地域の桜町地区遣跡群の性格

0)私達当会は、当該の遺跡群にっいて、石暑時代遺跡、縄文時代遺跡、弥生時代遺跡、古代遭跡、中世遺跡、近世遺跡、近代遺跡,長崎啄子燭弾被爆遮跡、現代遣跡、と想定します.

桜町還跡では、遇去の遣跡調嵳により、中世近世町家の遣跡のほか、伯95年(平成7年!旧豊後町北側峯部)13世紀の中国竜泉窯系青磁碗15世紀後半期の中国明代の染付鋺(長崎
県)、1996年(平成日年:皇後町北傭西中部)16世紀末禁から17世紀中葉頃を主休とする中国軍南アジア鞠磁器、縄文時代と推寮される集中Lた黒曜石片、1997年(平成9年:旧東町西
側南部"6世紀末から17世紀の遺物、円98年(平成10年)~1999年(平成11年:旧薫町西側北部力6世紀末期一19世紀中紫にかけての中国寮南アジア日本の階磁器又ドイツ.ライン
妬暑、土坑茎に中世+四世紀前貨に埋葬と推定の女性の人骨一体(下顎骨、上肢骨、下肢骨)、2001年(平成13年:旧引地町)国産の近世幽磁嬰を主体とする遺物、再堆積の可能性があ
る縄文時代の黒曜石製石懲、剥片、砕片、弥生土嘉、寛文3年0663年)の火火後、稟西二段に分割されていた敷地が早坦に造成されたことが看取される痕跡、が検出されています。

(2)都市長崎遺跡として

(古代中世の舵前丹治比氏長崎氏の根拠都市の機能地域としての長崎の丘一古来の墓域一藁アジア交島准湾施設、中世近世の西洋式城塞都市、近世の長崎奉行在所の城下町一築地一
墨崎惣町八十憧町の内町一長崎奉行所西役所一日本聞国の玄闘一長嶋滋軍伝奮一医学伝胃、近代の市街一近代埋立造成と治水一長崎原子爆弾被爆遭跡一現代の市街)

私違当会は、当該の遺跡群にっいて、中世末期から江戸初期牢でに、ローマ・カトリックと有鳥氏と大村市と謙々な白本人によって形成された、長崎の丘の譽梁の茜洋式の城塞都市、即ち、
婁害(石垣)とーノ堀並びに大堀(ーノ堀)、二の堀、三ノ堀の内に影成する中世の自治都市、又、近世の喪崎奉行在所の城下町、墨崎惣町ハ十箇剛のうち長崎豪行支配の「内町」住寛永長
崎港図」に見える)にっいて、モの南端に位置する外捕町の岬の敏会と広場一嵩、又、糸割特摺老会所~長崎奉行所~憂崎奉行所西役所等に相対し、二の堀、三ノ堀に囲まれ、その北端を
形成する処、重要遺跡である、と理解Lます.

燕近世の明和年間0764年一1772年"月)のr長崎惣助絵図』では.当該の長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、以下、硫認できます.
.硯在の行政区画である桜町は、r墨嶋惣町絵園1では、小川町の南稟部分、内中町、梗町、引地町の北都、豊後町の北部、で楕成されます。
.摂町の、南に隣接Lてニノ堀、北部に三ノ堀、が確認できます.
・櫻町の、廩都に「飾屋舗」(牢屋數)、が破琵できます.

Φ認前丹治比氏である甚崎氏の根拠郷市の檀能地域としての長崎の丘

ア)日本古来の民惜的な埋葬郵送の地としての遺跡

イ)棄アジア交島淺湾籠般としての遁跡

ウ)長崎港や地域の象徴的な場所として一神社、祭祀等の逼跡

②西洋式城塞都市として

ア)ニノ堀(桜町南部にM挫)、三ノ堀(桜町北部)遺跡

中世近世の桂町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内町、東に引地町により区切られます.

イ)"土地の造形"(土地造成の逼跡)

大堀からニノ堀、三ノ堀の地区にかけて、岬の教金から大堀の地域までの丘陵頂都の東西の広範囲の乎坦な高石垣による規格釣な土地造晟が減退し、斜面に沿った小区面と一般的な石
垣による非規格的な土地造成が散見されます.堤合によっては、上那に石垣を基都に土羽を併用L平面に繰斜面や不整地を婁存する土地造成があったと想定します.

③中世宋期から近世初期の切支丹遺跡として

ア)サンフランシスコ教金【桜町藁側東部:1611年(慶長16年)~1614年(慶長19年)r桜町還跡2000年」喪崎市埋匙文化財調査協臓会』)遺跡

④近世の郭市遺跡として

ア)近世の「内町」の町家逢跡(元禄柁0699)年には、内町外町の区別は撤廃され,総町は長崎奉行の支配となっナニ。『桜町遣跡199日年3月長崎市埋蔵文化財詳査地朧会」)

イ)ニノ堀(桜町南部に隣接)、三ノ堀(桂町北部)還跡

中燈近世の桜町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内町、東に引地町により区切られます.
ニノ堀が遮存L、三ノ堀が埋め立てられたようです.

ウ)「町年寄高嶋家」(桜町西側南都)遺鉢

エ)「肺屋替」(牢屋敷)(桜町棄側棄都:サンフランシスコ教会跡:1620年(元和6年)~1882年【明治15年)r桜町還跡2000年長崎市埋蔵文化財調壷橿識金』)遁跡

・天正年間一皇臣秀吉力q南)風町(現在の長崎市諏訪神社下辺り)に囚煮を設置。

.1600年(慶長5年)一囚獄を(南)爵町から桜町に移転.(以上、wlkiP暈di.「長崎刑務所」最共董新2020年2月13日(木)12:54)

⑤近代の都市遁跡として

ア)長崎区役所一憂嶋市役所(桜町西側南都:町年審高嶋欺跡一帯)遺跡

.1878年(明治"年"0月28日墨崎県.郡区町村麺制法の公布により、従来の大小区制を廃止して長崎市街一円を長嶋区とする.識政擾関として区会が設けられ、執行擾闡として区役
所を勝山小学校内に設置し、10.21 初代区長に家永恭種を任命。

・1878年{明治11年"1月20日長崎区役所を開庁.

・1882年(明治15年)7月7日初めて長崎区議会を開設、叢長に西道仙が選任される。

・1884年(明治17年)4月一桜町に区役所・戸長事務取扱所及び識事堂完成.(町年寄高嶋家跡一帯)

,18日4年(明治17年)5月1日区役所,戸憂享務取扱所及び議事堂の開庁式をあげ、5月4日から移転執務.

・18B9年【明治22年)4月1日長崎区に市制が施行され、長崎市が誕生.

・18B9年(明治22年)8月9日長崎市投所が開庁される。

.1889年(明治22年玲月10日開庁式を行う.(旧長喝区役所庁舎をそのまま引き継ぎ、市役所庁舎に当てられた).
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イ)桜町囚獄(桜町藁側藁都:蔽慶舗【牢厘敷)跡:サンフランシスコ椴金跡)遣跡

.明治主壬申正月0872年)謡役所図の牢里の蛙図の島山町側の年響屠宅の部分にr閣治玉壬南正月払下げ地坪百八十七坪共」庄た絶坪撒七百四十酉坪余の下に「内払T,1正残り玉百玉十七坪素」と明治紅斬以降の窒化が素書で書き込ま
札ている.この轤園が明治になうても役所で便用されていたことが"かる.け長岐牲図帖の世昇」PI04)

・1日74年(明治7年)4月一桂町囚獄を長崎本獄に改称.

,1076年(明浩g年"月一長鴫豊割こ改蒋.

.1卵2卸(明治15年)一長時村片霜蛭に特転.【長崎宝獄を、西南戟,に降Lτ設置さhた片淵の長M軍団販病峡の誹に移転.r墨時雑図帖の世界」P44PI04」

・190B年(明治41卑M月一旧北冨棄弼算早村ι鯨早市野中町)に、玉大皇窒【干案監黙・棄良豊黒・金侃監獄・墨崎豊獄,座児島覧獄」のーつとして闘設.

.1922年{大正11拝}10河一畏畦刑盲所に改弊.(凱上W11'三P.';.t墨時刑"所」最終亜新2皿0年ユ月口白{木】

.1927尋(昭和2卑均月に.呈靖市松山町.岡町.揺口町にまたがる轤ネ井乏迂或し断設された,(wlk;P●i.r長峰剤茂所諭と劃蕪主所跡』最雑更断1019年1ユ月5日ι木〕n05)

・198宮年{昭和63年」4月一墨時剤弦所.移艶計画決定.

.190皇虹(早或4年)一理在地{謹卑市小川欧}」二邦転.(..旧刑癌所乏設計Lた山下客次郎はジ¥ズピアニスト山下洋輔の拍父一以上WI、;0.d;.「長M剥残所」量特更新ユm0鼻ユ月B目{木)ロ:関)

.2007年【平慮19却」一旧長嶋劃衰所.一剖【正門など)を甚しτ航体.(W;ω"dl.r旧長帳剤務所」最終更斬ユ017拝11月26白(白104,5')

ウ)長嶋西彼杵那役所(桜町東側棄部:箭屋舗{牢雁敷)跡:サンフランシスコ教会跡)遺鋳

.1878卑【明告Ⅱ年"0月28日墨幡鳥で導区断村蝿制怯の帳行により,西智杵弊等が見足.弊役所が¥憂時判に殻畳.

.1君97卑【明抽■0年】'月1日郡割を城行.

,192ヨ年t大正12卑)4月1白導金が鼻1ヒ.罫役所捻昇疑.

.192日年【大正15卑)7月1日嚇投僻厶4廃IL.以堤は堤賊区分名奪と々る.

エ)長嶋税務監督局一長嶋税務署(控町棄側西北部)這跡

.1胞●6卑【覗治2゛卑】全醒仁ユ3の税表管理島七520の税務暑が割畿される.

.1902年【明胎35卑】全皿に1邑の裳客壁督鳥が段置され、税癌暑力t513と#る.{九州では.長崎巍表豊督局、誠嵐糎癌監腎局、座児島税辱窒青局】

,1ヨ09卑【噛虐42年】T1月E日長陣税鳥壁督馬(畳嶋・住質高県の畏鴨呈を謁擢堂督).行政整壇によつて塵止され、餓本税癌豊督局に悔合される.

オ)長崎樹業会諾所一憂崎吻工会臓所(桜町1妻地:桜町稟側北都:箭駆鋪(牢軍敷)跡北部:サンワランシスコ教会跡北部)遁跡

,1879年【眺趣12年"0月1日笹町107暑埠の栓田南行」こおいて墨幽鹿庄壷諦所党足.

.1■83年【聴他16卑)5河政府は.匡剛村や五合区町村「二青工会妄設萱,ることができる胃妄布連.

.1罰83年【明治16卑)12月長岬高佳会調所を改晒し.憂嶋南工皇を股立.事癌断を桂町40書戸に置く.

.18伽年【帆地20卑】12月27白員幽君大臣哉扉象二郎より畏峰晦婁全陥所設立記可招令下される.磨煮会躍所条例に菖づき.畏鵠幽工金を長頗膏素虫躍所に改組.享務所を大村町(理在の万才町】の墨時貿昌筒案金所に量(.

,1003年【耽物ヨ6年)4月磨嘉金諭斯壁妬行にともない.墨時盲粛金鯖所を改組.

.10lg年【大正B年"1月15日呈峰画粛会凱所、六村町の墨崎貿冨商寓会所小ら柱盾「1暑地の先曇岐牧務壁瞥局跡【当時長崎曇璃署:桜町集樹西凌習)1=移る.

.1卓ユ0年【大正0拝13月社旦の大改量工事に誓工.

.192皇卑【大正11年】2月10日牡厘の大改葦工事.焦a期*で全嘗幕卓.

【轟峻声貫金誕馬旦当誌改螢につき.壬の堤所を薫方、師ち、長峡西櫨杵罫投所(蓋亜健(牢厘霊)葺:サンコ5ンシ叉コ靴生餅)北郁、へ盛圭Lて憾義か)

,192B年ι■和3年拍月6日昭和3却1月画工金腫所法が算行.記可安申諭.且貞0目付告もって認可があり、墨崎剛宴壷甑所を斬生に轟づ(長鯉高工虫鳳所へ改網.

.1043年(昭和IE卑】9月0日昭扣18年3月陶工是躋金まが分布、園年6月妬行さ札て.岡年9廠6白長仙県幽工鰻済金臭昆.

.1゛43年【電和18偲】9月2B白臺嶋喜工会嵩所を懐敷.

カ)長崎啄爆被災遣跡として

,1945卑【昭和20鼻】丑月0日想0地帝の火史に女いで正午逼ぎ、旧市内で薫2女火爽が見生.ι旧市内の火額垢斎では、主蔓宮庁衝の市役所と県庁を軸ぷ嵩音が中心と幸っ,二が、ここでは最大匡連日励の穎場旦を生じて猛卑を抵るい.更に童側
のがけ下の叢釘,ネ下町小らぎ屋町・●魚旬に延航し.夜中に小けτ約30力町が全快この算2攻史責で県庁・憂嶋抽方坐判所・憂峡区堂物所・両検事局・キ悼多劃便局・市*道詠t望町)・轟峰断閉牡・白本●貫峡行憂嶋支店、墨嶋堂子嵩詔学峻な
と女々に琵燐し,火青は長暁市庁命に適ったが、庁舎防衛の塙火矯幽と旦幽きの一転によって'危うく驫磯を免れた.

,旧笈町は,業側北佃に強制運醐がある処、旺ぼ皇岬厚爆薑寅による踊無を免れた.と掩定L韮サ'.

⑥現代の郁市遺跡として

ア)桜町の立体交差r桜橘」(旧桂町、旧内中町、旧小川町の北部一帯を掬剛破壊)

・19辱4年{露和29年地月20白桜町の立体交豊r柱糧」完霞し.圃蓋式を牟行.

イ)長筒市役所(旧桜町西側南都:町年審高嶋家跡一痔゛旧桜町西側北部:町年寄高嶋家跡一帯)

.1958卑{冊和33年}3月20日牟後9時36分=ろ市塑会事ヨ局付近,ら出火、長岐剛投所庁書之階の大半を渦失

・1郎9年(昭和34年)4月1白轟鴫市制70属卑・長崎市庁舎禁或・開杖3即年立念式典を長嶋市庁舎屋上で畢行.(旧桂町の旧畏崎市庁舎の北倒一吾の弥制醍閉地)

ウ)長崎嵩工金識所(旧桜町系側北都:西彼杵郡役所跡北郁:艦屋舗(牢屋敷)跡北部:サンフランシスニ教会跡北部)

.1g46年【昭和21年"0月牡南まAヨ宰両工粛胤所の兜昆.燭年10月8B社昂庄A憂鴫画工貞熱所の典足.

・1960卑(靭舶之5年)き月所里の火訓とその夜旧.

.1牙舌0年(霜和25年"1月30日昭和2E卑5月ι牡団生A)商工金縦所庄の制定埠行により.閑年11月30白に認可を受けて.牡団捷人長時圏工会糎所を再疉足.

・1゛54年ι寵和20年)7月1日晒和28卑10月1日斬匪工金躍高生が真行.特辱忌人墨嶋西工金躍所人改岨艶昆.

・1963年(昭和ヨ8年j3月7白匡道34号薫の桂江工享で、甚崎幽工壷処所の敢り塩L始まる.

.1964卑'卵和39年】2月17日長蝿高工虫諸所.暴崎駅詑大黒剛のr墨崎交逼屋宴ビ1レ」を斡所式.移転、

.19ヨ0年{昭和55卑"2"墨埼画工金埋所.柾町覇所遷1長蝿嘉工金並」峻工.

.19且1年{昭和56年"月墨鵠商工貞誰所、柱町斬所皇t轟時高工会館」落虚弐

エ】長鰻市庁書割鱈{旧柱町童側童傑:西讐杵瓢役所尋:憂岐高実会鼠所一育工会躍所卦軍琵:寵亜督(牢旦數】誹;"ンフランシスニ敦金僻)

・1966年(略和41年)1貫21日畏鴫市庁告別趣菓匪.

オ)長柚刑務所

,19B且年【晒牝6ヨ年)4月一畳晦鯛毎所.邦転1十階決定.

.1992卑(竿成4年)一現在賠{諌早市小川町】」二移転.{,・1B刑癌所を設計Lた山下啓炭肌はジャズピ丁ニユト山下澤憾の眼父・・以とⅧklp.d;.r轟崎劃疹所」畳斡更斬2020年ユ月11日【木}P:郭)

・2007年(平慮19卑】一旧長峠刑署所.一僻{正門など)を残して用休.(wikiP●1.r旧長晦刑包断」最蛙更価ユ017卑11月ユ6日【日)04:561
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2.私達当会の長崎地域の桜町地区過跡群の現状への想定

0)"土地の造形"(土地造成の遭跡)の現状への想定

私達当会は、桜町地区の旧桜町の"土地の造形"(土地造成の遺跡)の現状にっいて、近代に於いて、「長崎区役所一長崎市役所」の建築、「長崎税務監督局一長崎税務署一長崎商業会樵
所」の建築と土地造成があり、硯代に於いて、円54年(鼠和29年)桜町の立体交差「桜柵」の完成により,北都の一端が完全に掘剤され、1959年(昭和34年)「畏断市役所本館」竣工、19
66年(晒和41年)「長崎市役所別館」幕成の建築があり、土地の形質の変憂が想建できる処、中央道路の西側並ぴに稾側共に、全体として、中世から近世にかけての茜洋式城塞都市の市
中としての"土地の造形"が、大略、遺存している、と想定します。

私達当会は、旧桜町東倒の"土地の造形"にっいて、近世までの造形は、旧桜町系側西部が中决道標高を基準とする標高(高)に対し、旧桜町藁憾棄都は亰部道路操高を甚準とする操高
(低)であると推定する処、1919年(大正8年)から1922年(大正11年)の旧桜町東樹西北部の元長崎税務監賢局跡(当時長崎税務署)への長崎商業会簾所の入居と改隻に際して、桜町
藁劉北部一帯に於いて、元長掲税務監督局敷地に連続して、業部への盛土による建築地所の拡張があり、1966卑(昭和41年)1月21日長崎市庁舎別館落成へ向けて、当該の盛土都分
の掘削があり、擬略復旧した可能牲がある、と想定Lます.

【2)遺跡の現状への想定

私違当会は、桜町地区の旧桜町の遺跡の理状に0いて、一箒の、"土地の造形"(土地造成の遺跡)が、大略、遣存する、と想定する処より、本紙"1.長崎地域の桜町地区遺跡群の性格"に
託す、石器時代遺跡、縄文時代遣跡、弥生時代還跡、古代遺跡、中世遺跡、近世遣跡、近代遺跡、甚嶋原子爆弾櫨爆逼跡、現代遺跡、都市長崎遺跡、が一定の密度を保持して遺存する可
能性がある、と慈定Lます.

3.私達当会の長崎地域の桜町地区逼跡群への認識

0)私達当会は、長崎地域の桜町地信遣跡群にっいて、以下、認巌します。

①私違当金は、当該の遺跡聨に0いて、先史時代より今日まで、人類の活動が、広い時代に亘って重層L、樺々に関連した活動により鳳帳した性格を保持する.豊かな遺跡群である、と認
謙Lます.

②私違当会は、当該の遁跡群にっいて、都市長崎還跡として、中世末期から江戸初期までに、ローマ・カトリックと有馬氏と大村市と様々な日本人によって形成された、長崎の丘の脊梁の西
洋式の城塞都市、即ち、要塞(石垣)とーノ堀並びに大堀(ーノ堀)、二の堀、三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の長傭棄行在所の城下町、長崎惣町八十抽町のうち長崎毒行
支配の「内町」(「寛永長嶋准図」に見える)!こつぃて、その南端に位置ずる外蒲町の岬の敏会と広堵一帯、又、糸劃符宿老会所~畏嶋奉行所~長崎奉行所西役所等に相対L、二の堀、三ノ
堀に囲まれ、モの北蟠を影成する憾、重要這跡である、と認識Lます.

③私達当会は、当該の遺跡群にっいて、サンフランシスコ教会、箭屋舗〔牢屋敷)、町却寄高嶋家、等、日本地域に於ける人類の特臭な活動を証搬する複教の遺跡を包含する処、重要通跡
で畠る、と認嵐します.

私連当会は、桂町の牢屋融にっいて、(南)馬町囚獄、又、桜馬場西坂両所の牢屋敷を、桜町屋敷地に囚煮履試を移した、とされ、又、大村の本小路に大村牢が作られた、とされ、桜馬場に
牢屋が並存した可能性が撲摘され、濁牢が馬込郷【古清)、浦上村かっくい庫の濯牢(新清)が造られ、長崎代官付匪の牢遷が小島郷の高島秋帆旧邸の南に建設された、とされる処、当誌
の桜町の牢遷敷は、朋治以降の行政に継承され、桜町囚獄となり、長崎本獄、長崎監寡に改称、長崎監獄を、西南戦争に際して片滅に設置された長嶋軍団仮病饒の鯏こ移転、、1908年
(明治41年)長崎壁獄を、北高来郡綜早村に玉大監獄のひとっとして聞設、円22年(大正"年)長崎監獄を、甚鴫刑務所と改称、1927年【昭和2年)長嶋刑務所演上刑務支所を浦と地区
の雑木林を造成して新設したとされ、1945年(昭和20年)8月9日長鳩刑務所浦上刑務支所は、アメリカ累による長崎原子爆弾投下に被爆、19勺2年(平成4年)長崎刑務所を諌早市小川
町に移転し、現在、之が、存読する、と理解します.
私連当金は、当該の桜町の牢屋敷の存在に?いて、江戸の御公儀(幕府){=よって、江戸靭期に、それまでの施設を集約養備され、後、伺時代の図面史料も精密であり、当時の行政上の

性格が推し測られ,且っ、近代瑛代の日本の行政捜関としての監剣刑務所に、近世靭期より、連経して、喧接に組轍を継承する、唯一最古の明らかな疉靖である、と想定し得る処、又、長峡
地域に於いて、江戸幕麻から明治政府への行政憾構の挫移が断絶ではなく遅続的であることを示唆し、歴史上、且っ、学術上、極めて重蔓で島り、問時に、希少である、と認嵐します0

④私違当金は、当該の遺跡群にっいて、近代の裏崎市投所庁書、裏崎税務監督局一長崎貌務暑一長崎商業会議所一長鴫榔工金縢所、現代の桜樗と立休交整、喪嶋市役所本館、墨崎市
投所別館、長崎市臓会、桜町公園等、を認腫します.

私違当金は、甚燭地域の桜町地区還跡群にっいて,本紙白一0)一①、②、③、④を同鋳に包含L、且っ、遣跡の存在と実態を補完し傍証する詳細な記録責料が複数現存し、一体として、
希少であり、貫要通跡で畠る、と認蹴Lます。

4.私連当会の皆様への長嶋地域の桜町地区量跡群についての提案と要望

0)遺跡の樽想について

①私達当会は、皆様に、長嶋の丘の脊梁を主たる"土地の造形"とする、ローマ・カトリックと有鵬氏と大村市と様々な日本人によって形成された、西洋式の城塞都市の遍跡、又隣接するー
帯、又近隣の闘連地域にっいて、本来の遺跡と歴史の闘係の在り方に従い、漸次、踏査、箕料調査より、発掘調査へと、瀬次、計両的に、遺跡諭査を実施L、その全休と個別遺跡の性格を
明らかにしっつ、様々な開発との憐整を行い、逼跡の現状保存を実施することにより、又は、憶測の余地のない再建によって、遺跡の全体を修復しっつ顛現すること、を提案し要望します.

②私違当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区逼跡群にっいて、当該の西洋式の城塞郵市の柵成に槌いて、南靖を構成する岬の敏会一糸割符摺老会所一長崎奉行所(西役所)等
逼跡群と相対L、旦っ、発展し拡張する市中の北蟻を構成する重要槌点と認識し、岬の教会一糸割符宿老金所一甚嶋豪行所【西役所)等遺跡巽と伺等の扱いにより、一体の遣跡の調査と保
存と活用を形成ずること、を提案L蔓望します.

(2)長崎地域の桜町地区遺跡群の遣跡としての調査と保存と活用について

①私違当会は、皆様に、当技の甚崎地域の桜町地区遣跡群にっいて、現状保存する二とを提案L憂望Lます.

②私達当会は、皆様に、当蝕の長崎地域の桜町地区遣跡巽にっいて、現状保存を前提とした活用のための発掘等週鉢調査を選択すること、を提案し要望します.

③私遅当金は、皆概に、当談の長崎地域の桜町地区遣跡群に関する現状保存を前提とした活用のための発掘等還跡調査にっいて、上層の退跡の現状保存を前提として、より下屠の遺跡
を調査すること、を提案L要望Lます.

(3)長崎地域の桜町地区遭跡群の土壊汚染の可蛇性と当註の調査について

私建当会は、皆様に、当該の長嶋地域の桜町地区這跡群に関L、長崎区役所庁舎一甚崎市役所庁舎、長崎商業会縦所一長嶋商工会雄所、長嶋市役所本館、長崎市役所別館、その他の
逼去の土地の利用にっいて、土壊汚染、並びに、水質汚濁の虫来、又、モの有無の精査、又は,土壌汚染状況調査.を実施すること、を提案L要望Lます0

私違当会は、皆様に、当該の土地の利用に関する、土填汚榮、並びに、水質汚濁のの由来、又、その有無の精査、又は、土壌汚榮状況調査、並ぴに、土壌汚染,並びに、水質汚濁の対策、
並びに、当誠の土地の遺跡の調査、保存、活吊が、夫々、同時に、完全に両立する方怯を選択オるこ七、を提案し要望しまず.

(4)第三者による調査捜源委員金の設置と調査主体の連携

私違当会は、皆様に、当該の畏崎地域の桜町地区遺跡群に聞する、遺跡の撫怨と現状保存を前提とした活用のための発提等遣跡調査、並びに、土孃汚染、並びに、水質汚濁に閲する調
査と対策にっいて、地上地下の建築物その他の建造物の解休と撤去、並びに、資料並びに発掘掘削等調査、対策に於いて、第三者による調査指導委員会を設置L、調査指導委員会と調
査主体が惰報交換L連携して、遣跡地の調査と活用と対築の方針と方法と行浅と進捗とその管理を行うこと、を提案L蔓望します.

(5)遺跡、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚浸に聞する調査、保存、活用、対策の遇程の一般公開

私連当会は、皆樺に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群に闡する、遺跡の携想と現状保存を前提とした活用のための発掘等遺躋調査、並びに、土塙汚染、並びに、水質汚渇に関ずる調
査と対策にっいて、地上地下の建築物その他の建造物の解体と撤去、並びに、資料並びに発掘掘削等調査、対策に於いて、還跡地の調査と活用と対策の方針と方怯と行告と進捗とその
管理を、問時的に.一般公開し、且つ、相互に楕報交換すること.を提案L蔓望します。
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5.私連当金の皆様への墨崎地域の桜町地区遺跡群の保存と活用に関連ずる提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡の地に於いては、遺跡たる事象を優先して、様々な行岩を認識する二と、を提案し要望します。

私遣当会は、皆様に、当該の長嶋地増の桜町地区遺鋳群の保存と活用に嬰連Lて、以下の隻更を、提案L要望しま゛。

ロ)長崎市が計画する長崎市役所別舘土地への公用軍駐車場(約170台)建設について

①私違当会は、皆様に、長嶋市魚の町遺跡を建設用地に、長崎市が計画L実施中の新しい長崎市役所庁会の建設にっいて、公用車粧車場設置を含頭に、比較的、広い用地面積を確保し
やすい、浦上川珂口寮岸域へ変更すること、例えば、MICE施設との合築、又は、三蔓重工業株式会社長協造船所幸町工場地に於ける民間再開廃地域に於ける用地確保と塗築、又は、各
種民間詫設との合築を計画し実施すること、を提案し蔓望します。

②私達当会は、皆様に、長崎市魚の町遺跡を建設用地に、長崎市が計画L実施中の新しい長崎市役所庁舎の設計を窒更し、公用単駐章場にっいて、当該斤舎内に設置すること、を提案L
要望します.

③私違当会は、昔様に、当該の公尼車駐車場について.現在の市営桜町駐車場を代用すること、を提案し蔓望します。

(2)長崎市が計画する長崎市役所本館土地への文化芸術ホール建設について

私連当会は、皆様に、当嚴の文化主術ホールの建設について、私達当金が、皆様に.r長崎国際歴史文化都市栴想」(2019年【平成31年"月18日金曜日改訂5版:2020年(令和2
年)2月16白日曜白養生所を考える会代叢池知和恭)で提案し要望している、長崎永辺の纛公園一水辺のプロムナードー長随県美術趣一帯に於ける、オペラリ、ウスーシンフ*ニー・
ホール(仮称)「墨嶋音棄堂」の新設に施設共用すること、を提案L要望します。

6.私違当会が、皆様に、桜町で、提業し要望しているr長崎アーツ・センター楕想』1=ついて

私連当金は、皆様に、「長嶋国際歴史文化都市楕想」(2019年(早成31年)1月18日金曜日改訂5版:2020年【令和2卑)2月16日日曜日養生所を考える会代壷池知和恭)で提案
している『長崎アーツ・センター栴想」について、桜町地区遭跡鮮に於ける遺跡保存を優先Lて.之を、第二義案に取り下げ、墨崎水辺の専公面地区への発農案と慶重し、一帯に於ける、抽象
文化分野茎術との連携、活動の鼻展を期持します.

私違当会は、私連人類の遺跡と歴史の真実にういて、之を、私連人類の存在の本源で在り術る、と琵繊Lます.

私速当金は、適跡七歴史の真実が、私連人顛の逼跳の最火の活用となる、と認炭します.

フ.私違当会の遺跡群の調査と保存と活用への理解

0)遺跡の調査について

私連当会は、遺跡の調査につぃて、私遣人頻が、私速人頻の活動の痕跡である、遺跡の実態と諸峯象との諸関係とモの性格を確認すること、と理解します。

(2)迫跡の保存について

私違当会は、遺跡の保存について、私違人類が、適跡の損壊と損耗を免れる措置を執る二と、その結果として、遣跡が損壊と損耗を免れること、ι理解します.

伯)遮跡の活用について

私連当会は、遺跡の活用に0いて、遺跡がモこに在ること、同時に、私達人顛がその逼跡の存在を、癒謙し、認知L、認牒する二と、と理解します。

且,参考資料

臼)長崎惣町絵図(甚崎塵史文化博物館)

(2)長崎市地番入分割圏
27 業中町、小川町

(3)最新希密長峡市街地■昭和26年【長崎歴史文化博物館)

(4)長嶋商工倉黛所絵ハガキ【長崎) 15801 【長嶋歴史文化博物館)

(5)長嶋西彼井郡役所絵ハガキ(長崎) 68901【長暢歴史堂化博物館)

(6)r長崎おもいで触歩昭和30年代の街角」 1994年10月12白初版発行 2004年7月8日4版発行薯者真木満発行者頁木雌司発行所有限会社奏光社

市内著名緑名所案内窒費元聖文牡長崎大正八年七月十日量行
櫻町、勝山町.ハ冒戻町、内中町 21 袋町、今魚町、本大工岡,引地町、酒屋町(2)(喪崎歴史文化博物館)

0)r長峡市史年表」昭和56年3月20臼発行緬集長崎市史年巌帽さん委員会発行長暢市役所長嶋市桜町2妻22号印刷藤木博英牡長崎市万屋町5看13号

(8)r捺町遣跡オフィスビル建設に伴う埋憲文化財発掘報告書1998年3月長崎市埋鳶文化財調査協簾会」

(9)「桜町遺跡サンガーデン桜町マンション建設に伴う埋離文化財発掘報告書2000年長崎市埋蔵文化財調査協議金」 2000年5月31日売行長嶋市埋蔵文化財調査協鞭会

00)bルバム長崎百年奉の長崎秘蔵絵禁害コレクション』 2005年2月25日初版馳行梯著づライアン・バーウガフ二 B"皐n Burk.・Gofhl.y 鼻行人松田嬉一縄集人堀憲昭
馳行所採式会社甚崎文献社

01)『復元!江戸時代の長崎↓ 2009(平成21)年8月30日初版晃行裡著者布袋厚髭行所株式会社長崎文献社
PI04-PI05 第四章雑圓にみる町のうつりかわり 6 幻の内中町秀吉の時代につくられた町の運命
P128-P129 第玉章長崎の名所・旧踴いま・昔 7 そ二に拷間所があったいまの長嫡市役所別館は「桜町牢屋」の跡

〆

Π2)r長崎惣町復元図」 2009(平成21)年8月30日靭版発行 2012年2月20日第3番発行纏薯者布袋厚発行所株式会社長崎文献社

03)r中世長崎の甚礎的研突』 20T1年12月"日発行著者外山幹夫発行者田中大発行所有限金社思文閣出版

04)r一米軍撮影一長甥釜爆荒野鍍爆70周年に間う「戦争と平和」」尭行日2015年(早成27)7月30白釖版第一刷
緬著長嶋立献社発行人柴田蔓孝纏集人堀憲陌発行所株式会社長崎文献牡
P38-P89 原爆投下前の長崎市の航空写真 P40-P41 啄爆投下後の長暢市の航空写真

05)r長鯖絵図帖の世界」発行日初版2018年5月20日薯者大井昇発行人片山仁志編集人堀憲紹発行所株式金社長崎文献社
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IV.養生所/(長崎)医学校等遺跡("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"関連区域")について

(ア)私達当会は、当該遺跡地の"中核区域"内に於いて、遺跡を掘削して行う、長崎市立仁田佐古小学校建設、並びに、外周道路拡
幅建設の計画の実施が進行する状況を勘案し、以下、A.日.C. D.E.F.各案を例示します。

A.B.C.D.E.案は、長崎市立仁田佐古小学校にっいて、当初検討の複數の建設用地候補地等の当該遺跡地以外地への設置
を前提とします。

私達当会は、A案にっいて、原体である遺跡(非意図)、B. C.案にっいて、原体である遺跡を基盤とする、芸術(アート:意図)とし
ての変奏、又は変奏の付加、と理解し得ると理解する処、当該小学校校舎等施設の部分的竣工と2020年4月よりの小学校としての共
用開始により、人類の非意図たる遺跡と人類の非意図たる建設途中の小学校施設建物の建設取消たる途次の状態に関する人類の非
意図たる一貫性が消滅した為、当該の日.C.案を廃案とします。私達当会は、D案にっいて、小学校校舎等施設の部分的竣工と2
020年4月よりの小学校としての共用開始を受けて、又、E案にっいて、2019年12月以降の世界的な新型コロナウィルス感染症の蔓
延を受けての新常態(ニュー.ノーマル)を意図し、発展的に追加します。 G.案は、A. B. C. D, E.F.各案に附随させます。

私達当会は、D.E.案を採択して、之を、皆様に、提案し要望します。

A,建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の遺跡の全域
の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並ぴに、甲種長崎医学校講堂
建物の再建、保全と継承と活用。

[遺跡としての、空間の造形とその構造物、並ぴに、一部の建物再建]

B.建設途中の小学校施設建物の途次の状態、並びに、遺跡再建を優先する一部破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、関連す
る教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並びに、当該遺跡の中核区域(建物敷地
と外周道路等)の全域の謂査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物一甲種医
学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。
[芸術且っ遺跡(アート:意図、且っ、その経緯としての痕跡)としての完成しない建築物、原体である遺跡としての、空問の造形とその
構造物、並びに、一部の建物再建]

C.建設完了の小学校施設建物の完成の状態、並びに、遺跡再建を優先する一部破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、遺跡と
その関係事象に関連する教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並びに、当該遺跡
の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物
又は敷設物一甲種医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。
[芸術且っ遺跡(アート:意図、且っ、その経緯としての痕跡)としての破壊される建築物、原体である遺跡としての、空間の造形とその
構造物、並びに、一部の建物再建]

D.建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路
等)の遺跡の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種
長崎医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。
[遺跡としての、空間の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]
建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物の遺跡とその関係事象に関連する教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供
用の可能性の検討。

[小学校施設建物の遺跡附随施設としての転用供用の可能性の検討]

E.建設竣工並ぴに建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路
等)の遺跡の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種
長崎医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。
[遺跡としての、空閻の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]
建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物の感染症医療又療養施設としての転用供用の可能性の検討。
当該検討は、新型コロナウィルス感染症出現による新常態(ニュー・ノーマル)を整備する意図を有する。当該検討は、当該遺跡の養生
所ノ(長崎)医学校、並びに、明治14年8月a881年)以降昭和28年0953年)頃まで感染症たる梅毒に対する梅毒病院として運用さ
れた土地の利用の履歴を継承する実態を有する。当該地は、佐古の丘の南端頂部に位置し風通しもよく、当該地から長崎港や稲佐
山方面への眺望もよく、遺跡地は散策等運動にも適すると考え得る。
[小学校施設建物の感染症医療又療養施設としての転用供用の可能性の検討]

F.長崎市立仁田佐古小学校にっいて、長崎市の現在計画による建物等主要施設の建設と当該小学校の運営、当該小学校付帯設備
施工による遺跡破壊の防止、外周道路計画の廃止、並びに、旧学校敷地内の建物等主要施設の残余の土地、並びに、外周道路の土
地での遺跡の再建。

G.養生所/(長崎)医学校等遺跡の"運用区域"(病院西側)、及び、"閲連区域"(大徳寺境内並びに庫裏、大楠社の一帯)、ポンペ'ファ
ン.メールデルフォールトの養生所/精得館たる近代西洋病院の要件を具現する"佐古の丘の地形"(佐古一仁田頭の丘、周辺一帯)、
並びに、寄合町西南部の「佐古入口」より、後の養生所/精得館一帯を通り、北の「大村領」に至る旧道に於いて、遺跡の遺跡としての
認知、確認、現状保存、活用、整備、公開、継承を実現する。
同時に、当該遺跡の土地の範囲にっいて、文化財保護法による「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定する。

17/28 (/S/ノ 142



(イ)養生所/(長崎)医学校等遺跡中核区域北部一帯遺跡について

i)長崎医学校等正門両翼石垣等石垣

私達当会は、皆様に、長崎医学校等正門両翼石垣等石垣について、一連の養生所/(長崎)医

学校等遺跡の調査、保存、活用の要望の初期に、当該小学校建設の理事者に、当該遺構の歴史

と当該遺構の性格に関する情報を提供し説明して現状保存を要望し、同時に、当該小学校建設

の理事者より、「当該石垣に隣接する市道西小島稲田町1号線の北部については、所定の道路

幅(2.7m)を確保できている為道路拡幅の必要と予定が無いことより、当該石垣も現状を変更し

ないことになっている」、と回示があり、その後も、皆様に、詳細な遺跡としての情報提供を為し、

現状保存の提案と要望を行ってきた処です。

私達当会は、2m9年(平成31年)4月の理事者との打合せに於いて、理事者より敷地全体図

面の提示があり、当該図面に当該石垣の掘削の可能性を検知し、計画を確認した処、掘削の予

定が判明し、改めて、2019年(令和元年)6月以降、皆様に、別途、理事者に説明し、要望害を提

出し、また、定例議会に際して議会議長への陳情書にて、現状保存の提案と要望を明らかにして

きました。

私達当会は、長崎医学校等正門両舞石垣等石垣について、その変遷が提示できる遺跡の実態

の現状保存、又、原状回復、又、遺跡としての活用を提案し、要望します。

ii)長崎医学校等敷地東部に於ける外周道路拡幅工事で発見した敷地境界一帯遺跡

私達当会は、皆様に、日.養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域の北東部に位置する、201

8年(平成30年)1月迄の試掘/発掘調査で検出された、旧長崎市立佐古小学校北部敷地屋外運

動場東部に於ける長崎医学校等遺構又敷地境界線遺跡と想定し得る長崎医学校等北寄宿舎等

建物敷地東突端部敷地及び当該敷地境界線南面法面遺構及び隣接する長崎医学校等敷地外

周道路遺構等遺跡について、b.2m9年(令和元年)6月18日火曜日長崎市中央総合事務所

地域整備二課が、市道西小島2号線北部に関する旧長崎市立佐古小学校北部敷地屋外運動場

東部に於ける外周道路拡幅工事中に確認し、2019年(令和元年)6月19日水曜日夕刻、私達

当会が、確認した、長崎医学校等遺構又敷地境界線遺跡と想定し得る長崎医学校等敷地北部東

突端部域の、石垣(石積)及びコンクリート及び陶管等により構成される複数の構造物によるV字

型の遺構、について、2019年(令和元年)5月以降、理事者の皆様へ説明し、各々別途作成の要

望喜を提出し、また、定例議会に際して議会議長への陳情妻にて、現状保存の措置を執ることを

提案し要望しています。

私達当会は、当該日.及び、当該b.の両遺構は、連続する遺構であると推定します。

私達当会は、当該a.及び、当該b.の両遺構について、一体の遺跡として、遺跡の実態の現

状保存、又、原状回復、又、遺跡としての活用を提案し、要望します。
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V.『長崎市歴史的風致維持向上計画』並びに『国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁2
バース化』並びに『長崎県松力誹支地区再開発構想~港湾整備と一体どbたまちづくり~』にっいて

1.『長崎市歴史的風致雑持向上計画』

2020年(令和2年)3月25日水曜日長崎新聞第22面は、『長崎市歴史釣風致維持向上計画』にっいて、「政府は24日、歴史的な景観を生かしたま
ちづくりを支援するため、甚崎市が申請していた「歴史的風致維持向上計画」を認定した。歴史まちづくり法に基づく制度で、歴史的建造物の改修や買
い取りなどに、交付金を充てることができる。県内自治体の認定は初めて。・・ー・(手島聡志)」、と報道しました0

『長崎市歴史的風致雑持向上計画』!ま、①「近世長崎の町人文化にみる歴史的風致」②「中国文化の伝来にみる歴史的風致」③「長崎居留地の海外
交流にみる歴史的風致」④「外海の石積文化にみる歴史的風致」⑤「被燦継承と平和の祈りにみる歴史的風致」、の5つの歴史的風致によって構成し、
長崎市の5つの歴史的風致のうち、2つの世界文化遺産の構成資産や薫要文化財、量要伝統的建造物群保存地区等の価値の高い歴史的建造物が集
積L、かっ、歴史的資産を生かしたまちづくりの取組みを速やかに図るぺき区域として③「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」の範囲において、
重虚区蟻を設定する、計画です。
『裏崎市歴史的風致雑持向上計画』は、その方針にっいて"[歴史的風致の維持及び向上に関する方針]ー【まちづくりの方針1歴史'伝統を守り、磨き、
生かすことで、営みと賑わいが共生できるまち一a)歴史的建造物の保存・活用に関する方針.【10年後に目指す姿】歴史的建造物が適切に評価'保
存継承され、まちづくりと一体となった魅力的な活用が図られている。ー(2)歴史的建造物の周辺環境の保全・形成に関する方針:【10年後に目指す姿
】地域の歴史や自然、まちなみ等の個性を生かした魅力的なまちになっている。ー(3)歴史的な営みや活動の継承に関する方針:【10年後に目指す
姿】住みたくなる、住み続けられるまち、営みや活動を次世代に継承できる協働のまちになっている。ー(4)賑わいの創出に関する方針:【10年後に目
指す姿1長崎独自の歴史的風致が磨かれ、生かされることで、国内外の来訪者で賑わうまちになっている。"と記します0

(長崎市歴史的風致維持向上計画概要版令和二年三月認定長崎市より趣旨)

2.r国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁2バース化」並びに『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』

2020年(令和2年)4月1日水曜日長崎新聞第2面は、『長崎港2バース化計上島原道路有明一瑞穂も国交省予算配分西九州道大幅増』「国土交
通省は31日、2020年度の予算配分を公表した。長崎港松が枝埠頭に大型船2隻が接岸できるようにする2バースの新規事業化を盛り込んだ016万
トン級の大型客船に対応できる410メートルの新しい津壁や泊地、睦海道路、埠頭用地を6年かけて整備する。【22面に関連記事】国交省などによる
と、19年の長崎港のクルーズ船寄港は183隻で全国で4番目に多い。クルーズ客は55万人に上るが、一方で洋壁不足などで100隻程度を受け入れ
られなかった。クルーズ需要にっいては新型コロナウィルスによる不透明感はあるものの、2バース化で背後地に集積する世界遺産と調和した都市空
間の形成や、三菱重工業長崎造船所のクルーズ船メンテナンス事業との相乗効果が期待できるという。また、路面電車の松が枝方面への延伸など'
後地の再開発構想も連動して動き出す可能性がある。総事業費は136億円で25年度に完成予定。20年度予算には2億円を計上し、摩壁や道路の調
査設き十を進める。ー・・(豊竹健二)」、と報道しました。

長崎市まちづくり部都市計画課市街地整備係は、国交雀が岸壁の築造を事業し、畏崎県が埠頭用地の埋立造成を事業し、長崎県力可長崎県払が枝
地区再開発構想』を提示し、新埠頭とその東と北に隣接する国道499号線の西側の一帯の民有地等を含む土地の範囲に設定する再開発構想検討工
リアに於いて港湾施設等整備とまちづくりを、並びに、路面電車の松が枝方面への延伸、を構想する、と説明します0

『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』は、《将来像》:海の国際玄関口~人々が交流する海陸のクロスロード~、
《開発コンセプト》;A.クルーズ客船の受入拠点となる国際ターミナル機能の強化B.国内外の観光客の快適な移動を支える交通結節機能の強化0
来訪者に充実したサービスと楽しさを提供する観光.交流機能の強化D.地域の安心快適な暮らしを支える都市機能の強化、【施設イメージ1:A)港湾
旅客ターミナル、大型バス乗鋒場.駐車場、緑地(オープンスペース)、日)路面電車の延伸・電停、路線バスの乗降場、タクシー乗降場、C)観光案内所、
飲食店(景色を生かした)、物産館(地元物産を扱う)、免税店など、とする構想です。

(長崎県の広報より)

3.『小曽根築地遺跡』

『長崎市歴史的風致維持向上計画』の範囲と『畏崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』の再開発構想検討エリアの双方
に跨る範囲に、小曽根築地遺跡(東部の小曽根邸跡一帯並びに西部の海岸付一帯を一体の範囲とする、近世末期から現代に至る、切土と築地による
土地の造成を基盤として楕成される"土地の造形"と関係する人類の活動と土地の利用の履歴に関ずる痕跡の遺跡)が存在Lます0

(1)『小曽根築地遺跡』の範囲

私達当会は、r小曽根築地遺跡』の範囲にっいて、概略、現在の長崎市の小曽根町全壊と松が枝町南東の小曽根町に隣接する一帯の範囲に内包さ
れる範囲、即ち、現在の国道499号線の拡張以前の敷地一帯、国道499号線の廩に於いて、隣接する宝製鯛株式会物畏崎市月極小曽根町駐車場
(『小曽根邸遺跡』リ民家である小曽根町南端の一帯、国道499号線の西に於いて、吉弘医院ノ長崎自動車株式会社松ケ枝営業所/長崎税務署の三件
とその西側の道路、長崎自動車株式会社バス車庫の敷地と童側の民家一帯、ぴっくりドンキー小曽根町店並びにネツツトヨタ長崎べイサイド南山手の
敷地の東部の建物付近一帯、に仮定します。(『擾崎港全圖』(明治3年)参照)

(2)『小曽根築地』に関する推移並びに歴史上背景の概略

『小曽根築地関連年表(推移並びに歴史上背景の概略)』(2020年(令和2年)4月3日金曜日養生所を考える会代表池知和恭)を御参照下さい0

(3)『小曽根築地遺跡Ⅲこ鬨する土地の利用の霞歴について

私達当会は、皆様に、当該の『小曽根築地遺跡』に閏する土地の利用の履歴にっいて、之を謂査し公開すること、提案し要望します0
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(4)『小曽根築地遺跡』の存在、又、意義又は価値、並びに、調査保存活用について

私達当会は、『小曽根築地遺跡Ⅲこついて、長崎の外国人居留地に先立って竣工L、長崎地域の梅が枝,、南山手地域の長崎外国人居留地一帯の海岸
埋立埠頭庠壁形成土木造成技術遺跡、長崎地域の治水土木造成技術遺跡、土地造成技術遺跡、の一環と位置付げます。

私達当会は、小曽根家御当主より小曽根家が長崎の佐古の丘の『養生所ノ(長崎)医学校(又は養生所/(長崎)医学校等遺跡)』の用地確保と造成工事
に関係している、と伝聞します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』にっいて、その形成、過程又は技術が、長崎地域の長鮪外国人居留地又淘岸埋立埠頭岸壁の形成、養生所/(長崎)
医学校の成立、治水土木工事、長崎港内港外港一帯の台場形成、その他の広範な土木工事と相互の関係性を構成する、と仮定します。

私達当会は、小曽根家にっいて、日本の中世から近世、近代、現代を背景に、貿易と商業活動を媒体として、世界とアジアと日本、平戸と長崎等の広
範な長崎地域に関する、政治、経済、概念や技術の移転、文化の交流にっいて、濱田彌兵衛や徳川将軍家や諸藩大名家や李鴻章との関係、又、米・
フッチェルトの造船所(乙)、英・アバディーン・ミッチェルトの造船所(乙)、小曽根西洋船大工街、炭坑舎の存在にも顕在する、当該の交易の相互連帯
(ネットワーク)や情報や思潮や行為の中継と創生と拡散、他諸事象の具体的事象と関係性を構成する、と仮定します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』にっいて、当該の関連の諸事象の出来事、具体的事象と関係性、世界と日本の在り方、を証徴する、と仮定します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』の意養、又は、価値にっいて、遺跡の存在並びに実態に関する調査を実施し、歴史上の出来享と関係性の調査を実
施し、世界の各地域の現代の在り方との関係性を考察し、当該の『小曽根築地遺跡』の存在、並びに、その意義、又は、価値とも呼称される諸概念を
明らかにし、公開し、遺跡の遺跡としての空間と存在の実態を調査し、破壊せず、保存し、公開し、文化財保護法上の保護の措置を執り、或いは、原状
を回復し、又は、保守整備し、人々の生活の中での機能を与え(『世界遺産条約履行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳):1

世界遺産条約締約国 15-b)(世界遺産条約第5条参照))、情報を発信し、諸般の制度上の認定や登録をも実現し、同時に、活用すること、を提
案し要望します。

私達当会は、r小曽根築地遺跡』1こついて、記念物建築物、記念的意義を有する彫刻及び絵画、考古学的な性質の物件及び携造物、金石文、洞穴住
居ならびにこれらの物件の組合せであって、歴史上、芙術上、又は学術上顕著な普遷的価値を有するもの、建造物群独立した建築物の群又は連続し
た建造物の群であって、その建築様式、均質性又は景観内の位置のために、歴史上、芸術上、又は学術上顕著な普遍的価値を有するもの、遺跡人
間の作品、自然と人間との共同作品及び考古学的遺跡を含む区域であって、歴史上、芸術上、民俗学上又は人類学上顕著な普遷的価値を有するもの

A 世界遺産の定義文化遺産及び自然遺産 45 世界遺(『世界遺産条約履行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳)
産条約第1条「文化遺産」)、又、顕著な昔遍的価値とは、国家間の境界を超越し、人類全体にとって現代及び将来世代に共通した重要性をもっような、
傑出した文化的な意義及び/又は自然的な価値を意味する。従って、そのような遺産を恒久的に保護することは国際社会全体にとって最高水準の重要
性を有する。委員会は、世界遺産一覧表に資産を登録するための基準の定義を行う(『世界遺産条約履行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産セン
ター.文化庁仮訳):11.A 世界遺産の定義顯著な普逼的価値 49)、又、(11)建築、科学技術、記念碑、都市計画、景銀設計の発展に重要な影響
を与えた、ある時期にわたる価値観の交流又はある文化圏内での価憧観の交流を示すものである、(1V)歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集
合体、科学技術の集合体、あるいは景観を代表する頚著な見本である、(V)あるひとっの文化(または複数の文化)を特徴づけるような伝銃的居住形
態若しくほ陸上.海上の土地利用形態を代表する顕薯な見本である。又は、人類と環境とのふれあいを代表する顕著な見本である(特に不可逆的な変
化によりその存続が危ぷまれているもの)(『世界遺産条約履行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳):".D 顕著な普遍的
価値の評価基準 7フ)、たる事象である、と仮定します。

4.私達当会は、皆様に、『長崎市歴史的風致維持向上計画』、並びに、『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』につ
いて、以下、提案し要望します。

(1)『長崎県松が枝地区再開発構想』について

私達当会は、『長崎県松が枝地区再開発構想』にっいて、r喪崎市歴史的風致維持向上計画』と計画範囲を重複L連続して有し、且っ、『長崎市歴史的
風致雑持向上計画』に対面して隣接する大規模開発であることより、『長崎市歴史的風致雑持向上計画』の実態に与える影響が極めて大きい計画で島
り、『長崎市歴史的風致雑持向上計画』と連動して計画され実施される筈の計画である、と認繊します。

私達当会は、『長崎県松が枝地区再開発構想』について、以下、提案し要望します。

①前提として
私達当会は、皆様に、長崎造船株式会社並びに新長ドック株式会社の二事業者が現在地での事業の継続を自由意志として保有し、且つ、長崎港松が
枝埠頭岸壁2バース化の計画が当該事業者の当鼓自由意志の遂行を何らかの事象により阻害する場合は、長崎港松が枝埠頭岸壁2バース化の計画
を、中止し、且っ、廃止すること、にっいて、之を、明確に認識し、同時に、認知し、且っ、速やかに実施すること、を提案し要望します

②遺跡として『東山手外国人居留地遺跡Ⅱ南山手外国人居留地遺跡』『埠頭岸壁等土木造成遺跡Ⅱ治水土木造成遺跡』『小曽根築地遺跡』その
他の適宜の遺跡

私達当会は、皆様に、宇宙と人類出現以前以降の地球の自然と遺跡(遺跡としての空間ど'土地の造形"と建造物と遺物)は、人類にとって根源的な茎
積である処、之を調査し、破壊せず、現状保存し、公開し、文化財保護法上の保謹の措置を執り、又は、原状回復し、保守甍備し、人々の生活の中での
機能を与え、情報発信し、諸般の制度上の認定や登録をも実現し、活用することを提案し要望します。

③私達人類の活動の空間として
ア.私達当会は、皆様に、新Lく築造される庠壁と新しく埋設される埠頭、並びに、その東に隣接し、且つ、国道499号線の西に隣接する土地について、
遺跡を遺跡として、遺跡以外を長崎港松が枝埠頭岸壁第2バース並びにその関連施設として、それぞれ専用に土地の利用を企画すること、を提案し要
望します。

イ.私達当会は、新しく築造される庠壁と新しく埋設される埠頭にっいて、長崎港松が枝埠頭岸壁2バース並びにその関連施設として、専用に運用され
る、と仮定します。

ウ.私達当会は、皆様に、当該の計回範囲の北部に位置する、松が枝町南東の小曽根町に隣接する一帯と小曽根町の一帯にっいて、在来の建築物
を移転し、一体の空間として運用すること、を提案し要望します。

D私達当会は、皆様に、『小曽根築地遺跡』並びにr埠頭岸壁等土木造成遺跡』にっいて、遺跡の調査を行い、遺跡として蓮用し、遺跡として保存
し活用する二と、を提案し要望します。
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iD私達当会は、皆様に、大浦警察署にっいて浪の平町南部から古河町北部方面へ移転、長崎港湾合同庁舎ノ長崎県警察本部松が枝別館/長崎県
警察松が枝第2別館/気魚庁検測所ノ長崎税務署にっいて浦上川河口東摩再開発地区の長崎県庁舎近隣方面へ移転、長崎自動車株式圏社松ケ枝営
業所/長崎自動車株式会社バス車庫にっいて小ケ倉三丁目の国道499号線と県道237号線が合流する好立地にある柳埠頭へ移転する二と、を提案し
要望します。

i川私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間に於ける遺跡に於ける機能の交織として、小曽根築地が公共交通の結節点でもあった土地の利用
の履歴を継承し、遺跡の原状保存を前提とする範囲内に於いて、原則として、『小曽根築地遺跡』の土地の国道499号線に近似する当該国道の西に隣
接する位置に、第二候補として、『小曽根築地遺跡』の西に水路を渡る土地の位置に隣接路面電車の鶴路と終着停留所を設置すること、を提案し要望
します。(4-(2)『小曽根築地遺跡』について参照)
エ.私達当会は、皆様に、当該の計画範囲の南都に位置する、浪の平町北部の一帯にっいて、以下、を提案し要望Lます0

i)私達当会は、皆様に、当該の土地の範囲に現存する長崎造船株式会社並びに新長ドツク株式会社の二事業者の造船工場の建物にっいて、之を
市民生活の痕跡たる文化財、又社会的共通資本としての蓄積、公益として、之を破壊せず、保存し、又、りノベーシヨン、例えぱ、工場空間内部に新しい
建物を建設する、又は、建物問を空中歩廊により連結する等、によって、入国管理等施設、又は、小曽根築地博物館、又、海事博物館等、に再生活用
すること、を提案し要望します。
オ.私達当会は、皆様に、民有地並びにその利用形態の移転にっいて、所有者に発生する経済的損失にっいて、政策上の補填を計画し実施すること、
を提案し要望します。

④仮定としての懸念と提案と要望
私達当会は、『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』に於ける入国管理や通関等のバース運営管理等施設にっいて、
民閻開発によって形成されるならぱ、民間による資本の運用効率を求めて、資本運用システムの収容装置として施設力儁層化し、更に、責本主体が複
数に渡る場合には個別の携想によって、複数の土地の区画に規定される新しい複数の独立した個別の作家性を伴う閉じた空間としての高層建築群が
密集密接するスプロールとして出現する可能性がある、と仮定します。
私達当会は、この場合、南山手の鍋冠山の山塊と喪崎内港に挟まれた南北に伸びる東西に狭い急斜面地に位置する遺跡である『南山手外国人居留
地遺跡』並びに『海摩付地所埠頭岸壁土木築造遺跡』並びにr小普根築地遺跡』に形成された在来市街の中間を東西を分けて南北に走る国道499号
線の西に沿って、南北に長く寮西に薄く高い衝立のような複数の高層建築の群が大きなヴォリュームを以って出現し、新Lく埋築される埠頭並びに岸壁
の区域と山手の在来市街によって形成される筈の、一体の人類の活動の空間を見享に二っに分断し、さらに、人々の間際に屹立する垂直の真新Lく存
在感のある身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリュームは、遺跡の身体的スケールとその由来に従って立っ人々を圧追する、と仮定します0
私達当会は、さらに、身体的スケールとその由来によって成立している遺跡の中心に成立した、身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリユームは、
自身の隣接の一帯の空間に、自身と同様の身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリュームを誘発する可能性がある、と仮定Lます0
私達当会は、さらに、身体的スケールとその由来によって成立している遺跡への身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリユームの成立は、身体的
スケールとその由来を逸脱したヴォリュームがその存立の構造とする身体的スケールとその由来の逸脱によって成立している土木と建築の空間構造へ
の改変により、身体的スケールとその由来によって成立している遺跡としての空間並ぴに"土地の造形"の空間栴造を破壊して行われる、と仮定します0

私達当会は、限定された閉じた狭い空問に長期的に起居する旅客船の乗客乗員の皆様が、陸地への上陸に際して、第一義に願望する事象にっいて、
限定解除された開かれた広い空間である、と仮定Lます。
私達当会は、長崎港松が枝埠頭岸壁第2バースにっいて、旅客船の乗客乗員の皆楪が、限定された閉じた狭い空間たる船内から、陸地へ上陸した瞬
間に、目前に、高い衝立のような真新しく存在感の複數の高屠建築群が身体的スケールとその由来を逸脱した大きなヴォリュームをもって迫り、背後を
振り返れぱ、外部空間より見上げる見慣れない高層建築より大きな旅客船のより巨大なヴォリュームが頭上に碩い被さり、狭い埠頭の空間の谷間の底
に圧追されたとすれぼ、予定した上陸への期待感は、完全に裏切られる、と仮定します。

私達当会は、当該の遺跡としての空聞並びに"土地の造形"の空間携造の破壊にっいて、遺跡の不可逆的な破壊である、伺時に、遺跡の不可逆的な
破壊を誘引する、と仮定します。
私達当会は、当該の遺跡にっいて、遺跡の遺跡としての実態を消滅し、資本の効率の実験場となる可能性がある、と仮定します0

私達当会は、この結果にっいて、即ち、遺跡の破壊であり、同時に、即ち、私達人類の活動の空間に於ける、私達人類の身体的スケールの破壊であ
り、以って、私達人類は、私達人類の身体的スケールの行為を破壊される、と仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の私達人類の活動の空間に於いて、遺跡が保全され継承され、同時に、私達人類の身体的スケールの破壊によって、私
達人類の身体的スケールの行為が破壊されない為に、当該計画の主体が、私達人類の身体的スケールとその由来によって形成されている遺跡たる
在来市街における、当該開発計画に於いて、当該の事象を、私達人類の身体的スケールによって構成する結果となるように、制御する措置を執り行為
する二と、結果として、一帯の遺跡を保全し継承し、同時に、当該の一体の私達人類の活動の空間を、私達人類の身体的スケールとその由来によって
形成すること、を提案し要望します。

(2)『小曽根築地遺跡』1こついて

私達当会は、皆様に、『小曽根築地遺跡』並びに之に包含する『小曽根邸遺跡』等遺跡の全範囲にっいて、私達人類の活動の空間に於ける遺跡として、
以下、提案し要望します。

①私達当会は、皆様に、遺跡としての空間と実態を、調査し、破壊せず、現状保存し、公開L、文化財保護法上の保護の措置を執り、又は、原状回復し、
保守整備し、人々の生活の中での機能を与え、情報発信し、諸般の制度上の認定や登録をも実現し、活用すること、を提案し要望します0

②私達当会は、皆様に、遺跡の現状保存を前提とする範囲内に於いて、遺跡の庠壁を遺跡の実態を基盤に原状回復整備し、海水を導入して一帯土
地に水路を形成して遺跡を復元整備すること、を提案し要望します。

③私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間に於ける遺跡に於ける機能の交織として、遺跡の現状保存を前提とする範囲内に於いて、『小曽根築
地遺跡』の土地とその西に水路を渡る土地を適宜橋梁で接続L、新しい埋築埠頭土地から『小曽根築地遺跡』土地に至る全面に広場を出現させ、『小曽
根築地遺跡』の当該位置に炭坑舎建物を復元建築して諸般の活用を実施L、之に隣接する広場を客船の着樺に際する歓迎行事やその他の催事に運
用すること、を提案し要望します。

④私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間に於ける遺跡に於ける機能の交織として、小曽根築地が公共交通の結節点でもあった土地の利用の
履歴を継承し、遺跡の原状保存を前提とする範囲内に於いて、原則として、『小曽根築地遺跡』の土地の国道499号線に近似する当該国道の西に隣接
する位置に、第二候補として、『小曽根築地遺跡』の西に水路を渡る土地の位置に隣接路面電車の線路と終着停留所を設置すること、を提案し要望しま
す。

⑤私達当会は、皆様に、近代と現代の転換の狭間にて、公に接収された範囲の、小曽根邸、現在の『小曽根邸遺跡』(長崎市月極小曽根町駐車場一
帯)1こついて、小曽根家に変換すること、を提案し要望します。
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(3)『長崎市歴史的風致雑持向上計画』の重点区域に設定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」について

私達当会は、『長崎市歴史的風致維持向上計画』の亘点区域に設定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」について、『長崎県松が枝
地区再開発構想』と連勳して計画し実施される筈の計画である、と認識します。

私達当会は、『長崎市歴史的風致維持向上計画』の重点区域に設定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」について、『長崎市歴史的
風致維持向上計画』の[歴史的風致の雑持及び向上に関する方針]を鴛合的に鑑み、以下、提案し要望します。

①私達人類の活勳の空間としての遺跡より
私達当会は、皆擇に、『東山手外国人居留地』並びに『南山手外国人居留地遺跡』並びに『海崖付地所埠頭庠壁土木築造遺跡』並ぴに『治水土木築造
遺跡』並びに『小曽根築地遺跡』並びに『養生所八長崎)医学校等遺跡』等一帯遺跡地並びに近隣市街地について、遺跡との事象に対して適切を欠く、
又、不自然で異質なヴォリュームと肌理(テクスチャー)と意匠の建造物、又、遺跡との事象、その空間の身体的スケールと身体的スケールとその由来
によって成立している遺跡の空聞並びに"土地の造形"の空間構造に対して異質な高層建築物並びに臭質な土木建造物、を築造しないこと、又、その
為の措置を執ること、を提案し要望します。

②長崎市の『グラバー園Ⅲこついて
ア.私達当会は、皆様に、長崎市の『グラバー園Ⅲこついて、当該施設を、建物等建造物の保存保全に対し、私達人類の概念の時代的限界に起因する
経過措置であると位置付け、その保有する建造物について、又は、旧東山手南山手外国人居留地に関する建造物について、漸次、原状位置又は敷地
に復旧し、本来の姿であると考え得る現地にて保存し活用すること、その為の措置を執ること、を提案し要望します。
イ.私達当会は、皆様に、当該の提案の措置に関し、『南山手外国人居留地遺跡』並びに『東山手外国人居留瑚等関連遺跡地の市街に於いて、複数
の個別の歴史的建造物を中心とした共時的通時的空間思想行為の連続性を保持する自然で自発的な経過を経由するにぎわいの創出、即ち、『グラ
バー園』たる制度として又範囲として閉じた空間である点から、各個別の歴史的建造物を中核として形成される近隣の面としてのにぎわいと、複数の個
別の歴史的建造物によって形成される、個別のにぎわいの面と面との接触、接続、霊複、交錯する勳線の形成による、即ち、関連性、ネットワークによ
る、さらにおおきな面としての開かれた空間に於ける身体的スケールと共時的通時的空間思想行為の連続性による自然なにぎわいとその相乗効果(ス
パイラル)、周辺地域へのやわらかな拡散へのジャンプを形成すること、その凋の環境整備としての様々な措置を執ること、を提案し要望します。
ウ.私達当会は、皆様に、当該の提案の措置に関し、『グラバー園』での次世代への展開について、遺跡としての"土地の造形"の保存と原状回復を前
提として、同時に、『グラバー園』の従来の人為的人工的意図的な閉じた空間との性格を踏まえつつ、その制度と空聞の構造を閉鎖から開放へと転換し、
例えぱ、劇場やステージやアトラクションの設置と活動により、文化財というより、より人為的人工的、意図的の洗練による芸術的効果を中核とする人類
の活動の空間へ、博物館的で静的な空間から活動的で動的な性格の空間へ、とジャンプすること、その為の様々な措置をとること、を提案し要望します。

③私達当会の仮定
ア.私達当会は、私達当会の当該の提案について、『グラバー園』区域における遺跡としての存在感についてはもとより、『東山手外国人居留地』並ぴ

に『南山手外国人居留地遺跡』並ぴに『海摩付地所埠頭庠壁土木築造遺跡』並びにr治永土木築造遺跡』並びにr小曽根築地遺跡』並びにr養生所バ長
崎)医学校等遺跡』等一帯遺跡の遺跡としての存在感を保全し、又は、向上する、と仮定します。

イ.私達当会は、私達当会の当該の提案について、遣跡の遺跡としての存在感の保全と遺跡の遺跡としての存在感の点から面への拡張によって、身

体的スケールと共時的通時的空間思想行為の連続性による自然なにぎわいとその相乗効果(スパイラル)を、点としての地域から、面としての地域へ拡
張する、と仮定します。

5.開発と遺跡、人為的人工的意図的なにぎわいと天為的自然的非意図的なにぎわい

a)1こぎわい又はその創出についての二つの類型の仮定

私達当会は、にぎわい又はその創出について、以下、二つの類型を仮定Lます。

日.空間に於ける身体的スケールとその由来の逸脱、共時的通時的空間思想行為の断絶、非日常、演出的、を経由する人為的人工的意図的なにぎ

わい又はその創出

b.空間に於ける身体的スケールとその由来の保持、共時的通時的空間思想行為の連繞、日常、非演出的、を経由する天為的自然的非意図的なに
ぎわい又はその創出

(2)にぎわい又はその創出についての二つの類型の適用への仮定

私達当会は、にぎわい又はその創出の二つの類型の運用への仮定について、開発において、空間に於ける身体的スケールとその由来の逸脱一共時
的通時的空間思想行為の断絶一非日常一演出的、を経由する人為的人工的意図的なにぎわい又はその創出を適用し、遺跡において、空間に於ける
身体的スケールとその由来の保持一共時的通時的空間思想行為の連続一日常一非演出的、を経由する天凋的自然的非意図的なにぎわい又はその
創出を適用する、と仮定します。

(3)提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡において、空間に於ける身体的スケールとその由来の逸脱一共時的通時的空間思想行為の断絶一非日常一演出的、を経

由する人為的人工的意図的なにぎわい又はその創出を運用せず、空間に於ける身体的スケールとその由来の保持一共時的通時的空問思想行おの
連続一日常一非演出的、を経由する天為的自然的非意図的なにぎわい又はその創出を運用すること、を提案し要望します。

〆

22/28 (/36 / 142



元亀元年(1570年)この年長峡開港の協定成立大村の大村純忠(ドンリ勺レトロメウ)ーイエズス会日本布教長カブラル(メルシオール、デ'フィゲイレドの鐘任)によって開港の最終的
決定がなされたと思われる.
元亀二年a5π年)三月長崎の町立て始まる大村純忠家来友永対属指揮島原町大村町外浦町平戸町文知町横瀬流町の六町
慶長八年二月十二日a印3年3月24日)後陽成天皇徳川家廉に征寓大将軍の宣旨
慶長九年五月三日(1604年)江戸御公儀糸割符制塵を導入
慶長十年四月十六日a605年)惇川秀忠に征夷大将軍の宣旨
慶畏十年(1605年)小曽根家家祖平戸道喜住チ夢)本博多町に居住
元和元年七月a615年)禁中井公家諸法塵武家諸法彦公布

(世界最物の成文憲法と云います:惇川家広氏:2018年6月7日木曜日長崎惣尊讃仰会文化講渓会)
元和九年七月二十七日住623年8月お凹)徳川家光に征夷大将軍の宜旨
寛永四年a627年)タイオワン事件(ノイツ峯件)台湾一濱田朝兵衛ーピーテル.ノイツ
寛永十一年住634年)小讐根家道喜二十五町人出島乙名の筆頭として出島造成
寛永十九年a642年)六月二十一日小曽根家道喜没玉十九歳
正保三年U646年)小曽担家道喜の妻上筑捷町の別荘を永晶寺に喜捨

寛政十二年a800年)十一月四日小曽根家十二代六左衛門(竹影)誕生
文化五年(謡08年)一月二+ニヨ小曽根家十一代貞蔵(豊彰)没四十三歳
文政十一年a828年)王月二日小曽根家十三代栄(乾堂)塩生(六左衛門墨男)
天保五年三月十一臼(1834年4月19日)橋本左内越前国に生越前藩奥外科医権本長綱長男

小曽根築地関連年表(推移並びに歴史上背景の概略)

矢保十一年a叩年6月)阿片戰争勃発(英清)
帽40年5月26日オランダ傾東インド総督が、対日貿易を総合的に見直すような決定を行う。(その一箇条にて、オランダ領寮インド靴督は、殖民局長官に別段報借書を商鱈長の利
用に供するために送付すること、商館墨が日本当局へ別段風説害を通常の風説審の提供にともなって書面の形で通知するよう彊民局長官から商酋長宛命令を付す二と、を指示)
1840年7月殖民局長官のもとで作成された最初の別段風説書を搭賊したコルネリア・エン・ヘンリエツテ号が長崎に向けてバタフィアを出淫
天保+二年五月九日(1841年6月27日)高島秋帆武州西台徳丸原で洋式砲術洋式銃陣の公開演習を実施
天保十三年a842年)南京条約調印(英清/阿片戦季終結)

弘化元年五月(1844年)江戸城本丸燐失_
弘化元年七月二日(1艸年8月14日)オランダのコープス大佐がパレンバン号で長崎に入港(オランダ国王ウィレムニ世の阿片戦争の実惟を知らせ開国を勧告する国書を第十二代征
夷大将軍佐川家庚に奉呈慮草はフォン・シーポルト佛府は翌年遅れて回筈/国王の厚意を謝し開国の勧告を拒絶)
嘉永二年三月七日(1849年)老中阿都伊勢守力U近来葡学医師追々相増世上にても信用いたし候もの多有之哉に相聞候右は屋土も違候事に付御医師中は蘭方相用候儀御制禁被仰
出候旨得御意堅く可被相宅候但し外科眼科等外治相用候分は断方参用致候ても不苦候」と布遣
嘉永四年【1851年)小曽根家十四代晨太郎(星淘)誕生
嘉永五年(1852年11月)ドンケル・ウルチウスが出島のオランダ商館甚に就任
嘉永六年四月a853年6月)幕府は水野筑後守忠徳を浦賀奉行から長峡奉行とする
嘉永六年六月三日a853年7月8日)アメリカ東インド艦隊司令長官マシュー・ペリーが流賀に入港(ミシシツピ号以下四隻)
嘉永六年八月二十八日a853年9月30日)水野筑後守忠惇が長崎奉行に着任
嘉永七年三月三日aB54年3月31日)日米和親条約を武蔵国久良岐郡横浜村字駒形の応接所で翁結(神奈川条約Kアメリカ東インド艦隊司令長官マシユー'ペリー、大学顛林復斎)
嘉永七年七月二+八日(1854年8月)オランダ東インド艦陣淘軍中佐ファビウスがスーンビン号の艦長として長崎に来航、ファビウスは幕府の求めに応じ「地役人又は当地在住商工共
之相撰」また黒田.鍋島両整の家臣に三ケ月の予備湊軍伝習を実施し、擾崎奉行水野筑後守忠徳の質問に答申して幕府近代西洋海軍創投を建言L、両鬢の彪筈の末に幕府閣の決
裁を得た水野忠徳の案、即ち幕府近代西洋湃軍創設とオランダから日本へのスーンビン号の艦呈と幕府からオランダへのコルペツト艦二隻の注文と甚崎海軍伝習の実施とその方針
を承知
嘉永七年ハ月二十三日a854年10月14日)日英和親条約を長崎で緒結(英国東インド・中国艦隊司令ジェームズ.スターリング、長崎奉行水野忠徳.長棲目付永井尚志)
嘉永七年九月(1854年11月)幕府はオランダ当局にコルベツト艦二隻を発注
嘉永七年九月二十一白(1854年11月Ⅱ日)コアピウスは、オランダに帰国のためジャワに向けて出帆、帰国したファビウスは、幕府提案の要件の実現に努力し、国王ウィレム三世に拝
謁しこれを実現する、また、ドンケル.ウルチウスへの田王特命全権領事官授与、訪日国王特使として国王侍従長ファン.りン〒ン伯頁の派遣が決定する
安政二年大月八日(1855年7月ユ1日)第一次長崎湾軍伝晋派遣隙司令官フフビウス中佐(ヘデー号に搭乗)と訪日国王使節である国王侍従長ファン'りンデン伯雪とファン'ハル〒ンづ
ルック男爵及び(第一次)長嶋海軍伝習教官陛長崎港に入港(艦長ぺルス・ライケン大尉(伝習教官隙長)以下伝習教官22名、スーンビン号:改名観光丸着:三本マスト'バーウ型木造
外車蒸気船(ニルペット))_
安政二年六月十一日(1855年7月24日)ウルチウスは「和甍国王ゴロートヘルトルファンリュクセムビニルグより献貴物として蒸気船スームビング捧げ奉り候」と申出、スーンビン号をオラ
ンダ国王ウィレム三世の名において幕府に贈呈、幕府は直ちにこれを鯉光丸と改称、第一次海軍伝音は短光丸を練習艦に用いる
安政二年十月二十二日a855年U月leX第一次)長崎海軍伝習開所式挙行(取締永井玄蕃頭尚志(岩之丞))
安政二年十一月(1855年)永井玄薯頭尚志はファピウスに長崎製蝕所の建設を依託
安政二年+一月十玉日a855年)コアビウスは長崎を出航しバタビアを経由Lてオランダ本国へ向かう
安政二年十二月二十三日(1856年工月30日)白蘭和親条約を長蟻で輔結(出島オランダ商鯨長ドンケル'クルチウス)
1856年初、幕府はオランダに対して引き続き第二次長崎洩軍伝智派遣隊の選抜を依頼したので、オランダ本国では、新派遣隊の人選などの串備を進める、ファビウスは帰国してオラ
ンダ政府へ永井尚志の依託の製鉄所建設を日本側の蔓請として報告して建設への慳力を具申し政府当局は製鉄所建設への協力を可決する、オランダ政府は計画の取り纏めを、オラ
ンダ国立機関廠(Rリk写$t。。mνヨ.門d1曇Π尋"の海軍中佐ホイェンスへ示達し、計画され、機材顛が手配される、ホイエンスは当時蒸気機関の権威と目されていた
安政四年八月四日(1857年9月21日)タ刻第二次長崎嵩軍伝習教官陛長崎港外高鉾島近海に碇泊(艦長力^ンチイーケ大尉(伝晋教官隊長)以下伝習教官37名、ヤパン号.改名
陵塵丸着:麹る嘉永七年九月n854年11月)1こ幕府がオランダ政府に発注:三本マスト・パーク型木造内車蒸気艦(コルベット)、備砲十二門、百厩力、長さ二十七聞半、幅四闇)
安政四年八月五日(加57年9月2ユ白)第二次長崎浅軍伝饗教官陛長崎に入港、出島に上陸、直ちに、長嶋奉行荒尾石見守はオランダ育館長立合のもとにヤバン号を十万ドルで受取」、
威陛丸と改称
上陸した伝習教官オランダニ等泡軍軍医ポンベ・ファン・メールデルフォールトは、出島の植物園中の家に落付く
安政四年ハ月十二日a857年)製鉄所建設用機材類の飽ノ浦等への陸禍を開始
この頃ポンぺは、幕府御目見得医師松本喪順等二~三名の訪問を受け、松本良順に生徒取純を依頼
安政四年八月二十九日(1且57年10月16日)日蘭追加条約を長崎で純結
(ドンケル.ウルチウス、水野忠徳、荒尾成允、岩瀬忠震、自由貿黒への移行を前提とした貿易規制の綬和、出島への商人の出入りと取引自由)

安政四年九月十玉白a857年11月1日)第二次喪崎浅軍伝習教官隊第一次教官隙より引き継ぎ
安政四年九月二+六日aB57年U月1ユ白)ポンぺは長崎奉行所西役所で就任披露胸演をなす
安政四年九月二十七日a857年11月13日)ポンぺは長崎奉行所西役所で医学の講義を開始
安政四年十月十日(1857年11月ユ6日)幕府はハルデスにより長崎製鉄所を起工
安政四年+一月十二日(1部7年詑月ユフ日)ポンぺは大村町の医学伝要所に於いて始めて公開の種痘を行うにの時までに医学伝習は大村町の高島秋帆邸内の西北隅の一屋に移転
(火村町の医学伝冒所))

安政四年十一月十六日a857年12月31日)までにボンぺは長崎奉行所に対して病院設立の申請をなし
安政四年中に解剖学教程の為に屍体解剖による解割学教擾晝行いたい旨を建誰
安政四年a三57年)この年小曹根乾堂、松平春獣公に拝謁、越前藩御用商人となる
安政五年玉月二十一ea858年6月30日)アメリカのフレガット艦ミシシッピ号中国経由長崎に入港(コレラの伝染軽路をなす媒体であった)
(安政王年a858年)二の年コレラ流行)

安政五年六月十九日U858年7月ユ9日)日米修好通商条約講印特奈川沖小柴のポーハタン号
安政玉年七月八日a858年8月16日)幕府は蘭方医の学習を公許
安政五年七月下旬a858年)コレラの劇症庫者は減少
安政玉年八月四日a858年9月10日)菓府は長崎奉行所からの「病院御取建之優」に付いての伺いに備後守より早川庄次郎を経て「伺之通相心褐御入用其外共巨細取調可被伺候
事」と覚を下附L許司を与える
安政五年八月八日(18蛤年9月14日)戊午の密勳孝明天皇は水戸藩に幕政改革指示の勳詮を直接下賜安政の大獄の契操
安政五年九月下旬(1858年)長崎のユレラは殆ど粧棄する
安政玉年(1B58年)この年、ポンぺ、バリにキュンストレーキ(精巧な紙製の人体解剖棋型)を発注
安政五年n8卵年)この年小曽根乾堂、将軍家茂公に拝謡、自筆の隷書を献上、文房具と将軍自筆「水哉」の書を下賜される
安政六年正月五臼(1859年2月7日)勝朗太郎(艦長)朝陽丸で江戸に出航
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安政六年n859年)に至って江戸より長崎に病院設立の許可が違せられる

安政六年二月六日(1859年)長崎奉行はオランダ弁務官に海軍伝晋中止の内密の予告をなす
安政六年四月a859年)小曽根築地着工(申請:堀の内の淘津約6000坪)
安政六年六月二日(1859年)長崎・神奈川・函館を開携

安政六年七月三日a859年8月1日)この日ボンぺは日本王国長崎監学校を開始Lた、と記す、この頃までに大村町の医学伝習所に学生寮を備え医学校としての休裁が整う
安政六年十月七日U8"年11月1日)撲本左内(景岳)伝馬町牢塵敷で斬首二十六叢

安政六年十月十日(1859年11月4日)第二次長崎海軍伝奮敏官隊力^ンチイーケ以下、オランダ商船ポスティロン号に髮船Lて、厩臨丸に先導され、礼砲の轟くなか畏崎を出帆Lジャ
ワを目指Lて帰国、このときまでに幕府海軍が所有する蒸気艦は、握光丸、威陰丸,朝曙丸.蟠寵丸の四隻
安政七年正月十三日(18印年2月4日)日米修好通商条約批准書交換のための還米使節団の陸伴隊が品川沖を出航(司令官木村図書守喜穀,艦長勝藤太郎、威圃丸に乗船)
安政七年正月十九日住8印年2月10白)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伴隊が浦覚を出毒(覇水積込完7)
安政七年圧月二+二日a8印年2月13日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団が品川沖を出航(正使外国御奉行斬見豊前守.副使外国御奉行村垣淡路守.御目付小
栗豊隻守、アメリカ羣艦ポーハタン号に乗船)

安政七年二月二十六日a860年3月17日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伴隊がサンフランシスコに入遊
安政七年三月三日a8印年3月24B)弁伊直弼死去(享年46歳、櫻田門外の饗)

安政七年三月九日(18印年3月30日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団がサンフランシスニに到着
安政七年三月+ハ日a8印年)日米修好通育条約批准書交換のための遣米使節団がサンフランシス=を出港
万延元年三月二十一ea850年)小瞥根家十二代大左衛門(竹影)妻英没五十玉歳、栄(乾坐)小曽担町に居を移す
万延元年閏三月三日aB印年4月お白)奉行所は寺崎助一郎と橋本良之進を病院取建掛に任ず

万延元年閏三月+九日a御年)日米修好通商条約批准害交換のための遭米使節団の随伴隊がサンフランシスニを出港
万琵元年聞ミ月二+玉日aB60年)日米修好通商条約批准婁交換のための遣米使節団が首都ワシントンに到着
万董元年四月八日(18卯年5月28日)岡昂駿河守長常は「病院唱方之儀二付申上候書付」を幕府に提出し幕府は早川庄次郎を軽てその進達を受けここに茎生所の名称が確定
万廷元年五月玉白a8帥年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伴隊が浦賀へ帰還

万璽元年玉月二+四日(1860年6月13日)付畏崎代官嵩木作左衛門が長崎奉行所に「養生所御取建地所差支無御座儀申上候響付」を報舎)
万毒元年六月十三日a8印年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団が帰路に就く(アメリカ軍艦ナイアガラ号に桑船)
万董元年九月二十七日(1860年)日米修好通商条約批准書交換のための還米使節団横浜に到差しただちに品川沖に廻漕
万延元年十月住860年)小曽祖築地竣工地盤沈下の岩半年程倉庫建築を遅延

万錘元年十月(1容60年)第1次外匡人居智地造成工事完成(大浦海俸水域の大半を梅香崎側に埋め立てる)
1861年4月12日アメリカ南北戦争醐始(南軍は連邦のサムター要塞を攻撃)
文久元年三月十九日U8飢年4月28日)付長崎代官富木作左衛門が長崎秦行所繭木貫一に「讐生所続医学所御取建地所差支無御座優申上候書付」を報告
文久元年三月二十五日(始61年5月4日)長崎製鉄所第一期工事鑁工【緒装摩壁完成)
文久元年三月二十九臼Q861年5月君日)ハルデスが畏崎を庄港掃国
文久元年七月一eU861年8月6日)長崎市街の南の佐古の丘に茎生所(癖院及び医学所)が落成
文久元年八月+六田a8血年9月20日)讐生所が関院

文久元年十二月下旬a861年)南山手居留地(第2次外国人居留地造成工事:弁天崎から下り松地先埋立)蟻工小曽根築地に連鞘
文久元年十二月末a851年)長崎秦行所は.小曽擢築地の土蔵を「当分御用につき明け渡すよう{こ」命ず、又、峯行所に無断で土蔵を英国商人マッケンジーに貸与の件、小曽根六左
衛門と当時築地を担当する三男顧三郎正雄を処分
文久元年a861年)この年、松本良順小曽根家に寄宿
文久二年旬a861年IB6ユ年)長崎峯行所は小曽根築地のうち坪数約三千二百坪、築地総坪の過半數、修船場、地割を籠Lた為爆付き一帯、火鯏ナ場を残L、居留地に差L加え
文久二年九月十日(1862年11月1日)ボンぺはオランダ商船ヤコブ・エン・アンナ号に搭乗し、上溜、書港、シンガボール経由で母国に向かう
文久三年(玲砧年)六月七日小曽根家十二代六左衛門(竹影)没六十四歳

元治元年ハ月(1864年)横浜製鉄所起ヱ
1865年4月3日アメリカ南北戦争【アメ1」力連合国首都りツチモンドが幣落)
1865年4月9日アメリカ南北戦争終結(アポマトッウス・ニートハウスの戦いが鼻生:ロパート・E・リー将軍がユリシーズ,グラント将軍に降伏)
庚塵元年四月上旬(六日から+日までの闇、1865年)長崎奉行服部左衛門佐常純は養生所を精得館と改称
慶塵元年八月十七日(18砧年10月6日)長嵯奉行服郁左衛門佐常純は「長崎表小嶋郷精得館構内江分理所究理所其外等斬規御昔請出来栄見分相済候粧申上候書付」を幕府に進
違
慶廊元年八月二+四日a865年)横浜製鉄所竣工

慶塵元年九月+六日(1865年11月4田)開圭勅許(兵庫開捲を留保)
慶廟元年丸月二十七日a865年)横須賀製歓所起工式拳行
慶恵元年(18晒年)この年蔑摩藩薩摩藩御用高人山田宗次郎、若松贋善助の個人名蓑で当局へ「手軽のドッウ取建願」を提出(長嶋の小萱地区に修船場を犠想)
慶塵二年六月a部6年)菓府「手軽のドッウ取建願」を認可(戸町村小菅浦)
慶塵三年五月兵庫鬨港勅許
慶廊三年十月十四日(1867年11月9日)徳川慶喜火政事運
慶廊三年十月十五日(1867年11月10日)徳川慶喜の大政峯還を勅許)

慶塵三年十一月七日(1867年)付坂本龍属より陵臭源次郎宛書簡「長崎二於、比度取入候歴鋪」(長崎の拠土史家福田忠昭氏はその場所を新町(現興善町)と指摘)
慶廠四年三月十三日一+四日a8卵年)島寿舟と西鄭吉之助(隆盛)が会談
慶座四年九月八日(18聞年)より明治に改元

明治元年十二月六日(1868年)小菅修船場鶏成(修船架Slip.wey方式)
明治元年十二月七日n8卵年)小餐修船場一番船としてグラバーの所有船が入架
明治二年三月(1869年)甚崎府小曽修船場施設貫上げに畷し、中央当局へ伺い出上申(大浦製鮫所に付記戰:大浦製鉄所は、その頃長崎の大浦地区へ進出してきたイギリス系の
造船業者ボイド社BOYd&00.を指す、上為に根拠地、長崎に操関修理工堪として発足)
明治二年三月a869年)政府小菅修船場を買い上げ

明治三年間十月a870年)明治政府工部賓を民都当から分離(殖産興業へ体制蔓備)、工部雀は直ちに横浜と横須賛の両製鉄所を引継ぐ
瞬治三年(1870年)この年小整柤乾堂、上京、国霊、嵩翌の改刻の建白塞を政府に提出
明治四年四月a8九年)工部省長崎蔓鉄所と小臂修船場を長崎県から移管、呼称を長崎造船所と改めるr殖産」

明治四年四月08社年)小曽根乾堂、勅を奉じて天皇の御竪及び大日本国翌を官中桜の間で改劃

明治四年玉月a8π年)小曽根乾堂、飲差全権大使伊達呆城に陸行して清国に行き、日清修好条規の締結に参与(条文執筆)
明治四年七月二十九日a871年9月13日、同治10年)日清修好条規天津で締結旧本国歓差全権大臣伊達宗城、清国飲差全権大臣李鴻章)
明治四年0871年)小曽根乾堂、李鴻業からr鎮鼎山房」の書を贈られる

明治玉年二月二十八日住B72年)兵部省を陸軍省と海軍省に分割、横浜製作所と横須賀造船所は海軍省の所管となる「建兵」
明治五年六月十大日(18n年)明治天皇長崎行幸、飽の浦と小菅修船場に箇幸、小曽柤埠顛に高張提灯を並べ歓迎す
明治玉年十一月九日a8陀年)太陰暦を廃して太陽暦とするとの詔勳

明治五年+二月三日(1872年)を明治6年1月1日(始乃年)とする
明治7年a874年)11月7日旧長崎医学校(及び病院)が善地事務(支)局病院となる(征台の役の当に公兵員拷荒とする)

明治10年(1幻7年)2月15B離軍の一喬大隊が鹿児島から歳本方面へ先発(西南の役開始)
明治10年a877年)2月玲日政府は、鹿児島県逆徒征討の詔を発出(西南の役)

明治10年(1877年)5月3日博髪社が設立されます

明治10年a8刀年)9月24日西蝿隆盛が被弾して廃児島の城山で自刃(51歳)。午前9時頃、銃声が静止(西南の役終結)
明治10年(1877年)この年、小曽根家は小曽糎町にわが国最初のコンウリート民間住宅を建設

明治10年aB77年)二の年、小曽根家乾堂喜捨により新柵町の太平寺を浪の平に移す
明治11年(1878年"月11日小曽根家乾堂小曽根町に私立小曽根小学校を創設

朋治18年【1885年)"月27日小曽援家+三代栄(乾堂)辛玉+ハ歳鎮鼎山中に埋葬
明治37年社9叫年)6月5日小曽根家十四代農太郎(星湃)没工十四歳
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第八部その他関連する事象について

1.手厶達当会は、公共について、"皆が関わる他者"であり、同時代の人類の各個への便益の還元(又は、そ
の総体)というより、未来の人類への社会的共通資本への投資への選択である、と認識します。

2.手厶達当会は、人類の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の、公共、即ち、"皆が関わる
他者"、例えぱ、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類の歴史の理解、現代の文明の完成(私達当会は、
現代の文明にっいて、持続可能(sustain北1日:サスティナブル)な社会が達成されていないとすれぱ、現代
の文明は未完成である、と認識します。)の保存、継承、形成、への参加が、人類の様々な"分断"を緩和す
る、と仮定します。

3.私達当会は、皆様に、遺跡への行為にっいて、遺跡の現状保存と継承、例えぱ、遺跡の発掘調査に関し、
開発行為等による破壊を前提とした、遺跡を破壊しっつ行う「記録保存」を止め、遺跡を保存しっつ行う「活用
のための調査」を選択し、之を前提とした開発行為を選択すること、を提案し要望します。

4.私達当会は、皆様に、.既に、破壊され、滅失し、失われた遺跡を、私達人類の活動空間に於いて、長期
計画により、再建することを提案し要望します。

5.私達当会は、皆様に、本紙の記載にっいて(長崎奉行所西役所等遺跡群、養生所/(長崎)医学校等遺跡
と共に)、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査確認、現状保存、原状回復、活用、整備、公
開、継承を行為すること、を提案し要望します。

6.私達当会は、皆様に、本紙の記載について(長崎奉行所西役所等遺跡群、養生所/(長崎)医学校等遺跡
と共に)、長崎県が策定を検討する「大綱」に於いて、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査
確認、現状保存、原状回復、活用、整備、公開、継承、またその計画について、記載することを提案し要望し
ます。

フ.国公私立大学高校中学校小学校の講堂並びに体育館等施設の一般利用への開放

私達当会は、皆様に、私達人類、就中、一般の国民県民市民の文化芸術活動の為に、国公私立学校の観
覧座席のある講堂並ぴに観覧座席のない体育館等施設について、学校活動を全うしつつ、一般利用へ向け
て、速やかに開放の実態を拡張すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、当該の学校施設整備の今後の計画にっいて、一般利用への開放を目的とする対策
や利便や設備等を包含した施設整備を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、①発表展示修練創作活動の場一空問の拡大、②活動の活性化、③広い地域に於ける活動
利便の向上、④活動の裾野の拡大、⑤学校教育上の効果の高度化、に対する即時的効果を期待します。

8.私達当会は、当会より、過去に、皆様に申し入れた事項、並ぴに、皆様との"見解の相違"に係る事項、並
びに、当該の陳情の詳細に係る事項について、継続的定期的な対話を提案し要望します。

私達当会は、当該の対話に関する現状について、中途で中断している、と理解します。

9.不確実な行為の選択の拡散に繋がる遺跡への言説について

私達当会は、長崎地域に於いて、事象、例えば、遺跡にっいて、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよい(破壊
してよい)、との旨の言説の複数即ち流布のある処、当該言説にっいて、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾があるか、論理に飛躍
があるか、又は、非科学的な態度であり、より不確実な行為の選択の拡散蔓延に繋がる、と理解し、一方、わからない(それがそうか確証
が得られない)から処置(破壊、廃棄、移勤、言及、その他)できない、との概念にっいて、例えぱ、お医者様におかれましても、わからない
ので検査しましょう、又は、様子を見ましょう(もう少し分かってから処置する)と行為されると理解し得る処、後者が、論理的であり、論理に
整合があり、論理に飛躍がなく、科学的な態度であり、より確実な行為の選択の拡張伸張に繋がる、と理解します。
私達当会は、皆様に、人類の世界に於いて、例えぱ、遺跡にっいて、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよい
(破壊してよい)、等の、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾があるか、論理に飛躍があるか、又は、非科学的な態度であり、より不確
実な行為の選択の蔓延に繋がる、と考え得る言説又はその流布を、停止し消滅するよう、監視しそう行為することを、提案し要望します。
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10.当該の書面(陳情書、又、要望書、並びに、各その添付資料)について

私達当会は、私達当会が、提出者即ち作成者並びに名宛人を明記して、皆様に宛てて提出する、陳情書並
びに添付資料、又、要望婁並びに添付資料について、之が、陳情喜、又、要望書である処、同時に、「思想又

は感情を創作的に表現したものであって、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属するもの」であり、即ち、思
想、感情(又、概念、発見)を、作成者(弊会並びに代表記名の個人)の個性により創作的に、記し、構成して、
一体として、表現したものであり、著作物である、と認識します。(単なるデータ、表現される以前のアイディア
等、単なる模倣、工業製品等ではありません)

私達当会は、皆様に、当該の陳情書並びに添付資料、又、要望書並びに添付資料について、皆様の運用過

程に於ける、変更、切除、宛先の変更、書面の寸断、その他の、著作者の意図に反する、意図的な改変のな
いよう、お願い申し上げます。

私達当会は、皆様に、以下の事象について、①本事項への個別の具体的な回答又は説明、対話、②湖及
して著作者の意図の回復、③今後の再発の回避、を要望します。

a)当会より、過去に、長崎市に提出した、長崎市長を筆頭の名宛人とする長崎地域の遺跡に関する要望
書に対する、長崎市理事者の運用について

白.私達当会は、2019年(令和元年)7月1日月曜日に畏崎市長を筆頭の名宛人として喪崎市秘書課に『養生所バ長崎)医学校等遺跡の保
存・保護・整備・公開に関する要望書Ⅵ1』『長崎泰行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・甍備に関する要望書 NI』の二件の要望
書を提出した後、2019年(令和元年)7月4日水曜日以降、当該要望書について、喪崎市文化観光部文化財課より、当該要望書に弊会が

関係者として名宛人として併記した長崎市文化財審議会長に、送達又情報共有されていない事がわかりました。

b.私達当会は、過去に、複数件、長崎市長を筆顛の名宛人とする長崎地域の遺跡に関する要望書について、長崎市文化観光部文化財課
より、当該要望書に弊会が関係者として名宛人として併記した長崎市文化財審議会長に、送達又情報共有されていない事がわかりました。

C.私達当会は、本件につき、甚崎市文化観光部文化財課長に当該の要望を行った後、2019年(令和元年)7月9日月曜日以降、長崎市秘
書広報部広報広聴課に、複數回、連絡し当該の要望をお伝えしています。

d,私達当会は、本件につき、長崎市議会事務局に問合せ、長崎市長等宛要望書に関する担当理事者より当該名宛人への送達に於いて、弊

会より議会議長宛てに提出した陳情書の市長部局へのデータ送達のデータについて、両社がほぼ同じ内容の為、担当理事者に、当該の
データ送達を以って書面送達の代替とする提案をしたい、との旨、了解を得て、2020年(令和2年)1月9日木曜日長崎市秘書広報部広報
広聴課に連絡し、当該の経緯と長崎市文化観光部文化財課長宛の要望を、お伝えしています。

e.以上、複数回、長崎市秘書広報部広報広聴課に、担当理事者よりの回示を問い合わせる処、当該の回示が得られません。

f.私達当会は、本件につき、『養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する陳情書 XⅢ(旧長崎市立佐古小学校地とそ
の外周道路を中核として) 2019年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様』『長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保

存・活用・公開・整備に関する要望書Ⅳ』に記載し、以降、複数回、関係陳情書に記叢し、関係する長崎市臓会常任委員会で審議されていま
す。

宮.長崎市の理事者の皆様におかれましては、当件に付、速やかに、長崎市秘書広報部広報広聴課様を経由して御回答御説明いただけます
ようお願い申し上げます。

私達当会は、長崎市の理事者の皆様に、本件につき、以下の通り要望します。

i)私達当会は、皆様に、長崎市長並びに弊会が関係者として記す名宛人様が、送達又はその他の手段により情報共有することを要望しま
す。

iD私達当会は、皆様に、過去に、長崎市長を筆頑の名宛人として長崎市に提出した要望書のうち、弊会が閏係者として名宛人に併記する
長崎市文化財審護会長に送達又情報共有されていない複数の当該の要望書について、速やかに長崎市文化財審犠会長に送達又はその他
の手段により情報共者すること、を要望します。

iil)私達当会は、皆様に、今後、長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市に提出した要望書に連ねて記した当該関係の名宛人に対する、送達
又情報共有が欠落することのないこと、を要望します。

※2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会の直前に長崎市文化財課長より電話にて、2019年12月に長崎市文
化財審謹会会長が文化財課に来訪した際に陳情書を提示した旨連絡がありました。

私達当会は、皆様に、過去長崎市文化財審議会会長に閲覧のない陳情書一式、また、今後の陳情についても、長崎市議会常任委員会での

当該陳情の審査迄に、長崎市文化財審議会会長に当該の陳情書一式の閲覧のあること、を要望します。
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(2)当会より、過去に、長崎市議会(事務局)に提出した、長崎市議会長を名宛人とする長崎地域の遺跡に

関する陳情書に対する、長崎市議会の運用について

白.私達当会は、過去に、長崎市議会事務局の担当者と、一連の長崎市議会議長への陳情書について、陳情書の本文にっいて、全議員に配
布する、添付資料にっいて、審査する常任委員会の委員の議員諸氏、報道関係者に配布し、傍聴各席の閲覧資料に設置する旨、相互確認し
ていました。

b.私達当会は、長崎市2019年(令和元年)9月以降、当会より、最近の、過去に、畏崎市議会(事務局)に提出した、長崎市議会長を名宛人
とする長崎地域の遺跡に関する陳情害について、陳情書の添付資料について、当該陳情書を審査する、長崎市機会常任委員会の議員諸氏、
報道関係者への配布、当該審査の傍聴各席の閲覧資料にの設置に対して、配布及び設置のなかったこと、がわかりました。

C.私達当会は、『養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する陳情書XⅢ(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を
中核として) 2019年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様Ⅱ長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・
整備に関する要望書Ⅳ(サンリくウロ教会等跡/長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2019年(令和元年)9月6日金
曜日長崎市議会議長佐藤正洋様』の当該の各陳情書の添付資料にっいて、当該陳情書の長崎市議会の常任委員会の審査の終了後、長
崎市議会亭務局への確認で、長崎市議会常任委員会の議員諸氏に於いて、長崎市議会事務局より当該委員会の委員の議員諸氏に、当該陳
情書に添付資料があり、長崎市議会事務局を通して閲覧可能との告知を行ったが、誰も当該陳情婁の閲覧がなかったこと、がわかりましナこ。

d.私達当会は、本件につぃて、長崎市議会事務局に連絡して相談し、続いて、『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関す
る陳情書XⅣ(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に闘す
る陳情書 V (サンリくウロ教会等跡ノ長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2019年(令和元年)12月2日月曜日長崎
市議会議長佐藤正洋様』に記載し、要望し、関係する長崎市議会常任委員会で審議されましたが、事態の改善はありませんでした。

e.私達当会は、皆様に、本件にっいて、本項冒頭の趣旨を御理解いただき、本項白.の措置を回復頂けますよう、提案し要望し、お願い申し
上げます。

私達当会は、長崎市議会の皆様並ぴに長崎市の関係者の皆様に、本件にっき、以下の通り要望します。

i)私達当会は、皆様に、長崎市機会の陳情書審査に臨んで、長崎市議会の陳情書審査に参加する皆様が、当該陳情書の全体を情報共有
すること、その為の措置を執ること、を要望します。

私達当会は、皆様に、長崎市議会議長への陳情書について、陳情書の本文にっいて、全議員に配布する、添付資料について、審査する常
任委員会の委員の議員諸氏、報道関係者に配布し、傍聴各席の閲覧資料に設漬する、ことを要望します。

Ii)私遠当会は、皆様に、当会より、過去に、長崎市議会(事務局)1こ提出した、長崎市議会長を名宛人とする長崎地域の遺跡に関する陳情
書のうち、陳情書の添付資料にっいて、当該陳情害を審査に関する、長崎市議会常任委員会の議員諸氏、報道関係者への配布、当該審査の
傍聴各席の閲覧資料への設置に対して、配布及ぴ設置のなかった、当該の添付資料について、当該の委員会の議員諸氏、報道関係者、傍聴
人、即ち、当該委員会審査の参加者に、当該の既にインターネット1こ公開された陳情書の添付資料の閲覧を促す措置を執ること、を要望します。

iii)私達当会は、皆様に、今後、長崎市議会の陳情書審査に臨んで、当該の長崎市議会の陳情書審査に参加する皆様への当該陳情書の全
体を情報共有する措置について、欠落のないこと、を要望します。

※2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会での当該陳情審査の後、長埼市議会事務局議事調査課に再度確認した
処、当該陳情書陳情婁の取扱いについて都度議会運営委員会と確認しているが直近では、①議会運営委員会に陳情書(添付資料を省略)を
提出、②「議会運営委員会協議結果報告書」の当該陳情妻の送付先委員会の記粧に関して、別冊資料を委員会室机上に設征する旨、別冊資
料配布希望の場合議事調査課で対応する旨、記載している、当該報告害は長崎市議会議員全員に配布している、との説明がありましたので
記します。

長崎市議会議員の皆様におかれましては、当該事項の趣旨ご理解いただき、議会進捗、又、委員会審査実施までに、当該の陳情塞と共に添
付資料についても、閲覧御一読いただけますようお願い申し上げます。

11.2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会の当会より提出の陳情審査に於ける

長崎市文化財課長の答弁について

a.2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会の当会より提出の陳情審査に於いて、長崎市文化財課長は、2020年2
月28日金曜日迄に当会より長崎市の理事者に宛てて新たに個別の複数の要望書の提出があった件につき、当会の文化財課への提出に際
して課長補佐より対応のあった件について「決着済み」と認識する以外の件について、要望書の提出者である当会と協諾中である旨、答弁しま
しナこ。

b.2020年2月28日金曜日迄に当会より長崎市の理事者に宛てて提出した新たな個別の複數の要望書に関して、要望の妻「長崎地域の浦
上地区遺跡群につぃて」を提出した際に受け取った課長補佐より適切に措置する旨対応があった他、2020年3月5日木曜日以前並びに以降
の全ての期間において、長崎市文化財課と協議若しくは経過説明のあった事実はありません。

0.私達当会は、長崎市文化財課長について、長崎市議会に於ける答弁に於いて、事実をもって答弁する二とを要望します。

d.私達当会は、長崎市文化財に、過去の私達当会よりの陳情書又は個別の要望書又は個別の情報交換の過程に於ける様々な要望若Lく
は質問に於いて、協議もしくほ説明、経過説明のない事叡について、協機もしくは説明、経過説明のあること、を要望します。
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12.(長崎)医学校等正門東翼石垣等石垣群について

私達当会は、予て、皆様に、(長崎)医学校等正門東翼石垣等石垣群にっいて、諸資料より、(長崎)医学校
等の初期、明治元年十月十七日(1868年Ⅱ月30日)精得館を長崎府医学校(及び病院)と改称、明治二年七

月九日(1869年)長崎府が長崎県と改称された旨長崎に布達この後に長崎府医学校を長崎県病院医学校と
改称、明治四年十二月(1871年)長崎県病院を長崎医学校と改称、その当時、明治三年から四年頃、医学校
の正門の東翼の石垣として当該一帯の土地の敷地造成とともに始めて築造され、明治11年(1878年)1月8

日長崎病院医学場を長崎霊学校と改称、その当時、正門をやや西方へ移動したことにより連接して増改築さ
れた石垣群であり、又、明治39年(1906年)6月1日当該地が長崎市佐古尋常高等小学校として運用され始

めて後、大正十四年に、旧医学校(新)講堂建物を長崎医科大学に返還、当該一帯の二段運動場の一段運
動場への改善整備に伴い連接して増改築され、(大正15年(1919年)4月1日長崎市小島町一番戸、元養生
所附属建物二階家一棟を本学構内に移す、本紙筆者注:「元養生所附属建物二階家一棟」は正しくは明治1

5年(1882年)5月27日長崎竪学校が甲種医学校となる頃に新築した(新)講堂、「本学校内」は具体的には
ぐびろケ丘の頂、昭和6年(1931年)3月までに、長崎医科大学構内ぐびろケ丘山上の「記念館」(旧甲種長崎
医学校講堂建物:大正14年(1925年)10月29日に長崎市佐古尋常高等小学校より返還移転)滅失(長
崎腎科大學第五回卒業記念写真集『1931』昭和六年三月窯眞舘響謹寝「長崎署科大學遠望」))、
後、複数の運動場整備に係り一帯に連接した増改築があると推測され、昭和25年迄に、長崎市立佐古小学
校の扇形石段設置等新たな校門整備のため連接して増改築された石垣群が基盤となっている、と想定でき
ることより、一帯の石垣群の現状保存を提案し要望してきました。

この程、長崎市の理事者の皆様ほか、皆様の、努力と技術と判断により、外周道路拡幅に伴う扇形石段の東
後方移設に由来して、当該石垣群西端部に於いて、改変があるものの、(長崎)医学校等の遺構と推定し得
る石垣群と当該石垣群の周辺に接続された石垣並びに煉瓦塀等遺構の現状保存、並びに、現状保存した状
態での薬液注入による石垣背面の補強が実現する運びとなり、現在、一帯を施工中です。

私達当会は、当該の遺跡の原状保存が実施されることにつき、皆様に、感謝し、厚く御礼申し上げます。

私達当会は、当該事象につき、今後、当該遺跡とその性格、並びに、長崎大学医学部図喜館等、諸方に保
管されている諸資料と共に、私達人類の遺跡と歴史、記憶と記録として、皆様に、永く、継承され、語り継が
れること、を提案し要望し、期待します。

第九部関連する資料

1.参考資料

1.『遺跡に関する提案と要望のお届けについて』 2020年(令和2年)3月11日水曜日
長崎市教育委員会教育長橋田慶信様長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様長崎市教育委員会教育総
務部施設課長西原政彦様長崎市文化観光部喪股張一男様長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様長崎市
企画財政部長片岡研之様長崎市企画財政部都市経営室長岩永浩様長崎市企画財政部長崎創生推進室喪山田
尚登様長崎市企画財政部大型事業推進室長赤倉史明様長崎市まちづくり部長片江伸一郎様長崎市土木部長
吉田安秀様喪崎市中央総合事務所長大串昌之様長崎市理材部長小田徹様長崎市環境部長宮暗忠彦様
長崎市原爆被爆対策都長中川正仁様長崎市秘婁広報部長原田宏子様長崎市議会議長佐藤正洋様長崎市文化
財審議会会長下川達彌様

標記の件、下記別添資料をお届け致します。

当該資料に於ける提案と要望と趣旨につき、御理解を賜り、御検討、実施頂けますようお願い申し上げます。記
1.別添資料(各一通)

(1)『(長崎)医学校等正門両巽石垣等石垣群並びに、旧長崎市立佐古小学校北西門前扇型石段に関する提案と要望』
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